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所　　在　　地

天白キャンパス
〒468 -8502 名古屋市天白区塩釜口一丁目 501番地

☎（052）832－1151（代表）
法学部
経営学部
経済学部
理工学部
農学部
情報工学部
法学研究科
経営学研究科
経済学研究科
理工学研究科
農学研究科
総合学術研究科

八事キャンパス

たかき

〒468-8503 名古屋市天白区八事山150 番地
☎ （052）832－1151（代表）
薬学部
薬学研究科

ナゴヤドーム前キャンパス
〒461-8534 名古屋市東区矢田南四丁目 102 番 9

☎（052）832－1151（代表）
都市情報学部
人間学部
外国語学部
都市情報学研究科
人間学研究科

春日井（鷹来）キャンパス
農学部附属農場
〒486-0804 春日井市鷹来町字菱ヶ池4311－ 2

☎ （0568）81－2169

日進キャンパス
日進総合グラウンド
〒470-0102 日進市藤島町長塚75

☎ （0561）73－0810

中村キャンパス
附属高等学校
〒453-0031 名古屋市中村区新富町 1－ 3－16

☎ （052）481－7436（代表）
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ナゴヤドーム前キャンパス 配置図
外国語学部
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（地下鉄）ナゴヤドーム前矢田駅

至大曽根

南館南館

事務室 1F
社会連携ゾーン（shake） 2F

保健室 1F
学生相談室 1F
図書館 1F
マルチスタジオ 2F
クラブハウス 2F・4F
体育館 3F

DSホール（DS101） 1F

テニス兼
フットサルコート
テニス兼

フットサルコート

食堂（M PATIO）1F
ラーニングコモンズ 2F
グローバルプラザ 2F

（令和7年4月1日現在）



こんなときは？
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ఱന φΰϠυーϜ前 ീ事

௨
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௨学定݊ظのߪ入について 学຿センター
（教຿）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ）

事຿ࣨ

1ô45

๫෩ಛผܯ報·たは๫෩ܯ報・࣌֐ࡂのରԠ 学຿センター
（学෦૭ޱ）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô24

਎
্

ߋอূਓॅॴのม・ߋอূਓม、ߋॴのมॅݱ 学຿センター
（教຿）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô12

い出、আ੶・෮੶ئ学・ୀ学・෮学のٳ 学຿センター
（学෦૭ޱ）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô10

学ੜূのฆࣦ・࠶発行について 学຿センター
（教຿）

事຿ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿૭ޱ） 1ô45

ূ
໌
ॻ

学校学ੜੜెཱྀ٬ӡ௞ׂҾূ（学ׂূ） 学຿センター
（ূ明ॻ）

事຿ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿૭ޱ） 1ô45

成੷ূ明ॻ・ଔ業ݟ込ূ明ॻなͲ各種ূ明ॻ 学຿センター
（ূ明ॻ）

事຿ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿૭ޱ） 1ô44

त
ۀ

ཤ修登録、単位・ཤ修૬談 学຿センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô19

についてߨิ・ߨٳ 学຿センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô1ÿ

ܽ੮ಧについて 学຿センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô1ÿ

ࢼ
ݧ

定ݧࢼظについて 学຿センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô20

௥ݧࢼ࠶・ݧࢼの૬談・申੥ 学຿センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô20

ܦ
ࡁ

学අৼ込依頼ॻのฆࣦ 学຿センター
（学෦૭ޱ）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô12

授業ྉ等のೲظԆظの૬談・申੥ 学຿センター
（学෦૭ޱ）

事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô12

঑学ۚの૬談、申੥ 学຿センター
（ੜࢧ׆ԉ）

事຿ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿૭ޱ） 1ô4ý

ࢿ
֨ ެ຿員ݧࢼର࠲ߨࡦ、各種資格࠲ߨ ΩϟϦΞセンター

（ΤΫスςンγϣンάルーϓ） ΩϟϦΞセンター 1ô40

ੜ
׆

ΞルόΠト৘報 学຿センター
（ੜࢧ׆ԉ）

事຿ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿૭ޱ）

མし෺について 学຿センター
（学ੜ׆ಈ）

事຿ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿૭ޱ）

学ੜূのམし෺について 学຿センター
（教຿）

事຿ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿૭ޱ）

ਐ
࿏ ब職（ब職׆ಈ）૬談 ΩϟϦΞセンター ΩϟϦΞセンター 1ô39

૬
ஊ

学ੜ૬談ࣨ

อ健センター อ健ࣨ อ健ࣨ

1ô3ÿ

ϋϥスϝント૬談 3ô1ý

ͦ
ͷ
ଞ

Πンターンγοϓについて ΩϟϦΞセンター ΩϟϦΞセンター

事຿ࣨ

1ô39

ཹ学について Խਪਐセンターࡍࠃ 事຿ࣨ
（学෦事຿૭ޱ） 1ô40

※取ѻ૭ޱにはɼ௚઀出向いて手続き΍࣭問をしてくͩさい。
※学ੜศཡの内༰がɼมߋされる場合が͋Γ·す。มߋ内༰はɼ掲示൘ɼ学຿γスςϜにて࿈བྷし·す。



ＩＮＤＥＸ 全　学　共　通　事　項

ø
Ⅰ．名城大学の概要  ʜʜʜ 1 ʵ 1

1ɽ໊৓大学ཱ学のਫ਼ਆ ʜ 1 ʵ 2

ç2ɽ学　Վ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 2

ç3ɽ໊৓大学の 3 つのϙϦγー 

Ξセスϝント・ϙϦγー ʜ 1 ʵ 3

4ɽ学位授༩ํ਑ରԠ表ɼཤ修ܥ౷ਤɼ
φンόϦンάίーυ ʜʜ 1 ʵ 3

ç5ɽԊ　ֵ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4

çýɽ教育૊৫ ʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ ý

Ⅱ．学　籍ʜʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ þ

1ɽ学ੜূ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ ÿ

2ɽ学੶൪号 ʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 9

3ɽ学੶্の໊ࢯ ʜʜʜʜ 1 ʵ 9

4ɽ修業年ݶとࡏ学年ݶ ʜ 1 ʵ 9

5ɽ学੶ҟಈ及び௄ռ ʜʜ 1 ʵ 10

ýɽそのଞのئ・ಧ出 ʜʜ 1 ʵ 12

þɽ学අ等 ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 12

Ⅲ．教務事項ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 15

1ɽ学　ظ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 1þ

2ɽ単位੍౓ ʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 1þ

3ɽ授　業 ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 1þ

4ɽཤ　修 ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 19

5ɽݧ　ࢼ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 20

ýɽ๫෩ಛผܯ報·たは๫෩ܯ報・
ʜ ݧࢼの授業及び࣌֐ࡂ 1 ʵ 24

çþɽʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報ʯが
発表された場合 ʜʜʜʜ 1 ʵ 25

çÿɽަ௨ؔػがストϥΠΩを実施して
いる場合の授業及びݧࢼ ʜ 1 ʵ 25

Ⅳ．教職課程・学芸員課程ʜ 1 ʵ 2þ

1ɽ教職՝ఔ【学෦】 ʜʜʜ 1 ʵ 2ÿ

2ɽ学芸員՝ఔ【学෦】 ʜʜ 1 ʵ 30

Ⅴ．科目等履修生・研究生・
単位互換履修生 ʜʜʜʜ 1 ʵ 31

1ɽ੍౓の種ྨ ʜʜʜʜʜ 1 ʵ 32

ç2ɽ各種੍౓の֓要 ʜʜʜ 1 ʵ 32

Ⅵ．学務システム，事務の取り扱い，
各種制度，マナー ʜʜʜ 1 ʵ 33

1ɽ学຿γスςϜ ʜʜʜʜ 1 ʵ 34

2ɽ事຿内༰ ʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 35

3ɽ学ੜへの࿈བྷなͲ ʜʜ 1 ʵ 43

4ɽ各種ূ明ॻの発行等に
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 44

5ɽ঑学੍ۚ౓ ʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4ý

ýɽ定ظ健康診断の実施に
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4ý

þɽ学ੜ教育֐ࡂڀݚই֐อݥ
・ҩྍඅิॿ ʜʜʜʜ 1 ʵ 4þ

ÿɽ学内でकる΂きϚφーに
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4þ

9ɽࣗಈं௨学のશ面ࢭېに
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4þ

10ɽࣗసं௨学（φΰϠυーϜ前
Ωϟンύス）について ʜ 1 ʵ 4þ

11ɽόΠΫ΍ࣗసंのࣗ؅ݾཧに
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4ÿ

12ɽوॏ඼の౪೉๷ࢭについて ʜ 1 ʵ 4ÿ

13ɽιーγϟル・ωοトϫーΩンά
αーϏスへの౤ߘについて ʜ 1 ʵ 4ÿ

14ɽ学内શ面ېԎについて ʜ 1 ʵ 4ÿ

15ɽ໊৓大学のڥ؀อશにؔわる
取Γ૊Έについて ʜʜʜ 1 ʵ 4ÿ



学　 　部　 　事　 　項

ù
Ⅰ．理工学部教育課程ʜʜʜʜ 2 ʵ 4

1ɽ教育՝ఔ ʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 4

2ɽ教育՝ఔ一ཡ表のํݟ ʜ 2 ʵ 4

3ɽଔ業ڀݚ等のண手৚݅ ʜ 2 ʵ 5

4ɽଔ業ڀݚ等のܧ続 ʜʜʜ 2 ʵ 5

5ɽ授業と授業࣌間ׂ ʜʜʜ 2 ʵ 5

　ýɽ࣠ج科目 ʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 5

　ิ足　成੷ॱ位についてʜʜ 2 ʵ 5

Ⅱ．履修等に関する規定ʜʜʜ 2 ʵ ý

1ɽ授　業 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ ý

2ɽཤ　修 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ ý

3ɽݧࢼ࠶ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 9

4ɽਐ　ڃ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 10

5ɽଔ業ڀݚ等ண手 ʜʜʜʜ 2 ʵ 10

ýɽଔ　業 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 10

þɽ修業年ݶおΑびࡏ学できる
　　  年ݶ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 10

ÿɽ෭ઐ੍߈౓ ʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 11

9ɽస学෦・స学科 ʜʜʜʜ 2 ʵ 12

10ɽަཹ׵学੍౓について ʜ 2 ʵ 12

ç11ɽ単位׵ޓཤ修ੜがଞ大学で修得した
　　  単位の取Γѻい ʜʜʜʜʜ 2 ʵ 12

12ɽଞ大学への入学ɼฤ入学ɼస入学等
　　   ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 12

ç13ɽそのଞؔ࿈事項 ʜʜʜʜ 2 ʵ 12

Ⅲ．各学科の教育課程一覧表ʜ 2 ʵ 14

　数学科ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 14

学科ʜʜʜʜʜʜ޻ࢠిؾి　 2 ʵ 22

　材ྉػೳ޻学科ʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 3ý

　Ԡ用Խ学科ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 4ÿ

学科ʜʜʜʜʜʜʜʜ޻ցػ　 2 ʵ ý0

　ަ௨ػց޻学科ʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ þ0

　ϝΧトϩχΫス޻学科ʜʜʜ 2 ʵ þÿ

　ࣾձج൫σβΠン޻学科ʜʜ 2 ʵ 90

学科ʜʜʜʜʜʜ2޻૑଄ڥ؀　 ʵ 102

ங学科ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2ݐ　 ʵ 112

Ⅳ．理工学部の技術者教育に
　　ついてʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2 ʵ 122

ࣾձの要੥にԠえɼࣾࡍࠃձに௨用
するཧ޻学෦の+"#&& 教育 ʜ2 ʵ 122

1ɽ໊৓大学ཧ޻学෦の教育ཧ೦・
　　  教育目ඪ ʜʜʜʜʜʜʜ2 ʵ 122

2ɽ೔ຊٕज़者教育認定੍౓に
　　  ついて ʜʜʜʜʜʜʜʜ2 ʵ 123

3ɽཧ޻学෦における +"#&&
　　  教育 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2 ʵ 124

4ɽそのଞのؔ࿈事項 ʜʜʜ2 ʵ 125

履　修　要　項

※2. 学部事項の最初の頁に詳細の目次があります。

学則および関連規程等

ú
1ɽ໊৓大学学ଇ（ൈਮ） ʜ 3 ʵ 3

2ɽ教຿نఔʜʜʜʜʜʜʜ 3 ʵ ý

3ɽ科目等ཤ修ੜ要項ʜʜʜ 3 ʵ ÿ

4ɽڀݚੜ要項ʜʜʜʜʜʜ 3 ʵ ÿ

5ɽ学校๏ਓ໊৓大学のઃஔする
学校の学අ等にؔするنଇ

（ൈਮ） ʜʜʜʜʜʜʜʜ 3 ʵ 9

ýɽ঑学ੜنఔ（ൈਮ） ʜʜ 3 ʵ 10

þɽそのଞ঑学ੜʜʜʜʜʜ 3 ʵ 12

çÿɽ学ੜ௄ռنఔʜʜʜʜʜ 3 ʵ 13

ç9ɽ๫෩ܯ報ɼ֐ࡂ等に൐う授業
及びݧࢼの取ѻ内ن ʜʜ 3 ʵ 14

10ɽަ௨ؔػのストϥΠΩ等の場合の
授業及びݧࢼの取ѻ内ن ʜ 3 ʵ 14

11ɽʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報ʯが
発表された場合の授業及びݧࢼの
取ѻ内ن ʜʜʜʜʜʜʜ 3 ʵ 15

12ɽ֐ࡂにରする心得 ʜʜʜ 3 ʵ 15

13ɽϋϥスϝントの๷ࢭ等にؔする
ΨΠυϥΠン ʜʜʜʜʜ 3 ʵ 1ý



校 舎 配 置 図

5
学 芸 員 課 程 事 項

û
教 職 課 程 事 項

ఱനΩϟンύス

タϫー þ5 ʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 3

౩ೆ ʜʜʜʜʜʜٛߨ௨ڞ 4 ʵ ý

౩๺ ʜʜʜʜʜʜٛߨ௨ڞ 4 ʵ ÿ

౩౦ ʜʜʜʜʜʜٛߨ௨ڞ 4 ʵ 11

౩Ⅰ ʜʜʜʜʜʜݧ実ڀݚ 4 ʵ 13

౩Ⅱ ʜʜʜʜʜʜݧ実ڀݚ 4 ʵ 15

౩ᶙ ʜʜʜʜʜʜݧ実ڀݚ 4 ʵ 1þ

౩ᶚ ʜʜʜʜʜʜݧ実ڀݚ 4 ʵ 19

9 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 22

11 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 23

12 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 25

13 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 2ý

ീ事Ωϟンύス

ീ事৽ 1 号ؗ ʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 2þ

ീ事৽ 2 号ؗ ʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 30

ീ事৽ 3 号ؗ ʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 33

ീ事 þ 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 3ý

ീ事学ੜձؗ৓ༀϗール ʜ 4 ʵ 39

φΰϠυーϜ前Ωϟンύス

๺ؗ・౦ؗ ʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 40

੢ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 42

ೆؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 44

य़೔Ҫ（ୋདྷ）Ωϟンύス

ෟଐ೶場ะ場֓略ਤ ʜʜʜ 4 ʵ 4ý

教育ؗڀݚ ʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 4þ

1．学芸員課程を履修する
皆さんへ ʜʜʜʜʜʜʜ 5 ʵ 44

2．大学で学芸員資格を取得
するには ʜʜʜʜʜʜʜ 5 ʵ 44

3．学芸員資格を取得できる
学部・学科 ʜʜʜʜʜʜ 5 ʵ 44

4．学芸員資格取得に必要な
単位の取得について ʜʜ 5 ʵ 45

5．博物館実習について ʜʜ 5 ʵ 4ý

6．学芸員課程の登録および
諸手続 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 5 ʵ 4ý

7．修了証書の授与 ʜʜʜʜ 5 ʵ 4þ

教員免許状取得を目指す学生の
皆さんへʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ5 ʵ ý

1．教育職員免許状について ʜ5 ʵ ÿ

2．大学で教員免許状を取得する
ためには ʜʜʜʜʜʜʜʜ5 ʵ 9

3．教職課程の登録及び履修の
諸手続きについて ʜʜʜʜ5 ʵ 12

4．介護等体験について ʜʜʜ5 ʵ 14

5．教育実習について ʜʜʜʜ5 ʵ 15

6．麻しんに関する報告書に
ついて ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ5 ʵ 1ÿ

7．単位の修得方法について ʜ5 ʵ 19

8．教育職員免許状（教員免許状）の
申請 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ5 ʵ 40

9．教員採用試験 ʜʜʜʜʜʜ5 ʵ 41

10．教員採用試験対策指導 ʜʜ5 ʵ 41
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໊৓େ学の֓ཁᶗ
1 名城大学立学の精神

　໊৓大学のૅはɼ大ਖ਼ 15 年に։ઃされた໊ݹ԰高等ཧ޻科ߨ習ॴに૎Γɼྺ࢙と఻౷を༗する૯合大学です。ত࿨ 42 年 3
月にはɼ࢈学׭各քのࢧԉを得てɼ学ੜɼ෕฼ɼ教員各位のཧղとྗڠのԼɼʮཱ学のਫ਼ਆʯとしてຊ学のઃஔのҙٛと目తを
վめて明確にしɼ学内֎にެ表し·した。
　ʮཱ学のਫ਼ਆʯのࠎ格は『Ժ健中ਖ਼』『実行ྗ』『৴頼』です。すなわちɼ『ڏݠに΋の͝とのຊ࣭をつかΈɼઅ౓をわき·えɼ
๛かなแ༰ྗとฏ֮ײߧを΋ちɼ実行ྗ΋ൈ܈でɼ୭かΒ΋৴頼される』そのΑうなਓ材の育成͜そɼຊ学の目指すと͜Ζです。
　ʮԺ健中ਖ਼ʯはɼ次のΑうにղऍされてい·す。

　　ʮԺʯ ฏ࿨で͋たたかくɼԺ΍かで͋る͜と。

　　ʮ݈ʯ டংとௐ࿨と確実さを΋ってɼࢧোなくɼྗڧく前ਐする͜と。

　　ʮதʯ 。に΋の͝との֩心をつかΈɼแ༰ྗ͋るཱ場に͋る͜とڏݠ

　　ʮਖ਼ʯ ΋の͝とにɼંΓ目ɼけ͡めをつけɼॱٯをわき·えてےを௨す͜と。

学校法人名城大学の基本戦略MS-26
　ຊ学ではɼ։学 100 प年（202ý 年）を目ඪ年とするઓ略ϓϥンʮ.FJKP 4USBUFHZ�202ý（௨শɿ.4�2ý）ʯをਪਐしてい·す。

［共有したい価値観］
「生涯学びを楽しむ（Enjoy Learning for Life）」

　શての学ੜがຊ学の教育にΑってʮ学Ϳָしさʯにͮؾきɼଟ༷なίϛュχςΟの中でɼ༷ʑなਓ΍จԽと出ձいɼਓੜをָしΈながΒੜ

֔学び続けてཉしいというئいを込めたݴ༿です。

［2026 年にめざす将来像］
　「多様な経験を通して，学生が大きく羽ばたく『学びのコミュニティ』を創り広げる」

　͜のকདྷ૾はɼྫえ͹σΟϕートで஥間とܹしいٞ࿦をަわしたΓɼւ֎かΒのཹ学ੜのҙࣝの高さにڻいたΓɼன໷を๨れてڞに学Ϳ஥
間たちとڀݚに຅಄したΓする等ɼΩϟンύス内֎でɼ༷ʑなਓ΍จԽと出ձいɼおޓいにܹࢗしɼ大学の学びが·す·すָしくなる。その
Αうなଟ༷なݧܦのできるʮ学びのίϛュχςΟʯをৗに提ڙし続ける大学を目指し·す。

「穏健中正で実行力に富み、国家、　　　　　
　　　　 社会の信頼に値する人材を育成する」

2 学歌

あ さ ひ に  に お う 　 す ー ず ー か れ い

河 合 逸 治 作詞
信 時 　 潔 作曲

が く り の ー い ず み 　 く む と こ ろ

じ だ い を き ず く 　 は え に な う

き ぼ う に  も ゆ ー る 　 わ こ う ど  が

名 城 ー 　 名 城 ー 　 じゆうのがく　ふ　　お お 　 名 城 ー
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3 名城大学の 3 つのポリシー , アセスメント・ポリシー

4 学位授与方針対応表 , 履修系統図 , ナンバリングコード

学位授与方針
Diploma Policy

　໊৓大学はɼʮԺ健中ਖ਼で実行ྗに෋ΈɼࠃՈɼࣾձの৴頼に஋するਓ材を育成するʯというཱ学のਫ਼
ਆにͮجきɼ次の資࣭・ೳྗを਎につけた学ੜに学位を授༩し·す。
ᶃ෯޿い教ཆを਎につけɼ޿いࢹ໺にཱって෺事のެਖ਼な൑断をする͜とができる。
ᶄઐ໳෼໺にख़ୡしɼࣾձにおける諸問୊のղ決のためにその஌ࣝ・ೳྗを׆用できる。
ᶅओମతに学び続けɼ学Μͩ͜とを෼かち合いɼڞに成௕する͜とができる。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　໊৓大学はɼ各学科の教育目ඪをୡ成しɼ学位授༩ํ਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけさせるためɼ次の
Αうな教育՝ఔをฤ成しɼ実施し·す。
ᶃਓจ・ࣾձ・ࣗવ科学ɼޠ学ɼ৘報ٕज़ɼମ育等かΒなる教ཆ教育՝ఔをମܥతにฤ成しɼ༷ʑなՁ஋

。できるΑうにするݱに৮れɼ෺事をਖ਼しくཧղし表؍
ᶄઐ໳教育՝ఔをମܥతにฤ成しɼٛߨ・ԋ習・実ݧ・実習等をద੾に૊Έ合わせた授業を実施する͜と

にΑΓɼઐ໳෼໺の஌ࣝ・ೳྗを確実に修得しɼ問୊ղ決のために׆かす͜とができるΑうにする。
ᶅॳ年次教育΍ԋ習・実ݧ・実習科目を中心にೳಈత学修の要ૉを取Γ入れる͜とにΑΓɼੜ֔にわたっ

てओମతに学びɼଞ者との૬ޓཧղ΍ҙ׵ަݟができるΑうにする。
ᶆ学修成Ռにରするݫ格な成੷ධՁと単位認定を行うとと΋にɼ学修行ಈௐ査΍ (1"ɼ修得単位数にͮج

くݸผ指導を行う͜とにΑΓɼݸʑのୡ成౓とকདྷܭըにԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　໊৓大学はɼ高等学校等における学習を௨してɼ次のΑうな資 ・࣭ೳྗを਎につけているਓを受入れ·す。
ᶃ大学での学修のૅجとなる高等学校における各教科のجຊ事項を修得している。
ᶄ入学を希望する学科での学修成Ռをࣾձで׆かすという目తҙࣝが͋る。
ᶅ大学ࡏ学中ͩけでなくɼଔ業後΋学び続けるҙཉが͋る。

01

02

03

໊৓大学ではɼຊ学の教育ཧ೦΍ࣾձతχーζを౿·えɼ育成す΂きਓ材૾を明確にしɼその資࣭・ೳྗ֫得のためにద੾な教育
՝ఔฤ成ɼମܥత・૊৫తな教育׆ಈɼ及び͜れに;さわしい学ੜを受け入れるための入学者બൈの実施を目తにɼ大学શମとし
て以Լの学位授༩ํ਑ɼ教育՝ఔฤ成ํ਑ɼ入学者受入れํ਑をࡦ定してい·す。

アセスメント・ポリシー
　໊৓大学ではɼσΟϓϩϚ・ϙϦγー（学位授༩ํ਑）に掲͛るೳྗ・資࣭等についてɼ以ԼのධՁํ๏にΑって学修౸ୡ目ඪのୡ
成状گを確認しɼ教育のվળをਤΓ·す。

アセスメント・ポリシー（大学全体）
大学及び学科ϨϕルではɼσΟϓϩϚ・ϙϦγーの科目͝܈との (1" の数஋に加えてɼ単位取得状گɼ学修行ಈௐ査ɼଔ業࣌ௐ査及び

学ੜΞンケートにΑΓධՁする。
　科目Ϩϕルではɼγϥόスに記載して͋るํ๏で成੷ධՁを行う。ධՁはɼςスト΍ϨϙートなͲ科目の内༰に合わせたํ๏で実施する。
　ଔ業ڀݚについてはɼ各学෦が定めるධՁج準にͮجいてଔ業࿦จ等の成ՌをධՁしɼ大学及び学科Ϩϕルではɼそのूܭ஋でධՁする。

　ຊ学ではɼ学科が掲͛る教育目ඪ（学位授༩ํ਑）をୡ成するために਎につける΂き஌ࣝ・ೳྗ等と授業科目のରԠؔ܎を示す学位授
༩ํ਑ରԠ表΍ཤ修ॱংを示すཤ修ܥ౷ਤɼ授業科目の学習ஈ֊΍ཤ修年次なͲを表すφンόϦンάίーυを作成しɼ໊৓大学のϗーϜ
ページなͲでެ表してい·すのでɼ学修のܭըに׆用してくͩさい。
63-ɿIUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�BDBEFNJDT�EJQMPNB�IUNM
※大学શମの学位授༩ํ਑は 1 ʵ 3ʮ໊৓大学の 3 つのϙϦγーʯをɼ各学科の学位授༩ํ਑は学෦事項を参রしてくͩさい。

3 つのポリシー
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5 沿革

（1）大学の沿革
大ਖ਼ 15 年（192ý）5 月 ॴொに։ઃثޚ習ॴを中۠ߨ科޻԰高等ཧݹ໊

ত࿨ 3 年（192ÿ）4 月 習ॴがɼ໊ߨ科޻԰高等ཧݹ໊ 	科学校ʤ໷間ʥ޻԰高等ཧݹ 科ɼ数学科ɼ෺ཧ科ɼԽ学科ؾి 
 として認Մɼ中۠৽ӫொ 	 ౦৽ொ校ࣷ 

で։校

ত࿨ ÿ 年（1933）1 月 科学校にʤ໷間ʥ中等科をઃஔ޻԰高等ཧݹ໊

ত࿨ 12 年（193þ）3 月 中۠ෆೋݟொに校ࣷҠస
学科ɼԠ用Խ学科ɼ高等科の໷間をઃஔ޻ցػ学科ɼ޻ؾ学科ɼʤ໷間ʥి޻ցػ・学科޻ؾ科学校に中等科ʤன間ʥి޻԰高等ཧݹ໊

ত࿨ 1þ 年（1942）4 月 中ଜ۠৽෋ொに校ࣷ৽ઃ

ত࿨ 21 年（194ý）10 月 ｢科学Ԃ޻԰高等ཧݹ๏ਓ໊ஂࡒ｣ をઃཱ

ত࿨ 22 年（194þ）9 月 ԰ઐ໳学校をઃஔ（9ݹ໊ 月 22 ೔։校）

ত࿨ 23 年（194ÿ）3 月 ɼୈೋ෦Ԡ用෺ཧ（ங෼科ݐց෼科ɼ౔໦෼科ɼػ෼科ɼؾి）にΑΓԠ用෺ཧ学科をୈ一෦Ԡ用෺ཧ学科ߋ԰ઐ໳学校の学ଇมݹ໊
学科（ిؾ෼科ɼػց෼科ɼ౔໦෼科ɼݐங෼科）にมߋ
ୈ一෦数学科ɼ๏੓科ɼ঎科ɼୈೋ෦数学科ɼ๏੓科ɼ঎科をઃஔ

ত࿨ 24 年（1949）4 月 ໊৓大学։学　঎学෦ୈ一෦ɼ঎学෦ୈೋ෦をઃஔ

ত࿨ 25 年（1950）4 月 ๏঎学෦ୈ一෦（๏学科ɼ঎学科）ɼ๏঎学෦ୈೋ෦（๏学科ɼ঎学科）ɼཧ޻学෦ୈ一෦（数学科ɼి 学科）ɼ޻ઃݐ学科ɼ޻ցػ学科ɼ޻ؾ
ཧ޻学෦ୈೋ෦（数学科ɼి޻ؾ学科ɼػց޻学科ɼݐઃ޻学科）ɼ೶学෦（೶学科）をઃஔ（঎学෦ୈ一෦ɼ঎学෦ୈೋ෦はഇࢭ）
୹ظ大学෦（঎ܦ科ୈ一෦ɼ঎ܦ科ୈೋ෦）をઃஔ

ত࿨ 2ý 年（1951）3 月 ૊৫มߋにΑΓ ｢学校๏ਓ໊৓大学｣ をઃཱ

　　　　　　　　　4 月 教職՝ఔ෦をઃஔ

ত࿨ 29 年（1954）2 月 ༀ学෦ༀ学科をઃஔ

　　　　　　　　　3 月 ୹ظ大学෦にిؾ科ୈ一෦ɼػց科ୈ一෦をઃஔ

ত࿨ 30 年（1955）12 月 ༀ学෦をۨํ校ࣷかΒീ事校ࣷにҠస

ত࿨ 40 年（19ý5）4 月 ༀ学෦に੡ༀ学科ɼཧ޻学෦一෦にަ௨ػց学科をઃஔ

　　 　　　　　　12 月 大学ຊ෦ɼୈ一๏঎学෦ɼ大学Ӄ঎学ڀݚ科ɼ୹ظ大学෦঎ܦ科ୈ一෦をۨํ校ࣷかΒఱന校ࣷにҠస

ত࿨ 42 年（19ýþ）4 月 ๏学෦一෦๏学科ɼ๏学෦ೋ෦๏学科ɼ঎学෦一෦঎学科ɼ঎学෦ೋ෦঎学科をઃஔ
（ୈ一๏঎学෦ɼୈೋ๏঎学෦はഇࢭ）

ত࿨ 43 年（19ýÿ）12 月 ೶学෦がୋདྷ校ࣷかΒఱന校ࣷにҠస

ত࿨ 44 年（19ý9）3 月 ୹ظ大学෦ిؾ科ɼػց科ୈ一෦・ୈೋ෦をഇࢭ

ত࿨ 4þ 年（19þ2）4 月 ೶学෦に೶芸Խ学科をઃஔ

ত࿨ 4ÿ 年（19þ3）4 月 ཧ޻学෦一෦に౔໦޻学科ɼݐங学科ɼཧ޻学෦ೋ෦にަ௨ػց学科ɼ౔໦޻学科ɼݐங学科をઃஔ（ཧ޻学෦一෦ݐઃ޻学科ɼཧ
（ࢭ学科はืूఀ޻ઃݐ学෦ೋ෦޻

ত࿨ 51 年（19þý）3 月 ঎学෦一෦にࡁܦ学科をઃஔɼ୹ظ大学෦঎ܦ科ୈೋ෦をഇࢭ

ত࿨ 52 年（19þþ）4 月 ঎学෦ୈೋ෦が中ଜ校ࣷかΒఱന校ࣷへҠస

ত࿨ ý1 年（19ÿý）2 月 ཧ޻学෦一෦・ೋ෦ి޻ؾ学科の໊শをཧ޻学෦一෦・ೋ෦ి޻ࢠిؾ学科にมߋ

ฏ成 þ 年（1995）4 月 ৘報学科をઃஔࢢ৘報学෦౎ࢢΩϟンύスを։ઃɼ౎ࣇにՄࢢࣇՄݝෞذ

ฏ成 ÿ 年（199ý）4 月 ༀ学෦ҩྍༀ学科ɼༀ学科をઃஔ（ༀ学෦ༀ学科・੡ༀ学科はืूఀࢭ）

ฏ成 11 年（1999）4 月 ๏学෦๏学科ɼԠ用実຿๏学科をઃஔ（๏学෦一෦๏学科・๏学෦ೋ෦๏学科はืूఀࢭ）
೶学෦ੜ෺資ݯ学科ɼԠ用ੜ෺Խ学科をઃஔ（೶学෦೶学科・೶芸Խ学科はืूఀࢭ）
঎学෦一෦・ཧ޻学෦一෦にன໷։੍ߨ導入にΑるऩ༰定員૿

（঎学෦ೋ෦঎学科・ཧ޻学෦ೋ෦数学科ɼి޻ࢠిؾ学科ɼػց޻学科ɼަ௨ػց学科ɼ౔໦޻学科ɼݐங学科はืूఀࢭ）
঎学෦一෦・ཧ޻学෦一෦の໊শを঎学෦・ཧ޻学෦にมߋ

ฏ成 12 年（2000）4 月 （ࢭ学科はืूఀࡁܦ঎学෦঎学科ɼ）業ࣾձ学科をઃஔ࢈学科ɼࡁܦ学෦ࡁܦӦ学科及びܦࡍࠃӦ学科ɼܦӦ学෦ܦ
ཧ޻学෦数学科ɼ৘報科学科ɼి 学科ɼަ޻ցγスςϜػ学科ɼ޻ೳػ学科ɼ材ྉ޻ࢠిؾ ௨科学科ɼݐઃγスςϜ޻学科ɼڥ؀૑଄学科ɼ
（ࢭ学科はืूఀ޻ց学科ɼ౔໦ػ学科ɼަ௨޻ցػ学෦޻ཧ）ங学科をઃஔݐ
୹ظ大学෦৘報ࡍࠃ科をઃஔ（୹ظ大学෦঎ܦ科はืूఀࢭ）

ฏ成 15 年（2003）4 月 ਓ間学෦ਓ間学科をઃஔ（୹ظ大学෦৘報ࡍࠃ科はืूఀࢭ）

　　　　　　　　　5 月 ༀ学෦ༀ学科及び੡ༀ学科をഇࢭ

ฏ成 1ý 年（2004）4 月 ཧ޻学෦৘報޻学科ઃஔ（ཧ޻学෦৘報科学科はืूఀࢭ）

ฏ成 1þ 年（2005）4 月 ೶学෦ੜ෺ڥ؀科学科をઃஔ

　　　　　　　　　þ 月 ୹ظ大学෦をഇࢭ

ฏ成 1ÿ 年（200ý）4 月 ༀ学෦ༀ学科（ý 年੍）をઃஔ（ༀ学෦ҩྍༀ学科ɼༀ学科（4 年੍）はืूఀࢭ）

　　　　　　　　　5 月 ঎学෦ೋ෦঎学科ɼཧ޻学෦一෦数学科ɼి޻ࢠిؾ学科ɼػց޻学科ɼަ௨ػց学科ɼ౔໦޻学科ɼݐங学科ɼ೶学෦೶学科ɼ೶
芸Խ学科をഇࢭ

　　　　　　　　 11 月 ঎学෦঎学科及びࡁܦ学科をഇࢭ

ฏ成 19 年（200þ）5 月 ๏学෦ೋ෦๏学科ɼཧ޻学෦ೋ෦数学科ɼి޻ࢠిؾ学科ɼػց޻学科ɼަ௨ػց学科ɼ౔໦޻学科ɼݐங学科をഇࢭ

ฏ成 20 年（200ÿ）4 月 ঎学෦一෦঎学科及びࡁܦ学科をഇࢭ

　　　　　　　　　ý 月 ๏学෦一෦๏学科をഇࢭ

ฏ成 23 年（2011）4 月 ཧ޻学෦ަ௨科学科をަ௨ػց޻学科に໊শมߋ

　　　　　　　　　5 月 ཧ޻学෦৘報科学科をഇࢭ

ฏ成 24 年（2012）5 月 ༀ学෦ҩྍༀ学科・ༀ学科（4 年੍）をഇࢭ
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ฏ成 25 年（2013）4 月 ཧ޻学෦Ԡ用Խ学科及びϝΧトϩχΫス޻学科をઃஔ
ཧ޻学෦ػցγスςϜ޻学科をػց޻学科にɼཧ޻学෦ݐઃγスςϜ޻学科をࣾձج൫σβΠン޻学科に໊শมߋ

ฏ成 2ÿ 年（201ý）4 月 ౦۠໼ాೆにφΰϠυーϜ前Ωϟンύスを։ઃɼ֎ޠࠃ学෦ࡍࠃӳޠ学科をઃஔ
๏学෦Ԡ用実຿๏学科をืूఀࢭ

ฏ成 29 年（201þ）4 月 ਓ間学෦ਓ間学科をఱനΩϟンύスかΒφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにҠస
౎ࢢ৘報学෦౎ࢢ৘報学科をՄࣇΩϟンύスかΒφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにҠస

ྩ࿨ 2 年（2020）4 月 ཧ޻学෦ڥ؀૑଄޻学科をઃஔ（ཧ޻学෦ڥ؀૑଄学科はืूఀࢭ）

ྩ࿨ 4 年（2022）4 月 ৘報޻学෦৘報޻学科をઃஔ（ཧ޻学෦৘報޻学科はืूఀࢭ）

ྩ࿨ 5 年（2023）þ 月 ๏学෦Ԡ用実຿๏学科をഇࢭ

（2）大学院の沿革
ত࿨ 29 年（1954）4 月 ঎学ڀݚ科঎学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ত࿨ 41 年（19ýý）4 月 ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ত࿨ 42 年（19ýþ）4 月 ๏学ڀݚ科๏཯学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ত࿨ 44 年（19ý9）4 月 ๏学ڀݚ科๏཯学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ত࿨ 4ý 年（19þ1）4 月 ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ত࿨ 4ÿ 年（19þ3）4 月 ೶学ڀݚ科೶学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ত࿨ 51 年（19þý）4 月 ೶学ڀݚ科೶学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ত࿨ 52 年（19þþ）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜修߈ங学ઐݐɼ߈学ઐ޻ɼ౔໦߈学ઐ޻ؾ科ిڀݚ学޻

ত࿨ ý1 年（19ÿý）4 月 ߋに໊শม߈学ઐ޻ࢠిؾ科ిڀݚ学޻を߈学ઐ޻ؾ科ిڀݚ学޻

ฏ成 2 年（1990）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜修߈学ઐ޻ցػ科にڀݚ学޻

ฏ成 4 年（1992）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜ത߈学ઐ޻ઃݐ科にڀݚ学޻՝ఔɼظ後࢜にത߈学ઐ޻ցػ科ڀݚ学޻

ฏ成 5 年（1993）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜修߈科に数学ઐڀݚ学޻՝ఔɼظ後࢜にത߈学ઐ޻ࢠిؾ科ిڀݚ学޻
ߋ科に໊শมڀݚ学޻科を大学Ӄཧڀݚ学޻

ฏ成 þ 年（1995）4 月 ঎学ڀݚ科঎学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔɼཧ޻学ڀݚ科数学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ฏ成 ÿ 年（199ý）4 月 ༀ学ڀݚ科ҩྍༀ学ઐ߈修࢜՝ఔɼༀ学ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔをઃஔ（ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔはืूఀࢭ）

ฏ成 11 年（1999）4 月 ౎ࢢ৘報学ڀݚ科౎ࢢ৘報学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ฏ成 12 年（2000）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜修߈学ઐࡁܦ科ڀݚ学ࡁܦ

ฏ成 13 年（2001）4 月 （ࢭ՝ఔはืूఀ࢜修߈科঎学ઐڀݚ঎学）՝ఔをઃஔ࢜修߈Ӧ学ઐܦ科ڀݚӦ学ܦ
౎ࢢ৘報学ڀݚ科౎ࢢ৘報学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ฏ成 14 年（2002）4 月 ૯合学ज़ڀݚ科૯合学ज़ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔɼത࢜後ظ՝ఔをઃஔ
ཧ޻学ڀݚ科数学ઐ߈ɼి޻ࢠిؾ学ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔ及び৘報科学ઐ߈ɼ材ྉػೳ޻学ઐ߈ɼػցγスςϜ޻学ઐ߈ɼަ௨科学ઐ
ɼి߈科数学ઐڀݚ学޻՝ఔをઃஔ（ཧ࢜修߈ங学ઐݐɼ߈૑଄学ઐڥɼ؀߈学ઐ޻ઃγスςϜݐɼ߈ ɼ߈学ઐ޻ցػɼ߈学ઐ޻ࢠిؾ
౔໦޻学ઐ߈ɼݐங学ઐ߈修࢜՝ఔはืूఀࢭ）
՝ఔをઃஔظ後࢜ത߈学ઐࡁܦ科ڀݚ学ࡁܦ

ฏ成 15 年（2003）4 月 （ࢭ՝ఔはืूఀظ後࢜ത߈科঎学ઐڀݚ঎学）՝ఔをઃஔظ後࢜ത߈Ӧ学ઐܦ科ڀݚӦ学ܦ
ༀ学ڀݚ科ྟচༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びੜ໋ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ（ༀ学ڀݚ科ҩྍༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びༀ学ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔは
（ࢭఀूื

ฏ成 1ý 年（2004）4 月 ๏຿ڀݚ科๏຿ઐ߈ઐ໳職学位՝ఔをઃஔ
ཧ޻学ڀݚ科ి޻ࢠిؾ学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔをཧ޻学ڀݚ科ిࢠిؾ・৘報・材ྉ޻学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔにɼཧ޻学ڀݚ科ݐઃ޻学
ઐ߈ത࢜՝ఔをཧ޻学ڀݚ科ࣾձڥ؀σβΠン޻学ઐ߈ത࢜՝ఔに໊শมߋ

　　　　　　　　　þ 月 ༀ学ڀݚ科ҩྍༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びༀ学ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔをഇࢭ

ฏ成 1þ 年（2005）5 月 ཧ޻学ڀݚ科数学ઐ߈ɼి޻ࢠిؾ学ઐ߈ɼػց޻学ઐ߈ɼ౔໦޻学ઐ߈及びݐங学ઐ߈修࢜՝ఔをഇࢭ

ฏ成 1ÿ 年（200ý）4 月 大学ŋ学校ͮくΓڀݚ科大学・学校ͮくΓઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ฏ成 19 年（200þ）12 月 ঎学ڀݚ科঎学ઐ߈修࢜՝ఔ及びത࢜後ظ՝ఔをഇࢭ

ฏ成 20 年（200ÿ）4 月 ཧ޻学ڀݚ科৘報科学ઐ߈修࢜՝ఔを৘報޻学ઐ߈修࢜՝ఔに໊শมߋ

ฏ成 22 年（2010）4 月 ༀ学ڀݚ科ྟচༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びੜ໋ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔをืूఀࢭ

ฏ成 23 年（2011）4 月 ਓ間学ڀݚ科ਓ間学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

　　　　　　　　　5 月 ༀ学ڀݚ科ྟচༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びੜ໋ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔをഇࢭ

ฏ成 24 年（2012）4 月 ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈ത࢜՝ఔ（4 年੍՝ఔ）をઃஔ（ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔはืूఀࢭ）

ฏ成 2þ 年（2015）1 月 ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔをഇࢭ

　　　　　　　　　4 月 ཧ޻学ڀݚ科ަ௨科学ઐ߈修࢜՝ఔをཧ޻学ڀݚ科ަ௨ػց޻学ઐ߈修࢜՝ఔに໊শมߋ

ฏ成 2ÿ 年（201ý）4 月 大学ŋ学校ͮくΓڀݚ科大学ŋ学校ͮくΓઐ߈修࢜՝ఔをืूఀࢭ

ฏ成 29 年（201þ）4 月 ཧ޻学ڀݚ科Ԡ用Խ学ઐ߈修࢜՝ఔɼϝΧトϩχΫス޻学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ
ཧ޻学ڀݚ科ػցγスςϜ޻学ઐ߈修࢜՝ఔをཧ޻学ڀݚ科ػց޻学ઐ߈修࢜՝ఔにɼཧ޻学ڀݚ科ݐઃγスςϜ޻学ઐ߈修࢜՝ఔ
をཧ޻学ڀݚ科ࣾձج൫σβΠン޻学ઐ߈修࢜՝ఔに໊শมߋ
ਓ間学ڀݚ科ਓ間学ઐ߈修࢜՝ఔをఱനΩϟンύスかΒφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにҠస
౎ࢢ৘報学ڀݚ科౎ࢢ৘報学ઐ߈修࢜՝ఔ及びത࢜後ظ՝ఔをՄࣇΩϟンύスかΒφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにҠస
๏຿ڀݚ科๏຿ઐ߈ઐ໳職学位՝ఔをืूఀࢭ

　　　　　　　　　þ 月 大学ŋ学校ͮくΓڀݚ科大学ŋ学校ͮくΓઐ߈修࢜՝ఔをഇࢭ

ฏ成 31 年（2019）4 月 ཧ޻学ڀݚ科ిࢠిؾ・৘報・材ྉ޻学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔをཧ޻学ڀݚ科ిؾ・৘報・材ྉ・෺࣭޻学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔに໊শมߋ

ྩ࿨ 2 年（2020）þ 月 ๏຿ڀݚ科๏຿ઐ߈ઐ໳職学位՝ఔをഇࢭ

ྩ࿨ ý 年（2024）4 月 ཧ޻学ڀݚ科ڥ؀૑଄޻学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ（ཧ޻学ڀݚ科ڥ؀૑଄学ઐ߈修࢜՝ఔはืूఀࢭ）



ø ― ý

6 教育組織

๏ 学 ෦ ๏ 学 科

ܦ Ӧ 学 ෦
ܦ Ӧ 学 科
ࠃ ࡍ ܦ Ӧ 学 科

ܦ ࡁ 学 ෦
ܦ ࡁ 学 科
࢈ 業 ࣾ ձ 学 科
数 学 科
৘ 報 ޻ 学 科（2022 年౓かΒืूఀࢭ）
ి ؾ ి ࢠ ޻ 学 科
材 ྉ ػ ೳ ޻ 学 科
Ԡ 用 Խ 学 科

ཧ ޻ 学 ෦ ػ ց ޻ 学 科
学 ෦ ަ ௨ ػ ց ޻ 学 科

ϝΧトϩχΫス޻学科
ࣾձج൫σβΠン޻学科
؀ ڥ ૑ ଄ ޻ 学 科
؀ ڥ ૑ ଄ 学 科（2020 年౓かΒืूఀࢭ）
ݐ ங 学 科

ੜ ෺ 資 ݯ 学 科
೶ 学 ෦ Ԡ 用 ੜ ෺ Խ 学 科

ੜ ෺ ؀ ڥ 科 学 科

ༀ 学 ෦ ༀ 学 科（ ý 年 ੍ ）
౎ࢢ৘報学෦ ౎ ࢢ ৘ 報 学 科
ਓ 間 学 ෦ ਓ 間 学 科
֎ ࠃ ޠ 学 ෦ ࠃ ࡍ ӳ ޠ 学 科
৘ 報 ޻ 学 ෦ ৘ 報 ޻ 学 科

໊ ৓ 大 学
๏ 学 ݚ ڀ 科 ๏ ཯ 学 ઐ ߈

修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

科ڀݚӦ学ܦ ܦ Ӧ 学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

科ڀݚ学ࡁܦ ܦ ࡁ 学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

数 学 ઐ ߈
ത ࢜ 前 ظ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

৘ 報 ޻ 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ి ؾ ి ࢠ ޻ 学 ઐ ߈ ത ࢜ 前 ظ ՝ ఔ
材 ྉ ػ ೳ ޻ 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
Ԡ 用 Խ 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ŋؾి ৘報 ŋ 材ྉ・෺࣭޻学ઐ߈ ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

大 学 Ӄ ཧ޻学ڀݚ科 ػ ց ޻ 学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

ަ ௨ ػ ց ޻ 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ϝΧトϩχΫス޻学ઐ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ࣾձج൫σβΠン޻学ઐ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
؀ ڥ ૑ ଄ ޻ 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
؀ ڥ ૑ ଄ 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ

（2024 年౓かΒืूఀࢭ）
ݐ ங 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ࣾձڥ؀σβΠン޻学ઐ߈ ത ࢜ ՝ ఔ

೶ 学 ݚ ڀ 科 ೶ 学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

ༀ 学 ݚ ڀ 科 ༀ 学 ઐ ߈ ത࢜՝ఔ（4 年੍）

౎ࢢ৘報学ڀݚ科 ౎ ࢢ ৘ 報 学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

ਓ間学ڀݚ科 ਓ 間 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ

૯合学ज़ڀݚ科 ૯ 合 学 ज़ ઐ ߈
ത ࢜ 前 ظ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ
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ᶘɽ学ɹɹ੶
1  学生証
（1）更新
（2）学生証の提示
（3）記載事項の変更
（4）学生証の返還
（5）その他

2  学籍番号
3  学籍上の氏名
4  修業年限と在学年限
5  学籍異動及び懲戒
（1）学籍異動の種類とその手続きなど
【休学・復学・退学・再入学・除籍・復籍】

（2）休学時の上級年次への進級（年次進行）について
（3）その他の学籍異動
【転学部・転学科】

（4）懲戒

6  その他の願・届出
7  学費等
（1）振込用紙の送付
（2）授業料等の納入方法
（3）授業料等の納入期限
（4）授業料等の納入期限の延期措置
（5）授業料等の納入と試験の関係
（6）学費等の額
（7）休学者の在籍料
（8）転学部・転学科
（9）復籍
（10）再入学
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学ɹ੶ᶘ
1 学生証

　学ੜূはຊ学学ੜとしての਎෼をূ明する大੾な΋のです。ଔ業ɼୀ学ɼআ੶にΑΓຊ学学ੜの਎෼を཭れる·でɼܧ続して使用し·す。ฆࣦɼ

౪೉ɼԚଛなͲがないΑうに取Γѻいにはࡉ心の஫ҙをはΒうとと΋に次の事項にཹҙしɼৗにܞଳしてくͩさい。学ੜূは *$ Χーυです。

(1)　更新
　ཪ面にʮߋ৽γールʯがష付されていない΋しくはݶظが௒えている学ੜূはແޮです。৽しいγールがަ付されたΒɼ学ੜূཪ面にష

付してくͩさい。

(2)　学生証の提示
　次の場合はɼ必ず提示しなけれ͹なΓ·せΜ。

。を受けるときݧࢼ　（1

2）　ਤॻؗへの入ୀؗ࣌΍ਤॻをआΓるとき。

3）　৘報ॲཧ教ࣨ等ɼ学内施ઃをར用するとき。

4）　 各種ূ明ॻɼ௨学ূ明ॻɼ学ੜཱྀ٬ӡ௞ׂҾ （ূ学ׂূ）等の発行をٻめるとき。·たɼそれΒを使用して৐ं・৐ધしたࡍに܎員か

Β提示をٻめΒれたとき。

5）　学ੜି出し෺඼のି出しを受けるとき。

ý）　ຊ大学教職員かΒ提示をٻめΒれたとき。

(3)　記載事項の変更
がੜ͡た場合はɼ許ՄなくຣফしたΓվめたΓせずɼఱനΩϟンύスは学຿センター【教຿】ɼീ事ߋなͲ記載事項にมݶظɼॅॴɼ໊ࢯ　

Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨにಧけ出てくͩさい。

(4)　学生証の返還
　次の事項のいずれかに該当する場合はɼ௚ちにฦؐしなけれ͹なΓ·せΜ。

1）　ଔ業ɼୀ学ɼআ੶にΑΓຊ学学ੜの਎෼を཭れたとき。

2）　స学෦ɼస学科なͲ学੶のҟಈがੜ͡たとき。

。（学ੜূをฦؐچ）のとき׵つかったとき。͋るいはΧーυෆྑにΑるແྉަݟ学ੜূがچ付の手続き後にɼަ࠶　（3

(5)　その他
1）　 ฆࣦした場合·たは౪೉に͋った場合はɼ௚ちに最دΓの࡯ܯへಧけ出るとと΋にɼఱനΩϟンύスは学຿センター【教຿】ɼീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨでަ࠶付の手続きをしてくͩさい（1ô45（2）学ੜূ࠶発行を参র）。

2）　 ཪ面のߋ৽確認γールはɼ状ଶෆྑの΋の΍௨学定ظ発行߇ཝがいっͺいになった΋のは取Γସえ·すのでɼఱനΩϟンύスは学຿セ

ンター【教຿】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨに申し出てくͩさい。

3）　ଞਓにି༩·たはɼৡ౉してはなΓ·せΜ。

発行の手続きは࠶　（4 1ô45 を参রしてくͩさい。

5

18

7

20XX年３月３１日卒業予定

学　生　証

（おもて） （うら：更新確認シール）
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　 入 学 年 度　 学 部 等 学 科 個人番号
੢ྐྵのԼ 2 ܻ 00 ॴ ଐ な し 00 ࣝ ผ ෆ 要 3 ܻ

01 ๏ 学 ෦ 01 ๏ 学 科
02 ܦ Ӧ 学 ෦ 11 ܦ Ӧ 学 科 12 ࠃ ࡍ ܦ Ӧ 学 科
03 ܦ ࡁ 学 ෦ 21 ܦ ࡁ 学 科 22 ࢈ 業 ࣾ ձ 学 科
04 ཧ ޻ 学 ෦ 40 数 学 科 42 ి ؾ ి ࢠ ޻ 学 科

43 材 ྉ ػ ೳ ޻ 学 科 44 Ԡ 用 Խ 学 科
45 ػ ց ޻ 学 科 4ý ަ ௨ ػ ց ޻ 学 科
4þ ϝΧトϩχΫス޻学科 4ÿ ࣾ ձ ج ൫σ βΠン޻学 科
49 ؀ ڥ ૑ ଄ ޻ 学 科 50 ݐ ங 学 科

05 ೶ 学 ෦ ý1 ੜ ෺ 資 ݯ 学 科 ý2 Ԡ 用 ੜ ෺ Խ 学 科
ý3 ੜ ෺ ؀ ڥ 科 学 科

0þ ౎ ࢢ ৘ 報 学 ෦ ÿ1 ౎ ࢢ ৘ 報 学 科
0ÿ ਓ 間 学 ෦ 91 ਓ 間 学 科
09 ༀ 学 ෦ þ3 ༀ 学 科
10 ֎ ࠃ ޠ 学 ෦ 95 ࠃ ࡍ ӳ ޠ 学 科
12 ৘ 報 ޻ 学 ෦ 05 ৘ 報 ޻ 学 科

↓このページは共通じゃない。※学籍番号の（例）の学部学科名と数字が、学部ごとに違う

2 学籍番号

4 修業年限と在学年限

　入学࣌にɼ各ਓに学੶൪号（9 ケタ）が付༩され·す。͜の学੶൪号はɼ学੶ҟಈ（స学෦等）がないݶΓɼࡏ学中は΋とΑΓଔ業後΋ෆ

มのຊਓݻ༗の൪号です。ཤ修登録ɼݧࢼおΑび各種の提出ॻྨなͲはɼ͜の学੶൪号にΑってࣝผのうえॲཧされ·すのでɼਖ਼確に記Ա

してくͩさい。

　学੶൪号は次のΑうな構成になってい·す。

　学෦の修業年ݶは 4 年としɼÿ 年を௒えてࡏ学する͜とはでき·せΜ。たͩしɼༀ学෦の修業年ݶは ý 年としɼ12 年を௒えてࡏ学する͜

とはでき·せΜ。

　ฤ入学ຢはస入学を許Մされた者のࡏ学年ݶはɼ入学が許Մされた૬当年次のਖ਼نの学ੜとಉ͡とし·す。

　స学෦等を許Մされた者のࡏ学年ݶはɼస学෦等が許Մされた૬当年次にかかわΒずɼ入学の年かΒ௨ࢉして ÿ 年とし·す。

（ྫ）

ཧ޻学෦ 数学科　2025 年౓（ྩ࿨ þ 年౓）入学　ݸਓ൪号 1 ൪の学ੜ

2　　5　　0　　4 4　　0 0 0 1

3 学籍上の氏名
　学੶্の໊ࢯはɼ入学手続࣌にຊਓがಧけ出た΋の（ॅຽථ記載事項ূ明ॻに記載されたށ੶্の໊ࢯɼ֎ࠃ੶の学ੜはॅຽථ記載事項

ূ明ॻ΍ཹࡏΧーυに記載されたຊ໊·たは௨শ໊の一ํ）とし·す。なおɼిࢉॲཧの্ؔ܎ɼ表示ෆՄೳなࣈ׽が͋Γ·すのでɼ͝了ঝ

くͩさい。

　ຊ大学がަ付するॻྨは͜れにͮجき取Γѻい·すのでɼಧけ出後にมߋがੜ͡た場合はɼఱനΩϟンύスは学຿センター【教຿】ɼീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨにಧけ出てくͩさい。

Χーཹࡏで発行し·す。学位記についてはɼଔ業年次にຊਓのಧ出を΋とに໊ࢯࣈで登録し·す。各種ূ明ॻはӳ໊ࢯਓཹ学ੜɿ Χφࠃ֎※　

υ΍ύスϙートなͲで確認しɼ໊ࢯࣈ׽・ӳ໊ࢯࣈ等で発行し·す。
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（1）学籍異動の種類とその手続きなど【休学・復学・退学・再入学・除籍・復籍】

種類 願い出の条件・手続きなどに関する所要事項 備　　　　　考

休

学

要 旨 පؾɼそのଞ΍むを得ないཧ༝にΑΓɼ3 か月以্出੮する͜とがࠔ೉となΓɼ
許Մを得て一࣌తにब学の状ଶかΒ཭れる͜とをいい·す。

1ç ٳ学中はࡏ੶ྉを必要と
し·す。

2ç ࡏ੶ྉをೲ入しない者はɼ
আ੶ର৅者としてાஔし·
す。

3ç ࡏ੶ྉについてはɼ後ड़の
1）『੶ྉࡏ学者のٳ』 ʵ14
ページ）を参রしてくͩさ
い。

ٳ 学 ظ 間 ᶃ ئい出の೔かΒɼ1 年以内としてい·す。たͩしɼಛผのཧ༝が͋る場合はɼ
にҾき続きߋ 1 年をݶ౓としてٳ学する͜とができ·す（࿈続は 2 年をݶ౓）。

ᶄٳ学ظ間はɼ௨ࢉして 4 年を௒える͜とはでき·せΜ。
ᶅٳ学ظ間はɼ修業年ݶおΑびࡏ学年ݶにࢉ入し·せΜ。

手 続 き ᶃ ٳ学しΑうとする場合はɼそのཧ༝がੜ͡たときかΒ 1 か月以内にॴ定の
休学願 にཧ༝を۩ମతかつ明確に記入しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼॴଐす
る学෦૭ޱ·でئい出てくͩさい。なおɼපؾ・けがの場合はɼҩࢣの診断
ॻ等をఴ付してくͩさい。

ᶄ ٳ学ظ間のԆ௕の許Մを受ける場合はɼ͋Βためて 休学願 を提出してくͩさ
い。

学෦はɼ休学願޻৘報・ޠࠃ֎・೶・ༀ・ਓ間・޻Ӧ・ཧܦ ※ を提出する前に指
導教員·たはΫϥス担೚との面談を՝してい·す。

手 続 き ظ ݶ 前期は 7 月 10 日，後期は 12 月 10 日までとします。
ఴ 付 ॻ ྨ 等 ҩࢣの診断ॻ　※පؾ・けがにΑるٳ学の場合のΈ

復

学

要 旨 աした者がɼܦ間をظ学ٳ学のཧ༝がなくなった者·たはٳ間内においてɼظ学ٳ
許Մを得てɼ࠶౓ɼब学の状ଶに෮する͜とをいい·す。

手 続 き ᶃ ෮学しΑうとする場合はɼॴ定の 復学願 にそのཧ༝を۩ମతかつ明確に記入
しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼॴଐする学෦૭ޱ·でئい出てくͩさい。

ᶄ පؾ・けがにΑってٳ学していた場合はɼ෮学して΋ࢧোない旨のҩࢣの診断
ॻをఴ付してくͩさい。

学෦はɼ復学願ޠࠃ֎・Ӧ・೶・ༀ・ਓ間ܦ ※ を提出する前に指導教員·たはΫ
ϥス担೚との面談を՝してい·す。

෮ 学 の ࣌ ظ 各学ظ（前ظ·たは後ظ）の࢝めかΒとし·す。
ఴ 付 ॻ ྨ 等 ෮学して΋ࢧোない旨のҩࢣの診断ॻ　※පؾ・けがにΑるٳ学の場合のΈ

退

学

要 旨 පؾɼそのଞ΍むを得ないཧ༝にΑΓɼब学のܧ続がࠔ೉となった者·たはब学
のҙࢥがなくなった者がɼ許Մを得てब学の状ଶかΒશく཭れる͜とをいい·す。

1ç 学 ଇ ୈ 4ý ৚にن 定 する
௄ռॲ෼にΑるୀ学者はɼ
͜のݶΓでは͋Γ·せΜ。

2ç 学ੜূは必ずฦؐしてくͩ
さい。

手 続 き ୀ学しΑうとする場合はɼॴ定の 退学願 にそのཧ༝を۩ମతかつ明確に記
入しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼ学ੜূとと΋にɼॴଐする学෦૭ޱ·でئ
い出てくͩさい。
学෦はɼ退学願޻৘報・ޠࠃ֎・೶・ༀ・ਓ間・޻Ӧ・ཧܦ ※ を提出する前に指

導教員·たはΫϥス担೚との面談を՝してい·す。
ୀ 学 ೔ 付 。間内でɼॴଐ学෦教授ձが指定する೔とし·すظೲの授業ྉ等の༗ޮط
手 続 き ظ ݶ 前期は 7 月 10 日，後期は 12 月 10 日までとします。
ఴ 付 ॻ ྨ 等 ҩࢣの診断ॻ　※පؾ・けがにΑるୀ学の場合のΈ

再

入

学

要 旨 පؾɼそのଞ΍むを得ないཧ༝にΑΓຊ大学をୀ学した者がɼ許Մを得てɼ࠶౓ɼ
ब学の状ଶに෮する͜とをいい·す。たͩしɼ࠶入学のཧ༝がਖ਼当と認めΒれɼ
定員に༨༟が͋る場合にݶΓ許Մされ·す。出ظئ間はୀ学したཌ೔かΒୀ学し
た೔の 5 年後の೔のଐする年౓の຤೔·でとし·す。

1ç ର ৅ 者 はɼ学 ଇ ୈ 35 ৚
にΑΓୀ学した者にݶΓ·
す。
※たͩしɼఀ学ظ間中にୀ

学した場合はɼ認めΒれ
·せΜ。

2ç ୀ学࣌にࡏ学年ݶをຬた
していた場合はɼ受け付
けでき·せΜ。

3ç ࠶入学者の入学ۚについ
てはɼ後ड़の『࠶入学』（1
ʵ 14 ページ）を参রして
くͩさい。

手 続 き ᶃ 希望する前年ɼ12 月຤·でにɼ手続き先に͝૬談くͩさい。
ᶄ ࠶入学しΑうとする場合はɼॴ定の 再入学願 にそのཧ༝を۩ମతかつ明確に

記入しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼ࠶入学を希望する学෦૭ޱ·でئい出てく
ͩさい。

ᶅ පؾ・けがにΑってୀ学した場合はɼ࠶入学して΋ࢧোない旨のҩࢣの診断ॻ
をఴ付してくͩさい。

࠶ 入学 の ࣌ ظ ཌ年౓の࢝めかΒとし·す。
入 学 ۚ 等 ೔·でにظ入学が許Մされた者はɼ入学ۚおΑび授業ྉ等をຊ学が指定する࠶

ೲ入しなけれ͹なΓ·せΜ。
ఴ 付 ॻ ྨ 等 けがにΑるୀ学の場合のΈ・ؾの診断ॻ　※පࢣোない旨のҩࢧ入学して΋࠶

5 学籍異動及び懲戒
　学੶ҟಈについてはɼ学ଇୈ þ ষおΑび教຿نఔୈ 5 ষにن定されておΓɼ͜ れΒのئい出の৚ ・݅手続ํ๏なͲにؔしてはɼ次のとおΓです。
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種類 願い出の条件・手続きなどに関する所要事項 備　　　　　考

除

籍

要 旨 次の各号に該当する者をɼॴଐ学෦教授ձのٞをܦてɼ学੶かΒআく͜とをいい
·す。

1  ᶆのཧ༝でআ੶になった
者のうち入学手続׬了者
で年౓࢝めに学ੜূを受
ྖしない者のআ੶の೔付
はɼ4 月 30 ೔とし·す。

2ç 学ੜূは必ずฦؐしてくͩ
さい。

ର ৅ 項 目 ᶃॴ定のࡏ学年ݶ（学෦ ÿ 年）を௒えた者
（※たͩしༀ学෦は 12 年）　　　　ʤ前年౓ 3 月 31 ೔付ʥ　 　　

ᶄٳ学ظ間を௒えてなお修学できない者
ʤ前年౓ 3 月 31 ೔付ʥ　 　　

ʤ9 月13 ೔付ʥ　 　　
ᶅ学අ等をೲ入しない者

・前ظ෼授業ྉ等未ೲ者　　　　　　　　　　ʤ前年౓ 3 月 31 ೔付ʥ
・後ظ෼授業ྉ等未ೲ者　　　　　　　　　　　　　ʤ9 月 13 ೔付ʥ
・前ظ෼ࡏ੶ྉ未ೲ者　　　　　　　　　　　ʤ前年౓ 3 月 31 ೔付ʥ
・後ظ෼ࡏ੶ྉ未ೲ者　　　　　　　　　　　　　　ʤ9 月 13 ೔付ʥ

ᶆそのଞ成業のݟ込Έがないと認めΒれる者
ʤ前年౓ 3 月 31 ೔付ʥ　 　　

আ ੶ ೔ 付 間内でɼॴଐ学෦教授ձが指定する೔とし·すがɼおظೲの授業ྉ等の༗ޮط
おむͶɼ্記ʤ　ʥ内の೔付になΓ·す。

復

籍

要 旨 আ੶ાஔになった者がɼ許Մを得てɼ学੶を෮׆しɼ࠶びब学の状ଶに෮する͜
とをいい·す。たͩしɼ෮੶のཧ༝がਖ਼当と認めΒれɼ定員に༨༟が͋る場合に
間はɼআ੶された೔のཌ೔かΒআ੶された೔のظئΓ許Մされ·す。出ݶ 5 年後の
೔のଐする年౓の຤೔·でとし·す。

1ç আ੶になったཧ༝にΑって
はɼ෮੶できない͜とが͋
Γ·す。ৄしくはɼఱനΩϟ
ンύスは学຿センター【学
෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・
φΰϠυーϜ前Ωϟンύス
は各事຿ࣨで૬談してくͩ
さい。

2ç ෮੶ྉについてはɼ後ड़の
『෮੶』（1ʵ14 ページ）を
参রしてくͩさい。

3ç আ੶࣌にࡏ学年ݶをຬた
していた場合は受け付け
でき·せΜ。

手 続 き ᶃ希望する前年ɼ12 月຤·でにɼ手続き先に͝૬談くͩさい。
ᶄ ෮੶しΑうとする場合はɼॴ定の 復籍願 にそのཧ༝を۩ମతかつ明確に記入

しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼ෮੶を希望する学෦૭ޱ·でئい出てくͩさい。
෮ ੶ の ࣌ ظ ཌ年౓の࢝めかΒとし·す。
෮ ੶ ྉ 等 ෮੶が許Մされた者はɼ෮੶ྉおΑび授業ྉ等をຊ学が指定するظ೔·でにೲ

入しなけれ͹なΓ·せΜ。

※ 1ɽطೲの学අ等の༗ޮظ間とはɼ次のとおΓです。
・前ظ෼ 4 月 1 ೔かΒ 9 月 13 ೔·で
・後ظ෼ 9 月 14 ೔かΒཌ年 3 月 31 ೔·で

※ 2ɽٳ学ɼ෮学ɼୀ学ɼ࠶入学·たは෮੶が許Մされた者ɼ͋るいはɼআ੶ાஔ（学ੜূ未受ྖおΑびࢮ๢আ੶の場合をআく）に付された
者にはɼその旨をอূਓѼてにจॻで௨஌し·す。

※ 3ɽࡁܦత事৘なͲにΑってɼ΍むを得ずୀ学しなけれ͹なΒないときはɼԉॿができる場合΋͋Γ·すのでɼ手続きを։࢝する前にɼ·
ずɼఱനΩϟンύスは学຿センター【ੜࢧ׆ԉ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬談してくͩさい。

（2）休学時の上級年次への進級（年次進行）について
　ਐڃするج準にɼʮಉ一年次を௨ࢉで 1 年間（2 学ظ෼）ࡏ学ʯが͋Γ·す。
　たͩしɼຊ大学学ଇにはʮ学年は 4 月 1 ೔に࢝·Γɼཌ年 3 月 31 ೔に終わる。ʯ（ୈ 12 ৚）と定めΒれてい·すのでɼਐظ࣌ڃは 4 月 1 ೔
のΈとなΓ·す。
　͜のためɼաڈのٳ学にΑΓɼ前ظ຤࣌఺でʮಉ一年次を௨ࢉで 1 年間（2 学ظ෼）ࡏ学ʯのج準をຬたしていて΋ɼཌ年 4 月 1 ೔になΒ
ないとਐڃでき·せΜので͝ཹҙくͩさい。
　ୀ学・আ੶後の࠶入学・෮੶者について΋ɼಉ༷の取Γѻいをいたし·す。
　なおɼࡏ学ظ間とはผにɼ学科・年次͝とに単位数等にΑるਐجڃ準がઃ定されている場合が͋Γ·すのでɼ͜の場合は྆者をຬたさない
とਐڃする͜とはでき·せΜ。

（3）その他の学籍異動【転学部・転学科】
　ຊ大学に入学後ɼকདྷのํ਑なͲがมわった場合ɼ·たはそのଞの事৘にΑΓɼ΍むなくਐ࿏をมߋしΑうとするときはɼ学ଇୈ 33 ৚お
Αび教຿نఔୈ 23 ৚にɼ次のΑうな੍౓が定めΒれてい·すので参ߟにしてくͩさい。
　1ð　స学෦ɿ　ॴଐする学෦・学科かΒଞの学෦・学科にసずる͜とをいい·す。

　　（ྫ） ๏ 学 ෦ ๏ 学 科 ܦ Ӧ 学 ෦ ܦ Ӧ 学 科

　2ð　స学科ɿ　ಉ一学෦においてɼ学科をసずる͜とをいい·す。

　　 （ྫ） ཧ ޻ 学 ෦ 数 学 科 ཧ ޻ 学 ෦ ి ؾ ి ࢠ ޻ 学 科

　3ð　 స学෦等ݧࢼを受ݧする必要が͋Γ·す。ৄしくはఱനΩϟンύスは学຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ
ンύスは各事຿ࣨで૬談してくͩさい。

（4）懲戒
ຊ大学にはɼ教育ڥ؀ڀݚをྑ޷にอちɼ学内のடংをҡ持するために必要最খݶのき·Γとして学ଇをは͡めとする種ʑのنଇが͋Γ·す。

　ຊ学学ੜが͜れΒのنଇにҧ൓ɼ·たは学ੜとしてのຊ෼に൓する行ҝを行った場合はɼผに定めると͜ΖにΑΓɼॴଐ学෦教授ձのٞを
告の܇てɼ学௕が௄ռする͜とになΓ·す。௄ռの種ྨはɼୀ学ɼఀ学おΑびܦ 3 種ྨとなっておΓɼ௄ռୀ学はɼ次の 2 項目のいずれかに
該当する者にରして行いɼ࠶入学はでき·せΜ。
　1ð　ੑ行ෆྑでվળのݟ込Έがないと認めΒれる者
　2ð　ຊ大学のடংをཚしɼそのଞɼ学ੜとしてのຊ෼にஶしく൓した者
　なおɼ࣌ݧࢼにおけるෆਖ਼行ҝ者にରして΋ݫॏにॲ෼され·す。
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※ 1ɽଞ大学受ݧ許Մئはɼ学෦にΑってはɼ指導教員·たはΫϥス担೚の面談ঝ認ҹを必要とすると͜Ζが͋Γ·す。ఱനΩϟンύスは学
຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨの説明に従い面談を受けるΑうにしてくͩさい。

※ 2ɽ学ੜੜ׆·たは՝֎׆ಈに൐うئ・ಧ出にؔしてはɼఱനΩϟンύスは学຿センター【学ੜ׆ಈ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ
ンύスは各事຿ࣨに問い合わせてくͩさい。

6 その他の願 ・ 届 出

7 学費等

　教຿にؔ܎したئ·たはಧ出にはɼおおむͶɼԼ記の΋のが͋Γɼཧ༝がੜ͡たときはɼ必要なॻྨなͲをఴ付してɼ଎΍かにئい·たは

ಧけなͲをしてくͩさい。

　なおɼٳ学ɼ෮学ɼୀ学ɼ࠶入学ɼ෮੶なͲ学੶ҟಈに൐う手続きํ๏等にؔしてはɼ前ड़の『学੶ҟಈの種ྨとその手続き』（1 ʵ 10

～ 1 ʵ 11 ページ）を参রするとと΋にɼৄしくはఱനΩϟンύスは学຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス

は各事຿ࣨで૬談してくͩさい。

願 ・ 届 出 の 種 類 添　付　書　類　な　ど 書類の受取・提出先

授 業 料 等 納 期 延 期 願
ೲظԆظのཧ༝をূするॻ ࡂ発行のጶؔػなͲの場合はެత֐ࡂྨ）
ূ明ॻɼපؾ・けがの場合はҩࢣの診断ॻ）。

・ ఱനΩϟンύスは学຿セン
ター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟ
ンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ
ンύスは各事຿ࣨ

・ 大学΢ΣϒαΠト΋しくはʮ学
ੜϙー タルʯΑΓɼμ΢ン
ϩーυՄೳ。

変　更　届
1．現住所・電話番号
2．保証人・学費負担者
3．本籍（国籍）
4．氏名

。੶ঞຊށの場合はߋのม໊ࢯ
ຊ੶（ࠃ੶）のมߋの場合はɼॅຽථ記載事項ূ明ॻ等。

ఱനΩϟンύスは学຿センター
【教຿】ɼീ事Ωϟンύス・φΰ
ϠυーϜ前Ωϟンύスは各事
຿ࣨ

　授業ྉ等はɼຖ年次ɼ前ظ・後ظの学͝ظとにೲめてくͩさい。

（1）振込用紙の送付
　৽入学ੜの後ظ෼学අৼ込依頼ॻはɼ7月末までに送付し·す。2 年目以降は，毎年 4月上旬に前期分・後期分を年に1回まとめて送付します。

　※ 学අৼ込依頼ॻがಧかないɼ·たはฆࣦをした場合はɼఱനΩϟンύスは学຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ

ンύスは各事຿ࣨ·で申し出てくͩさい。

（2）授業料等の納入方法
1）　ۚ༥ػ （ؔۜ行・৴用ۚݿ・৴用૊合・೶ڠ・Ώうちΐۜ行）かΒৼ込Μでくͩさい。

2）　ʮ学අৼ込 （ۚ݉手数ྉ）受取ॻʯはɼৼ込ۚ༥ؔػの出ೲҹを΋ってຊ学ྖऩॻに୅え·すのでɼ大੾にอ؅してくͩさい。

3）　ৼ込手数ྉは各ࣗෛ担してくͩさい（学අかΒࠩしҾかないでくͩさい）。

　※前ظ෼と後ظ෼は一ׅでೲ入でき·す。後ظ෼を後೔にೲ入される場合はɼ学අৼ込依頼ॻを大੾にอ؅してくͩさい。

（3）授業料等の納入期限
・前期分　 5 月 10 日

・後期分　10 月 10 日

（4）授業料等の納入期限の延期措置
　学අෛ担者がෆྀの事ނ·たは֐ࡂ等にૺうなͲの状ଶが発ੜしɼ΍むを得ないࡁܦత事৘にΑΓݶظ内に授業ྉ等のೲ入ができないと

きはɼそのೲ入ݶظをԆظする͜とが認めΒれる場合が͋Γ·す。ৄしくはఱനΩϟンύスは学຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φ

ΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬談してくͩさい。

1）　授業ྉ等のೲ入ݶظのԆظはɼݪଇとしてɼ1 か月以内とし·す。

2）　ೲ入ݶظのԆظを認めΒれた者のೲ入ݶظはɼԆظを認めΒれた೔·でとし·す。

　※ 授業ྉ等をݶظ·でにೲ入しなかった者でʮ授業ྉ等ೲظԆئظʯの手続きをとΒなかった場合はɼআ੶ର৅者としてાஔし·す。আ੶

になΓ·すとɼগなくと΋ཌ年౓·で෮੶する͜とができ·せΜので஫ҙしてくͩさい。

（5）授業料等の納入と試験の関係
　授業ྉ等をೲ入ݶظ·でにೲ入しなかった者はɼݧࢼを受ける͜とができ·せΜ（教຿نఔୈ 10 ৚）。

　·たɼ受ݧした場合はɼݧࢼがແޮとなΓ·すので஫ҙしてくͩさい（学අ等にؔするنଇୈ 12 ৚）。
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（6）学費等の額（2025 年度入学生）
　ཹ年した場合の学අのֹはɼ該当学年の授業ྉ・実ݧ実習අ・施ઃඅ૬当ֹです。

学

年
納入期限 学 費

法 学 部
経 営 学 部
経 済 学 部

人 間 学 部 都市情報学部 外国語学部 情報工学部
理 工 学 部 農 学 部 薬 学 部

（6年制）

1

年

次

入
学
手
続
࣌

入
学
手
続
క
੾
೔

入 学 ۚ 200ó000 200ó000 200ó000 200ó000 200ó000 200ó000 200ó000

授 業 ྉ 359ó000 3ý5ó000 451ó000 4þ2ó500 505ó000 504ó000 þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ ʵ ʵ ʵ ʵ 43ó000 43ó000 105ó000

施 ઃ අ 9þó000 123ó500 123ó500 123ó500 124ó000 145ó500 1ýÿó500

খ ܭ ý5ýó000 ýÿÿó500 þþ4ó500 þ9ýó000 ÿþ2ó000 ÿ92ó500 1ó200ó000

後

ظ

10
月
10
೔

授 業 ྉ 359ó000 3ý5ó000 451ó000 4þ2ó500 505ó000 504ó000 þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ ʵ ʵ ʵ ʵ 43ó000 43ó000 105ó000

施 ઃ අ 9þó000 123ó500 123ó500 123ó500 124ó000 145ó500 1ýÿó500

খ ܭ 45ýó000 4ÿÿó500 5þ4ó500 59ýó000 ýþ2ó000 ý92ó500 1ó000ó000

年 ֹ 合 ܭ 1ó112ó000 1ó1þþó000 1ó349ó000 1ó392ó000 1ó544ó000 1ó5ÿ5ó000 2ó200ó000

2
・
3
・
4
年
次

前

ظ

5
月
10
೔

授 業 ྉ 359ó000 3ý5ó000 451ó000 4þ2ó500 505ó000 504ó000 þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ ʵ ʵ ʵ ʵ 43ó000 43ó000 105ó000

施 ઃ අ 9þó000 123ó500 123ó500 123ó500 124ó000 145ó500 1ýÿó500

খ ܭ 45ýó000 4ÿÿó500 5þ4ó500 59ýó000 ýþ2ó000 ý92ó500 1ó000ó000

後

ظ

10
月
10
೔

授 業 ྉ 359ó000 3ý5ó000 451ó000 4þ2ó500 505ó000 504ó000 þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ ʵ ʵ ʵ ʵ 43ó000 43ó000 105ó000

施 ઃ අ 9þó000 123ó500 123ó500 123ó500 124ó000 145ó500 1ýÿó500

খ ܭ 45ýó000 4ÿÿó500 5þ4ó500 59ýó000 ýþ2ó000 ý92ó500 1ó000ó000

年 ֹ 合 ܭ 912ó000 9þþó000 1ó149ó000 1ó192ó000 1ó344ó000 1ó3ÿ5ó000 2ó000ó000

5

年

次

前

ظ

5
月
10
೔

授 業 ྉ þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ 255ó000

施 ઃ අ 1ýÿó500

খ ܭ 1ó150ó000

後

ظ

10
月
10
೔

授 業 ྉ þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ 255ó000

施 ઃ අ 1ýÿó500

খ ܭ 1ó150ó000

年 ֹ 合 ܭ 2ó300ó000

ý

年

次

前

ظ

5
月
10
೔

授 業 ྉ þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ 105ó000

施 ઃ අ 1ýÿó500

খ ܭ 1ó000ó000

後

ظ

10
月
10
೔

授 業 ྉ þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ 105ó000

施 ઃ අ 1ýÿó500

খ ܭ 1ó000ó000

年 ֹ 合 ܭ 2ó000ó000

4 年 間 合 計（ 薬 は 6 年 間 ） 3,848,000 4,108,000 4,796,000 4,968,000 5,576,000 5,740,000 12,500,000

（単位ɿԁ）

名城大学 学生便覧
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（7）休学者の在籍料
でにৼ込Μでくͩさい。たͩしɼ·ݶظ੶ྉをೲ入しなけれ͹なΓ·せΜ。学අৼ込依頼ॻを送付し·すのでɼೲ入ࡏ学が許Մされた者はɼٳ　

入学௚後のٳ学（4 月 1 ೔付入学の場合は前ظ終了࣌·で）についてはɼ学අはฦۚし·せΜのでࡏ੶ྉのೲ入は必要͋Γ·せΜ。

在　籍　料（半期） 3 0 ɼ0 0 0 ԁ

ાஔֹݮ੶ྉのࡏ※

が認めΒれる場合が͋Γ·すのでɼఱനΩϟンύスは学ֹݮ੶ྉのࡏ೉で͋る者にରしてはɼࠔ౓にۃ੶ྉのೲ入がࡏత事৘にΑΓࡁܦ　

຿センター【教຿】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬談してくͩさい。

。Γ·すݶしている者にځࠔతにࡁܦとはɼ次に該当する事৘が発ੜしɼ『೉で͋ると認めΒれる者ࠔ౓にۃత事৘にΑΓɼೲ入がࡁܦ』　

1）　஍਒そのଞෆྀの事ނにΑΓɼੈଳओがࢮ๢·たはෛইしɼ௕ྍظཆが必要で͋るとき。

2）　஍਒そのଞෆྀの事ނにΑΓɼՈ԰等にඃ֐を受けɼその෮چが必要で͋るとき。

3）　 事業ॴのഁ࢈等でɼੈଳओがそのੜܭをҡ持するためのॴ得が得ΒれなくなΓɼଞにそれに୅わるॴ得が得Βれるݟ込Έがないとき。

4）　ຊਓ·たはੜܭをڞにする者がɼ࣬ප·たはෛইにΑΓ௕ྍظཆが必要で͋るとき。

ػはެの『明ॻূࡂጶ』ॻにఴ付するূ明ॻのうちɼئ　 が発行ࢣはҩ『ཆূ明ॻྍظ௕』で発行された΋のɼ（する஍Ҭの໾ॴなͲॅډؔ）

した診断ॻにݶΓ·す。

減額が認められた者の在籍料（半期） 1 0 ɼ0 0 0 ԁ

（8）転学部・転学科
1）　స学෦等ݧࢼྉはɼ学෦の入学ݕ定ྉの 2 ෼の 1 のֹとし·す。

　　2025 年౓の場合

試　験　料 1þɼ5 0 0 ԁ

2）　 స学෦等が許Մされた者はɼస学෦等ྉをೲ入しなけれ͹なΓ·せΜ。

転 学 部 等 料 2 ɼ0 0 0 ԁ

（9）復籍
෮੶ྉはɼ෮੶する年౓のਖ਼نの 1 年次ੜがೲ入す΂き入学ۚの 2 ෼の 1 のֹとし·す。授業ྉ等は෮੶を許Մした学෦の૬当学年次の
ਖ਼نの学ੜとಉֹ͡とし·す。
　　2025 年౓の場合

復　籍　料 1 0 0ó0 0 0 ԁ

（10）再入学
のن入学する年౓のਖ਼࠶入学の入学ۚはɼ࠶ 　（1 1 年次ੜの入学ۚのֹとしɼ授業ྉ等は࠶入学を許Մした学෦の૬当学年次のਖ਼نの学

ੜとಉֹ͡とし·す。
2）　 ಛผ঑学ੜ（ຊ学ଔ業等ิॿ঑学ੜ）のର৅になΓ·す。入学後ɼ入学ۚのֹを঑学ۚとしてڅ付し·す（3ʵ12ページ঑学ੜنఔ参র）。
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ᶙɽڭ務事߲
1  学期
2  単位制度
3  授業
（1）授業時間（時間割）
（2）シラバス（授業計画書）・オフィスアワー・
　　 年間行事予定表（名城大学カレンダー）
（3）休講
（4）補講
（5）授業出席の重要性
（6）授業の出席確認について
（7）公欠の取扱いについて
（8）欠席届

4  履修
（1）履修の方法
（2）履修登録
（3）履修科目を決める際の注意事項
（4）履修登録の手順
（5）副専攻制度

5  試験
（1）定期試験
（2）追試験
（3）再試験
（4）追試験・再試験受験申込手続
（5）受験の資格
（6）欠格制度
（7）受験上の注意事項
（8）仮受験票
（9）試験時間
（10）成績の評価
（11）成績発表
（12）学業成績
（13）GPA制度

6  暴風特別警報または暴風警報・災害時の
授業及び試験
（1）暴風特別警報または暴風警報の場合
（2）災害の場合

7  「南海トラフ地震臨時情報」が発表された
場合
（1）「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」，「南海トラフ地震

臨時情報（巨大地震警戒）」，「南海トラフ地震臨時情報（巨
大地震注意）」のいずれかが発表された場合の対応

（2）「南海トラフ地震臨時情報（調査終了）」が発表された場
合の対応

8  交通機関がストライキを実施している場
合の授業及び試験
（1）授業の場合
（2）試験の場合
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務事߲ᶙڭ
1  学期

2  単位制度

3  授業

　ຊ学の授業は 1 年を 2 学ظに෼けて行われɼそれぞれを前ظɼ後ظとݺびɼ前ظは 4 月 1 ೔かΒ 9 月 13 ೔·でɼ後ظは 9 月 14 ೔かΒ 3 月
31 ೔·でです。
　授業には前・後ظ௨して行われる΋の（௨年։ߨ科目）と前ظ（前ظ։ߨ科目）ɼ後ظ（後ظ։ߨ科目）で݁׬する΋のが͋Γ·す。·たɼ学෦・
学科にΑってはɼظ間を定めてू中తに行われる授業（前ूظ中科目ɼ後ूظ中科目）΋͋Γ·す。

　大学における教育՝ఔはɼ大学ઃஔج準に΋とͮく単位੍を࠾用してい·す。単位とは一つの授業科目の学修に要する࣌間を表すج準です。
単位੍とはɼ各年次に഑当されているॴ定の科目をཤ修しɼそれΒの科目͝とにׂΓ当てΒれている単位を修得しɼ͜れを一定数ੵΈ্͛る
͜とにΑってଔ業できる੍౓をいい·す。
　大学の授業科目はɼٛߨ・ԋ習ɼ実ݧ・実習・実ٕ科目に大ผする͜とができ·すがɼ各授業科目の̍単位͋たΓの学修࣌間はɼ教ࣨ等で
行う授業࣌間と教ࣨ֎で行う準備学習・෮習ɼ事前・事後のࣗ学ࣗ習࣌間を合わせて �� 。間が必要になΓ·す࣌
　各授業科目の種ྨผの̍単位当たΓの授業࣌間は次のとおΓです。

  
ߨ ٛ ・ ԋ 習 科 目 15 間かΒ࣌ 30 間数࣌間·でのൣғでຊ学が定める࣌
実 ݧ ・ 実 習 ・ 実 ٕ 科 目 30 間かΒ࣌ 45 間数࣌間·でのൣғでຊ学が定める࣌

　単位੍౓のझ旨をཧղしɼཤ修する単位数に૬当するࣗओత学習࣌間が必要で͋る͜とをҙࣝしてɼ೔͝Ζの授業にྟΜでくͩさい。

（1）授業時間（時間割）
。する͜とが͋Γ·す。その場合はɼ掲示で௨஌し·すߋ後΋ม࢝間ׂは発表後ɼ͋るいは授業։࣌　　

　　➳　ຊ学の授業࣌間は次のとおΓです。
ݶ　 ࣌ 1 ݶ࣌ 2 ݶ࣌ 3 ݶ࣌ 4 ݶ࣌ 5 ݶ࣌ ý ݶ࣌ þ ݶ࣌

授 業 ࣌ 間 9�10 ～ 10�40 10�50 ～ 12�20 13�10 ～ 14�40 14�50 ～ 1ý�20 1ý�30 ～ 1ÿ�00 1ÿ�10 ～ 19�40 19�50 ～ 21�20

　　　　授業࣌間ଳは月༵೔かΒ౔༵೔·で 1 かΒݶ࣌ þ 間ଳは࣌ຊج。でઃ定されてい·す·ݶ࣌ 1 かΒݶ࣌ 5 ですがɼ学෦にΑΓ使ݶ࣌

用する࣌間ଳがҟなΓ·す。各学෦の࣌間ׂで確認してくͩさい。

ํݟ間ׂ表の࣌　➴　　

間ׂ表の࣌　　　 1 つのίϚの中にॻかれている内༰はɼ次のとおΓです。

　　　< ྫ > 2ç4ç1ç0 0ç1ç　　　　実ફӳޠⅠ　　　 　　　ా　ࢁ ̨ʵ 3 0 2
　　　　　　　　ˢ　　　　　　　　　ˢ　　　　　　　s 　　　　　　　s
　　　　間ׂ൪号　　　　　　科目໊࣌　　　　　　 担当者໊　　　　教ࣨ൪号

　　➵　教ࣨ൪号のํݟ

。間ׂ表্の教ࣨ൪号の表示はɼ次のとおΓです࣌　　　

　　　< ྫ >  4  ɻ 　3 0 2ççʜʜ　ڞ௨ٛߨ౩ೆ 3 0 2 教ࣨ

　　　　　  s 　　ˢ

෺　֊数ݐ　　　　　

ఱനΩϟンύス

　4ɿڞ௨ٛߨ౩ೆ　/ɿڞ௨ٛߨ౩๺　&ɿڞ௨ٛߨ౩౦　5ɿタϫー þ5　11ɿఱന 11 号ؗ　12ɿఱന 12 号ؗ

　31ɿڀݚ実ݧ౩Ⅰ　32ɿڀݚ実ݧ౩Ⅱ　33ɿڀݚ実ݧ౩ᶙ　34ɿڀݚ実ݧ౩ᶚ

φΰϠυーϜ前Ωϟンύス

　%/ɿ๺ؗ　%8ɿ੢ؗ　%4ɿೆؗ

�෺・教ࣨの഑ஔについてはɼ4ݐ 校ࣷ഑ஔਤ（4 ʵ 1 ページへ）を参রしてくͩさい。

（2）シラバス（授業計画書）・オフィスアワー・年間行事予定表（名城大学カレンダー）
γϥόス（授業ܭըॻ）にはɼ各年౓։ߨされる授業科目についてɼ授業の֓要と目త・準備事後学習・授業の内༰・授業ܗଶ・成੷ධՁ

ํ๏・ςΩスト・参ߟ資ྉจݙ等が記載されてい·すのでɼཤ修ܭըの参ߟにしてくͩさい。
　ຊ学΢ΣϒαΠトʮNFJNPʯ（以ԼɼNFJNP）·たはɼ学຿γスςϜかΒγϥόス（授業ܭըॻ）のࡧݕ・Ӿཡができ·す。
　·たɼຊ学ではΦϑΟスΞϫーとしてɼઐ೚教員がࣨڀݚ等にࣨࡏしている࣌間をઃけるΑうにしてい·す。ΦϑΟスΞϫーは学຿γスςϜ
のγϥόスのʮ教員かΒࡧݕʯにてࡧݕ・Ӿཡができ·すのでɼٛߨ内༰なͲの࣭問΍学ੜかΒઐ೚教員へ૬談したい場合にར用してくͩさい。
　年間行事予定表（໊৓大学ΧϨンμー）についてはɼʮNFJNPʯにて確認してくͩさい。
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（3）休講
　大学·たは各授業担当者に΍むを得ない事৘が発ੜした場合にはɼ授業をߨٳする場合が͋Γ·す。ߨٳはɼ大学として決定·たは授業科

目担当者かΒのಧ出が͋Γ次ୈɼఱനΩϟンύスは学ੜϗール掲示൘（タϫー þ5・2 ֊）΋しくは学຿γスςϜΑΓϝοセージを送Γ·す。

ീ事Ωϟンύスはༀ学෦掲示൘に掲示し·す。φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは学຿γスςϜΑΓϝοセージを送Γ·す。

　なおɼߨٳの案内がないに΋かかわΒずɼ࢝業ࠁ࣌後 30 ෼以্ܦաして΋授業科目担当者が入ࣨしない場合はɼఱനΩϟンύスは学຿セン

ター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨɼ教職センター【教職・学芸員】へ࿈བྷしɼその指示に従ってくͩ

さい。

　※ަ௨ؔػの事ނなͲでɼಛにྟߨٳ࣌の必要が͋ると൑断された場合はɼఱനΩϟンύスは学ੜϗール掲示൘（タϫー þ5・2 ֊）΋しく

は学຿γスςϜΑΓϝοセージを送Γ·す。ീ事Ωϟンύスはༀ学෦掲示൘に掲示し·す。φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは学຿γスςϜか

Βϝοセージを送Γ·す。

　※୆෩の઀ۙが予૝される場合ɼ大ن໛஍਒の஫ҙ৘報が発ྩされた場合ɼおΑびަ௨ؔػのストϥΠΩが行われた場合のߨٳાஔについ

てはɼ1 － 24 ～ 1 － 25 ページを参রしてくͩさい。

（4）補講
೔·たは౔༵೔をؚめたۭߨิ。といい·すߨの授業を行う͜とが͋Γɼ͜れをิ࣌のਐ行が予定ΑΓ஗れた場合にɼྟٛߨ等にΑΓߨٳ　

き࣌間を使用しɼ授業科目担当者が行う場合が͋Γ·す。いずれの場合΋ɼఱനΩϟンύスは学ੜϗール掲示൘（タϫー þ5・2 ֊）΋しくは

学຿γスςϜΑΓϝοセージを送Γ·す。ീ事Ωϟンύスはༀ学෦掲示൘に掲示し·す。φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは学຿γスςϜかΒϝο

セージを送Γ·す。

（5）授業出席の重要性
　授業はɼ学ੜと教員がਓ間తな;れ͋いを௨͡て学問を୳ٻする場で͋Γɼ学ੜੜ׆のجຊとなる΋のです。授業への出੮はॏ要で͋Γɼ

ࣗओతな学問への୳ڀ心なくしてɼその成Ռをظ଴する͜とはでき·せΜ。පؾなͲにΑって 1 か月以্ܽ੮しなけれ͹なΒない場合はɼఱ

നΩϟンύスは学຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨɼ教職センター【教職・学芸員】に૬談し

てくͩさい。

　·たɼ授業科目の出੮೔数が授業೔数の 2�3 にຬたない場合はɼ定ݧࢼظの受ݧ資格をࣦう͜とが͋Γ·す。

（6）授業の出席確認について
　出੮のとΓํはɼओとして次のํ๏が͋Γ·す。

にΑる確認ݺ఺໊ࢯ　（1

　2）　出੮Χーυの提出

　3）　*$ 出ܽ確認γスςϜ（શΩϟンύスɿશࣨٛߨ　ઃஔ）

　教ࣨの入ޱにઃஔされたΧーυϦーμに学ੜূでタονする͜とでɼ学ੜূ内の*$νοϓをॠ࣌にΧーυϦーμがಡΈ取Γ·す。ಡΈ取っ

た࣌間にΑΓ出੮が൑定されるγスςϜとなってい·す。ࣗ෼ࣗ਎の授業͝との出ܽ状گを学຿γスςϜかΒ確認する͜と΋でき·す。

　出ܽ確認のํ๏は授業それぞれにΑってҟなΓ·す。*$ 出ܽは͋く·で学ੜのօさΜࣗ਎の出ܽのূです。*$ 出ܽを授業の出੮とΈな

すかͲうかは授業担当者の൑断にΑΓ·すので必ず授業࣌の教員の指示に従うΑうにしてくͩさい。

ᶃ　学ੜূの৘報がಡΈ取Βれると学੶൪号が表示され·す。

ᶄ 授業開始10分前から授業開始後20分まで出席の読み取りを行います。それ以֎の࣌間にΧーυをか͟して΋ɼ出੮と൑定され·せΜ。

·たɼ� ౓以্か͟した場合は最৽の৘報でॲཧし·すので஫ҙしてくͩさい（授業։࢝後 20 ෼以߱に࠶౓か͟した場合は出੮をΧ΢

ントし·せΜ）。

ᶅ　*$ 出ܽ確認γスςϜではɼ出ܽ状گは授業೔のཌ೔に学຿γスςϜに൓өされ·す。

（7）公欠の取扱いについて【対象：公認クラブ】
　ެ認Ϋϥϒのެ式ࢼ合等への出場に൐いɼそのࢼ合等に参加した学ੜが授業をܽ੮した場合はɼॴ定の手続きをܦてɼ『ެܽ』となΓ·す。

　ެܽの手続きではɼ各ࣗʮެܽئʯに必要事項を記載しɼ୅表者がશ員෼を取Γ·とめてΫϥϒຖに学຿センターに提出をする必要が͋Γɼ

学຿センター௕の許Մを得たΫϥϒがެܽのର৅となΓ·す。

　ঝ認後ɼ学຿センター௕のঝ認ҹがԡҹされたެܽئはΫϥϒにฦ٫されɼ各ࣗܽ੮した授業の授業科目担当者にެܽئを提示するとと΋にɼ

ՄೳなݶΓ事前に報告をしてくͩさい。

　学ੜはɼެܽにΑる学ྗの低ԼをটかないΑうɼීஈΑΓษ学に౒める΋のとしɼ科目にΑってはɼ՝୊等が提示される場合等が͋Γ·す

のでɼ必ず授業科目担当者の指示に従ってくͩさい。

（8）欠席届
等΍むを得ないཧ༝でܽ੮した場合はɼ大学に出て͜ΒれるΑうになってかΒɼձ૴礼状ɼ診断ॻ等のཧ༝をূ明できるॻྨをؾҾɼපس　

持参のうえɼఱനΩϟンύスは学຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨɼ教職センター【教職・学

芸員】でܽ੮ಧの手続きをしてくͩさい。（ৄࡉの取Γѻいにؔしてはɼ各学෦の૭ޱにて確認してくͩさい。）なおɼ手続きしたとして΋ɼ

出ܽの൑断はશて授業科目担当教員に一೚されておΓ·す。

　手続き後ɼܽ੮した授業科目担当教員にܽ੮ಧを持って行きɼܽ੮したཧ༝を報告してくͩさい。
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4  履修
（1）履修の方法

　授業科目のཤ修にはɼ次のΑうなཤ修のܗଶが͋Γɼそれぞれのཤ修৚݅等が͋Γ·す。

1）ਖ਼ ن ཤ 修ʜॴଐ学෦・学科のࡏ੶年次に഑当されている科目をཤ修する͜とをいい·す。͜のうちΫϥス指定が͋る場合はɼその指定

Ϋϥス・ݶ࣌でのཤ修がਖ਼نཤ修となΓ·す。

ç2）Լ ڃ ཤ 修ʜԼڃ年次に഑当されている授業科目のうちɼ前年౓·でにཤ修登録をしていない授業科目をཤ修する͜とをいい·す。

ç3）࠶　ཤ　修ʜԼڃ年次に഑当されている授業科目のうちɼ前年౓·でにཤ修登録をしながΒɼ単位を修得できなかった授業科目を࠶びཤ

修する͜とをいい·す。࠶ཤ修に͋たってはɼΫϥス・ݶ࣌指定なͲの৚݅がつく場合が͋Γ·す。

4）ଞ学科ཤ修ʜࣗ෼のॴଐする学科にઃஔされていない授業科目をଞ学科でཤ修する͜とをいい·す（ཤ修৚݅等はʮ学෦事項ʯのページ

を参রしてくͩさい）。

ç5）ଞ学෦ཤ修ʜࣗ෼のॴଐする学෦にઃஔされていない授業科目をଞ学෦でཤ修する͜とをいい·す。

たͩしɼଞ学෦ཤ修許Մ年次を 2 年次以্おΑび年間ཤ修許Մ登録単位数を 10 単位以内とし·す（ཤ修৚݅等はʮ学෦事項ʯ

のページを参রしてくͩさい）。

（2）履修登録
　ཤ修登録はɼ学ੜがその年౓にࣗ෼がཤ修しΑうとする科目をಧけ出る手続きで͋Γɼ学修ܭըの出発఺となる΋のです。

　学ੜはࣗݾの੹೚においてཤ修する科目を決定しɼॴ定のظ間内に登録の手続きを׬了しなけれ͹なΓ·せΜ。したがってɼཤ修登録をし

ていない科目はɼ授業に出੮しɼ·たݧࢼを受けて΋ɼ当該科目の単位を修得する͜とはでき·せΜ。

　ཤ修登録はɼ4 月に前ظ։ߨ科目ɼ後ظ։ߨ科目ɼू中ٛߨ科目ɼ௨年։ߨ科目を登録し·す。·たɼ9 月に後ظ։ߨ科目のมߋ登録ظ間が

͋Γ·す。登録ظ間終了後にɼ学຿γスςϜかΒʮཤ修登録確認௨஌ॻʯをμ΢ンϩーυしɼ登録݁Ռを確認する͜とができ·す。登録݁Ռ

確認೔についてはʮཤ修登録ΨΠυʯ及び掲示等で確認してくͩさい。

（3）履修科目を決める際の注意事項
1）科目の種ྨ
ᶃ 必 修 科 目ʜʜ その学෦・学科で必ず修得しなけれ͹なΒない科目をいい·す。
ᶄ બ ୒ 必 修 科 目ʜʜ 指定された科目のうちかΒ一定の単位数を必修とする科目をいい·す。
ᶅ બ ୒ 科 目ʜʜ 指定された科目のうちかΒࣗ༝にબΜでཤ修できる科目をいい·す。
ᶆ ࣗ ༝ 科 目ʜʜ ॴଐする学෦の教育՝ఔ以֎として取Γѻわれている科目で単位を修得して΋ଔ業に必要な単位に充当できな

い科目をいい·す。
そのଞɼ教育職員免許状を取得するための科目΋։ઃされてい·す。

ç2）ཤ修登録ࢭې事項
ᶃ ॏ ෳ 登 録ʜʜ ಉ一༵೔・ݶ࣌においてはɼ1 科目しか登録でき·せΜ。
ᶄ 修 得 ࡁ 科 目ʜʜ 前年౓·でに単位を修得した科目は登録でき·せΜ。
ᶅ 科目ʜʜߨ年次։ڃ্ 。の科目は登録でき·せΜߨ年次։ڃ্
ᶆ そ の ଞʜʜ ಉ一年౓内で前ظにཤ修登録し未修得で͋った科目を後ظにཤ修登録する͜とはでき·せΜ

（許Մされている科目をআく）。
ç3）ཤ修登録の੍ݶ

　学年͝とに定めΒれた単位数の੍ݶを௒えて登録する͜とはでき·せΜ。

　たͩしɼ前年౓の (1" が 3�5 以্の場合ɼ定めΒれた単位数に加えて年間 4 単位ଟく登録する͜とができ·す。

　（ཤ修単位੍ݶはʮ学෦事項ʯのページを参রしてくͩさい。）

ç4）ཤ修ௐ੔科目

　ཤ修者のਓ数ௐ੔を要する科目（গਓ数で実施されるθϛφールɼ৘報ॲཧ科目ɼޠ学のίϛュχケーγϣン科目等）はɼཤ修希望者の中

かΒநબで受ߨ許Մ者を決定しɼཤ修登録が認めΒれ·す。ର৅となる科目ɼ申込ظ間はɼຖ年のʮཤ修登録ΨΠυʯ及び掲示൘等で確認し

てくͩさい。

（4）履修登録の手順
　ʮཤ修登録ΨΠυʯを参রしてくͩさい。·たɼΦϦΤンςーγϣン等でৄしく説明し·す。
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（5）副専攻制度
　෭ઐ੍߈౓とはࣗ෼のઐ໳෼໺以֎にɼผの෼໺を学びࢹ໺を͛޿るためにɼଞ学෦ଞ学科のઐ໳教育科目を修得する΋のです。ಛ定の科

目܈かΒॴ定の要݅をຬたすとʮ෭ઐ߈ʯとして認定されɼ෭ઐ߈修了ূॻがަ付され·す。

　たͩしɼ ෭ઐ͝߈とにɼ修了に必要な単位数等ɼ৚݅がҟなΓ·すのでɼ 希望する場合はॴଐ学෦の૭ޱで૬談してくͩさい。

　෭ઐ߈一ཡ（ྩ࿨ þ 年 4 月 1 ೔ࡏݱ）
෭ઐ߈ ཤ修ର৅者 科目։ߨ学෦

Ӧ学ܦ 学෦ੜޠࠃ֎ Ӧ学෦ܦ
数学 ཧ޻学෦ੜ ཧ޻学෦
学޻ࢠిؾి
材ྉػೳ޻学
Ԡ用Խ学
学޻ցػ
ަ௨ػց޻学
ϝΧトϩχΫス޻学
ࣾձج൫σβΠン޻学
学޻૑଄ڥ؀
ங学ݐ
学ޫ؍ શ学෦ੜ（আく、౎ࢢ৘報学෦ੜ） ౎ࢢ৘報学෦
σータαΠΤンス・"*（"） ๏学෦ੜ、ܦӦ学෦ੜ、ࡁܦ学෦ੜ、ਓ間学෦ੜ、֎ޠࠃ学෦ੜ ౎ࢢ৘報学෦
σータαΠΤンス・"*（#） ཧ޻学෦ੜ、೶学෦ੜ、ༀ学෦ੜ ৘報޻学෦

5  試験
　ཤ修した授業科目についてはݧࢼが行われ·す。ݧࢼのํ๏はɼଟくがච記ݧࢼですがɼϨϙートݧࢼɼޱड़ݧࢼɼ実ٕݧࢼɼノート・Ϩϙー
ト提出なͲにΑって行われる場合΋͋Γ·す。
　なおɼଞ学෦ཤ修している科目のݧࢼについてはɼ։ߨ学෦の੍ݧࢼ౓がద用され·す。事前にɼଞ学෦の੍ݧࢼ౓を確認するΑうにして
くͩさい。

（1）定期試験
　௨ৗ年 2 ճɼ前ظɼ後ظのٛߨの終了後に実施するݧࢼです。
　定ݧࢼظ以֎に授業࣌間内でݧࢼを実施する͜とが͋Γɼ͜れΒの݁ݧࢼՌ΋成੷ධՁにצ案される場合が͋Γ·す。

（2）追試験
　පؾɼब職ݧࢼ等΍むを得ないཧ༝でɼ定ݧࢼظが受ݧできなかった場合にݶΓ受ݧ許Մを得て受ݧできるݧࢼです。
　௥ݧࢼྉɿ1 科目につき 500 ԁ
　たͩしɼΠンϑルΤンβ等のʮ学校ײછ঱ʯにײછしɼ定ݧࢼظが受ݧできない場合にݶΓɼ௥ݧࢼྉはෆ要です。
　௥ݧࢼの受ݧ許Մ事༝

事༝ 必要ূ明ॻ
Ҿس ̏਌等以内の݂଒·たはҽ଒ ձ૴の礼状等その事実を明Βかにする΋の

පؾ・けが පӃ発行の診断ॻ・入Ӄূ明ॻ
（間の記載が͋る͜とظཆྍ・ྍ࣏）

֐ࡂ ጶূࡂ明ॻ
のෆ௨・Ԇணؔػ௨ަڞެ 該当ަ௨ؔػ発行の஗Ԇূ明ॻ等
ަ௨事ނ ௨学࣌のΈ ࣗಈं҆શӡసセンター発行の事ূނ明ॻ
ब職ݧࢼ ब職ݧࢼ受ݧがূ明できる΋の
ެܽ ެ認・՝֎׆ಈஂମのର֎ࢼ合 （ঝ認を受けている΋の）ئܽެ

学校ײછ঱ ΠンϑルΤンβ、
৽ܕίϩφ΢Πルスײછ঱等

පӃ発行の診断ॻ・入Ӄূ明ॻ
（間の記載が͋る͜とظཆྍ・ྍ࣏）

そのଞ ଞ学෦ཤ修科目のॏෳ等
ఱനΩϟンύスは学຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事
Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨɼ
教職センター【教職・学芸員】で૬談

（3）再試験
　定ݧࢼظの݁Ռがෆ合格の者に行うݧࢼです。
学ߨ౓はɼ学෦にΑΓҟなΓ·すのでɼ各学෦事項を確認してくͩさい。ಛにଞ学෦ཤ修している場合はɼ։੍ݧࢼ実施の༗ແなͲのݧࢼ　
෦の੍ݧࢼ౓΋確認してくͩさい。
ྉɿ1ݧࢼ࠶　 科目につき 1ó000 ԁ

（4）追試験・再試験受験申込手続
　申し込Έをしていない場合は受ݧでき·せΜのでɼ必ず申し込Έظ間内に手続きをしてくͩさい。
　なおɼ学෦にΑっては受ݧ申込ॻߪ入前にɼ申込ॻ提出先で受ݧ資格を確認する必要が͋Γ·す。͝஫ҙくͩさい。
1）提出ॻྨ

　　・受ݧ申込ॻ
　　・必要ূ明ॻ（௥ݧࢼの場合のΈ）
ç2）受ݧ申込ॻの入手ํ๏
ྉが必要な場合ݧࢼ・　　
　　　学内ূ明ॻ発行ػΑΓ申込ॻをߪ入
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（છした場合のΈײછ঱にײ学校）ྉがෆ要な場合ݧࢼ・　　
　　　౷合ϙータルαΠトにて案内を確認してくͩさい。

3）提出先
　　ఱനΩϟンύスは学຿センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨɼ教職センター【教職・学芸員】

（5）受験の資格
1）次の各事項のいずれかに該当する者はɼ受ݧでき·せΜ。

　ᶃ௥・ݧࢼ࠶に必要な手続きをしなかった者
　ᶄ学අの未ೲ入者
　ᶅݧࢼ։࢝後ɼਖ਼当なཧ༝なく࣌ݧࢼ間の 20 ෼を௒えて஗ࠁした者
ç2）次の各事項のいずれかに該当する者はɼ受ݧできない͜とが͋Γ·す。
　ᶃ授業科目担当者が受ݧを認めない者
　　	B
　授業科目の出੮೔数がɼ授業೔数の 2�3 にຬたない者
　　	C
　Ϩϙート・՝୊なͲを提出していない者
　ᶄ؂ݧࢼಜ者の指示に従わない者
　ᶅݧࢼにおいてෆਖ਼行ҝをした者

（6）欠格制度
　ܽ格੍౓とはɼ授業科目の出੮೔数がɼ授業೔数の 2�3 にຬたない者΍Ϩϙート・՝୊なͲを提出していない者にରしてɼ授業科目担当者
がݧࢼ受ݧ資格を認めない͜とが͋る੍౓です。
　͜の場合はɼݧࢼを受けたとして΋ɼධՁはݧࢼ成੷一ཡ表にʠܽ格ʡと記載され·す。·たɼ௥ݧࢼおΑびݧࢼ࠶について΋受ݧでき·
せΜ。したがってɼその授業科目の単位は修得でき·せΜ。
　ܽ格となΒないΑうにɼٛߨにはҙཉతに参加しɼ՝୊なͲは提出するΑうにしてくͩさい。

（7）受験上の注意事項 ※Լ記の事項は学෦にΑΓҟなる場合が͋るためɼৄࡉは各学෦に問い合わせてくͩさい。

1 ）学ੜূ（·たはԾ受ݧථ）のࣸਅがݟえるΑうにɼৗ্ص࣌にஔく͜と。
2 ）௥・ݧࢼ࠶を受ݧする者はɼ௥・ݧࢼ࠶受ݧථを学ੜূ（·たはԾ受ݧථ）とと΋にɼ্صにஔく͜と。
3 ）受ݧする者はɼԣは一ਓ෼͋けɼॎは前にそΖってண੮する͜と。
4 。൪号等にΑΓ੮が指定されている場合はɼࣗ෼の指定された場ॴにண੮する͜と্ص（
5 ）ච記用۩（Լෑ使用はෆՄ）おΑび持ち込Έが許Մされたノートɼॻ੶ྨ等以֎はɼす΂てか͹Μ等にೲめる͜と。
ý ）ච記用۩ɼノートɼॻ੶ྨ一੾のିआはࢭېの͜と。
þ 。を੾Γɼか͹Μ等にೲめる͜とݯଳి࿩等のిܞ場ではɼݧࢼ（
ÿ 。おΑび持ち込Έが許Մされた෺へのॻき込Έはফしておく͜と্ص（
9 ）౴案用ࢴはɼ学෦・学科・年次（セϝスター）・Ϋϥス・学੶൪号・໊ࢯをペン·たはϘールペンで記入のうえɼす΂て؂ݧࢼಜ者に提

出する͜と。
後࢝։ݧࢼ（10 30 ෼以内はୀ場する͜とはできない。
終了前ݧࢼ（11 5 ෼以߱はୀ場する͜とはできない。
。؂ಜ者の指示に従う͜とݧࢼ場内においてはɼݧࢼ（12
13）ෆਖ਼行ҝをした場合はɼそのظのશ科目（ू中ٛߨをؚむ）の単位をແޮとするなͲのॲ෼となΓ·す。ৄࡉは「試験における不正行
為に関する内規」を参রしてくͩさい。

14）๫෩ಛผܯ報·たは๫෩ܯ報ɼ֐ࡂおΑびަ௨ؔػのストϥΠΩなͲに൐うݧࢼの取Γѻいはɼ1 ʵ 24 ～ 1 ʵ 25 ページを参রしてく
ͩさい。

試験における不正行為に関する内規（抜粋）
（झ旨）

ୈ 1 ৚　͜の内نはɼ教຿نఔୈ 13 ৚ୈ 2 項にͮجきɼݧࢼにおけるෆਖ਼行ҝの取ѻいにؔして必要な事項を定める΋のとする。
（ෆਖ਼行ҝ）

ୈ 2 ৚　ෆਖ਼行ҝとはɼ次に掲͛る行ҝをいう。
（ 1 ）ଞਓの学ੜূຢはԾ受ݧථを用いて受ݧさせɼຢは受ݧする͜と。
（ 2 。する͜とݧさせɼຢは受ݧをِって受໊ࢯ（
（ 3 ）いわΏるΧンχンάペーύー等をॴ持ຢは使用する͜と。
（ 4 ）͋Βか͡めصຢは持ち込Έを許Մされた෺඼（ච記用۩ɼ学ੜূɼࣙॻ等）にॻき込Έをする͜と。
（ 5 ）持ち込Έを許Մしていない෺඼をॴ持しɼຢはݟる͜と。
（ ý ）౴案をަ׵したΓɼଞの受ݧ者の౴案をݟたΓɼຢはࣗ෼の౴案をଞの受ݧ者にݟせたΓする͜と。
（ þ ）౴案の内༰をଞの受ݧ者にฉいたΓɼຢはࣗ෼の౴案の内༰をଞの受ݧ者に࿩したΓする͜と。
（ ÿ ）持ち込Έを許Մされた෺඼をଞの受ݧ者にݟせたΓɼຢはିआする͜と。
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（ 9 。を使用する͜とثػଳి࿩等௨৴ܞ間中に持ち込Έを許Մされていない࣌ݧࢼ（
（10）ෆਖ਼行ҝを行う者を教ࠦຢは΄うॿする͜と。
（11）そのଞෆਖ਼の事実がྺવとした行ҝを行う͜と。

（ෆਖ਼行ҝと認定される͜とが͋る行ҝ）

ୈ 3 ৚　次に掲͛る行ҝはɼෆਖ਼行ҝと認定される͜とが͋る。

（ 1 。ଳి࿩等をか͹Μ等にし·わずɼ਎に付けていたΓ手に持っている͜とܞ間中にɼ࣌ݧࢼ（

（ 2 。を༩える͜とڹのਐ行にӨݧࢼ等のԻ（ண৴ɼΞϥーϜɼৼಈԻ等）を໐ΒすなͲɼܭ࣌ଳి࿩΍ܞ間中にɼ࣌ݧࢼ（

（ 3 。者の໎࿭となる行ҝをする͜とݧ場においてଞの受ݧࢼ（

（ 4 ）そのଞݧࢼのެฏੑをଛなうおそれの͋る行ҝをする͜と。

（ෆਖ਼行ҝ者の取ѻい等）

ୈ 4 ৚　ෆਖ਼行ҝを行った者にରしてはɼそのظに受ߨしたશ科目（௨年科目及びू中ٛߨ科目をؚむ。）の単位をແޮとする。たͩしɼ

学෦等が指定する科目はআく。

ᶄ　ෆਖ਼行ҝはɼ学ੜ௄ռنఔୈ̎৚ୈ̐号に該当する行ҝとしてɼ௄ռ手続を։࢝する΋のとする。

ᶅ　ଞ学෦ཤ修等のݧࢼでෆਖ਼行ҝを行った者はɼॴଐ学෦で取Γѻう。

（8）仮受験票
Ծ受ݧථはɼݧࢼ当೔に学ੜূを持参しなかった者に発行され·す。
ᶃަ付のئい出
・Ծ受ݧථのަ付を必要とする者はɼຊਓがɼఱനΩϟンύスは学຿センター【教຿】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス

は各事຿ࣨにئい出てくͩさい。
ᶄަ付許Մ
・ަ付許Մはɼ年౓内に 2 ճをݶ౓とし·す。
・Ծ受ݧථの༗ޮظ間はɼަ付された೔の当೔にݶΓ·す。
ᶅฦؐ
・Ծ受ݧථのަ付を受けた学ੜはɼ当೔の受ݧ終了後ɼ଎΍かにఱനΩϟンύスは学຿センター【教຿】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ

ンύスは各事຿ࣨへฦؐしてくͩさい。
・Ծ受ݧථをಉ೔中にฦؐしない場合はɼ当該ݧࢼ科目をແޮにする͜とが͋Γ·す。
・Ծ受ݧථをฦؐしない場合はɼ以後のަ付を行い·せΜ。
※Ծ受ݧථをෆਖ਼に使用した場合はɼෆਖ਼行ҝとΈなし·す。

（9）試験時間
。間は次のとおΓです࣌ݧࢼ

（10）成績の評価
1）授業科目の成੷はɼγϥόスのධՁج準・ํ๏にͮجいた૯合ධՁにΑΓࢉ出されたɼ100 ఺ຬ఺の఺数ධՁです。

2）૯合ධՁの݁Ռɼ合格と൑定された科目についてはɼॴ定の単位を修得した͜とになΓ·す。

3）すでに修得した科目の単位の取Γফしはでき·せΜ。したがってɼ一౓合格の൑定を受けた科目を࠶౓ཤ修登録する͜と΍࠶౓ݧࢼを

受ける͜とはでき·せΜ。

ç4）授業科目担当者が定ݧࢼظ受ݧを認めない場合ɼܽ格というධՁが記載され·す。

（11）成績発表
1）成੷発表ํ๏

学຿γスςϜかΒʮݧࢼ成੷一ཡ表ʯをμ΢ンϩーυする͜とにΑΓ݁ݧࢼՌを確認する͜とができ·す。発表೔については学຿γス

ςϜおΑび掲示でお஌Βせし·す。

ç2）成੷࣭ٙ

成੷についての࣭ٙ申੥はɼظ間を定めて行い·す。ظ間֎の࣭ٙは受け付けいたし·せΜのでɼ必ず掲示なͲに஫ҙしてظ間中に申

【定ݧࢼظ】
間（90࣌ݧࢼ ෼以内）

1 ࣌ ݶ 9�10 ～ 10�40
2 ࣌ ݶ 10�50 ～ 12�20
3 ࣌ ݶ 13�10 ～ 14�40
4 ࣌ ݶ 14�50 ～ 1ý�20
5 ࣌ ݶ 1ý�30 ～ 1ÿ�00
ý ࣌ ݶ 1ÿ�10 ～ 19�40
þ ࣌ ݶ 19�50 ～ 21�20

๏学෦ɼܦӦ学෦ɼ
学෦ɼ޻学෦ɼཧࡁܦ
೶学෦ɼ౎ࢢ৘報学෦ɼ
ਓ間学෦ɼ֎ޠࠃ学෦ɼ
৘報޻学෦ɼ
教職・学芸員՝ఔ

【௥・ݧࢼ࠶】
間（ý0࣌ݧࢼ ෼）

1 ࣌ ݶ 9�00 ～ 10�00
2 ࣌ ݶ 10�15 ～ 11�15
3 ࣌ ݶ 11�30 ～ 12�30
4 ࣌ ݶ 13�20 ～ 14�20
5 ࣌ ݶ 14�35 ～ 15�35
ý ࣌ ݶ 15�50 ～ 1ý�50
þ ࣌ ݶ 1þ�05 ～ 1ÿ�05
ÿ ࣌ ݶ 1ÿ�20 ～ 19�20
9 ࣌ ݶ 19�35 ～ 20�35

ༀ学෦【定ݧࢼظʗ௥・ݧࢼ࠶】
間（ý0࣌ݧࢼ ෼）

1 ࣌ ݶ 9�00 ～ 10�00
2 ࣌ ݶ 10�15 ～ 11�15
3 ࣌ ݶ 11�30 ～ 12�30
4 ࣌ ݶ 13�20 ～ 14�20
5 ࣌ ݶ 14�35 ～ 15�35
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し出てくͩさい。

（12）学業成績
ï1）成੷ධՁج準について

2024 年౓以߱に入学した学ੜにద用
評　　価 基　　　準 点　　数

4 授業目ඪのਫ準をे෼にୡ成できɼཱࡍっている 100 ～ 90
" 授業目ඪのਫ準をे෼にୡ成できている ÿ9 ～ ÿ0
# 授業目ඪのਫ準を֓Ͷୡ成できている þ9 ～ þ0
$ 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できている ý9 ～ ý0
' 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できていない 59 ～ 0

2023 年౓以前に入学した学ੜにద用
評　　価 基　　　準 点　　数

"
授業目ඪのਫ準をे෼にୡ成でき、ཱࡍっている。 100 ～ 90
授業目ඪのਫ準をे෼にୡ成できている。 ÿ9 ～ ÿ0

# 授業目ඪのਫ準を֓Ͷୡ成できている。 þ9 ～ þ0
$ 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できている。 ý9 ～ ý0
' 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できていない。 59 ～ 0

ï2）ݧࢼ成੷一ཡ表の表記について

点　　　数 一覧表表記

※ 1 。຤Ϩϙートの未提出者΋͜͜にؚ·れ·すظ
※ Ϩϙート・՝୊なͲを提出していない者΋͜͜に࣌ٛߨ 2

ؚ·れ·す。

合　　格
100 ～ ý0 ఺ ૉ఺（100 ～ ý0 ఺）

認　定 ̣

ෆ 合 格
59 ఺以Լ ૉ఺（59 ～ 0 ఺）

੮ܽݧࢼ ※ 1 ܽ　੮
出੮೔数ෆ足 ※ 2 ܽ　格

ï3）成੷ূ明ॻの記載について

成੷ূ明ॻにはɼ合格した授業科目のΈがධՁ（̨～̘・̣）とと΋に記載され·す。
2024 年౓以߱に入学した学ੜにద用

点　　　数 評　 価

合　　格

100 ～ 90 ఺ ̨
çÿ9 ～ ÿ0 ఺ "
 þ9 ～ þ0 ఺ #
 ý9 ～ ý0 ఺ $

認　定 /

2023 年౓以前に入学した学ੜにద用
点　　　数 評　 価

合　　格

100 ～ ÿ0 ఺ "
çþ9 ～ þ0 ఺ #
çý9 ～ ý0 ఺ $

認　定 /

（13）GPA制度
(1"（(SBEF 1PJOU "WFSBHF）とはɼཤ修登録科目の成੷ධՁج準を఺数Խした (1（(SBEF 1PJOU）を科目の૯単位数でׂった
΋のです。
Լ記の ï1）(1 "๏ɼ　ï2）(1ํࢉ׵ 。出式にΑΓ·すࢉ
(1" が学෦で定めるج準にୡしていない場合はɼཤ修指導等を行い·す。
·たɼ(1" がஶしく低い場合はɼୀ学ק告を行う͜とが͋Γ·す。
なおɼෆ合格科目を࠶ཤ修し単位を修得した場合で΋ɼෆ合格となったաڈの成੷΋ (1�0 として௨ࢉ (1" にࢉ入され·す。

ï1）(1 ๏ํࢉ׵

100 ～ 95 ఺ʹ 4�3ɼ94 ～ 90 ఺ʹ 4�0ɼÿ9 ～ ÿþ ఺ʹ 3�þɼÿý ～ ÿ3 ఺ʹ 3�3ɼÿ2 ～ ÿ0 ఺ʹ 3�0ɼþ9 ～ þþ ఺ʹ 2�þɼ
þý ～ þ3 ఺ʹ 2�3ɼþ2 ～ þ0 ఺ʹ 2�0ɼý9 ～ ýþ ఺ʹ 1�þɼýý ～ ý3 ఺ʹ 1�3ɼý2 ～ ý0 ఺ʹ 1�0ɼ59 ఺以Լ・ܽ੮・ܽ格ʹ 0

ï2）(1" 出式ࢉ

(1" ʹ
（科目の単位数ʷその科目の (1）の合ܭ

ཤ修登録科目の૯単位数 ※ 1

※ 1　認定科目ɼࣗ༝科目おΑび教職センターで։ߨされる教職՝ఔ科目・学芸員՝ఔ科目等はؚΈ·せΜ。



ø ― ù4

6  暴風特別警報または暴風警報・災害時の授業及び試験
　ఱനΩϟンύス・ീ事ΩϟンύスおΑびφΰϠυーϜ前Ωϟンύスにおいては໊ݹ԰ࢢにɼෟଐ೶場においてはय़೔Ҫࢢ·たは໊ݹ԰ࢢに

๫෩ಛผܯ報·たは๫෩ܯ報が発ྩされた場合΍そのଞの࣌֐ࡂの場合の授業おΑびݧࢼはɼそれぞれ次のΑうに取Γѻい·す。

（1）暴風特別警報または暴風警報の場合
➳　授業の場合

7 : 00 8 : 00 9 : 00 10 : 00 11 : 00 12 : 00 13 : 00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 18 : 00 19 : 00 20 : 00 21 : 00

午前7時前に解除
1時限目（9：10～）から講義を実施

午前7時以降午前 10 時前に解除
3時限目 (13：10～) から講義を実施

午前 10 時以降午後3時前に解除
6時限目 (18：10～) から講義を実施

午後3時以降に解除
全時限休講

暴風特別警報または
暴風警報発令時間帯
講義を実施する時限
休講する時限

前ޕ※ þ ߨٳ以߱に発ྩした場合はɼ௚ちに࣌

の場合ݧࢼ　➴

7 : 00 8 : 00 9 : 00 10 : 00 11 : 00 12 : 00 13 : 00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 18 : 00 19 : 00 20 : 00 21 : 00

午前7時現在発令中
午後6時以前実施の試験は延期
午後3時前に解除されれば，午後6時以降実施の試験は実施

午前7時以降午後3時前に発令
直ちに中止
午後6時以前実施の残りの試験は延期
午後3時前に解除されれば，午後6時以降実施の試験は実施

午後3時現在発令中
午後6時以前実施の試験は延期
午後6時以前実施の残りの試験は延期

午後3時以降に発令
直ちに中止
残りの試験は延期

午前7時以降午後3時前に解除
午後6時以前実施の試験は延期
午後6時以降実施の試験は実施

暴風特別警報または
暴風警報発令時間帯

試験を延期する時間帯

試験を実施する時間帯

試験を実施する可能性
のある時間帯
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（2）災害の場合
োが͋ると൑断した場合はɼその౎౓ɼࢧにݧࢼ事ଶが発ੜしɼ授業おΑびٸۓの（ҬఀిおΑびམཕ޿ɼ֐ɼઇ֐஍਒ɼ෩ਫ）等֐ࡂ　

学຿γスςϜ΍ຊ学΢ΣϒαΠトにて掲載し·すのでɼ͜れに従ってくͩさい。

7  「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合
　各ࣗでɼࣗ෼の໋はࣗ෼でकる͜とをҙࣝしɼ҆શな場ॴにආ೉してくͩさい。

（1）「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」，「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」，「南海トラフ
地震臨時情報（巨大地震注意）」のいずれかが発表された場合の対応

1）授業をߨٳとしɼݧࢼを中ࢭし·す。

2）大学内にいる場合は଎΍かにؼ୐してくͩさい。௨学్中の場合はɼ登校を中ࢭしɼࣗ୐にいる場合は଴ػしてくͩさい。

3）ަ௨ؔػのෆ௨等でؼ୐がࠔ೉な場合はɼ大学で଴ػしɼ大学かΒの৘報にͮجき行ಈしてくͩさい。

（2）「南海トラフ地震臨時情報（調査終了）」が発表された場合の対応
1）ʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報（ௐ査終了）ʯが発ྩされた͜とを確認してɼࡏ୐中及び௨学్中の場合はɼ҆શを確認してかΒ登校するΑ

うにしてくͩさい。

2）ຊ学施ઃ内にいる場合はɼ大学かΒの৘報にͮجき行ಈしてくͩさい。

8  交通機関がストライキを実施している場合の授業及び試験
　ަ௨ؔػのストϥΠΩとはɼ௨学ݍ内のަ௨ؔػがશ面ӡٳɼ·たは͜れにۙい状ଶで͋る͜とをいい·す。͜の場合の授業おΑびݧࢼはɼ

それぞれ次のΑうに取Γѻい·す。

（1）授業の場合
　̧̟౦ւ（౦ւಓઢ・中ԝઢ・ؔ੢ઢ）・ۙమ・໊మ・໊ݹ԰ࢢのަ௨ؔػ（ࢢόス・஍Լమ）のうちɼいずれかがストϥΠΩを実施して

いる場合の授業は次のΑうに取Γѻい·す。

解　除　時　刻 授業開始時限

前ޕ þ 前にղআ࣌ 1 ࣌ ݶ 目 か Β 実 施

前ޕ þ 前ޕ以後࣌ 10 前にղআ࣌ 3 ࣌ ݶ 目 か Β 実 施

前ޕ 10 後ޕ以後࣌ 2 前にղআ࣌ ý ࣌ ݶ 目 か Β 実 施

後ޕ 2 以後にղআ࣌ શ ߨ ٳ ݶ ࣌

（2）試験の場合
　̧̟౦ւ（౦ւಓઢ・中ԝઢ・ؔ੢ઢ）・ۙమ・໊మ・໊ݹ԰ࢢのަ௨ؔػ（ࢢόス・஍Լమ）のうちɼいずれかがストϥΠΩを実施して

いる場合のݧࢼは次のΑうに取Γѻい·す。

解 除 時 刻 試験取扱措置

前ޕ ý 前にղআ࣌ 予定ͲおΓ実施

前ޕ ý 後ޕ以後࣌ 2 前にղআ࣌ ޕ 後 ý ࣌ 以 前 実 施 の ࢼ ݧ を Ԇ ظ

後ޕ 2 以後にղআ࣌ ޕ 後 ý ࣌ 以 後 実 施 の ࢼ ݧ を Ԇ ظ
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ᶚɽڭ৬՝ఔɾ学ܳһ՝ఔ
1  教職課程【学部】
（1）本学で取得できる免許状の種類
（2）大学で教員免許状を取得するためには
（3）教職課程の登録について

2  学芸員課程【学部】



ø ― ù8

৬՝ఔɾ学ܳһ՝ఔᶚڭ

1 教職課程【学部】
　教育職員免許状取得希望者はɼ教育職員免許๏に従いɼ教職センター及び各学෦で։ߨするʮ教職にؔする科目ʯ・ʮ教科にؔする科目ʯ・ʮ教
科ຢは教職にؔする科目ʯ・ʮ೔ຊݑࠃ๏ʯʮମ育ʯʮ֎ޠࠃίϛュχケーγϣンʯʮ数ཧɼσータ׆用及びਓ޻஌ೳにؔする科目ຢは৘報ثػ
のૢ作ʯ等をཤ修しɼॴ定の単位を修得した場合ɼ次の免許状が取得でき·す。

（1）本学で取得できる免許状の種類

学　部 学　科
校 種と免 許 教 科※

中 学 校 教 諭
一 種 免 許 状

高等学校教諭
一 種 免 許 状

๏ 学 ෦ ๏ 学 科 ࣾ ձ ஍ ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ

ܦ Ӧ 学 ෦
ܦ Ӧ 学 科

ʵ ঎ 業
ࠃ ࡍ ܦ Ӧ 学 科

ܦ ࡁ 学 ෦
ܦ ࡁ 学 科

ࣾ ձ
஍ ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ
঎ 業࢈ 業 ࣾ ձ 学 科

ཧ ޻ 学 ෦

数 学 科 数 学 数 学
৘ 報

ి ؾ ి ࢠ ޻ 学 科

ཧ 科 ཧ 科
޻ 業

材 ྉ ػ ೳ ޻ 学 科
Ԡ 用 Խ 学 科
ػ ց ޻ 学 科
ަ ௨ ػ ց ޻ 学 科
ϝ Χ ト ϩ χ Ϋ ス ޻ 学 科 ʵ ޻ 業؀ ڥ ૑ ଄ ޻ 学 科
ࣾ ձ ج ൫ σ β Π ン ޻ 学 科 ཧ 科 ཧ 科

޻ 業ݐ ங 学 科

೶ 学 ෦
ੜ ෺ 資 ݯ 学 科

ཧ 科 ཧ 科
೶ 業Ԡ 用 ੜ ෺ Խ 学 科

ੜ ෺ ؀ ڥ 科 学 科

౎ ࢢ ৘ 報 学 ෦ ౎ ࢢ ৘ 報 学 科 ʵ ެ ຽ
৘ 報

ਓ 間 学 ෦ ਓ 間 学 科 ࣾ ձ
ӳ ޠ

஍ ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ
ӳ ޠ

֎ ࠃ ޠ 学 ෦ ࠃ ࡍ ӳ ޠ 学 科 ӳ ޠ ӳ ޠ

৘ 報 ޻ 学 ෦ ৘ 報 ޻ 学 科 ʵ ৘ 報
޻ 業

※免許状のਖ਼式໊শはʮ中学校教་一種免許状（教科໊）ʯɼʮ高等学校教་一種免許状（教科໊）ʯです。
ྫɿ中学校教་一種免許状（ࣾձ）ɼ高等学校教་一種免許状（஍ཧྺ࢙）

（2）大学で教員免許状を取得するためには
1）教育職員免許法の定めについて
　教育職員免許状を取得するために必要なج準ɼ要݅等はɼʮ教育職員免許๏ʯɼʮ教育職員免許๏施行نଇʯ等にɼ免許状の種ྨ͝とに定め
Βれてい·す。
　希望する教員免許状を取得するためにはɼ͜れΒの๏཯に定めΒれているɼج準ɼ要݅ɼ修得が必要な科目及び単位数等を充足する必要
が͋Γ·す。
2）教員免許状を取得するための要件について

ᶃૅج資格及び取得が必要な単位数についてɿ教育職員免許๏ୈ 5 ৚

ୈ 1 ཝ 免許状の種ྨ
中学校教་ 高等学校教་

ઐ修免許状 一種免許状 ઐ修免許状 一種免許状

ୈ 2 ཝ 資格ૅج 修࢜の学位 学࢜の学位 修࢜の学位 学࢜の学位

ୈ 3 ཝ 大学において修得する͜とが必要とする単位数 ÿ3 59 ÿ3 59
※ઐ修免許状に܎るୈ 4 ཝに定める単位数のうち一種免許状に܎るಉཝに定める科目の単位数をࠩしҾいた単位数について

はɼ大学Ӄの՝ఔにおいて修得する΋のとする。 

教職課程及び学芸員課程の詳細内容は，5 教職課程事項 ・ 学芸員課程事項 に掲載してあります。
ここでは概要の説明をします。
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ᶄ　大学で取得が必要な単位数についてɿ教育職員免許๏施行نଇୈ 4 ৚及びୈ 5 ৚

ୈ 1 ཝ 教科及び教職
にؔする科目 各科目にؚめる͜とが必要な事項

中学校教་（ୈ4৚） 高等学校教་（ୈ5৚）
ઐ　修
免許状

一　種
免許状

ઐ　修
免許状

一　種
免許状

ୈ 2 ཝ
教科及び教科
の指導๏にؔ

する科目

教科にؔするઐ໳త事項
2ÿ 2ÿ 24 24

各教科の指導๏ （৘報௨৴ٕज़の׆用をؚむ。） ÿ ÿ 4 4

ୈ 3 ཝ
教育のૅجత
ཧղにؔする

科目

教育のཧ೦ฒびに教育にؔするྺ࢙及びࢥ૝

10 10 10 10

教職のҙٛ及び教員の໾ׂ・職຿内༰ （νーϜ学校ӡӦへのରԠをؚむ。） 
教育にؔするࣾձత、 ੍౓తຢはܦӦత事項 	 学校と஍Ҭとの࿈ܞ及び学校
҆શへのରԠをؚむ。） 
༮ࣇ 、ࣇಐ及びੜెの心਎の発ୡ及び学習のաఔ

ಛผのࢧԉを必要とする༮ࣇ 、ࣇಐ及びੜెにରするཧղ

教育՝ఔのҙٛ及びฤ成のํ๏ （ΧϦΩュϥϜ・Ϛωジϝントをؚむ。） 

ୈ 4 ཝ

ಓಙ、 ૯合త
な学習の࣌間
等の指導๏及
びੜె指導、 
教育૬談等に
ؔする科目

ಓಙのཧ࿦及び指導๏

10 10 ÿ ÿ

૯合తな学習の࣌間の指導๏※

ಛผ׆ಈの指導๏

教育のํ๏及びٕज़ 

৘報௨৴ٕज़を׆用した教育のཧ࿦及びํ๏

ੜె指導のཧ࿦及びํ๏

ਐ࿏指導及びΩϟϦΞ教育のཧ࿦及びํ๏

教育૬談 （Χ΢ンセϦンάにؔするૅجతな஌ࣝをؚむ。） のཧ࿦及びํ๏

ୈ 5 ཝ 教育実ફに
ؔする科目

教育実習 5 5 3 3

教職実ફԋ習 2 2 2 2

ୈ ý ཝ 大学がಠࣗに
ઃ定する科目 2ÿ 4 3ý 12

๏ྩ্の必要単位数 ÿ3 59 ÿ3 59
　※高等学校教་ઐ修免許状及び高等学校教་一種免許状にରԠする事項はɼʮ૯合తな୳ڀの࣌間の指導๏ʯです。

ᶅ　大学で取得が必要な単位数 ʮ教育職員免許๏施行نଇୈ ýý ৚の ý に定める科目ʯ について

ᶆ　そのଞ必要な要݅ʮհޢ等のମݧʯについて
　ʮখ学校及び中学校の教་のී௨免許状授༩に܎る教育職員免許๏のಛྫ等にؔする๏཯施行نଇ（ʹಛྫ๏）ʯの定めにΑΓɼ中学校
教་免許状取得予定者はɼ๏ྩで定める施ઃにおける þ ೔間のհޢ等ମݧが必要とされてい·す。
。に記載されてい·す『ݧ等ମޢ4ɽհ』はɼࡉৄ　

ᶇ　ʮ高等学校教་一種免許状（޻業）ʯのΈをର৅とした取得ํ๏ʮಛྫํ๏ʯについて
　高等学校教་（޻業）のී௨免許状の授༩を受ける場合ɼʮ教育職員免許๏施行نଇୈ 5 ৚備ߟୈ ýʯの定めにΑΓɼʮ教育職員免許๏ୈ
5 ৚ʯのن定にかかわΒずɼಉ数の単位数修得を΋ってɼ͜れにସえる͜とができ·す。
教育職員免許๏施行نଇୈ 5 ৚備ߟୈ ý
తཧղにؔする科目等（ઐ修ૅج業のී௨免許状の授༩を受ける場合はɼ当෼の間ɼ各教科の指導๏にؔする科目及び教་の教育の޻　
免許状に܎る単位数についてはɼ免許๏ผ表ୈ 1 備ߟୈ þ 号のن定をద用した後の単位数）のશ෦ຢは一෦の単位はɼ当該免許状に܎る
教科にؔするઐ໳త事項にؔする科目について修得する͜とができる。 

取得する免許状の種ྨ　
　科目۠෼

科目໊শ

中学校教་ 高等学校教་
ઐ　修
免許状

一　種
免許状

ઐ　修
免許状

一　種
免許状

教育職員免許๏施行نଇ
ୈ ýý ৚の ý に定める科目۠෼

೔ຊݑࠃ๏ 2 2 2 2

ମ育 2 2 2 2

ίϛュχケーγϣンޠࠃ֎ 2 2 2 2

数ཧ、σータ׆用及びਓ޻஌ೳにؔする科目ຢは৘報ثػのૢ作 2 2 2 2
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教科及び教職にؔする
科目 各科目にؚめる͜とが必要な事項

ʮ教育職員免許๏施行نଇୈ 5 ৚備ߟୈ ýʯ
にΑΓ取得するํ๏

授業科目 ಛྫํ๏ 1
（一ׅ申੥）

ಛྫํ๏ 2
（ਓ申੥ݸ）

教科及び教科の指導๏
にؔする科目

教科にؔするઐ໳త事項 各学科で։ઃする科目ˑ

ʮཧ޻学֓࿦ʯ
ʮ職業指導࿦ʯ

ʮ޻業科教育๏ʯ
ʮ޻業科指導๏ʯ

ʮ教育ݪ࿦ʯ
ʮ教職入໳ʯ

ʮ教育心ཧ学ʯ
ʮ教育՝ఔ࿦ʯ

ʮ教育ํ๏・ٕज़
࿦（৘報௨৴ٕ
ज़の׆用ؚむ）ʯ
ʮੜె・ਐ࿏指
導࿦ʯをؚめて
�� 単位以্

修得する

ʮཧ޻学֓࿦ʯ
ʮ職業指導࿦ʯを

ؚめて �� 単位
以্修得する

各教科の指導๏（৘報௨৴ٕज़の׆用をؚむ。）
業科教育๏޻
業科指導๏޻

教育のૅجతཧղにؔ
する科目

教育のཧ೦ฒびに教育にؔするྺ࢙及びࢥ૝ 教育ݪ࿦
教職のҙٛ及び教員の໾ׂ・職຿内༰ （νーϜ学校ӡӦへ
のରԠをؚむ。） 教職入໳

教育にؔするࣾձత、 ੍౓తຢはܦӦత事項 	 学校と஍Ҭ
との࿈ܞ及び学校҆શへのରԠをؚむ。） 教育行੓࿦

༮ࣇ 、ࣇಐ及びੜెの心਎の発ୡ及び学習のաఔ 教育心ཧ学
ಛผのࢧԉを必要とする༮ࣇ 、ࣇಐ及びੜెにରするཧղ ಛผࢧԉ教育࿦
教育՝ఔのҙٛ及びฤ成のํ๏ （ΧϦΩュϥϜ・Ϛωジϝ
ントをؚむ。） 教育՝ఔ࿦

ಓಙ、 ૯合తな学習の
間等の指導๏及びੜ࣌
ె指導、 教育૬談等に

ؔする科目

૯合తな୳ڀの࣌間の指導๏ ಛผ׆ಈと૯合తな学習
の࣌間の指導๏ಛผ׆ಈの指導๏

教育のํ๏及びٕज़ 教育ํ๏・ٕज़࿦
（৘報௨৴ٕज़の׆用ؚむ）৘報௨৴ٕज़を׆用した教育のཧ࿦及びํ๏

ੜె指導のཧ࿦及びํ๏
ੜె・ਐ࿏指導࿦

ਐ࿏指導及びΩϟϦΞ教育のཧ࿦及びํ๏
教育૬談 （Χ΢ンセϦンάにؔするૅجతな஌ࣝをؚむ。） 
のཧ࿦及びํ๏ 学校教育૬談

教育実ફにؔする科目
教育実習 教育実習Ⅱ

教育実習指導
教職実ફԋ習 教職実ફԋ習

大学がಠࣗにઃ定する
科目

※ˑはɼ 各学科で։ߨされている ʮ教科にؔするઐ໳త事項ʯ で必修科目のʮཧ޻学֓࿦ʯʮ職業指導࿦ʯを修得する必要が͋Γ·す。
※前ページᶅに示すʮ教育職員免許๏施行نଇୈ ýý ৚の ý に定める科目ʯの必要単位数は修得する必要が͋Γ·す。
※【ಛྫํ๏ 2】にΑΓ教員免許状を取得する場合ɼ 教育ҕ員ձへの免許状授༩の申੥手続きは 『ݸਓ申੥』 が必要です。 

（3）教職課程の登録について
教職՝ఔにؔするཤ修ํ๏おΑびその登録手続き等のৄࡉはɼ教職՝ఔΦϦΤンςーγϣンにて説明し·す。

　※教職՝ఔの৽ن登録࣌にཤ修අをೲ入しなけれ͹なΓ·せΜ。
教職履修費：55,600 円

　なおɼそのଞに教育実習・հޢ等ମݧ等のඅ用が必要になる場合が͋Γ·す。

2 学芸員課程【学部】
　学芸員とはɼത෺ؗ（ಈ২෺Ԃ・ਫ଒ؗ・科学ؗ・ඒज़ؗ・資ྉؗ等をؚむ）においてɼ資ྉのऩू・؅ཧɼௐ査ڀݚɼల示ɼී及教育な
Ͳのઐ໳త事項を担当するためにɼത෺ؗにஔく͜とがٛ຿付けΒれているઐ໳職の資格です。
　ຊ学においてɼ学芸員資格を取得できる学෦・学科はɼ次のとおΓです。

学　　部 学　　科
๏ 学 ෦ ๏学科
ܦ Ӧ 学 ෦ Ӧ学科ܦࡍࠃӦ学科ɼܦ
ܦ ࡁ 学 ෦ 業ࣾձ学科࢈学科ɼࡁܦ

ཧ ޻ 学 ෦
数学科ɼి޻ࢠిؾ学科ɼ材ྉػೳ޻学科ɼԠ用Խ学科ɼػց޻学科ɼ
ަ௨ػց޻学科ɼϝΧトϩχΫス޻学科ɼ
ࣾձج൫σβΠン޻学科ɼڥ؀૑଄޻学科ɼݐங学科

೶ 学 ෦ ੜ෺資ݯ学科ɼԠ用ੜ෺Խ学科ɼੜ෺ڥ؀科学科
౎ ࢢ ৘ 報 学 ෦ ౎ࢢ৘報学科
ਓ 間 学 ෦ ਓ間学科
֎ ࠃ ޠ 学 ෦ 学科ޠӳࡍࠃ
৘ 報 ޻ 学 ෦ ৘報޻学科

　͜の学芸員資格を得るためにはɼത෺ؗ๏にͮجきɼ学芸員՝ఔで։ߨするʮത෺ؗにؔする科目（必修科目）ʯをཤ修しɼ必要な単位を修
得しなけれ͹なΓ·せΜ。
　学芸員՝ఔにؔするཤ修ํ๏おΑびその登録手続き等のৄࡉはɼ学芸員՝ఔのΦϦΤンςーγϣンにて説明し·す。
　※学芸員՝ఔの৽ن登録࣌にཤ修අをೲ入しなけれ͹なΓ·せΜ。　
学芸員履修費：30,000 円

　なおɼそのଞにത෺ؗ実習අが必要になる場合が͋Γ·す。
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ᶛɽՊ໨౳ཤमੜɾڀݚੜɾ୯Ґ׵ޓཤमੜ
1  制度の種類
2  各種制度の概要
（1）科目等履修生について
（2）研究生について
（3）単位互換履修生について

※在学中は単位互換履修生以外の制度を利用することができません。
卒業後または大学院進学時の参考としてください。
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Պ໨౳ཤमੜɾڀݚੜɾ୯Ґ׵ޓཤमੜᶛ
1 制度の種類

ï1）科 目 等 ཤ 修 ੜʜਖ਼نの学ੜ以֎としてಛ定の授業科目についてཤ修する͜とができる੍౓です。
ï2）ڀ　　ݚ　　ੜʜڀݚੜとはɼ学෦΍ڀݚ科で指導教員の΋とɼಛ定のઐ໳事項についてڀݚに従事する੍౓です。

。ੜの੍౓でຊ学ΑΓ学位΍単位が༩えΒれる͜とは͋Γ·せΜڀݚ
ï3）単位׵ޓཤ修ੜʜ໊৓大学にࡏ੶しながΒѪ஌ݝ内のཱࢲ・ެ・ࠃのଞ大学で։ߨされる授業を受ける͜とができる੍౓です。͜の੍

౓はɼѪ஌学௕࠙࿩ձにΑるӡӦにͮجいて行われɼຊ学においては 2 年ੜ以্のࡏ学者が申込Έでき·す。たͩしɼ
ཤ修にはさ·͟·な৚݅が͋Γɼ·たɼཤ修する͜とでຊ学での授業΍ਐڃ・ଔ業にӨڹが出るڪれが͋Γ·す。受
。して申し込む必要が͋Γ·す౼ݕを希望する場合はɼ৻ॏにߨ

2 各種制度の概要
（1）科目等履修生について

ʻ出ئの資格ʼ
1）学෦։ߨ科目についてはಛに資格の੍ݶは͋Γ·せΜ。

ݶ科目については修業年ߨ科։ڀݚ（2　 4 年以্の大学をଔ業した者ɼ·たはຊ学大学Ӄにおいてそれとಉ等以্の学ྗが͋ると認めΒれた
者にݶΓ·す。

　3）教育職員免許๏にͮجく教育職員免許状の取得を目తとする者·たは学芸員՝ఔそのଞࠃՈݧࢼ等の資格取得を目తとする者はɼそのた
めに必要なૅج資格を備えたɼຊ学ଔ業ੜのΈとし·す。

。資格を取得・ҡ持できるํとし·すཹࡏする場合はɼئ੶のํが出ࠃ֎（4

ʻ出্ئの஫ҙ事項なͲʼ
1）科目等ཤ修ੜがɼ1 年間（年౓内）にཤ修できる単位数はɼ学෦は 30 単位以内ɼڀݚ科は 12 単位以内です。

　2）科目等ཤ修ੜのཤ修ظ間はɼ入学を許Մされた೔かΒその年౓の຤೔·でとし·す。
　3）科目等ཤ修ੜにはɼ਎෼ূをަ付し·す。

4）科目等ཤ修ੜにはɼຊਓのٻめにΑΓɼཤ修ظ間終了後にʮ単位修得ূ明ॻʯ等（༗ྉ）の発行がՄೳです。
　5）科目等ཤ修ੜにはɼ学ׂɼ௨学ূ明ॻはద用され·せΜ。

ý）科目等ཤ修ੜはɼ出ئ後ɼ定員等のؔ܎でɼ受ݶ੍ߨおΑび受入れができない授業科目が出る͜とが͋Γ·す。·たɼਖ਼نੜのཤ修者数
等にΑってはɼ։ߨしない場合΋͋Γ·すのでɼ͝了ঝくͩさい。

（2）研究生について
ʻ出ئの資格ʼ
　ઐ໳事項についてڀݚを希望する者でɼ次のいずれかに該当する者にݶΓ·す。
　➳ 修業年ݶ 4 年以্の大学をଔ業した者（大学Ӄڀݚੜにおいては修業年ݶ 2 年以্の大学Ӄを修了した者）。
　➴ ຊ学においてɼ修業年ݶ 4 年以্の大学をଔ業した者（大学Ӄڀݚੜにおいては修業年ݶ 2 年以্の大学Ӄを修了した者）とಉ等の学ྗ

が͋ると認めΒれた者。

ʻ出্ئの஫ҙ事項なͲʼ
前に͋Βか͡め指導を希望する教員ئΓɼ受入れを許Մする͜とになっておΓ·すがɼ出ݶোがない場合にࢧੜについてはɼຊ学にڀݚ ➳　

のঝ୚を得ておく必要が͋Γ·す。
なおɼ出ئ前に予備審査を行う場合が͋Γ·すのでɼఱനΩϟンύスは学຿センター【教຿】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟン
ύスは各事຿ࣨで確認してくͩさい。

ଇとしてݪ間はɼظڀݚੜのڀݚ ➴　 1 年です。たͩしɼ後ظ入学者についてはɼ後ظのظ間（9 月 14 ೔～ 3 月 31 ೔）のΈ΋Մೳです。なおɼ
Ҿき続きڀݚの必要が͋る場合にݶΓɼߋに 1 年以内をݶ౓としてظڀݚ間をԆ௕する͜とができ·す。

。ੜにはɼ਎෼ূをަ付し·すڀݚ ➵　
｢報告ॻڀݚ｣してɼࡍ間の終了にظڀݚੜはɼڀݚ ➶　 の提出がٛ຿付けΒれてい·す。
｢内༰ূ明ॻڀݚ｣ੜはɼڀݚ ➷　 等（༗ྉ）をٻめる͜とができ·す。
。ੜにはɼ学ׂɼ௨学ূ明ॻはద用され·せΜڀݚ ➸　
　➹ そのଞɼৄしくはఱനΩϟンύスは学຿センター【教຿】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬談してくͩさい。

（3）単位互換履修生について
ʻ出ئの資格ʼ
　ຊ学がڠ定するѪ஌ݝ内のཱࢲ・ެ・ࠃのଞ大学のࡏ学ੜにݶΓ·す。

ʻ入学ݕ定ྉ・ཤ修ྉʼ
　単位׵ޓཤ修ੜの入学ݕ定ྉ・ཤ修ྉは௃ऩし·せΜ。たͩしɼ教材අ等実අが必要となΓ·す。
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Ⅵɽ学務システム，
事務の取り扱い，各種制度，マナー

 1  学務システム
 2  事務内容（学生関係の主要事務）
（1）学務センター・薬学部事務室・ナゴヤドーム前キャンパス事務室
（2）保健センター・学生相談室
（3）障がい学生支援センター
（4）キャリアセンター
（5）国際化推進センター
（6）附属図書館
（7）グローバルプラザ
（8）ラーニングコモンズ

 3  学生への連絡など
（1）掲示（掲示板，学生ポータル，学務システム）
（2）メール
（3）電話，郵便物

4  各種証明書の発行等について
（1）各種証明書の交付要領
（2）学生証再発行
（3）卒業後の各種証明書発行について
（4）通学証明書（通学定期券）
（5）学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）
（6）学生団体旅行証明書

5  奨学金制度
（1）名城大学　学内奨学生
（2）日本学生支援機構（JASSO）給付奨学金，貸与奨学金
（3）高等教育の修学支援新制度における授業料等減免制度
（4）都道府県・市町村・民間奨学団体奨学生

6  定期健康診断の実施について
 7  学生教育研究災害傷害保険・医療費補助
（1）学生教育研究災害傷害保険
（2）医療費補助

 8  学内で守るべきマナーについて
（1）キャンパス内で守ること
（2）授業に際して教室で守ること

9  自動車通学の全面禁止について
10 自転車通学（ナゴヤドーム前キャンパス）について
11 バイクや自転車の自己管理について
12 貴重品の盗難防止について
13 ソーシャル・ネットワーキングサービスへの投稿について
14 学内全面禁煙について
15 名城大学の環境保全に関わる取り組みについて
（1）本学の環境対策
（2）名城大学環境方針
（3）取り組み目的・目標および行動
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学務システム，事務の取り扱い，各種制度，マナーⅥ

(1) 学務システムとは
　໊৓大学ではɼ学ੜがΑΓྑいΩϟンύスϥΠϑを送るためのαϙートとしてɼ༷ʑな৘報をύιίン΍ܞଳి࿩をར用して受৴するγス

ςϜを導入してい·す。ػೳ΍ར用ํ๏なͲをཧղしɼ༗ޮにར用してくͩさい。

学຿γスςϜ（月～౔ɼþā00 ～ 22ā30）ではɼ次のΑうなػೳがར用でき·す。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ᶃϝοセージ受৴一ཡɼϝοセージస送ઃ定ɼΩϟϏωοト一ཡ

ᶄ教຿掲示一ཡɼ.Z 間ׂ࣌

ᶅཤ修登録ɼ1%' μ΢ンϩーυ（ཤ修登録確認表ɼݧࢼ成੷一ཡ表のμ΢ンϩーυ）

ᶆ健康診断݁Ռরձ

ᶇΞンケートճ౴ɼ৽ن申੥ɼ申੥状گরձ等

ᶈ出੮確認

ᶉγϥόスࡧݕɼ教員かΒࡧݕɼΧϦΩュϥϜかΒࡧݕɼΩーϫーυࡧݕ

ᶊスケジュール登録ɼ໊৓大学ΧϨンμー

࠵ਓのཤ修登録ɼब職の手ҾきなͲの৘報΍ब職ΨΠμンスの։ݸ案内等ɼߨิ・ߨٳにおける࿈བྷ事項΍ٛߨ担当者かΒの次ճٛߨ※　

　　௨஌΍࣌ݧࢼ間ׂ表・࠲ݧࢼ੮表発表なͲの掲示൘がわΓのػೳが͋Γ·す。

(2) ログイン方法
。についてはɼཤ修登録ΨΠυを͝確認くͩさいࡉৄ　

1 学務システム
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　大学はɼ学ੜのօさΜが充実した学ੜੜ׆等を送る͜とができるڥ؀を੔えてい·す。͜のためఱനΩϟンύスは学຿センターɼീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨをઃけɼ೔ৗతにࢧえるͩけでなくɼΩϟϦΞセンターなͲଟくの෦ہで学ੜੜ׆をࢧえるため

に業຿を行ってい·す。

各窓口取り扱いに関する共通の注意事項
1ɽ೔༵ɼࠃຽのॕ೔にؔする๏཯にΑるٳ೔（授業が実施される೔をআく）ɼおΑび入ظࢼ間はɼ૭ޱ事຿取ѻいは行い·せΜ。
2ɽՆق・年຤年ٳ࢝業ظ間中にはɼ一੪ٳ業೔が͋Γ·すので掲示に஫ҙしてくͩさい。
3ɽఱനΩϟンύスは学຿センターɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨおΑびそのଞの෦ہへのి࿩にΑる問い

合わせなͲにはɼ一੾Ԡରし·せΜ。ٙٛがੜ͡た場合はɼࣗ਎が௚઀出向いて確認してくͩさい。
4ɽ学ੜのΧ΢ンター内へのཱ入Γはɼ許Մされた場合をআきࢭېしてい·すのでɼ用݅はɼશてΧ΢ンター૭ޱをར用してくͩさい。

（1）学務センター・薬学部事務室・ナゴヤドーム前キャンパス事務室

開室時間（行事等にΑΓɼมߋになる場合が͋Γ·す。）

キャンパス 建物 階 部署 窓口 曜日 時間

ఱന タϫー þ5
3

学຿センター
各学෦・ڀݚ科 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

教຿ 月～ۚ ÿ�50～1þ�20
ূ明ॻ 月～ۚ ÿ�50～1ÿ�30 ※1

教職センター 教職・学芸員 月～ۚ ÿ�50～1ÿ�30 ※2

4 学຿センター
学ੜ׆ಈ・ੜࢧ׆ԉ 月～ۚ ÿ�50～1ÿ�30 ※2

૯合学ज़ڀݚ科 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

ീ事 ৽ 1 号ؗ 1 ༀ学෦・ڀݚ科事຿ࣨ 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

φΰϠυーϜ前 ੢ؗ 1 事຿ࣨ 各学෦・ڀݚ科 月～ۚ ÿ�50～1þ�20
学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿

。する場合が͋Γ·すߋにΑってมظ࣌ 1※
※2 授業ɼ定ظݧࢼظ間以֎はÿ�50～1þ�20の取ѻいになΓ·す。

2 事務内容 ( 学生関係の主要事務 )
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　ओな業຿内༰は次の௨Γです。ఱനΩϟンύスでは学຿センター（タϫー þ5・3 ֊·たは 4 ֊）ɼീ事Ωϟンύスでは事຿ࣨで行い·す。
なお【　】内は学຿センターの各૭ޱを示し·す。

《 配 置 図（天 白）》

タワー 75・4 階
【学ੜ׆ಈ】

ᶃ՝֎׆ಈɼ՝֎׆ಈஂମにؔする͜と
ᶄ՝֎׆ಈஂମのԉॿにؔする͜と
ᶅスϙーπ用۩等のି出しなͲにؔする͜と
ᶆ学ੜ૬談にؔする͜と
ᶇ学ੜのर得෺ɼҨࣦ෺にؔする͜と
ᶈ学ੜの事ނɼ֐ࡂରࡦ及び࿈བྷにؔする͜と
ᶉ学ੜの৆േにؔする͜と
ᶊ学ੜのิ導にؔする͜と
ᶋ学ੜ教育֐ࡂڀݚই֐อݥにؔする͜と

【ੜࢧ׆ԉ】
ᶃ௨学ূ明にؔする͜と
ᶄ঑学ۚにؔする͜と
ᶅްੜ施ઃのར用にؔする͜と
ᶆ学ੜのΞルόΠト・ΞύートなͲの঺հにؔする͜と

【ԽΫϥϒڧ】
ᶃಛผڧԽ・ڧԽ・準ڧԽΫϥϒにؔする͜と

【૯຿】
ᶃࣨٛߨ等の؅ཧ及び学֎諸ஂମへのି出しにؔする͜と
ᶄࣨٛߨの "7 にؔする͜とثػ

タワー 75・3 階
【各学෦】

ᶃݧࢼ・成੷にؔする͜と
ᶄ単位認定・ਐڃ൑定・ଔ業൑定にؔする͜と
ᶅཤ修૬談・登録にؔする͜と
ᶆ授業（ߨิ・ߨٳ）にؔする͜と
ᶇଔ業࿦จにؔする͜と
ᶈ学੶ҟಈ（ٳ学・෮学・ୀ学・࠶入学等）にؔする͜と
ᶉ学අのԆೲ手続きにؔする͜と
ᶊ学ੜศཡにؔする͜と
ᶋγϥόスにؔする͜と
ᶌ教材ҹ࡮にؔする͜と
ᶍ教育՝ఔ（ΧϦΩュϥϜ）にؔする͜と
ᶎ࣌間ׂにؔする͜と

【各ڀݚ科】（૯合学ज़ڀݚ科のΈ 4 ֊）
ᶃ各ڀݚ科にؔする͜と

【教職・学芸員】
ᶃ教員免許状取得にかかる教職՝ఔにؔする͜と
ᶄ学芸員資格取得にかかる学芸員՝ఔにؔする͜と
ᶅ教職՝ఔ・学芸員՝ఔのཤ修・ݧࢼ・単位等にؔする͜と

【教຿】
ᶃ਎෼（入学・ଔ業）にؔする͜と
ᶄ学ੜূ・਎෼ূにؔする͜と
ᶅॅॴ・໊ࢯ・ຊ੶・อূਓ等にؔする͜と
ᶆԾ受ݧථ発行にؔする͜と
ᶇ科目等ཤ修ੜ・ڀݚੜにؔする͜と

【ূ明ॻ】
ᶃূ明ॻ・学ׂূにؔする͜と
ᶄ 50&*$ *1 ςストにؔする͜と

3階配置図

○A 入口 ○B 入口 入口
入口○C 入口

4階配置図
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　φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨのओな業຿内༰は次の௨Γです。なおɼ【　】内は各૭ޱを示し·す。

窓口配置図

入口

カ
ウ
ン
タ
ー

学生支援・
キャンパス庶務 窓口

都市情報学部
都市情報学研究科 事務窓口

証明書
自動発行機

人間学部
人間学研究科 事務窓口

外国語学部 事務窓口

キャリアセンター
就職・進路支援窓口

社会連携センター

《 配 置 図（ナゴヤドーム前）》

【ࣾձ࿈ܞセンター】
ࣾձ࿈ܞセンターは஍Ҭのօ༷ɼ࢈業քのօ༷と大学とをつな͙૭ޱです。ܰؾに͝૬談・お問い合わせくͩさい。

【学ੜࢧԉ】
ᶃ՝֎׆ಈ・՝֎׆ಈஂମにؔする͜と
ᶄମ育施ઃにؔする͜と
ᶅ各種ূ明ॻ・学ׂূにؔする͜と
ᶆ学ੜのर得෺・Ҩࣦ෺にؔする͜と
ᶇ学ੜの事֐ࡂ・ނରࡦ及びอݥにؔする͜と
ᶈ学内のΠンターωοト *$5 及び（ίンϐュータ教ࣨ等）ڥ؀

αーϏスにؔする͜と
ᶉ学ੜの৆േにؔする͜と
ᶊ঑学ۚにؔする͜と
ᶋ学ੜのΞルόΠトなͲの঺հにؔする͜と

【Ωϟンύスॸ຿】
ᶃ施ઃି出しにؔする͜と
ᶄ施ઃӡ用؅ཧにؔする͜と
ᶅそのଞॸ຿・ব֎にؔする͜と

【ΩϟϦΞセンター】
ᶃब職・ਐ࿏にؔする͜と
ᶄΠンターンγοϓにؔする͜と
ᶅΤΫスςンγϣン࠲ߨにؔする͜と
ᶆ .�$"1 にؔする͜と

西館・1 階
【各学෦】

ᶃݧࢼ・成੷にؔする͜と
ᶄ単位認定・ਐڃ൑定・ଔ業൑定にؔする͜と
ᶅཤ修૬談・登録にؔする͜と
ᶆ授業（ߨิ・ߨٳ）・࣌間ׂにؔする͜と
ᶇଔ業࿦จにؔする͜と
ᶈ学੶ҟಈ（ٳ学・෮学・ୀ学・࠶入学等）にؔする͜と
ᶉ学අのԆೲ手続きにؔする͜と
ᶊ学ੜศཡにؔする͜と
ᶋγϥόスにؔする͜と
ᶌ教材ҹ࡮にؔする͜と
ᶍ教育՝ఔにؔする͜と
ᶎ࣌間ׂにؔする͜と
ᶏॅॴ・໊ࢯ・ຊ੶・อূਓ等にؔする͜と
ᶐ学ੜূ・਎෼ূにؔする͜と
ᶑ科目等ཤ修ੜ・ڀݚੜにؔする͜と

【各ڀݚ科】
ᶃ各ڀݚ科にؔする͜と
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（2）保健センター・学生相談室
1）保健センター

อ健センター（ఱനΩϟンύス）・อ健ࣨ（ീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス）はɼօさΜが健શな学ੜੜ׆を送るためのࢧԉをし
てい·す。

開室時間（行事等にΑΓɼมߋとなる場合が͋Γ·す。）

場所 曜日 時間

ఱന ຊ෦౩
1֊

อ健センター
月～ۚ ÿ�50～21�00

౔
ÿ�50～1þ�20

ീ事 ৽1号ؗ อ健ࣨ
月～ۚ

φΰϠυーϜ前 ౦ؗ อ健ࣨ ÿ�50～1ÿ�00

ᶃ定ظ健康診断　
毎年4月頃，全学生を対象に実施してい·す。ࣗ෼の健康状ଶを஌るためにɼຖ年必ず受診しɼ診断݁Ռを確認してくͩさい。

　ҟৗが認めΒれた場合にはݕ࠶査を行いɼ校ҩにΑるద੾な指導・ॿݴが受けΒれ·す。
　　※定ظ健康診断は学校อ健҆શ๏でٛ຿ͮけΒれてい·す。
ᶄ健康診断ূ明ॻの発行

ଔ業年次ੜでɼ定ظ健康診断受診者はɼ4月Լ०ΑΓূ明ॻをࣗಈ発行ػでɼ発行する͜とができ·す（༗ྉ）。たͩしɼ大学での定期健
康診断を毎年受診していない場合は，証明書の発行ができない場合があります。

ᶅԠٸॲஔ
　　ମௐを่したΓɼケΨなͲしたときはɼࢣޢ؃がରԠし·す。ؾ෼がѱい࣌はอ健センター・อ健ࣨでٳཆでき·す。
ᶆ校ҩ
　　校ҩにΑる診࡯・健康૬談をແྉで行ってい·す（予໿੍）。

場所 曜日 時間
ఱന ຊ෦౩

1֊
อ健センター 未定 週1ճ

ീ事 ৽1号ؗ อ健ࣨ Ր 14�00～1ý�00
φΰϠυーϜ前 ౦ؗ อ健ࣨ ۚ 10�00～12�00

ᶇ健康૬談・͜͜Ζの૬談
　健康্の心഑事についてɼ校ҩ΍ࢣޢ؃が૬談にのΓ·す。そのଞࠔっている͜と΍೰Μでいる͜とをઐ໳のਫ਼ਆ科ҩ΍Χ΢ンセϥーに
૬談をする͜とができ·す。（ਫ਼ਆ科ҩの診࡯はఱനอ健センターのΈです。೔࣌は問い合わせてくͩさい。予໿੍）

2）学生相談室
学ੜ࣌୅にはɼਓ間ؔ܎ɼকདྷのਐ࿏΍目తɼࣗ෼のੑ格の͜となͲɼ学ੜੜ׆における༷ʑな問୊について೰ΜͩΓ໎ったΓする͜とが

͋るとࢥい·す。そΜな࣌はɼ一ਓで೰·ないでɼܰؾに学ੜ૬談ࣨをར用してくͩさい。
　学ੜ૬談ࣨではɼΧ΢ンセϥーが͋なたのؾ持ちを大੾にしɼշదな学ੜੜ׆が送れるΑうにお手఻いし·す。·たɼ必要で͋れ͹学内で
ਫ਼ਆ科ҩにΑる૬談が受けΒれ·す。
　学ੜ૬談はɼ予໿੍になってい·す。各Ωϟンύスอ健センター・อ健ࣨの૭ޱで予໿の手続きをしてくͩさい。

3）フレンドリーサロン
ϑϨンυϦーαϩンはɼϦϥοΫスしたいときɼ一ਓで੩かにա͝したいときの場ॴとして։ઃされてい·す。

　ར用を͝希望のํはɼ学ੜ૬談ࣨΧ΢ンセϥーにおਘͶくͩさい。
　なおɼࡏݱɼϑϨンυϦーαϩンが։ࣨされているのはɼυーϜ前ΩϟンύスのΈです。

（3）障がい学生支援センター
োがい学ੜࢧԉセンターではɼো֐者ࠩผղফ๏にͮجいたαϙートを行ってい·す。す΂てのਓにɼฏ等な学修ػձと学修内༰がอোされる

ためにはɼそれを๦͛るࣾձతোนを取Γআく͜と（合ཧత഑ྀ）が必要になる͜とが͋Γ·す。修学্でࠔっている͜とが͋Γ·したΒɼおؾ
ܰに͝૬談くͩさい。

開室時間
場所 曜日 時間

ఱന 12号ؗ 2֊ োがい学ੜࢧԉセンター 月～ۚ
（ॕ೔をআく） 9�00～1þ�00（11�20～12�20をআȕ）
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（4）キャリアセンター
1）就職支援グループ

ब職ࢧԉάルーϓではɼ1・2年ੜかΒকདྷのਐ࿏をߟえɼ目తҙࣝを΋ってɼ充実した大学ੜ׆をա͝せるΑうɼਐ࿏ࢧԉを行ってい·

す。3年ੜかΒはब職ࢧԉ行事を実施しɼօさΜのब職΍ਐ࿏にؔする૬談・指導を行ってい·す。資ྉίーφーにはɼਐ࿏΍ब職ؔ࿈の各種

ॻ੶がৗઃして͋Γ·すのでɼࣗ༝にӾཡでき·す。

　·たɼΠンターωοトで各ا業等の৘報がऩूできるΑうにύιίンをઃஔしてい·すのでɼ׆用してくͩさい。

開室時間（諸事৘にΑΓɼมߋとなる場合が͋Γ·す。）

場所 曜日 時間
ఱന タϫーþ5 4֊ ΩϟϦΞセンター

月～ۚ ÿ�50～1þ�20
（૬談受付は1þ�00·で）

ീ事 ৽1号ؗ
1֊

ༀ学෦事຿ࣨ

φΰϠυーϜ前 ੢ؗ ΩϟϦΞセンター
（ब職・ਐ࿏ࢧԉ૭ޱ）

①進路支援講座（1ŋ2年ੜର৅）

ಈには必要です。ΩϟϦΞセンターでは1ŋ2年次かΒʮΩϟϦΞΨΠμ׆໺でཱମతにଊえる͜とがब職ࢹい޿ཧղをਂめɼࣾձશମをݾࣗ　

ンスʯを中心にࣗ਎のΩϟϦΞをߟえるػձɼΩϟϦΞを੾Γ୓く൚用తスΩル向্のػձなͲをଟ数提ڙしてい·す。·たɼૣظԽするब

職׆ಈに備えɼ2年次にはʮϓϨब職ΨΠμンスʯを実施しɼ最৽のब職ڥ؀΍બߟトϨンυなͲを஌る͜とを௨͡てɼཱࣗతなΩϟϦΞબ୒

をαϙートしてい·す。

②インターンシップ
Πンターンγοϓとはɼࡏ学中にا業・ެతؔػ等で実ࡍのब業（࢓事）をମݧする੍౓です。͜れはଔ業後のਐ࿏を決定するに͋たΓɼ

ࣗ෼のదੑをۃݟめる༗ޮな手ஈのͻとつです。学෦・学科にΑっては年2ճ（Նق・य़ق）ɼΠンターンγοϓ科目を։ߨしɼ単位認定΋

行ってい·す。ৄࡉはγϥόスで確認してくͩさい。

③就職支援行事（3年ੜ・大学Ӄ修࢜（ത࢜前ظ）՝ఔ1年ੜର৅） 2024年౓実施行事ൈਮ

行　　事　　名 内　　　容
ब職ΨΠμンス ब職׆ಈの心得΍ਐめํについて۩ମతに説明

ब職ݧࢼର࠲ߨࡦ
ච記ݧࢼର࠲ߨࡦ
ཤྺॻの௨৴ఴ࡟（ࣗ୐受ݧ）ɼཤྺॻ・ΤントϦーγートのॻきํ࠲ߨ

面઀ର࠲ߨࡦ 実ફతな面઀ରࡦ（8&#面઀・録ը面઀のϙΠントɼମݧάルーϓ面઀）
業քڀݚセϛφー 業քの୅表ا業かΒɼその業քの࢓事内༰を஌る
6*+ターンΨΠμンス 6*+ターンब職のཹҙ఺なͲについての説明ɼ৘報ऩूのํ๏ɼ各ݝ担当者にΑる৘報提ڙ
োがい学ੜΩϟϦΞΨΠμンス োがい者ޏ用のݱ状΍࠾用等にؔする説明。ੵ࠾ۃ用ا業を঺հ。
そのଞの࠲ߨ ϏジωスϚφー࠲ߨɼا業࠲ߨڀݚɼ֎ࠃਓཹ学ੜब職ΨΠμンス及びࢧԉίース　ଞ

※諸事৘にΑΓ行事をมߋ・中ࢭする場合が͋Γ·す。
※ຊ学΢ΣϒαΠトʮब職・資格ʯにおいてৄࡉをӾཡでき·す。

④エアライン就職サポート【M-CAP】$"�(4�ύΠϩοト�੔備࢜�૯合職（1年ੜ～4年ੜ）・大学Ӄੜର৅

　શ学෦・શڀݚ科ର৅の【.�$"1】はΤΞϥΠン業քへνϟϨンジしたいਓのためのब職αϙートです。学෦1年ੜ～大学Ӄੜ·でいつかΒ

で΋αϙートがうけΒれ·す。2020年3月以߱のଔ業ੜはɼ"/"ɼ+"-ɼΧタールۭߤなͲのۭߤձࣾで$"ɼ(4ɼ੔備࢜としてଟ数׆༂。ۭߤ

大学校へのਐ࿏決定者΋ഐ出しɼ2022年౓かΒは৽しいϓϩάϥϜʮύΠϩοトΫϥϒʯをスタート。ۭߤձࣾのࣗࣾཆ成ύΠϩοトを目指すα

ϙート΋してい·す。

　·たɼ1～3年ੜର৅のʮ+"-ϗスϐタϦςΟ࠲ߨʯは+"-のݱ໾$"をࢣߨにܴえɼཧ࿦と実習を·͡えて学Ϳ͜とでɼΤΞϥΠンは΋ちΖ

Μɼϗςルɼޫ؍ɼϒϥΠμルなͲϗスϐタϦςΟ業քを目指すํに΋最దな࠲ߨです。͜のଞに΋ۭߓ職場ݟ学なͲɼ学年΍ର৅に合わせ

たଟ࠼なϓϩάϥϜをల։。ਵ࣌ϓϩάϥϜの։ߨに合わせて説明ձ・ืूを行い·す。

【.�$"1】担当（φΰϠυーϜ前Ωϟンύス）
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2）エクステンショングループ
ΤΫスςンγϣンάルーϓではɼຊ学の学ੜࢧԉの一؀としてɼެ຿員ݧࢼର࠲ߨࡦ・各種資格࠲ߨを։ઃしてい·す。

　大学Ωϟンύス内で各種࠲ߨを։ߨする͜とでɼօさΜがઐ໳学校へ௨学する場合の࣌間とඅ用ෛ担のܰݮをਤるとڞにɼ充実したެ຿

員・資格ݧࢼରࡦの学習ػձを提ڙしてい·す。

　※ຊ学΢ΣϒαΠトʮब職・資格ʯにおいてৄࡉをӾཡでき·す。

開室時間（諸事৘にΑΓɼมߋとなる場合が͋Γ·す。）

場所 曜日 時間

ఱന タϫーþ5 5֊ ΩϟϦΞセンター
（ΤΫスςンγϣン事຿ࣨ）

月～ۚ 9�30～1ÿ�00

౔ 9�00～1þ�30
（が͋る౔༵೔のΈ࠲ߨ）

φΰϠυーϜ前 ੢ؗ 1֊ ΩϟϦΞセンター
（ब職・ਐ࿏ࢧԉ૭ޱ） 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

※ീ事Ωϟンύスについてはɼ問い合わせɼ૬談の内༰にΑってはɼఱനΩϟンύスのΤΫスςンγϣン事຿ࣨへの
　取次が必要な場合が͋Γ·す。

①開設講座（有料）
高೉౓な資格࠲ߨかΒब職׆ಈに໾ཱつ࠲ߨ·でɼଟ種ଟ༷な࠲ߨを։ઃしてい·す。ࣗ਎のকདྷਐ࿏等を౿·えて受ߨしてはいかがで

しΐうか。

開設講座分野

ެ຿員ରࡦ ๏཯ܥ資格 資格ܥܭӦ・ձܦ

৘報ॲཧܥ資格 資格ܥ学ޠ ٕज़ܥ資格

実຿ܥ資格 そのଞの資格 ब職ରࡦ

。ύンϑϨοトで確認してくͩさい『案内࠲ߨ』はɼΤΫスςンγϣンࡉ内༰のৄ࠲ߨ

②エクステンション講座関連のガイダンス
ຖ年4月্०（予定）（4月以֎に΋࠲ߨの։ߨに合わせਵ࣌説明ձ実施）

　૯合ΨΠμンスɼެ຿員ΨΠμンスおΑび各࠲ߨのΨΠμンスを行い·す。

　※ৄしい೔࣌ɼ場ॴはຊ学΢ΣϒαΠト等で案内し·す。

③受講手続方法
ຊ学΢ΣϒαΠトʮब職・資格ʯˠʮ.FJKPΩϟϦΞφϏʯかΒ登録しɼ申込ॻを提出してくͩさい。ৄࡉはΤΫスςンγϣン࠲ߨ『資格・

ެ຿員࠲ߨ案内』ύンϑϨοトで確認してくͩさい。

④公務員受験相談コーナー（無料）
ఱനɿෆ定ظでɼઐ໳学校担当者にΑるݸผ૬談（要事前予໿）を実施。ి࿩予໿Մ（052ôÿ3ÿô2041）。

　※ৄしい೔࣌ɼ場ॴは.FJKPΩϟϦΞφϏで案内し·す。

（5）国際化推進センター

開室時間（行事等にΑΓɼมߋとなる場合が͋Γ·す。）

場所 曜日 時間
ఱന タϫーþ5 13֊ Խਪਐセンターࡍࠃ 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

※φΰϠυーϜ前Ωϟンύスɼീ事Ωϟンύスについては各学෦事຿ࣨにてରԠ΋しくはࡍࠃԽਪਐセンター
　への取次がՄೳな場合が͋Γ·すのでɼ૬談してくͩさい。

　大学のࡍࠃԽにରԠするためɼ֎ࠃの教育・ؔػڀݚなͲと૬ޓཧղとަྲྀをਤΓɼຊ学の教育・׆ڀݚಈの向্に資する͜とを目తとし

てઃஔされてい·す。
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1）外国の教育・研究機関との学術交流協定等
　2024年5月ࡏݱɼ໿100のւ֎の大学・ؔػڀݚとڠ定をక݁してい·す。

2）海外協定校等における留学研修
及びཹ学ΨΠυにて確認し&5*#4&8ྲྀަࡍࠃはɼࡉৄ。修ϓϩάϥϜ等を実施してい·すݚ・ԽਪਐセンターではɼԼ記のւ֎ཹ学ࡍࠃ　

てくͩさい。

　8&#4*5&ɿIUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�JOUFSOBUJPOBM�

　ཹ学ΨΠυɿIUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�TUVEFOU@TUB⒎�QEG�JOUFSOBUJPOBM@HVJEF�QEG

①交換留学
定大学へ൒年間·たはڠɼ୆࿷なͲのࠃ学しながΒΞϝϦΧɼΦーストϥϦΞɼノル΢ΣーɼυΠπɼؖࡏ学はɼ໊৓大学にཹ׵ަ 1 年間

ཹ学できる੍౓です（※）。

　೿ཹ׵ަݣ学ੜをର৅とした঑学੍ۚ౓が͋Γɼ࠾用されるとΞジΞݍ 4 ສԁɼΞジΞݍ以֎ ý ສԁの঑学ۚがڅࢧされ·す。

　※学෦・学科にΑΓɼΧϦΩュϥϜの౎合্ɼަཹ׵学に参加する͜とが೉しい場合が͋Γ·す。

②海外英語研修
　Նظ（ÿ 月～ 9 月）・य़2）ظ 月～ 3 月）の௕ٳظՋにɼւ֎のڠ定校ຢは໊৓大学が認定する学校において行うɼ2 週間～ 5 週間ఔ౓のޠ学

。修ϓϩάϥϜですݚ

　ຊϓϩάϥϜをର৅とした঑学੍ۚ౓が͋Γɼ࠾用されると最大 20 ສԁの঑学ۚがڅࢧされ·す。

③海外ボランティア・インターンシップ
　ւ֎においてɼ数週間ఔ౓ɼϘϥンςΟΞ΍Πンターンγοϓ等実ફతな׆ಈを行うϓϩάϥϜです。

※内༰は予定で͋Γɼมߋとなる場合が͋Γ·す。

3）海外留学の相談・情報提供
　ւ֎ཹ学を希望する学ੜの૬談にԠ͡たΓɼ৘報提ڙを行い·す。

4）外国人留学生の受入れおよび相談
ԉしࢧを׆৽等の申੥取次ɼΨΠμンスɼ঑学ۚɼཹ学ੜྈのӡӦ؅ཧなͲཹ学ੜの学ੜੜߋ資格確認ɼϏβئの出ݧࢼਓཹ学ੜ入学ࠃ֎　

·す。

5）外国人留学生の諸行事の実施
　ϑΟールυトϦοϓ΍೔ຊจԽݚ修等を։࠵し·す。

6）スチューデントアシスタント制度の運営
　スνューσントΞγスタント（4"）はɼ一ൠ学ੜが໊৓大学にࡏ੶する֎ࠃਓཹ学ੜの学業΍学ੜੜ׆なͲのࢧԉを行う͜とを目తとして

発足したஂମです。೔ຊޠ学習ࢧԉ΍ɼ೔ຊจԽମݧを࢝めとするྲྀަࡍࠃΠϕントのاը・ӡӦを௨͡てɼޓいのަ༑のྠを͛޿ながΒɼ

ཹ学ੜが҆心して充実した学ੜੜ׆を送れるΑうαϙートし·す。4"として׆ಈするためには登録が必要となΓ·す。ืू説明ձはय़とळの

年2ճ行い·す。ࡍࠃԽਪਐセンターの掲示൘を確認してくͩさい。

（6）附属図書館

開館時間
場所 曜日 時間

ఱന

ീ事

φΰϠυーϜ前

ຊؗ

ༀ学෦෼ؗ

φΰϠυーϜ前
Ωϟンύスਤॻؗ

月～ۚ・授業の͋るॕ೔ 9�00～21�00

౔・授業の͋るॕ೔ 9�00～1ÿ�00

※Նق及びౙٳق業ظ間ɼظݧࢼ間ɼ行事等にΑΓɼ։ؗ೔΍։ؗ࣌間がมߋとなる場合が͋Γ·す。
　事前にຊ学΢ΣϒαΠト΍ؗ内掲示等でお஌Βせし·す。
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（7）グローバルプラザ

　άϩーόルϓϥβはɼʠいつで΋ӳޠに৮れΒれるڥ؀ʡを੔備する͜とを目తに։ઃされ·した。ޠ学学習に׆用できる༷ʑな教材΍施ઃが
੔備されている΄かɼӳձ࿩を行ったΓɼޠ学学習にؔするΞυόΠスを受ける͜とができ·す。قઅにԠ͡たΠϕント΍50&*$΍ϓϨθン
ςーγϣンなͲ༷ʑなςーϚのϫーΫγϣοϓ΋։࠵されɼࣗ༝に参加する͜とができ·す。άϩーόルϓϥβのར用はແྉです。

άϩーόルϓϥβ΢ΣϒαΠトɿIUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�HMPCBMQMB[B�

開室時間
場所 曜日 時間

ఱന ֊౩๺஍Լ1ٛߨ௨ڞ
月～ۚ・授業の͋るॕ೔ 10�00～1ÿ�00

φΰϠυーϜ前 ๺ؗ2֊

■グローバルプラザの機能と施設
　ιーγϟルΤϦΞ　　　　　ɿιϑΝでϦϥοΫスしながΒӳޠを使ってίϛュχケーγϣンྗを高めるΤϦΞです
　ΞυόΠジンά　　　　　　ɿΞυόΠβーがޠ学学習にؔする՝୊にରしてΞυόΠス΍αϙートを行い·す 
　ϚルνύーύスルーϜ　　　ɿάルーϓでར用できるଟ目తࣨです。ϓϩジΣΫト学習΍ϓϨθンςーγϣンの࿅習に最దです
　スϐーΩンάϒース　　　　ɿ発Ի࿅習΍Ϧスχンάの࿅習に׆用できるɼ1～2໊用のࣨݸです 

　　ΤンターςΠンϝントϒースɿάϩーόルϓϥβでି出しているөը΍ΠンターωοトಈըをݟながΒָしく学習できるϒースです 
　ଟಡਤॻのି出し　　　　　ɿ1ਓ5࡭·でआΓる͜とができ·す（ି出しظ間は2週間）

　　※ΦンϥΠンを׆用したӳձ࿩等各種ϓϩάϥϜ΋提ڙしてい·す。

（8）ラーニングコモンズ

　ఱനΩϟンύスとφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにはϥーχンάίϞンζが͋Γ·す。ϥーχンάίϞンζはɼࣗ཯తな学習をࢧԉしɼ஌ࣝの
૑଄をଅすۭ間です。༑ਓとձ࿩しながΒ学習したΓɼϗϫΠトϘーυ΍ిࠇࢠ൘をࣗ༝にར用する͜とができ·す。

■天白キャンパス・ラーニングコモンズ
　ఱനΩϟンύスのϥーχンάίϞンζはɼάϩーόルϓϥβの中にઃஔされてい·すがɼ೔ຊޠでར用Մೳです。άϩーόルϓϥβ΢Σ
ϒαΠトかΒΦンϥΠン予໿ができ·す（予໿にۭきが͋る場合は当೔ར用΋Մೳです）。 

開室時間
場所 曜日 時間

ఱന ֊౩๺஍Լ1ٛߨ௨ڞ
άϩーόルϓϥβ内 月～ۚ・授業の͋るॕ೔ 10�00～1ÿ�00

■ナゴヤドーム前キャンパス・ラーニングコモンズ「wake」
　φΰϠυーϜ前ΩϟンύスのϥーχンάίϞンζʮXBLFʯには各スペースのར用案内ɼ৘報ྨثػのି出しɼ予໿受付等を行うαϙート
σスΫが͋Γ·す。
　ϓϨθンςーγϣンスペース΍৘報ྨثػのར用申੥は͜のʮXBLFʯαϙートσスΫで受け付け·す。申し込Έはར用೔の1ϲ月前ΑΓ
Մೳです。

サポートデスク在席時間
場所 曜日 時間

φΰϠυーϜ前 ๺ؗ2֊ʮXBLFʯΧ΢ンター
月～ۚ・授業の͋るॕ೔ 9�00～19�00

（間ظٛߨ）

月～ۚ 9�00～1þ�00
（֎間ظٛߨ）

※ʮXBLFʯはαϙートσスΫࡏ੮࣌間֎で΋๺ؗの։ؗ࣌間内で͋れ͹ར用でき·す（たͩしɼ৘報ྨثػの
　ି出し΍ར用はでき·せΜ）。
※αϙートσスΫࡏ੮࣌間は行事等にΑΓมߋとなる場合が͋Γ·す。その場合は掲示等でお஌Βせし·す。
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(1) 掲示（掲示板，学生ポータル，学務システム）
　大学かΒの࿈བྷ事項はɼ掲示൘΍学ੜϙータルɼ学຿γスςϜへのϝοセージで఻えΒれ·す。

　ৗに掲示事項には஫ҙを෷いɼその掲示内༰をత確に೺ѲできるΑうに心がける͜とが大੾です。掲示内༰にٙ問が͋る場合はɼ担当෦

མとしたΓɼٙ問఺をղ決しておかなかった͜とにΑΓෆརӹをඃる͜とがないΑう஫ݟで申し出てٙ問఺をղ決してくͩさい。掲示を·ہ

ҙしてくͩさい。

　また，一定期間掲示されたものは，学生に周知したものとみなしますので，掲示を見なかったという理由をもって，事後に異議などを申し立

てることはできません。

　掲示の内༰にはɼओに次のΑうな΋のが͋Γ·す。

1）学ੜશ員にؔする事項

　告示ɼ௨ୡɼ行事೔ఔɼ施ઃɼอ健ӴੜなͲにؔする事項

2）授業にؔする事項

　授業࣌間ׂɼߨٳɼิߨɼมߋɼू中ٛߨɼࣨٛߨの指示ɼ࣌ݧࢼ間ׂɼそのଞ授業等にؔする事項

3）そのଞの࿈བྷ事項

ᶃ　一ൠత࿈བྷ事項

ᶄ　学ੜのݺび出し事項

ᶅ　各種঑学ੜのืूおΑび௨஌事項

ᶆ　ब職の͋っせΜおΑびΞルόΠトの঺հにؔする事項

(2)メール
　入学࣌に大学かΒ付༩するϝールΞυϨス（学੶൪号 !DDNBJMH�NFJKP�V�BD�KQ）を用いて࿈བྷする場合が͋Γ·す。ཤ修登録ΨΠυに

ࣗ෼のスϚートϑΥン等へのస送ઃ定について説明をしてい·す。ଞのϝールΞυϨスをར用する場合はɼ必ずస送ઃ定を行ってくͩさい。

(3) 電話，郵便物
　学内֎かΒの学ੜݸਓにରするࢲ用ి࿩のݺび出しはɼٸۓ࿈བྷの場合以֎は取Γѻい·せΜのでɼその旨を͝Ո଒なͲにप஌しておい

てくͩさい。

　※学ੜݸਓのϓϥΠόγーにؔする事項（ࢯ ・໊ॅॴ・ి࿩൪号・ੜ年月೔・Ո଒構成なͲ）についての問い合わせにはɼ一੾Ԡ͡·せΜ。

　՝֎׆ಈஂମにରする༣ศ෺はɼఱന ÿ 号ؗΫϥϒϋ΢ス 4 ֊学ੜϥ΢ンジにઃஔされたॴ定の学ੜஂମઐ用ϝールϘοΫスに഑෍・อ؅（ീ

事Ωϟンύスɿ学ੜ܎·たはܯ備員ࣨɼφΰϠυーϜ前Ωϟンύスɿ事຿ࣨ内ϝールϘοΫスでอ؅）し·すがɼ学ੜݸਓ͋てのࢲత༣ศ෺

については取Γѻい·せΜ。

3 学生への連絡など
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(1) 各種証明書の交付要領
　ূ明ॻにはɼ用్にԠ͡て༷ʑな種ྨが͋Γ·す。各種ূ明ॻのަ付はɼ事前にઐ用΢ΣϒαΠトにて申੥する͜とでɼίンϏχΤンスス
トΞ·たは学内発行ػにてূ明ॻを発行する͜とができ·す。発行先にΑって発行Մೳなূ明ॻがҟなΓ·すので͝஫ҙくͩさい。なおɼຊ
大学以֎の指定༷式での発行おΑびԼ記以֎のূ明ॻの発行についてはɼఱനΩϟンύスは学຿センター【ূ明ॻ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυー
Ϝ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬談してくͩさい。発行ํ๏についてɼ۩ମతなํ๏はɼ各種ূ明ॻページ（IUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�

DBNQVT�BQQMJDBUJPO�DFSUJpDBUF�IUNM）に掲載してい·す。

　ূ明ॻަ付後はɼཧ༝の೗Կを問わずɼূ明ॻ発行ྉ΍手数ྉのฦؐはいたし·せΜので஫ҙしてくͩさい。
1) 和文 ( 日本文 )

種　　　　類 証明書料 交　付　方　法 対象コンビニエンスストア 学内発行機設置場所 発行日数

成੷（単位修得）ূ明ॻ 200ԁ

・ίンϏχΤンス
ストΞ

・学内発行ػ

セϒンʕΠϨϒン
ϑΝϛϦーϚート
ϩーιン ・タϫーþ5　3֊（ఱന）

౩ೆ3֊（ఱന）ٛߨ௨ڞ・
・ༀ学෦事຿ࣨ（ീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ
（φΰϠυーϜ前）

【ূ明ॻަ付૭ޱ】 
・学຿センターূ明ॻ૭ޱ（ఱന）
・ༀ学෦事຿ࣨ（ീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ
（φΰϠυーϜ前）

ଈ೔
※申੥後ɼ発行Մ

ೳظ間はþ೔間
となΓ·す。

ଔ業ݟ込ূ明ॻ
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մೳ 100ԁ

明ॻূ（੶ࡏ）学ࡏ 100ԁ

健康診断ূ明ॻ
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մೳ 500ԁ

教育職員免許状取得ݟ込ূ明ॻ
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մೳ 100ԁ

学ੜཱྀ٬ӡ௞ׂҾূ
※年౓͝と15ຕ·で ແྉ ・学内発行ػ

資格取得ݟ込ূ明ॻ（学芸員）
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մೳ 100ԁ

学内発行ػΑΓ申
੥ॻߪ入のうえɼ
૭ޱに申し込Μで
くͩさい。

数೔ূࡶ明ॻ
学ূ明ॻ（年ۚ手ࡏ間入Γظ※

続に必要な入学年月೔入Γの
ূ明ॻ）等

200ԁ

学ྗにؔするূ明ॻ 200ԁ 2週間

2) 英文 ( 外国文 )

種　　　　類 証明書料 交　付　方　法 対象コンビニエンスストア 学内発行機設置場所 発行日数

成੷（単位修得）ূ明ॻ 500ԁ

・ίンϏχΤンス
ストΞ

・学内発行ػ

セϒンʕΠϨϒン
ϑΝϛϦーϚート
ϩーιン

・タϫーþ5　3֊（ఱന）
౩ೆ3֊（ఱന）ٛߨ௨ڞ・
・ༀ学෦事຿ࣨ（ീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ
（φΰϠυーϜ前）

【ূ明ॻަ付૭ޱ】 
・学຿センターূ明ॻ૭ޱ（ఱന）
・ༀ学෦事຿ࣨ（ീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ
（φΰϠυーϜ前）

ଈ೔
※申੥後ɼ発行Մ

ೳظ間はþ೔間
となΓ·す。

ଔ業ݟ込ূ明ॻ
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մೳ 300ԁ

明ॻূ（੶ࡏ）学ࡏ 300ԁ

明ॻূࡶ 500ԁ

学内発行ػΑΓ申
੥ॻߪ入のうえɼ
૭ޱに申し込Μで
くͩさい。

数೔～
1週間

3) 注意事項
ï1ð ূ明ॻの発行にはɼࡏ学ੜϩάΠンαΠトにて登録したϝールに送Βれるҹ࡮予໿൪号が必要になΓ·す。
ï2ð ి࿩・'"9・& ϝールでの申込はでき·せΜ。
（3）上記以外の就職に関する証明書等の発行については，キャリアセンターで相談してください。
ï4ð ίンϏχΤンスストΞでの発行にはɼผ్γスςϜ手数ྉ 150 ԁ（ྩ࿨ þ 年 4 月ࡏݱ）とϑルΧϥーҹ࡮୅ ý0 ԁ（ྩ࿨ þ 年 4 月

ʗ（ࡏݱ 1 ຕ΋必要。

4 各種証明書の発行等について
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(2) 学生証再発行
　学ੜূをฆࣦした場合·たは౪೉に͋った場合はɼ௚ちに最دΓの࡯ܯへಧけ出るとと΋にɼఱനΩϟンύスは学຿センター【教຿】ɼീ
事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで࠶発行の手続をしてくͩさい。
。はɼཧ༝の೗Կを問わずɼ手数ྉのฦؐはいたし·せΜので஫ҙしてくͩさい（入後ߪ申੥ॻ）発行手続き後࠶　

種　　　　類 手数料 交　付　方　法 学内発行機設置場所 発行日数

学ੜূަ࠶付ئ 2ó500ԁ

・学内発行ػ
入のうえɼ૭ߪをئ付ަ࠶※

。に申し込Μでくͩさいޱ
ཪ面γールとと΋にަ付さ
れ·す。

・タϫーþ5　3֊（ఱന）
౩ೆ3֊（ఱന）ٛߨ௨ڞ・
・ༀ学෦事຿ （ࣨീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ （ࣨφΰϠυーϜ前）
【学ੜূަ付૭ޱ】
・学຿センターᶊ൪教຿૭ޱ（ఱന）
・ༀ学෦事຿ （ࣨീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ （ࣨφΰϠυーϜ前）

ॕ・೔（౔・೔ٳ ೔）をআ
きɼ2～4೔ఔ౓

(3) 卒業後の各種証明書発行について
　ຊ学΢ΣϒαΠトで確認してくͩさい。

　ຊ学΢ΣϒαΠトトοϓページˠ学ੜੜ׆ˠ各種申੥・ਤॻؗར用ˠূ明ॻ発行（ଔ業ੜ）

(4) 通学証明書 ( 通学定期券 )
　௨学定݊ظはɼॅݱॴ（学ੜূに記載したॅॴ）の最دӺかΒ大学の最دӺ·での۠間でɼ最΋ࡁܦతなίースで௨学する場合にݶΓߪ

入する͜とができ·す。ΞルόΠトなͲ௨学以֎の目తではߪ入でき·せΜ。

。入でき·すߪ࿏でܦ・Βず希望の۠間ݶ࿏にܦの஍Լమ・όスについてはɼ௨学ہ௨ަࢢ԰ݹ໊※　

●通学定期券の購入
　学ੜ （ূཪ面）のʮ௨学۠間ཝʯに৐߱Ӻを記入しɼʮ定ߪ݊ظ入

申込ॻʯに必要事項を記載しɼ各定݊ظ発ചॴで学ੜূを提示しߪ

入してくͩさい。なおɼ学ੜূ༗ޮݶظ内はܧ続してߪ入する͜と

ができ·す。

※実習等でʮ定ߪ݊ظ入申込ॻʯに学校୅表者のূ明が必要な場

合はɼఱനΩϟンύスは学຿センター【ੜࢧ׆ԉ】ɼീ事Ωϟン

ύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスはɼ各事຿ࣨに͝૬談くͩさい。

　※సډなͲにΑって৐ं۠間がมߋとなる場合ɼ௨学定ظ発行߇

ཝに༨നがなくなった場合はɼఱനΩϟンύスは学຿センター【教

຿】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨに

৽確認γールをషΓかえɼ必要事項を記入してくߋい出てɼئ

ͩさい。

(5) 学校学生生徒旅客運賃割引証 (学割証 )
̧̟各ࣾおΑび一෦のࢲమ等をར用しɼ৐ंધ۠間が片道100㎞を௒えてཱྀ行するときはɼཱྀ٬ӡ௞のׂҾき（2割）を受ける͜とができ·す。

　͜のׂҾ੍౓はɼ修学্のࡁܦతෛ担をܰݮする͜とを目తとしてい·すのでɼຊ学ではɼ使用できるཱྀ行目తのൣғ・申੥ຕ数（1 ਓ年

౓͝と 15 ຕ）なͲの੍ݶが͋Γ·す。たͩしɼਖ਼当なཧ༝が͋Γɼׂ当ຕ数を௒えて発行を希望する場合はɼఱനΩϟンύスは学຿センター

【ূ明ॻ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨに૬談してくͩさい。

　学校学ੜੜెཱྀ٬ӡ௞ׂҾূ（ແྉ）はࡏ学ੜϩάΠンαΠト্で申੥手続き後ɼ学内発行ػにΑΓަ付され·す。

　学ׂূの༗ޮݶظは3か月（最終年次はଔ業の೔付·で）です。

　なおɼ学ׂূ 1 ຕでԟ෮੾ූをߪ入する͜とができ·すがɼ次の事項を確認の্ɼ使用してくͩさい。

・ಉ一ܦ࿏にてԟ෮する場合で͋る͜と

・Ӧ業Ωϩ数にΑって੾ූの༗ޮݶظがҟなる͜と

(6) 学生団体旅行証明書
　+3 各ࣾをར用しɼθϛཱྀ行・合॓・ԕ੐等でɼ学ੜ ÿ ਓ以্が教職員にҾ཰されてಉ͡ܦ࿏にΑΓཱྀ行するときはɼ次のཱྀ٬ӡ௞（৐ं

݊のΈ）のׂҾきを受ける͜とができ·す。

　　学生……5 割引　教職員……3 割引
　　『団体（グループ）旅行申込書』（各ཱྀ行ձࣾɼ+3 各Ӻ備付け）をఱനΩϟンύスは学຿センター【ੜࢧ׆ԉ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυー

Ϝ前Ωϟンύスは各事຿ࣨに提出しɼ大学のূ明を受けてɼ発ചॴでߪ入してくͩさい。

20XX年３月３１日卒業予定

学ੜ （ূཪ面）
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　঑学੍ۚ౓にはɼ学業成੷΍ମ育ٕज़が༏लな学ੜにରしてਓ材の育成を目తにする΋の΍ɼࡁܦతཧ༝にΑΓ修学がࠔ೉な学ੜにରし

て学අ資ۚの一෦をڅ付·たはି༩する͜とでɼ҆心して学ੜੜ׆が送れるΑうࢧԉする͜とを目తとする΋のが͋Γ·す。

　それぞれの঑学ۚには学ྗ΍Ոܭのࡁܦ状گなͲの出ئ資格΍બجߟ準ɼ出ظئ間が͋Γ·すのでɼ౷合ϙータルαΠト掲示等で確認し

てくͩさい。

（1）名城大学　学内奨学生（奨学生規程参照 3 － 10）
　ຊ学の学ੜにରしɼ঑学ۚをڅ付する͜とで修学ҙཉの高༲をਤる͜とを目తとしてい·す。঑学ੜީิ者にબ出される΋のとɼ希望者が

ࣗΒ出ئできる΋のとが͋Γ·す。

。ఔ（ൈਮ）ʯを確認してくͩさいن຤のʮ঑学ੜרはࡉৄ　

※なお，今後事情により変更する場合があります。

　➳ 学業༏ल঑学ੜɿ学業・ਓ෺と΋に༏लな学ੜର৅。

　　 種ྨ）学業༏ल঑ྭ੍౓ɼ学業༏ल঑学ੜ

　➴ 修学ԉॿ঑学ੜɿ修学ҙཉが͋るに΋かかわΒずɼࡁܦతཧ༝にΑΓɼ学業のܧ続がࠔ೉と認めΒれる学ੜର৅。

　　 種ྨ）修学ԉॿ # ঑学ੜɼརڅิࢠ঑学ੜɼ大ن໛ࣗવࢧࡁܦ֐ࡂԉ঑学ੜ

　➵ そのଞಛผ঑学ੜ

　 　種ྨ）ࣾձਓ学ੜ঑学ੜɼࢲඅ֎ࠃਓཹ学ੜ̖঑学ੜɼ೿ཹ׵ަݣ学঑学ੜɼւ֎ݚ修঑学ੜɼւ֎ӳݚޠ修೿ࢧݣԉ（̖・̗）঑学ੜɼ

ຊ学ଔ業等ิॿ঑学ੜɼ校༑ձ঑学ੜɼ大学ਪનにΑるࠃඅ֎ࠃਓཹ学ੜ঑学ੜɼڧԽΫϥϒ等঑学ੜ

（2）日本学生支援機構（JASSO）給付奨学金，貸与奨学金
　ຖ年 4 月と 9 月にืू。༏れた学ੜで͋ってɼࡁܦతཧ༝にΑΓ修学がࠔ೉な場合にɼࡏ学中څ付・ି༩され·す。ି༩঑学ۚはଔ業後に

ฦؐしなけれ͹なΓ·せΜ。

　なおɼ఻ୡ事項はجຊతに౷合ϙータルαΠトで行い·すのでɼ必ず確認してくͩさい。

（3）高等教育の修学支援新制度における授業料等減免制度
　修学ࢧԉ৽੍౓にΑる授業ྉ等のݮ免を受けるためにはɼݪଇとしてɼ্記（2）の೔ຊ学ੜࢧԉػ構（+"440）のڅ付঑学ੜに࠾用され

る必要が͋Γ·す。

。免ର৅ֹをؐ付し·すݮ免ର৅となる入学ۚ・授業ྉをؚめた入学手続ۚશֹをೲ入いたͩきɼॴ定の手続き後にݮ※　

（4）都道府県・市町村・民間奨学団体奨学生
　各ஂମかΒຊ学にืूが͋Γ次ୈ掲示をし·す。ओに 4 ～ 5 月にืूが͋Γ·す。大学を௨さずにɼืूしている場合΋͋Γ·す。

Ոܭがٸมした場合にはʜ
　Ոܭをࢧえている者（ੜܭҡ持者）がɼࣦ職（ࣗݾ౎合আく）・ഁ࢈・ձࣾの౗࢈・පࢮ・ؾ๢等ຢはՐࡂ・෩ਫ֐にΑるඃࡂ等にΑΓ
Ոܭがٸมした場合に申し込む͜とができる঑学ۚが͋Γ·す。その΄かの出ئ資格ɼબجߟ準等が͋Γ·すのでૣめに͝૬談くͩさい。

奨学金窓口
場所

ఱന タϫーþ5　4֊ 学຿センター　ੜࢧ׆ԉ

ീ事 事຿ࣨ 学ੜ担当

φΰϠυーϜ前 事຿ࣨ 学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿

5 奨学金制度

　定ظ健康診断はɼ学校อ健҆શ๏にͮجきຖ年 4 月্०に実施してい·す。健康診断のओな目తはɼ健康状ଶの೺Ѳと؅ཧɼおΑびूஂ

ੜ׆における఻છੑ࣬ױのૣظ発ݟと予๷なͲに͋Γ·す。学ੜのօさΜはɼ年 1 ճ健康診断を受けるݖརとٛ຿を༗し·す。最ۙではɼ

大学ੜで΋ଟくのੜ׆習׳ප予備܉がいるといわれてい·す。健康な਎ମで学ੜੜ׆を送るためにɼ必ずຖ年健康診断を受診してくͩさい。

　೔࣌ɼ場ॴ等についてはɼΦϦΤンςーγϣン・ΨΠμンスなΒびに΢ΣϒαΠトなͲの掲載で࿈བྷし·す。

※受診しなかった場合には，教育実習・介護等体験・病院実習・就職活動・奨学金などに必要な健康診断証明書を発行できません。΍むを

得ないཧ༝にΑΓ健康診断ظ間中に受診できない場合·たは受診できなかった場合はɼ必ずอ健センター（ఱനΩϟンύス）ɼอ健 （ࣨീ

事・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス）で૬談してくͩさい。

6 定期健康診断の実施について
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（1）学生教育研究災害傷害保険
教育׆ڀݚಈ中にඃった֐ࡂにରして必要なڅ付を行うิঈ੍౓です。อݥྉはຊ学がෛ担しɼ当該อ੍ݥ౓にશ員が加入するાஔを͡ߨ

てい·す。ର৅となる事ނのൣғはɼԼ記のとおΓです。

　ৄしくはɼ入学࣌に഑付した『学ੜ教育֐ࡂڀݚই֐อݥのしおΓ』で確認してくͩさい。

　※事ނが発ੜしたΒɼ事故発生報告書をఱനΩϟンύスは学຿センター【学ੜ׆ಈ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿
ࣨへ଎΍かに提出してくͩさい。

ର৅となる事ނのൣғ

　学ੜ教育֐ࡂڀݚই֐อීݥ௨อݥ

　ᶃਖ਼՝中

　ᶄ学校行事中

　ᶅΩϟンύス内にいる間

　ᶆ՝֎׆ಈ中

　௨学中等ইݥة֐担อಛ໿

　ᶃ௨学中

　ᶄ学校施ઃ等૬ޓ間のҠಈ中

（2）医療費補助
্記の学ੜ教育֐ࡂڀݚই֐อݥでྍ࣏೔数ෆ足等にΑΓอۚݥがࢧ෷われない場合ɼྍ࣏අの一෦を大学がෛ担し·す。ҩྍඅิॿֹۚ

はɼ学຿センター【学ੜ׆ಈ】にて確認してくͩさい。

　※事ނが発ੜしたΒɼ事故発生報告書をఱനΩϟンύスは学຿センター【学ੜ׆ಈ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事຿
ࣨへ଎΍かに提出してくͩさい。

7 学生教育研究災害傷害保険 ･ 医療費補助

ۚݥ෷われるอࢧ

担　保　範　囲 死亡保険金 後遺傷害保険金 医療保険金 入院加算金
180日を限度

ਖ਼՝中ɼ学校行事中 1
200ສԁ þ2ສԁ～1
ÿ00ສԁ 実ྍ࣏೔数1೔以্がର৅
3ઍԁ～30ສԁ

1೔につき
4
000ԁ

௨学中・学校施ઃ等૬ޓ間の
Ҡಈ中・学校施ઃ内にいる間 ý00ສԁ 3ýສԁ～900ສԁ 実ྍ࣏೔数4೔以্がର৅

ýઍԁ～30ສԁ

1೔につき
4
000ԁ

学校施ઃ内・֎を問わず大学
にಧけ出た՝֎׆ಈを行って
いる間

ý00ສԁ 3ýສԁ～900ສԁ 実ྍ࣏೔数14೔以্がର৅
3ສԁ～30ສԁ

1೔につき
4
000ԁ

趣 旨
　大学ੜ׆をշదにա͝す͜とができɼ·たɼษ学する্で最దなڥ؀をҡ持するためશ学ੜにରして最低ݶ౓のकる΂きʮৗࣝ事項ʯを定

めてい·す。

ࣗಈं௨学はࢭېです。ീ事・φΰϠυーϜ前ΩϟンύスはόΠΫ（ݪಈػ付ࣗసंؚむ）௨学΋ࢭېです。

　大学पลのෆ๏・໎࿭றंにରしてはɼ学ଇにͮجきఀ学ॲ෼等ݫしくରॲし·すのでे෼に஫ҙしてくͩさい。

φΰϠυーϜ前Ωϟンύスへࣗసं௨学をする場合はɼ大学の許Մが必要です。

ࣗసं௨学を希望する場合はɼφΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨへ必ず申੥してくͩさい。

※申੥には҆શӡసߨ習の受ߨと๷൜登録൪号ɼࣗసंଛ֐ഛঈอݥ等への加入が必要です。申੥ํ๏等はɼ事前に確認してくͩさい。

8 学内で守るべきマナーについて

9 自動車通学の全面禁止について

10 自転車通学（ナゴヤドーム前キャンパス）について

（2）授業に際して教室で守ること
1）授業్中の入ୀࣨはݪଇとしてしない͜と。

。は৻む͜とޠࢲ（2

。ଳి࿩等のԻが໐ΒないΑうにする͜とܞ（3

。（はআくڅద౓なਫ෼ิ）ଇɼҿ৯はしない͜とݪ（4

5）授業終了後のઅ （ిࣨ内౮ɼྫྷஆ๪スΠονの̛̛̤）に౒め

る͜と。

（1）キャンパス内で守ること
1）ѫࡰをする͜と。

2）͝Έは෼ผしてɼ͝Έശにࣺてる͜と。

3）ԣฒびาき΍࠲Γ込Έ等にΑΓଞਓに໎࿭をかけない͜と。

4）࿓Լは੩かにาく͜と。
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・ ఱനΩϟンύスでόΠΫ΍ࣗసंはɼ指定のறྠ場にஔいてくͩさい。ീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前ΩϟンύスはόΠΫ（ݪಈػ
付ࣗసंؚむ）  　௨学ࢭېのためɼόΠΫおΑびݪಈػ付ࣗసंの指定றྠ場は͋Γ·せΜ。
・౪೉๷ࢭରࡦはɼ各ࣗで੹೚を΋って؅ཧしてくͩさい。
・௕ظ（໿ 1 ϲ月）にわたΓ์ஔされているόΠΫ・ࣗసंはɼഇغॲ෼をし·すので஫ҙしてくͩさい。

　次の͜とを心がけてくͩさい。
　・ॴ持඼はࣗ෼の੹೚で؅ཧする。
。ॏ඼はഽ਎཭さずॴ持するو・　
　・ΧόンなͲஔいた··その場を཭れない。
　・ૂわれるちΐっとしたʮܺʯをつくΒない。
　・θϛࣨ・実ࣨݧ等のϩοΧーには必ずݤをかける。

11 バイクや自転車の自己管理について

12 貴重品の盗難防止について

چ）9　 5XJUUFS）΍ 'BDFCPPL なͲにಗ໊でɼແ੹೚な発ݴ΍൓ࣾձతなҙݟを౤ߘする事はɼݫに৻Μでくͩさい。と΋すれ͹໊
前が൑明しɼ記録として࢒る͹かΓでなくɼ中ই΍඄ᨱを受ける事に΋なΓかͶ·せΜ。ا業の࠾用担当者が໊前をࡧݕする場合΋͋
Γ·す。ब職׆ಈなͲɼօさΜのকདྷのҝに΋ɼくれ͙れ΋ܰはずΈな౤ߘはࣗॗする༷に心がけてくͩさい。௨報等にΑΓɼෆద੾
な౤ߘが発֮した場合ɼॲേのର৅となΓ·す。

　ຊ学ではɼຊ学構成員・ۙྡॅຽの健康૿ਐときれいなΩϟンύス・֗作Γを目తとしてʮ໊৓大学ېԎએݴʯを࠾୒しɼશΩϟン
ύスෑ஍内での学内શ面ېԎに加えɼ学֎において΋ېԎ׆ಈを実施してい·す。大学には未成年者΍ඇ٤Ԏ者΋௨学しておΓɼΩϟ
ンύス内は΋ちΖΜの͜とɼ௨学࿏なͲのެڞの場΋ݪଇとしてશ面ېԎで͋る΂きです。学内で٤Ԏをするとॲ෼のର৅になΓ·す。
一౓ɼ٤Ԏの習׳にછ·るとɼൈけ出す͜とはࠔ೉をۃめ·す。タόίにؚ·れる༗֐෺࣭΍෭ྲྀԎがɼࣗ਎΍༑ਓ・ۙྡॅຽの健康
にྑくない͜とは明നです。৽入ੜのօさΜはɼʮٵわないʯ࢟੎をݻめɼ͜れかΒの学ੜੜ׆をスタートし·しΐう。

名城大学禁煙宣言
　٤Ԏは、٤Ԏ者ࣗ਎のΈなΒず、受ಈ٤Ԏ等にΑΓඇ٤Ԏ者の健康を΋֐する΋のです。
　٤Ԏは各ࣗのࣗݾ੹೚において認めΒれてい·す。しかしながΒ、ຊਓのҙࢥに൓した٤Ԏ、すなわち受ಈ٤Ԏ΍、าきタόί・ٵい
֪のϙΠࣺて等、٤Ԏ者がࣾձに໎࿭をかける͜とはݫに৻·Ͷ͹なΓ·せΜ。໊৓大学は、健康૿ਐ๏にؑΈ、そしてԿΑΓ΋、ຊ学
構成員（学ੜおΑび教職員）が٤ԎϚφーを९कし、大学が஍Ҭにࠜࠩした教育ؔػで͋る͜とをڧくҙࣝするために、શΩϟンύスෑ
஍内におけるຊ学構成員の٤Ԏをࢭېするとと΋に、学֎において΋ېԎのਪਐ・受ಈ٤Ԏの๷٤・ࢭԎϚφーの向্に౒め·す。
　զʑは、޿く学内֎のؔ܎者の健康૿ਐをਤΓ、大学ਓとしての֮ࣗを育む΂く、͜͜に大学内におけるશ面ېԎおΑび学֎でのېԎ
。し·すݴಈの実施をએ׆٤ԎϚφー向্・ಈ׆

໊৓大学

13 ソーシャル・ネットワーキングサービスへの投稿について

14 学内全面禁煙について

（1）本学の環境対策
　ຊ学ではɼഇغ෺をʮ͝Έʯではなくʮ資ݯʯとしてଊえɼྔݮɼ࠶使用ɼ࠶ੜར用をجຊにしたഇغ෺のθϩԽを目指してい·す。·たɼ
লΤωɼল資׆ݯಈのਪਐɼ૽Ի・ৼಈの発ੜ཈੍ɼ大ؾԚછɼਫ࣭Ԛ୙の๏ྩのॱकなͲڥ؀શൠにわたる取૊Έを実施するとと΋にɼ
շదな教育ڥ؀をอোしɼ஍Ҭとのڞੜを目指したΩϟンύスӡӦに΋取Γ૊Μでい·す。

15 名城大学の環境保全に関わる取り組みについて
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（2）名城大学環境方針

環境理念
　໊৓大学及び໊৓大学ෟଐ高等学校はɼجڥ؀ຊ๏を࢝めとするڥ؀๏ྩを९कしɼࣾձかΒ要੥されるʮ持続తに発లՄೳなࣾձ
のܗ成ʯにԠえΒれるਓ材の育成とڀݚに౒め·す。

環境方針
1�　஍ڥ؀ٿのอશとҡ持向্に܎る教育׆ڀݚಈを充実しɼڥ؀をࢹ໺に入れたਓ材を育成し·す。
。し·すݙߩอશにڥ成Ռのެ։をਪਐしɼ؀ڀݚ΍࠵なͲの։࠲ߨるެ։܎にڥ؀　�2
3�　ল資ݯɼলΤωルΪーɼάϦーンߪ入のਪਐ及びഇغ෺のྔݮとదਖ਼؅ཧに౒めɼڥ؀ෛՙの低ݮに取Γ૊Έ·す。
4�　教育ڀݚをは͡めɼ૯ての׆ಈにおいてɼؔڥ؀࿈๏੍نɼڠ定等を९कしɼԚછの予๷に౒め·す。
。ϚωジϝントγスςϜ（.FJKP�&.4）を構ங・ӡ用し·すڥ定した؀ࡦ਑をୡ成するためɼ໊৓大学がಠࣗにํڥ؀　�5
ý�　内෦؂ڥ؀査を実施しɼڥ؀ϚωジϝントγスςϜをؚむڥ؀อશ׆ಈのܧ続తなվળをਤΓ·す。
þ�　ํڥ؀਑はϗーϜページでެ։し·す。

　　　　　
໊৓大学学௕　໺ޱ ޫએ

（3）取り組み目的・目標および行動
。਑を۩ମԽするための目తɼ目ඪ及びօさΜに実施していたͩく行ಈが次の事項ですํڥ؀　

目　　　的 目　　　　　　標 皆さんに実施していただく具体的な行動

ল資׆ݯಈのਪਐ

ίϐー用ߪࢴ入ྔのݮ࡟ ・྆面ίϐーɼ྆面ҹ࡮΍ϛスίϐー用ࢴのཪ面ར用に心ֻける。

ਫ使用ྔのݮ࡟
・実ݧに使用するਫ΍手ચいਫのઅ໿に౒める。

・࿙ਫを発ݟしたΒ௚ちに事຿ࣨに࿈བྷする。

লΤω׆ಈのਪਐ

ݮ࡟使用ྔのؾి ・最後に教ࣨɼ実ࣨݧɼΫϥϒϋ΢スɼトΠϨ等かΒୀ出するときはɼ
ফ౮する。

ྫྷஆ๪用೩ྉの使用ྔݮ࡟
・ஆ๪ɼྫྷ ๪使用࣌はɼ教ࣨɼ実ࣨݧɼΫϥϒϋ΢ス等の൶ɼ૭をดめる。

・最後に教ࣨɼ実ࣨݧɼΫϥϒϋ΢ス等かΒୀ出する࣌はɼΤΞίンス
Πονを੾る。

一ൠഇغ෺のదਖ਼؅ཧ
とྔݮ ഇغ෺のݮ࡟

・ഇغ෺はɼ෼ผ۠෼を確認してഇغする。

。ઐ用ϘοΫスに入れるࢴはɼྨࢴ・

・ࣗ୐等かΒ学内に持ち込Μͩ͝Έはɼ持ちؼる。

෺のదਖ਼؅ཧغ業ഇ࢈
とྔݮ

௚しݟશϚχュΞルの҆・ڥ؀

・実ݧഇӷはɼ定めΒれた༰ثにอ؅する。

・実ݧで発ੜしたがれきྨɼۚଐくずɼΨϥスくず等はɼ指定された༰
。場ॴにอ؅するث

・ۭのༀ඼Ϗンはɼ指定された場ॴにอ؅。指定されたํ๏でഇغする。

・Ϋϥϒ׆ಈで発ੜしたഇغ෺はɼΫϥϒϋ΢ス内でอ؅しɼճऩ೔に
指定された場ॴに出す。

อ༗ༀ඼Ϧストの作成 ・Ϧストに載っているༀ඼をॏෳしてߪ入しない。

ಈの׆る教育܎にڥ؀
ਪਐ

ߨ࿈科目の։ؔڥ؀ 。するߨతに受ۃ࿈科目をੵؔڥ؀・

ҙࣝௐ査の実施ڥ؀ ・ҙࣝௐ査のΞンケートにྗڠする。

実ݧ実習科目でのڥ؀อશ指導のపఈ ・実ݧ実習ではɼ指導事項をॱकする。

ߨの։࠲ߨ࿈資格ؔڥ؀ ・։ߨされた資格࠲ߨをੵۃతに受ߨする。

学ੜにΑるڥ؀行事へのࢧԉ ・ΫϦーンΞοϓ大作ઓ等のਗ਼૟׆ಈにੵۃతに参加する。

大学ࡇでのഇغ෺ॲཧのॿݴ ・大学ࡇで発ੜするഇغ෺をݮ࡟しɼഇغ෺の෼ผをਪਐする。

ಈの׆ڀݚる܎にڥ؀
ਪਐ及びڀݚ成Ռのެ
։

ެ։ߨԋձなͲのੵۃతな։࠵
ݣ೿ࢣߨٛߨԋձɼ出前ߨతに参加する。学֎ެ։ۃԋձにはɼੵߨ࿈のެ։ؔڥ؀・

状گの記録
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学　　部　　事　　項

ここからは，全学共通事項に定められた事
項に基づき，理工学部の履修にかかわる取
り扱い細目等を定めています。

履　修　要　項
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Ⅰ．理工学部教育課程
1ɽ教育՝ఔ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 4
2ɽ教育՝ఔ一ཡ表のํݟ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 4
3ɽଔ業ڀݚ等のண手৚݅ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 5
4ɽଔ業ڀݚ等のܧ続 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 5
5ɽ授業と授業࣌間ׂ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 5
ýɽ࣠ج科目 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 5
ิ足　成੷ॱ位について ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 5

Ⅱ．履修等に関する規定
1ɽ授業 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý
2ɽཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý

2õ1　ཤ修登録 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý
2õ1õ1　ཤ修登録の必要 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý
2õ1õ2　γϥόス（授業ܭըॻ）・ΦϑΟスΞϫー・年間行事予定表 ʜ　2 ʵ ý
2õ1õ3　授業࣌間ׂ表のํݟ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý

2õ2　ཤ修登録の੍ݶ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý
2õ3　ཤ修登録の஫ҙ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý

2õ3õ1　༗ޮとなるཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý
2õ3õ2　ແޮとなるཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý
2õ3õ3　ࣗ༝科目 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ý
2õ3õ4　૯合ૅج෦໳ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ þ
2õ3õ5　教職指定科目 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ þ
2õ3õý　2 授業科目 ʜʜʜʜ　2ߨ࿈続・ִ週・ִ年։ݶ࣌ ʵ þ
2õ3õþ　೔༵೔։ߨ科目のཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ þ
2õ3õÿ　ू中ٛߨのཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ þ

2õ4　ଞ学科授業科目のཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ þ
2õ4õ1　申੥ํ๏ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ þ
2õ4õ2　修得単位 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ þ

2õ5　ଞ学෦授業科目のཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õ5õ1　申੥ํ๏ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õ5õ2　ݧࢼと成੷ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õ5õ3　修得単位 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ

2õý　ૅجԋ習のཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õýõ1　数学ૅجԋ習Ⅰ・Ⅱのཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õýõ2　෺ཧ学ૅجԋ習Ⅰ・ⅡɼԽ学ૅجԋ習Ⅰ・Ⅱɼ

ӳૅجޠԋ習Ⅰ・Ⅱのཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õþ　ૅجθϛφールⅠ・Ⅱのཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õÿ　֎ࠃਓཹ学ੜにかかわる೔ຊޠ科目 ʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ

2õÿõ1　։ߨ科目 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õÿõ2　修得単位 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ

2õ9　教職՝ఔおΑび学芸員՝ఔ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õ10　ݧࢼ成੷一ཡ表 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ

2õ10õ1　ݧࢼ成੷一ཡ表のํݟ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ ÿ
2õ10õ2　ෆ合格科目のཤ修 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9

3ɽݧࢼ࠶ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9
3õ1　ݧࢼ࠶の種ྨ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9
3õ2　4 年次でのݧࢼ࠶ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9

3õ2õ1　ݧࢼ࠶実施授業科目 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9
3õ2õ2　受ݧ資格 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9
3õ2õ3　実施ظ࣌ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9
3õ2õ4　受ݧ手続 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9

3õ3　ઢܗ୅数Ⅰ・ઢܗ୅数Ⅱɼඍ෼ੵ෼Ⅰ・ඍ෼ੵ෼Ⅱのݧࢼ࠶ 　2 ʵ 9
3õ3õ1　ݧࢼ࠶実施授業科目 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9
3õ3õ2　受ݧ資格 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 9
3õ3õ3　実施ظ࣌ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2 ʵ 9
3õ3õ4　受ݧ手続 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2 ʵ 9
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3õ3õ5　ධՁ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 10
4ɽਐڃ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10

4õ1　ਐڃの৚݅ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10
4õ2　ཹ年 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10

5ɽଔ業ڀݚ等ண手 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10
ýɽଔ業 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10

ýõ1　学位記の授༩ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10
ýõ2　学位記（ଔ業）の೔付 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10

ýõ2õ1　ଔ業式の೔をଔ業の೔付とする場合 ʜʜʜ 　2 ʵ 10
ýõ2õ2　9 月 13 ೔をଔ業の೔付とする場合 ʜʜʜʜ 　2 ʵ 10

ýõ3　ૣظଔ業 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10
ýõ3õ1　申੥の৚݅ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10
ýõ3õ2　手続 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10
ýõ3õ3　্ڃ年次։ߨ科目のཤ修許Մ ʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10
ýõ3õ4　ଔ業൑定 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10

þɽ修業年ݶおΑびࡏ学できる年ݶ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 10
ÿɽ෭ઐ੍߈౓ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 11

ÿõ1　申੥ํ๏ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 11
ÿõ2　修得単位 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 11
ÿõ3　単位修得後の手続 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 11
ÿõ4　ূ明ॻ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 11
ÿõ5　各学科෭ઐ߈指定科目 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 11

9ɽస学෦・స学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 12
9õ1　స学科ੜにؔわるଞ学科ཤ修の単位の取Γѻい ʜ 　2 ʵ 12

10ɽަཹ׵学੍౓について ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 12
11ɽ単位׵ޓཤ修ੜがଞ大学で修得した単位の取Γѻい ʜ 　2 ʵ 12
12ɽଞ大学への入学ɼฤ入学ɼస入学等 ʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 12

12õ1　手続 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 12
12õ2　ୀ学ئ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 12

13ɽそのଞؔ࿈事項 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 12
13õ1　ܽ੮ಧ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 12
13õ2　各種ূ明ॻのަ付 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 13
13õ3　学ੜへの࿈བྷ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 13
13õ4　各学科の掲示場ॴと各学科の略শ ʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 13

Ⅲ．各学科の教育課程一覧表
数学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 14
学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ޻ࢠిؾి 　2 ʵ 22
材ྉػೳ޻学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 3ý
Ԡ用Խ学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 4ÿ
学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ޻ցػ 　2 ʵ ý0
ަ௨ػց޻学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ þ0
ϝΧトϩχΫス޻学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ þÿ
ࣾձج൫σβΠン޻学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 　2 ʵ 90
学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2޻૑଄ڥ؀ ʵ 102
ங学科 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2ݐ ʵ 112

Ⅳ．理工学部の技術者教育について
ࣾձの要੥にԠえɼࣾࡍࠃձに௨用するཧ޻学෦の +"#&& 教育 ʜ　2 ʵ 122
1ɽ໊৓大学ཧ޻学෦の教育ཧ೦・教育目ඪ ʜʜʜʜʜ　2 ʵ 122

1õ1　教育ཧ೦ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 122
1õ2　教育目ඪ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 122

2ɽ೔ຊٕज़者教育認定੍౓について ʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 123
2õ1　೔ຊٕज़者教育認定ج準について ʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 123
2õ2　+"#&& 認定ϓϩάϥϜ修了ੜについて ʜʜʜʜ　2 ʵ 123

3ɽཧ޻学෦における +"#&& 教育 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 124
4ɽそのଞのؔ࿈事項 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　2 ʵ 125
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Ⅰ．理工学部教育課程

1．教育課程
ᶃ　ຊ学෦の教育՝ఔ 1）はɼ学෦おΑび各学科の教育ํ਑を΋とにɼ学ଇに定める授業科目を学科ผにɼ必修科目ɼબ୒必修科目 2）ɼબ୒

科目おΑびࣗ༝科目 3）に෼けɼ各年次に഑当してฤ成してい·す。

ᶄ　ฤ成された教育՝ఔはɼ学科ผに教育՝ఔ一ཡ表として示されてい·す。·たɼෳ数の教育ϓϩάϥϜが͋る学科はɼ各ϓϩάϥϜに

ରԠする教育՝ఔ一ཡ表が͋Γ·す。

　なおɼຊ表は告示にΑΓมߋされる͜とが͋Γ·す。

ᶅ　教育ϓϩάϥϜにΑってはɼʮϓϩάϥϜ指定科目ʯとしてબ୒必修科目·たはɼબ୒科目の中で必ず修得するΑうに指定している科目

が͋Γ·す。

ᶆ　教育՝ఔ一ཡ表には授業科目の໊শɼ単位数ɼ։ߨ年次ɼຖ週の授業࣌間数 4）等が記されてい·す。

ᶇ　্記一ཡ表に続いてਐڃ৚݅ɼଔ業要 （݅ଔ業に必要な単位数等）とɼそのৄࡉおΑびଔ業ڀݚ等（数学ڀߨɼଔ業ڀݚɼଔ業ڀݚ・ଔ業੍作）

のண手৚݅が定めΒれてい·す。·たɼ学科にΑってはɼಛ定の科目のཤ修要݅が定めΒれてい·す。

2 ．教育課程一覧表の見方
ᶃ　授業科目は૯合ૅج෦໳ɼઐ໳教育෦໳の 2 つの෦໳に෼ྨしɼ഑ྻされてい·す。

ᶄ　単位数のཝには必修科目ɼબ୒必修科目おΑびબ୒科目の۠ผとと΋にɼその授業科目の単位数が示されてい·す。

ᶅ　ຖ週授業࣌間数のཝには授業科目が։ߨされる年次（年）ɼ学ظ（前ظɼ後ظ）における授業࣌間数が示されてい·す。

ᶆ　ฒྻ։ߨ科目

̰）ఠ要ཝに ̥ と記されている授業科目はɼฒྻ։ߨ科目です。

̱）ฒྻ։ߨ科目はಉ一༵೔・ݶ࣌でෳ数の授業科目を։ߨする͜とをݪଇとし·す。

̲）当該年౓ 5）においてはಉ一記号のうち 1 科目（一ํ）のΈのཤ修が認めΒれ·す。

科目ܥ学ޠ（̳ ý）の内ɼυΠπޠɼϑϥンスޠɼ中ޠࠃを 2 Χޠࠃ以্修得した場合ɼ1 Χޠࠃの授業科目の修得単位のΈਐڃおΑびଔ

業に必要な単位数にࢉ入され·す。

̴）ਓจ・ࣾձ科学ܥ科目 þ）を修得した場合ɼす΂てਐڃおΑびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·す。

ᶇ　各෦໳においてɼ定めΒれたબ୒必修科目の必要修得単位数を௒えて修得した単位はɼಛに指定された場合をআいて当該෦໳に必要な

બ୒科目の単位としてਐڃおΑびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·す。

1 ）教育՝ఔɿ教育目తをୡ成するために必要な授業科目を։ઃしฤ成した΋の。

2 ）બ୒必修科目ɿಛ定の授業科目܈の中かΒɼ一定の単位数を必修とする授業科目。

3 ）ࣗ༝科目ɿ修得して΋ଔ業に必要な単位数にࢉ入されない授業科目。

4 ）ຖ週の授業࣌間数 ā1 週間に行われる授業࣌間数でɼ90 ෼の授業 1 ճで 2 間ɼ90࣌ ෼の授業 2 ճで 4 間を表す。表中では࣌ 2õ4õý のいず

れかで記載されてい·す。

　˚の表示の授業科目はɼ授業࣌間ׂ表にΑΒないํ式（ผ్指示）で։ߨされ·す。

5 ）当該年౓ɿࡏݱਐ行している学年ྐྵの年౓（当年の 4 月 1 ೔～ཌ年の 3 月 31 ೔）。

ý ޠⅠ・Ⅱ・ᶙ・ᶚɼϑϥンスޠίϛュχケーγϣンⅠ・Ⅱ・ᶙ・ᶚɼϓϥΫςΟΧル・ΠンάϦογュⅠ・ⅡɼυΠπޠ科目ɿӳܥ学ޠ（

Ⅰ・Ⅱ・ᶙ・ᶚɼ中ޠࠃⅠ・Ⅱ・ᶙ・ᶚ

þ ）ਓจ・ࣾձ科学ܥ科目ɿਓจ科学ૅجⅠ・Ⅱɼࣾձ科学ૅجⅠ・ⅡɼΞジΞจԽ࿦Ⅰ・ⅡɼԤถจԽ࿦Ⅰ・Ⅱɼ܎ؔࡍࠃ࿦ɼจ学ɼ೔ຊ

࿦ɼ心ཧ学ࡁܦࡍࠃ๏ɼݑࠃ
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3 ．卒業研究等の着手条件

　ଔ業ڀݚ等は一定の৚݅（ண手৚݅）をຬたしたਓがཤ修でき·す。ண手৚݅は学科ผ教育՝ఔ一ཡ表に続いて示されてい·す。

4 ．卒業研究等の継続
　ଔ業ڀݚ等が΍むを得ないཧ༝にΑΓ当該年౓内に݁׬しなかったਓがɼଔ業ڀݚ等担当教員の指導の΋とで次年౓前ظ຤೔·で͜れを

続する͜とܧ等をڀݚいॻを提出しɼ許Մを得てଔ業ئて学෦௕にܦ込Έが͋るときはɼॴଐする学科௕をݟしɼଔ業できる݁׬続してܧ

ができ·す。

5 ．授業と授業時間割
　授業科目は学科ผ教育՝ఔ一ཡ表に示す։ߨ年次おΑび学ظにͮجいて授業࣌間ׂがฤ成され·す。当該年౓の授業࣌間ׂは年౓のは͡

めにެ表され·す。

6 ．基軸科目
　ຊ科目は̍年次·たは̎年次をର৅とする科目です。い··での学習ཤྺと大学での学びとの઀続を目ඪに΋ちɼଟ༷な஌ࣝྖҬへの導

入なΒびಈͮػけを目తとし·す。ࣾձにରする੹೚とྙཧ؍のॏ要ੑɼ科学ٕज़が஍ڥ؀ٿ΍ࣾձに及΅すӨڹとޮՌをཧղした্でɼ

ઐ໳ڀݚに備え·す。

ཧ޻学෦࣠ج科目ɿ૯合ૅج෦໳ʮૅجθϛφールⅠ・Ⅱʯɼઐ໳教育෦໳ཧ޻学ૅج科目ʮٕज़者ྙཧʯ

（̍科目以্をཤ修する͜とが望·しい）

ิ足　成੷ॱ位について

͜͜でݴう成੷ॱ位はɼब職ɼ大学Ӄਪનのࡍに用いる΋ので͋る。

。出するࢉ఺をۉ出ํ๏はɼཤ修登録した科目の૯఺数をཤ修登録科目数でׂΓฏࢉ

たͩしɼࣗ༝科目はআく。

஫ҙ　ෆ合格の科目はૉ఺でධՁしɼܽ格おΑび定ܽݧࢼظ੮の場合は 0 ఺とする。

。用する࠾ཤ修の場合は最΋৽しい఺数を࠶

స学科した場合はɼస学科前の科目をస学科先で認めた科目をؚむ。

認定（̣）なͲૉ఺がઃ定されていない科目はআく。
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Ⅱ．履修等に関する規定
1．授　業
　ཧ޻学෦ではɼ月༵೔かΒ౔༵೔の 1 かΒݶ࣌ þ 間ଳは࣌ຊج）間ଳ࣌での·ݶ࣌ 1 かΒݶ࣌ 5 ߨଶで։ܗɼおΑびಛに指定された（ݶ࣌

される授業科目をཤ修する͜とができ·す。

2 ．履　修
2�1　ཤ修登録

2õ1õ1　ཤ修登録の必要

　ཤ修登録がないと受ߨする͜とができ·せΜ。『γϥόス（授業ܭըॻ）』おΑび『学ੜศཡ』をख़ಡした্でɼ授業࣌間ׂ表の中か

Βཤ修を希望する授業科目をબ୒してくͩさい。

　ཤ修登録ํ๏はຊศཡの Ǿ 1　શ学ڞ௨事項　ᶙɽ教຿事項　4　ཤ修』を参রしてくͩさい。

2õ1õ2　γϥόス（授業ܭըॻ）・ΦϑΟスΞϫー・年間行事予定表

　γϥόス（授業ܭըॻ）はɼΠンターωοト（໊৓大学ϗーϜページ）かΒӾཡする͜とができ·す。

2õ1õ3　授業࣌間ׂ表のํݟ

　各学科ɼ各年次に։ߨされる授業科目が༵೔おΑびݶ࣌に記載されてい·す。

　教ࣨ൪号の表示ํ๏はԼ記のとおΓです。教ࣨの場ॴは『校ࣷ഑ஔਤ』を参রしてくͩさい。

（ྫ） 1 1 ʵ 5 0 4 ˠ 1 1 号ؗ 5 0 4 教ࣨ（ 5 ֊）

1 2 ʵ 3 0 1 ˠ 1 2 号ؗ 3 0 1 教ࣨ（ 3 ֊）

̩ʵ ý 0 2 ˠ タϫー þ 5 ç ý 0 2 教ࣨ（ ý ֊）

̨ʵ 2 0 1 ˠ ౩ೆٛߨ௨ڞ 2 0 1 教ࣨ（ 2 ֊）

̣ʵ 1 0 1 ˠ ౩๺ٛߨ௨ڞ 1 0 1 教ࣨ（ 1 ֊）

̚ʵ þ 0 1 ˠ ౩౦ٛߨ௨ڞ þ 0 1 教ࣨ（ þ ֊）

̧̎ʵ 0 4 ÿ ˠ ౩Ⅱݧ実ڀݚ 0 4 ÿ 実ࣨݧ（஍Լ̍֊）

̧̏ʵ 0 0 4 ˠ ౩ᶙݧ実ڀݚ 0 0 4 実ࣨݧ（஍Լ̍֊）

2õ2　ཤ修登録の੍ݶ

　1 年間にཤ修登録ができる単位数の্ݶは 49 単位です。単位のࢉ入ํ๏は次の௨Γです。

ᶃ　ࣗ༝科目の単位数はཤ修੍ݶの単位数にࢉ入され·せΜ。

ᶄ　ଞ学෦授業科目ɼଞ学科授業科目のཤ修登録単位数はཤ修੍ݶの単位数にࢉ入され·す。

2õ3　ཤ修登録の஫ҙ

2õ3õ1　༗ޮとなるཤ修

ᶃ　ॴଐする学科の当該年次おΑびԼڃ年次の授業科目（受ߨΫϥスが指定されている場合はɼそのΫϥスを༏先する͜と）

ᶄ　ຊ学෦ଞ学科のԼڃ年次のཧ޻学ૅج科目の授業科目

ᶅ　ॴଐする学科で։ߨされていないຊ学෦ଞ学科の授業科目（後ड़の 2õ4 ଞ学科授業科目のཤ修を参র）

ᶆ　ଞ学෦で։ߨされている授業科目のうちཤ修が許Մされた科目（後ड़の 2õ5 ଞ学෦授業科目のཤ修を参র）

2õ3õ2　ແޮとなるཤ修

ᶃ　ॏෳ登録のࢭې

ಉ一༵೔おΑびݶ࣌に 2 科目以্の授業科目をಉ࣌に登録でき·せΜ。

ᶄ　修得ࡁ科目の登録のࢭې

。に単位を修得した授業科目は登録でき·せΜط

ᶅ　্ڃ年次科目の登録のࢭې

。されている授業科目は登録でき·せΜߨ年次で։ڃ্

ᶆ　当該年次のଞ学科のཧ޻学ૅج科目の登録のࢭې（ฤ入学ੜɼస学෦・స学科ੜはআく）

当該年次のଞ学科で։ߨされているཧ޻学ૅج科目は登録でき·せΜ。（教職指定科目は後ड़の 2õ3õ5 教職指定科目を参র）

ᶇ　ಉ一໊শ授業科目の登録のࢭې

ಉ一໊শの授業科目は登録でき·せΜ。

2õ3õ3　ࣗ༝科目

　૯合ૅج෦໳科目ʮૅجθϛφールⅠ・Ⅱʯ（Ԡ用Խ学科のΈ）ɼཧ޻学ૅج科目 ｢数学ૅجԋ習Ⅰ・Ⅱɼ෺ཧ学ૅجԋ習Ⅰ・ⅡɼԽ

学ૅجԋ習Ⅰ・Ⅱɼӳૅجޠԋ習Ⅰ・Ⅱ｣ɼʮ૯合数ཧૅجԋ習Ⅰ～ᶚʯɼʮαΠΤンス・ϘϥンςΟΞ入໳Ⅰ・Ⅱʯɼʮ୳׆ڀಈ入໳Ⅰ・Ⅱʯɼ

ʮ教職ڀݚⅠ・Ⅱʯはɼࣗ༝科目のためɼਐڃおΑびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。
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2õ3õ4　૯合ૅج෦໳

ᶃ　ਓจ・ࣾձ科学ܥ科目のうちฒྻ։ߨ科目のଞํをԼڃ年次で修得した場合ɼ修得単位はਐڃ・ଔ業等に必要な単位数にࢉ入され

·す。

ᶄ　ޠ学ܥ科目

　ӳޠίϛュχケーγϣンは૊෼けして授業を行い·す。૊෼けのํ๏はΦϦΤンςーγϣンおΑびΨΠμンスで説明が͋Γ·すの

でɼ͜の૊෼けに従ってཤ修してくͩさい。

　υΠπޠɼϑϥンスޠɼ中ޠࠃは入学手続࣌にಧけ出た希望を΋とにΫϥスຖに૊෼けを行い·す。͜の૊෼けに従ってཤ修して

くͩさい。

ᶅ　ւ֎ޠ学ݚ修の単位認定

修に参加しɼ単位認定の要݅をຬたしたਓはϓϥΫςΟΧル・ΠンάϦογュⅠɼϓϥݚ学ޠ֎するւ࠵Խਪਐセンターがओࡍࠃ　

ΫςΟΧル・ΠンάϦογュⅡとして単位が認定され·す。ւ֎ޠ学ݚ修への参加についてはࡍࠃԽਪਐセンターに問い合わせてく

ͩさい。

　単位認定を希望する場合はɼ3 年次以߱に申੥手続きを行ってくͩさい。なおɼ1ŋ2 年次にݚ修へ参加した場合はɼ3 年次以߱の申

੥となΓ·す。手続きํ๏おΑび申੥ظ࣌ɼݚ修の種ྨɼ認定される単位数ɼ単位認定の要݅はɼผ్ɼࡍࠃԽਪਐセンターかΒ示

され·す。ෆ明な఺が͋る場合はɼ学຿センター【ཧ޻学෦૭ޱ】に問い合わせをしてくͩさい。

提出されたւ֎ޠ学ݚ修学習内༰報告ॻにͮجきɼཧ޻学෦ॴଐのӳޠ教員がॻྨ審査を行いɼϓϥΫςΟΧル・ΠンάϦογュの

౸ୡ目ඪにୡしている͜とを確認した্でɼ単位が認定され·す。認定される単位の成੷はʮ/ʯとなΓɼ成੷ॱ位ɼ(1" のࢉܭに

はؚ·れ·せΜ。

※単位認定申੥࣌の提出ॻྨ

・単位認定申੥ॻ

（ࣸ）修終了ূ明ॻݚ学ޠ・

・成੷ূ明ॻ（ࣸ）

・ւ֎ޠ学ݚ修学習内༰報告ॻ（ӳจで Ĉ4 ൛ϫーυඪ準ઃ定 2 ຕに要໿する͜と）

2õ3õ5　教職指定科目

ᶃ　教育職員免許状の取得を希望するਓは教職指定科目のཤ修を申告する必要が͋Γ·す。

ᶄ　教職指定科目はɼॴଐ学科以֎の授業科目をؚめɼଞ学科でのཤ修が認めΒれ·す。

2õ3õý　2 授業科目ߨ࿈続・ִ週・ִ年։ݶ࣌

　授業の೔ఔおΑびΫϥスฤ成については掲示等で指示し·す。

2õ3õþ　೔༵೔։ߨ科目のཤ修

　։ߨ科目等は授業࣌間ׂ表を参রしてくͩさい。授業の೔ఔおΑびΫϥスฤ成については掲示等でৄࡉは授業։࢝೔に授業科目担当

教員かΒ説明が͋Γ·す。

2õ3õÿ　ू中ٛߨのཤ修

　学ظ内（ਵ࣌）にू中ٛߨを実施し·す。։ߨ科目等は授業࣌間ׂ表を参রしてくͩさい。授業の೔ఔおΑびΫϥスฤ成については

掲示等で指示し·す。

2õ4　ଞ学科授業科目のཤ修

　ॴଐ学科以֎の教育՝ఔ一ཡ表の授業科目（ଞ学科授業科目）はɼଞ学科受ߨ学ੜ数の定員をઃけてཤ修を許Մし·す。ཤ修ௐ੔科目

として事前に申੥手続を行いɼநબに当બした場合ɼཤ修する͜とができ·す。

　以Լの手続にΑΓཤ修する͜とができ·す。

2õ4õ1　申੥ํ๏

ᶃ　ଞ学科で։ߨされている授業科目をཤ修する場合はɼ指定ظ೔·でに『学຿γスςϜ』内の申੥ը面かΒ申੥してくͩさい。（申੥

ը面のૢ作ํ๏についてはɼ『ཤ修登録ΨΠυ』を参রしてくͩさい。）

　நબ݁Ռは『学຿γスςϜ』で発表し·す。ཤ修を許Մされたਓはཤ修登録࣌にはすでに登録されてい·すのでɼ取Γফす͜とが

でき·せΜ。必ずཤ修してくͩさい。

ᶄ　学科にΑってはଞ学科ੜのཤ修を認めない科目が͋Γ·す（ཤ修登録ΨΠυを参র）。

ᶅ　্ڃ年次の授業科目はཤ修でき·せΜ。

2õ4õ2　修得単位

　修得単位はɼॴଐする学科のઐ໳教育෦໳におけるબ୒科目の単位としてѻい·す。たͩしɼ修得単位をਐڃおΑびଔ業に必要なબ

୒科目の単位数にࢉ入するかͲうかはɼॴଐする学科΍ϓϩάϥϜにΑΓҟなΓ·すのでɼ各学科の教育՝ఔ一ཡ表を必ずख़ಡしてく

ͩさい。ࢉ入する場合ɼ単位数の্ݶはɼଞ学෦おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学で修得した単位数と合わせて 30 単位です。
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2õ5　ଞ学෦授業科目のཤ修

　ଞ学෦で։ߨされている授業科目（ଞ学෦授業科目）はཤ修ௐ੔科目として事前に申੥手続を行いɼநબに当બした場合ɼཤ修する͜

とができ·す。

ᶃ　ଞ学෦で։ߨされている授業科目はɼ2 年次かΒཤ修する͜とができ·す。

ᶄ　ଞ学෦で։ߨされている授業科目のཤ修੍ݶはɼ年間 10 単位以内とし·す。

　以Լの手続にΑΓཤ修する͜とができ·す。

2õ5õ1　申੥ํ๏

ᶃ　ଞ学෦で։ߨされている授業科目をཤ修する場合はɼ指定ظ೔·でに『学຿γスςϜ』内の申੥ը面かΒ申੥してくͩさい。（申੥

ը面のૢ作ํ๏についてはɼ『ཤ修登録ΨΠυ』を参রしてくͩさい。）

ᶄ　ଞ学෦でཤ修できる授業科目は年౓ॳめにެ表され·す（『ཤ修登録ΨΠυ』を参র）。

ᶅ　நબ݁Ռはɼ『学຿γスςϜ』で発表し·す。ཤ修を許Մされたਓはཤ修登録࣌にはすでに登録されてい·すのでɼ取Γফす͜とが

でき·せΜ。必ずཤ修してくͩさい。

2õ5õ2　ݧࢼと成੷

ᶃ　ຊ学෦のཤ修科目とଞ学෦ཤ修科目との定ݧࢼظがॏෳした場合ɼଞ学෦ཤ修科目のݧࢼを༏先し·す。ຊ学෦のཤ修科目のݧࢼ

は௥ݧࢼを受けてくͩさい。௥ݧࢼについてはɼຊศཡ Ǿ 1　શ学ڞ௨事項　ᶙɽ教຿事項　5　ݧࢼ』を参রしてくͩさい。

ᶄ　成੷はຊ学෦の成੷とซせてૉ఺で発表し·す。

2õ5õ3　修得単位

　修得単位はɼॴଐする学科の該当する෦໳（૯合ૅج෦໳ɼઐ໳教育෦໳）におけるબ୒科目の単位としてѻい·す。たͩしɼ修得

単位をਐڃおΑびଔ業に必要な単位数にࢉ入するかͲうかはɼॴଐする学科΍ϓϩάϥϜにΑΓҟなΓ·すのでɼ各学科の教育՝ఔ一

ཡ表を必ずख़ಡしてくͩさい。ࢉ入する場合ɼ単位数の্ݶは ÿ 単位です。

2õý　ૅجԋ習のཤ修

2õýõ1　数学ૅجԋ習Ⅰ・Ⅱのཤ修

　数学ૅجԋ習Ⅰ・Ⅱはิ習ίースとΞυόンストίースいずれかをબͿ͜とができ·す。

　ิ習ίースではɼ1 年次に։ߨされる数学のૅجとなるϨϕルのٛߨを行い·す。入学࣌に行われるʮ数学ૅج஌ࣝ習ख़౓ࣗݾ診断ς

ストʯの݁Ռを参ߟにしてཤ修登録してくͩさい。

　ΞυόンストίースではɼΑΓਐΜͩ内༰の学習を行い·す。『γϥόス（授業ܭըॻ）』でその内༰を確認しɼ希望するਓはཤ修登

録してくͩさい。

2õýõ2　෺ཧ学ૅجԋ習Ⅰ・ⅡɼԽ学ૅجԋ習Ⅰ・Ⅱɼӳૅجޠԋ習Ⅰ・Ⅱのཤ修

　各ૅجԋ習ではɼ1 年次に։ߨされる෺ཧɼԽ学ɼӳޠのૅجとなるϨϕルのٛߨを行い·す。『γϥόス（授業ܭըॻ）』でその内༰

を確認しɼ高等学校で習っていないൣғが͋るਓɼそのଞ希望するਓはཤ修登録してくͩさい。

2õþ　ૅجθϛφールⅠ・Ⅱのཤ修

　ΦϦΤンςーγϣン࣌に഑෍する資ྉで内༰・։༵ߨ೔・ݶ࣌・教ࣨを確認してかΒɼ指定されたํ๏で担当教員に許Մを受けてくͩさい。

たͩしɼ希望者がଟ数の場合はɼ担当教員の൑断でɼ受ߨが許Մされない場合が͋Γ·す。

2õÿ　֎ࠃਓཹ学ੜにかかわる೔ຊޠ科目

。へ申し出てくͩさい【ޱ学෦૭޻ཧ】希望者は学຿センターߨしてい·す。受ߨʯを։ޠਓཹ学ੜのための授業科目としてʮ೔ຊࠃ֎　

2õÿõ1　։ߨ科目

೔ຊޠⅠ　　　2 単位　　（ 1 年次）

೔ຊޠⅡ　　　2 単位　　（ 1 年次）

೔ຊޠᶙ　　　2 単位　　（ 1 年次）

೔ຊޠᶚ　　　2 単位　　（ 1 年次）

೔ຊޠᶛ　　　2 単位　　（ 1 年次）

2õÿõ2　修得単位

　修得した単位は 4 単位をݶ౓としてଔ業に必要な૯合ૅج෦໳のબ୒科目の単位数にࢉ入され·す。たͩしɼ+"#&& ରԠϓϩάϥ

Ϝではࢉ入৚݅がҟなるので஫ҙしてくͩさい。

2õ9　教職՝ఔおΑび学芸員՝ఔ

　教職՝ఔおΑび学芸員՝ఔのཤ修ํ๏なΒびにその登録手続なͲについては学຿センター【教職・学芸員૭ޱ】の指示に従ってくͩさい。

2õ10　ݧࢼ成੷一ཡ表

2õ10õ1　ݧࢼ成੷一ཡ表のํݟ

　入学࣌かΒཤ修した授業科目のうちɼ合格した科目のす΂ての成੷を表示し·す。成੷は 100 ఺ຬ఺で表示し·す。受ݧした݁Ռɼ

合格した場合は『ݧࢼ成੷一ཡ表』の্ஈに合格した授業科目に定ظ・௥ࢼ࠶・ࢼの۠ݧࢼ෼ຖに成੷を表示し·す。
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　ෆ合格になった授業科目は受ݧした科目の年౓のΈԼஈに成੷が表示され·す。未受ݧの場合は『ܽ੮』ɼ受ݧ資格がない場合は『ܽ格』

が表示され·す。

にしてくߟ後のཤ修登録の参ࠓを確認しɼگ΋表示され·すのでɼଔ業要݅とরΒし合わせて単位の充足状گでの単位修得状·ࡏݱ　

ͩさい。

2õ10õ2　ෆ合格科目のཤ修

　ෆ合格となった授業科目をཤ修する場合はɼ次年౓以߱ɼその授業科目を授業࣌間ׂ表かΒબ୒しɼ࠶౓ཤ修登録してくͩさい。

3 ．再　試　験
についてはɼຊศཡのݧࢼ　 Ǿ 1　શ学ڞ௨事項　ᶙɽ教຿事項　5　ݧࢼ』の項を参রしてくͩさい。

3õ1　ݧࢼ࠶の種ྨ

　ຊ学෦ではɼ以Լの 2 種ྨのݧࢼ࠶を実施し·す。

ᶃ　4 年次でのݧࢼ࠶

ᶄ　ઢܗ୅数Ⅰ・ઢܗ୅数Ⅱɼඍ෼ੵ෼Ⅰ・ඍ෼ੵ෼Ⅱ（数学科をআく）

3õ2　4 年次でのݧࢼ࠶

　4 年次でのݧࢼ࠶の取Γѻいは次のとおΓとし·す。

3õ2õ1　ݧࢼ࠶実施授業科目

にؚめない科目（掲示にて࿈བྷ）をআいた授業科目のうちかݧࢼ࠶科目は当該年౓にཤ修登録している授業科目のうちɼݧ受ݧࢼ࠶　

Β前・後ݧࢼ࠶ظで合わせて 2 科目（ଞ学科ཤ修科目をؚむ）·でとし·す。

　なおɼଞ学෦։ߨ科目はݧࢼ࠶のର৅となΓ·せΜ。

3õ2õ2　受ݧ資格

　以Լの৚݅をຬたすਓをର৅にし·す。

ᶃ　前ݧࢼ࠶ظ

　前年౓ଔ業อཹの者でɼ前ظ定ݧࢼظ終了࣌఺でɼ௥ݧࢼ科目をআいた前ظෆ合格科目について 1 ～ 2 科目修得すれ͹ 9 月にଔ業

がՄೳなਓ

ᶄ　後ݧࢼ࠶ظ

　後ظ定ݧࢼظ終了࣌఺でɼ後ظ௥ݧࢼ申੥科目をআいたෆ合格科目について 1 ～ 2 科目修得すれ͹当該年౓にଔ業がՄೳなਓ。（ᶃ

の前ݧࢼ࠶ظの受ݧ科目数が 1 科目なΒ͹ɼ後ݧࢼ࠶ظで 1 科目受ݧでき·すがɼ前ݧࢼ࠶ظですでに 2 科目受ݧしていた場合はɼ

後ݧࢼ࠶ظは受ݧでき·せΜ。·たɼ前ݧࢼ࠶ظでෆ合格の科目はɼ受ݧでき·せΜ。）

3õ2õ3　実施ظ࣌

　前ظ௥ظݧࢼ間中（ 9 月ଔ業Մೳなਓ）おΑび後ظ௥ظݧࢼ間中。掲示にて指示し·す。

3õ2õ4　受ݧ手続

　ॴ定の用ࢴ（学຿センター【ཧ޻学෦૭ޱ】）にΑΓݧࢼ࠶受ݧをئい出てɼॴ定の手続をܦた後ɼݧࢼ࠶受ݧථのަ付を受けてくͩ

さい。

3õ3　ઢܗ୅数Ⅰ・ઢܗ୅数Ⅱɼඍ෼ੵ෼Ⅰ・ඍ෼ੵ෼Ⅱのݧࢼ࠶

　ઢܗ୅数Ⅰ・ઢܗ୅数Ⅱɼඍ෼ੵ෼Ⅰ・ඍ෼ੵ෼Ⅱのݧࢼ࠶の取Γѻいは次のとおΓとし·す。

3õ3õ1　ݧࢼ࠶実施授業科目

　ઢܗ୅数Ⅰ・ઢܗ୅数Ⅱɼඍ෼ੵ෼Ⅰ・ඍ෼ੵ෼Ⅱをର৅にݧࢼ࠶を実施し·す。たͩしɼ࠶ཤ修Ϋϥスではݧࢼ࠶は実施され·せΜ。

3õ3õ2　受ݧ資格

　以Լの৚݅をす΂てຬたすਓをର৅にし·す。

ᶃ　ର৅の学ੜ

　数学科をআく 1 年次։ߨΫϥスのཤ修者

ᶄ　定ݧࢼظ受ݧ後の成੷

　ର৅科目の定ݧࢼظを受ݧしɼ成੷が 50 ఺以্ ý0 ఺未ຬのਓ

ᶅ　՝୊の提出

の前にɼ必要な՝୊を提出したਓݧࢼ࠶　

3õ3õ3　実施ظ࣌

　௥ظݧࢼ間中。ৄࡉな೔ఔはɼ事前に掲示され·す。

3õ3õ4　受ݧ手続

　ॴ定の用ࢴ（学຿センター【ཧ޻学෦૭ޱ】）にΑΓݧࢼ࠶受ݧをئい出てɼॴ定の手続をܦた後ɼݧࢼ࠶受ݧථのަ付を受けてくͩ

さい。
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3õ3õ5　ධՁ

にΑってɼ科目の౸ୡ目ඪをୡ成した（合格に஋する）と൑定された場合ɼý0ݧࢼ࠶　 ఺の成੷఺が༩えΒれ·す。それ以֎はɼࢼ࠶

。前の成੷の··となΓ·すݧ受ݧ

4 ．進　　級
4õ1　ਐڃの৚݅

ᶃ　1 年次かΒ 2 年次へのਐڃ৚݅はɼ当該学科の教育՝ఔ一ཡ表に付記されてい·す。৚݅をຬたしたਓについてɼ教授ձのٞをܦてਐ

。൑定をઃけてい·せΜڃが認めΒれ·す。記載されていない学科はɼਐڃ

ᶄ　2 年次かΒ 3 年次へのਐڃ৚݅はɼ当該学科の教育՝ఔ一ཡ表に付記されてい·す。৚݅をຬたしたਓについてɼ教授ձのٞをܦてਐ

。が認めΒれ·すڃ

ᶅ　3 年次かΒ 4 年次へのਐڃ৚݅はಛにઃけてい·せΜ。

ᶆ　ਐڃには当該学科のਐڃ৚݅に加えɼ各年次に 1 年以্ࡏ学している͜とが必要となΓ·す。

4õ2　ཹ年

　ਐڃの৚݅を充足できなかったਓは教授ձのٞをܦてཹ年となΓ·す。·たɼその旨をอূਓѼにจॻで௨஌し·す。

5 ．卒業研究等着手
　ଔ業ڀݚ等をண手するための৚݅はผに定めΒれてい·す。ৄしくはɼ当該学科の教育՝ఔ一ཡ表の後に付記されてい·す。৚݅をຬた

したਓはଔ業ڀݚ等にண手する͜とができ·す。

6 ．卒　　業
ýõ1　学位記の授༩

　ॴ定の修業年ݶをຬたしɼଔ業要݅をຬたしたਓはɼ教授ձのٞをܦてଔ業が認めΒれɼ学࢜の学位が授༩され·す。

　ଔ業要݅は当該学科の教育՝ఔ一ཡ表に付記されてい·す。なおɼଔ業要݅を充足できなかったਓは教授ձのٞをܦてཹ年となΓ·す。

·たɼその旨をอূਓѼにจॻで௨஌し·す。

ýõ2　学位記（ଔ業）の೔付

ýõ2õ1　ଔ業式の೔をଔ業の೔付とする場合

　ଔ業と認定されたਓの学位記の೔付はଔ業式の೔となΓ·す。なおɼଔ業式以後ɼ次年౓の 4 月 30 ೔·でにଔ業要݅をຬたしɼ教授

ձにおいてଔ業と認定されたਓの学位記の೔付はɼ前年౓のଔ業式の೔となΓ·す。

ýõ2õ2　9 月 13 ೔をଔ業の೔付とする場合

　前年౓かΒܧ続して指導を受けているଔ業ڀݚ等の成੷のධՁおΑび前ظ科目ฒびにՆूظ中の単位の修得にΑΓଔ業要݅をຬたし

たਓでɼ10 月 31 ೔·でに教授ձがଔ業と認定したਓの学位記の೔付は 9 月 13 ೔となΓ·す。

ýõ3　ૣظଔ業

　学ଇୈ 3ÿ ৚ୈ 2 号おΑび教຿نఔୈ 1ý ৚の 2 の定めにΑΓૣظଔ業を申੥する場合は以ԼのΑうに取Γѻい·す。

ýõ3õ1　申੥の৚݅

　2 年次終了࣌に修得した授業科目（必修科目おΑびબ୒必修科目のす΂てをؚむ）の単位数が 90 単位（数学科ɼ材ྉػೳ޻学科ɼػ

ց޻学科ɼࣾձج൫σβΠン޻学科は ÿ5 単位）以্ɼฏۉ఺が 95 ఺以্とする。

ýõ3õ2　手続

ଔ業の希望者はɼ2ظૣ　 年次後ظ定ݧࢼظの成੷発表後ɼ3 月 10 ೔·でに学຿センター【ཧ޻学෦૭ޱ】に申੥ॻを提出してくͩさい。

必要ॻྨは学຿センター【ཧ޻学෦૭ޱ】に問い合わせてくͩさい。

ýõ3õ3　্ڃ年次։ߨ科目のཤ修許Մ

　申੥ॻを提出したਓのうちɼ2 年次終了࣌においてૣظଔ業の申੥の৚݅をຬたしていると認定された場合ɼ教授ձのٞをܦてɼ4 年

次։ߨ科目（必修科目おΑびબ୒必修科目のす΂てをؚむ）を 3 年次にཤ修する͜とを許Մし·す。

ýõ3õ4　ଔ業൑定

　3 年次終了࣌において各学科で定めるଔ業要݅をຬたしɼ修得した授業科目のฏۉ఺が 95 ఺以্の場合ɼ教授ձのٞをܦてɼଔ業と

認定し·す。

7 ．修業年限および在学できる年限
　修業年ݶは 4 年とし·す。たͩしɼࡏ学できる年数（ࡏ学年ݶ）は ÿ 年を௒える͜とはでき·せΜ。ฤ入学ɼస入学ɼ࠶入学ɼస学෦ɼ

స学科おΑび෮੶したਓの修業年ݶなΒびにࡏ学年ݶはԼ記のとおΓです。

ᶃ　ฤ入学ຢはస入学をしたਓの修業年ݶおΑびࡏ学年ݶは次のとおΓとし·す。

B）　2 年次にฤ入学·たはస入学したਓの修業年ݶは 3 年ɼࡏ学年ݶは þ 年とし·す。

C）　3 年次にฤ入学·たはస入学したਓの修業年ݶは 2 年ɼࡏ学年ݶは ý 年とし·す。
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ᶄ　࠶入学したਓのࡏ学年数はୀ学のظ間をআき入学の年かΒ௨ࢉして ÿ 年とし·す。

ᶅ　స学෦等（స学෦ɼస学科）をしたਓのࡏ学年数はɼస学෦等をした年次にかかわΒずɼ入学の年かΒ௨ࢉして ÿ 年とし·す。

ᶆ　෮੶したਓのࡏ学年数はআ੶のظ間をআき入学の年かΒ௨ࢉして ÿ 年とし·す。

8 ．副専攻制度
　෭ઐ੍߈౓とはɼॴଐ学科以֎の学科で指定された科目をཤ修しɼ20 単位以্修得するとその学科を෭ઐ߈として認めΒれる੍౓です。

ᶃ　෭ઐ߈はɼ1 学科のΈとし·す。

ᶄ　෭ઐ߈で修得した科目の単位はɼࠃՈ資格ݧࢼ等の受ݧ資格としてར用する͜とができ·せΜ。

　　各学科の指定科目ついてはɼǾÿõ5　各学科෭ઐ߈指定科目』を参রしてくͩさい。

ÿõ1　申੥ํ๏

　ଞ学科ཤ修とಉ༷のཤ修৚݅・手続にてཤ修登録を行い·す。（『ଞ学科授業科目のཤ修』参র）

　ཤ修登録した科目はɼ年間 49 単位のཤ修登録੍ݶの中にؚ·れ·す。

ÿõ2　修得単位

　修得した科目の単位はɼଞ学科ཤ修としてਐڃおΑびଔ業に必要な単位として認めΒれ·す。（『ଞ学科授業科目のཤ修』参র）

　たͩしɼ+"#&& ରԠϓϩάϥϜではࢉ入৚݅がҟなるので஫ҙしてくͩさい。

ÿõ3　単位修得後の手続

　෭ઐ੍߈౓にΑΓ 20 単位以্修得したਓはɼ3 年次の後ظおΑび 4 年次の前ظ・後ظに各 1 ճ（ܭ 3 ճ）ɼ෭ઐ߈申੥ظ間をઃけ·す。

෭ઐ߈希望者はɼいずれかのظ間内に申੥してくͩさい。申੥ظ間おΑび申੥݁Ռについてはɼผ్掲示等にて指示し·す。

ÿõ4　ূ明ॻ

　෭ઐ߈申੥が認めΒれたਓはɼଞのূ明ॻとಉ༷に『෭ઐ߈単位修得ূ明ॻ』を申੥する͜とができ·す。発行手続のํ๏おΑび発行

։࢝೔はɼผ్掲示等にて指示し·す。

ÿõ5　各学科෭ઐ߈指定科目

【数学科】

　数学科ઐ໳科目を 20 単位以্修得する͜と。

【学科޻ࢠిؾి】

　ʮి޻ࢠిؾ学ઐ໳科目ʯの以Լの 4 科目（10 単位）とɼి޻ࢠిؾ学科ઐ໳科目のి޻ؾ学ίース·たはిࢠγスςϜίースのͲ

ちΒか一ํのి޻ࢠిؾ学科ઐ໳科目のબ୒必修科目（ిૅجؾཧ࿦Ⅰ・Ⅱ・ᶙ・ᶚɼి޻ࢠిؾ学֓࿦おΑびిࢠిؾθϛφール

Ⅰをআく）ΑΓ 10 単位以্ɼ合ܭ 20 単位以্修得する͜と。（ʮిؾ࣓ؾ学ⅡおΑびԋ習ʯ（3 単位）・ʮిؾճ࿏ⅡおΑびԋ習ʯ（3 単位）・

ʮిܭؾଌʯ（2 単位）・ʮσジタルճ࿏Ⅰʯ（2 単位））

【材ྉػೳ޻学科】

　材ྉػೳ޻学科ઐ໳科目を 20 単位以্修得する͜と。

【Ԡ用Խ学科】

　ʮ༗ػԽ学Ⅰʯ（2 単位）・ʮ෺ཧԽ学Ⅰʯ（2 単位）・ʮແػԽ学Ⅰʯ（2 単位）の 3 科目（ý 単位）をؚΈɼԠ用Խ学科ઐ໳科目ΑΓ 20

単位以্修得する͜と。

【学科޻ցػ】

1ɽϝΧトϩχΫス޻学科以֎の学科

　ʮ೤ྗ学Ⅰʯ（2 単位）ɼʮྲྀମྗ学Ⅰʯ（2 単位）ɼʮ材ྉྗ学Ⅰʯ（2 単位）ɼʮػցྗ学Ⅰʯ（2 単位）ɼʮػց加޻学ʯ（2 単位）ɼʮ੍ޚ

学Ⅰʯ（2޻ 単位）の ý 科目（12 単位）を必修としɼػց޻学科ઐ໳科目の中かΒ 20 単位以্を修得する͜と。

　たͩしɼ20 単位の中にཧ޻学ૅج科目なΒびにڞ௨科目をؚめてはなΒない。

2ɽϝΧトϩχΫス޻学科

　ϝΧトϩχΫス޻学科で։ߨされるʮػցྗ学Ⅱʯɼʮ材ྉྗ学Ⅱʯɼʮػց加޻学ʯɼʮ఻೤޻学ʯの中かΒ 3 科目以্を修得した্でɼ

学ʯɼ޻されるʮ఻೤ߨ学科で։޻ցػ学科ઐ໳科目20単位の中にはɼ޻ցػ学科ઐ໳科目20単位以্を修得する͜と。たͩしɼ޻ցػ

ʮػցྗ学Ⅰʯɼʮػցྗ学Ⅱʯɼʮ材ྉྗ学Ⅰʯɼʮ材ྉྗ学Ⅱʯɼʮྲྀମྗ学Ⅰʯɼʮػց加޻学ʯɼʮੜ؅࢈ཧʯɼʮػցٕज़者ྙཧʯɼʮ̘̖̚ʯ

の科目はؚ·ない。

【ަ௨ػց޻学科】

1ɽϝΧトϩχΫス޻学科以֎の学科

　ަ௨ػց޻学科で։ߨされているɼʮΤンジンⅠʯɼʮࣗಈं޻学ⅠʯɼʮۭߤӉ஦޻学Ⅰʯɼʮమಓं྆޻学Ⅰʯの 4 科目（ÿ 単位）

おΑびަ௨ػց޻学ઐ໳科目 12 単位（ॴଐ学科でのಉ一科目໊をআく）以্を修得する͜と。

2ɽϝΧトϩχΫス޻学科

　ϝΧトϩχΫス޻学科で։ߨのʮࣗಈं޻学ʯの 2 単位を修得した্でɼަ௨ػց޻学科で։ߨされているɼʮΤンジンⅠʯɼʮߤ

ۭӉ஦޻学Ⅰʯɼʮమಓं྆޻学Ⅰʯの 3 科目（ý 単位）おΑびަ௨ػց޻学ઐ໳科目 14 単位（ॴଐ学科でのಉ一科目໊おΑびʮࣗ

ಈं޻学Ⅰʯをআく）以্を修得する͜と。
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【ϝΧトϩχΫス޻学科】

　ʮϝΧトϩχΫス要ૉઃܭʯɼʮ੍޻ޚ学ᶙʯɼʮҩྍػց޻学ʯɼʮ૊Έ込Έιϑト΢ΣΞʯɼʮϕΫトルとΩωϚςΟΫスʯの 5 科目お

ΑびϝΧトϩχΫス޻学科ઐ໳科目 10 単位（ॴଐ学科でのಉ一科目໊をআく）以্修得する͜と。

【ࣾձج൫σβΠン޻学科】

　ࣾձج൫σβΠン޻学科ઐ໳科目を 20 単位以্修得する͜と。

【学科޻૑଄ڥ؀】

学科ઐ໳科目を޻૑଄ڥ؀　 20 単位以্修得する͜と。

【ங学科ݐ】

ங学科ઐ໳科目をݐ　 20 単位以্修得する͜と。

9 ．転学部・転学科
　స学෦とはɼଞ学෦かΒཧ޻学෦へɼ·たはཧ޻学෦かΒଞ学෦へ学෦をసずる͜とをいい·す。

　ଞ学෦へのస学෦をࢤ望するਓはɼࢤ望学෦の定めると͜Ζに従ってくͩさい。

　స学科とはɼಉ一学෦内において学科をసずる͜とをいい·す。

　બํߟ๏についてはɼ12 月ࠒに発表するస学෦等ݧࢼ要項を参রしてくͩさい。

　なおɼ+"#&& ϓϩάϥϜへのస学科についてはɼ学ੜศཡのʮᶚɽཧ޻学෦のٕज़者教育についてʯ（2ô122）を参রしてくͩさい。

9õ1　స学科ੜにؔわるଞ学科ཤ修の単位の取Γѻい

ᶃ　૯合ૅج෦໳の授業科目のうちで修得した単位はす΂てɼਐڃおΑびଔ業に必要な単位として認め·す。なおɼその成੷ධՁはૉ఺

とし·す。

ᶄ　ଞ学科授業科目のཤ修にΑΓ修得した単位のうちɼస学科先のઐ໳教育෦໳に͋る授業科目についてはɼస学科先のઐ໳教育෦໳の

ਐڃおΑびଔ業の単位として認め·す。なおɼその成੷ධՁはૉ఺とし·す。

ᶅ　స学科前に修得した授業の単位のうちɼస学科先以֎で修得した単位はɼその授業内༰をݕ౼しɼ授業科目をಡΈସえɼస学科先の

ਐڃおΑびଔ業の単位として認める͜とができ·す。なおɼその成੷ධՁはૉ఺とし·す。

ᶆ　্記ᶅで認めΒれなかった授業の単位はɼଞ学科ཤ修科目として取Γѻい·す。

10．交換留学制度について
定校に൒年間·たはڠ֎をɼւ໊ׯに༏लな学෦ੜのएڞ学੍౓とは学ྗ・ਓ෺ཹ׵ަ　 1 年間೿ݣしɼަ׵に૬手校の学ੜをຊ学に൒年

間·たは 1 年間受け入れる੍౓です。

定校での授業ྉが免আされ·す。·た໊৓大学ڠ֎される場合はɼ໊৓大学に௨ৗͲおΓ授業ྉをೲめる͜とでւݣ学ੜとして೿ཹ׵ަ　

をٳ学する͜となくࡏ学の状ଶでཹ学しɼւ֎ڠ定校で։ߨされる授業をཤ修する͜とができɼ修得科目にΑってはɼຊ学の単位として認

定される場合が͋Γ·す。

11．単位互換履修生が他大学で修得した単位の取り扱い
　Ѫ஌学௕࠙࿩ձにおいてక݁されたʮ単位׵ޓにؔするแׅڠ定ʯに΋とͮきɼຊ学෦の学ੜが加ໍするଞ大学で修得した単位はɼ15 単

位を্ݶとしてɼຊ学෦の該当する෦໳（૯合ૅج෦໳ɼઐ໳教育෦໳）におけるબ୒科目の単位としてѻい·す。たͩしɼ修得単位をਐ

入するかͲうかはɼॴଐする学科΍ϓϩάϥϜにΑΓҟなΓ·すのでɼ各学科の教育՝ఔ一ཡ表を必ずख़ࢉおΑびଔ業に必要な単位数にڃ

ಡしてくͩさい。ࢉ入する場合ɼ単位数の্ݶはɼଞ学෦おΑびଞ学科ཤ修で修得した単位数と合わせて 30 単位です。

12．他大学への入学，編入学，転入学等
　ຊ大学にࡏ੶の··ଞの大学への入学ɼฤ入学ɼస入学等をئࢤしΑうとするときはɼ出ئする·でにԼ記の手続に従いɼ͋Βか͡めそ

の許Մを得てくͩさい。

12õ1　手続

ᶃ　ଞの大学に入学ɼฤ入学ɼస入学等を出ئするਓはॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入しɼอূਓ࿈ॺの্ɼΫϥス担೚のঝ୚を得て学෦

௕にئい出てくͩさい。

ᶄ　許Մされたਓには許Մॻをަ付し·す。

12õ2　ୀ学ئ

　ଞの大学に入学ɼฤ入学ɼస入学等をするときはɼ11õ1 ᶃとಉ༷の手続にΑΓɼୀ学をئい出なけれ͹なΓ·せΜ。

13．その他関連事項
13õ1　ܽ੮ಧ

　次の各事項の事༝にΑって授業をܽ੮した場合はɼܽ੮の取ѻいをྀߟする場合が͋Γ·す。

ෆՄྗ߅にΑΓ΍むを得ずܽ੮をした場合のΈとしɼ各事項と΋ʮܽ੮のཧ༝をূ明するॻྨʯが必要です。

༝ࣄ ඞཁূ໌ॻྨ ड෇Մೳର৅日 උߟ

ප ・ؾ け が
පӃ発行の診断ॻ・入Ӄূ明ॻ

（間の記載が͋る΋のظཆྍ・ྍ࣏）
※ྖऩॻ΋持参する͜とが望·しい

診断೔ɼྍ࣏・ྍཆظ間ɼ
ࣗ୐҆੩ظ間

・診断ॻ΍入Ӄূ明ॻがපӃで発行されない場合ɼ୅ସと
なるॻྨにて൑断する（ྖऩॻのΈはෆՄ）

・診断೔ΑΓ前の೔付の授業は受付ෆՄ（૎及は認めない）

学 校 ײ છ ঱ 診断ॻ・入Ӄূ明ॻ等ɼײછ঱にጶ
した͜とが明Βかとなるॻྨױ 出校ఀظࢭ間 間の記載が͋る͜とظཆྍ・ྍ࣏・

・ྖऩॻのΈはෆՄ

ؔػ௨ަڞެ
のෆ௨・Ԇண 該当ަ௨ؔػ発行の஗Ԇূ明ॻ等 当೔ɼ஗Ԇした࣌間෼の

Έ

・授業に్中参加できる場合ɼܽ੮ಧの手続きをせずɼ授
業担当者に௚઀申し出る。授業担当者かΒܽ੮ಧをٻめ
Βれた場合にɼܽ੮ಧの手続きをお͜なう

・௨学定݊ظ等の௨学ܦ࿏の෼かる΋のの提示が必要

س Ҿ ձ૴の礼状等その事実を明Βかにす
る΋の

૴ّ・௨໷をお͜なう೔
※ԕํの場合等は要૬談

・ ̏ ਌等以内の݂଒・ҽ଒にݶる（෕฼・ࢠ・഑ۮ者・૆෕฼・
ܑఋ࢞ຓ・ଙ・ી૆෕・॑෕॑฼・ԛ໑・િଙ）

ब 職 ࢼ ݧ ब職ݧࢼ受ݧがূ明できる΋の ೔ݧࢼ
・೔࣌が指定されている΋の（೔ఔௐ੔ができない΋の）

にݶる
・Πンターンγοϓは受付ෆՄ

※そのଞɼ্記事項で൑断できない事項ɼ教育త഑ྀを必要とする事項がੜ͡た場合はɼٞڠのうえಛผにྀߟする場合΋͋Γ·す。
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【ࣾձج൫σβΠン޻学科】

　ࣾձج൫σβΠン޻学科ઐ໳科目を 20 単位以্修得する͜と。

【学科޻૑଄ڥ؀】
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ங学科ઐ໳科目をݐ　 20 単位以্修得する͜と。
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　ଞ学෦へのస学෦をࢤ望するਓはɼࢤ望学෦の定めると͜Ζに従ってくͩさい。

　స学科とはɼಉ一学෦内において学科をసずる͜とをいい·す。

　બํߟ๏についてはɼ12 月ࠒに発表するస学෦等ݧࢼ要項を参রしてくͩさい。

　なおɼ+"#&& ϓϩάϥϜへのస学科についてはɼ学ੜศཡのʮᶚɽཧ޻学෦のٕज़者教育についてʯ（2ô122）を参রしてくͩさい。

9õ1　స学科ੜにؔわるଞ学科ཤ修の単位の取Γѻい

ᶃ　૯合ૅج෦໳の授業科目のうちで修得した単位はす΂てɼਐڃおΑびଔ業に必要な単位として認め·す。なおɼその成੷ධՁはૉ఺

とし·す。

ᶄ　ଞ学科授業科目のཤ修にΑΓ修得した単位のうちɼస学科先のઐ໳教育෦໳に͋る授業科目についてはɼస学科先のઐ໳教育෦໳の

ਐڃおΑびଔ業の単位として認め·す。なおɼその成੷ධՁはૉ఺とし·す。
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間·たは 1 年間受け入れる੍౓です。

定校での授業ྉが免আされ·す。·た໊৓大学ڠ֎される場合はɼ໊৓大学に௨ৗͲおΓ授業ྉをೲめる͜とでւݣ学ੜとして೿ཹ׵ަ　

をٳ学する͜となくࡏ学の状ଶでཹ学しɼւ֎ڠ定校で։ߨされる授業をཤ修する͜とができɼ修得科目にΑってはɼຊ学の単位として認

定される場合が͋Γ·す。

11．単位互換履修生が他大学で修得した単位の取り扱い
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12．他大学への入学，編入学，転入学等
　ຊ大学にࡏ੶の··ଞの大学への入学ɼฤ入学ɼస入学等をئࢤしΑうとするときはɼ出ئする·でにԼ記の手続に従いɼ͋Βか͡めそ
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Έ

・授業に్中参加できる場合ɼܽ੮ಧの手続きをせずɼ授
業担当者に௚઀申し出る。授業担当者かΒܽ੮ಧをٻめ
Βれた場合にɼܽ੮ಧの手続きをお͜なう

・௨学定݊ظ等の௨学ܦ࿏の෼かる΋のの提示が必要
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૴ّ・௨໷をお͜なう೔
※ԕํの場合等は要૬談
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ब 職 ࢼ ݧ ब職ݧࢼ受ݧがূ明できる΋の ೔ݧࢼ
・೔࣌が指定されている΋の（೔ఔௐ੔ができない΋の）
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※そのଞɼ্記事項で൑断できない事項ɼ教育త഑ྀを必要とする事項がੜ͡た場合はɼٞڠのうえಛผにྀߟする場合΋͋Γ·す。

ܽ੮ಧの手続ํ๏

ᶃ大学へ出て͜ΒれるΑうになってかΒ 1 週間以内にɼ学຿センター【ཧ޻学෦૭ޱ（ᶃ൪૭ޱ）】にʮܽ੮のཧ༝をূ明するॻྨʯを持参しɼ

૭ޱでܽ੮ಧに必要事項を記入する。記載内༰の確認後ɼ受付ҹがԡҹされたܽ੮ಧが౉される。

ᶄ授業担当者にʮܽ੮ಧʯとʮܽ੮のཧ༝をূ明するॻྨʯをڞにݟせɼܽ੮のཧ༝を説明する。

஫ҙ事項

・ܽ੮ಧの手続きをす͙にお͜なう͜とができない場合はɼ8FC$MBTTʮϝοセージʯにΑΓ各授業担当教員にܽ੮する旨を࿈བྷする͜と。

・ܽ੮ಧの手続きをしたとして΋ɼ出ܽの൑断はશて授業担当者教員に一೚されてい·す。（出੮ѻいとなΒない場合が͋Γ·す。）

・授業ظ間（ิظߨ間をؚむ）をա͗てかΒのܽ੮ಧの手続きおΑび授業担当者への申し出はɼݪଇ受け付けΒれ·せΜ。

13õ2　各種ূ明ॻのަ付

　各種ূ明ॻ（ࡏ学ূ明ॻ等）のަ付を希望するਓはຊศཡの Ǿ 1　શ学ڞ௨事項　ᶜɽ学຿γスςϜɼ事຿の取Γѻいɼ各種੍౓ɼϚφー　

4 各種ূ明ॻの発行』にΑΓ申し込Μでくͩさい。

13õ3　学ੜへの࿈བྷ

　学ੜへの࿈བྷ等は掲示にて行い·す。掲示൘に஫ҙしてくͩさい。掲示にはಛにٸۓな΋の΋͋Γ·す。掲示内༰に࣭問の͋るਓは取

Γѻい૭ޱにਘͶてくͩさい。ి࿩にΑる問い合わせにはɼԠ͡Βれ·せΜ。掲示で࿈བྷするओな事項としては次のΑうな΋のが͋Γ·す。

ᶃ　学ੜશ員にؔする͜と。

　告示ɼ௨ୡɼ行事೔ఔなͲ。

ᶄ　授業にؔする͜と。

。にؔする͜となͲݧࢼɼٛߨɼू中ߨɼิߨٳɼߋɼ教ࣨมߋ間ׂม࣌　

ᶅ　ཧ޻学෦おΑび学຿センター等かΒの࿈བྷ事項にؔする͜と。

　学ੜのݺ出しɼ各種঑学ੜのืूおΑび௨஌ɼब職ؔ܎ɼ健康診断݁Ռɼर得෺の࿈བྷなͲ。

13õ4　各学科の掲示場ॴと各学科の略শ

　ཧ޻学෦おΑび学຿センター等かΒの࿈བྷはタϫŖ þ5 の 2 ֊学ੜϗールにઃஔされている掲示൘にてप஌し·す。

　なおɼ各学科かΒの࿈བྷはڀݚ実ݧ౩Ⅱ・ᶙ・ᶚ掲示൘なͲにてप஌し·す。

ʻ掲示での略শʼ

数学科 ̨ɼ数学

学科޻ࢠిؾి ̚ɼిؾ

材ྉػೳ޻学科 ̯ɼ材ྉ

Ԡ用Խ学科 ̤ɼԠ用Խ学

学科޻ցػ ̢ɼػց

ަ௨ػց޻学科 ̩ɼަ௨

ϝΧトϩχΫス޻学科 ̧ɼϝΧトϩ

ࣾձج൫σβΠン޻学科 ̘ɼࣾձ

学科޻૑଄ڥ؀ ̠ɼڥ؀

ங学科ݐ ̖ɼݐங
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Ⅲ .各学科の教育課程一覧表
1 )数学科

学位授与方針
Diploma Policy

　数学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆとຊ学෦ਓ材ཆ成目తにͮجき、次のᶃ、ᶄ、ᶅをຬたし、ॴ定の単位を修得した学ੜにରして学࢜（ཧ学）
の学位を授༩し·す。

ᶃ෯޿い教ཆとਂいྗߟࢥを਎につけ、޿いࢹ໺と高いྙཧ؍を΋って࢈業ք・教育քをは͡めࣾձの発లにݙߩするೳྗを༗する。
ᶄ科学・ٕज़のૅجとなる数学の஌ࣝを修得し、それを׆用して種ʑの問୊をղ決するೳྗを༗する。
ᶅࣾձにおける՝୊にରしओମతに問୊を୳ٻし、ղ決に向けてڠಇして取Γ૊む͜とのできるೳྗを༗する。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　数学科は、数学のຊ࣭・ັྗをていͶいにૅجかΒ教え、学科教育目ඪをୡ成し、ଔ業認定・学位授༩のํ਑に示すೳྗを਎につける
͜とができるΑう、教ཆ教育とઐ໳教育ΑΓ構成される教育՝ఔをฤ成し、実施し·す。

ᶃ教ཆ教育は、૯合ૅج෦໳の科目とཧ޻学ૅج科目かΒ構成され、͜れΒの科目を෯޿くཤ修する͜とにΑΓ、ઐ໳෼໺をӽえた෯
ຊతٕೳと、ઐ໳ج用ೳྗなͲの׆ίϛュχケーγϣンೳྗ、৘報、ྗߟࢥ࿦ཧత、ྗૅجに、数ཧ࣌をཆう。ಉ؍໺とྙཧࢹい޿
教育にਐむ্でܽく͜とのできない数学おΑびଞ෼໺の஌ࣝを修得できるΑうにする。

ᶄઐ໳教育では、ཧ޻学ૅج科目かΒ࢝め、ૅجかΒԠ用へ数学のઐ໳஌ࣝをਂめるΑうに、ମܥతにฤ成された教育՝ఔを実施する。
ಛに、୅数学、ղੳ学、زԿ学、数ཧ৘報、ػࢉܭ科学の 5 ෼໺をபとして、ٛߨ科目とそれにؔ࿈するԋ習・実習が༗ػతに݁び
ついたΧϦΩュϥϜをฤ成する。単にٕࢉܭज़ͩけでなく、෯޿いઐ໳஌ࣝと数学తྗߟࢥを修得し、෺事を数学で表ݱするྗと༷ʑ
な問୊を数学తにղ決するྗをཆう͜とができるΑうにする。

ᶅॳ年次かΒ、ෳ数のઐ໳科目でؔ࿈するԋ習・実習を実施して、ೳಈత学修を行う͜とができるΑうにする。4 年次の数学ڀߨでは、
ࣗओతな学修・発表を௨͡てओମੑとੑྗڠを਎につけ、ੜ֔にわたΓ׆かす͜とのできる૯合త・ଟ֯తྗ࡯ߟ、૑଄తྗߟࢥと
数学త表ྗݱがഓわれるΑうにする。

ᶆ各授業科目において定ྔత指ඪに΋とͮくݫ格な成੷ධՁにΑΓ単位認定を行う。成੷ධՁはݸผ成੷表に記載して学修指導΍各種
ॱ位ͮけにར用できるΑうにする。さΒに (1" ஋΋一つの参ߟとしつつ、学修行ಈௐ査、成੷等に΋とͮいてݸผ指導するମ੍に
ΑΓ、ݸʑのୡ成౓とকདྷܭըにԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　数学科の教育目ඪとଔ業認定のํ਑をཧղし、高等学校等での学習を௨して、次のΑうなೳྗ・ҙཉを਎につけているਓを受け入れ·
す。

ᶃ一ൠબൈでは、数学、ཧ科おΑびӳޠの高いૅج学ྗを༗する。学校ਪનܕબൈ・ಛผ入学ݧࢼでは、高等学校教育の内༰をݎ実に
修得し、数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを༗する。૯合数ཧϓϩάϥϜ入ࢼでは、数学、ཧ科·たはӳޠの高いૅج学ྗを༗する。

ᶄ数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを׆用して、ࣗΒ問୊をߟえ、ࣗओతに問୊ղ決に取Γ૊Έ、その成Ռを·とめるために必要とな
るྗߟࢥ・൑断ྗ・表ྗݱを༗する。

ᶅ数学にਂくڵຯを持ち、ओମతに༷ʑなਓʑとྗڠしながΒ数学తߟࢥೳྗを׆用してࣾձݙߩするҙཉを༗する。

01

02

03

数学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　数学の学問としてのཱࣗੑとɼந৅ੑかΒདྷる൚用ੑにΑΓɼ数学は諸科学のجຊతʮޠݴʯと΋ݴわれてい·す。数学にରするظ଴はɼ

数ཧ科学とίンϐューターのٸ଎な発ୡにΑってɼࣗવ科学ɼ޻学ͩけでなくɼࣾձ科学΍ਓจ科学で΋大きくなΓつつ͋Γ·す。そのΑ

うなࣾձ要੥にかなったଔ業ੜを送Γ出すためにɼ数学科では数学をૅجかΒきちΜと学Ϳ͜とをୈ一にߟえてい·す。さΒにɼ࿦ཧతࢥ

。ってい·すئをཆいながΒɼ数学のਅのັྗを஌って΄しいとྗ؍΍数学にରする௚ྗߟ

　७ਮ数学ɼԠ用数学いずれのํ向をࢤす学ੜ΋ɼཤ修科目のબ୒΍数学ڀߨのࣨڀݚબ୒にΑってɼそれぞれの目指す෼໺を学習する͜

とができ·す。しかしɼຊ࣭తには数学は 1 つでɼ७ਮ数学・Ԡ用数学の۠ผは数学という学問ࣗମをॏࢹするかɼ͋るいは数学の科学ٕ

ज़へのԠ用をॏࢹするかというཱ場のҧいにա͗·せΜ。·たɼ数学科ではػࢉܭ教育に΋ྗを入れていてɼ1 年次ΑΓϓϩάϥϛンάをج

ૅかΒ学び·す。数学科ઐ用のࣨػࢉܭ΋׬備しておΓɼػࢉܭをར用し΍すいڥ؀が੔えΒれてい·す。ຊ学科のΧϦΩュϥϜ（教育՝ఔ）

のओͩったಛ௃をいくつか͋͛·すとɼ

1 ɽ1 年次ɼ2 年次ɼ3 年次とஈ֊తにٛߨ内༰をਂめɼ数学のૅجとなる͜とについては܁Γฦしɼԋ習を੝Γ込ΈながΒٛߨをਐめ·す。

2 ɽ୅数学ɼղੳ学ɼزԿ学ɼ数ཧ৘報ɼػࢉܭ科学の 5 ຊのபが͋Γɼ͜れΒを 2 年次ΑΓܥ౷ཱてて学Ϳ͜とにΑってɼ高いϨϕルに

౸ୡでき·す。

3 ɽ3 年次ɼ4 年次ではɼݱ୅数学の最先୺にۙいと͜Ζ·で学Ϳ͜とができ·す。

4 ɽ4 年次の数学ڀߨ（θϛφール·たはセϛφーと΋いう）に向けてɼ3 年次のܗٛߨ式のઐ໳教育科目をิう目తでɼগਓ数にΑるθϛφー

ルܗ式を取Γ入れた数学ڀݚを 3 年次に։ߨし·す。

　学ੜ諸܅のଔ業後のਐ࿏にはɼ৘報࢈業のΈなΒずൣ޿な一ൠا業へのब職ɼ͋るいはকདྷの೔ຊをഎෛうੜెたちを育成する教育職へ

のไ職ɼ·た数ཧ科学のڀݚをࢤしてຊ学΋しくはଞ大学の大学Ӄへのਐ学が͋Γ·すがɼ͜れΒのਐ࿏にదしたそれぞれのΧϦΩュϥϜ

をબͿ͜とができ·す。いずれのಓにਐむにして΋ɼ4 年次の科目はɼ先の͜とをߟえてબ୒しཤ修する͜とをਪ঑し·す。

　数学の実ྗをつけるํ๏はɼࣗ෼に͋ったྑい数学ॻをݟつけɼそれをపఈしてಡΈਐむ͜とです。·た数学のٛߨ΍数学ڀݚ・数学ߨ

。తに取Γ૊む͜とで大きな実Γが得Βれ·すۃのॏ要ੑはɼॻ෺をಡΜͩͩけでは得Βれない΋のが得Βれると͜Ζに͋Γ·すかΒɼੵڀ

す΂ての͜とがཧղできなくて΋͋きΒめずɼجຊతな͜とͩけはつかめるΑうに·ず౒ྗしɼཧղがਐΈ実ྗがつくにԠ͡てɼॱ次ਂい

と͜Ζを目指すΑうにしてくͩさい。そのためにはɼ·ずྑく෮習する͜とɼさΒに学ੜಉ࢜でٞ࿦する͜とが༗ޮです。さΒにਐΜで数

学（ΧϦΩュϥϜにແい͜と΋ؚめて）の学習をしたくなったΒɼ஥間をूめて学ੜͩけでɼ͋るいは先ੜ΍্ڃੜ・大学Ӄੜと一ॹにɼ

ษڧձ（ࣗओθϛ）を行う͜と΋大ม༗ӹです。

学習・教育目標
　数学科は数学ࣗ਎ͩけでなくɼ޿く数学おΑびそのߟえํをଞに໾ཱてる͜とが出དྷるΑうなྗをつける͜とを教育目ඪとしてɼͩٛߨ

けではなくɼ学Μͩ͜とが਎につくΑうにԋ習に΋大きなྗを入れてい·す。·たɼ数学ڀߨではɼࣗ෼でߟえたΓௐ΂たΓした͜とを·

とめɼ4 年間の学習のू大成としてڀߨ報告を提出する͜とがٛ຿ͮけΒれてい·す。

　数学科におけるػࢉܭ教育ではɼ単にύιίンのιϑトがૢ作できるというΑΓ΋ɼૅجతなߟえํをॏࢹして数学తߟࢥにࢧえΒれた

ϓϩάϥϛンάのٕ๏等を習得する͜とを目指してい·す。·たɼ教員免許取得（数学ɼ৘報）を希望する学ੜ数がଟい͜とをߟえɼそれ

Βの学ੜをαϙートするためのಛผなରࡦ΋͡ߨてい·す。大学Ӄਐ学希望者は 4 年次·でのٛߨのਂいཧղがॏ要でɼ数学ڀߨではさΒ

に内༰を۷ΓԼ͛る͜とにΑΓ 4 年間の学習が大学ӃでのڀݚにつながるΑう指導してい·す。

૯合数ཧϓϩάϥϜ

　໊৓大学はඈび入学੍౓を持ちɼ͜の੍౓にΑΓ数学科に入学した学ੜを૯合数ཧϓϩάϥϜੜとݺび·す。૯合数ཧϓϩάϥϜੜは教

育ํ਑・ଔ業要݅において௨ৗの数学科学ੜとԿΒҟなる΋のでは͋Γ·せΜ。ૣظにਅの数学を学Ϳに;さわしい૯合数ཧϓϩάϥϜੜ

では͋Γ·すがɼຊདྷ高等学校で学Ϳ΂き事項を一෦習得していない͜とに΋഑ྀしઃ定された科目܈としてɼ数学科ではɼૅجԋ習（૯

合数ཧૅجԋ習ⅠかΒᶚ）ɼૅجセϛφー（αΠΤンス・ϘϥンςΟΞ入໳ⅠɼⅡɼ୳׆ڀಈ入໳ⅠɼⅡ）ɼԠ用セϛφー（数学ڀߨ）を用

ҙしてい·す。͜のඈび入学੍౓おΑび教育ϓϩάϥϜを૯合数ཧϓϩάϥϜとݺび·す。



ù ― øý

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

2025 年度入学　数学科　教育課程一覧表
ᩘ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ      1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ      1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ      1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣      1 2 ●

  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ      1 2

  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ      1 2

  䝗イ䝒ㄒⅠ      1 2 㻼䠍

  䝗イ䝒ㄒⅡ      1 2 㻼䠎

  䝗イ䝒ㄒⅢ      1 2 㻼䠏

  䝗イ䝒ㄒ䊣      1 2 㻼䠐

  䝣ランスㄒⅠ      1 2 㻼䠍

  䝣ランスㄒⅡ    1 2 㻼䠎

  䝣ランスㄒⅢ    1 2 㻼䠏

  䝣ランスㄒ䊣    1 2 㻼䠐

  中ᅜㄒⅠ    1 2 㻼䠍

  中ᅜㄒⅡ    1 2 㻼䠎

  中ᅜㄒⅢ      1 2 㻼䠏

  中ᅜㄒ䊣      1 2 㻼䠐

  య育科学Ⅰ      1 2 ●

  య育科学Ⅱ      1 2 ●

  య育科学Ⅲ      1 2 ●

  య育科学䊣      1 2 ●

  ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑

  ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒

  ♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑

  ♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔

  ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬䠕

  ᩥ学      2 2 䠬䠕

  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬䠕

  ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜

  ᚰ理学      2 2 䠬1㻜

  基礎ゼミナールⅠ      1 2

  基礎ゼミナールⅡ      1 2

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

2  年選択

科目

3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年選択
必修
科目

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

総

合

基

礎

部

門

総
合
基
礎
部
門

部

門

እᅜே␃学生の䜏
履修が可⬟

4  年自由

科目

必修

科目

摘          要
教職
課程
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2025 年度入学　数学科　教育課程一覧表
ᩘ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

2  年選択

科目

3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年選択
必修
科目

系 授    業    科    目    名

 単 位 数部

門

4  年自由

科目

必修

科目

摘          要
教職
課程

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2 ● ×

　ᚤศ✚ศⅡ 2 2 ● ×

  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2 ● ×

  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2 ● ×

　ᚤศ✚ศⅠ演習 1 2 ×

　ᚤศ✚ศⅡ演習 1 2 ×

　⥺ᙧ௦数Ⅰ演習 1 2 ×

　⥺ᙧ௦数Ⅱ演習 1 2 ×

　数学ᗎ論Ⅰ 2 2 ● ×

　数学ᗎ論Ⅱ 2 2 ● ×

  物理学Ⅰ 2 2

  物理学Ⅱ 2 2

　物理学演習 1 2

  ໬学Ⅰ 2 2

  ໬学Ⅱ 2 2

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2

　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ● ×

　データサイエンス・AIධ門 2 2

　数学基礎演習Ⅰ 1 2 ×

　数学基礎演習Ⅱ 1 2 ×

　物理学基礎演習Ⅰ 1 2

　物理学基礎演習Ⅱ 1 2

　໬学基礎演習Ⅰ 1 2

　໬学基礎演習Ⅱ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2

　総合数理基礎演習Ⅰ 1 2 ×

　総合数理基礎演習Ⅱ 1 2 ×

　総合数理基礎演習Ⅲ 1 2 ×

　総合数理基礎演習䊣 1 2 ×

　サイエンス・䝪ラン䝔䜱䜰ධ門Ⅰ 1 2 集中

　サイエンス・䝪ラン䝔䜱䜰ධ門Ⅱ 1 2 集中

　᥈究άືධ門Ⅰ 2 2 䠄ὀ䠅

　᥈究άືධ門Ⅱ 2 2 䠄ὀ䠅

　数理物理学Ⅰ 2 2 ● ×䠄ὀ䠅

　数理物理学Ⅱ 2 2 ● ×䠄ὀ䠅

　䝁ン䝢䝳ーターサイエンス 2 2 ● ×

  ᝟ሗ科学Ⅰ 2 2 ● ×

  ᝟ሗ科学Ⅱ 2 2 ● ×

  ᝟ሗ科学Ⅲ 2 2 ×

  ᝟ሗ科学䊣 2 2 ×

　᝟ሗ♫఍と᝟ሗ೔理 2 2 ● ×

　᝟ሗᢏ⾡の応用と職業 2 2 ● ×

　䜰ル䝂䝸䝈䝮・データ構造論 2 2 ● ×䠄ὀ䠅

　⤒Ⴀ᝟ሗ論 2 2 ● ×

　᝟ሗ䝛ッ䝖ワーク論 2 2 ● ×䠄ὀ䠅

　䝟ターン᝟ሗฎ理論 2 2 ● ×䠄ὀ䠅

　ே間᝟ሗฎ理論 2 2 ● ×䠄ὀ䠅

　ᚤศ✚ศⅢ 2 2 ●

　ᚤศ✚ศ䊣 2 2 ●

　⥺ᙧ௦数Ⅲ 2 2 ●

　⥺ᙧ௦数䊣 2 2 ●

　数学㏻論Ⅰ 2 2

　数学㏻論Ⅱ 2 2

理

工

学

基

礎

科

目

専

門

教

育

部

門

数

学

専

門

教

育

科

目
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2025 年度入学　数学科　教育課程一覧表
ᩘ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

2  年選択

科目

3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年選択
必修
科目

系 授    業    科    目    名

 単 位 数部

門

4  年自由

科目

必修

科目

摘          要
教職
課程

　ゎᯒ学Ⅰ 2 2 ●

　ゎᯒ学Ⅱ 2 2 ●

　ゎᯒ学Ⅲ 2 2 ●

　ゎᯒ学䊣 2 2 ●

　ゎᯒ学䊤 2 2 ●

　ゎᯒ学䊥 2 2 ●

　ゎᯒ学䊦 2 2 ●

　ゎᯒ学䊧 2 2 ●

　௦数学Ⅰ 2 2 ●

　௦数学Ⅱ 2 2 ●

　௦数学Ⅲ 2 2 ●

　௦数学䊣 2 2 ●

　௦数学䊤 2 2 ●

　௦数学䊥 2 2 ●

　௦数学䊦 2 2 ●

　௦数学䊧 2 2 ●

　ᗄఱ学Ⅰ 2 2 ●

　ᗄఱ学Ⅱ 2 2 ●

　ᗄఱ学Ⅲ 2 2 ●

　ᗄఱ学䊣 2 2 ●

　ᗄఱ学䊤 2 2 ●

　ᗄఱ学䊥 2 2 ●

　ᗄఱ学䊦 2 2 ●

　ᗄఱ学䊧 2 2 ●

　数理᝟ሗⅠ 2 2 ●

　数理᝟ሗⅡ 2 2 ●

　数理᝟ሗⅢ 2 2 ●

　数理᝟ሗ䊣 2 2 ●

　数理᝟ሗ䊤 2 2 ●

　数理᝟ሗ䊥 2 2 ●

　数理᝟ሗ䊦 2 2 ●

　数理᝟ሗ䊧 2 2 ●

　計⟬ᶵ科学Ⅰ 4 4 ● ×

　計⟬ᶵ科学Ⅱ 4 4 ● ×

  計⟬ᶵ科学Ⅲ 2 2 ● ×

　計⟬ᶵ科学䊣 2 2 ● ×

　計⟬ᶵ科学䊤 2 2 ● ×

　計⟬ᶵ科学䊥 2 2 ● ×

　教職研究Ⅰ 1 2 䠄ὀ䠅

  教職研究Ⅱ 1 2 䠄ὀ䠅

　数学研究 2 2 ×

　数学ㅮ究 㻤 㻖 㻖 ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

×：他学部・他学科履修不可

＊：数学ㅮ究の毎週授業時間数は䠈前期4時間䠈後期4時間を最低条件とする

(ὀ): 㛤ㅮに䛴䛔ては、䜺イ䝎ンス時にᣦ♧。

そ
の
他

専

門

教

育

部

門

数

学

専

門

教

育

科

目
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。

　ࣗ༝科目ɼଞ学෦ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はਐڃɼ数学ڀߨண手৚݅おΑびଔ

業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

　ଞ学科で修得したઐ໳教育෦໳の授業科目の修得単位はɼઐ໳教育෦໳のબ୒科目のਐڃɼ数学ڀߨண手৚݅おΑびଔ業に必要なબ୒科

目の単位数としてࢉ入され·す。

2 ．進級の条件
　ਐڃについてはɼ次の৚݅が必要です。

1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

1 年次終了·でに 30 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

2 年次終了·でに ý0 単位以্を修得している͜と。

3 ．数学講究の着手条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。

3 年次·での։ߨ科目のうちɼ90 単位以্を修得している͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

બ ୒ 必 修 科 目 1 0 単位　　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 3 ý 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目
ཧ ޻ 学 ج ૅ 科 目 　　 ý 単位　　

数 学 ઐ ໳ 科 目 2 ÿ 単位　　

બ ୒ 科 目 3 4 単位以্

　ܭ　 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্
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コンピューターサイエンス

᥈究άື入門Ⅰ

総合数理基礎演習Ⅲ

英語基礎演習Ⅱ

計⟬ᶵ科学Ⅰ

微分積分Ⅲ
微分積分Ⅳ

線形代数Ⅲ
線形代数Ⅳ

数理᝟ሗ䊤
数理᝟ሗ䊥

数理᝟ሗⅡ

体育科学Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

ᗄఱ学Ⅱ

ゎᯒ学䊦

代数学䊦

微分積分Ⅰ
微分積分Ⅰ演習

線形代数Ⅰ
線形代数Ⅰ演習

数学ᗎ論Ⅰ

サイエンス・䝪ランティア入門Ⅱ

数学ᗎ論Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

総合数理基礎演習Ⅰ 総合数理基礎演習Ⅱ

物理学Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ
物理学基礎演習Ⅰ
化学基礎演習Ⅰ

サイエンス・䝪ランティア入門Ⅰ

体育科学Ⅳ

国際経済論

心理学

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

アジア文化論Ⅱ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ

物理学Ⅱ
物理学演習

基礎ゼミナールⅡ

微分積分Ⅱ
微分積分Ⅱ演習

線形代数Ⅱ
線形代数Ⅱ演習

プラクティカル・イングリッシュⅡ

理工学部 数学科（１～４年）

前期

国際関係論

フランス語Ⅳ

授業科目履修系統図

部門

2年1年

後期

日本国憲法

Ⅳ語国中Ⅲ語国中

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ

文学

ドイツ語Ⅳ

欧米文化論Ⅱ

体育科学Ⅲ

（2024年度入学生から適用）

前期後期

3年

前期

4年

後期後期前期

英語コミュニケーションⅡ

ゎᯒ学䊧

技術者倫理

コンピューターリテラシー

総合数理基礎演習Ⅳ

数学基礎演習Ⅱ
物理学基礎演習Ⅱ
化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

総
合
基
礎
部
門

体育科学Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

化学Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

化学Ⅰ

社会科学基礎Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ

ゎᯒ学䊤
ゎᯒ学䊥

ゎᯒ学Ⅱ

数理᝟ሗ䊦

ᗄఱ学䊦

代数学Ⅱ

計⟬ᶵ科学Ⅲ
計⟬ᶵ科学Ⅳ

計⟬ᶵ科学䊤
計⟬ᶵ科学䊥

代数学䊧

ᗄఱ学䊧

数理᝟ሗ䊧

代数学䊤
代数学䊥

ᗄఱ学䊤
ᗄఱ学䊥

数学ㅮ究

計⟬ᶵ科学Ⅱ

数
学
専
門
教
育
科
目

そ
の
他

専
門
教
育
部
門

教職研究Ⅱ

᝟ሗ社会䛸᝟ሗ倫理
᝟ሗ技術䛾応用䛸職業

数学㏻論Ⅱ数学㏻論Ⅰ

Ⅰ学理物理数 Ⅱ学理物理数

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門

Ⅰ学科ሗ᝟ Ⅱ学科ሗ᝟

ゎᯒ学Ⅰ

代数学Ⅰ

ᗄఱ学Ⅰ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

数理᝟ሗⅠ

教職研究Ⅰ

数学研究

᝟ሗ䝛ッ䝖ワーク論
䝟ターン᝟ሗฎ理論

アル䝂リ䝈䝮・データ構造論
経Ⴀ᝟ሗ論

人間᝟ሗฎ理論

᝟ሗ科学Ⅲ ᝟ሗ科学Ⅳ

᥈究άື入門Ⅱ

ゎᯒ学Ⅲ

ゎᯒ学Ⅳ

数理᝟ሗⅢ

数理᝟ሗⅣ

代数学Ⅲ

代数学Ⅳ

ᗄఱ学Ⅲ

ᗄఱ学Ⅳ
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コンピューターサイエンス

᥈究άື入門Ⅰ

総合数理基礎演習Ⅲ

英語基礎演習Ⅱ

計⟬ᶵ科学Ⅰ

微分積分Ⅲ
微分積分Ⅳ

線形代数Ⅲ
線形代数Ⅳ

数理᝟ሗ䊤
数理᝟ሗ䊥

数理᝟ሗⅡ

体育科学Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

ᗄఱ学Ⅱ

ゎᯒ学䊦

代数学䊦

微分積分Ⅰ
微分積分Ⅰ演習

線形代数Ⅰ
線形代数Ⅰ演習

数学ᗎ論Ⅰ

サイエンス・䝪ランティア入門Ⅱ

数学ᗎ論Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

総合数理基礎演習Ⅰ 総合数理基礎演習Ⅱ

物理学Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ
物理学基礎演習Ⅰ
化学基礎演習Ⅰ

サイエンス・䝪ランティア入門Ⅰ

体育科学Ⅳ

国際経済論

心理学

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

アジア文化論Ⅱ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ

物理学Ⅱ
物理学演習

基礎ゼミナールⅡ

微分積分Ⅱ
微分積分Ⅱ演習

線形代数Ⅱ
線形代数Ⅱ演習

プラクティカル・イングリッシュⅡ

理工学部 数学科（１～４年）

前期

国際関係論

フランス語Ⅳ

授業科目履修系統図

部門

2年1年

後期

日本国憲法

Ⅳ語国中Ⅲ語国中

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ

文学

ドイツ語Ⅳ

欧米文化論Ⅱ

体育科学Ⅲ

（2024年度入学生から適用）

前期後期

3年

前期

4年

後期後期前期

英語コミュニケーションⅡ

ゎᯒ学䊧

技術者倫理

コンピューターリテラシー

総合数理基礎演習Ⅳ

数学基礎演習Ⅱ
物理学基礎演習Ⅱ
化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

総
合
基
礎
部
門

体育科学Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

化学Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

化学Ⅰ

社会科学基礎Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ

ゎᯒ学䊤
ゎᯒ学䊥

ゎᯒ学Ⅱ

数理᝟ሗ䊦

ᗄఱ学䊦

代数学Ⅱ

計⟬ᶵ科学Ⅲ
計⟬ᶵ科学Ⅳ

計⟬ᶵ科学䊤
計⟬ᶵ科学䊥

代数学䊧

ᗄఱ学䊧

数理᝟ሗ䊧

代数学䊤
代数学䊥

ᗄఱ学䊤
ᗄఱ学䊥

数学ㅮ究

計⟬ᶵ科学Ⅱ

数
学
専
門
教
育
科
目

そ
の
他

専
門
教
育
部
門

教職研究Ⅱ

᝟ሗ社会䛸᝟ሗ倫理
᝟ሗ技術䛾応用䛸職業

数学㏻論Ⅱ数学㏻論Ⅰ

Ⅰ学理物理数 Ⅱ学理物理数

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門

Ⅰ学科ሗ᝟ Ⅱ学科ሗ᝟

ゎᯒ学Ⅰ

代数学Ⅰ

ᗄఱ学Ⅰ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

数理᝟ሗⅠ

教職研究Ⅰ

数学研究

᝟ሗ䝛ッ䝖ワーク論
䝟ターン᝟ሗฎ理論

アル䝂リ䝈䝮・データ構造論
経Ⴀ᝟ሗ論

人間᝟ሗฎ理論

᝟ሗ科学Ⅲ ᝟ሗ科学Ⅳ

᥈究άື入門Ⅱ

ゎᯒ学Ⅲ

ゎᯒ学Ⅳ

数理᝟ሗⅢ

数理᝟ሗⅣ

代数学Ⅲ

代数学Ⅳ

ᗄఱ学Ⅲ

ᗄఱ学Ⅳ
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2 ) 電気電子工学科

学位授与方針
Diploma Policy

の学位を授༩し（学޻）࢜き、次のೳྗ・ҙཉを਎につけた学ੜに学ͮج学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆとຊ学෦ਓ材ཆ成目తに޻ࢠిؾి　
·す。

ᶃࣾձの੹೚͋るܗ成者として必要な教ཆと、ӳޠをؚむίϛュχケーγϣンྗを༗する。
ᶄిؾճ࿏、ిࢠճ࿏、ిؾ࣓ؾ学、ϓϩάϥϛンά等のి޻ࢠిؾ学の஌ࣝと、それΒを׆用して、ࣾձでの問୊を発ݟし、ղ決す

るために必要なྗߟࢥ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗する。
ᶅओମతに学び続け、学Μͩ͜とを෼かち合い、ଟ༷なਓʑとྗڠして、ి޻ࢠిؾ学科がॏࢹするཧܥ޻の科学・ٕज़を用いてࣾձ

。するҙཉを༗するݙߩ

教育課程編成方針
Curriculum Policy

とઐ໳教育（ઐ໳（෦໳ૅج૯合）学科は、ଔ業認定・学位授༩のํ਑に示すೳྗ・ҙཉを਎につけさせるため、教ཆ教育޻ࢠిؾి　
教育෦໳）かΒなる教育՝ఔをମܥతにฤ成し、実施し·す。

ᶃ教ཆ教育は、ਓจ・ࣾձ科学、ޠ学、ମ育等かΒなる。͜れΒの科目のཤ修を௨して、ࣾձの੹೚͋るܗ成者として必要な教ཆと、
ӳޠをؚむίϛュχケーγϣンྗを਎につける。

ᶄઐ໳教育は、数学、෺ཧ学、Խ学、ٕज़者ྙཧ等のཧ޻学のڞ௨科目とిؾճ࿏、ిࢠճ࿏、ిؾ࣓ؾ学、ϓϩάϥϛンά等のిؾ
学の஌ࣝと、それΒ޻ࢠిؾి、等をద੾に૊Έ合わせた͜れΒの科目のཤ修を௨してݧԋ習・実・ٛߨ。学の科目かΒなる޻ࢠి
を׆用して、ࣾձでの問୊を発ݟし、ղ決するために必要なྗߟࢥ・൑断ྗ・表ྗݱ等を਎につける。

ᶅԋ習・実ݧでのগਓ数のάルーϓϫーΫ、ूஂ౼࿦΍ଔ業ڀݚでの担当教員との౼࿦、ϓϨθンςーγϣン、さΒにΩϟϦΞ教育で
のଟ༷な׆ಈ等を௨して、ओମతに学び続け、学Μͩ͜とを෼かち合い、ଟ༷なਓʑとྗڠして、ి޻ࢠిؾ学科がॏࢹするཧܥ޻
の科学・ٕज़を用いてࣾձݙߩするҙཉを਎につける。

ᶆγϥόスに示すݫ格な成੷ධՁと単位認定を行うとと΋に、修得単位数に΋とͮくݸผ指導を行う͜とにΑΓ、ݸʑの学ੜのୡ成౓
にԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

学科のଔ業認定・学位授༩のํ਑をཧղし、高等学校等での学習を௨して、次のΑうなೳྗ・ҙཉを਎につけているਓを受޻ࢠిؾి　
入れ·す。

ᶃ一ൠબൈでは、数学、ཧ科おΑびӳޠの高いૅج学ྗを༗する。学校ਪનܕબൈ・ಛผ入学ݧࢼでは、高等学校教育の内༰をݎ実に
修得し、数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを༗する。

ᶄ数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを׆用して、ࣗΒ問୊を発ݟしそのղ決に向けて୳ٻし、成Ռ等を表ݱするためのجຊとなるߟࢥ
ྗ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗する。

ᶅి޻ࢠిؾ学科がॏࢹするཧܥ޻の科学・ٕज़にڵຯを持ち、ओମੑを持ってଟ༷なਓʑとྗڠして、ཧܥ޻の科学・ٕज़を用いて
ࣾձݙߩするҙཉを༗する。

01

02

03

電気電子工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
いྖҬをؚΜでい·す。そ͜でຊ学科ではɼ一ਓͻとΓの学ੜがૣいஈ֊でক޿ΤωルΪーかΒ৘報௨৴·での෯ؾ学はɼి޻ࢠిؾి　

དྷのਐ࿏にԠ͡た༗ҙٛな学びをల։できるΑうɼʮి޻ؾ学ίースʯとʮిࢠγスςϜίースʯの 2 ίース੍を導入してい·す。ίースの

બ୒はɼి޻ࢠిؾ学のجຊをཧղした্で 2 年次に行い·す。ʮి޻ؾ学ίースʯではిؾΤωルΪー΍൒導ମɼφノςΫの෼໺を中心と

した教育をɼʮిࢠγスςϜίースʯはϩϘοト੍ޚ΍ "*（ਓ޻஌ೳ）ɼ৘報௨৴の෼໺に૊Έ込ΈγスςϜの෼໺を加えた教育を行いながΒɼ

ࣾձの要੥にԠえΒれる༏लなٕज़者を育成してい·す。

教育コース
　ʮి޻ؾ学ίースʯとʮిࢠγスςϜίースʯのҧいはɼઐ໳教育でのి޻ࢠిؾ学のબ୒必修科目とબ୒科目のҧいとɼి޻ࢠిؾ学実

。ᶙでཤ修するςーϚのҧいですݧ

学ίースではɼి޻ؾి　 学ɼి޻学ɼΤωルΪー఻送޻発ੜ・׵の科目の中のΤωルΪーมܥ学޻ؾ 学ɼి޻学ɼ高ిѹ޻ثػؾ 学ɼ޻౷ܥྗ

。Խ学なͲがબ୒必修科目になってい·すؾ学ɼి޻෺ੑ࿦ɼ൒導ମࢠిؾి

γスςϜίースではɼిࢠి　 学ɼ৘報ཧ࿦ɼ޻௨৴ૅجの科目の中のσジタル৴号ॲཧɼ૊Έ込ΈγスςϜɼセンα・センγンάɼܥγスςϜࢠ

௨৴γスςϜɼి࣓೾޻学ɼωοトϫーΫɼσータϕースなͲがબ୒必修科目になってい·す。

γスςϜίースではબ୒科目です。·たɼిࢠ学なͲはɼి޻発ੜ・׵学ίースにおいてબ୒必修科目になっているΤωルΪーม޻ؾి　

。学ίースではબ୒科目です޻ؾγスςϜίースにおいてબ୒必修科目になっているσジタル৴号ॲཧなͲはɼిࢠ

のςーܥγスςϜؾγスςϜίースではిࢠి。のςーϚをཤ修し·すܥ学޻ؾ学ίースではి޻ؾᶙについてはɼిݧ学実޻ࢠిؾి　

Ϛをཤ修し·す。

コース選択
　2 年次かΒɼʮి޻ؾ学ίースʯɼʮిࢠγスςϜίースʯのͲちΒかの教育՝ఔをཤ修し·す。ίースのબ୒はɼ2 年次へのਐ࣌ڃに希望

をௐ査の্ɼ1 年次の修得単位数なͲにΑΓ決定し·す。બ୒したίースのมߋはɼݪଇとしてでき·せΜ。
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ẽᕤ学䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ      1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ      1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ      1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣      1 2 ●
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ      1 2
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ      1 2

  䝗イ䝒ㄒⅠ      1 2 㻼䠍

  䝗イ䝒ㄒⅡ      1 2 㻼䠎

  䝗イ䝒ㄒⅢ      1 2 㻼䠏

  䝗イ䝒ㄒ䊣      1 2 㻼䠐

  䝣ランスㄒⅠ      1 2 㻼䠍

  䝣ランスㄒⅡ    1 2 㻼䠎

  䝣ランスㄒⅢ    1 2 㻼䠏

  䝣ランスㄒ䊣    1 2 㻼䠐

  中ᅜㄒⅠ    1 2 㻼䠍

  中ᅜㄒⅡ    1 2 㻼䠎

  中ᅜㄒⅢ      1 2 㻼䠏

  中ᅜㄒ䊣      1 2 㻼䠐

  య育科学Ⅰ      1 2 ●

  య育科学Ⅱ      1 2 ●

  య育科学Ⅲ      1 2 ●

  య育科学䊣      1 2 ●

  ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑

  ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒

  ♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑

  ♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔

  ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬䠕

  ᩥ学      2 2 䠬䠕

  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬䠕

  ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜

  ᚰ理学      2 2 䠬1㻜

  基礎ゼミナールⅠ      1 2

  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

総
合
基
礎
部
門

እᅜே␃学生の䜏履修が可
⬟

授   業   科   目   名

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数

摘          要
必修

科目

1  年 2  年 3  年部
門

系
4  年 教職

課程

総

合

基

礎

部

門

選択

科目

選択

必修

科目

自由

科目

2025 年度入学　電気電子工学科　電気工学コース　教育課程一覧表
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ẽᕤ学䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

授   業   科   目   名

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数

摘          要
必修

科目

1  年 2  年 3  年部
門

系
4  年 教職

課程

選択

科目

選択

必修

科目

自由

科目

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2
  ᚤศ✚ศⅡ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2
  物理学Ⅰ 2 2 ●
  物理学Ⅱ 2 2 ●
　物理学演習 1 2 ●
  物理学実験Ⅰ 1 2 ●
  物理学実験Ⅱ 1 2 ●
  ໬学Ⅰ 2 2 ●
  ໬学Ⅱ 2 2 ●
  ໬学実験Ⅰ 1 2 ●
  ໬学実験Ⅱ 1 2 ●
  ᆅ学Ⅰ 2 2 ●
  ᆅ学Ⅱ 2 2 ●
  ᆅ学実験Ⅰ 1 2 ●
  ᆅ学実験Ⅱ 1 2 ●
  生物学 2 2 ●
　生物学実験 1 2 ●
　理工学概論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●
　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ●
　データサイエンス・AIධ門 2 2
　数学基礎演習Ⅰ 1 2
　数学基礎演習Ⅱ 1 2
　物理学基礎演習Ⅰ 1 2
　物理学基礎演習Ⅱ 1 2
　໬学基礎演習Ⅰ 1 2
　໬学基礎演習Ⅱ 1 2
　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2

  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ䛚よび演習 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ䛚よび演習 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚よび演習 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚よび演習 3 4 ● 㻱
　㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ 2 2 ● 㻱
　㟁Ꮚᅇ㊰A 2 2 ● 㻱　
  㟁Ꮚᅇ㊰㻮 2 2 ● 㻱　
  㟁Ꮚᅇ㊰㻯 2 2 ● 㻱 
　デ䝆タルᅇ㊰Ⅰ 2 2 ● ×　
　デ䝆タルᅇ㊰Ⅱ 2 2 ● ×　
　デ䝆タルಙྕฎ理Ⅰ 2 2 ●
　デ䝆タルಙྕฎ理Ⅱ 2 2 ●
  䝁ン䝢䝳ーターサイエンス 2 2 ● 㻱　×
　プ䝻グラミングⅠ䛚よび演習 3 4 ● ×　
　プ䝻グラミングⅡ䛚よび演習 3 4 ● ×　
　⤌䜏㎸䜏シス䝔䝮Ⅰ䛚よび演習 3 4 ● ×　
　⤌䜏㎸䜏シス䝔䝮Ⅱ䛚よび演習 3 4 ● ×　
　㟁Ẽ計  2 2 ● 㻱
　㟁Ẽ基礎理論Ⅰ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅲ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論䊣 2 2 ●
　㟁Ẽ㟁Ꮚ工学概論 2 2 ●
　エ䝛ル䜼ーኚ᥮・Ⓨ生工学 2 2 ● 㻱　
  エ䝛ル䜼ーఏ㏦工学 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽᶵჾ工学 2 2 ● 㻱　
  㧗㟁ᅽ工学 2 2 ● 㻱　

  㟁力系⤫工学 2 2 ● 㻱　

専

門

教

育

部

門

理

工

学

基

礎

科

目

㟁

Ẽ

㟁

Ꮚ

工

学

専

門

科

目

2025 年度入学　電気電子工学科　電気工学コース　教育課程一覧表
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ẽᕤ学䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

授   業   科   目   名

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数

摘          要
必修

科目

1  年 2  年 3  年部
門

系
4  年 教職

課程

選択

科目

選択

必修

科目

自由

科目

  㟁Ẽ設計・〇ᅗ 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽἲつ・施設⟶理 2 2 ● 㻱　
  制ᚚ工学Ⅰ 2 2 ● 㻱　
  制ᚚ工学Ⅱ 2 2 ● 㻱　
  䝟ワーエ䝺ク䝖䝻䝙クス 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅰ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅱ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅲ 2 2 ●
　༙ᑟయ工学Ⅰ 2 2 ●
　༙ᑟయ工学Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽ໬学 2 2 ●
  㟁Ꮚ計  2 2 ● 㻱
  䝉ンサ・䝉ンシング 2 2 ● 㻱
  基礎㏻ಙ工学 2 2 㻱
  ᝟ሗ理論 2 2 ● 㻱
  ㏻ಙシス䝔䝮 2 2 ●
  㟁☢Ἴ工学 2 2 ●
　䝛ッ䝖ワーク 2 2 ●
　データ䝧ース 2 2 ●
　㟁Ẽ㟁Ꮚ工学基礎実験 1 2 ● 㻱　×
  㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅰ 2 4 ● 㻱　×
  㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅱ 2 4 ● 㻱　×
　㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅲ         2 4 ● 㻱　×
　㟁Ẽ㟁Ꮚゼミナ䠉ルⅠ 1 2 ×

　㟁Ẽ㟁Ꮚゼミナ䠉ルⅡ 1 2 ×

　卒業研究 4 ＊ ＊ ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

×：他学部・他学科履修不可

㻱：㟁Ẽ主௵ᢏ⾡⪅の⏦ㄳに㛵ಀする科目䠄ヲ⣽䛺㈨料は2年生䜺イ䝎ンス時に㓄ᕸ䠅
＊：卒業研究の毎週授業時間数は䠈前期4時間䠈後期4時間を最低条件とする

そ
の
他

㟁

Ẽ

㟁

Ꮚ

工

学

専

門

科

目

専

門

教

育

部

門

2025 年度入学　電気電子工学科　電気工学コース　教育課程一覧表
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。

　ࣗ༝科目ɼଞ学෦・ଞ学科ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅

おΑびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

　·たɼ࣌間ׂ表においてɼ科目໊の後Ζに（࠶）とॻいて͋る科目はɼ࠶ཤ修ੜ用の科目です。࠶ཤ修ੜのΈ受ߨでき·す。

&ɿ 。する科目を示し·す܎ओ೚ٕज़者の申੥にؔؾి

͜の中には申੥のために必ず必要な科目とબ୒できる科目が͋Γ·す（ৄࡉな資ྉは 2 年ੜΨΠμンス࣌に഑෍）。

2 ．進級の条件
1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

　　1 年次終了·でに 22 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

　　2 年次終了·でに ý2 単位以্を修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
　બ୒したίースにおいて次の 4 ৚݅をຬ足する͜とをݪଇとし·す。

　ᶃి޻ࢠిؾ学ૅج実ݧɼి޻ࢠిؾ学実ݧⅠ・Ⅱ・ᶙおΑびిࢠిؾθϛφールⅡをす΂て修得している͜と。

　ᶄཧ޻学ૅج科目のબ୒必修科目 12 単位以্を修得している͜と。

　ᶅి޻ࢠిؾ学科ి޻ؾ学ίース教育՝ఔ一ཡ表のి޻ࢠిؾ学ઐ໳科目の必修科目 33 単位以্を修得している͜と。

　ᶆి޻ࢠిؾ学科ి޻ؾ学ίース教育՝ఔ一ཡ表のઐ໳教育෦໳（ཧ޻学ૅجなΒびにి޻ࢠిؾ学ઐ໳科目）の必修科目ɼબ୒必修科目ɼ

おΑびબ୒科目の合ܭが ÿÿ 単位以্で͋る͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

બ ୒ 必 修 科 目 1 0 単位　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 4 0 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目（ ཧ ޻ 学 ج ૅ 科 目 ） 1 2 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目（ ઐ ໳ 教 育 科 目 ） 3 1 単位　　

બ ୒ 科 目 2 1 単位以্

ܭ 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্



ù ― ù8

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ꮚ䝅䝇䝔ム䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ      1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ      1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ      1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣      1 2 ●
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ      1 2
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ      1 2
  䝗イ䝒ㄒⅠ      1 2 㻼䠍
  䝗イ䝒ㄒⅡ      1 2 㻼䠎
  䝗イ䝒ㄒⅢ      1 2 㻼䠏
  䝗イ䝒ㄒ䊣      1 2 㻼䠐
  䝣ランスㄒⅠ      1 2 㻼䠍
  䝣ランスㄒⅡ    1 2 㻼䠎
  䝣ランスㄒⅢ    1 2 㻼䠏
  䝣ランスㄒ䊣    1 2 㻼䠐
  中ᅜㄒⅠ    1 2 㻼䠍
  中ᅜㄒⅡ    1 2 㻼䠎
  中ᅜㄒⅢ      1 2 㻼䠏
  中ᅜㄒ䊣      1 2 㻼䠐
  య育科学Ⅰ      1 2 ●
  య育科学Ⅱ      1 2 ●
  య育科学Ⅲ      1 2 ●
  య育科学䊣      1 2 ●
  ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑
  ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒
  ♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑
  ♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔
  ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬䠕
  ᩥ学      2 2 䠬䠕
  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬䠕
  ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜
  ᚰ理学      2 2 䠬1㻜
  基礎ゼミナールⅠ      1 2
  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

教職
課程

総
合
基
礎
部
門

እᅜே␃学生の䜏履修が可
⬟

摘          要
必修

科目

4  年2  年 3  年

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数
選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年

総

合

基

礎

部

門

授   業   科   目   名
部
門

系

2025 年度入学　電気電子工学科　電子システムコース　教育課程一覧表
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ꮚ䝅䝇䝔ム䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

摘          要
必修

科目

4  年2  年 3  年

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数
選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年
授   業   科   目   名

部
門

系

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2
  ᚤศ✚ศⅡ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2
  物理学Ⅰ 2 2 ●
  物理学Ⅱ 2 2 ●
　物理学演習 1 2 ●
  物理学実験Ⅰ 1 2 ●
  物理学実験Ⅱ 1 2 ●
  ໬学Ⅰ 2 2 ●
  ໬学Ⅱ 2 2 ●
  ໬学実験Ⅰ 1 2 ●
  ໬学実験Ⅱ 1 2 ●
  ᆅ学Ⅰ 2 2 ●
  ᆅ学Ⅱ 2 2 ●
  ᆅ学実験Ⅰ 1 2 ●
  ᆅ学実験Ⅱ 1 2 ●
  生物学 2 2 ●
　生物学実験 1 2 ●
　理工学概論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●
　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ●
　データサイエンス・AIධ門 2 2
　数学基礎演習Ⅰ 1 2
　数学基礎演習Ⅱ 1 2

　物理学基礎演習Ⅰ 1 2
　物理学基礎演習Ⅱ 1 2

　໬学基礎演習Ⅰ 1 2
　໬学基礎演習Ⅱ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2
　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2

  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ䛚よび演習 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ䛚よび演習 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚よび演習 3 4 ● 㻱　
  㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚よび演習 3 4 ● 㻱
　㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ 2 2 ● 㻱　
　㟁Ꮚᅇ㊰A 2 2 ● 㻱
  㟁Ꮚᅇ㊰㻮 2 2 ● 㻱
  㟁Ꮚᅇ㊰㻯 2 2 ● 㻱 　
　デ䝆タルᅇ㊰Ⅰ 2 2 ● ×　
　デ䝆タルᅇ㊰Ⅱ 2 2 ● ×
　デ䝆タルಙྕฎ理Ⅰ 2 2 ● 　
　デ䝆タルಙྕฎ理Ⅱ 2 2 ●
  䝁ン䝢䝳ーターサイエンス 2 2 ● 㻱　×
　プ䝻グラミングⅠ䛚よび演習 3 4 ● ×
　プ䝻グラミングⅡ䛚よび演習 3 4 ● ×
　⤌䜏㎸䜏シス䝔䝮Ⅰ䛚よび演習 3 4 ● ×　
　⤌䜏㎸䜏シス䝔䝮Ⅱ䛚よび演習 3 4 ● ×　
　㟁Ẽ計  2 2 ● 㻱
　㟁Ẽ基礎理論Ⅰ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅲ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論䊣 2 2 ●
　㟁Ẽ㟁Ꮚ工学概論 2 2 ●
　エ䝛ル䜼ーኚ᥮・Ⓨ生工学 2 2 ● 㻱
  エ䝛ル䜼ーఏ㏦工学 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽᶵჾ工学 2 2 ● 㻱　
  㧗㟁ᅽ工学 2 2 ● 㻱　
  㟁力系⤫工学 2 2 ● 㻱　

専

門

教

育

部

門

理

工

学

基

礎

科

目

㟁

Ẽ

㟁

Ꮚ

工

学

専

門

科

目

2025 年度入学　電気電子工学科　電子システムコース　教育課程一覧表
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ꮚ䝅䝇䝔ム䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

摘          要
必修

科目

4  年2  年 3  年

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数
選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年
授   業   科   目   名

部
門

系

  㟁Ẽ設計・〇ᅗ 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽἲつ・施設⟶理 2 2 ● 㻱　
  制ᚚ工学Ⅰ 2 2 ● 㻱　
  制ᚚ工学Ⅱ 2 2 ● 㻱　
  䝟ワーエ䝺ク䝖䝻䝙クス 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅰ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅱ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅲ 2 2 ●
　༙ᑟయ工学Ⅰ 2 2 ●
　༙ᑟయ工学Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽ໬学 2 2 ●
  㟁Ꮚ計  2 2 ● 㻱
  䝉ンサ・䝉ンシング 2 2 ● 㻱
  基礎㏻ಙ工学 2 2 㻱
  ᝟ሗ理論 2 2 ● 㻱
  ㏻ಙシス䝔䝮 2 2 ●
  㟁☢Ἴ工学 2 2 ●
　䝛ッ䝖ワーク 2 2 ●
　データ䝧ース 2 2 ●
　㟁Ẽ㟁Ꮚ工学基礎実験 1 2 ● 㻱　×
  㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅰ 2 4 ● 㻱　×
  㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅱ 2 4 ● 㻱　×
　㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅲ         2 4 ● 㻱　×
　㟁Ẽ㟁Ꮚゼミナ䠉ルⅠ 1 2 ×

　㟁Ẽ㟁Ꮚゼミナ䠉ルⅡ 1 2 ×
　卒業研究 4 ＊ ＊ ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

×：他学部・他学科履修不可

㻱 ：㟁Ẽ主௵ᢏ⾡⪅の⏦ㄳに㛵ಀする科目䠄ヲ⣽䛺㈨料は2年生䜺イ䝎ンス時に㓄ᕸ䠅

そ
の
他

＊：卒業研究の毎週授業時間数は䠈前期4時間䠈後期4時間を最低条件とする

㟁

Ẽ

㟁

Ꮚ

工

学

専

門

科

目

専

門

教

育

部

門

2025 年度入学　電気電子工学科　電子システムコース　教育課程一覧表
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。

　ࣗ༝科目ɼଞ学෦・ଞ学科ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅

おΑびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

　·たɼ࣌間ׂ表においてɼ科目໊の後Ζに（࠶）とॻいて͋る科目はɼ࠶ཤ修ੜ用の科目です。࠶ཤ修ੜのΈ受ߨでき·す。

&ɿ 。する科目を示し·す܎ओ೚ٕज़者の申੥にؔؾి

͜の中には申੥のために必ず必要な科目とબ୒できる科目が͋Γ·す（ৄࡉな資ྉは 2 年ੜΨΠμンス࣌に഑෍）。

2 ．進級の条件
1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

　　1 年次終了·でに 22 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

　　2 年次終了·でに ý2 単位以্を修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
બ୒したίースにおいて次の 4 ৚݅をຬ足する͜とをݪଇとし·す。

ᶃి޻ࢠిؾ学ૅج実ݧɼి޻ࢠిؾ学実ݧⅠ・Ⅱ・ᶙおΑびిࢠిؾθϛφールⅡをす΂て修得している͜と。

ᶄཧ޻学ૅج科目のબ୒必修科目 12 単位以্を修得している͜と。

ᶅి޻ࢠిؾ学科ిࢠγスςϜίース教育՝ఔ一ཡ表のి޻ࢠిؾ学ઐ໳科目の必修科目 33 単位以্を修得している͜と。

ᶆి޻ࢠిؾ学科ిࢠγスςϜίース教育՝ఔ一ཡ表のઐ໳教育෦໳（ཧ޻学ૅجなΒびにి޻ࢠిؾ学ઐ໳科目）の必修科目ɼબ୒必

修科目ɼおΑびબ୒科目の合ܭが ÿÿ 単位以্で͋る͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

બ ୒ 必 修 科 目 1 0 単位　　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 4 0 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目（ཧ ޻ 学 ج ૅ 科 目） 1 2 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目（ઐ ໳ 教 育 科 目） 3 1 単位　　

બ ୒ 科 目 2 1 単位以্

ܭ 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্
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部門 後期

物理学実験Ⅰ

化学基礎演習Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

中国語Ⅰ

地学実験Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ

験実学物生学物生

卒業研究
ඹ㏻

䛭䛾௚

Ⅲ験実学工Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅱ験実学工Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅰ験実学工Ꮚ㟁Ẽ㟁験実礎基学工Ꮚ㟁Ẽ㟁ⅠルーナミゼᏊ㟁Ẽ㟁

デジタルಙྕฎ理Ⅰ デジタルಙྕฎ理Ⅱ

㟁☢Ἴ工学クーワ䝖ッ䝛䝮テスシಙ㏻学工ಙ㏻礎基

᝟ሗ理論

⤌䜏㎸䜏システ䝮Ⅰ䛚䜘䜃演習 ⤌䜏㎸䜏システ䝮Ⅱ䛚䜘䜃演習 データ䝧ース

㟁Ꮚ計  䝉ンサ・䝉ンシング

㟁Ẽ法規･᪋設⟶理

㧗㟁ᅽ工学 㟁Ẽ設計･〇図

䝟ワーエ䝺ク䝖䝻ニクス

༙導体工学Ⅱ

Ⅲ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅱ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅰ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁

㟁Ẽ化学

プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃演習

㟁Ẽ計 

Ⅱ学工ᚚ制Ⅰ学工ᚚ制Ⅲ論理礎基Ẽ㟁

学工統系力㟁学工㏦ఏー䜼ル䝛エ学工生Ⓨ･᥮ኚー䜼ル䝛エ

༙導体工学Ⅰ

㟁Ꮚᅇ㊰㻯

Ⅰ㊰ᅇルタジデ

㟁Ẽ工学
系

㟁Ẽ基礎理論I㼂

㟁Ꮚᅇ㊰A 㟁Ꮚᅇ㊰㻮

㟁Ẽᶵჾ工学

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

英語基礎演習Ⅱ

理工学概論

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ

数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
工
学
専
門
科
目

㟁Ẽ㟁Ꮚ
基礎系

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学概論 㟁Ẽ基礎理論Ⅱ

プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃演習

㟁Ꮚシス
テ䝮系

コンピューターサイエンス

㟁Ẽ基礎理論Ⅰ

地学実験Ⅱ

物理学演習

技術者倫理

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

物理学実験Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ学地Ⅰ学地

日本国憲法職業指導論

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

Ⅱ学理物Ⅰ学理物

論係関際国論済経際国Ⅱ論化文アジア

学文学理心Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧Ⅱ礎基学科会社

人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ

前期

プラクティカル・イングリッシュⅡ

体育科学Ⅳ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中

英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ

フランス語Ⅳ

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイド

フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ

体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ

社会科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

体育科学Ⅰ

フランス語Ⅰ

系 前期

理工学部 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科（１～４年） 㟁Ẽ工学コース 授業科目履修系統図

期後期前期後期前期後

（202㻡年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

コンピューターリテラシー

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

データサイエンス・AI入門

Ⅱ㊰ᅇルタジデ

㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅡ
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部門 後期

物理学実験Ⅰ

化学基礎演習Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

中国語Ⅰ

地学実験Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ

験実学物生学物生

卒業研究
ඹ㏻

䛭䛾௚

Ⅲ験実学工Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅱ験実学工Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅰ験実学工Ꮚ㟁Ẽ㟁験実礎基学工Ꮚ㟁Ẽ㟁ⅠルーナミゼᏊ㟁Ẽ㟁

デジタルಙྕฎ理Ⅰ デジタルಙྕฎ理Ⅱ

㟁☢Ἴ工学クーワ䝖ッ䝛䝮テスシಙ㏻学工ಙ㏻礎基

᝟ሗ理論

⤌䜏㎸䜏システ䝮Ⅰ䛚䜘䜃演習 ⤌䜏㎸䜏システ䝮Ⅱ䛚䜘䜃演習 データ䝧ース

㟁Ꮚ計  䝉ンサ・䝉ンシング

㟁Ẽ法規･᪋設⟶理

㧗㟁ᅽ工学 㟁Ẽ設計･〇図

䝟ワーエ䝺ク䝖䝻ニクス

༙導体工学Ⅱ

Ⅲ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅱ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅰ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁

㟁Ẽ化学

プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃演習

㟁Ẽ計 

Ⅱ学工ᚚ制Ⅰ学工ᚚ制Ⅲ論理礎基Ẽ㟁

学工統系力㟁学工㏦ఏー䜼ル䝛エ学工生Ⓨ･᥮ኚー䜼ル䝛エ

༙導体工学Ⅰ

㟁Ꮚᅇ㊰㻯

Ⅰ㊰ᅇルタジデ

㟁Ẽ工学
系

㟁Ẽ基礎理論I㼂

㟁Ꮚᅇ㊰A 㟁Ꮚᅇ㊰㻮

㟁Ẽᶵჾ工学

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

英語基礎演習Ⅱ

理工学概論

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ

数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
工
学
専
門
科
目

㟁Ẽ㟁Ꮚ
基礎系

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学概論 㟁Ẽ基礎理論Ⅱ

プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃演習

㟁Ꮚシス
テ䝮系

コンピューターサイエンス

㟁Ẽ基礎理論Ⅰ

地学実験Ⅱ

物理学演習

技術者倫理

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

物理学実験Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ学地Ⅰ学地

日本国憲法職業指導論

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

Ⅱ学理物Ⅰ学理物

論係関際国論済経際国Ⅱ論化文アジア

学文学理心Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧Ⅱ礎基学科会社

人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ

前期

プラクティカル・イングリッシュⅡ

体育科学Ⅳ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中

英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ

フランス語Ⅳ

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイド

フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ

体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ

社会科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

体育科学Ⅰ

フランス語Ⅰ

系 前期

理工学部 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科（１～４年） 㟁Ẽ工学コース 授業科目履修系統図

期後期前期後期前期後

（202㻡年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

コンピューターリテラシー

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

データサイエンス・AI入門

Ⅱ㊰ᅇルタジデ

㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅡ
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部門

㟁Ẽ基礎理論Ⅰ

コンピューターサイエンス

㟁Ẽ法規･᪋設⟶理

制ᚚ工学Ⅱ

䝉ンサ・䝉ンシング

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅲ

㟁Ẽ設計･〇図

ඹ㏻
㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅠ

デジタルಙྕฎ理Ⅰ

㟁☢Ἴ工学㏻ಙシステ䝮

デジタルಙྕฎ理Ⅱ

プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃演習

㟁Ẽ計 

㟁力系統工学エ䝛ル䜼ーఏ㏦工学

基礎㏻ಙ工学

㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ

㟁Ẽ基礎理論Ⅲ 制ᚚ工学Ⅰ

㟁Ꮚ計 

㟁Ꮚᅇ㊰A

㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃演習

エ䝛ル䜼ーኚ᥮･Ⓨ生工学

㟁Ꮚᅇ㊰㻮

㟁Ẽᶵჾ工学

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅰ

Ⅲ学Ẽ☢Ẽ㟁習演䜃䜘䛚Ⅱ学Ẽ☢Ẽ㟁習演䜃䜘䛚Ⅰ学Ẽ☢Ẽ㟁Ⅱ論理礎基Ẽ㟁

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃演習

㟁Ꮚᅇ㊰㻯

㟁Ẽ基礎理論I㼂

༙導体工学Ⅰ

デジタルᅇ㊰Ⅰ

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ

基礎ゼミナールⅡ

英語コミュニケーションⅡ

基礎ゼミナールⅠ

社会科学基礎Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

コンピューターリテラシー

線形代数Ⅰ

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
工
学
専
門
科
目

化学基礎演習Ⅱ

理工学概論

英語基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

化学Ⅰ

プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃演習

文学

化学Ⅱ

㟁Ẽ㟁Ꮚ
基礎系

㟁Ꮚシス
テ䝮系

化学実験Ⅰ

生物学実験生物学

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

総
合
基
礎
部
門

社会科学基礎Ⅱ

物理学演習

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ

専
門
教
育
部
門

㟁Ẽ工学
系

化学基礎演習Ⅰ

物理学Ⅰ

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学概論

（202㻡年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

授業科目履修系統図理工学部 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科（１～４年） 㟁Ꮚシステ䝮コース

国際経済論

系

ドイツ語Ⅲ

英語コミュニケーションⅠ

期前期後

プラクティカル・イングリッシュⅠ

後期

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

前期 前期前期 後期

プラクティカル・イングリッシュⅡ

フランス語Ⅲ

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

⤌䜏㎸䜏システ䝮Ⅱ䛚䜘䜃演習

䝟ワーエ䝺ク䝖䝻ニクス

Ⅰ験実学地Ⅱ学地

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅱ 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅲ㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅰ

䝛ッ䝖ワーク

データ䝧ース

༙導体工学Ⅱ

欧米文化論Ⅱ

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅱ

中国語Ⅱ

体育科学Ⅲ

Ⅱ論化文アジアⅡ礎基学科文人 アジア文化論Ⅰ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中中国語Ⅰ

フランス語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

⤌䜏㎸䜏システ䝮Ⅰ䛚䜘䜃演習

物理学基礎演習Ⅱ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅳ

化学実験Ⅱ

欧米文化論Ⅰ

数学基礎演習Ⅱ

㟁Ẽ化学

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学基礎実験

後期

体育科学Ⅳ

国際関係論

卒業研究

㧗㟁ᅽ工学

心理学

技術者倫理

英語基礎演習Ⅱ

職業指導論 日本国憲法

線形代数Ⅱ

地学Ⅰ物理学Ⅱ 地学実験Ⅱ

デジタルᅇ㊰Ⅱ

᝟ሗ理論

㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅡ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

データサイエンス・AI入門

䛭䛾௚
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部門

㟁Ẽ基礎理論Ⅰ

コンピューターサイエンス

㟁Ẽ法規･᪋設⟶理

制ᚚ工学Ⅱ

䝉ンサ・䝉ンシング

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅲ

㟁Ẽ設計･〇図

ඹ㏻
㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅠ

デジタルಙྕฎ理Ⅰ

㟁☢Ἴ工学㏻ಙシステ䝮

デジタルಙྕฎ理Ⅱ

プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃演習

㟁Ẽ計 

㟁力系統工学エ䝛ル䜼ーఏ㏦工学

基礎㏻ಙ工学

㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ

㟁Ẽ基礎理論Ⅲ 制ᚚ工学Ⅰ

㟁Ꮚ計 

㟁Ꮚᅇ㊰A

㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃演習

エ䝛ル䜼ーኚ᥮･Ⓨ生工学

㟁Ꮚᅇ㊰㻮

㟁Ẽᶵჾ工学

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅰ

Ⅲ学Ẽ☢Ẽ㟁習演䜃䜘䛚Ⅱ学Ẽ☢Ẽ㟁習演䜃䜘䛚Ⅰ学Ẽ☢Ẽ㟁Ⅱ論理礎基Ẽ㟁

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃演習

㟁Ꮚᅇ㊰㻯

㟁Ẽ基礎理論I㼂

༙導体工学Ⅰ

デジタルᅇ㊰Ⅰ

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ

基礎ゼミナールⅡ

英語コミュニケーションⅡ

基礎ゼミナールⅠ

社会科学基礎Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

コンピューターリテラシー

線形代数Ⅰ

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
工
学
専
門
科
目

化学基礎演習Ⅱ

理工学概論

英語基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

化学Ⅰ

プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃演習

文学

化学Ⅱ

㟁Ẽ㟁Ꮚ
基礎系

㟁Ꮚシス
テ䝮系

化学実験Ⅰ

生物学実験生物学

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

総
合
基
礎
部
門

社会科学基礎Ⅱ

物理学演習

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ

専
門
教
育
部
門

㟁Ẽ工学
系

化学基礎演習Ⅰ

物理学Ⅰ

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学概論

（202㻡年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

授業科目履修系統図理工学部 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科（１～４年） 㟁Ꮚシステ䝮コース

国際経済論

系

ドイツ語Ⅲ

英語コミュニケーションⅠ

期前期後

プラクティカル・イングリッシュⅠ

後期

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

前期 前期前期 後期

プラクティカル・イングリッシュⅡ

フランス語Ⅲ

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

⤌䜏㎸䜏システ䝮Ⅱ䛚䜘䜃演習

䝟ワーエ䝺ク䝖䝻ニクス

Ⅰ験実学地Ⅱ学地

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅱ 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅲ㟁Ẽ㟁Ꮚ工学実験Ⅰ

䝛ッ䝖ワーク

データ䝧ース

༙導体工学Ⅱ

欧米文化論Ⅱ

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅱ

中国語Ⅱ

体育科学Ⅲ

Ⅱ論化文アジアⅡ礎基学科文人 アジア文化論Ⅰ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中中国語Ⅰ

フランス語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

⤌䜏㎸䜏システ䝮Ⅰ䛚䜘䜃演習

物理学基礎演習Ⅱ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅳ

化学実験Ⅱ

欧米文化論Ⅰ

数学基礎演習Ⅱ

㟁Ẽ化学

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学基礎実験

後期

体育科学Ⅳ

国際関係論

卒業研究

㧗㟁ᅽ工学

心理学

技術者倫理

英語基礎演習Ⅱ

職業指導論 日本国憲法

線形代数Ⅱ

地学Ⅰ物理学Ⅱ 地学実験Ⅱ

デジタルᅇ㊰Ⅱ

᝟ሗ理論

㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅡ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

データサイエンス・AI入門

䛭䛾௚
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3 ) 材料機能工学科

学位授与方針
Diploma Policy

　材ྉػೳ޻学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆをૅとし、次の資࣭・ೳྗを਎につけた学ੜに学࢜（޻学）の学位を授༩し·す。

ᶃ෯޿い教ཆとޠ学ྗを਎につけ、޿いࢹ໺とࡍࠃతな؍఺、なΒびに、高いྙཧ؍にͮجき൑断し、ࣾձの持続と発లに資する行ಈ
とଞ者とのڠಉతなৼる෣いをۃݟめる͜とができる。

ᶄ材ྉ։発に必要な科学、޻学、ٕज़のجຊ事項を習ख़し、ࣾձにおける諸問୊のղ決のために׆用できる。
ᶅੜ֔にわたΓओମతに学び、ཱࣗして୳ڀする͜とができる。さΒに、͜の持続తな学びの成Ռをࣾձにؐྲྀし、ଞ者とڠಉして、

ࣾձの持続と発లのために໾ཱてる͜とができる。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　材ྉػೳ޻学科は、学位授༩ํ਑に示す資࣭・ೳྗを学ੜに਎につけさせるため、次のΑうな教育՝ఔをฤ成し、教育し·す。

ᶃ教ཆ教育՝ఔでは、ਓจ・ࣾձ・ޠ学、ମ育等の科目かΒなる教ཆ教育科目܈をମܥతにฤ成する。ٛߨ、ԋ習、実習、実ٕ等のଟ
ཆし、෺事をଟ֯తにとΒえる資࣭・ೳྗを࣎໺をࢹతなࡍࠃ、に৮れ؍な授業実施ํ๏を準備する͜とで、学ੜは、༷ʑなՁ஋࠼
਎につける͜とができる。さΒに持続తなࣾձ発లに向け行ಈし、ڠಉతなݙߩをできるΑうにする。

ᶄઐ໳教育՝ఔでは、は͡めに、数学、෺ཧ学、Խ学、৘報ٕज़、ٕ ज़者ྙཧ等かΒなるཧ޻学のૅج科目܈をॏ఺తに修得し、続いて、
Ԡ用数学、ి࣓ؾ学、材ྉྗ学等の導入科目܈に入໳し、最終తに、それΒの科目܈をૅにした学科のઐ修科目܈でԠ用ྗを਎につ
ける。一࿈の科目は、授業実施ํ๏として、ٛߨ、ԋ習、実ݧ、実習なͲの最దなܗଶで行われるとと΋に、学年年次のྲྀれにରし
ॎԣに౉Γ༗ػతにつながΓ、ମܥԽされる͜とで、学位授༩ํ਑の要݅ᶄに示される資࣭・ೳྗにຏきをかける͜とができる。

ᶅຊํ਑の教育՝ఔの要݅ᶃとᶄにᨳわれる科目܈をٛߨ、ԋ習、実ݧ、実習等のํ๏でೳಈతに学修する͜とにΑΓ、ཱ学のਫ਼ਆを
ཧղし、ੜ֔にわたってओମతに学び、ࣾձにおける༷ʑなߟえを受け入れる͜とができるΑうにする。۩ମతには、ଞ者のཱ場を
ཧղしながΒڠಉతにؔわΓ、՝୊に取Γ૊む͜とができ、ଔ業後΋、޿いࢹ໺とࡍࠃత؍఺をཱࣗతに育Έ、目·͙るしくมԽす
る状گにػඍにରԠし、ਖ਼しくࣾձݙߩできるΑうにする。

ᶆ学修成Ռにରするݫ格な成੷ධՁと単位認定を行うとと΋に、学修行ಈௐ査΍ (1"、修得単位数等に΋とͮくきめࡉかい指導をܧ
続して行う͜とにΑΓ、各学ੜのকདྷܭըにԠ͡た学修をਐめΒれるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　材ྉػೳ޻学科のଔ業認定にؔするํ਑をཧղし、高等学校等での学習を௨して、次のΑうな資࣭・ೳྗを਎につけているਓを受入れ
·す。

ᶃ一ൠબൈでは、高等学校における数学、ཧ科おΑびӳޠのجຊ事項を修得している。学校ਪનܕબൈ・ ಛผ入学ݧࢼでは、高等学校
教育の内༰をݎ実に修得し、数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを修得している。

ᶄ数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを׆用して、ࣗΒ問୊を発ݟしそのղ決に向けて୳ڀし、成Ռ等を表ݱするためのجຊとなるߟࢥ
ྗ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗する。

ᶅຊ学科のॏࢹする材ྉにؔする科学・ٕज़にڵຯを΋ち、ओମతにଟ༷なਓʑとྗڠし、ࣾձにݙߩするҙཉを༗する。

01

02

03

材料機能工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　ਓྨはز౓となく目֮しいมֵ・ٕज़ֵ৽を਱͛てき·したがɼそのきっかけには必ず৽材ྉの։発が͋Γɼ·たその発లをࢧえたの΋
৽材ྉでした。ݹくはৠؔػؾの発明にはమ߯が͋Γɼトϥンジスタの発明には൒導ମが͋ΓɼとそのྫはຕڍにՋが͋Γ·せΜ。21 لੈ
になΓɼࠓ後·す·す৽たなるඈ༂తల։がੜ·れるでしΐうがɼそれをࢧえるݪಈྗはʠ৽材ྉに͋Γʡという構଄は͜れかΒ΋มわる
͜とはないでしΐう。
　ࣗಈं・ػۭߤ・ϩケοトなͲのϋΠςΫثػ෼໺ɼࣾձγスςϜج൫΍ؔڥ؀࿈෼໺ɼ資ݯを持たない೔ຊにとって׆ࢮ問୊と΋ݴえ
るΤωルΪーؔ࿈෼໺΍ɼࠓ後ɼさΒなる発లが予૝されるίンϐュータ・৘報࢈業෼໺ɼҨ఻ࢠ৘報のղ明がਐΈເの޿がるੜ໋޻学෼
໺なͲにおいてɼ従དྷにはない高ڧ౓・௕ण໋の材ྉɼ高Թ・িܸ・์ࣹઢなͲ高ෛՙڥ؀Լに΋଱えうる଱ෛՙڥ؀材ྉɼ஌ೳを持って
いるかのΑうに༷ʑな問୊にରԠするෳ合材ྉ・஌ೳ材ྉɼ௒高प೾・௒大༰ྔσΟジタル௨৴をՄೳとするΤϨΫトϩχΫス材ྉɼੜମ
のऑ఺をิॿしɼΑΓ༏れたػೳをੜମに༩える高ػೳੜମ材ྉ等ʑɼເの৽材ྉの実ݱがڧくٻめΒれてい·す。
　͜のΑうなɼଟくの෼໺かΒの༷ʑな要ٻにԠえるためにはɼ従དྷの学科構成ͩけでରԠするのはඇޮ཰తで͋Γɼෆे෼で͋る͜とが
෼かってき·した。従དྷのશ学科をԣ断しɼいわ͹چ学科をॎࢳとするとɼそれをԣ断するԣࢳとしてɼさΒにʠ૑଄への௅ઓʡというۚ
かܠとなるʠ材ྉʡ教育にಛԽできる学科が必要になΓ·した。͜のΑうなഎૅجを৫Γ込Μでɼそれぞれの෼໺におけるඈ༂తల։のࢳ
Βੜ·れたのが材ྉػೳ޻学科です。
　ຊ学科のଔ業ੜはɼ中෦஍۠の୅表త࢈業で͋るۭߤ・Ӊ஦ɼࣗಈंɼిࢠ෦඼ɼϑΝΠンセϥϛοΫス等࢈業քかΒ大きなظ଴をഎෛっ
ておΓ·す。そのظ଴にे෼ԠえɼさΒにશ͋ࠃるいはੈքで׆༂しɼಉ෼໺をࢧえɼ指導者となるਓ材の育成に౒める͜とを教育ཧ೦と
。えておΓ·すߟ

教育プログラム
ϓϩάϥϜ໊ɿ材ྉػೳ޻学科（.BUFSJBMT 4DJFODF BOE &OHJOFFSJOH）

学習・教育౸ୡ目ඪ
　ˎ未དྷをࢧえるਓ材の育成　ˎ未དྷを։୓するਓ材の育成

　材ྉػೳ޻学科のର৅とする材ྉはɼࣗવքにଘࡏしɼ͋るいはӳ஌を݁ूしてਓྨが૑଄した΋のです。19 ࡁܦ以߱のੈքతなلੈ
発లをࢧえたమ߯ɼ20 のίンϐュータֵ໋・*5لੈ ֵ໋における൒導ମなͲが示すΑうにɼਓྨのྺ࢙の中でɼ科学ٕज़・ࣾձੜ׆のඈ
༂తなਐలのݪಈྗはৗに৽材ྉでした。21 ଇはมわݪにおいて΋ʠ৽材ྉなくしてඈ༂なしʂʡのࡏݱ୅をܴえた࣌という৽しいلੈ
る͜とはないでしΐう。
にॅむਓの未ࠃを৳͹してɼকདྷ͜のੑݸをஙきɼさΒにそれぞれのૅج学科教員はɼຊ学科で学ͿօさΜが学ྗの޻ೳػたち材ྉࢲ　
དྷをࢧえɼ͋るいは明るい未དྷを։୓する͜とができるΑうɼ以Լの教育目ඪを掲͛ΧϦΩュϥϜを構成してい·す。
˔　科学者・ٕज़者としてのྙཧの修得
˔　材ྉとਓ間ɼ材ྉとڥ؀とのؔわΓのཧղ
˔　ίϛュχケーγϣン・ϓϨθンςーγϣンೳྗの修得おΑびίンϐュータのૅجೳྗの修得
˔　数学おΑびࣗવ科学のૅج஌ࣝの修得
˔　材ྉの構଄・ੑ࣭にؔするجຊのཧղ
˔　材ྉのϓϩセスにؔするجຊのཧղ
˔　材ྉのػೳおΑびઃܭ・ར用にؔするجຊのཧղ
˔　実ݧのܭը・実行おΑびσータղੳのೳྗ
˔　ࣗવ科学・数学のૅجೳྗɼ޻学ૅجおΑびࣗओతに学習できるೳྗ

学習・教育౸ୡ目ඪ
教育（'VOEBNFOUBMT）ૅج

'1ɽ科学者・ٕज़者としてのྙཧの修得
'2ɽ材ྉとਓ間ɼ材ྉとڥ؀とのؔわΓのཧղ
'3ɽίϛュχケーγϣン・ϓϨθンςーγϣンೳྗの修得おΑびίンϐュータのૅجೳྗの修得
'4ɽ数学おΑびࣗવ科学のૅج஌ࣝの修得

ઐ໳教育（"EWBODFE）
"0ɽ材ྉを学Ϳために必要な数学ɼࣗવ科学おΑび৘報ॲཧೳྗをཆうための科目
"1ɽ材ྉの構଄・ੑ࣭にؔするجຊのཧղ
"2ɽ材ྉのϓϩセスにؔするجຊのཧղ
"3ɽ材ྉのػೳおΑびઃܭ・ར用にؔするجຊのཧղ
"4ɽ実ݧのܭը・実行・ղੳのೳྗɼΤンジχΞϦンάσβΠンೳྗおΑびࣗओతかつڠಉతに学習できるೳྗ
"5ɽ材ྉを学Ϳ্で必要なࣗવ科学のૅجೳྗɼ޻学ૅج

　※　学習・教育౸ୡ目ඪと授業科目のରԠ表は 1ɽ2�43 ～ 2�44 を参রしてくͩさい。
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（参ߟ）+"#&& 認定ج準でٻめΒれる஌ࣝ・ೳྗ؍఺とのରԠؔ܎
（B）஍ٿతࢹ఺かΒଟ面తに෺事をߟえるೳྗとそのૉཆ
（C）ٕज़がࣾձ΍ࣗવに及΅すӨڹ΍ޮՌɼおΑびٕज़者のࣾձにରするݙߩと੹೚にؔするཧղ（ٕज़者ྙཧ）
（D）数学ɼࣗવ科学おΑび৘報ٕज़にؔする஌ࣝとそれΒをԠ用するೳྗ
（E）当該෼໺において必要とされるઐ໳஌ࣝとそれΒをԠ用するೳྗ

1ɽ材ྉの構଄・ੑ࣭にؔするجຊのཧղ
2ɽ材ྉのϓϩセスにؔするجຊのཧղ
3ɽ材ྉのػೳおΑびઃܭ・ར用にؔするجຊのཧղ
4ɽ実ݧのܭը・実行おΑびσータղੳのೳྗ

（F）種ʑの科学ɼٕज़おΑび৘報を׆用してࣾձの要ٻをղ決するためのσβΠンೳྗ
（G）࿦ཧతな記ड़ྗɼޱ಄発表ྗɼ౼ٞ等のίϛュχケーγϣンೳྗ
（H）ࣗओతɼܧ続తに学習するೳྗ
（I）༩えΒれた੍໿のԼでܭըతに࢓事をਐめɼ·とめるೳྗ
（ J ）νーϜで࢓事をするためのೳྗ
　ຊ学科の各学習・教育౸ୡ目ඪʦ'1 ～ '4ɼ"0 ～ "5ʧと +"#&& 準ج 1 の（2）の஌ࣝ・ೳྗʤ（B）～（J）ʥのแؚؔ܎は以Լのと
おΓで͋る。
（ओମతにؚΜでいる場合には˕をɼ付ਵతにؚΜでいる場合には˓を記す）

準ج 1 の（2）の
஌ࣝ・ೳྗ

఺؍
学習・
教育౸ୡ目ඪ

（B） （C） （D）

（E）

（F） （G） （H） （I） （J）
1 2 3 4

（'1） ˕
（'2） ˕ ˕
（'3） ˕
（'4） ˕
（"0） ˕
（"1） ˓ ˕ ˓
（"2） ˓ ˓ ˕ ˓
（"3） ˕
（"4） ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
（"5） ˕ ˓ ˓ ˓

教育ϚχϑΣスト

　学習・教育౸ୡ目ඪをୡ成するためɼຊ科では以Լのํ਑でΧϦΩュϥϜを਱行する͜とをએݴし·す。

1 ɽ科目ຖの授業ܭըを授業の࢝めに説明しɼಉ࣌に各科目の౸ୡ目ඪを示すとと΋にɼͲのΑうにධՁを行うかɼ成੷のධՁج準を示し

·す。౸ୡ目ඪにୡしているかͲうかはɼ成੷のධՁをධՁج準に従ってݫਖ਼に行う͜とにΑΓ൑断し·す。

2 ɽٛߨ΍ԋ習ではɼγϥόスの内༰を必ず実施する΋のɼおΑびਐ௙にΑって実施するՄೳੑが͋る΋のに෼けɼجຊతな事ฑのపఈཧ

ղを最༏先に行い·す。

3 ɽݧࢼの౴案΍ϨϙートのΈが成੷のධՁର৅となΓ·す。

4 ɽ定ݧࢼظの౴案ɼ授業で՝すϨϙート΍খςストなͲはɼ教育ਫ準をূ明するূڌ資ྉとしてอଘし·す。

5 ɽ実ݧ΍ଔ業ڀݚは໪࿦の͜とɼٛߨ΍ԋ習において΋ɼࣗओతに学習しɼࣗ෼のྗでߟえるΑうଅしɼΤンジχΞとして必要なΤンジ

χΞϦンάσβΠンೳྗをཆえるΑうଅし·す。ຊϓϩάϥϜの受ߨにΑΓɼࣗΒ問୊఺をݟ出しɼߟえɼそれをղ決するΑう౒ྗする

ଶ౓を਎につける͜とができるΑうに教育を行い·す。

ϓϩάϥϜબ୒ํ๏

　材ྉػೳ޻学科ではɼ一つのϓϩάϥϜとして +"#&& 申੥するのでɼબ୒の必要はない。
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ᮦᩱᶵ⬟ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ 1 　 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ 1 　 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ 1 　　 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣 1 　 2 ●
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ      1 　 2
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ      1 　 2
  䝗イ䝒ㄒⅠ      1 　 2 　 㻼1
  䝗イ䝒ㄒⅡ      1 　　 2 㻼2
  䝗イ䝒ㄒⅢ      1 　 2 㻼3
  䝗イ䝒ㄒ䊣      1 　 2 㻼4
  䝣ランスㄒⅠ      1 　 2 㻼1
  䝣ランスㄒⅡ    1 　 2 㻼2
  䝣ランスㄒⅢ    1 　 2 㻼3
  䝣ランスㄒ䊣    1 　 2 㻼4
  中ᅜㄒⅠ    1 　 2 㻼1
  中ᅜㄒⅡ    1 　 2 㻼2
  中ᅜㄒⅢ      1 　 2 㻼3
  中ᅜㄒ䊣      1 　 2 㻼4
  య育科学Ⅰ      1 　 2 ●
  య育科学Ⅱ      1 　 2 ●
  య育科学Ⅲ      　 1 2 ●
  య育科学䊣      　 1 2 ●
　ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 㻼㻡
　ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 㻼㻢
  ♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 　 㻼㻡
  ♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 　 㻼㻢
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 㻼㻣
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 㻼㻤
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 㻼㻣
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 㻼㻤

ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬㻥
  ᩥ学      2 2 䠬㻥
  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬㻥

ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜
  ᚰ理学      2 2 䠬1㻜
  基礎ゼミナールⅠ      1 2
  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

総
合
基
礎
部
門

ศ㢮 1  年必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数

選択
必修
科目

摘          要選択

科目

教職
課程

 単 位 数

授    業    科    目    名系

እᅜே␃学生の䜏
履修が可⬟

4  年2  年自由

科目

部門 3  年

総
合
基
礎
部
門

2025 年度入学　材料機能工学科　教育課程一覧表
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ᮦᩱᶵ⬟ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

ศ㢮 1  年必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数

選択
必修
科目

摘          要選択

科目

教職
課程

 単 位 数

授    業    科    目    名系 4  年2  年自由

科目

部門 3  年

ᚤศ✚ศⅠ 2 　 㻜 2
ᚤศ✚ศⅡ 2 　 㻜 2

　⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 　 㻜 2
　⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 　 㻜 2
  物理学Ⅰ 2 　 㻜 2 ●
  物理学Ⅱ 2 　 㻜 2 ●
  物理学演習 1 　 㻜 2 ●
  物理学実験Ⅰ 1 　 㻜 2 ●
  物理学実験Ⅱ 1 　 㻜 2 ●
  ໬学Ⅰ 2 　 㻜 2 ●
  ໬学Ⅱ 2 　 㻜 2 ●
  ໬学実験Ⅰ 1 　 㻜 2 ●
  ໬学実験Ⅱ 1 㻜 2 ●
  ᆅ学Ⅰ 2  2 ●
  ᆅ学Ⅱ 2  2 ●
  ᆅ学実験Ⅰ 1  2 ●
  ᆅ学実験Ⅱ 1  2 ●
  生物学 2 2 ●
  生物学実験 1 2 ●
　理工学概論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●
　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 㻜 2 ●
　データサイエンス・AIධ門 2 2
　数学基礎演習Ⅰ  1 2
　数学基礎演習Ⅱ  1 2
　物理学基礎演習Ⅰ  1 2
　物理学基礎演習Ⅱ  1 2
　໬学基礎演習Ⅰ 1 2
　໬学基礎演習Ⅱ  1 2
　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ  1 2
　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ  1  2
　応用数学Ⅰ 2 㻜 2
　応用数学Ⅱ 2 㻜 2
　応用数学Ⅲ 2 㻜 2
　㟁☢Ẽ学Ⅰ䛚よび演習 3 㻡 4 ●  
　㟁☢Ẽ学Ⅱ䛚よび演習 3 㻡 4 ●  
　工業力学 2 㻡 2 ●

材料力学Ⅰ䛚よび演習 3 3 4 ●
材料力学Ⅱ䛚よび演習 3 3 4 ●

　㔞Ꮚ力学Ⅰ䛚よび演習 3 㻡 4 ●
　㔞Ꮚ力学Ⅱ䛚よび演習 3 㻡 4 ●
　物ᛶ論Ⅰ䛚よび演習 3 1 4 ●
　物ᛶ論Ⅱ䛚よび演習 3 1 4 ●
　⇕力学 2 2 2 ●
　⤫計力学 2 2 2 ●

〇ᅗ基礎 2 3 2 ● ×
　┿✵工学 2 2 2 ●
　⾲㠃工学 2 1 2 ●
　㟁Ẽᅇ㊰䛚よび演習 3 3 4 ●
　㟁Ꮚᅇ㊰設計・〇作 2 4 2 ● ×
　䜰ナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰ 2 3 2 ●
　デ䝆タル㟁Ꮚᅇ㊰ 2 3 2 ●

༙ᑟయデバイス 2 3 2 ●
　㔞Ꮚエ䝺ク䝖䝻䝙クス 2 1 2 ●

༙ᑟయ基礎論 2 1 2 ●
༙ᑟయ工学 2 2 2 ●

　⤖ᬗ材料 2 2 2 ●
　⤖ᬗᡂ㛗 2 2 2 ●
　☢ᛶ材料 2 2 2 ●
　ග・ㄏ㟁工学 2 2 2 ●

理
工
学
基
礎
科
目

応
用

物
理

材
料

エ
䝺
ク
䝖
䝻
䝙
ク
ス
材
料

材
料
ᶵ
⬟
工
学
基
礎

専
門
教
育
部
門

2025 年度入学　材料機能工学科　教育課程一覧表
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ᮦᩱᶵ⬟ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

ศ㢮 1  年必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数

選択
必修
科目

摘          要選択

科目

教職
課程

 単 位 数

授    業    科    目    名系 4  年2  年自由

科目

部門 3  年

　㕲㗰材料 2 1 2 ● ×

　合㔠材料 2 1 2 ●

　↝⤖材料 2 1 2 ●

　㧗ศᏊ材料 2 3 2 ● ×

　」合材料 2 3 2 ● ×

　材料ᙉᗘ学 2 3 2 ●

　⤖ᬗረᛶ学 2 1 2 ●

　ᶵᲔຍ工 2 2 2 ●

　⁐⼥ຍ工 2 2 2 ●

　ᶵᲔ要⣲ 2 3 2 ●

　ᶵᲔ設計・〇ᅗ 2 3 2 ● ×

　エ䝺ク䝖䝻䝙クス材料ศᯒ・ホ౯ἲ 2 4 2 ●

　ᶵᲔ材料ศᯒ・ホ౯ἲ 2 4 2 ●

　ศᯒ໬学 2 4 2 ● ×

　材料ᶵ⬟工学概論 2 㻡 2 ×

　科学ᢏ⾡䝸䝔ラシー 2 4 2 ● ×

　材料ᶵ⬟工学実験Ⅰ 2 4 4 ● ×

　材料ᶵ⬟工学実験Ⅱ 2 4 4 ● ×

　材料ᶵ⬟工学実験Ⅲ 2 4 4 ● ×

　材料ᶵ⬟ゼミナール 2 4 2 ×

　ඛ➃ᢏ⾡⟶理 2 4 2 ● ×

　卒業研究 4 4 㻖 㻖 ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

＊：卒業研究の毎週授業時間数は、前期4時間、後期4時間を最低条件とする
×：他学部・他学科履修不可

ᶵ
Ე
材
料
・
ຍ
工

専
門
教
育
部
門

そ
の
他

材
料
ホ
౯
・

ゎ
ᯒ

ඹ
㏻

2025 年度入学　材料機能工学科　教育課程一覧表
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。
　ࣗ༝科目ɼଞ学科ཤ修科目ɼଞ学෦ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はɼਐڃɼଔ業ݚ
。入され·せΜࢉண手৚݅おΑびଔ業に必要な単位数にڀ

2 ．進級の条件
　2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについては次の৚݅が必要です。
　2 年次終了·でに ý2 単位以্を修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。
　૯合ૅج෦໳の必修科目 4 単位（ӳޠίϛュχケーγϣンⅠ・Ⅱ・ᶙ・ᶚ）ɼઐ໳教育෦໳の必修科目 1ý 単位（ཧ޻学ૅج科目 4 単位ɼ
をআくڀݚ௨科目のうちଔ業ڞ 12 単位）をؚΈ 10ý 単位以্修得している͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。
　以Լの表（1）おΑび表（2）の྆ํをຬたす͜とが必要です。

表（1）

෦　　໳ 項　　目 単　位　数

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

必 　 修 　 科 　 目 4 単位

બ 　 ୒ 　 必 　 修 　 科 　 目 ý 単位

બ 　 ୒ 　 科 　 目 1 0 単位以্

ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 　 修 　 科 　 目 2 0 単位　

બ　 ୒　 必　 修 ・ બ　 ୒　 科　 目 ÿ 4 単位以্ˎ

ܭ 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্

ˎ　材ྉػೳ޻学ૅج෦໳の 3ÿ 単位のうちɼ2þ 単位以্を修得している͜と

表（2）

෼ྨ൪号 科目෼ྨ（෼ྨの֓略） 単　位　数

0 材ྉを学Ϳために必要な数学ɼࣗવ科学おΑび৘報ॲཧೳྗをཆうための科目 2 4 単位以্

1 材ྉの構଄・ੑ࣭にؔする科目 1 0 単位以্

2 材ྉのϓϩセスにؔする科目 1 0 単位以্

3 材ྉのػೳɼઃܭ・Ԡ用にؔする科目 1 0 単位以্

෼ྨ 1 ～ 3 の合ܭ 4 0 単位以্

4 実ݧのܭը・実行ɼղੳおΑびΤンジχΞϦンάσβΠンೳྗをཆうための科目 2 0 単位以্

5 材ྉのૅج科目 1 1 単位以্
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ᮦᩱᶵ⬟ᕤ学プログラム　　学⩦䡡教育฿㐩┠ᶆ䛸ᤵᴗ科┠䛾ᑐᛂ表

1 2 3 4
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ 䖂 䖂

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ 䖂 䖂

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ 䖂 䖂

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣 䖂 䖂

  プラク䝔䜱䜹ル・イング䝸ッシ䝳Ⅰ 䕿 䕿

  プラク䝔䜱䜹ル・イング䝸ッシ䝳Ⅱ 䕿 䕿

  䝗イ䝒ㄒⅠ 䖂 䖂

  䝗イ䝒ㄒⅡ 䖂 䖂

  䝗イ䝒ㄒⅢ 䖂 䖂

  䝗イ䝒ㄒ䊣 䖂 䖂

  䝣ランスㄒⅠ 䖂 䖂

  䝣ランスㄒⅡ 䖂 䖂

  䝣ランスㄒⅢ 䖂 䖂

  䝣ランスㄒ䊣 䖂 䖂

  中ᅜㄒⅠ 䖂 䖂

  中ᅜㄒⅡ 䖂 䖂

  中ᅜㄒⅢ 䖂 䖂

  中ᅜㄒ䊣 䖂 䖂

  య育科学Ⅰ 䖂 䖂 䖂

  య育科学Ⅱ 䖂 䖂 䖂

  య育科学Ⅲ 䖂 䖂 䖂

  య育科学䊣 䖂 䖂 䖂

　ேᩥ科学基礎Ⅰ 䖂 䖂 䖂

　ேᩥ科学基礎Ⅱ 䖂 䖂 䖂

  ♫఍科学基礎Ⅰ 䖂 䖂 䖂

  ♫఍科学基礎Ⅱ 䖂 䖂 䖂

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ 䖂 䖂 䖂

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ 䖂 䖂 䖂

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ 䖂 䖂 䖂

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ 䖂 䖂 䖂

　ᅜ㝿㛵ಀ論 䖂 䖂 䖂

  ᩥ学 䖂 䖂 䖂

  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ 䖂 䖂 䖂

　ᅜ㝿⤒῭論 䖂 䖂 䖂

  ᚰ理学 䖂 䖂 䖂

  基礎ゼミナールⅠ

  基礎ゼミナールⅡ

  職業ᣦᑟ論 䖂

　ᚤศ✚ศⅠ 䖂 䕿 䖂

　ᚤศ✚ศⅡ 䖂 䕿 䖂

　⥺ᙧ௦数Ⅰ 䖂 䕿 䖂

　⥺ᙧ௦数Ⅱ 䖂 䕿 䖂

　物理学Ⅰ 䖂 䕿 䖂

　物理学Ⅱ 䖂 䕿 䖂

　物理学演習 䖂 䕿 䖂

　物理学実験Ⅰ 䖂 䕿 䖂

　物理学実験Ⅱ 䖂 䕿 䖂

　໬学Ⅰ 䖂 䕿 䖂

　໬学Ⅱ 䖂 䕿 䖂

　໬学実験Ⅰ 䖂 䕿 䖂

　໬学実験Ⅱ 䖂 䕿 䖂

　ᆅ学Ⅰ 䖂 䕿

　ᆅ学Ⅱ 䖂 䕿

　ᆅ学実験Ⅰ 䖂 䕿

　ᆅ学実験Ⅱ 䖂 䕿

   生物学 䖂 䕿

   生物学実験 䖂 䕿

　 理工学概論 䖂 䕿

　ᢏ⾡⪅೔理 䖂 䖂

　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 䖂 䕿 䖂

　データサイエンス・AIධ門 䖂

A3㻲1 㻲2 㻲4

学習䡡教育฿㐩目ᶆ

理
工
学
基
礎
科
目

A1 A2 A4 A㻡 (㼓)A㻜

総

合

基

礎

部

門

(㼔) (㼕)

㻶A㻮㻱㻱の学習・教育฿㐩目ᶆとのᑐ応㛵ಀ

(㼐)(㼍)

部

門

系

専

門

教

育

部

門

(㼏) (㼑) (㼒)
授    業    科    目    名

㻲3 (㼎)

䖂䕿は各科目と学習・教育฿㐩目ᶆとのᑐ応の程ᗘを⾲す。䖂：ᐦ᥋にᑐ応　䕿：ᑐ応

【 材料機能工学プログラム　学習 ･教育到達目標と授業科目の対応表 】
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ᮦᩱᶵ⬟ᕤ学プログラム　　学⩦䡡教育฿㐩┠ᶆ䛸ᤵᴗ科┠䛾ᑐᛂ表

1 2 3 4
A3㻲1 㻲2 㻲4

学習䡡教育฿㐩目ᶆ

A1 A2 A4 A㻡 (㼓)A㻜 (㼔) (㼕)

㻶A㻮㻱㻱の学習・教育฿㐩目ᶆとのᑐ応㛵ಀ

(㼐)(㼍)

部

門

系
(㼏) (㼑) (㼒)

授    業    科    目    名
㻲3 (㼎)

　応用数学Ⅰ 䖂 䕿 䕿 䖂

　応用数学Ⅱ 䖂 䕿 䕿 䖂

　応用数学Ⅲ 䖂 䕿 䕿 䖂

　㟁☢Ẽ学Ⅰ䛚よび演習 䖂 䖂 䖂

　㟁☢Ẽ学Ⅱ䛚よび演習 䖂 䖂 䖂

　工業力学 䖂 䖂

　材料力学Ⅰ䛚よび演習 䖂 䕿 䖂 䖂

　材料力学Ⅱ䛚よび演習 䖂 䕿 䖂 䖂

　㔞Ꮚ力学Ⅰ䛚よび演習 䖂 䖂 䖂

　㔞Ꮚ力学Ⅱ䛚よび演習 䖂 䖂 䖂

　物ᛶ論Ⅰ䛚よび演習 䖂 䕿 䖂 䖂

　物ᛶ論Ⅱ䛚よび演習 䖂 䕿 䖂 䖂

　⇕力学 䖂 䕿 䖂

　⤫計力学 䖂 䕿 䖂

　〇ᅗ基礎 䖂 䕿 䖂

　┿✵工学 䖂 䖂

　⾲㠃工学 䖂 䖂

　㟁Ẽᅇ㊰䛚よび演習 䖂 䖂

　㟁Ꮚᅇ㊰設計・〇作 䖂 䖂

　䜰ナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰ 䖂 䖂

　デ䝆タル㟁Ꮚᅇ㊰ 䖂 䖂

　༙ᑟయデバイス 䖂 䖂

　㔞Ꮚエ䝺ク䝖䝻䝙クス 䖂 䖂

　༙ᑟయ基礎論 䖂 䖂

　༙ᑟయ工学 䖂 䖂

　⤖ᬗ材料 䖂 䖂

　⤖ᬗᡂ㛗 䖂 䖂

　☢ᛶ材料 䖂 䖂

　ග・ㄏ㟁工学 䖂 䖂

　㕲㗰材料 䖂 䖂

　合㔠材料 䖂 䖂

　↝⤖材料 䖂 䖂

　㧗ศᏊ材料 䖂 䖂

　」合材料 䖂 䖂

　材料ᙉᗘ学 䖂 䖂

　⤖ᬗረᛶ学 䖂 䖂

　ᶵᲔຍ工 䖂 䖂

　⁐⼥ຍ工 䖂 䖂

　ᶵᲔ要⣲ 䖂 䖂

　ᶵᲔ設計・〇ᅗ 䖂 䖂

　エ䝺ク䝖䝻䝙クス材料ศᯒ・ホ౯ἲ 䖂 䖂

　ᶵᲔ材料ศᯒ・ホ౯ἲ 䖂 䖂

　ศᯒ໬学 䖂 䖂

　材料ᶵ⬟工学概論 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䕿 䕿

　科学ᢏ⾡䝸䝔ラシー 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂

　材料ᶵ⬟工学実験Ⅰ 䖂 䖂 䖂 䖂

　材料ᶵ⬟工学実験Ⅱ 䖂 䖂 䖂 䖂

　材料ᶵ⬟工学実験Ⅲ 䖂 䖂 䖂 䖂

　材料ᶵ⬟ゼミナール 䖂 䖂

　ඛ➃ᢏ⾡⟶理 䖂 䕿 䖂

　卒業研究 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂 䖂

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 䖂

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 䖂

ඹ
㏻

材
料
ᶵ
⬟
工
学
基
礎

エ
䝺
ク
䝖
䝻
䝙
ク
ス
材
料

応
用
物

理
材
料

材
料
ホ

౯
・
ゎ
ᯒ

専

門

教

育

部

門

そ
の
他

ᶵ
Ე
材
料
・
材
料
ຍ
工

䖂䕿は各科目と学習・教育฿㐩目ᶆとのᑐ応の程ᗘを⾲す。䖂：ᐦ᥋にᑐ応　䕿：ᑐ応

【 材料機能工学プログラム　学習 ･教育到達目標と授業科目の対応表 】
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部門 系

　物ᛶ論Ⅱ䛚䜘䜃演習

物理学Ⅰ

物理学実験Ⅰ

　㟁☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

地学実験Ⅰ

〇図基礎

応用数学Ⅲ

材料ᶵ⬟工学概論

応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ

　㟁☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習

　㟁Ẽᅇ㊰䛚䜘䜃演習

習演䜃䜘䛚Ⅰ学力料材学力業工

卒業研究

　↝⤖材料

༙導体工学

　㧗分Ꮚ材料

ᶵᲔ設計・〇図

化学基礎演習Ⅰ

　⤖ᬗረᛶ学

　材料力学Ⅱ䛚䜘䜃演習

　合㔠材料

༙導体基礎論

　ᶵᲔせ⣲

　材料ᙉ度学

　ᶵᲔຍ工

物理学実験Ⅱ

物理学Ⅱ

物理学演習

線形代数Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅱ

化学Ⅱ

理工学概論

コンピューターリテラシー

微分積分Ⅰ

線形代数Ⅰ

微分積分Ⅱ

人文科学基礎Ⅰ

体育科学Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ社会科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

体育科学Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

材
料
ᶵ
⬟
工
学
基
礎

生物学実験

地学実験Ⅱ

化学実験Ⅱ

生物学

数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

数学基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

心理学

プラクティカル・イングリッシュⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

フランス語Ⅳ

ドイツ語Ⅳ

国際経済論国際関係論

前期前期 後期

体育科学Ⅳ

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

理工学部 材料ᶵ⬟工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧

アジア文化論Ⅱ

文学

アジア文化論Ⅰ

中国語Ⅲ

後期

英語コミュニケーションⅣ

前期

ඹ
㏻

そ
の
他

材
料
ホ
౯
・

ゎ
ᯒ

化
学
材
料

総
合
基
礎
部
門

化学Ⅰ

化学実験Ⅰ

エ
䝺
ク
䝖
䝻
ニ
ス
ク
材
料

応
用

物
理

材
料

ᶵ
Ე
材
料
・
ຍ
工

日本国憲法

中国語Ⅳ

後期

　物ᛶ論Ⅰ䛚䜘䜃演習

体育科学Ⅲ

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

地学Ⅱ地学Ⅰ

技術者倫理

英語コミュニケーションⅡ

期前期後

英語コミュニケーションⅢ

⾲㠃工学

統計力学⇕力学

　㔞Ꮚエ䝺ク䝖䝻ニクスアナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰

㟁Ꮚᅇ㊰設計〇作

専
門
教
育
部
門

II験実学工⬟ᶵ料材I験実学工⬟ᶵ料材ーシラテリ術技学科

」合材料

　㔞Ꮚ力学Ⅱ䛚䜘䜃演習

⤖ᬗ材料

　㔞Ꮚ力学Ⅰ䛚䜘䜃演習

┿空工学

ඛ➃技術⟶理

職業指導論

　分ᯒ化学

　材料ᶵ⬟工学実験III

材料ᶵ⬟ゼミナール

⁐⼥ຍ工

料材ᛶ☢学工㟁ㄏ・ග

　ᶵᲔ材料分ᯒ・ホ౯法

༙導体デ䝞イスデジタル㟁Ꮚᅇ㊰

　㕲㗰材料

⤖ᬗᡂ㛗

エ䝺ク䝖䝻ニクス材料 分ᯒ・ホ౯法

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門
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部門 系

　物ᛶ論Ⅱ䛚䜘䜃演習

物理学Ⅰ

物理学実験Ⅰ

　㟁☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

地学実験Ⅰ

〇図基礎

応用数学Ⅲ

材料ᶵ⬟工学概論

応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ

　㟁☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習

　㟁Ẽᅇ㊰䛚䜘䜃演習

習演䜃䜘䛚Ⅰ学力料材学力業工

卒業研究

　↝⤖材料

༙導体工学

　㧗分Ꮚ材料

ᶵᲔ設計・〇図

化学基礎演習Ⅰ

　⤖ᬗረᛶ学

　材料力学Ⅱ䛚䜘䜃演習

　合㔠材料

༙導体基礎論

　ᶵᲔせ⣲

　材料ᙉ度学

　ᶵᲔຍ工

物理学実験Ⅱ

物理学Ⅱ

物理学演習

線形代数Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅱ

化学Ⅱ

理工学概論

コンピューターリテラシー

微分積分Ⅰ

線形代数Ⅰ

微分積分Ⅱ

人文科学基礎Ⅰ

体育科学Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ社会科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

体育科学Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

材
料
ᶵ
⬟
工
学
基
礎

生物学実験

地学実験Ⅱ

化学実験Ⅱ

生物学

数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

数学基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

心理学

プラクティカル・イングリッシュⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

フランス語Ⅳ

ドイツ語Ⅳ

国際経済論国際関係論

前期前期 後期

体育科学Ⅳ

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

理工学部 材料ᶵ⬟工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧

アジア文化論Ⅱ

文学

アジア文化論Ⅰ

中国語Ⅲ

後期

英語コミュニケーションⅣ

前期

ඹ
㏻

そ
の
他

材
料
ホ
౯
・

ゎ
ᯒ

化
学
材
料

総
合
基
礎
部
門

化学Ⅰ

化学実験Ⅰ

エ
䝺
ク
䝖
䝻
ニ
ス
ク
材
料

応
用

物
理

材
料

ᶵ
Ე
材
料
・
ຍ
工

日本国憲法

中国語Ⅳ

後期

　物ᛶ論Ⅰ䛚䜘䜃演習

体育科学Ⅲ

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

地学Ⅱ地学Ⅰ

技術者倫理

英語コミュニケーションⅡ

期前期後

英語コミュニケーションⅢ

⾲㠃工学

統計力学⇕力学

　㔞Ꮚエ䝺ク䝖䝻ニクスアナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰

㟁Ꮚᅇ㊰設計〇作

専
門
教
育
部
門

II験実学工⬟ᶵ料材I験実学工⬟ᶵ料材ーシラテリ術技学科

」合材料

　㔞Ꮚ力学Ⅱ䛚䜘䜃演習

⤖ᬗ材料

　㔞Ꮚ力学Ⅰ䛚䜘䜃演習

┿空工学

ඛ➃技術⟶理

職業指導論

　分ᯒ化学

　材料ᶵ⬟工学実験III

材料ᶵ⬟ゼミナール

⁐⼥ຍ工

料材ᛶ☢学工㟁ㄏ・ග

　ᶵᲔ材料分ᯒ・ホ౯法

༙導体デ䝞イスデジタル㟁Ꮚᅇ㊰

　㕲㗰材料

⤖ᬗᡂ㛗

エ䝺ク䝖䝻ニクス材料 分ᯒ・ホ౯法

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門
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4 ) 応用化学科

学位授与方針
Diploma Policy

　Ԡ用Խ学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆとຊ学෦ਓ材ཆ成目తにͮجき、次の資࣭・ೳྗを਎につけた学ੜに学࢜（޻学）の学位を授༩し·す。

ᶃ෯޿い教ཆとޠ学ྗ・表ྗݱを਎につけ、それにཪ打ちされた޿いࢹ໺と高いྙཧ؍を΋って、ࣾձの発లにݙߩするҙࢥとೳྗを
༗する。

ᶄԽ学にؔするઐ໳෼໺において以Լのೳྗを༗する。
1 ）Խ学の持つ༗用ੑとੑݥةをे෼ཧղし、Խ学෺࣭の取Γѻいが҆શにできるೳྗ
2 ）Խ学తなධՁٕज़を用い、ڥ؀΍҆શ面に܎るԽ学෺࣭のਖ਼当なධՁができるೳྗ
3 ）Խ学తな問୊をந出し、ղ決·でのಓےをཱてΒれるΤンジχΞϦンάσβΠンೳྗ
4 ）ࣾձత要੥をཧղし、Խ学తな஌ࣝにཱ٭して問୊ղ決に取Γ૊むೳྗ

ᶅੜ֔にわたΓओମత、ཱࣗతに୳ڀするೳྗを਎につけ、さΒに、ࣾձにおいて՝୊ղ決に向けてڠಇして取Γ૊む͜とのできるೳ
ྗを༗する。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　Ԡ用Խ学科は、ଔ業認定・学位授༩のํ਑に示すೳྗを਎につけさせるため、教ཆ教育とઐ໳教育ΑΓ構成される教育՝ఔをฤ成し·
す。ೋつの෼໺において一定数以্の単位の修得をٛ຿付け、ཧ学͋るいは޻学の࿮を௒えたਂい஌ࣝ・ཧղを਎につけるための෯޿い
学修をٻめ·す。以Լの 1）～ 4）に示すઐ໳తೳྗを༗するਓ材を育成するため、教育՝ఔをฤ成し、実施し·す。

1 ）Խ学෺࣭の持つಛੑをਖ਼当にධՁし、ྙཧ؍を持ってࣾձؐݩができるೳྗを持つਓ材
2 ）ࣾձత要੥にରԠし、৽たなԽ学෺࣭の։発に܎るجຊํ਑がཧղできるਓ材
3 ）Խ学のྖҬͩけにཹ·Βず、෯޿いཧ޻学のྖҬに発లにྗڠする͜とができるਓ材
4 ձにରԠできる৘報ऩूೳྗを਎に付け、ެਖ਼なྙཧҙࣝを༗するਓ材ࣾࡍࠃ（

ᶃ教ཆ教育は、֎ޠࠃ、ମ育科学、ਓจ科学、ࣾձ科学等の教ཆ科目と数学、෺ཧ学、Խ学、ٕज़者ྙཧ等のཧ޻学ૅج科目にΑΓฤ
成される。͜れΒの科目を学Ϳ͜とにΑΓઐ໳෼໺を௒えた෯޿いࢹ໺とྙཧ؍をཆうとڞに、ઐ໳教育にਐむ্でܽく͜とのでき
ない஌ࣝをཆう͜とができるΑうにする。

ᶄઐ໳教育では、ཧ学͋るいは޻学のઐ໳஌ࣝをਂめるためにૅجかΒԠ用へのॱ次ੑをอちながΒ、科目૬ޓをମܥతにฤ成してい
る。Խ学のઐ໳෼໺にؔするٛߨ科目と、それにؔ࿈するԋ習・実ݧ・実習が༗ػతに݁びついた授業を実施する͜とにΑΓ、্ص
の学修にとͲめず෯޿くઐ໳஌ࣝを学び、ࣾձのมԽにࣗࡏにରԠして問୊ղ決するೳྗをཆう͜とができるΑうにする。

ᶅ教ཆ教育でೳಈత学修の要ૉを取Γ入れた教育を用ҙする。さΒに、ઐ໳教育ではಈػ付けの教育を行うとڞに、ෳ数の科目でそれ
にؔ࿈するԋ習・実ݧ・実習科目を実施して、ೳಈత学修を行う͜とができるΑうにする。最終学年の 4 年次で行うଔ業ڀݚでは、
ओମతに学Ϳ࢟੎とڞに、ଞ者とྗڠしながΒ՝୊をղ決し、ੜ֔にわたって׆かす͜とのできる૯合త学習と૑଄తྗߟࢥがഓわ
れるΑうにする。

ᶆԠ用Խ学科では、γϥόスに示した内༰にͮجいてݫ格に成੷ධՁして単位認定する。学ੜݸผの成੷表に΋それを記載して学修指
導΍各種ॱ位ͮけにར用できるΑうにする。成੷΍学修ଶ౓を૯合తに൑断してݸผ指導するମ੍を੔え、学ੜが各ࣗのୡ成౓とক
དྷܭըにԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　Ԡ用Խ学科は、ຊ学科のଔ業認定・学位授༩のํ਑をཧղし、高等学校等での学習を௨して、次のΑうな資࣭・ೳྗを਎につけている
ਓを受入れ·す。

ᶃ一ൠબൈでは、数学、ཧ科おΑびӳޠの高いૅج学ྗを༗する。学校ਪનܕબൈ・ಛผ入学ݧࢼでは、高等学校教育の内༰をݎ実に
修得し、数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを༗する。

ᶄ数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを׆用して、ࣗΒ問୊を発ݟしそのղ決に向けて୳ڀし、成Ռ等を表ݱするためのجຊとなるߟࢥ
ྗ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗する。

ᶅ科学一ൠ、ಛにԽ学෺࣭΍Խ学ݱ৅にରしてڵຯが͋Γ、ओମੑを持ってଟ༷なਓʑとྗڠし、ཧܥ޻の科学・ٕज़を用いてࣾձߩ
。するҙཉを༗するݙ

01

02

03

応用化学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　20 ൫としてجज़が目֮·しくਐาしɼそれをٕ޻加ࡉ後൒にɼඍلੈ *5 業を担うφ࢈業が大きくՖ։き·した。その౔৕かΒ次ੈ୅࢈
ノςΫノϩジー΍όΠΦςΫノϩジーが๖ժしɼ一ํでɼ前ੈ୅のෛのҨ࢈をղফす΂くɼڥ؀ςΫノϩジー΋ٸ成௕をݟせてい·す。͜
れΒは次ੈ୅ςΫノϩジーをٕװجज़としてෳࡶにབྷΈ合ってଟ༷に෼Խした࢈業を作Γ্͛ɼそれをࢧえるٕज़΋それぞれの෼໺でಠࣗ
に発లを続けてい·す。そしてɼその発లするํ向はɼڧさとػೳੑの௥ٻかΒɼॊೈさɼ༏しさɼણࡉさを持ったਓ間΍஍ڥ؀ٿにೃછ
むςΫノϩジーの実ݱへとํ向స׵しつつ͋Γɼ͜のΑうなςΫノϩジーを༗ޮར用する͜とができる޻学త஌ࣝを持つٕज़者のཆ成が必
要とߟえ·す。Ԡ用Խ学の使໋はɼԽ学の஌ࣝとٕज़を次ੈ୅ςΫノϩジーと࿈݁しɼその発లをਓ間ࣾձ΍஍ڥ؀ٿのために׆用する͜
とで͋Γɼ21 。え·すݴの科学ٕज़発లの要となる෼໺で͋るとلੈ
　以্のࣾձతഎܠ等を౿·えɼԠ用Խ学科ではɼ࡯؍をओମにしたݱ৅࿦త஌ࣝに頼った定ੑతなཧղのΈをਪしਐめるのではなくɼۙ
୅෺ཧ学΍Խ学を用いてղき明かされɼཧ࿦にཪ打ちされた஌ࣝをۦ使しɼ෺࣭のੑ࣭を定ྔతにධՁできるೳྗを਎につける͜とをॏࢹ
した教育の実施・ల։をਪਐし·す。۩ମతにはɼᶃ実ݧ実習を௨͡たԽ学ݱ৅のੵۃతମݧɼᶄ目にݟえるԽ学ݱ৅のຊ࣭を෼ࢠϨϕル
ྖҬでߟえるೳྗのཆ成を教育ڀݚ目ඪの࣠جと位ஔ付け·す。
　教育ڀݚ目ඪの実ݱに向けてはɼΤンジχΞとして必要な教ཆ教育ɼઐ໳教育に݁び付くૅج教育をܥ౷త・ମܥతに学びɼその্にɼ
合成Խ学ɼ෺࣭・材ྉԽ学ɼڥ؀・ΤωルΪー材ྉの 3 つのઐ໳෼໺にؔわる教育ྖڀݚҬをల։し·す。͜の 3 つの教育ྖڀݚҬのڞ௨
తなཧ೦はɼ次ੈ୅ςΫノϩジーをਓ間ࣾձ΍஍ڥ؀ٿのために׆用する͜とで͋Γɼ以ԼのΑうな教育ڀݚを実施し·す。
　 1 ）合成Խ学ྖҬ
ڀݚ合成ྖҬの教育ػを目指す༗ܭઃࢠ構଄のղੳを行いɼ৽たな෼ࢠの合成΍෼ࢠ෼ػೳੑ༗ػ　　　
　 2 ）෺࣭・材ྉԽ学ྖҬ
　　　৽ن合成された෺࣭のૅجతなಛੑのղੳを行いɼそれΒの݁Ռを΋とに৽たな෺࣭ઃܭの指਑をཱてる෺ཧԽ学ྖҬの教育ڀݚ
　 3 ΤωルΪー材ྉྖҬ・ڥ؀（
ڀݚଘの෺࣭とٕज़を༥合させɼそ͜かΒੜΈ出される付加Ձ஋の高い材ྉの։発を目指しɼԽ学をओମとしたෳ合ྖҬの教育ط　　　

学習・教育到達目標
　ຊ学科の学習・教育౸ୡ目ඪは次のとおΓです。

ᶃ ෯޿いޠ学ྗ・表ྗݱを਎につけ、޿いࢹ໺と高いྙཧ؍を΋ってࣾձの発లにݙߩする͜とができるೳྗ
ᶄ Խ学෺࣭の҆શな取ΓѻいとそれをՄೳにするਖ਼当なධՁೳྗ΍Խ学తなΤンジχΞϦンάσβΠンೳྗ
ᶅ ੜ֔にわたΓओମతཱࣗతに୳ٻするೳྗとࣾձにおいて՝୊ղ決に向けてڠಇして取Γ૊む͜とができるೳྗ

　͜の؍఺かΒ、ཧ޻学෦Ԡ用Խ学科では、Խ学൓Ԡ΍෼ࢠの構଄มԽかΒ成Γཱっている諸ݱ৅をԽ学తཧ࿦にͮجいてཧղした্で、
৽しい෺࣭のઃܭ・合成を行い、そのಛੑをධՁする͜とにΑΓڥ؀に༩えるӨڹを෼ੳ・ղ明し、๛かなੜ׆を持続Մೳにする付加Ձ஋
の高い෺࣭の։発ができる૑଄ੑ๛かなਓ材のཆ成を目తとし·す。
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ᛂ⏝໬学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ 1 　 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ 1 　 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ      1 　　 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣      1 　 2 ●

  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ      1 　 2

  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ      1 　 2

  䝗イ䝒ㄒⅠ      1 　 2 　 㻼䠍

  䝗イ䝒ㄒⅡ      1 　　 2 㻼䠎

  䝗イ䝒ㄒⅢ      1 　 2 㻼䠏

  䝗イ䝒ㄒ䊣      1 　 2 㻼䠐

  䝣ランスㄒⅠ      1 　 2 㻼䠍

  䝣ランスㄒⅡ    1 　 2 㻼䠎

  䝣ランスㄒⅢ    1 　 2 㻼䠏

  䝣ランスㄒ䊣    1 　 2 㻼䠐

  中ᅜㄒⅠ    1 　 2 㻼䠍

  中ᅜㄒⅡ    1 　 2 㻼䠎

  中ᅜㄒⅢ      1 　 2 㻼䠏

  中ᅜㄒ䊣      1 　 2 㻼䠐

  య育科学Ⅰ      1 　 2 ●

  య育科学Ⅱ      1 　 2 ●

  య育科学Ⅲ      　 1 2 ●

  య育科学䊣      　 1 2 ●

　ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑

　ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒

  ♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 　 䠬䠑

  ♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 　 䠬䠒

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔

  ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬䠕

  ᩥ学      2 2 䠬䠕

  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬䠕

  ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜

  ᚰ理学      2 2 䠬1㻜

  基礎ゼミナールⅠ       1 2

  基礎ゼミナールⅡ       1 2

　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

       

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

総
合
基
礎
部
門

総

合

基

礎

部

門

摘 　要
必修

科目

選択

必修

科目

እᅜே␃学生の䜏
履修が可⬟

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年 4  年

ᣦ
ᐃ
科
目

の
ศ
㢮

毎  週  授  業  時  間  数

教職
課程

2025 年度入学　応用化学科　教育課程一覧表
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ᛂ⏝໬学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

摘 　要
必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年 4  年

ᣦ
ᐃ
科
目

の
ศ
㢮

毎  週  授  業  時  間  数

教職
課程

　ᚤศ✚ศⅠ 2 　 2

　ᚤศ✚ศⅡ 2 　 2

　⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 　 2

　⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 　 2

　物理学Ⅰ 　 2 2 ●

　物理学Ⅱ 　 2 2 ●

　物理学演習 1 2 ●

　物理学実験Ⅰ 1 2 ●

　物理学実験Ⅱ 1 2 ●

　໬学Ⅰ 2 2 ●

　໬学Ⅱ 2 2 ●

　໬学実験Ⅰ 1 2 ●

　໬学実験Ⅱ 1 2 ●

　ᆅ学Ⅰ 2  2 ●

　ᆅ学Ⅱ 2  2 ●

　ᆅ学実験Ⅰ 1  2 ●

　ᆅ学実験Ⅱ 1  2 ●

　生物学 2 2 ●

　生物学実験 1 2 ●

　理工学概論 2 2 ●

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●

　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ●

　データサイエンス・AIධ門 2 2

　数学基礎演習Ⅰ  1 2

　数学基礎演習Ⅱ  1 2

　物理学基礎演習Ⅰ  1 2

　物理学基礎演習Ⅱ  1 2

　໬学基礎演習Ⅰ 1 2

　໬学基礎演習Ⅱ  1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ  1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ  1  2

　᭷ᶵ໬学基礎 2 2 ● ×

　᭷ᶵ໬学Ⅰ 2 1 2 ●

　᭷ᶵ໬学Ⅱ 2 2 2 ●

　᭷ᶵ໬学演習 1 2 2 ● ×

　㘒య໬学 2 2 2 ● ×

　㧗ศᏊ໬学Ⅰ 2 1 2 ●

　㧗ศᏊ໬学Ⅱ 2 2 2 ●

　䝁䝻イ䝗໬学 2 2 2 ●

　㧗ศᏊ材料 2 2 2 ×

　生໬学 2 2 2 ●

　生άᨭ᥼໬学 2 2 2

　物理໬学基礎 2 2 ● ×

　物理໬学Ⅰ 2 1 2 ●

　物理໬学Ⅱ 2 3 2 ●

　物理໬学演習 1 3 2 ● ×

　㔞Ꮚ໬学Ⅰ 2 1 2

　㔞Ꮚ໬学Ⅱ 2 3 2

　㔞Ꮚ໬学演習 1 㻡 2 ×

　໬学⤖ᬗ学 2 3 2 ●

　物㉁構造学 2 3 2 ●

　物ᛶ໬学 2 3 2

　┿✵工学 2 3 2 ● ×

　⾲㠃工学 2 3 2 ●

専

門

教

育

部

門

理

工

学

基

礎

科

目

合
ᡂ
໬
学

物
㉁
・
材
料
໬
学

2025 年度入学　応用化学科　教育課程一覧表
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ᛂ⏝໬学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

摘 　要
必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年 4  年

ᣦ
ᐃ
科
目

の
ศ
㢮

毎  週  授  業  時  間  数

教職
課程

　↓ᶵ໬学基礎 2 2 ● ×

　↓ᶵ໬学Ⅰ 　 2 1 2 ●

　↓ᶵ໬学Ⅱ 2 4 2 ●

　↓ᶵ໬学演習 1 4 2 ● ×

　㟁Ẽ໬学 2 4 2 ●

　ゐ፹໬学 2 4 2

　㟁Ꮚ材料 2 4 2 ●

　ᅛయ物ᛶ 2 4 2

　エ䝛ル䜼ー໬学 2 4 2

　㔠ᒓ材料 2 4 2 ● ×

　環境材料 2 㻡 2 ●

　ඛ➃໬学 2 2 ×

　応用໬学数学 2 㻡 2

　Ᏻ全工学 2 2 ● ×

　実験基礎論 2 2 ● ×

　ศᯒ໬学 2 1 2 ●

　ᶵჾศᯒ 2 㻡 2

　ศග໬学 2 㻡 2

　໬学工学 2 㻡 2 ● ×

　ศ㞳⢭〇工学 2 㻡 2 ● ×

　ὶື⌧㇟学 2 㻡 2 ● ×

　〇ᅗ基礎 2 㻡 2 ● ×

　科学⾲⌧論 2 㻡 2 ●

　ඛ➃ᢏ⾡⟶理 2 㻡 2 ● ×

　応用໬学実験Ⅰ 2 4 ● ×

　応用໬学実験Ⅱ 2 4  ● ×

　応用໬学実験Ⅲ 3 㻢 ×

　応用໬学実験䊣 2 4 ×

　応用໬学ゼミナール 2  2 ×

　卒業研究 4 ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

×：他学部・他学科履修不可
㻖：卒業研究の毎週授業時間数は㻘前期䠐時間㻘後期䠐時間を最低条件とする

専

門

教

育

部

門

そ
の
他

ඹ

㏻

環
境
・
エ
䝛
ル
䜼
ー

材
料

4

2025 年度入学　応用化学科　教育課程一覧表
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。
　ࣗ༝科目ɼଞ学科ཤ修科目ɼଞ学෦ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はɼਐڃɼଔ業ݚ
。入され·せΜࢉண手৚݅おΑびଔ業に必要な単位数にڀ

2 ．進級の条件
　2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについてはɼ次の৚݅が必要です。
ᶃ 2 年次終了·でに ýý 単位以্を修得している͜と。
ᶄ҆શ޻学 2 単位、先୺Խ学 2 単位を修得している͜と。

3 ．応用化学実験Ⅲ・Ⅳの履修条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。
　Ԡ用Խ学実ݧⅠ・Ⅱを修得している͜と。

4 ．卒業研究の着手条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。
　૯合ૅج෦໳の必修科目（ӳޠίϛュχケーγϣンⅠ・Ⅱ）ɼઐ໳教育෦໳の必修科目（Ԡ用Խ学実ݧⅠ・Ⅱ・ᶙ・ᶚ、Ԡ用Խ学θϛφール）
をؚΈɼ110 単位以্を修得している͜と。

5 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。

෦　　໳ 項　　目 単　位　数

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

必 修 科 目 2 単位　

બ ୒ 必 修 科 目 ÿ 単位　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

ˎ ཹ ҙ 事 項 参 র

必 修 科 目 3 9 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目 5 þ 単位以্

બ ୒ 科 目 　　 ÿ 単位以্

ܭ 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্

ཹҙ事項

ઐ໳෼ྨ൪号（෼ྨの֓略） 単　位　数

1ɿԠ用Խ学ૅج科目 ÿ 単位以্

2ɿ合成Խ学にؔする科目 3 単位以্

3 ý 単位以্3ɿ෺࣭・材ྉԽ学にؔする科目 3 単位以্

4ɿڥ؀・ΤωルΪー材ྉにؔする科目 3 単位以্

5ɿԽ学΍޻学શൠにؔする科目 1 3 単位以্

（஫）෼ྨ൪号 2・3・4 については、各෼ྨにおいて 3 単位以্かつ、෼ྨ൪号 2・3・4 の合ܭで 3ý 単位以্が必要です。
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䐟 䐠 䐡

ᖜᗈ䛔ㄒ学ຊ・表⌧ຊを㌟に䛴䛡䚸ᗈ
䛔ど㔝と㧗䛔೔⌮ほを䜒䛳䛶♫఍のⓎ
ᒎに㈉⊩す䜛䛣と䛜䛷䛝䜛⬟ຊ

໬学≀㉁のᏳ඲䛺ྲྀ䜚ᢅ䛔とそ䜜を
ྍ⬟にす䜛ṇᙜ䛺ホ౯⬟ຊ䜔໬学ⓗ
䛺䜶ンジ䝙䜰䝸ン䜾䝕䝄䜲ン⬟ຊ

⏕ᾭに䜟䛯䜚୺యⓗ⮬❧ⓗに᥈ồす䜛
⬟ຊと♫఍に䛚䛔䛶ㄢ㢟ゎỴにྥ䛡䛶
༠ാ䛧䛶ྲྀ䜚⤌䜐䛣と䛜䛷䛝䜛⬟ຊ

ⱥㄒコミࣗࢣࢽーࣙࢩンⅠ ◎ ○

ⱥㄒコミࣗࢣࢽーࣙࢩンⅡ ◎ ○

ⱥㄒコミࣗࢣࢽーࣙࢩンⅢ ◎ ○

ⱥㄒコミࣗࢣࢽーࣙࢩンⅣ ◎ ○

Ⅰࣗࢩࢵࣜࢢル㺃イン࢝࢕ࢸࢡࣛࣉ ◎ ○

Ⅱࣗࢩࢵࣜࢢル㺃イン࢝࢕ࢸࢡࣛࣉ ◎ ○

ドイࢶㄒⅠ ◎ ○

ドイࢶㄒⅡ ◎ ○

ドイࢶㄒⅢ ◎ ○

ドイࢶㄒⅣ ◎ ○

ンスㄒⅠࣛࣇ ◎ ○

ンスㄒⅡࣛࣇ ◎ ○

ンスㄒⅢࣛࣇ ◎ ○

ンスㄒⅣࣛࣇ ◎ ○

୰ᅜㄒⅠ ◎ ○

୰ᅜㄒⅡ ◎ ○

୰ᅜㄒⅢ ◎ ○

୰ᅜㄒⅣ ◎ ○

体育科学Ⅰ ○ ◎

体育科学Ⅱ ○ ◎

体育科学Ⅲ ○ ◎

体育科学Ⅳ ○ ◎

ேᩥ科学基礎Ⅰ ◎ ○

ேᩥ科学基礎Ⅱ ◎ ○

♫఍科学基礎Ⅰ ◎ ○

♫఍科学基礎Ⅱ ◎ ○

化論Ⅰᩥ࢔ࢪ࢔ ◎ ○

化論Ⅱᩥ࢔ࢪ࢔ ◎ ○

Ḣ⡿ᩥ化論Ⅰ ◎ ○

Ḣ⡿ᩥ化論Ⅱ ◎ ○

ᅜ㝿㛵ಀ論 ◎ ○

ᩥ学 ◎ ○

᪥本ᅜ᠇ἲ ◎ ○

ᅜ㝿⤒῭論 ◎ ○

ᚰ理学 ◎ ○

基礎ゼミナールⅠ ○ ○ ◎

基礎ゼミナールⅡ ○ ○ ◎

⫋業指ᑟ論 ◎

ᚤ分✚分Ⅰ ◎

ᚤ分✚分Ⅱ ◎

⥺ᙧ௦数Ⅰ ◎

⥺ᙧ௦数Ⅱ ◎

物理学Ⅰ ◎

物理学Ⅱ ◎

物理学演習 ◎

物理学実験Ⅰ ○ ◎ ○

物理学実験Ⅱ ○ ◎ ○

化学Ⅰ ◎

化学Ⅱ ◎

化学実験Ⅰ ○ ◎ ○

化学実験Ⅱ ○ ◎ ○

ᆅ学Ⅰ ◎

ᆅ学Ⅱ ◎

ᆅ学実験Ⅰ ○ ◎ ○

ᆅ学実験Ⅱ ○ ◎ ○

生物学 ◎

生物学実験 ○ ◎ ○

理工学ᴫ論 ○ ◎

技術⪅೔理 ◎ ○

コンࣗࣆーターࣜࢩࣛࢸー ◎ ○

データサイエンス・AIධ門 ◎ ○

数学基礎演習Ⅰ ◎

数学基礎演習Ⅱ ◎

物理学基礎演習Ⅰ ◎

物理学基礎演習Ⅱ ◎

化学基礎演習Ⅰ ◎

化学基礎演習Ⅱ ◎

ⱥㄒ基礎演習Ⅰ ◎

ⱥㄒ基礎演習Ⅱ ◎

⥲
合
基
礎
部
門

部
門

系 ᤵᴗ科目ྡ

学఩ᤵ୚᪉㔪

理
工
学
基
礎
科
目

専
門
教
育
部
門

【 応用化学科　学習・教育到達目標と授業科目の対応表 】
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ᖜᗈ䛔ㄒ学ຊ・表⌧ຊを㌟に䛴䛡䚸ᗈ
䛔ど㔝と㧗䛔೔⌮ほを䜒䛳䛶♫఍のⓎ
ᒎに㈉⊩す䜛䛣と䛜䛷䛝䜛⬟ຊ

໬学≀㉁のᏳ඲䛺ྲྀ䜚ᢅ䛔とそ䜜を
ྍ⬟にす䜛ṇᙜ䛺ホ౯⬟ຊ䜔໬学ⓗ
䛺䜶ンジ䝙䜰䝸ン䜾䝕䝄䜲ン⬟ຊ

⏕ᾭに䜟䛯䜚୺యⓗ⮬❧ⓗに᥈ồす䜛
⬟ຊと♫఍に䛚䛔䛶ㄢ㢟ゎỴにྥ䛡䛶
༠ാ䛧䛶ྲྀ䜚⤌䜐䛣と䛜䛷䛝䜛⬟ຊ

部
門

系 ᤵᴗ科目ྡ

学఩ᤵ୚᪉㔪

有機化学基礎 ◎

有機化学Ⅰ ◎

有機化学Ⅱ ◎

有機化学演習 ◎

高分子化学Ⅰ ◎

錯体化学 ◎

高分子化学Ⅱ ◎

コロイド化学 ◎

生化学 ◎

高分子材料 ◎

生活支援化学 ◎

物理化学基礎 ◎

量子化学Ⅰ ◎

物理化学Ⅰ ◎

物理化学Ⅱ ◎

量子化学Ⅱ ◎

物理化学演習 ◎

量子化学演習 ◎

化学結晶学 ◎

物質構造学 ◎

真空工学 ◎

物性化学 ◎

表面工学 ◎

無機化学基礎 ◎

無機化学Ⅰ ◎

無機化学Ⅱ ◎

無機化学演習 ◎

電気化学 ◎

触媒化学 ◎

電子材料 ◎

エネルギー化学 ◎

固体物性 ◎

環境材料 ◎

金属材料 ◎

応用化学数学 ◎

先端化学 ○ ◎

安全工学 ◎

分析化学 ◎

実験基礎論 ◎

化学工学 ◎

機器分析 ◎

分光化学 ◎

分離精製工学 ◎

流動現象学 ◎

製図基礎 ◎

科学表現論 ○ ○ ◎

先端技術管理 ○ ◎

応用化学実験Ⅰ ○ ◎ ○

応用化学実験Ⅱ ○ ◎ ○

応用化学実験Ⅲ ○ ◎ ○

応用化学実験Ⅳ ○ ◎ ○

応用化学ゼミナール ○ ◎ ○

卒業研究 ○ ○ ◎

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ ◎ ○

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ ◎ ○

専
門
教
育
部
門

　本学科では，卒業要件に各部門・各項目の単位数に加え，専門教育部門において必要な修得科目を定めています。教育課程一覧表の必修科目および選択必修科目につ
いて，指定科目の分類ごとに必要な単位数は原則として以下のとおりです。

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料

共
通

合
成
化
学

物
質
・
材
料
化
学

※留意事項

そ
の
他

【 応用化学科　学習・教育到達目標と授業科目の対応表 】
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ઐ໳෼ྨ൪号（෼ྨの֓略） 単　位　数

1ɿԠ用Խ学ૅج科目 ÿ 単位以্

2ɿ合成Խ学にؔする科目 3 単位以্

3 ý 単位以্3ɿ෺࣭・材ྉԽ学にؔする科目 3 単位以্

4ɿڥ؀・ΤωルΪー材ྉにؔする科目 3 単位以্

5ɿԽ学΍޻学શൠにؔする科目 1 3 単位以্

（஫）෼ྨ൪号 2・3・4 については、各෼ྨにおいて 3 単位以্かつ、෼ྨ൪号 2・3・4 の合ܭで 3ý 単位以্が必要です。

分類番号　　　1　༗ػԽ学Ⅰ・高෼ࢠԽ学Ⅰ・෺ཧԽ学Ⅰ・ྔࢠԽ学Ⅰ・ແػԽ学Ⅰ・෼ੳԽ学
2　༗ػԽ学Ⅱ・༗ػԽ学ԋ習・ࡨମԽ学・高෼ࢠԽ学Ⅱ・ίϩΠυԽ学・高෼ࢠ材ྉ・ੜԽ学・ੜࢧ׆ԉԽ学
3　෺ཧԽ学Ⅱ・෺ཧԽ学ԋ習・ྔࢠԽ学Ⅱ・Խ学݁থ学・෺࣭構଄学・෺ੑԽ学・ਅۭ޻学・表面޻学
4　ແػԽ学Ⅱ・ແػԽ学ԋ習・ిؾԽ学・৮ഔԽ学・ిࢠ材ྉ・ݻମ෺ੑ・ΤωルΪーԽ学・ۚଐ材ྉ
科学・ૅج৅学・੡ਤݱ学・ྲྀಈ޻学・෼཭ਫ਼੡޻෼ੳ・෼ޫԽ学・Խ学ثػ・材ྉ・Ԡ用Խ学数学ڥ؀・Խ学ԋ習ࢠྔ　5

表ݱ࿦・先୺ٕज़؅ཧ

Ԡ用Խ学科　学習・教育౸ୡ目ඪ
　ຊ学科の学習・教育౸ୡ目ඪは以ԼのとおΓで͋る。

ᶃ ෯޿いޠ学ྗ・表ྗݱを਎につけ、޿いࢹ໺と高いྙཧ؍を΋ってࣾձの発లにݙߩする͜とができるೳྗ
ᶄ Խ学෺࣭の҆શな取ΓѻいとそれをՄೳにするਖ਼当なධՁೳྗ΍Խ学తなΤンジχΞϦンάσβΠンೳྗ
ᶅ ੜ֔にわたΓओମతཱࣗతに୳ٻするೳྗとࣾձにおいて՝୊ղ決に向けてڠಇして取Γ૊む͜とができるೳྗ
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（2024年度入学生から適用）

期前期後部門 期前期後期前 期後期前期後

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカルイングリッシュⅠ プラクティカルイングリッシュⅡ

Ⅳ語スンラフⅢ語スンラフⅡ語スンラフⅠ語スンラフ
Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドⅠ語ツイド

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ アジア文化論Ⅱ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

基礎ゼミナールⅡ 職業指導論

論済経際国論係関際国

学理心学文

日本国憲法

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体Ⅱ学科育体Ⅰ学科育体

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ 欧米文化論Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

Ⅱ学地Ⅰ学地Ⅱ学理物Ⅰ学理物

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ験実学地Ⅰ験実学地習演学理物

験実学物生学物生

理工学概論

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

Ⅱ験実学化Ⅰ験実学化

技術者倫理

コンピューターリテラシー

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

᭷ᶵ化学Ⅰ

環
境
・
エ
䝛
ル
䜼

材
料

Ⅰ学化ᶵ↓礎基学化ᶵ↓

理
工
学
基
礎
科
目

Ⅱ分積分微Ⅰ分積分微

᭷ᶵ化学Ⅱ

専
門
教
育
部
門

合
ᡂ
化
学

᭷ᶵ化学基礎

物
㉁
・
材
料
化
学

習演学化理物Ⅰ学化理物礎基学化理物

物理化学Ⅱ

習演学化Ꮚ㔞Ⅱ学化Ꮚ㔞Ⅰ学化Ꮚ㔞

学化ー䜼ル䝛エ学化፹ゐⅡ学化ᶵ↓

学工㠃⾲学工空┿

化学⤖ᬗ学

学化ᛶ物学造構㉁物

ᅛ体物ᛶ

環境材料

㔠ᒓ材料

ඹ
㏻

そ
の
他

分ᯒ化学 ᶵჾ分ᯒ

分ග化学

Ᏻ全工学

料材Ꮚ㟁学化Ẽ㟁

〇図基礎

論⌧⾲学科

学工〇⢭㞳分学工学化論礎基験実

ὶື⌧㇟学

Ⅲ

データサイエンス・AI入門

Ⅰ学化Ꮚ分㧗

学化体㘒

ඛ➃化学

応用化学数学

応用化学実験 応用化学実験Ⅱ 応用化学実験 応用化学実験Ⅳ

学化ドイ䝻コ

Ⅱ学化Ꮚ分㧗

学化生

料材Ꮚ分㧗

学化᥼ᨭά生

理⟶術技➃ඛ

応用化学ゼミナール

卒業研究

自由科目選択科目選択必修科目必修科目 ඹྠ科目（O） ඹྠ科目（Z）

↓ᶵ化学演習

᭷ᶵ化学演習

理工学部 応用化学科（１～４年） 授業科目履修系統図

1年 2年 3年 4年

Ⅰ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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（2024年度入学生から適用）

期前期後部門 期前期後期前 期後期前期後

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカルイングリッシュⅠ プラクティカルイングリッシュⅡ

Ⅳ語スンラフⅢ語スンラフⅡ語スンラフⅠ語スンラフ
Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドⅠ語ツイド

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ アジア文化論Ⅱ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

基礎ゼミナールⅡ 職業指導論

論済経際国論係関際国

学理心学文

日本国憲法

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体Ⅱ学科育体Ⅰ学科育体

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ 欧米文化論Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

Ⅱ学地Ⅰ学地Ⅱ学理物Ⅰ学理物

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ験実学地Ⅰ験実学地習演学理物

験実学物生学物生

理工学概論

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

Ⅱ験実学化Ⅰ験実学化

技術者倫理

コンピューターリテラシー

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

᭷ᶵ化学Ⅰ

環
境
・
エ
䝛
ル
䜼

材
料

Ⅰ学化ᶵ↓礎基学化ᶵ↓

理
工
学
基
礎
科
目

Ⅱ分積分微Ⅰ分積分微

᭷ᶵ化学Ⅱ

専
門
教
育
部
門

合
ᡂ
化
学

᭷ᶵ化学基礎

物
㉁
・
材
料
化
学

習演学化理物Ⅰ学化理物礎基学化理物

物理化学Ⅱ

習演学化Ꮚ㔞Ⅱ学化Ꮚ㔞Ⅰ学化Ꮚ㔞

学化ー䜼ル䝛エ学化፹ゐⅡ学化ᶵ↓

学工㠃⾲学工空┿

化学⤖ᬗ学

学化ᛶ物学造構㉁物

ᅛ体物ᛶ

環境材料

㔠ᒓ材料

ඹ
㏻

そ
の
他

分ᯒ化学 ᶵჾ分ᯒ

分ග化学

Ᏻ全工学

料材Ꮚ㟁学化Ẽ㟁

〇図基礎

論⌧⾲学科

学工〇⢭㞳分学工学化論礎基験実

ὶື⌧㇟学

Ⅲ

データサイエンス・AI入門

Ⅰ学化Ꮚ分㧗

学化体㘒

ඛ➃化学

応用化学数学

応用化学実験 応用化学実験Ⅱ 応用化学実験 応用化学実験Ⅳ

学化ドイ䝻コ

Ⅱ学化Ꮚ分㧗

学化生

料材Ꮚ分㧗

学化᥼ᨭά生

理⟶術技➃ඛ

応用化学ゼミナール

卒業研究

自由科目選択科目選択必修科目必修科目 ඹྠ科目（O） ඹྠ科目（Z）

↓ᶵ化学演習

᭷ᶵ化学演習

理工学部 応用化学科（１～４年） 授業科目履修系統図

1年 2年 3年 4年

Ⅰ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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5 ) 機械工学科

学位授与方針
Diploma Policy

学科において޻ցػ、きͮج学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆとຊ学科ਓ材ཆ成目తに޻ցػ　 4 年以্ࡏ学し、学科が定めるଔ業に必要な 124
単位以্を修得した্で、以Լの要݅ʀᶃ、ᶄ、ᶅをຬたす学ੜにରしてଔ業を認定し、学࢜（޻学）の学位を授༩し·す。

ᶃػցٕज़者として必要な教ཆとྙཧ؍を༗し、ٕज़者としてのࣾձత੹೚を֮ࣗした্で、޿いࢹ໺を持って൑断できる。
ᶄػցٕज़者としてઐ໳తなૅج学ྗと科学ٕज़のԠ用ྗを持ち、࣌୅のχーζにద合したٕज़を׆用できる。
ᶅཱࣗしたٕज़者として問୊を発ݟし、՝୊ղ決に向けてओମతに学Ϳとಉ࣌にଞ者とڠಇして取Γ૊む͜とで、ࣾձかΒ৴頼される

資࣭を༗する。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

学科は、ຊ学科の教育目ඪをୡ成し、学位授༩ํ਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけさせるため、次のΑうな教育՝ఔをฤ成し、実޻ցػ　
施し·す。

ᶃ教ཆ教育は、֎ޠࠃ、ମ育科学、ਓจ科学、ࣾ ձ科学等の教ཆ科目と、数学、෺ཧ学、Խ学、ٕ ज़者ྙཧ等のཧ޻学ૅج科目を௨͡て、
ਓとして必要な教ཆとྙཧ؍をཆう͜とにΑΓ෯޿いਓ間ੑをഓい、શ஍ٿతなࢹ໺で෺事をཧղし、表ݱできるΑうにする。

ᶄઐ໳教育では、ʮ೤・ྲྀମʯ、ʮ材ྉ・ڧ౓ʯ、ʮઃܭ・ੜ࢈ʯ、ʮӡಈྗ学・੍ޚʯの 4 つの෼໺とڞ௨෼໺かΒ成る科目܈をૅجかΒ
Ԡ用へとஈ֊తに構成する͜とでその内༰を充実させ、ػցٕज़者に必要なૅج学ྗをཆう。さΒに、それΒをػց޻学実習΍ػց
ઃૅجܭなͲのઃܭ・実習科目の教育と༗ػతに݁びつける͜とにΑって΋のͮくΓྗをཆ成する。

ᶅػց޻学科では、1 年次に։ߨされるػց޻学֓࿦なΒびに 2 年次に։ߨされるػց޻学実習で、学ੜへのಈػ付けを行うとと΋に、
実ײ教育を実施する。さΒに、1 ～ 3 学年に഑当されるػցઃػ、ૅجܭցઃܭ においてೳಈత学修の要ૉを取ݧ学実޻ցػ、2・1
Γ入れ、ࣗओੑとཱࣗੑをཆう。さΒに、3 年次のػց޻学実ݧ΍ػցઃܭ・੡作では、ઐ໳తなૅج学ྗと科学ٕज़Ԡ用ྗをۦ使
して、՝୊ղ決に向けてڠಇして取Γ૊む͜とを学Ϳ。最終学年（4 年次）のଔ業ڀݚでは、ཱࣗしたٕज़者として問୊を発ݟし、
ղ決するೳྗがഓわれるΑうにする。͜れΒの教育にΑΓ、ੜ֔にわたってओମతに学び、૬ޓཧղ΍ҙ׵ަݟができるૉ஍を育む。

ᶆػց޻学科では、γϥόスに示した内༰にͮجきݫ格に成੷をධՁして単位認定を行い、学ੜݸผの成੷表にͮجき学修指導΍各種
ॱ位ͮけを行う。担೚΍ଔ業ڀݚ担当者等が学ੜの成੷΍学修ଶ౓を૯合తに൑断してݸผ指導するମ੍を੔え、学ੜݸʑのୡ成౓
とকདྷܭըにԠ͡て学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

学科は、ຊ学科のଔ業認定・学位授༩のํ਑をཧղし、高等学校等における学習を௨して、次のΑうな資࣭・ೳྗを਎につけて޻ցػ　
いるਓを受入れ·す。

ᶃ一ൠબൈでは、数学、ཧ科おΑびӳޠの高いૅج学ྗを༗する。学校ਪનܕબൈ・ಛผ入学ݧࢼでは、高等学校教育の内༰をݎ実に
修得し、数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを༗する。

ᶄ数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを׆用して、ࣗΒ問୊を発ݟしそのղ決に向けて୳ڀし、成Ռ等を表ݱするためのجຊとなるߟࢥ
ྗ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗する。

ᶅػց޻学෼໺を中心とする科学・ٕज़にڵຯを΋った্でࣗओੑと೪Γڧく学Ϳҙࢥが͋Γ、ओମੑを持ってଟ༷なਓʑとྗڠして、
。するҙཉを༗するݙߩ学෼໺の科学・ٕज़を用いてࣾձ޻ցػ

01

02

03

機械工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　21 อશɼ高౓な৘報ٕज़ڥ؀ٿをચ࿅しɼさΒに஍ݟとして成ཱしていくためにはɼ͜れ·で֫得してきた஌ࠃを೔ຊが科学ٕज़ཱلੈ

なͲの৽しいٕज़の૑଄がٻめΒれてい·す。そうした中でɼػց޻学はٕज़ࣾձのࠜװをࢧえるॏ要な学問ですがɼؔ܎する෼໺はۃめ

て޿くɼػցٕज़者にٻめΒれる஌ࣝはଟذに࿱Γɼؔ࿈する高౓な஌ࣝを໢ཏతに֫得する͜とは༰қでは͋Γ·せΜ。そ͜でػց޻学

科ではɼ͜の༷にࡨ૰したݱ୅ࣾձͩかΒ͜そجຊにཱちฦΓɼૅج学ྗを਎につけるための教育とɼࣗΒが実ફしɼٕज़者としてཱࣗし

て学び続ける͜とができるೳྗを付༩する教育にॏ఺をஔきɼࣾ ձにݙߩするٕज़者となΓうるਓ材の育成を最ॏ要՝୊としてい·す。·たɼ

ٕज़ͩけにनわれる͜となくɼྙཧ؍への଄ܮをਂめつつɼ࣌୅のมֵにढ़හにରԠできるٕज़者の育成をॏ要ࢹしてい·す。۩ମతにはɼ

੡作な・ܭ教育となるઃײցྗ学ɼ೤ྗ学おΑびྲྀମྗ学をॏ఺科目として位ஔͮけしつつɼ実ફతମػとなる材ྉྗ学ɼૅج学の޻ցػ

Ͳを取Γ入れɼػցのしくΈ΍ݱ৅をཧղするためのػց޻学のઐ໳஌ࣝをஈ֊తに習得するΧϦΩュϥϜをଟ数用ҙするとと΋にɼࣗݾ

学習をଅす教育との࿈ܞをີにした指導ମ੍のԼで教育׆ಈを行い·す。

　͜のΑうなํ਑にͮجいてػց޻学科ではɼ以Լの教育成Ռを備えた学ੜを育成するための学習教育目ඪをઃ定し·した。

1ɽ学習教育目ඪ

1�1　使໋

　ద੾な教育ڥ؀を提ڙする͜とにΑΓɼਓ間తに΋ٕज़తに΋ཱࣗしてػցઃܭ΍問୊ղ決に取Γ૊む͜とができるٕज़者としてɼ

ࣾձにݙߩするਓ材を育成する。

1�2　教育目ඪ

。学త՝୊をղ決できる஌ࣝを֫得する͜と޻　1�2�1

1�2�2　ઃܭに必要な஌ࣝとπールをԠ用しɼૅجతなઃܭができる͜と。

1�2�3　νーϜ内でίϛュχケーγϣンを取ΓながΒɼओମతに行ಈできる͜と。

。できる͜とݙߩを持ってࣾձに؍しɼྙཧ࡯をಎڹցٕज़者としてࣾձへのӨػ　1�2�4

1�3　教育成Ռ

஌ࣝとԠ用ೳྗૅج学޻（"）

（"�1）ࣗવ科学の޻学తૅج஌ࣝとしてɼඍ෼ੵ෼ɼઢܗ୅数おΑびχュートンྗ学なͲがཧղできる。

（"�2）Ԡ用ೳྗとしてɼ科学తɼٕज़త事項をɼϓϩάϥϜޠݴ・数式・ਤなͲを用いて表ݱできる。

（#）ઐ໳஌ࣝとԠ用ೳྗ

ૅج学にؔする޻ցػ（#�1） 4 ྗ学（材ྉྗ学ɼྲྀମྗ学ɼ೤ྗ学ɼػցྗ学）なͲのૅجతઐ໳஌ࣝがཧղできる。

学のઐ໳஌޻ցػ৅をཧղするためのݱցのしくΈ΍ػ学のԠ用ೳྗとしてɼྗૅج（#�2） （学なͲ޻ց加ػցৼಈ学ɼػ学ɼ޻ޚ੍ࣝ）

がཧղできる。

（$）ΤンジχΞϦンάσβΠンೳྗ

（$�1）ઃܭに必要なίンϐュータπールの׆用ができる。

。ができるܭのઃ（なͲंࣃ΍࣠）ց要ૉػ஌ࣝおΑびઐ໳஌ࣝをԠ用しɼૅج学త޻（$�2）

。ができるܭのઃ（なͲػ଎ݮ）ցػ஌ࣝおΑびઐ໳஌ࣝをԠ用しɼ؆単なૅج学త޻（$�3）

（$�4）要ٻされるػցの༷࢓にରしてɼઃܭ・੡作ができる。

（$�5）加޻޻ఔ΍そのٕज़を習得しɼ؆қな෦材を੡作できる。

（$�ý）ػց޻学のૅجత事৅のܭଌ・実ݧ・ධՁができる。

（%）ίϛュχケーγϣンೳྗ

。用できる׆学ྗを਎につけɼޠૅجཧղに必要なޓԽにおけるɼٕज़資ྉのཧղおΑびଞのٕज़者との૬ࡍࠃ（%�1）

（%�2）構૝した΋のをܭը・実行しɼ݁ՌについてϨϙート（ઃܭॻ・ଔ業࿦จ・報告ॻ）΍ϓϨθンςーγϣン資ྉを作成しɼ発

表する͜とができる。

を取Γ·とめɼղ決ࡦめɼそれにରするํۃݟ学త問୊を޻にରしてɼνーϜ内で౼࿦して༷࢓学にؔ࿈したςーϚ΍޻ցػ（%�3）

できる。

続తॲཧೳྗܧ・ըతܭ（&）

（&�1）༩えΒれたઃظ・༷࢓ܭ೔ ŋ 予ࢉの੍໿のԼでɼখػܕցをઃܭ੡作できる。

。続తに学習できるܧ・ಈを行いɼ目త਱行のためにࣗओత׆ຯを持ちɼࣗΒௐ査ڵ学ؔ࿈ςーϚについて޻ցػ（�2&）

（'）ٕज़者ྙཧ

。のॏ要ੑをཧղする͜とができる؍ցٕज़者が持つ΂きࣾձにରする੹೚とྙཧػ（�1'）

（'�2）科学ٕज़が஍ڥ؀ٿ΍ࣾձに及΅すӨڹとޮՌをཧղする͜とができる。
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（(）஍ٿతࢹ఺

（(�1）ࣾձにؔわる事৅（ਓจ科学ɼࣾձ科学なͲ）のૅج஌ࣝに৮れɼそれΒの૬܎ؔޓをཧղする͜とができる。

。成するܗを؍ցٕज़者としてのΩϟϦΞػとޮՌをཧղしɼকདྷ͋る΂きڹ΍ࣾձにおΑ΅すӨڥ؀ٿցٕज़が஍ػ（�2)）
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ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ 1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ 1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ 1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣 1 2 ●

  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ 1 2

  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ 1 2

  䝗イ䝒ㄒⅠ 1 2 㻼䠍

  䝗イ䝒ㄒⅡ 1 2 㻼䠎

  䝗イ䝒ㄒⅢ 1 2 㻼䠏

  䝗イ䝒ㄒ䊣 1 2 㻼䠐　

  䝣ランスㄒⅠ 1 2 㻼䠍

  䝣ランスㄒⅡ 1 2 㻼䠎

  䝣ランスㄒⅢ 1 2 㻼䠏

  䝣ランスㄒ䊣 1 2 㻼䠐　

  中ᅜㄒⅠ 1 2 㻼䠍

  中ᅜㄒⅡ 1 2 㻼䠎

  中ᅜㄒⅢ 1 2 㻼䠏

  中ᅜㄒ䊣 1 2 㻼䠐　

  య育科学Ⅰ 1 2 ●

  య育科学Ⅱ 1 2 ●

  య育科学Ⅲ 1 2 ●

  య育科学䊣 1 2 ●

  ேᩥ科学基礎Ⅰ 2 2 䠬䠑

  ேᩥ科学基礎Ⅱ 2 2 䠬䠒

  ♫఍科学基礎Ⅰ 2 2 䠬䠑

  ♫఍科学基礎Ⅱ 2 2 䠬䠒

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ 2 2 䠬䠓

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ 2 2 䠬䠔

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ 2 2 䠬䠓

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ 2 2 䠬䠔

  ᅜ㝿㛵ಀ論 2 2 䠬䠕

  ᩥ学 2 2 䠬䠕

  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ 2 2 ● 䠬䠕

  ᅜ㝿⤒῭論 2 2 䠬1㻜

  ᚰ理学 2 2 䠬1㻜

  基礎ゼミナールⅠ 1 2

  基礎ゼミナールⅡ 1 2

　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

部

門

 単 位 数

系 授    業    科    目    名 選択

科目

総
合
基
礎
部
門

総

合

基

礎

部

門

摘          要3  年

毎  週  授  業  時  間  数

እᅜே␃学生の䜏
履修が可⬟

1  年 教職
課程

2  年 4  年自由

科目

必修

科目

選択
必修
科目

2025 年度入学　機械工学科　教育課程一覧表
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ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

部

門

 単 位 数

系 授    業    科    目    名 選択

科目

摘          要3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年 教職
課程

2  年 4  年自由

科目

必修

科目

選択
必修
科目

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2

  ᚤศ✚ศⅡ 2 2

  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2

  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2

  物理学Ⅰ 2 2 ●

  物理学Ⅱ 2 2 ●

  物理学演習 1 2 ●

  物理学実験Ⅰ 1 2 ●

  物理学実験Ⅱ 1 2 ●

  ໬学Ⅰ 2 2 ●

  ໬学Ⅱ 2 2 ●

  ໬学実験Ⅰ 1 2 ●

  ໬学実験Ⅱ 1 2 ●

  ᆅ学Ⅰ 2 2 ●

  ᆅ学Ⅱ 2 2 ●

  ᆅ学実験Ⅰ 1 2 ●

  ᆅ学実験Ⅱ 1 2 ●

  生物学 2 2 ●

  生物学実験 1 2 ●

  理工学概論 2 2 ●

  ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●

  䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ●

  データサイエンス・AIධ門 2 2

　数学基礎演習Ⅰ 1 2

　数学基礎演習Ⅱ 1 2

　物理学基礎演習Ⅰ 1 2

　物理学基礎演習Ⅱ 1 2

　໬学基礎演習Ⅰ 1 2

　໬学基礎演習Ⅱ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2

  ⇕力学Ⅰ 2 2 ●

  ⇕力学Ⅱ 2 2 ●

  ఏ⇕工学 2 2 ●

  ⇕ᶵ㛵工学 2 2 ●

  ὶయ力学Ⅰ 2 2 ●

  ὶయ力学Ⅱ 2 2 ●

　ὶయᶵᲔ 2 2 ●

  応用ὶయ力学 2 2 ●

  材料力学Ⅰ 2 2 ●

  材料力学Ⅱ 2 2 ●

  材料ᙉᗘ学Ⅰ 2 　 2 ●

  材料ᙉᗘ学Ⅱ 2 　 2 ●

  ᶵᲔ材料 2 2 ●

　ᶵᲔ設計基礎 2 4 ×

　ᶵᲔ設計Ⅰ 2 4 ● ×

  ᶵᲔ設計Ⅱ 2 4 ● ×

  ᶵᲔ要⣲ 2 2 ● ×

  ᶵᲔຍ工学 2 2 ●

  ረᛶຍ工学 2 2 ●

　生産ຍ工学 2 2

　生産⟶理 2 2 ●

専

門

教

育

部

門

材
料
・
ᙉ
ᗘ
科
目

設
計
・
生
産
科
目

⇕
・
ὶ
య
科
目

理

工

学

基

礎

科

目

2025 年度入学　機械工学科　教育課程一覧表
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ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

部

門

 単 位 数

系 授    業    科    目    名 選択

科目

摘          要3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年 教職
課程

2  年 4  年自由

科目

必修

科目

選択
必修
科目

  ᶵ構学 2 2 ●

  ᶵᲔ力学Ⅰ 2 2 ●

  ᶵᲔ力学Ⅱ 2 2 ●

　ᶵᲔ᣺ື学 2 2 ●

　制ᚚ工学Ⅰ 2 2 ●

  制ᚚ工学Ⅱ 2 2 ●

  䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミング 2 2 ● ×

  䝁ン䝢䝳ーターシミ䝳䝺ーション 2 2 ● ×

  ᶵᲔᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ×

  基礎㟁Ẽ工学 2 2 ● ×

  基礎㟁Ꮚ工学 2 2 ● ×

  ᶵᲔ設計・〇作 4 4 4 ● ×䘏

  ᶵᲔ工学実習 2 4 ● ×

  ᶵᲔ工学実験 2 4 ● ×

　ᶵᲔ工学概論 2 2 ● ×

　応用数学Ⅰ 2 2

　応用数学Ⅱ 2 2

  応用力学 2 2

  㟁☢Ẽ学 2 2

　データゎᯒ工学 2 2 ●

　㻯A㻱 2 2 ● ×

　計 工学 2 2 ●

　᪂ᢏ⾡概論 2 2 ● ×

　ᢏ⾡ⱥㄒ 2 2 ●

  インターンシップ 1 △ ×△

  ラ䝪ラ䝖䝸ー・䝉ミナー 1 2 ×

  卒業研究 4 ＊ ＊ ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

×：他学部・他学科履修不可

＊：卒業研究の毎週授業時間数は䠈前期4時間䠈後期4時間を最低条件とする。

䘏：ᶵᲔ設計・〇作は㏻年䛷実施䛥䜜るが、科目のᛶ᱁ୖ、㐍⾜≧ἣによ䛳て、

　　ኟ期休暇中や時間እ䛷のྲྀ⤌䜏䜒必要に䛺る可⬟ᛶがある。

△：インターンシップはኟᏘ休暇中に実施する。

専

門

教

育

部

門
そ
の
他

㐠
ື
力
学
・
制
ᚚ
科
目

ඹ

㏻

科

目

2025 年度入学　機械工学科　教育課程一覧表
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。

　ࣗ༝科目ɼଞ学෦・ଞ学科ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はɼਐڃɼଔ業ڀݚண手お

Αびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

2 ．進級の条件
　ਐڃについてはɼ次の৚݅が必要です。

1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

1 年次終了·でに 22 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

2 年次終了·でに ýý 単位以্を修得している͜ととซせてɼػց޻学֓࿦ɼඍ෼ੵ෼Ⅰ・Ⅱɼઢܗ୅数Ⅰ・ⅡおΑび෺ཧ学Ⅰ・Ⅱにつ

いてす΂て修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。

　ઐ໳教育෦໳（ཧ޻学ૅج科目をؚむ）の必修科目（19 科目）のうち 1ý 科目をؚΈɼ૯合ૅج෦໳΋ؚめて 10ý 単位以্を修得している

͜と。

　たͩしɼػցઃૅجܭɼػցઃܭⅠ・Ⅱɼػց޻学実習おΑびػց޻学実ݧについてす΂て修得している͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

બ ୒ 必 修 科 目 1 0 単位　　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

合 ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 4 2 単位　　

બ ୒ 科 目 ý 2 単位以্ˎ

合 ܭ 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্

ˎ　͜のうちɼબ୒必修科目 ý 単位以্ɼ׌つઐ໳教育෦໳のうち೤・ྲྀମ科目ɼ材ྉ・ڧ౓科目ɼઃܭ・ੜ࢈科目ɼӡಈྗ学・੍ޚ科目ɼ

及びڞ௨科目において 50 単位以্をؚむ͜と
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部門 系

物理学演習

生物学

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䡸䢌䡩䢖䡬䡸䡪䢙

データゎᯒ工学

生物学実験

技術者倫理

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䢈䢛䢗䡴䢚䢓䢌䢙䡴䢚

日本国憲法

Ⅱ験実学地Ⅰ験実学地Ⅱ学地Ⅰ学地Ⅱ学理物

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

理工学部 ᶵᲔ工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

後期

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

期後期前前期

職業指導論

期後期前期後 前期

プラクティカルイングリッシュⅡ

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドⅠ語ツイド

プラクティカルイングリッシュⅠ

Ⅳ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体Ⅱ学科育体

アジア文化論Ⅱ

中国語Ⅲ

国際経済論

体育科学Ⅰ

国際関係論

学文学理心Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧Ⅱ礎基学科会社Ⅰ礎基学科会社

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

Ⅱ分積分微Ⅰ分積分微

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

物理学Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ験実学化Ⅰ験実学化

理工学概論

ᶵᲔ工学概論

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

ᶵᲔ工学実習

ඹ
㏻

技術英語

Ⅱ学数用応Ⅰ学数用応

応用力学

㟁☢Ẽ学

基礎㟁Ẽ工学 基礎㟁Ꮚ工学

ᶵᲔ技術者倫理

ᶵᲔ工学実験

設
計
・
生
産

Ⅱ計設ᲔᶵⅠ計設Ეᶵ礎基計設Ეᶵ

ᶵᲔせ⣲

究研業卒作〇・計設Ეᶵ

䡮䢙䡼䡬䢙䡸䡫䢈䢛

計 工学

᪂技術概論ラ䝪ラ䝖リー・䝉ミナー

CAE

⇕
・
ὶ
体

ᶵᲔຍ工学 ረᛶຍ工学 学工ຍ産生

Ⅰ学力Ეᶵ Ⅱ学力Ეᶵ

制ᚚ工学Ⅰ

⇕力学Ⅰ

ᶵ構学

Ⅰ学力体ὶ Ⅱ学力体ὶ Ეᶵ体ὶ

料材Ეᶵ Ⅰ学力料材 Ⅱ学力料材 材料ᙉ度学

コンピューターリテラシー

理⟶産生

ᶵᲔ᣺ື学

制ᚚ工学Ⅱ

⇕力学Ⅱ

⇕ᶵ関工学

ఏ⇕工学

学力体ὶ用応

材料ᙉ度学Ⅱ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目 選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門

㐠
ື
ຊ
Ꮫ
呍

ไ
ᚚ

ᮦ
ᩱ
呍
ᙉ
ᗘ

そ
の
他
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部門 系

物理学演習

生物学

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䡸䢌䡩䢖䡬䡸䡪䢙

データゎᯒ工学

生物学実験

技術者倫理

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䢈䢛䢗䡴䢚䢓䢌䢙䡴䢚

日本国憲法

Ⅱ験実学地Ⅰ験実学地Ⅱ学地Ⅰ学地Ⅱ学理物

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

理工学部 ᶵᲔ工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

後期

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

期後期前前期

職業指導論

期後期前期後 前期

プラクティカルイングリッシュⅡ

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドⅠ語ツイド

プラクティカルイングリッシュⅠ

Ⅳ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体Ⅱ学科育体

アジア文化論Ⅱ

中国語Ⅲ

国際経済論

体育科学Ⅰ

国際関係論

学文学理心Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧Ⅱ礎基学科会社Ⅰ礎基学科会社

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

Ⅱ分積分微Ⅰ分積分微

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

物理学Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ験実学化Ⅰ験実学化

理工学概論

ᶵᲔ工学概論

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

ᶵᲔ工学実習

ඹ
㏻

技術英語

Ⅱ学数用応Ⅰ学数用応

応用力学

㟁☢Ẽ学

基礎㟁Ẽ工学 基礎㟁Ꮚ工学

ᶵᲔ技術者倫理

ᶵᲔ工学実験

設
計
・
生
産

Ⅱ計設ᲔᶵⅠ計設Ეᶵ礎基計設Ეᶵ

ᶵᲔせ⣲

究研業卒作〇・計設Ეᶵ

䡮䢙䡼䡬䢙䡸䡫䢈䢛

計 工学

᪂技術概論ラ䝪ラ䝖リー・䝉ミナー

CAE

⇕
・
ὶ
体

ᶵᲔຍ工学 ረᛶຍ工学 学工ຍ産生

Ⅰ学力Ეᶵ Ⅱ学力Ეᶵ

制ᚚ工学Ⅰ

⇕力学Ⅰ

ᶵ構学

Ⅰ学力体ὶ Ⅱ学力体ὶ Ეᶵ体ὶ

料材Ეᶵ Ⅰ学力料材 Ⅱ学力料材 材料ᙉ度学

コンピューターリテラシー

理⟶産生

ᶵᲔ᣺ື学

制ᚚ工学Ⅱ

⇕力学Ⅱ

⇕ᶵ関工学

ఏ⇕工学

学力体ὶ用応

材料ᙉ度学Ⅱ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目 選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門

㐠
ື
ຊ
Ꮫ
呍

ไ
ᚚ

ᮦ
ᩱ
呍
ᙉ
ᗘ

そ
の
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6 ) 交通機械工学科

学位授与方針
Diploma Policy

　ަ௨ػց޻学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆとຊ学科のਓ材ཆ成目తにͮجき、以Լの要݅ʀᶃ、ᶄ、ᶅをຬたす学ੜにରしてଔ業を認定し、
学࢜（޻学）の学位を授༩し·す。

ᶃ෯޿い教ཆとޠ学ྗを਎につけ、それにཪ打ちされた޿いࢹ໺と高いྙཧ؍を΋って、ަ௨ػցの発లにݙߩするҙࢤとೳྗを༗す
る。

ᶄػց޻学とަ௨ػց޻学のઐ໳෼໺にԠ͡た科学・ٕज़のૅجとなる஌ࣝを修得し、それを׆用してػցٕज़者として種ʑの問୊を
ղ決するೳྗを༗する。

ᶅػց޻学とަ௨ػց޻学にؔして、ੜ֔にわたΓओମత、ཱࣗతに୳ڀするೳྗを਎につけ、さΒに、ࣾձにおいてそれΒの՝୊ղ
決に向けてڠಇして取Γ૊む͜とのできるೳྗを༗する。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　ަ௨ػց޻学科は、ଔ業認定・学位授༩のํ਑に示すೳྗを਎につけさせるため、教ཆ教育とઐ໳教育ΑΓ構成される教育՝ఔをฤ成
し·す。ೋつの෼໺において一定数以্の単位の修得をٛ຿付け、ػցٕज़者としてަ௨ػց޻学にؔするਂい஌ࣝ・ཧղを਎につける
ための෯޿い学修をٻめ·す。

ᶃ教ཆ教育は、֎ޠࠃ、ମ育科学、ਓจ科学、ࣾձ科学等の教ཆ科目と数学、෺ཧ学、Խ学、ٕज़者ྙཧ等のཧ޻学ૅج科目にΑΓฤ
成される。͜れΒの科目を学Ϳ͜とにΑΓػցٕज़者として෯޿いࢹ໺とྙཧ؍をཆうとڞに、ަ௨ػց޻学のઐ໳教育にਐむ্で
ܽく͜とのできない஌ࣝをཆう͜とができるΑうにする。

ᶄઐ໳教育では、ަ௨ػց޻学のઐ໳஌ࣝをਂめるためにػց޻学のૅجかΒԠ用へのॱ次ੑをอちながΒ、科目૬ޓをମܥతにฤ成
している。ٛߨ科目と、それにؔ࿈するԋ習・実ݧ・実習が༗ػతに݁びついた授業を実施する͜とにΑΓ、্صの学修にとͲめず
෯޿くઐ໳஌ࣝを学び、ػցٕज़者としてࣾձの要望にࣗࡏにରԠして問୊をղ決するೳྗをཆう͜とができるΑうにする。

ᶅ教ཆ教育でೳಈత学修の要ૉを取Γ入れた教育を用ҙする。さΒに、ઐ໳教育ではػց޻学とަ௨ػց޻学を学Ϳಈػ付けの教育を
行うとڞに、ෳ数の科目でそれにؔ࿈するԋ習・実ݧ・実習科目を実施して、ೳಈత学修を行う͜とができるΑうにする。最終学年
の 4 年次で行うଔ業ڀݚでは、ओମੑとଞ者との܎ؔྗڠをཆい、ੜ֔にわたって׆かす͜とのできる૯合త学修と૑଄తྗߟࢥが
ഓわれるΑうにする。

ᶆަ௨ػց޻学科では、γϥόスに示した内༰にͮجいてݫ格に成੷ධՁして単位認定する。学ੜݸผの成੷表に΋それを記載して学
修指導΍各種ॱ位ͮけにར用できるΑうにする。·た、成੷΍学修ଶ౓を૯合తに൑断してݸผ指導するମ੍を੔え、学ੜが各ࣗの
ୡ成౓を೺Ѳし、কདྷܭըにԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　ަ௨ػց޻学科は、ଔ業認定・学位授༩のํ਑をཧղし、高等学校等での学習を௨して、次のΑうなೳྗ・ҙཉを਎につけているਓを
受入れ·す。

ᶃ一ൠબൈ � 数学、ཧ科おΑびӳޠの高いૅج学ྗを༗する。学校ਪનܕબൈ・ಛผ入学ݧࢼ � 高等学校教育の内༰をݎ実に修得し、
数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを༗する。

ᶄ数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを׆用して、ػց޻学とަ௨ػց޻学にؔして、ࣗΒ問୊を発ݟしそのղ決に向けて୳ڀし、成Ռ
等を表ݱするためのجຊとなるྗߟࢥ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗する。

ᶅػց޻学とަ௨ػց޻学にؔする科学・ٕज़にڵຯを΋ち、ओମੑを持ってଟ༷なਓʑとྗڠして、ཧܥ޻の科学・ٕज़を用いてࣾ
ձݙߩするҙཉを༗する。

01

02

03

交通機械工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的



ù ― þø

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

教育方針
　ࣗಈंɼػۭߤɼమಓं྆ɼધഫなͲɼいわΏるަ௨ػցはɼ科学ٕज़の発లにΑってɼ年ʑਐԽしɼۃめて高いػೳを持つΑうになΓ

·した。͜のΑうな高ػೳԽはɼݸʑのػցٕज़の発ୡに加えɼిࢠి・ؾ΍৘報௨৴ٕज़なͲの༥合にΑる΋のでɼ͜のΑうなػցのγ

スςϜԽがɼަ௨ػցをؚむ༷ʑなػցの発లにܨがってい·す。

　͜のΑうなഎܠの中ɼࣾձ（ا業）ではɼػցのݸʑの要ૉについてڀݚ・։発を行うਂいઐ໳஌ࣝとɼ৽ٕज़΍従དྷٕज़をෳ合తに૊

Έ合わせたػցγスςϜを構ஙしɼػೳੑの高い঎඼の։発・ઃܭのできる૑଄ੑ๛かなਓ材がٻめΒれてい·す。·たɼࣗಈंɼػۭߤɼ

మಓं྆なͲのަ௨ػցはɼզʑの਎ۙに͋ってརศੑの高い一ํɼਓ໋にਂくؔわっておΓɼ̓ શ΍ڥ؀ɼさΒには෱ࢱなͲにྀߟしたʮ΋

のͮくΓʯがٻめΒれてい·す。

　ަ௨ػց޻学科ではɼ͜ のΑうなࣾձχーζの΋とɼػց޻学のૅج学ྗを備えɼ༷ ʑな実՝୊にରしてɼࣾ ձ΍ڥ؀へのӨڹを഑ྀしつつɼ

࿦ཧతߟࢥ΍૑଄ੑをۦ使してػցγスςϜを構ஙできるٕज़者を育成し·す。すなわちɼʮަ௨ػցʯを௨してࣾձにݙߩできるػցٕज़

者を育成し·す。
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஺㏻ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣 1 2 ●
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ 1 2
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ 1 2
  䝗イ䝒ㄒⅠ      1 2 㻼䠍
  䝗イ䝒ㄒⅡ      1 2 㻼䠎
  䝗イ䝒ㄒⅢ      1 2 㻼䠏
  䝗イ䝒ㄒ䊣      1 2 㻼䠐
  䝣ランスㄒⅠ      1 2 㻼䠍
  䝣ランスㄒⅡ    1 2 㻼䠎
  䝣ランスㄒⅢ    1 2 㻼䠏
  䝣ランスㄒ䊣    1 2 㻼䠐
  中ᅜㄒⅠ    1 2 㻼䠍
  中ᅜㄒⅡ    1 2 㻼䠎
  中ᅜㄒⅢ      1 2 㻼䠏
  中ᅜㄒ䊣      1 2 㻼䠐
  య育科学Ⅰ      1 2 ●

  య育科学Ⅱ      1 2 ●

  య育科学Ⅲ      1 2 ●

  య育科学䊣      1 2 ●

  ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑
  ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒
  ♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑
  ♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔
  ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬䠕
  ᩥ学      2 2 䠬䠕
  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬䠕
  ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜
  ᚰ理学      2 2 䠬1㻜
  基礎ゼミナールⅠ      1 2
  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

総
合
基
礎
部
門

総

合

基

礎

部

門

選択

必修

科目

3  年

部

門

系 授  業  科  目  名 選択

科目

እᅜே␃学生の䜏
履修が可⬟

4  年

単 位 数

摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年
教職
課程

2025 年度入学　交通機械工学科　教育課程一覧表
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஺㏻ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

選択

必修

科目

3  年

部

門

系 授  業  科  目  名 選択

科目

4  年

単 位 数

摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年
教職
課程

　ᚤศ✚ศⅠ 2 2

　ᚤศ✚ศⅡ 2 2

　⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2

　⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2

　物理学Ⅰ 2 2 ●

　物理学Ⅱ 2 2 ●

　物理学演習 1 2 ●

　物理学実験Ⅰ 1 2 ●

　物理学実験Ⅱ 1 2 ●

　໬学Ⅰ 2 2 ●

　໬学Ⅱ 2 2 ●

　໬学実験Ⅰ 1 2 ●

　໬学実験Ⅱ 1 2 ●

　ᆅ学Ⅰ 2 2 ●

　ᆅ学Ⅱ 2 2 ●

　ᆅ学実験Ⅰ 1 2 ●

　ᆅ学実験Ⅱ 1 2 ●

　生物学 2 2 ●

　生物学実験 1 2 ●

　理工学概論 2 2 ●

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●

　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ●

　データサイエンス・AIධ門 2 2

　数学基礎演習Ⅰ 1 2

　数学基礎演習Ⅱ 1 2

　物理学基礎演習Ⅰ 1 2

　物理学基礎演習Ⅱ 1 2

　໬学基礎演習Ⅰ 1 2

　໬学基礎演習Ⅱ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2

　஺㏻ᶵᲔ工学概論 2 2 ×

　数್計⟬ἲⅠ 2 2 ● ×

　数್計⟬ἲⅡ 2 2 ● ×

　㻯A㻱 1 2 ● ×

　応用数学Ⅰ 2 2

　応用数学Ⅱ 2 2

　工業力学Ⅰ 2 2 ●

　工業力学Ⅱ 2 2 ●

　工業力学演習 1 2 ●

　᣺ື学 2 2 ●

　材料力学Ⅰ 2 2 ●

　材料力学Ⅱ 2 2 ●

　材料力学演習 1 2 ●

　構造力学 2 2 ●

　ὶయ力学Ⅰ 2 2 ●

　ὶయ力学Ⅱ 2 2 ●

　ὶయ力学演習 1 2 ●

　ὶ䜜学 2 2 ●

　⇕力学Ⅰ 2 2 ●

　⇕力学Ⅱ 2 2 ●

　⇕力学演習 1 2

　ఏ⇕工学 2 2

　材料科学Ⅰ 2 2 ●

　材料科学Ⅱ 2 2 ●

　ᶵᲔ工作ἲ 2 2 ●

　ᶵ構学 2 2 ●

理

工

学

基

礎

科

目

஺

㏻

ᶵ

Ე

工

学

専

門

教

育

科

目

専

門

教

育

部

門

2025 年度入学　交通機械工学科　教育課程一覧表
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஺㏻ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

選択

必修

科目

3  年

部

門

系 授  業  科  目  名 選択

科目

4  年

単 位 数

摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年
教職
課程

　ᶵᲔ要⣲Ⅰ 2 2 ●

　ᶵᲔ要⣲Ⅱ 2 2 ●

　〇ᅗⅠ 2 2 ● ×

　〇ᅗⅡ 2 2 ● ×

　設計・㻯A㻰 1 2 ● ×

　஺㏻ᶵ設計 1 　 2 ● ×

　制ᚚ工学Ⅰ 2 2 ●

　制ᚚ工学Ⅱ 2 2 ●

　▱ⓗ制ᚚシス䝔䝮 2 2 ●

　エン䝆ンⅠ 2 2 ●

　エン䝆ンⅡ 2 2 ●

　自ື㌴工学Ⅰ 2 2 ●

　自ື㌴工学Ⅱ 2 2 ●

　自ື㌴工学Ⅲ 2 2 ●

　⯟✵Ᏹᐂ工学Ⅰ 2 2 ●

　⯟✵Ᏹᐂ工学Ⅱ 2 2 ●

　⯟✵Ᏹᐂ工学Ⅲ 2 2 ●

　㕲㐨㌴୧工学Ⅰ 2 2 ●

　㕲㐨㌴୧工学Ⅱ 2 2 ●

　⟶理科学 2 2 ●

　エ䝺ク䝖䝻䝙クスⅠ 2 2 ●

　エ䝺ク䝖䝻䝙クスⅡ 2 2 ●

　計 工学 2 2 ●

　஺㏻ᶵᲔ工学実習Ⅰ 1 2 ● ×　

　஺㏻ᶵᲔ工学実習Ⅱ 1 2 ● ×

　஺㏻ᶵᲔ工学実習Ⅲ 1 2 ● ×

　஺㏻ᶵᲔ工学実験Ⅰ 1 2 ● ×

　஺㏻ᶵᲔ工学実験Ⅱ 1 2 ● ×

　ゼミナール 2 2 ×

　卒業研究 4 ＊ ＊ ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

×：他学部・他学科履修不可

＊：卒業研究の毎週授業時間数は䠈前期4時間䠈後期4時間を最低条件とする

そ
の
他

専

門

教

育

部

門

஺

㏻

ᶵ

Ე

工

学

専

門

教

育

科

目

2025 年度入学　交通機械工学科　教育課程一覧表
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。Լ記の修得単位はɼਐڃɼଔ業ڀݚのண手お

Αびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

・ଞ学෦ɼଞ学科でཤ修した授業科目

・単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目

2 ．進級の条件
　ਐڃについては、次の৚݅が必要です。

1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

1 年次終了·でに 22 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

2 年次終了·でに ý2 単位以্を修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。

　ଔ業にࢉ入される։ઃ科目のうちɼ100 単位以্を修得している͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。

　修得単位数はަ௨ػց޻学科教育՝ఔ一ཡ表の授業科目で充足する͜と。

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

必 修 科 目 　　 4 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目 ý 単位ˎ1

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

　 ܭ 　 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 4 1 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目 4 単位以্ˎ2

બ ୒ 科 目 　　 5 9 単位以্ˎ3

　 ܭ 　 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্

ˎ 1　૯合ૅج෦໳બ୒必修科目を ý 単位ΑΓଟく修得した場合ɼ௒ա෼は૯合ૅج෦໳બ୒科目の単位としてࢉ入でき·す。
ˎ 2　ઐ໳教育෦໳બ୒必修科目を 4 単位ΑΓଟく修得した場合ɼ௒ա෼はઐ໳教育෦໳બ୒科目の単位としてࢉ入でき·せΜ。ઐ໳教育

෦໳બ୒必ਢ科目のうちɼ以Լの科目かΒ 2 単位以্修得する͜と。
෺ཧ学ԋ習ɼ෺ཧ学実ݧⅠɼ෺ཧ学実ݧⅡ

ˎ 3　ઐ໳教育෦໳બ୒科目のうちɼ以Լの科目かΒ 3 単位以্修得する͜と。
ަ௨ػց޻学実習ᶙɼަ௨ػց޻学実ݧⅡɼަ௨ػઃܭɼ$"&ɼઃܭ・$"%
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部門 系

（2024年度入学生から適用㻕

前期 後期

総
合
基
礎
部
門

ュシッリグンイ・ルカィテクラプⅣンョシーケニュミコ語英Ⅲンョシーケニュミコ語英Ⅱンョシーケニュミコ語英Ⅰンョシーケニュミコ語英 Ⅰ プラクティカル・イングリッシュⅡ

期後期前期後期前期後

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドドイツ語Ⅰ

前期

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ 体育科学Ⅳ

学文学理心Ⅱ論化文米欧

論係関際国論済経際国Ⅱ論化文アジアⅠ論化文アジアⅡ礎基学科文人Ⅰ礎基学科文人

社会科学基礎Ⅰ

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

஺
㏻
ᶵ
Ე
工
学
専
門
教
育
科
目

基
礎
科
目

材料科学Ⅰ

数್計⟬法Ⅰ

社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ

験実学物生学物生

工業力学Ⅰ

地学Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ 地学実験Ⅰ 地学実験Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

物理学基礎演習Ⅱ 地学Ⅰ

法憲国本日論導指業職

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䢔䡿䢓䡸䡬

Ⅱ学理物Ⅰ学理物

物理学演習

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ

理工学概論 技術者倫理

材料科学Ⅱ

ᶵ構学 ᶵᲔせ⣲Ⅰ

工業力学Ⅱ 工業力学演習

習演学力⇕Ⅱ学力⇕

᣺ື学

学力造構習演学力料材Ⅱ学力料材Ⅰ学力料材

学䜜ὶ習演学力体ὶⅡ学力体ὶⅠ学力体ὶ

ఏ⇕工学

ᛂ
⏝
⛉
┠

஺㏻ᶵᲔ工学概論

制ᚚ工学Ⅱ

Ⅱ図〇Ⅰ図〇

⇕力学Ⅰ

エ䝺ク䝖䝻ニクスⅠ エ䝺ク䝖䝻ニクスⅡ

制ᚚ工学Ⅰ

応用数学Ⅰ

ᶵᲔせ⣲Ⅱ

DAC･計設 計設ᶵ㏻஺

Ⅰンジンエ

Ⅰ学工㌴ື自 Ⅱ学工㌴ື自

Ⅰ学工ᐂᏱ空⯟ Ⅱ学工ᐂᏱ空⯟

Ⅰ学工୧㌴㐨㕲

ᶵᲔ工作法

数್計⟬法Ⅱ

஺㏻ᶵᲔ工学実習Ⅱ ஺㏻ᶵᲔ工学実習Ⅲ ஺㏻ᶵᲔ工学実験Ⅰ ஺㏻ᶵᲔ工学実験Ⅱ

応用数学Ⅱ

卒業研究

ゼミナール

▱ⓗ制ᚚシステ䝮

CAE

Ⅱンジンエ

自ື㌴工学Ⅲ

Ⅲ学工ᐂᏱ空⯟

Ⅱ学工୧㌴㐨㕲

学科理⟶

計 工学

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門

理工学部 ஺㏻ᶵᲔ工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

1年 2年 3年 4年

ᐇ
ᢏ
⛉
┠

そ
の
他

஺㏻ᶵᲔ工学実習Ⅰ
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7 ) メカトロニクス工学科

学位授与方針
Diploma Policy

　ϝΧトϩχΫス޻学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆとຊ学科が掲͛るਓ材ཆ成目తを۩ݱԽするために਎に付ける΂きೳྗ、資࣭、࢟੎を૯合
తにצ案し、次の 3 つのೳྗを༗する学ੜにରして、学࢜（޻学）の学位を授༩し·す。

ᶃٕज़者としてのࣾձదԠੑを༗し、෺事を؍٬తにٞ࿦できるೳྗ
ᶄػց・ిؾのϋーυ΢ΣΞを༗するϝΧトϩχΫスγスςϜ、おΑび、その要ૉثػをཧղできるೳྗ
ᶅػց・ిؾ・৘報についてのૅج஌ࣝをԋ習を௨͡て実ફతなೳྗに高め、学びの中で得た஌ࣝ・ݧܦをࣾձでԠ用・表ݱできるೳ

ྗ

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　ϝΧトϩχΫス޻学科の教育ڀݚ目ඪおΑびਓ材ཆ成目తをୡ成するため、ػೳϞσϦンάのίΞ教育をج൫とするϝΧトϩχΫス޻
学科ࠜװ科目（ૅج教ཆ、ϝΧトϩχΫス޻学科։ߨ科目）とػೳϞσルԽのૅج学ྗを育成するઐ໳科目（ྗૅج育成科目ɿؔ࿈学科
との࿈ܞにΑるڞಉ։ߨ科目）にͮجき教育՝ఔをฤ成し、教育՝ఔฤ成ํ਑として、以Լの諸఺を掲͛てい·す。

ᶃ教ཆ教育は、ମܥత教育にΑるૅج学ྗのڧԽとして、֎ޠࠃ、ମ育科学、ਓจ科学、ࣾձ科学等の教ཆ科目と数学、෺ཧ学、Խ学、
ٕज़者ྙཧ等のཧ޻学ૅج科目にΑΓฤ成される。͜れΒの科目を学Ϳ͜とにΑΓઐ໳෼໺を௒えた෯޿いࢹ໺とྙཧ؍をཆうとڞ
に、ઐ໳教育にਐむ্でܽく͜とのできない஌ࣝをཆう͜とができるΑうにする。

ᶄઐ໳教育では、実ײ教育をओମとするઃྗܭのڧԽを掲͛て、޻学のઐ໳஌ࣝをਂめるためにૅجかΒԠ用へのॱ次ੑをอちながΒ、
科目૬ޓをମܥతにฤ成している。ٛߨ科目と、それにؔ࿈するԋ習・実ݧ・実習が༗ػతに݁びついた授業を実施する͜とにΑΓ、
。にରԠして問୊ղ決するೳྗをཆう͜とができるΑうにするࡏくઐ໳஌ࣝを学び、ࣾձのมԽにࣗ޿の学修にとͲめず෯্ص

ᶅ導入教育で 1#- にΑるγスςϜ構ஙߟࢥの育成のための教育を用ҙする。さΒに、ઐ໳教育ではಈػ付けの教育を行うとڞに、ෳ
数の科目でそれにؔ࿈するԋ習・実ݧ・実習科目を実施して、ೳಈత学修を行う͜とができるΑうにするとと΋に、෼໺ਂߞϓϩά
ϥϜにおける܁Γฦしܕ 1#-（*1#-）を௨͡たཧղ౓向্をਤった教育を実施する。最終学年の 4 年次で行うଔ業ڀݚなͲでは、
ओମੑとଞ者との܎ؔྗڠをཆい、ੜ֔にわたって׆かす͜とのできる૯合త学修と૑଄తྗߟࢥがഓわれるΑうにする。

ᶆγϥόスに示した内༰にͮجいてݫ格に成੷ධՁして単位認定する。·た、学ੜݸผの成੷表に΋それを記載し、(1" ධՁ΋ؚめ
て学修指導΍各種ॱ位ͮけにར用できるΑうにする。成੷΍学修ଶ౓を૯合తに൑断してݸผ指導するମ੍を੔え、学ੜが各ࣗのୡ
成౓とকདྷܭըにԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　ϝΧトϩχΫス޻学科は、ਓ材ཆ成目త、学位授༩ํ਑おΑび教育՝ఔฤ成ํ਑にԊった教育・ڀݚを行う͜とにΑΓ、ϝΧトϩχΫ
スٕज़者のཆ成を目指してい·す。入学者はຊ学科のਓ材ཆ成目త等をΑくཧղし、ࣗΒษ学・ڀݚにਅ᎜に取Γ૊む学ੜで͋る͜とが
。ຊとし·すجめΒれてい·す。͜の͜とかΒ、ຊ学科のΞυϛογϣンϙϦγーを以ԼのΑうに定め、入学者બൈのٻ

ᶃ一ൠબൈでは、数学、ཧ科おΑびӳޠの高いૅج学ྗを༗するਓ。学校ਪનܕબൈ・ಛผ入学ݧࢼでは、高等学校教育の内༰をݎ実
に修得し、数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを༗するਓ。

ᶄ数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを׆用して、ࣗΒ問୊を発ݟしそのղ決に向けて୳ڀし、成Ռ等を表ݱするためのجຊとなるߟࢥ
ྗ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗するਓ。

ᶅ科学ٕज़者としてのເを持ち、·たその実ݱに向けてओମతに౒ྗできて、ଟ༷なਓʑとྗڠして、ཧܥ޻の科学・ٕज़を用いてࣾ
ձݙߩしΑうとするҙཉを༗するਓ。

01

02

03

メカトロニクス工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
理念ɿ΋のͮくΓをج൫とするࣾձの要੥にͮجきɼϝΧトϩχΫス޻学科でཆ成す΂きਓ材をٛ޿にはɼ� ց૷ஔのػɼおΑびثػࢠి

構成とそのγスςϜを၆ᛌతにཧղできɼγスςϜ構成ثػをઃܭՄೳなٕज़者 � としɼཆ成す΂きϝΧトϩχΫスٕज़者と定ٛし·す。し

かしɼిثػࢠ΍ػց૷ஔ΋ଟ種ଟ༷で͋るのでɼ学科教育においてはɼ၆ᛌす΂きର৅をয఺Խしたਓ材育成を行い·す。すなわちɼڱ

ٛにはɼ� Մೳなٕज़者ܭがઃثػɼੜମを၆ᛌతにཧղできɼその୅表త構成ثػɼಈྗ఻ୡثػࢠి � にয఺Խする΋のです。ଟ༷Խさ

れたࣾձతχーζにԠえるためɼ学ྖࡍҬの޻学教育を行い·す。

学習・教育到達目標ɿϝΧトϩχΫスはɼϝΧ（.FDIBOJDT　ػց޻学）ɼトϩχΫス（&MFDUSPOJDT　ి޻ࢠ学）かΒ取Βれた合成ޠ

で͋Γ·す。ػց૷ஔはۚଐなͲで作Βれたಈくػ構෺（ϩϘοトɼࣗಈं　等ʑ）ですがɼ͜れΒは決してػց૷ஔのΈでಈ作するので

はなくɼిࢠి・ؾ・৘報なͲと一ମとなΓ૷ஔがಈ作する͜とɼ͜れΒを։発するにはɼػց޻学ɼి޻ࢠి・ؾ学なͲが༥合తに࡯ߟ

される΂きというߟえํが込めΒれたݴ༿です。

　最ۙではɼ͜のߟえํとԠ用෼໺がߋに͛޿Βれɼػց単ମかΒɼෳ数のػցを૊Έ合わせ౷合したϝΧトϩχΫスٕज़が޿く΋のͮく

Γの෼໺でٻめΒれてい·す。

　͜のΑうなࣾձత要੥にԠえるためにはɼ単にిؾとػցの஌ࣝのΈを֫得する͜とではなくɼػցとిؾが༥合する͜とにΑってੜΈ

出されるʮ৽たな֓೦のػցおΑびػցγスςϜʯのઃܭをՄೳとするʮૅجతྗߟࢥʯが必ਢとなΓ·す。従って͜のΑうなೳྗを༗す

るϝΧトϩχΫスٕज़者を育成する͜とをຊ学科のਓ材育成目ඪとகし·す。ΑΓ۩ମతにはɼϝΧトϩχΫス޻学科ではɼ以Լの諸項目（1）

～（5）のೳྗを༗するਓ材の育成を౸ୡ目ඪとしてɼ学習と教育をਪਐし·す。

	 1 
　ٕज़者としてࣾձదԠੑを༗し、෺事を؍٬తにٞ࿦できるೳྗを༗するٕज़者

	 2 
　ϝΧトϩχΫス޻学ྖҬにおけるࣗ෼のઐ໳෼໺をݶ定せず、問୊ղ決のためのྗߟࢥと行ಈྗを༗するٕज़者

	 3 
ೳྗを༗するٕज़者ૅجのܭઃثػೳを၆ᛌతにཧղでき、γスςϜ構成ػց૷ஔの構成とそのγスςϜػおΑびثػࢠి　

	 4 
ೳϞσϦンά、ධՁがՄೳなٕज़者ػೳの構ஙとそのػをؚむγスςϜにରし、その必要ޚ΍੍ثػց૷ஔのಈྗ఻ୡػ・ثػࢠి　

	 5 
஌ࣝを༗し、そのԠ用ೳྗを༗するٕज़者ૅجにؔするޚ੍、৘報、ؾి、ցػ　

　なおɼਓ材育成౸ୡ目ඪɼそれをୡ成するための教育ΧϦΩュϥϜおΑびそのଞଟくの༗用な説明がɼϝΧトϩχΫス޻学科 )1 にৄしく

ड़΂Βれているので参রしてくͩさい。

IUUQ���NFDIBUSPOJDT�NFJKP�V�BD�KQ�

方針ɿ্でड़΂たΑうにɼϝΧトϩχΫス޻学のॏ要な՝୊はɼ単にిؾとػցの஌ࣝを֫得する͜とではなくɼػց・ిؾ・৘報の༥合

ྖҬにおいてɼ၆ᛌྗおΑびઃྗܭをۦ使する͜とにΑってੜΈ出されるɼ৽たなϝΧトϩχΫス੡඼の૑成に͋Γ·す。͜のೳྗを育成す

るためにはɼଟくの学習を必要としɼஈ֊を౿Μで修得していく必要が͋Γ·す。従ってɼԼ記の諸項目（B）～（G）をຊ学科の教育ํ਑と

し·す。

（B）　ૅج科目（ిؾɼػցɼ৘報）のཧղと修得。

（C）　数式ϞσϦンάとΞφϩジーにΑるɼిػ・ؾցܥの学ࡍతཧղ。

（D）　၆ᛌೳྗの育成。

（E）　ϞσϦンάೳྗの育成。

（F）　ઃܭೳྗの育成。

（G）　͜れ·でに学Μٕͩૅجज़を૯合してɼػೳ構ங・ϞσϦンά・ධՁの૯合తମ得。͜͜ではɼଟ数のػց૷ஔ΍ిثػࢠి・ؾを

݁合してɼٻめるػೳを持つγスςϜを構ஙし·す。そしてɼそのγスςϜにରするϞσϦンάを行いɼੑೳにؔする෼ੳ・ධՁを

行い·す。

基礎学力の育成

繰り返し学習（IPBL）による、使える力の育成

統合する力の育成
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教育プログラム
　্ड़の教育ཧ೦ɼ学習・教育౸ୡ目ඪɼおΑびํ਑にԊってɼϝΧトϩχΫスٕज़者を育成するためɼ以Լのಛ৭͋る教育を行い·す。

・繰り返し型 PBL 教育の実践

*1#-（*ODSFNFOUBM 1SPCMFN #BTFE -FBSOJOH）はɼ従དྷかΒ༗ޮな教育手ஈとݴわれている 1#-（1SPCMFN #BTFE -FBSOJOHɿ

՝୊に௚面してࣗΒそれをղ決するੵۃత学習๏）をମܥతに܁Γฦしɼૅج学ྗのཧղ౓を্͛るとと΋にɼそのԠ用ྗを高める教

育でɼϝΧトϩχΫス޻学科の্ڃ年次のࠜװ授業となっている。すなわちɼٛߨで学習したૅج஌ࣝをɼϝΧトϩχΫス実ݧɼϝΧ

トϩχΫス૯合ԋ習ɼଔ業ڀݚの中で 4 ճ܁Γฦし൓෮Ԡ用させɼٕૅجज़をしっかΓと਎につけさせる教育で͋Γɼຊ教育՝ఔのί

Ξとなってい·す。

　͜れΒの実ݧ・実習はάルーϓ単位で実施されɼ௕ظにわたるϓϩジΣΫト׆ಈのաఔの中でɼάルーϓ内σΟスΧογϣンが必ਢ

となΓɼ従ってɼίϛュχケーγϣンྗの育成ɼϓϨθンςーγϣンྗの育成がମ得され·す。·たɼಉ࣌に͜のϓϩジΣΫト׆ಈに

おいてɼ۩ମతな問୊にͿつかΓɼそれをղ決するҝのɼ必要஌ࣝをࣗΒௐ΂るྗの育成ɼཧղの確実Խɼ実ࡍに஌ࣝを使えるྗの育

成が行われ·す。
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䝯䜹䝖ロ䝙䜽䝇ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣 1 2 ●
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ 1 2
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ 1 2
  䝗イ䝒ㄒⅠ      1 2 㻼䠍
  䝗イ䝒ㄒⅡ      1 2 㻼䠎
  䝗イ䝒ㄒⅢ      1 2 㻼䠏
  䝗イ䝒ㄒ䊣      1 2 㻼䠐
  䝣ランスㄒⅠ      1 2 㻼䠍
  䝣ランスㄒⅡ    1 2 㻼䠎
  䝣ランスㄒⅢ    1 2 㻼䠏
  䝣ランスㄒ䊣    1 2 㻼䠐
  中ᅜㄒⅠ    1 2 㻼䠍
  中ᅜㄒⅡ    1 2 㻼䠎
  中ᅜㄒⅢ      1 2 㻼䠏
  中ᅜㄒ䊣      1 2 㻼䠐
  య育科学Ⅰ      1 2 ●
  య育科学Ⅱ      1 2 ●
  య育科学Ⅲ      1 2 ●
  య育科学䊣      1 2 ●
  ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑
  ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒
  ♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑
  ♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔
  ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬䠕
  ᩥ学      2 2 䠬䠕
  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬䠕
  ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜
  ᚰ理学      2 2 䠬1㻜
  基礎ゼミナールⅠ      1 2
  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2
　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2 እᅜே␃学生の䜏履修が可⬟

　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2
　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

授  業  科  目  名 選択

科目

総
合
基
礎
部
門

4  年

単 位 数部

門

系 摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年選択

必修

科目

3  年
教職
課程

総

合

基

礎

部

門

2025 年度入学　メカトロニクス工学科　教育課程一覧表
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䝯䜹䝖ロ䝙䜽䝇ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

授  業  科  目  名 選択

科目

4  年

単 位 数部

門

系 摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年選択

必修

科目

3  年
教職
課程

　ᚤศ✚ศⅠ 2 2
　ᚤศ✚ศⅡ 2 2
　⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2
　⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2
　物理学Ⅰ 2 2
　物理学Ⅱ 2 2
　物理学演習 1 2
　物理学実験Ⅰ 1 2
　物理学実験Ⅱ 1 2
　໬学Ⅰ 2 2
　໬学Ⅱ 2 2
　໬学実験Ⅰ 1 2
　໬学実験Ⅱ 1 2
　ᆅ学Ⅰ 2 2
　ᆅ学Ⅱ 2 2
　ᆅ学実験Ⅰ 1 2
　ᆅ学実験Ⅱ 1 2
　生物学 2 2
　生物学実験 1 2
　理工学概論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●
　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ●
　データサイエンス・AIධ門 2 2
　数学基礎演習Ⅰ 1 2
　数学基礎演習Ⅱ 1 2
　物理学基礎演習Ⅰ 1 2
　物理学基礎演習Ⅱ 1 2
　໬学基礎演習Ⅰ 1 2
　໬学基礎演習Ⅱ 1 2
　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2
　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2
　䝯䜹䝖䝻䝙クス概論 2 2
　ᶵᲔ設計基礎Ⅰ 2 2 ●
　ᶵᲔ設計基礎Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽᅇ㊰基礎 2 2 ● ×
　䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミングⅠ 2 2 ●
　䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミングⅡ 2 2 ●
　䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミングⅢ 2 2 ●
　䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミング䊣 2 2 ●
　ᶵ構学 2 2 ●
　㟁Ꮚᅇ㊰と部ရ 2 2 ● ×
　ᢏ⾡᪥ᮏㄒ 2 2
　応用数学Ⅰ 2 2 ×
　応用数学Ⅱ 2 2
　制ᚚ工学Ⅰ 2 2 ●
　制ᚚ工学Ⅱ 2 2 ●
　ᶵᲔ設計・〇ᅗ 2 2 ● ×
　材料力学Ⅰ 2 2
　ᶵᲔ力学Ⅰ 2 2
　㟁☢Ẽ学Ⅰ 2 2
　㟁Ẽ設計・〇ᅗ 2 2 ● ×
　䜰ナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰ 2 2 ●
　䝯䜹䝖䝻䝙クス要⣲設計 2 2 ●
　䝯䜹䝖䝻䝙クス実験Ⅰ 2 2 ● ×
　䝯䜹䝖䝻䝙クス実験Ⅱ 2 2 ● ×
　ಙྕฎ理工学 2 2 ●
　ᢏ⾡ⱥㄒ 2 2 ●
　䝯䜹䝖䝻䝙クス⤫合演習Ⅰ 2 4 ×
　䝯䜹䝖䝻䝙クス⤫合演習Ⅱ 2 4 ×
　䝯䜹䝖䝻䝙クス⤫合演習Ⅲ 2 4 ×
　䝯䜹䝖䝻䝙クス⤫合演習䊣 2 4 ×
　卒業研究 4 ＊ ＊ ×

理

工

学

基

礎

科

目

専

門

教

育

部

門

᰿

ᖿ

科

目

2025 年度入学　メカトロニクス工学科　教育課程一覧表



ù ― 8ú

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

䝯䜹䝖ロ䝙䜽䝇ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

授  業  科  目  名 選択

科目

4  年

単 位 数部

門

系 摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年選択

必修

科目

3  年
教職
課程

　ὶయ力学 2 2
　⇕力学 2 2
　䝯䜹䝖䝻䝙クス基礎演習 2 4 ● ×
　䝯䜹䝖䝻䝙クス数学演習 2 2 ●
　㟁☢Ẽ学Ⅱ 2 2
　バイ䜸䝯䜹䝙クス 2 2
　材料力学Ⅱ 2 2
　ᶵᲔ力学Ⅱ 2 2
　制ᚚ工学Ⅲ 2 2 ●
　་⒪ᶵᲔ工学 2 2 ●
　䝛ッ䝖ワーク 2 2 ●
　デ䝆タル㟁Ꮚᅇ㊰ 2 2 ●
　㟁Ẽᶵჾ工学 2 2 ●
　ᶵᲔຍ工学 2 2 ●
　自ື㌴工学 2 2 ●
　ఏ⇕工学 2 2 ●
　䝻䝪ッ䝖工学 2 2 ●
　画ീฎ理工学 2 2 ●
  䝟ワーエ䝺ク䝖䝻䝙クス 2 2 ●
  䝉ンサ・䝉ンシング 2 2 ●
  生産⟶理 2 2 ●
　㻯A㻱 2 2 ● ×
　計 工学 2 2 ●
　㟁Ẽἲつ・施設⟶理 2 2 ●
　᣺ື学 2 2 ●
　ᶵᲔ学習 2 2 ●
　インターンシップ 1 △ ×集中

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

△：インターンシップはኟᏘ休暇中に実施する。

×：他学部・他学科履修不可

῝

⪔

科

目

＊：卒業研究の毎週授業時間数は䠈前期4時間䠈後期4時間を最低条件とする。

䘏：集中演習は集中䛷実施䛥䜜るが㻘科目のᛶ᱁ୖ㻘㐍⾜≧ἣによ䛳て㻘

　　時間እ䛷のྲྀ⤌䜏䜒必要に䛺る可⬟ᛶがある。

そ
の
他

専

門

教

育

部

門

2025 年度入学　メカトロニクス工学科　教育課程一覧表
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。

　ࣗ༝科目ɼଞ学෦ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅おΑびଔ

業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

　ଞ学科で修得したઐ໳教育෦໳の授業科目の修得単位はɼઐ໳教育෦໳のબ୒科目のਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅おΑびଔ業に必要なબ୒科

目の単位数としてࢉ入され·す。

2 ．進級の条件
　ਐڃについてはɼ次の৚݅が必要です。

1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

1 年次終了·でに 32 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

2 年次終了·でに必修 14 科目以্をؚΈɼþ2 単位以্を修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。

　ઐ໳教育෦໳（ཧ޻学ૅج科目をؚむ）の必修科目の 22 科目以্をؚΈɼ૯合ૅج෦໳をؚめて 110 単位以্を修得している͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳
બ ୒ 必 修 科 目 1 0 単位　　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 5 ý 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目（ ཧ ޻ 学 ج ૅ 科 目 ） 1 ý 単位以্

બ ୒ 科 目 3 2 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্
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䠄䠍䠅 䠄䠎䠅 䠄䠏䠅 䠄䠐䠅 䠄䠑䠅

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ 䖂 䕿
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ 䖂 䕿
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ 䖂 䕿
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣 䖂 䕿
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ 䖂 䕿
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ 䖂 䕿
  䝗イ䝒ㄒⅠ 䖂 䕿
  䝗イ䝒ㄒⅡ 䖂 䕿
  䝗イ䝒ㄒⅢ 䖂 䕿
  䝗イ䝒ㄒ䊣 䖂 䕿
  䝣ランスㄒⅠ 䖂 䕿
  䝣ランスㄒⅡ 䖂 䕿
  䝣ランスㄒⅢ 䖂 䕿
  䝣ランスㄒ䊣 䖂 䕿
  中ᅜㄒⅠ 䖂 䕿
  中ᅜㄒⅡ 䖂 䕿
  中ᅜㄒⅢ 䖂 䕿
  中ᅜㄒ䊣 䖂 䕿
  య育科学Ⅰ 䖂 䕿
  య育科学Ⅱ 䖂 䕿
  య育科学Ⅲ 䖂 䕿
  య育科学䊣 䖂 䕿
  ேᩥ科学基礎Ⅰ 䖂 䕿
  ேᩥ科学基礎Ⅱ 䖂 䕿
  ♫఍科学基礎Ⅰ 䖂 䕿
  ♫఍科学基礎Ⅱ 䖂 䕿
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ 䖂 䕿
  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ 䖂 䕿
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ 䖂 䕿
  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ 䖂 䕿
  ᅜ㝿㛵ಀ論 䖂 䕿
  ᩥ学 䖂 䕿
  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ 䖂 䕿
  ᅜ㝿⤒῭論 䖂 䕿
  ᚰ理学 䖂 䕿
  基礎ゼミナールⅠ

  基礎ゼミナールⅡ

　職業ᣦᑟ論 䖂 䕿

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ

　᪥ᮏㄒⅡ

　᪥ᮏㄒⅢ

　᪥ᮏㄒ䊣

　᪥ᮏㄒ䊤

授  業  科  目  名

総
合
基
礎
部
門

学習・教育目ᶆ

総

合

基

礎

部

門

部門 系

【 学習・教育到達目標と授業科目の対応表 】
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䠄䠍䠅 䠄䠎䠅 䠄䠏䠅 䠄䠐䠅 䠄䠑䠅

授  業  科  目  名
学習・教育目ᶆ

部門 系

　ᚤศ✚ศⅠ 䕿 䖂
　ᚤศ✚ศⅡ 䕿 䖂
　⥺ᙧ௦数Ⅰ 䕿 䖂
　⥺ᙧ௦数Ⅱ 䕿 䖂
　物理学Ⅰ 䕿 䖂
　物理学Ⅱ 䕿 䖂
　物理学演習 䕿 䖂
　物理学実験Ⅰ 䕿 䖂
　物理学実験Ⅱ 䕿 䖂
　໬学Ⅰ 䕿 䖂
　໬学Ⅱ 䕿 䖂
　໬学実験Ⅰ 䕿 䖂
　໬学実験Ⅱ 䕿 䖂
　ᆅ学Ⅰ 䕿 䖂
　ᆅ学Ⅱ 䕿 䖂
　ᆅ学実験Ⅰ 䕿 䖂
　ᆅ学実験Ⅱ 䕿 䖂
　生物学 䕿 䖂
　生物学実験 䕿 䖂
　理工学概論 䖂
　ᢏ⾡⪅೔理 䖂
　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 䖂
　データサイエンス・AIධ門 䖂
　数学基礎演習Ⅰ 䕿 䖂
　数学基礎演習Ⅱ 䕿 䖂
　物理学基礎演習Ⅰ 䕿 䖂
　物理学基礎演習Ⅱ 䕿 䖂
　໬学基礎演習Ⅰ 䕿 䖂
　໬学基礎演習Ⅱ 䕿 䖂
　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 䕿 䖂
　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 䕿 䖂
　䝯䜹䝖䝻䝙クス概論 䖂 䕿 △
　ᶵᲔ設計基礎Ⅰ 䕿 䖂
　ᶵᲔ設計基礎Ⅱ 䕿 䖂
　㟁Ẽᅇ㊰基礎 䕿 䖂
　䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミングⅠ 䖂
　䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミングⅡ 䖂
　䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミングⅢ 䖂
　䝁ン䝢䝳ータープ䝻グラミング䊣 䖂
　ᶵ構学 △ 䕿 䖂
　㟁Ꮚᅇ㊰と部ရ 䖂
　ᢏ⾡᪥ᮏㄒ 䖂
　応用数学Ⅰ 䖂
　応用数学Ⅱ △ 䕿 䖂
　制ᚚ工学Ⅰ 䖣 䖂
　制ᚚ工学Ⅱ 䖣 䖂
　ᶵᲔ設計・〇ᅗ 䖂
　材料力学Ⅰ 䖂
　ᶵᲔ力学Ⅰ 䖂
　㟁☢Ẽ学Ⅰ 䖂
　㟁Ẽ設計・〇ᅗ 䖂
　䜰ナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰ 䕿 䖂
　䝯䜹䝖䝻䝙クス要⣲設計 䖂
　䝯䜹䝖䝻䝙クス実験Ⅰ 䖂
　䝯䜹䝖䝻䝙クス実験Ⅱ 䖂
　ಙྕฎ理工学 䕿 䖂
　ᢏ⾡ⱥㄒ 䖂
　䝯䜹䝖䝻䝙クス⤫合演習Ⅰ 䖂 䕿 △
　䝯䜹䝖䝻䝙クス⤫合演習Ⅱ 䖂 䕿 △
　䝯䜹䝖䝻䝙クス⤫合演習Ⅲ 䖣 䖂 △
　䝯䜹䝖䝻䝙クス⤫合演習䊣 䖣 䖂 △
　卒業研究 䕿 䖂 △

専

門

教

育

部

門

理

工

学

基

礎

科

目

᰿

ᖿ

科

目

【 学習・教育到達目標と授業科目の対応表 】
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S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

䠄䠍䠅 䠄䠎䠅 䠄䠏䠅 䠄䠐䠅 䠄䠑䠅

授  業  科  目  名
学習・教育目ᶆ

部門 系

　ὶయ力学 䖂
　⇕力学 䖂
　䝯䜹䝖䝻䝙クス基礎演習 䖂
　䝯䜹䝖䝻䝙クス数学演習 䖂
　㟁☢Ẽ学Ⅱ 䖂
　バイ䜸䝯䜹䝙クス 䖂
　材料力学Ⅱ 䖂
　ᶵᲔ力学Ⅱ 䖂
　制ᚚ工学Ⅲ 䖣 䖂
　་⒪ᶵᲔ工学 䖂
　䝛ッ䝖ワーク 䖂
　デ䝆タル㟁Ꮚᅇ㊰ △ 䕿 䖂
　㟁Ẽᶵჾ工学 䖂
　ᶵᲔຍ工学 䖂
　自ື㌴工学 䖂
　ఏ⇕工学 䖂
　䝻䝪ッ䝖工学 䕿 䖂 △
　画ീฎ理工学 䖂
  䝟ワーエ䝺ク䝖䝻䝙クス 䖂
  䝉ンサ・䝉ンシング 䖂
  生産⟶理 䖂
　㻯A㻱 䖂
　計 工学 䖂
　㟁Ẽἲつ・施設⟶理 䖂
　᣺ື学 䖂 䕿
　ᶵᲔ学習 䖂
　インターンシップ 䖣 䖂

データサイエンス・AI応用基礎I 䖂

データサイエンス・AI応用基礎II 䖂

×：他学部・他学科履修不可

＊：卒業研究の毎週授業時間数は䠈前期4時間䠈後期4時間を最低条件とする。

䘏：集中演習は集中䛷実施䛥䜜るが㻘科目のᛶ᱁ୖ㻘㐍⾜≧ἣによ䛳て㻘

　　時間እ䛷のྲྀ⤌䜏䜒必要に䛺る可⬟ᛶがある。

△：インターンシップはኟᏘ休暇中に実施する。

専
門
教
育
部
門

そ
の
他

῝

⪔

科

目

専

門

教

育

部

門

【 学習・教育到達目標と授業科目の対応表 】
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部門 系

CAE

卒業研究

Ⅲ習演合統スクニ䝻䝖カ䝯Ⅰ習演合統スクニ䝻䝖カ䝯Ⅰ験実スクニ䝻䝖カ䝯

理工学部 䝯カ䝖䝻ニクス工学科（１～４年） 授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイド

期後期前

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

ドイツ語Ⅰ

期後期前期後期前期後期前

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ 体育科学Ⅳ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

国際経済論 国際関係論

技術者倫理

職業指導論 日本国憲法

基礎ゼミナールⅡ

Ⅱ学化Ⅰ学化

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ

物理学演習

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ 地学実験Ⅰ㻔教職） 地学実験Ⅱ㻔教職）

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ 欧米文化論Ⅱ

専
門
科
目

䝯カ䝖䝻ニクス概論

基礎ゼミナールⅠ

学文学理心

コンピュータープ䝻グラミングⅠ

䝟ワーエ䝺ク䝖䝻ニクス

䝉ンサ・䝉ンシング

䝯カ䝖䝻ニクス実験Ⅱ

デジタル㟁Ꮚᅇ㊰㟁Ẽ設計・〇図

II学Ẽ☢㟁I学Ẽ☢㟁

䝯カ䝖䝻ニクス数学演習

䝯カ䝖䝻ニクス基礎演習

䝯カ䝖䝻ニクス統合演習Ⅱ 䝯カ䝖䝻ニクス統合演習Ⅳ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ

制ᚚ工学Ⅰ

技術英語

制ᚚ工学Ⅱ 制ᚚ工学Ⅲ

自ື㌴工学

総
合
基
礎
部
門

線形代数Ⅱ

Ⅱ学地Ⅰ学地Ⅱ学理物Ⅰ学理物

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ アジア文化論Ⅱ

専
門
教
育
部
門

理工学概論（教職）

理
工
学
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

線形代数Ⅰ

生物学（教職） 生物学実験（教職）

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

᣺ື学

㟁Ẽ法規･᪋設⟶理

計 工学

䝞イ䜸䝯カニクス

䝯カ䝖䝻ニクスせ⣲設計

コンピュータープ䝻グラミングⅣコンピュータープ䝻グラミングⅢコンピュータープ䝻グラミングⅡ

ᶵᲔ設計・〇図

ᶵᲔ力学Ⅰ

材料力学Ⅰ

ὶ体力学

ᶵᲔ設計基礎䠎

ᶵ構学

⇕力学

䝻䝪ッ䝖工学

生産⟶理

画ീฎ理工学

ᶵᲔ学習

ᶵᲔ力学Ⅱ

材料力学Ⅱ

ᶵᲔຍ工学

་⒪ᶵᲔ工学

ಙྕฎ理工学

技術日本語

コンピューターリテラシー

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

䡿䢚䡬䡼䡷䡮䡰䢙䡹・AI入門

㟁Ẽᅇ㊰基礎

ᶵᲔ設計基礎１

アナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰

ఏ⇕工学

㟁Ꮚᅇ㊰䛸部ရ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

㟁Ẽᶵჾ工学

䝛ッ䝖ワーク

インターンシップ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
そ
の
他
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部門 系

CAE

卒業研究

Ⅲ習演合統スクニ䝻䝖カ䝯Ⅰ習演合統スクニ䝻䝖カ䝯Ⅰ験実スクニ䝻䝖カ䝯

理工学部 䝯カ䝖䝻ニクス工学科（１～４年） 授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイド

期後期前

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

ドイツ語Ⅰ

期後期前期後期前期後期前

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ 体育科学Ⅳ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

国際経済論 国際関係論

技術者倫理

職業指導論 日本国憲法

基礎ゼミナールⅡ

Ⅱ学化Ⅰ学化

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ

物理学演習

物理学実験Ⅰ 物理学実験Ⅱ 地学実験Ⅰ㻔教職） 地学実験Ⅱ㻔教職）

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ 欧米文化論Ⅱ

専
門
科
目

䝯カ䝖䝻ニクス概論

基礎ゼミナールⅠ

学文学理心

コンピュータープ䝻グラミングⅠ

䝟ワーエ䝺ク䝖䝻ニクス

䝉ンサ・䝉ンシング

䝯カ䝖䝻ニクス実験Ⅱ

デジタル㟁Ꮚᅇ㊰㟁Ẽ設計・〇図

II学Ẽ☢㟁I学Ẽ☢㟁

䝯カ䝖䝻ニクス数学演習

䝯カ䝖䝻ニクス基礎演習

䝯カ䝖䝻ニクス統合演習Ⅱ 䝯カ䝖䝻ニクス統合演習Ⅳ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ

制ᚚ工学Ⅰ

技術英語

制ᚚ工学Ⅱ 制ᚚ工学Ⅲ

自ື㌴工学

総
合
基
礎
部
門

線形代数Ⅱ

Ⅱ学地Ⅰ学地Ⅱ学理物Ⅰ学理物

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ アジア文化論Ⅱ

専
門
教
育
部
門

理工学概論（教職）

理
工
学
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

線形代数Ⅰ

生物学（教職） 生物学実験（教職）

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

᣺ື学

㟁Ẽ法規･᪋設⟶理

計 工学

䝞イ䜸䝯カニクス

䝯カ䝖䝻ニクスせ⣲設計

コンピュータープ䝻グラミングⅣコンピュータープ䝻グラミングⅢコンピュータープ䝻グラミングⅡ

ᶵᲔ設計・〇図

ᶵᲔ力学Ⅰ

材料力学Ⅰ

ὶ体力学

ᶵᲔ設計基礎䠎

ᶵ構学

⇕力学

䝻䝪ッ䝖工学

生産⟶理

画ീฎ理工学

ᶵᲔ学習

ᶵᲔ力学Ⅱ

材料力学Ⅱ

ᶵᲔຍ工学

་⒪ᶵᲔ工学

ಙྕฎ理工学

技術日本語

コンピューターリテラシー

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

䡿䢚䡬䡼䡷䡮䡰䢙䡹・AI入門

㟁Ẽᅇ㊰基礎

ᶵᲔ設計基礎１

アナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰

ఏ⇕工学

㟁Ꮚᅇ㊰䛸部ရ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

㟁Ẽᶵჾ工学

䝛ッ䝖ワーク

インターンシップ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
そ
の
他
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8 ) 社会基盤デザイン工学科

学位授与方針
Diploma Policy

　ࣾձج൫σβΠン޻学科では、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆとຊ学科の教育目తにͮجき、以Լの要݅ʀᶃ、ᶄ、ᶅをຬたす学ੜにରしてଔ業を認
定し、学࢜（޻学）の学位を授༩し·す。

ᶃਓྨなΒびにࣾձのจԽత・ྺ࢙తࢹ఺にཱったଟ༷なՁ஋؍とٕज़者としてのྙཧ؍、おΑびଞ者をཧղしながΒڠௐしてܭըత
に࢓事をਐめる͜とのできるೳྗを༗する。

ᶄࣗવ科学のૅج஌ࣝなΒびにԠ用ೳྗ、おΑびઐ໳ओ要෼໺におけるૅج஌ࣝとԠ用஌ࣝを༗する。
ᶅઐ໳ٕೳとそのԠ用ೳྗと、՝୊をઃ定し、ઐ໳஌ࣝを૯合Խし、ࣾձมԽと৽たなٕज़にରԠしたղ決ࡦをࣗΒ໛ࡧして提案でき

るೳྗ、おΑびઐ໳ٕज़者に必要なίϛュχケーγϣンೳྗを༗する。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　ࣾձج൫σβΠン޻学科は、ଔ業認定・学位授༩のํ਑に示す஌ࣝ・ೳྗの育成をอূするため、૯合ૅج෦໳とઐ໳教育෦໳ΑΓ構
成される教育՝ఔをฤ成するとと΋に、ೋつの෦໳͝となΒびに育成する஌ࣝ・ೳྗ͝とに一定数以্の単位の修得をٛ຿付け·す。

ᶃ教ཆ教育は、֎ޠࠃ、ମ育科学、ਓจ科学、ࣾձ科学等の教ཆ科目と数学、෺ཧ学、Խ学、ٕज़者ྙཧ等のཧ޻学ૅج科目にΑΓฤ
成している。͜れΒの科目を学Ϳ͜とにΑΓ、ଟ༷なՁ஋؍とٕज़者としてのྙཧ؍をཆうとと΋に、ࣗવ科学のૅجとԠ用ೳྗを
育成する。

ᶄઐ໳教育は、ओ要෼໺のૅجかΒԠ用·での科目でମܥతにฤ成している。ٛߨ科目に加えて、ؔ࿈するԋ習・実ݧ・実習科目をద
੾に഑ஔする͜とにΑΓ、ૅجかΒԠ用·でのઐ໳஌ࣝの修得を確実にするとと΋に、ઐ໳ٕೳとそのԠ用ೳྗを育成し、·た、ઐ
໳෼໺のݱ৅ཧղがਂめΒれるΑうにする。

ᶅ教ཆ教育でೳಈత学修の要ૉを取Γ入れた教育を用ҙする。ઐ໳教育ではಈػ付けの教育を行うとと΋に、ԋ習・実ݧ・実習科目に
ೳಈత学修の要ૉを取Γ入れて、ࣗݾ学修ೳྗを育む。ଌྔ学実習なͲのάルーϓで取Γ૊む科目にΑって、ڠௐੑ΍ଞ者との૬ޓ
ཧղྗ΋ཆう。4 年次で行うଔ業ڀݚでは、高౓なίϛュχケーγϣンೳྗをཆうとと΋に、஌ࣝを૯合Խした૑଄తྗߟࢥと問୊
ղ決ೳྗを育成する。

ᶆγϥόスに示した内༰にͮجいてݫ格に成੷ධՁして単位認定する。学ੜݸผの成੷表に΋それを記載して学修指導΍各種ॱ位ͮけ
にར用できるΑうにする。成੷΍学修ଶ౓を૯合తに൑断してݸผ指導できる教育ࢧԉγスςϜを੔備し、学ੜが各ࣗのୡ成౓とক
དྷܭըにԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　学科のଔ業認定・学位授༩のํ਑をཧղし、高等学校等での学習を௨して、次のΑうなೳྗ・ҙཉを਎につけているਓを受入れ·す。

ᶃ一ൠબൈでは、数学、ཧ科おΑびӳޠの高いૅج学ྗを༗する。学校ਪનܕબൈ・ಛผ入学ݧࢼでは、高等学校教育の内༰をݎ実に
修得し、数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを༗する。

ᶄ͜れ·でに学Μͩ஌ࣝ・ٕೳを׆用して、ࣗΒ問୊を発ݟし、そのղ決に向けて୳ڀし、成ՌとしてとΓ·とめる͜とができるߟࢥ
ྗ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗する。

ᶅࣾձج൫にؔ࿈する科学・ٕज़にڵຯを΋ち、ओମੑを持ってଟ༷なਓʑとྗڠして、入学後に学Ϳઐ໳の஌ࣝ・ೳྗを׆かしてࣾ
ձݙߩするҙཉを༗する。

01

02

03

社会基盤デザイン工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　ࣾձج൫とはɼಓ࿏ɼమಓɼۭ ࿷なͲのަ௨・༌送໢ɼిߓɼߓ ɼΨスɼ্ؾ Լਫಓɼ௨৴なͲのϥΠϑϥΠンɼ୐஍΍ެԂなͲのੜۭ׆間ɼ等ʑɼ

զʑのੜ׆΍׆ࡁܦಈに必要ෆՄܽなɼެੑڞがۃめて高い施ઃ΍αーϏスの૯শです。ࣾձج൫σβΠン޻学とはɼそれΒࣾձج൫をద

確にܭը・૑出・ҡ持؅ཧするためのٕज़ମܥで͋Γɼ౔໦޻学（$JWJM &OHJOFFSJOH）とݺ͹れる学問෼໺にཱ٭してい·す。·たɼଞの

。学の大きなಛ௃です޻൫σβΠンج事業をओなର৅としているためにɼ行੓とີ઀にかかわっている͜と΋ࣾձڞ学෼໺とはҟなΓɼެ޻

　͜の数े年ɼわがࠃはࡁܦ成௕ɼϞータϦθーγϣンおΑび౎ࢢԽのਐలに૬৐して๲大なݐઃ事業をਪਐしɼ౔໦ٕज़が目֮·しい発

లを਱͛ɼੈք最高Ϩϕルにୡしてい·す。それΒの成Ռは੨വトンωルɼຊभࠃ࢛࿈བྷڮɼؔ੢ߓۭࡍࠃ΍中෦ߓۭࡍࠃといったਓ޻ౡ

なͲɼ大ن໛でෳࡶなࣾձج൫施ઃの実ݱをՄೳにし·した。一ํɼ20 ڥとした؀ػܖมಈをީؾ低໎Խ΍ظの௕ࡁܦ終൫かΒの೔ຊلੈ

อޢのҙࣝ向্なͲかΒɼ低ίストで高඼࣭ɼなおかつ資ڥ؀・ݯへのෛՙが低いݐઃ޻๏΍ҡ持؅ཧ手๏の։発なͲが౔໦޻学ではਐめ

Βれてき·した。շదなੜڥ؀׆を૑出するためにɼ౔໦ݐ଄෺に΋ඒしさ΍ࣗવとのௐ࿨なͲの؍ܠなͲがॏࢹされるΑうに΋なΓ·した。

さΒにɼࡕਆ大਒ࡂ以߱ɼࣾձج൫の଱਒Խがٸ଎にਐむなͲɼ౔໦޻学は೔ʑਐาし続けてき·した。しかしɼฏ成 23 年に発ੜした౦೔

ຊ大਒ࡂではɼڊ大஍਒にରするզがࠃの備えが·ͩ·ͩສશではない͜とがわかΓ·した。·たɼީؾมಈが一Ҽとݴわれるܹ྽な߽Ӎ

ࡂ発֐ࡂ大ڊのࣾձ構଄がมԽしてΏく中でɼそれΒࠃ高ྸԽに൐いզがࢠ低໎΍গظの௕ࡁܦ。がຖ年のΑうにස発し続けてい·す֐ࡂ

。してい·すੵࢁ学がରቂしなけれ͹なΒない問୊は޻の౔໦ࠃに΋ਓ໋はकる҆શなʮ·ちͮくΓʯなͲɼզが࣌

　ຊ学科はɼ͜のΑうなࣾձಈ向を౿·えɼ஍Ҭࣾձにおけるʮ·ちͮくΓʯの構૝ɼࣾձج൫施ઃのػೳと؍ܠのઃܭɼطଘ施ઃのϝン

ςφンスٕज़ɼϋーυとιϑトを༥合した๷ࡂݮࡂରࡦの構ஙɼࣗવڥ؀のอશ修෮のٕज़なͲɼ౔໦޻学の෯޿い教育ྖڀݚҬをแׅし

た『ࣾձج൫σβΠン』を実ફできるٕज़者をཆ成する教育を目指してい·す。

教育目的－育成する技術者像－
　ࣾձج൫σβΠン޻学科ではɼຊ学のཱ学のਫ਼ਆを౿·えɼ޿くࣾձにݙߩするཱࣗしたٕज़者を送Γ出す΂くɼ

　『Ժ健中ਖ਼で実行ྗに෋Έɼࣾձج൫にؔわる՝୊を௨͡て஍Ҭ・ࠃՈ・ࣾࡍࠃձにݙߩできるٕज़者の育成』

を教育目తとして掲͛ɼ学ੜ一ਓͻとΓにଈしたɼきめࡉ΍かな教育を行ってい·す。

教育プログラム
ϓϩάϥϜ໊ɿࣾձج൫σβΠン޻学科（$JWJM &OHJOFFSJOH 1SPHSBN ）

　ࣾձج൫σβΠン޻学科のଔ業ੜはɼٕज़࢜一次ݧࢼが免আされて修習ٕज़者になるとと΋にɼ೔ຊٕज़࢜ձに登録する͜とにΑΓٕज़

。となる͜とがՄೳとなΓ·すิ࢜

　ࣾձج൫σβΠン޻学科における学習 ŋ 教育౸ୡ目ඪは次のとおΓです。

˔ಙの教育

　"　ਓྨなΒびにࣾձのจԽత・ྺ࢙తࢹ఺にཱったଟ༷なՁ஋؍が਎についている。

　#　ࣾձ΍ࣗવにࣾձج൫が及΅すӨڹを認ࣝできるとと΋にɼٕज़者としてのྙཧ؍が਎についている。

　$　ଞ者をཧղしながΒڠௐしɼܭըతに࢓事をਐめる͜とのできるೳྗが਎についている。

˔஌の教育

を習得しૅج学΍ٕज़のಓ۩としての数学΍෺ཧ学なͲのࣗવ科学の޻　%　 
 Ԡ用できるೳྗが਎についている。

　&　ઐ໳のओ要෼໺を構成する構଄޻学ɼਫ޻学ɼ஍൫޻学ɼ౔໦ܭը学ɼ౔໦材ྉ学のૅج஌ࣝが਎についている。

。൫੔備なΒびに҆શでշదな·ちͮくΓに必要なઐ໳のԠ用஌ࣝが਎についているج΍ҡ持؅ཧに഑ྀしたࣾձڥ؀　'　

˔ٕの教育

　(　実຿において必要なઐ໳のٕೳとそのԠ用ೳྗが਎についている。

　)　՝୊をઃ定しɼઐ໳஌ࣝを૯合ԽしɼࣾձมԽと৽たなٕज़にରԠしたղ決ࡦをࣗΒ໛ࡧして提案できるೳྗが਎についている。

　 * 。಄発表・౼ٞのできるίϛュχケーγϣンೳྗが਎についているޱ・తに΋௨用する࿦ཧతな記ड़ࡍࠃ　

※　学習 ŋ 教育౸ୡ目ඪと授業科目のରԠ表は 1ɽ2�9þ ～ 2�9ÿ を参রしてくͩさい。
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プログラム選択方法
　ࣾձج൫σβΠン޻学科ではɼ学科શମで一つの教育ϓϩάϥϜを։ઃしているのでɼબ୒の必要は͋Γ·せΜ。

カリキュラムと履修コース
　ࣾձج൫σβΠン޻学科のΧϦΩュϥϜはɼཧ޻学෦としての教ཆ科目（૯合ૅج෦໳・ཧ޻学ૅج科目）と学科の෯޿いઐ໳科目をό

ϥンスྑく修得できるΑうに഑ྀされてい·す。ಛにઐ໳෼໺ではɼ౎ܭࢢը΍ަ௨ܭըなͲのιϑトσβΠンを学Ϳ『౎ࢢϓϥンφーίー

ス』とɼަ ௨΍ΤωルΪーおΑび৘報௨৴なͲにؔわるࣾձج൫施ઃのϋーυσβΠンを学Ϳ『ࣾձج൫ΫϦΤーターίース』の2つのཤ修ίー

スがઃஔされɼ目త指向ܕのΧϦΩュϥϜ構成となってい·す。

　ίースのಛ௃はɼΧϦΩュϥϜにおけるબ୒必修科目܈のઃ定に表されてい·す。すなわちɼ྆ίースにڞ௨なબ୒必修科目 " に加えɼ܈

『౎ࢢϓϥンφーίース』ではʮ·ちͮくΓʯにܞわるٕज़者に必要とされるܭը・Ϛωジϝントܥ科目をॏ要科目と位ஔͮけɼબ୒必修科

目 # ઃとҡ持؅ཧに必ݐ൫施ઃのجྊ΍ಓ࿏・トンωルといったࣾձڮではɼ『൫ΫϦΤーターίースجձࣾ』をઃけてい·す。·たɼ܈

要とされるઃܭ・施ܥ޻科目をॏ要科目としてɼબ୒必修科目 $ 。をઃけてい·す܈

履修コース選択方法 
　ཤ修ίースのબ୒はɼ学ੜࣗ਎の஌తؔ心΍ਐ࿏にରするࢤ向ੑにԠ͡てɼ3 年次ਐ࣌ڃに希望をௐ査の্ɼॻྨと面談にΑΓ決定し·す。

બ୒したίースのมߋはݪଇとしてでき·せΜ。ͲちΒのίースをબ୒して΋ଔ業に必要な単位数は 124 単位以্ですがɼଔ業の要݅に示

されている表（1）おΑび表（2）の྆ํをຬたす͜とが必要です。

都市プランナーコース 社会基盤クリエーターコース

地域計画コンサルタント・技術系公務員・設計コンサルタント・建設施工技術者域計 技術系公務員 設計 建設施 技術

専門総合 科目群

防災･環境系科目群
暮らしの安全環境をデザイン

設計･施工系
科目群

計画･マネジメント系
科目群

専門総合 科目群
【社会基盤デザインセミナーⅡ】【キャリアデザイン】【グローバルインターンシップ】【社会基盤デザイン総合演習Ⅰ,Ⅱ】【卒業研究】

その他：【データサイエンス・AI応用基礎】

【都市安全学】【地盤防災工学】
【水文・水資源工学】【河川工学】
【水域環境工学】【地圏環境工学】
【海域工学】【耐震工学】

科 群

【構造・水理実験演習】【土質･材料試験法】
【鋼構造学】【コンクリート構造学】
【建設施工法】【施設維持管理論】

科 群
地域の枠組みをデザイン

【交通デザイン学】【都市解析学】
【まちづくり実習】【都市経済学】
【プロジェクトマネジメント】

専門基礎 科目群
数学系： 【応用数学Ⅰ,Ⅱ】【数理統計学】【プログラミング基礎演習】
力学系： 【力学基礎】【材料力学】【構造力学Ⅰ,Ⅱ,Ϫ】【水理学Ⅰ,Ⅱ,Ϫ】【土質力学Ⅰ,Ⅱ,Ϫ】【建設材料学】
計画系： 【社会基盤計画学Ⅰ Ⅱ】【都市デザイン学】【都市 国土制度論】

理工学基礎科目

計画系： 【社会基盤計画学Ⅰ,Ⅱ】【都市デザイン学】【都市･国土制度論】
基礎技法： 【測量学･測量学実習Ⅰ.Ⅱ】【GIS・CIM実習】【図学･CAD演習】【科学技術英語】【デザイン学入門】【デザイン技法】
専門導入科目： 【社会基盤デザインセミナーⅠ】【社会プロジェクト特別講義】

理 学基礎科
【微分積分】【線形代数】【物理学・物理学実験】【物理学演習】【化学・化学実験】【地学・地学実験】【生物学・生物学実験】【技術者倫理】
【コンピューターリテラシー】【データサイエンス・AI入門】【理工学概論】【数学基礎演習】【物理学基礎演習】【化学基礎演習】【英語基礎演習】

総合基礎部門
【英 ケ 】【プ ク カ グ 】【ド 】【 】【中 】【体育科学】【人文科学基礎】【英語コミュニケーション】【プラクティカル・イングリッシュ】【ドイツ語】【フランス語】【中国語】【体育科学】【人文科学基礎】
【社会科学基礎】【アジア文化論】【欧米文化論】【国際関係論】【文学】【日本国憲法】【国際経済論】【心理学】【基礎ゼミナール】
【職業指導論】

施設の機能をデザイン
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♫఍基┙䝕䝄䜲䞁ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ 1 2 ●
  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣 1 2 ●
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ 1 2
  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ 1 2
  䝗イ䝒ㄒⅠ 1 2 㻼䠍

  䝗イ䝒ㄒⅡ 1 2 㻼䠎

  䝗イ䝒ㄒⅢ 1 2 㻼䠏

  䝗イ䝒ㄒ䊣 1 2 㻼䠐

  䝣ランスㄒⅠ 1 2 㻼䠍

  䝣ランスㄒⅡ 1 2 㻼䠎

  䝣ランスㄒⅢ 1 2 㻼䠏

  䝣ランスㄒ䊣 1 2 㻼䠐

  中ᅜㄒⅠ 1 2 㻼䠍

  中ᅜㄒⅡ 1 2 㻼䠎

  中ᅜㄒⅢ 1 2 㻼䠏

  中ᅜㄒ䊣 1 2 㻼䠐

  య育科学Ⅰ 1 2 ●
  య育科学Ⅱ 1 2 ●
  య育科学Ⅲ 1 2 ●
  య育科学䊣 1 2 ●
  ேᩥ科学基礎Ⅰ 2 䐟 2 䠬䠑

  ேᩥ科学基礎Ⅱ 2 䐟 2 䠬䠒

  ♫఍科学基礎Ⅰ 2 䐟 2 䠬䠑

  ♫఍科学基礎Ⅱ 2 䐟 2 䠬䠒

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ 2 䐟 2 䠬䠓

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ 2 䐟 2 䠬䠔

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ 2 䐟 2 䠬䠓

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ 2 䐟 2 䠬䠔

　ᅜ㝿㛵ಀ論 2 䐟 2 䠬䠕

　ᩥ学 2 䐟 2 䠬䠕

  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ 2 䐟 2 ● 䠬䠕

　ᅜ㝿⤒῭論 2 䐟 2 䠬1㻜

  ᚰ理学 2 䐟 2 䠬1㻜

  基礎ゼミナールⅠ 1 2
  基礎ゼミナールⅡ 1 2
  職業ᣦᑟ論 2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

教職
課程

総

合

基

礎

部

門

総
合
基
礎
部
門

毎  週  授  業  時  間  数

4  年

部

門

系 授    業    科    目    名

እᅜே␃学生の䜏
履修が可⬟

摘          要

必修

科目

選択

必修

科目

A

選択

必修

科目

㻮

選択

必修

科目

㻯

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年

 単 位 数

履
修
条
件

2025 年度入学　社会基盤デザイン工学科　教育課程一覧表
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♫఍基┙䝕䝄䜲䞁ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

毎  週  授  業  時  間  数

4  年

部

門

系 授    業    科    目    名 摘          要

必修

科目

選択

必修

科目

A

選択

必修

科目

㻮

選択

必修

科目

㻯

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年

 単 位 数

履
修
条
件

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2
  ᚤศ✚ศⅡ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2
  物理学Ⅰ 2 2 ●
  物理学Ⅱ 2 2 ●
　物理学演習 1 2 ●
  物理学実験Ⅰ 1 2 ●
  物理学実験Ⅱ 1 2 ●
  ໬学Ⅰ 2 2 ●
  ໬学Ⅱ 2 2 ●
  ໬学実験Ⅰ 1 2 ●
  ໬学実験Ⅱ 1 2 ●
  ᆅ学Ⅰ 2 2 ●
  ᆅ学Ⅱ 2 2 ●
  ᆅ学実験Ⅰ 1 2 ●
  ᆅ学実験Ⅱ 1 2 ●
  生物学 2 2 ●
  生物学実験 1 2 ●
　理工学概論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●
　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ●
　データサイエンス・AIධ門 2 2
　数学基礎演習Ⅰ 1 2
　数学基礎演習Ⅱ 1 2
　物理学基礎演習Ⅰ 1 2
　物理学基礎演習Ⅱ 1 2
　໬学基礎演習Ⅰ 1 2
　໬学基礎演習Ⅱ 1 2
　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2
　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2
　応用数学Ⅰ 2 2
　応用数学Ⅱ 2 2
　数理⤫計学 2 2
　力学基礎 2 2 ●
　材料力学 2 2 ●
　プ䝻グラミング基礎演習 1 2 ● ×

　構造力学Ⅰ 2 2 ●
　構造力学Ⅱ 2 2 ●
　構造力学Ⅲ 2 2 ● 䖩

　Ỉ理学Ⅰ 2 2 ●
　Ỉ理学Ⅱ 2 2 ●
　Ỉ理学Ⅲ 2 2 ● 䖩

　ᅵ㉁力学Ⅰ 2 2 ●
　ᅵ㉁力学Ⅱ 2 2 ●
　ᅵ㉁力学Ⅲ 2 2 ● 䖩

　都市デザイン学 2 2 ●
　都市・ᅜᅵ制ᗘ論 2 2 ●
　♫఍基┙計画学Ⅰ 2 2 ●
　♫఍基┙計画学Ⅱ 2 2 ●
　建設材料学 2 2 ●
　 㔞学 2 2 ●
　 㔞学実習Ⅰ 1 2 ● ×

　 㔞学実習Ⅱ 1 2 ● 䖪×䖩

　㻳I㻿・㻯I㻹実習 2 䐠 4 ● ×

　デザイン学ධ門 2 2 ×

　デザインᢏἲ 2 䐠 2 ● ×

　ᅗ学・㻯A㻰演習 1 䐠 2 ● ×

　♫఍基┙デザイン䝉ミナーⅠ 2 2 ×

　♫఍プ䝻䝆䜵ク䝖≉ูㅮ⩏ 2 2 ×

　科学ᢏ⾡ⱥㄒ 2 2 ×

専

門

基

礎

科

目

⩌

専

門

教

育

部

門

理

工

学

基

礎

科

目

2025 年度入学　社会基盤デザイン工学科　教育課程一覧表
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♫఍基┙䝕䝄䜲䞁ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

毎  週  授  業  時  間  数

4  年

部

門

系 授    業    科    目    名 摘          要

必修

科目

選択

必修

科目

A

選択

必修

科目

㻮

選択

必修

科目

㻯

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年

 単 位 数

履
修
条
件

　஺㏻デザイン学 2 䐡 2 ●

　都市ゎᯒ学 2 䐡 2

　ま䛱䛵䛟り実習 1 䐡 2 ×

　都市⤒῭学 2 䐡 2

　プ䝻䝆䜵ク䝖䝬䝛䝆䝯ン䝖 2 䐡 2 ●

　ᅵ㉁・材料ヨ験ἲ 2 䐢 4 ● ×䖩

　構造・Ỉ理実験演習 2 䐢 4 ×䖩

　㗰構造学 2 䐢 2 ●
　䝁ンク䝸ー䝖構造学 2 䐢 2 ● 䖩

　建設施工ἲ 2 䐢 2 ● 䖩

　施設維持⟶理論 2 䐢 2 ●
　都市Ᏻ全学 2 䐣 2 ●
　Ỉᩥ・Ỉ㈨※工学 2 䐣 2 䖩

　Ἑᕝ工学 2 䐣 2 ●
　ᆅ┙防災工学 2 䐣 2 ●
　ᆅᅪ環境工学 2 䐣 2 ●
　ᾏᇦ工学 2 䐣 2 ●
　Ỉᇦ環境工学 2 䐣 2 ●
　耐震工学 2 䐣 2 ● 䖩

　♫఍基┙デザイン䝉ミナーⅡ 2 2 ×

　䜻䝱䝸䜰デザイン 2 2 ×

　グ䝻ーバルインターンシップ 1 䐠 △ ×

　♫఍基┙デザイン総合演習Ⅰ 1 2 ×

　♫఍基┙デザイン総合演習Ⅱ 1 2 ×

　卒業研究 4 㻖 㻖 ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

䛆䝁ースによる選択必修科目A㻘㻮㻘㻯のㄝ᫂䛇

選択必修科目A ： 都市プランナー䝁ース䠈♫఍基┙ク䝸エーター䝁ースと䜒に選択必修科目
選択必修科目䠞 ： 都市プランナー䝁ース䛷は選択必修科目䠈♫఍基┙ク䝸エーター䝁ース䛷は選択科目
選択必修科目㻯 ： 都市プランナー䝁ース䛷は選択科目䠈♫఍基┙ク䝸エーター䝁ース䛷は選択必修科目

䛆摘要ḍに䛴䛔て䛇

×：他学部・他学科履修不可。

△：グ䝻ーバルインターンシップはཎ๎としてኟᏘ休暇中に実施する。

＊：卒業研究の毎週授業時間数は䠈前期4時間䠈後期4時間を最低条件とする。
䖪： 㔞ኈま䛯は 㔞ኈ⿵のᅜᐙ㈨᱁⏦ㄳに必要䛺科目。
䖩：ᅵᆅ༊画ᩚ理ኈのཷ験に㛵㐃する科目を♧し䠈䛣䜜䜙の科目䛛䜙䠏単位௨ୖ修得す䜜䜀䠈ᣦᐃ学科を卒業し䛯䜒のとㄆ䜑䜙䜜ます。

そ
の
他

専
門
総
合
科
目
⩌

専

門

教

育

部

門

計
画
・
䝬
䝛
䝆
䝯

ン
䝖
系
科
目
⩌

設
計
・
施
工
系
科

目
⩌

防
災
・
環
境
系
科
目
⩌

2025 年度入学　社会基盤デザイン工学科　教育課程一覧表
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。

　ࣗ༝科目ɼଞ学෦ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅おΑびଔ

業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

　ଞ学科で修得したઐ໳教育෦໳の授業科目の修得単位はɼઐ໳教育෦໳のબ୒科目のਐڃに必要なબ୒科目の単位数としてࢉ入され·す

がɼଔ業ڀݚண手৚݅おΑびଔ業に必要な単位数にはࢉ入され·せΜ。

2 ．進級の条件
　ਐڃについてはɼ次の৚݅が必要です。

1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

　1 年次終了·でに 22 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

　2 年次終了·でに ý2 単位以্を修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。

　ᶃଔ業に必要な単位数にࢉ入される 3 年次·でに։ߨされている授業科目のうちɼ100 単位以্を修得している͜と。

　ᶄ当該年౓にଔ業Մೳݟ込Έで͋る͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数おΑび科目数は次のとおΓです。

　以Լの表（1）おΑび表（2）の྆ํをຬたす͜とが必要です。

表（1）

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

બ ୒ 必 修 科 目 1 0 単位　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 3 9 単位　

બ ୒ 必 修 科 目
ཧ ޻ 学 ج ૅ 科 目 1 ÿ 単位　

そ の ଞ の ઐ ໳ 科 目 3 0 単位　

બ ୒ 科 目 1 þ 単位以্

ܭ 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্

　બ୒必修科目おΑびબ୒科目にؚ·れる科目はཤ修するίースにΑってҟなΓ·す。

　前ทの教育՝ఔ一ཡ表຤ඌの説明にཹҙする͜と。

表（2）

ཤ修৚݅
科　目　数

౎ࢢϓϥンφーίース ࣾձج൫ΫϦΤーターίース

ᶃҹの科目 13 科目かΒ 2 科目以্

ᶄҹの科目 4 科目かΒ 2 科目以্

ᶅҹの科目 5 科目かΒ 3 科目以্ 指定なし

ᶆҹの科目 指定なし ý 科目かΒ 3 科目以্

ᶇҹの科目 ÿ 科目かΒ 3 科目以্
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  H  I

  英語䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙Ⅰ ◎

  英語䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙Ⅱ ◎

  英語䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙Ⅲ ◎

  英語䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䊣 ◎

  䢈䢛䢓䡴䡿䡤䡲䢕䡡䡮䢙䡴䢚䢔䡫䡸䡩Ⅰ ◎

  䢈䢛䢓䡴䡿䡤䡲䢕䡡䡮䢙䡴䢚䢔䡫䡸䡩Ⅱ ◎

  䝗イ䝒語Ⅰ ◎

  䝗イ䝒語Ⅱ ◎

  䝗イ䝒語Ⅲ ◎

  䝗イ䝒語䊣 ◎

  䝣ランス語Ⅰ ◎

  䝣ランス語Ⅱ ◎

  䝣ランス語Ⅲ ◎

  䝣ランス語䊣 ◎

  ୰国語Ⅰ ◎

  ୰国語Ⅱ ◎

  ୰国語Ⅲ ◎

  ୰国語䊣 ◎

  య育科学Ⅰ ○

  య育科学Ⅱ ○

  య育科学Ⅲ ○

  య育科学䊣 ○

  ே文科学基礎Ⅰ ◎

  ே文科学基礎Ⅱ ◎

  社会科学基礎Ⅰ ◎

  社会科学基礎Ⅱ ◎

  アジア文໬論Ⅰ ◎

  アジア文໬論Ⅱ ◎

  Ḣ⡿文໬論Ⅰ ◎

  Ḣ⡿文໬論Ⅱ ◎

　国㝿㛵ಀ論 ◎

  文学 ◎

  ᪥ᮏ国᠇法 ◎

　国㝿経済論 ◎

  ᚰ理学 ◎

  基礎䝊ミナールⅠ

  基礎䝊ミナールⅡ

　⫋業ᣦᑟ論 ○

  ᚤศ✚ศⅠ ◎

  ᚤศ✚ศⅡ ◎

  ⥺ᙧ௦数Ⅰ ◎

  ⥺ᙧ௦数Ⅱ ◎

  ≀理学Ⅰ ◎

  ≀理学Ⅱ ◎

　≀理学演習 ◎

  ≀理学実験Ⅰ ◎

  ≀理学実験Ⅱ ◎

  ໬学Ⅰ ◎

  ໬学Ⅱ ◎

  ໬学実験Ⅰ ◎

  ໬学実験Ⅱ ○

  地学Ⅰ ○

  地学Ⅱ ○

  地学実験Ⅰ ○

  地学実験Ⅱ ○

　⏕≀学 ○

　⏕≀学実験 ○

　理工学ᴫ論 ○

　技術⪅೔理 ◎

　コン䝢䝳ーターリ䝔ラシー ◎

　データサイエンス・AI入門 ◎

　数学基礎演習Ⅰ

　数学基礎演習Ⅱ

　≀理学基礎演習Ⅰ

　≀理学基礎演習Ⅱ

　໬学基礎演習Ⅰ

　໬学基礎演習Ⅱ

　英語基礎演習Ⅰ

　英語基礎演習Ⅱ

学習・教育到達目標

授    業    科    目    名

総

合

基

礎

部

門

部

門

系

⌮
工
学
基
礎
科
目

専

門

教

育

部

門

【 社会基盤デザイン工学科　学習 ･教育到達目標と授業科目の対応表 】
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  H  I

学習・教育到達目標

授    業    科    目    名

部

門

系

　応用数学Ⅰ ◎

　応用数学Ⅱ ◎

　数理統計学 ◎

　力学基礎 ◎

　材料力学 ◎

　プログラミング基礎演習 ◎

　構造力学Ⅰ ◎

　構造力学Ⅱ ◎

　構造力学Ⅲ ◎

　水理学Ⅰ ◎

　水理学Ⅱ ◎

　水理学Ⅲ ◎

　土質力学Ⅰ ◎

　土質力学Ⅱ ◎

　土質力学Ⅲ ◎

　都市デザイン学 ◎

　都市・国土制度論 ◎

　社会基盤計画学Ⅰ ◎

　社会基盤計画学Ⅱ ◎

　建設材料学 ◎

　測量学 ◎

　測量学実習Ⅰ ◎ ○

　測量学実習Ⅱ ○ ◎

　GIS・CIM実習 ◎

　デザイン学入門 ◎ ○

　デザイン技法 ◎

　図学・CAD演習 ◎

　社会基盤デザインセミナーⅠ ◎ ○

　社会プロジェクト特別講義 ◎

　科学技術英語 ◎

　交通デザイン学 ◎

　都市解析学 ◎

　まちづくり実習 ◎

　都市経済学 ◎

　プロジェクトマネジメント ◎

　土質・材料試験法 ◎

　構造・水理実験演習 ◎

　鋼構造学 ◎

　コンクリート構造学 ◎

　建設施工法 ◎

　施設維持管理論 ◎

　都市安全学 ◎

　水文・水資源工学 ◎

　河川工学 ◎

　地盤防災工学 ◎

　地圏環境工学 ◎

　海域工学 ◎

　水域環境工学 ◎

　耐震工学 ◎

　社会基盤デザインセミナーⅡ  ◎ ○

　キャリアデザイン ○ ○

　グローバルインターンシップ ◎

　社会基盤デザイン総合演習Ⅰ ○ ○

　社会基盤デザイン総合演習Ⅱ ◎

　卒業研究 ◎ ○

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ ◎

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ ◎

◎：密接に対応　　○：対応
◎○は各科目と学習・教育到達目標との対応の程度を表す。

専
門
基
礎
科
目
群

専
門
総
合
科
目
群

そ
の
他

防
災
・
環
境
系
科
目
群

設
計
・
施
工
系
科
目
群

計
画
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
系
科
目
群

専

門

教

育

部

門

【 社会基盤デザイン工学科　学習 ･教育到達目標と授業科目の対応表 】
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部門 系

都市・国ᅵ制度論

ᅵ㉁・材料ヨ験法

建設材料学

 㔞学実習Ⅱ

都市ゎᯒ学

ᅵ㉁力学ⅢⅡ学力㉁ᅵⅠ学力㉁ᅵ

図学・CAD演習 都市デザイン学

社会基┙計画学Ⅰ

都市Ᏻ全学

力学基礎

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ化学基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅱ

材料力学

防
災
・
環

境
系

科
目
⩌

専
門
総
合

そ
の
他

科
目
⩌

総
合
基
礎
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

設
計
・
᪋
工

系
科
目
⩌

専
門
基
礎
科
目
⩌

専
門
教
育
部
門

物理学Ⅱ

計
画
・
䝬
䝛
ジ

䝯
ン
䝖
系

科
目
⩌

物理学演習

コンピューターリテラシー

社会基┙デザイン䝉ミナーⅠ

理工学概論

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学実験Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

国際関係論

中国語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

アジア文化論Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ

（2024年度入学生から適用）

アジア文化論Ⅱ

3年

前期

英語コミュニケーションⅣ

授業科目履修系統図

国際経済論

プラクティカル・イングリッシュⅠ

後期後期

1年

期後期前 前期

4年

後期

基礎ゼミナールⅡ基礎ゼミナールⅠ

微分積分Ⅰ

理工学部 社会基┙デザイン工学科（１～４年）

Ⅱ学科育体Ⅰ学科育体

英語コミュニケーションⅢ

2年

前期

中国語Ⅲ

化学Ⅰ

生物学

化学実験Ⅰ

化学Ⅱ

心理学

日本国憲法

地学Ⅰ Ⅱ験実学地Ⅰ験実学地

文学

職業指導論

欧米文化論Ⅱ欧米文化論Ⅰ

微分積分Ⅱ

物理学Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

線形代数Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

線形代数Ⅱ

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ

地学Ⅱ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体

物理学実験Ⅱ

技術者倫理

化学実験Ⅱ

生物学実験

Ỉ理学Ⅲ

構造力学Ⅲ

科学技術英語Ⅱ学数用応Ⅰ学数用応

Ⅱ学力造構Ⅰ学力造構

Ⅱ学理ỈⅠ学理Ỉ

数理統計学

デザイン学入門 デザイン技法 社会プ䝻ジ䜵ク䝖≉ูㅮ⩏

プ䝻グラミング基礎演習

社会基┙計画学Ⅱ

GIS・㻯I㻹実習

耐震工学

社会基┙デザイン総合演習Ⅰ 社会基┙デザイン総合演習Ⅱ

プ䝻ジ䜵ク䝖䝬䝛ジ䝯ン䝖

᪋設維持⟶理論

コンクリー䝖構造学

Ỉ域環境工学

䜻䝱リアデザイン

卒業研究

஺㏻デザイン学

構造・Ỉ理実験演習

地┙防災工学

Ἑᕝ工学Ỉ文・Ỉ㈨※工学

都市経済学

㗰構造学

グ䝻ー䝞ルインターンシップ

建設᪋工法

䜎䛱䛵䛟䜚実習

ᾏ域工学

地ᅪ環境工学

社会基┙デザイン䝉ミナーⅡ

選択科目 自由科目選択必修科必修科目

データサイエンス・AI入門

Ⅰ習実学㔞 学㔞 

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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部門 系

都市・国ᅵ制度論

ᅵ㉁・材料ヨ験法

建設材料学

 㔞学実習Ⅱ

都市ゎᯒ学

ᅵ㉁力学ⅢⅡ学力㉁ᅵⅠ学力㉁ᅵ

図学・CAD演習 都市デザイン学

社会基┙計画学Ⅰ

都市Ᏻ全学

力学基礎

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ化学基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅱ

材料力学

防
災
・
環

境
系

科
目
⩌

専
門
総
合

そ
の
他

科
目
⩌

総
合
基
礎
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

設
計
・
᪋
工

系
科
目
⩌

専
門
基
礎
科
目
⩌

専
門
教
育
部
門

物理学Ⅱ

計
画
・
䝬
䝛
ジ

䝯
ン
䝖
系

科
目
⩌

物理学演習

コンピューターリテラシー

社会基┙デザイン䝉ミナーⅠ

理工学概論

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学実験Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

国際関係論

中国語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

アジア文化論Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ

（2024年度入学生から適用）

アジア文化論Ⅱ

3年

前期

英語コミュニケーションⅣ

授業科目履修系統図

国際経済論

プラクティカル・イングリッシュⅠ

後期後期

1年

期後期前 前期

4年

後期

基礎ゼミナールⅡ基礎ゼミナールⅠ

微分積分Ⅰ

理工学部 社会基┙デザイン工学科（１～４年）

Ⅱ学科育体Ⅰ学科育体

英語コミュニケーションⅢ

2年

前期

中国語Ⅲ

化学Ⅰ

生物学

化学実験Ⅰ

化学Ⅱ

心理学

日本国憲法

地学Ⅰ Ⅱ験実学地Ⅰ験実学地

文学

職業指導論

欧米文化論Ⅱ欧米文化論Ⅰ

微分積分Ⅱ

物理学Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

線形代数Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

線形代数Ⅱ

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ

地学Ⅱ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体

物理学実験Ⅱ

技術者倫理

化学実験Ⅱ

生物学実験

Ỉ理学Ⅲ

構造力学Ⅲ

科学技術英語Ⅱ学数用応Ⅰ学数用応

Ⅱ学力造構Ⅰ学力造構

Ⅱ学理ỈⅠ学理Ỉ

数理統計学

デザイン学入門 デザイン技法 社会プ䝻ジ䜵ク䝖≉ูㅮ⩏

プ䝻グラミング基礎演習

社会基┙計画学Ⅱ

GIS・㻯I㻹実習

耐震工学

社会基┙デザイン総合演習Ⅰ 社会基┙デザイン総合演習Ⅱ

プ䝻ジ䜵ク䝖䝬䝛ジ䝯ン䝖

᪋設維持⟶理論

コンクリー䝖構造学

Ỉ域環境工学

䜻䝱リアデザイン

卒業研究

஺㏻デザイン学

構造・Ỉ理実験演習

地┙防災工学

Ἑᕝ工学Ỉ文・Ỉ㈨※工学

都市経済学

㗰構造学

グ䝻ー䝞ルインターンシップ

建設᪋工法

䜎䛱䛵䛟䜚実習

ᾏ域工学

地ᅪ環境工学

社会基┙デザイン䝉ミナーⅡ

選択科目 自由科目選択必修科必修科目

データサイエンス・AI入門

Ⅰ習実学㔞 学㔞 

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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9 ）環境創造工学科

学位授与方針
Diploma Policy

学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆと৽しい学問෼໺として以Լの޻૑଄ڥ؀　 5 つのபかΒなるʮڥ؀૑଄޻学ʯを掲͛、͜れΒのபをجຊとし
た教育を行い·す。

（ 1 （の心ڥ؀）。問୊を発ੜさせない心構えをৢ成させるڥଶ౓と؀׆に഑ྀしたੜڥ؀（
（ 2 ）ΤωルΪー・資ݯの༗ޮར用に取Γ૊む。（ΤωルΪー・資ݯ問୊のղ決）
（ 3 （վળ・ݩのอશと෮ڥ؀）。վળに取Γ૊む・ݩの෮ڥのอશとѱԽした؀ڥな؀޷ྑ（
（ 4 ）ࣗવとのௐ࿨をਤる。（ࣗવとのڞੜ）
（ 5 ）৽しいڥ؀γスςϜを૑出する。（ڥ؀૑଄）

次の資࣭・ೳྗを਎につけた学ੜに学࢜（޻学）の学位を授༩し·す。
ᶃ数学、෺ཧ、Խ学、ੜ෺なͲの޻学のૅجのΈにݶΒず、ޠ学、๏཯、ࣾ ձ科学なͲの෯޿い教ཆを਎につけ、ଟ༷なՁ஋؍をཧղし、

。問୊をؚむࣾձの諸問୊にରして࿦ཧతな൑断ができるڥԽする؀ࡶ໺にཱってෳࢹい޿
ᶄΤωルΪーと資ݯの༗ޮར用と॥؀、ࣗવڥ؀のอશとڥ؀の෮ݩ・վળ、ڥ؀にؔする৘報ॲཧおΑび持続Մೳで๛かなੜڥ؀׆

のϚωジϝントなͲڥ؀෼໺の஌ࣝを習得し、問୊ղ決のためにԠ用できる。
ᶅ向্心を持ちながΒڥ؀問୊にରするܧ続తな学習׆ಈをҡ持し、学Μͩ͜とを෼かち合い、問୊ղ決に向けてڠಇして取Γ૊む͜

とができる。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

学科の教育目ඪは、以Լの޻૑଄ڥ؀　 5 つをୡ成する͜ととし·す。

（ 1 ）ଟ༷なՁ஋؍とૅج஌ࣝ
（ 2 ）ٕज़者ྙཧとྙڥ؀ཧ
（ 3 ）ઐ໳ૅج஌ࣝとそのԠ用
（ 4 ）ίϛュχケーγϣンೳྗ
（ 5 ）高౓なٕज़者へのૅج作Γ

学位授༩ํ਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけさせるため、次のΑうな教育՝ఔをฤ成し、実施し·す。
ᶃ教ཆ教育は、ਓจ・ࣾձ・ࣗવ科学、ޠ学、৘報ٕज़、ମ育等かΒなる՝ఔをମܥతにฤ成し、༷ʑなՁ஋؍に৮れ、෺事をਖ਼しく

ཧղし表ݱできるΑうにする。
ᶄઐ໳教育では、ڥ؀૑଄に܎わる՝ఔをମܥతにฤ成し、ߨ ・ٛԋ習・実ݧ・実習等をద੾に૊Έ合わせた授業を実施する͜とにΑΓ、

ઐ໳෼໺の஌ࣝ・ೳྗを確実に修得し、問୊ղ決のために׆かす͜とができるΑうにする。
ᶅڥ؀૑଄に܎わるॳ年次教育΍ԋ習・実ݧ・実習科目を中心にΞΫςΟϒ・ϥーχンάの要ૉを取Γ入れる͜とにΑΓ、ੜ֔にわたっ

てओମతに学び、ଞ者との૬ޓཧղ΍ҙ׵ަݟができるΑうにする。
ᶆγϥόスに示した内༰にͮجいてݫ格に成੷ධՁして単位認定する。学ੜݸผの成੷表に΋それを記載して学修指導΍各種ॱ位ͮけ

にར用できるΑうにする。成੷΍学修ଶ౓を૯合తに൑断してݸผ指導できる教育ࢧԉγスςϜを੔備し、学ੜが各ࣗのୡ成౓とক
དྷܭըにԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

。学科は、高等学校等における学習を௨して、次のΑうな資࣭・ೳྗを਎につけているਓを受入れ·す޻૑଄ڥ؀　

ᶃ大学での学修のૅجとなる高等学校における各教科のجຊ事項を修得している。
ᶄڥ؀のθωϥϦスト͋るいはスペγϟϦストとして、学科での学修成Ռをࣾձで׆かすという目తҙࣝが͋る。
ᶅ大学ࡏ学中ͩけでなく、大学Ӄへのਐ学΍ࠃՈ資格の取得等ଔ業後΋学び続けるҙཉが͋る。

01

02

03

環境創造工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　ਓྨは஍্ٿに஀ੜ後ɼࣗΒのੜଘのためɼࣗવにಇきかけɼ৯ྉ・ҥྨ・ॅډ等をௐୡしてきたաఔでɼࣗવքのΤωルΪー・資ݯを

༗ޮ׆用するとと΋にɼ科学ٕज़΍จԽ・จ明として成Ռをݱ୅に։Ֆさせてき·した。その݁Ռとしてɼਓʑのੜ׆ਫ準はඈ༂తな向্

をݟせた一ํɼΤωルΪーのա৒ফඅ等にΑΓɼその持続ੑがةͿ·れるΑうなҙਤしなかった݁Ռ΋ݱれ·した。それがʮڥ؀問୊ʯです。

にؔわるڥԼɼ؀گってい·す。͜のΑうな状ࢸな事ଶにࠁかすਂڴ໛に及びਓྨは΋とΑΓɼଞのੜ෺のੜଘを΋ن΍ੈքࠓ問୊はڥ؀

諸問୊をղ決するとと΋にɼࣗવとのௐ࿨をਤΓつつɼࣾձ・ࡁܦが持続తに発లできる॥ࣾܕ؀ձの構ஙがٻめΒれてい·す。

・とΤωルΪーܥにかかわるઐ໳ྖҬをੜ෺ڥするためɼ؀ݙߩձγスςϜの構ஙʯにࣾࡁܦが目指すʮ持続Մೳなࠃ学科はɼわが޻૑଄ڥ؀　

資ݯ॥؀෼໺をϕースとするίース（資ݯ・ΤωルΪー・όΠΦ޻学ίース）とɼσータ科学ɼࣗવڥ؀とੜڥ؀׆をϕースとするίース（؀

Ϛωジϝント・σータ科学ίース）のڥ 2 ίースに෼ྨしɼ৽しい学問෼໺として以Լの 5 つのபかΒなるʮڥ؀૑଄޻学ʯを掲͛ɼ͜れ

Βのபをجຊとした教育を行いɼڥ؀にܞわるٕज़者・ڀݚ者のཆ成を目指し·す。

< 学޻૑଄ڥ؀ >

（の心ڥ؀）。問୊を発ੜさせない心構えをৢ成させるڥଶ౓と؀׆に഑ྀしたੜڥ؀（1）

（2）ΤωルΪー・資ݯの༗ޮར用に取Γ૊む。（ΤωルΪー・資ݯ問୊のղ決）

（վળ・ݩのอશと෮ڥ؀）。վળに取Γ૊む・ݩの෮ڥのอશとѱԽした؀ڥな؀޷ྑ（3）

（4）ࣗવとのௐ࿨をਤる。（ࣗવとのڞੜ）

（5）৽しいڥ؀γスςϜを૑出する。（ڥ؀૑଄）

　্記のʮڥ؀૑଄޻学ʯを実ݱするਓ材に必要な஌ࣝ΍ೳྗを以Լの 5 つの要ૉに੔ཧしɼ͜れΒのৢ成をਤる΂くΧϦΩュϥϜをฤ成

してい·す。

< 学のための޻૑଄ڥ؀ 5 つの要ૉ >

（1）ଟ༷なՁ஋؍とૅج஌ࣝ

（2）ٕज़者ྙཧとྙڥ؀ཧ

（3）ઐ໳ૅج஌ࣝとそのԠ用

（4）ίϛュχケーγϣンೳྗ

（5）高౓なٕज़者へのૅج作Γ

　授業科目はɼڥ؀を࿦͡るର৅෼໺をɼわがࠃが目指すʮ持続ՄೳなࣾࡁܦձγスςϜの構ஙʯにݙߩするためɼʮ資ݯ・ΤωルΪー・ό

ΠΦ޻学ίースʯとʮڥ؀Ϛωジϝント・σータ科学ίースʯの 2 つのίースに大ผして഑ஔする΄かɼڥ؀のઐ໳科目をཧղする科目܈

΍ 2 ίースにڞ௨する科目܈をʮڞ௨科目ʯとして഑ஔしてい·す。
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環境創造⼯学科　教育課程⼀覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ      1 2 ●

ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ      1 2 ●

ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ      1 2 ●

ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣      1 2 ●

プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ      1 2

プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ      1 2

䝗イ䝒ㄒⅠ      1 2 䠬1

䝗イ䝒ㄒⅡ      1 2 䠬2

䝗イ䝒ㄒⅢ      1 2 䠬3

䝗イ䝒ㄒ䊣      1 2 䠬4

䝣ランスㄒⅠ      1 2 䠬1

䝣ランスㄒⅡ    1 2 䠬2

䝣ランスㄒⅢ    1 2 䠬3

䝣ランスㄒ䊣    1 2 䠬4

中ᅜㄒⅠ    1 2 䠬1

中ᅜㄒⅡ    1 2 䠬2

中ᅜㄒⅢ      1 2 䠬3

中ᅜㄒ䊣      1 2 䠬4

య育科学Ⅰ      1 2 ●

య育科学Ⅱ      1 2 ●

య育科学Ⅲ      1 2 ●

య育科学䊣      1 2 ●

ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 䠬㻡

ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 䠬㻢

♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 䠬㻡

♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 䠬㻢

䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬㻣

䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬㻤

Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬㻣

Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬㻤

ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬㻥

ᩥ学      2 2 䠬㻥

᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬㻥

ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜

ᚰ理学      2 2 䠬1㻜

基礎ゼミナールⅠ      1 2

基礎ゼミナールⅡ      1 2

職業ᣦᑟ論 2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2

᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2

᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2

᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2

᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

自由

科目

授    業    科    目    名

እᅜே␃学生の䜏
履修が可⬟

1  年 3  年 摘          要2  年

毎  週  授  業  時  間  数 単 位 数

4  年 教職
課程

部
門

ศ
㔝

必修

科目

選択

科目

総
合
基
礎
部
門

選択

必修

科目

総

合

基

礎

部

門

2025 年度入学　環境創造工学科　教育課程一覧表
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環境創造⼯学科　教育課程⼀覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

自由

科目

授    業    科    目    名 1  年 3  年 摘          要2  年

毎  週  授  業  時  間  数 単 位 数

4  年 教職
課程

部
門

ศ
㔝

必修

科目

選択

科目

選択

必修

科目

ᚤศ✚ศⅠ 2 2

ᚤศ✚ศⅡ 2 2

⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2

⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2

物理学Ⅰ 2 2

物理学Ⅱ 2 2

物理学演習 1 2

物理学実験Ⅰ 1 2

物理学実験Ⅱ 1 2

໬学Ⅰ 2 2

໬学Ⅱ 2 2

໬学実験Ⅰ 1 2

໬学実験Ⅱ 1 2

ᆅ学Ⅰ 2 2

ᆅ学Ⅱ 2 2

ᆅ学実験Ⅰ 1 2

ᆅ学実験Ⅱ 1 2

生物学 2 2

生物学実験 1 2

理工学概論 2 2 ●

ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●

䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ●

データサイエンス・AIධ門 2 2

数学基礎演習Ⅰ 1 2

数学基礎演習Ⅱ 1 2

物理学基礎演習Ⅰ 1 2

物理学基礎演習Ⅱ 1 2

໬学基礎演習Ⅰ 1 2

໬学基礎演習Ⅱ 1 2

ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2

ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2

エ䝛ル䜼ー環境論 2 2 2

エ䝛ル䜼ー⟶理工学 2 2 ●

環境エ䝛ル䜼ーኚ᥮工学 2 2

エ䝛ル䜼ープ䝻䝉スシス䝔䝮設計 2 2

⇕໬学・ගエ䝛ル䜼ー工学 2 2

᭷ᶵ材料工学 2 2 ×

↓ᶵ材料工学 2 2 ×

環境ศᯒ໬学 2 2

環境材料学 2 2

材料䝸サイクル 2 2 ●

㈨※ᚠ環学 2 2

環境㓄៖๰造設計学 3 4

生物໬学工学 2 2 ×

Ỉ環境工学 2 2

Ỉฎ理工学 2 2

ศ㞳プ䝻䝉ス工学 2 2 ×

基礎生ែ学 2 2

㈨
※
・
エ
䝛
ル
䜼
ー

・
バ
イ
䜸
工
学
䝁
ー

ス

専

門

教

育

部

門

理

工

学

基

礎

科

目
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環境創造⼯学科　教育課程⼀覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

自由

科目

授    業    科    目    名 1  年 3  年 摘          要2  年

毎  週  授  業  時  間  数 単 位 数

4  年 教職
課程

部
門

ศ
㔝

必修

科目

選択

科目

選択

必修

科目

環境生ែ工学 2 2 ●

環境生物工学 2 2

環境䜰䝉ス䝯ン䝖 2 2 ●

ᛌ㐺ᛶ設計基礎 2 2 ×

ᛌ㐺ᛶ設計学Ⅰ 3 4 ×

ᛌ㐺ᛶ設計学Ⅱ 3 4 ×

ᛌ㐺ᛶ๰造工学 2 2 ×

✵Ẽㄪ࿴⾨生工学 2 2 ×

環境シス䝔䝮Ⅰ 㻞 㻞 ×

環境シス䝔䝮Ⅱ 2 2 ×

都市シス䝔䝮Ⅰ 2 2 ×

都市シス䝔䝮Ⅱ 2 2 ×

᝟ሗฎ理Ⅰ 2 2 ×

᝟ሗฎ理Ⅱ 2 2 ×

データ科学Ⅰ 2 2

データ科学Ⅱ 2 2

環境計 学Ⅰ 2 2

環境計 学Ⅱ 2 2

✵間᝟ሗ科学 㻞 㻞

環境ゎᯒ学 2 2

Ẽ㇟・Ẽೃ学 2 2

環境䝸䝰ー䝖䝉ンシング 2 2 ●

材料力学 2 2

構造力学Ⅰ 2 2

構造力学Ⅱ 2 2

ラン䝗ス䜿ープⅠ 2 2 ×

ラン䝗ス䜿ープⅡ 2 2 ×

ᆅᇦ環境計画演習 3 4 ×

環境๰造工学概論Ⅰ 2 2 ×

環境๰造工学概論Ⅱ 2 2 ×

環境๰造工学演習Ⅰ 2 2 ● ×

環境๰造工学演習Ⅱ 2 2 ● ×

環境๰造工学演習Ⅲ 2 4 ×

応用数学 2 2 ×

☜⋡⤫計学 2 2

䝁ミ䝳䝙䜿ーションス䜻ル 2 2 ×

環境೔理 2 2 ×

環境ἲ 2 2

建設ἲつ 2 2

建設施工学 2 2

環境構造設計ἲ 3 4

インターンシップ 1 △ ×

ゼミナール 2 2 ×

卒業研究・卒業制作 4 䖩 䖩 ×

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

環
境
䝬
䝛
䝆
䝯
ン
䝖
・
デ
ー

タ
科
学
䝁
ー

ス

そ
の
他

　　　×：他学部・他学科履修不可
　　　★：卒業研究・卒業制作の毎週授業時間数は、前期４時間、後期４時間を最低条件とする。
　　　△：インターンシップは夏季休暇中に実施する。

ඹ

㏻

㈨
※
・
エ
䝛
ル
䜼
ー

・
バ
イ
䜸
工
学
䝁
ー

ス

専

門

教

育

部

門
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1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえཤ修登録をしてくͩさい。

　ࣗ༝科目の修得単位はਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅おΑびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

　ଞ学科ɼଞ学෦おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定に΋とͮきଞ大学で修得した単位はɼਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅おΑびଔ業に必要な単位

数にࢉ入され·す。ࢉ入される単位数の্ݶについてはɼʮⅡ ཤ修等にؔするن定の 2�4ɼ2�5ɼ10ʯで必ず確認してくͩさい。

2 ．進級の条件
　ਐڃについてはɼ次の৚݅が必要です。

1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

学֓࿦Ⅱをؚむ޻૑଄ڥ学֓࿦Ⅰɼ؀޻૑଄ڥ؀　 22 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

　2 年次終了·でにڥ؀૑଄޻学ԋ習Ⅰ，ڥ؀૑଄޻学ԋ習Ⅱをؚむ ý2 単位以্を修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
　次の৚݅をຬたす͜とをݪଇとし·す。

　ଔ業に必要な単位数にࢉ入される授業科目のうちɼڥ؀૑଄޻学ԋ習ᶙɼθϛφールをؚむ 95 単位以্を修得している͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次の௨Γです。

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

બ ୒ 必 修 科 目 1 0 単位　　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 1 þ 単位※ 1

બ ୒ 必 修 科 目
ཧ ޻ 学 ج ૅ 科 目 1 ý 単位　　

学 科 ઐ ໳ 科 目 2 0 単位※ 2

બ ୒ 科 目 5 1 単位以্

ܭ 1 0 4 単位以্
合　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্

※ 1 　学科ઐ໳科目の必修科目
・ڀݚ学ԋ習ᶙɼθϛφールɼଔ業޻૑଄ڥ学ԋ習Ⅱɼ؀޻૑଄ڥ学ԋ習Ⅰɼ؀޻૑଄ڥ学֓࿦Ⅱɼ؀޻૑଄ڥ学֓࿦Ⅰɼ؀޻૑଄ڥ؀
ଔ業੍作

※ 2 　学科ઐ໳科目のબ୒必修科目
Լ記の科目（ᶃおΑびᶄの合ܭ 22 科目）かΒ 10 科目以্修得

ᶃ資ݯ・ΤωルΪー・όΠΦ޻学ίースにઃஔのબ୒必修科目
ΤωルΪーڥ؀࿦ɼڥ؀ΤωルΪーม޻׵学ɼ೤Խ学・ޫ ΤωルΪー޻学ɼແػ材ྉ޻学ɼڥ؀材ྉ学ɼ資ݯ॥؀学ɼੜ෺Խ学޻学ɼ
ਫ޻ڥ؀学ɼૅجੜଶ学ɼڥ؀ੜ෺޻学ɼշదੑઃૅجܭɼշదੑ૑଄޻学ɼۭؾௐ࿨Ӵੜ޻学

ᶄڥ؀Ϛωジϝント・σータ科学ίースにઃஔのબ୒必修科目
学ɼ材ྉྗ学ɼϥンυスケーީؾ・৅ؾଌ学Ⅰɼۭ間৘報科学ɼܭڥγスςϜⅠɼ৘報ॲཧⅠɼ৘報ॲཧⅡɼσータ科学Ⅰɼ؀ڥ؀
ϓⅠ
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5．建築士試験の受験資格要件
　ྩ࿨ þ 年౓以߱にڥ؀૑଄޻学科に入学した学ੜは、以Լに示すݐஙݧࢼ࢜受ݧ資格の෼ྨผ必要単位数を修得する͜とでݐங࢜受ݧ資

格を得る͜とができ、ݧࢼ合格おΑび必要実຿ݧܦ年数をܦてݐங࢜免許登録する͜とができ·す。

・一ݐڃங࢜は、Լ表の෼ྨผ必要単位数をຬたし、かつ、ᶃ～ᶌの૯ܭ 40 単位以্を修得する͜とで受ݧ資格が得Βれ、ݧࢼ合格と૯ܭ

単位数にԠ͡た実຿ݧܦ（最୹ 3 年ɿԼ表ཝ֎ˎ参র）にΑΓ一ݐڃங࢜免許登録ができ·す。（予定ɿࡏݱ申੥中）

・ೋݐڃங࢜・໦଄ݐங࢜は、ᶃ～ᶋの෼ྨผ必要単位数をຬたし、かつ、ᶃ～ᶌのॴ定૯ܭ単位数以্を修得する͜とで受ݧ資格が得Β

れ·す。૯ܭ 40 単位以্修得の場合は、実຿ݧܦなしに、ݧࢼ合格とಉ࣌にೋݐڃங࢜・໦଄ݐங࢜として免許登録ができ·す。（予定ɿ

（申੥中ࡏݱ

・実຿ݧܦは、大学Ӄにਐ学して得る͜と΋Մೳで͋Γ、໊ ৓大学大学Ӄཧ޻学ڀݚ科ڥ؀૑଄޻学ઐ߈においてॴ定の科目を15単位以 （্Π

ンターンγοϓ 4 単位以্※一෦ݐங学ઐ߈科目のཤ修要）修得する͜とで 1 年の実຿ݧܦが得Βれ·す。

・ྩ࿨ 2 年 3 月 1 ೔ΑΓվਖ਼ݐங࢜๏が施行され、一ݐڃஙݧࢼ࢜΋ଔ業後す͙に実຿ݧܦなしで受ݧՄೳとなΓ·した（受ݧ資格要

の前後にؔわݧࢼ、はݧܦஙٕज़教育ී及センター　IUUQ���XXX�KBFJD�PS�KQ）。·た、ଔ業後の実຿ݐ（ࡒެ）等についてはݧࢼ、݅

Βず、免許登録のࡍ·でにੵΜでいれ͹ྑい͜ととなΓ·した（実຿ݧܦのର৅実຿、免許登録については（ެࡒ）೔ຊݐங࢜࿈合ձ　

IUUQT���XXX�LFODIJLVTIJLBJ�PS�KQ）。๏վਖ਼にΑる৽しい੍ݧࢼ౓は、以্をは͡めとするݐஙݧࢼ࢜の受ػݧձを֦大するための諸

。（౔ަ௨লύンϑϨοト　IUUQT���XXX�NMJU�HP�KQ�KVUBLVLFOUJLV�CVJME�DPOUFOU�0013149ý5�QEGࠃ）が੝Γ込·れてい·すࡦํ

建築士試験受験資格の分類別必要単位数と指定科目

෼ྨผ必要単位数 環境創造工学科　令和 7年度以降入学対象　指定科目

ೋڃ・໦଄ݐங࢜ 一ݐڃங࢜ ෼ྨ൪号 科目໊ ཤ修学年 単位数

ᶃݐஙઃܭ੡ਤ
（3 単位以্）

ᶃݐஙઃܭ੡ਤ
（þ 単位以্）

ᶃ շదੑઃૅجܭ 1 2

ᶃ շదੑઃܭ学Ⅰ 2 3

ᶃ շదੑઃܭ学Ⅱ 2 3

ᶄ～ᶆݐஙܭը、ݐங؀
ஙઃ備ݐ学ຢは޻ڥ

（2 単位以্）

ᶄݐஙܭը
（þ 単位以্）

ᶄ γスςϜⅠڥ؀ 1 2

ᶄ γスςϜⅡڥ؀ 2 2

ᶄ ౎ࢢγスςϜⅠ 2 2

ᶄ ౎ࢢγスςϜⅡ 3 2

ᶅݐங޻ڥ؀学
（2 単位以্） ᶅ շదੑ૑଄޻学 3 2

ᶆݐஙઃ備
（2 単位以্） ᶆ 学޻ௐ࿨Ӵੜؾۭ 3 2

ᶇ～ᶉ構଄ྗ学、ݐங一
ൠ構଄ຢはݐங材ྉ

（3 単位以্）

ᶇ構଄ྗ学
（4 単位以্）

ᶇ 材ྉྗ学 2 2

ᶇ 構଄ྗ学Ⅰ 2 2

ᶇ 構଄ྗ学Ⅱ 3 2

ᶈݐங一ൠ構଄
（3 単位以্） ᶈ ๏ܭ構଄ઃڥ؀ 3 3

ᶉݐங材ྉ
（2 単位以্）

ᶉ 材ྉ学ڥ؀ 2 2

ᶉ 材ྉϦαΠΫル 2 2

ᶉ 学ܭ഑ྀ૑଄ઃڥ؀ 3 3

ᶊݐஙੜ࢈
（1 単位以্）

ᶊݐஙੜ࢈
（2 単位以্）

ᶊ 学޻ઃ施ݐ 3 2

ᶊ 資ݯ॥؀学 3 2

ᶋݐங๏ن
（1 単位以্）

ᶋݐங๏ن
（1 単位以্） ᶋ نઃ๏ݐ 2 2

ᶌそのଞ
（దٓ）

ᶌそのଞ
（దٓ）

ᶌ ཧྙڥ؀ 1 2

ᶌ ٕज़者ྙཧ 2 2

ᶌ ๏ڥ؀ 2 2

ᶌ Ξセスϝントڥ؀ 3 2

ˎ一ݐڃஙݧࢼ࢜の受ݧおΑび免許登録に必要となるݐங実຿のݧܦ年数ɿ
　্表のશての科目の単位（ܭ 50 単位）を修得した場合、࣌ݧࢼɿ0 年　登録࣌ɿ3 年
　෼ྨผ必要単位数をຬたし、かつ、૯ܭの単位数が、ᶃ～ᶌܭ 40 ～ 49 単位修得の場合、࣌ݧࢼɿ0 年　登録࣌ɿ4 年
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部門 分㔝 ⣽目

環境ア䝉ス䝯ン䝖

Ỉฎ理学

基礎生ែ学

㈨※ᚠ環学

環境保全学

環境材料学

↓ᶵ材料合ᡂ工学 分㞳⢭〇工学

環境生ែ工学

学㇟Ẽ境環学工䜜ὶ

Ⅱ学計設造๰境環住ᒃⅠ学計設造๰境環住ᒃ学計設造๰境環住

技術者倫理

授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

3年 4年

後期

環境๰造工学実験Ⅱ

前期

理工学部 環境๰造工学科（１～４年）

後期

アジア文化論Ⅱ

英語コミュニケーションⅣ

2年

フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

ドイツ語Ⅱ

前期

体育科学Ⅰ

1年

後期

人文科学基礎Ⅰ

体育科学Ⅳ

国際関係論

前期

中国語Ⅲ

前期後期

英語コミュニケーションⅢ

体育科学Ⅲ

プラクティカル・イングリッシュⅡ

欧米文化論Ⅱ

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ

プラクティカル・イングリッシュⅠ

総
合
基
礎
部
門

基礎ゼミナールⅡ

体育科学Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

中国語Ⅱ

フランス語Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

社会科学基礎Ⅰ

日本国憲法

国際経済論

心理学文学

物理学実験Ⅰ

地学Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

物理学Ⅱ物理学Ⅰ

地学実験Ⅰ

化学実験Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

物理学実験Ⅱ

化学実験Ⅱ

生物学

地学実験Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

物理学演習

中国語Ⅰ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ

微分積分Ⅱ

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

専
門
教
育
部
門

微分積分Ⅰ

理
工
学
基
礎
科
目

英語基礎演習Ⅰ

理工学概論

コンピューターリテラシー

化学Ⅰ

環
境
ඹ
生

人
間
ά
ື
環
境

ඹ
㏻

そ
の
他

環境๰造工学実験Ⅰ

応用数学

᝟ሗฎ理Ⅰ

数学基礎演習Ⅱ

地学Ⅱ

化学Ⅱ

地域環境ㄪᰝ実習Ⅰ 地域環境ㄪᰝ実習Ⅱ

職業指導論

᭷ᶵ材料工学

材料リサイクル

☜⋡統計学

英語基礎演習Ⅱ

生物学実験

環境計 学

環境エ䝛ル䜼ーኚ᥮工学

物理学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

環境๰造工学概論Ⅰ 環境๰造工学概論Ⅱ

学工理⟶ー䜼ル䝛エ

᝟ሗฎ理Ⅱ

コミュニケーションス䜻ル

構造力学Ⅱ 環境構造設計法

習実学㔞 学㔞 

環境ඹ生๰造論

環境リ䝰ー䝖䝉ンシング

エ䝛ル䜼ープ䝻䝉スシステ䝮設計

෌生ྍ⬟エ䝛ル䜼ー工学

空間๰造学

ᛌ適ᛶ๰造学Ⅰ

材料力学

ᛌ適ᛶ๰造学Ⅱ

環境文化論

環境๰造設備学Ⅰ

環境䝬䝛ジ䝯ン䝖

環境๰造設備学Ⅱ

ᅵተ地ୗỈởᰁ学

アー䝞ンデザイン

環境法

卒業研究・卒業制作

建設᪋工学

インターンシップ ゼミナール

建設法規

環境㓄៖๰造設計学

ඹ
㏻

エ
䝛
ル
䜼

・
㈨
※
ᚠ
環

構造力学Ⅰ

化学工学

学工境環Ỉ学ᯒ分境環

環境倫理

デザイン図法

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門

論境環ー䜼ル䝛エ ┬エ䝛ル䜼ー学

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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部門 分㔝 ⣽目

環境ア䝉ス䝯ン䝖

Ỉฎ理学

基礎生ែ学

㈨※ᚠ環学

環境保全学

環境材料学

↓ᶵ材料合ᡂ工学 分㞳⢭〇工学

環境生ែ工学

学㇟Ẽ境環学工䜜ὶ

Ⅱ学計設造๰境環住ᒃⅠ学計設造๰境環住ᒃ学計設造๰境環住

技術者倫理

授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

3年 4年

後期

環境๰造工学実験Ⅱ

前期

理工学部 環境๰造工学科（１～４年）

後期

アジア文化論Ⅱ

英語コミュニケーションⅣ

2年

フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

ドイツ語Ⅱ

前期

体育科学Ⅰ

1年

後期

人文科学基礎Ⅰ

体育科学Ⅳ

国際関係論

前期

中国語Ⅲ

前期後期

英語コミュニケーションⅢ

体育科学Ⅲ

プラクティカル・イングリッシュⅡ

欧米文化論Ⅱ

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ

プラクティカル・イングリッシュⅠ

総
合
基
礎
部
門

基礎ゼミナールⅡ

体育科学Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

中国語Ⅱ

フランス語Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

社会科学基礎Ⅰ

日本国憲法

国際経済論

心理学文学

物理学実験Ⅰ

地学Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

物理学Ⅱ物理学Ⅰ

地学実験Ⅰ

化学実験Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

物理学実験Ⅱ

化学実験Ⅱ

生物学

地学実験Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

物理学演習

中国語Ⅰ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ

微分積分Ⅱ

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

専
門
教
育
部
門

微分積分Ⅰ

理
工
学
基
礎
科
目

英語基礎演習Ⅰ

理工学概論

コンピューターリテラシー

化学Ⅰ

環
境
ඹ
生

人
間
ά
ື
環
境

ඹ
㏻

そ
の
他

環境๰造工学実験Ⅰ

応用数学

᝟ሗฎ理Ⅰ

数学基礎演習Ⅱ

地学Ⅱ

化学Ⅱ

地域環境ㄪᰝ実習Ⅰ 地域環境ㄪᰝ実習Ⅱ

職業指導論

᭷ᶵ材料工学

材料リサイクル

☜⋡統計学

英語基礎演習Ⅱ

生物学実験

環境計 学

環境エ䝛ル䜼ーኚ᥮工学

物理学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

環境๰造工学概論Ⅰ 環境๰造工学概論Ⅱ

学工理⟶ー䜼ル䝛エ

᝟ሗฎ理Ⅱ

コミュニケーションス䜻ル

構造力学Ⅱ 環境構造設計法

習実学㔞 学㔞 

環境ඹ生๰造論

環境リ䝰ー䝖䝉ンシング

エ䝛ル䜼ープ䝻䝉スシステ䝮設計

෌生ྍ⬟エ䝛ル䜼ー工学

空間๰造学

ᛌ適ᛶ๰造学Ⅰ

材料力学

ᛌ適ᛶ๰造学Ⅱ

環境文化論

環境๰造設備学Ⅰ

環境䝬䝛ジ䝯ン䝖

環境๰造設備学Ⅱ

ᅵተ地ୗỈởᰁ学

アー䝞ンデザイン

環境法

卒業研究・卒業制作

建設᪋工学

インターンシップ ゼミナール

建設法規

環境㓄៖๰造設計学

ඹ
㏻

エ
䝛
ル
䜼

・
㈨
※
ᚠ
環

構造力学Ⅰ

化学工学

学工境環Ỉ学ᯒ分境環

環境倫理

デザイン図法

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門

論境環ー䜼ル䝛エ ┬エ䝛ル䜼ー学

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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10）建築学科

学位授与方針
Diploma Policy

き、以Լの要ͮجங学科は、ຊ学ཱ学のਫ਼ਆとຊ学科ਓ材ཆ成目తにݐ　 ʀ݅ᶃ、ᶄ、ᶅをຬたす学ੜにରしてଔ業を認定し、学࢜（޻学）
の学位を授༩し·す。

ᶃ෯޿い教ཆとޠ学ྗを਎につけ、それΒにཪ打ちされた޿いࢹ໺と高いྙཧ؍を΋ってࣾձの発లにݙߩするҙࢤと、それを実ݱす
るためのೳྗを༗する。

ᶄݐங෼໺に必要な޻学のૅج஌ࣝと芸ज़のੑײを਎につけ、ੑॅډ・҆શੑ・審ඒੑ・ڥ؀ௐ࿨ੑをॏࢹしたۭ間૑଄のجຊతೳྗ
を༗する。

ᶅੜ֔にわたΓओମత、ཱࣗతに୳ڀするೳྗを਎につけ、さΒに、ࣾձにおいて՝୊ղ決に向けてڠಇして取Γ૊む͜とのできるೳ
ྗを༗する。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

。ங学科は、ଔ業認定・学位授༩のํ਑に示すೳྗを਎につけさせるため、教ཆ教育とઐ໳教育ΑΓ構成される教育՝ఔをฤ成し·すݐ　
ೋつの෼໺において一定数以্の単位の修得をٛ຿付け、ݐங学の࿮を௒えたਂい஌ࣝ・ཧղを਎につけるための෯޿い学修をٻめ·す。

ᶃ教ཆ教育は、֎ޠࠃ、ମ育科学、ਓจ科学、ࣾձ科学等の教ཆ科目と数学、෺ཧ学、Խ学、ٕज़者ྙཧ等のཧ޻学ૅج科目にΑΓฤ
成される。͜れΒの科目を学Ϳ͜とにΑΓઐ໳෼໺を௒えた෯޿いࢹ໺とྙཧ؍をཆうとڞに、ઐ໳教育にਐむ্でܽく͜とのでき
ない஌ࣝをཆう͜とができるΑうにする。

ᶄઐ໳教育では、ૅجかΒԠ用へのॱ次ੑをอちながΒ、科目૬ޓをମܥతにฤ成している。ٛߨ科目と、それにؔ࿈するઃܭ・ԋ習・
実ݧ・実習が༗ػతに݁びついた授業を実施する͜とにΑΓ、ݐங学の各ઐ໳෼໺にؔするૅج஌ࣝと芸ज़のੑײを਎につける͜と
ができるΑうにする。·た、各学ੜのదੑ΍কདྷのਐ࿏にԠ͡て、必要な෼໺のઐ໳஌ࣝをਂめるとと΋に、ଔ業後に取得が望·し
いࠃՈ資格にରԠできるे෼なྗૅجを修得できるΑうにする。

ᶅ教ཆ教育とઐ໳教育を௨して、ೳಈత学修の要ૉを取Γ入れた教育を用ҙするとڞに、ઃܭ・ԋ習・実ݧ・実習科目にΑΓ、さ·͟
·な՝୊にରするղ決ྗ・Ԡ用ྗをཆう。ଔ業ڀݚ・ଔ業੍作等では、ࣗओੑ΍ίϛュχケーγϣンೳྗをཆい、一ݐڃங࢜等のٕ
ज़者としてੜ֔にわたΓ׆かす͜とのできる૯合త学修と૑଄తྗߟࢥがഓわれるΑうにする。

ᶆγϥόスに示した内༰にͮجいてݫ格に成੷ධՁして単位認定する。学ੜݸผの成੷表に΋それを記載して学修指導΍各種ॱ位ͮけ
にར用できるΑうにする。成੷΍学修ଶ౓を૯合తに൑断して指導するମ੍を੔え、学ੜが各ࣗのୡ成౓とকདྷܭըにԠ͡た学修を
ਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

·ங学科のଔ業認定・学位授༩のํ਑をཧղし、高等学校等での学習を௨して、次のΑうなೳྗ・ҙཉを਎につけているਓを受入れݐ　
す。

ᶃ大学での学修のૅجとなる高等学校教育の内༰をݎ実に修得し、ݐங学のઐ໳෼໺を学Ϳために必要な数学、ཧ科おΑびӳޠの高い
。学ྗを༗するૅج

ᶄ数学、ཧ科おΑびӳޠのૅج学ྗを׆用して、ࣗΒ問୊を発ݟしそのղ決に向けて୳ڀし、成Ռ等を表ݱするためのجຊとなるߟࢥ
ྗ・൑断ྗ・表ྗݱ等を༗する。

ᶅݐங学科がॏࢹするੑॅډ・҆શੑ・審ඒੑ・ڥ؀ௐ࿨ੑをॏࢹしたۭ間૑଄にڵຯを持ち、ओମੑを持ってଟ༷なਓʑとྗڠして、
。するҙཉを༗するݙߩஙٕज़者としてࣾձݐ

01

02

03

建築学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
ࡁܦ・ೳੑػ・けɼັྗతで҆શੑͮܥ学・ٕज़・芸ज़の૯合తな学問をମ޻をつくるのに必要とされるڥ؀׆ங学はɼਓ間ࣾձのੜݐ　

ੑをॏࢹしたշదなۭ間૑଄を学Ϳ෼໺です。ݐஙを学Ϳ学ੜはɼ޿いࢹ໺で૯合తに事৅をݟ෼ける目を持ちɼ஌ࣝ΍ٕज़にภる͜となくɼ

จԽ΍芸ज़に΋଄ܮをਂめɼ必要な஌ੑ΍ੑײを਎につける͜とが؊要です。ݐங学科はɼ͜のΑうな޻学ੑと芸ज़ੑを΋つ༏れたੜ؀׆

心ح޷し·す。ΧϦΩュϥϜはɼ学ੜの஌తݱಈできる教育を実ײし૑଄するज़を学びɼʮ΋のͮくΓʯにٻཧを௥ݪのۭ間ڥ΍จԽత؀ڥ

をܹࢗしɼݐஙٕज़者΍ݐஙՈとして必要なૅج஌ࣝ΍৽しい高౓なݐஙٕज़を௥ٻするҙཉとɼਓ間΍ࣾձとのؔわΓについてのਂいಎ

。しうるਓ材の育成を目指してい·すݙߩங෼໺が担う΂きࣾձతな໾ׂにݐを਎につけɼࣝݟと高౓なྗ࡯

　ຊ学科ではɼ以ԼのΑうな教育・指導を行い·す。

˔ཧ޻学ૅج科目܈とݐஙにؔわる各෼໺のઐ໳科目܈にΑる指定科目でɼे෼なૅجೳྗとઐ໳ೳྗをཆい·す。

˔গਓ数でのϫーΫγϣοϓ΍θϛφールをは͡めɼ各授業科目で΋教員と学ੜ間΍学ੜάルーϓ内でのϫーΫを՝しɼݐஙにܞわる者と

してのࣾձੑ΍ίϛュχケーγϣンೳྗおΑびϓϨθンςーγϣンೳྗをཆ成し·す。

˔科目ຖの授業ܭըを授業の࢝めに説明し·す。ಉ࣌に科目ຖの౸ୡ目ඪを示しɼ成੷のධՁج準΋明確にし·す。成੷ධՁはɼධՁج準

に従ってݫਖ਼に行われ·すがɼそれぞれの科目の౸ୡ目ඪのୡ成Ϩϕルはɼ学ੜ諸ࣗ܅਎でࣗݾධՁして΋Βい·す。

˔ࣗओతな学習ଶ౓を਎に付けてくͩさい。༩えΒれた՝୊を͜なすͩけの受਎తな学習ではなくɼࣗΒਐΜでੵۃతに学習してくͩさい。
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建築学科　建築学基礎プログラム　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅠ      1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅡ      1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーションⅢ      1 2 ●

  ⱥㄒ䝁ミ䝳䝙䜿ーション䊣      1 2 ●

  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅰ      1 2

  プラク䝔䜱䜹ル䡡イング䝸ッシ䝳Ⅱ      1 2

  䝗イ䝒ㄒⅠ      1 2 㻼䠍

  䝗イ䝒ㄒⅡ      1 2 㻼䠎

  䝗イ䝒ㄒⅢ      1 2 㻼䠏

  䝗イ䝒ㄒ䊣      1 2 㻼䠐

  䝣ランスㄒⅠ      1 2 㻼䠍

  䝣ランスㄒⅡ    1 2 㻼䠎

  䝣ランスㄒⅢ    1 2 㻼䠏

  䝣ランスㄒ䊣    1 2 㻼䠐

  中ᅜㄒⅠ    1 2 㻼䠍

  中ᅜㄒⅡ    1 2 㻼䠎

  中ᅜㄒⅢ      1 2 㻼䠏

  中ᅜㄒ䊣      1 2 㻼䠐

  య育科学Ⅰ      1 2 ●

  య育科学Ⅱ      1 2 ●

  య育科学Ⅲ      1 2 ●

  య育科学䊣      1 2 ●

  ேᩥ科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑

  ேᩥ科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒

  ♫఍科学基礎Ⅰ      2 2 䠬䠑

  ♫఍科学基礎Ⅱ      2 2 䠬䠒

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓

  䜰䝆䜰ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅰ      2 2 䠬䠓

  Ḣ⡿ᩥ໬論Ⅱ      2 2 䠬䠔

　ᅜ㝿㛵ಀ論      2 2 䠬䠕

  ᩥ学      2 2 䠬䠕

  ᪥ᮏᅜ᠇ἲ      2 2 ● 䠬䠕

　ᅜ㝿⤒῭論      2 2 䠬1㻜

  ᚰ理学      2 2 䠬1㻜

  基礎ゼミナールⅠ      1 2

  基礎ゼミナールⅡ      1 2

　職業ᣦᑟ論      2 2 ●

እᅜே␃学生に䛛䛛䜟る᪥ᮏㄒ科目

　᪥ᮏㄒⅠ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅡ 2 2 2

　᪥ᮏㄒⅢ 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊣 2 2 2

　᪥ᮏㄒ䊤 2 2 2

4  年

総
合
基
礎
部
門

摘          要

毎  週  授  業  時  間  数部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

3  年 教職
課程

必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

እᅜே␃学生の䜏
履修が可⬟

選
択
必
修
科
目

グ
ル
ー

プ

総

合

基

礎

部

門

1  年自由

科目

2  年

2025 年度入学　建築学科　教育課程一覧表
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建築学科　建築学基礎プログラム　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

4  年 摘          要

毎  週  授  業  時  間  数部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

3  年 教職
課程

必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

選
択
必
修
科
目

グ
ル
ー

プ

1  年自由

科目

2  年

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2

　ᚤศ✚ศⅡ 2 2

  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2

  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2

  物理学Ⅰ 2 2 ● 　

  物理学Ⅱ 2 2 ● 　

　物理学演習 1 2 ● 　

　物理学実験Ⅰ 1 2 ●

　物理学実験Ⅱ 1 2 ●

  ໬学Ⅰ 2 2 ● 　

  ໬学Ⅱ 2 2 ●

  ໬学実験Ⅰ 1 2 ●

　໬学実験Ⅱ 1 2 ●

　ᆅ学Ⅰ 2 2 ●

　ᆅ学Ⅱ 2 2 ●

　ᆅ学実験Ⅰ 1 2 ●

　ᆅ学実験Ⅱ 1 2 ●

　生物学 2 2 ●

　生物学実験 1 2 ●

　理工学概論 2 2 ●

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● 　

　䝁ン䝢䝳ーター䝸䝔ラシー 2 2 ● 　

　データサイエンス・AIධ門 2 2

　数学基礎演習Ⅰ 1 2

　数学基礎演習Ⅱ 1 2

　物理学基礎演習Ⅰ 1 2

　物理学基礎演習Ⅱ 1 2

　໬学基礎演習Ⅰ 1 2

　໬学基礎演習Ⅱ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅰ 1 2

　ⱥㄒ基礎演習Ⅱ 1 2

  建築計画概論 2 2 ●

  建築計画Ⅰ 2 I 2 ●

  建築計画Ⅱ 2 I 2 ●

  建築計画Ⅲ 2 I 2 ●

　イン䝔䝸䜰デザイン 2 I 2 ● ×

  都市計画     2 III 2 ●

  ఫ環境計画     2 I 2 ●

  建築ἲつ⾜ᨻ 2 2 ●

　ᆅᇦ計画 2 III 2 ●

  デザイン基礎Ⅰ 2 II 4 ● ×

  デザイン基礎Ⅱ 2 II 4 ● ×

　㻯A㻰デザイン     2 III 4 ● ×

  基ᮏ✵間デザインⅠ 2 II 4 ● ×

  基ᮏ✵間デザインⅡ 2 II 4 ● ×

  建築デザインⅠ     2 II 4 ● ×

  建築デザインⅡ 2 II 4 ●

  建築ྐ概論 2 2 ●

  すὒ建築ྐ     2 I 2 ●

  ᪥ᮏ建築ྐ     2 I 2 ●

  ㏆௦建築ྐ 2 I 2 ●

　䜰䝆䜰建築ྐ 2 I 2 ●

計
画

Ṕ
ྐ
・
ព
໶

理

工

学

基

礎

科

目

専

門

教

育

部

門

2025 年度入学　建築学科　教育課程一覧表
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建築学科　建築学基礎プログラム　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

4  年 摘          要

毎  週  授  業  時  間  数部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

3  年 教職
課程

必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

選
択
必
修
科
目

グ
ル
ー

プ

1  年自由

科目

2  年

  建築環境概論 2 2 ●

  建築環境工学     2 III 2 ●

  建築環境物理 2 III 2 ●

  建築環境計画     2 III 2 ●

  建築環境実験     2 III 4 ● ×

  建築設備概論 2 2 ●

  建築設備工学Ⅰ     2 III 2 ●

  建築設備工学Ⅱ     2 III 2 ●

　都市環境デザイン 2 III 2 ● ×

  構造力学概論 2 2 ●

  構造力学Ⅰ 2 2 ●

  構造力学Ⅱ     2 III 2 ●

  構造力学Ⅲ     2 III 2 ●

  建築構造概論 2 2 ●

  建築構造計画 2 2

　建築構造設計 2 III 2 ●

　建築各種構造Ⅰ     2 III 2 ●

　建築各種構造Ⅱ     2 III 2 ●

　建築構造デザイン Ⅰ     2 III 2 ●

　建築構造デザイン Ⅱ     2 III 2 ●

  建築構造実験 2 III 4 ● ×

  耐震工学     2 III 2 ●

  都市防災     2 III 2 ●

  建築材料概論 2 2 ●

  建築材料     2 III 2 ●

　建築材料実験 2 III 4 ● ×

　建築生産概論 2 2 ●

　建築生産Ⅰ     2 III 2 ●

  建築生産Ⅱ 2 III 2 ●

  建築維持保全     2 III 2 ●

  建築応用数学     2 2 ●

  ワークショップ     1 4 ×

  設計総合演習 1 ×休暇集中

  インターンシップ 1 △ ×休暇集中

  ゼミナールⅠ 1 2 ×

  ゼミナールⅡ 1 2 ×

  卒業研究・卒業制作 4 ＊ ＊ ×

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ 2 2

　データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ 2 2

×:　他学部・他学科履修不可
＊:　卒業研究・卒業制作の毎週時間数は、前期4時間、後期4時間を最低条件とする。
　　　各科目は、学生便覧や授業計画書(シラバス)により、再履修生及び他学科・他学部履修生の履修時間帯や
　　　既修得科目等の履修条件があります。
△：インターンシップは主として休暇集中に実施する。

2

専

門

教

育

部

門

材
料
・
生
産

構
造

そ
の
他

建
築
総
合

環
境
・
設
備

2025 年度入学　建築学科　教育課程一覧表



ù ― øøþ

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

1 ．履修登録での留意事項
　ʮཧ޻学෦教育՝ఔʯおΑびʮཤ修等にؔするن定ʯをख़ಡのうえɼཤ修登録をしてくͩさい。

　ࣗ༝科目ɼଞ学෦ཤ修科目おΑび単位׵ޓにؔするแׅڠ定にΑΓଞ大学でཤ修した科目の修得単位はਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅おΑびଔ

業に必要な単位数にࢉ入され·せΜ。

　ଞ学科で修得したઐ໳教育෦໳の授業科目の修得単位はɼઐ໳教育෦໳のબ୒科目のਐڃɼଔ業ڀݚண手৚݅おΑびଔ業に必要なબ୒科

目の単位数としてࢉ入され·す。

2 ．進級の条件
1 ）1 年次かΒ 2 年次へのਐڃについて

　1 年次終了·でに 22 単位以্を修得している͜と。

2 ）2 年次かΒ 3 年次へのਐڃについて

　2 年次終了·でに ý2 単位以্を修得している͜と。

3 ．卒業研究の着手条件
　3 年次終了·でに（ա年౓ੜにおいてはଔ業ڀݚண手·でに）90 単位以্修得しɼ当該年౓にଔ業Մೳݟ込Έで͋る͜と。

4 ．卒業の要件
　ଔ業に必要な単位数は次のとおΓです。

෦　　໳ 項　　目 単　　位

૯ 合 ج ૅ ෦ ໳

બ ୒ 必 修 科 目 1 0 単位　　

બ ୒ 科 目 1 0 単位以্

ܭ 2 0 単位以্

ઐ ໳ 教 育 ෦ ໳

必 修 科 目 2 ÿ 単位　　

બ ୒ 必 修 科 目

ཧ ޻ 学 ج ૅ 科 目 1 0 単位　　

Ⅰ ά ル ー ϓ 　　 4 単位　　

Ⅱ ά ル ー ϓ 　　 ÿ 単位　　

ᶙ ά ル ー ϓ 2 ý 単位　　

બ ୒ 科 目 2 ÿ 単位以্

ܭ 1 0 4 単位以্

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ܭ 1 2 4 単位以্

※ຊ学科のଔ業要݅は一ݐڃங࢜おΑびೋڃ・໦଄ݐங࢜の受ݧ資格要݅をຬたしてい·す。
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【参考】建築士試験の受験資格要件
・ྩ࿨ 2 年 3 月 1 ೔ΑΓվਖ਼ݐங࢜๏が施行され·した。ଔ業後す͙に実຿ݧܦなしで一ݐڃஙݧࢼ࢜の受ݧがՄೳとなΓɼ2 年以্のઃܭ

΍޻事؂ཧɼݐங確認等の実຿ݧܦを΋って免許登録がՄೳとなΓ·す。
・一ݐڃஙݧࢼ࢜の受ݧにはɼᶃ～ᶋの෼ྨ合ܭ 30 単位以্の修得が必要です。免許登録にはɼᶃ～ᶌの૯ܭ ý0 単位以্を修得した場合ɼ

ଔ業後に 2 年以্の実຿ݧܦが必要です。
・ೋڃ・໦଄ݐஙݧࢼ࢜の受ݧにはɼᶃ～ᶋの෼ྨ合ܭ 10 単位以্の修得が必要です。免許登録にはɼᶃ～ᶌの૯ܭ 40 単位以্を修得し

た場合ɼ実຿ݧܦはෆ要です。
・実຿ݧܦはɼઃܭ΍޻事؂ཧ・ݐங確認等の業຿を行う͜とが前提ですがɼ大学ӃのΠンターンγοϓ科目の修得単位で認定を得る͜と

΋Մೳです。ຊ学大学Ӄཧ޻学ڀݚ科ݐங学ઐ߈においてはɼʮ実ફΠンターンγοϓʯ科目おΑびؔ࿈科目のॴ定修得単位数にΑΓ 1 ～
2 年の実຿ݧܦが得Βれ·す。

建築士試験受験資格の分類別必要単位数と指定科目

෼ྨผ必要単位数 指定科目
ೋݐڃங࢜・໦଄ݐங࢜ 一ݐڃங࢜ 科目໊ 単位数

ᶃݐஙઃܭ੡ਤ（3 単位以্） ᶃݐஙઃܭ੡ਤ（þ 単位以্）

σβΠンૅجⅠ
σβΠンૅجⅡ
ຊۭ間σβΠンⅠج
ຊۭ間σβΠンⅡج
ஙσβΠンⅠݐ
ஙσβΠンⅡݐ

2
2
2
2
2
2

ᶄ～ᶆ
学ຢは޻ڥங؀ݐ、ըܭஙݐ
ஙઃ備（2ݐ 単位以্）

ᶄݐஙܭը（þ 単位以্）

ը֓࿦ܭஙݐ
ըⅠܭஙݐ
ըⅡܭஙݐ
ըᶙܭஙݐ
ըܭڥ؀ॅ
ΠンςϦΞσβΠン
࿦࢙֓ஙݐ
೔ຊݐங࢙
ۙ୅ݐங࢙
੢༸ݐங࢙
ΞジΞݐங࢙

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ᶅݐங޻ڥ؀学（2 単位以্）
࿦֓ڥங؀ݐ
学޻ڥங؀ݐ
ըܭڥங؀ݐ
ݧ実ڥங؀ݐ

2
2
2
2

ᶆݐஙઃ備（2 単位以্）
෺ཧڥங؀ݐ
ஙઃ備֓࿦ݐ
学Ⅰ޻ஙઃ備ݐ
学Ⅱ޻ஙઃ備ݐ

2
2
2
2

ᶇ～ᶉ
構଄ྗ学、ݐங一ൠ構଄ຢは
ங材ྉ（3ݐ 単位以্）

ᶇ構଄ྗ学（4 単位以্）

構଄ྗ学֓࿦
構଄ྗ学Ⅰ
構଄ྗ学Ⅱ
構଄ྗ学ᶙ
଱਒޻学

2
2
2
2
2

ᶈݐங一ൠ構଄（3 単位以্）

ங構଄֓࿦ݐ
ங各種構଄Ⅰݐ
ங各種構଄Ⅱݐ
ըܭங構଄ݐ
ங構଄σβΠンⅠݐ
ங構଄σβΠンⅡݐ
ܭங構଄ઃݐ
ݧங構଄実ݐ

2
2
2
2
2
2
2
2

ᶉݐங材ྉ（2 単位以্）
ங材ྉ֓࿦ݐ
ங材ྉݐ
ݧங材ྉ実ݐ

2
2
2

ᶊݐஙੜ1）࢈ 単位以্） ᶊݐஙੜ2）࢈ 単位以্）
࿦֓࢈ஙੜݐ
Ⅰ࢈ஙੜݐ
Ⅱ࢈ஙੜݐ

2
2
2

ᶋݐங๏1）ن 単位以্） ᶋݐங๏1）ن 単位以্） 行੓نங๏ݐ 2

ᶌそのଞ（దٓ） ᶌそのଞ（దٓ）

౎ڥ؀ࢢσβΠン
ஙҡ持อશݐ
஍Ҭܭը
౎ࢢ๷ࡂ
$"% σβΠン
౎ܭࢢը

2
2
2
2
2
2

ஙٕज़教育ී及センター（IUUQ���XXX�KBFJD�PS�KQ�）ݐ（ࡒ）問合せ先ɿࡉ等のৄݧࢼ※
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部門 系

：休暇集中

：休暇集中

都市防災

物理学実験Ⅱ

地学実験Ⅰ 地学実験Ⅱ　

技術者倫理

生物学実験　

CADデザイン

建築環境工学

地学Ⅰ　

建築設備概論

理
工
学
基
礎
科
目

理工学概論　

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅱ

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ　

人文科学基礎Ⅰ

英語コミュニケーションⅢ

中国語Ⅱ

微分積分Ⅱ

体育科学Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

体育科学Ⅲ

フランス語Ⅲ

Ⅱ学化Ⅰ学化

微分積分Ⅰ

線形代数Ⅱ

プラクティカルイングリッシュⅡ

前期後期

社会科学基礎Ⅰ

人文科学基礎Ⅱ

体育科学Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

理工学部 建築学科（１～４年）

期後期前

プラクティカルイングリッシュⅠ

授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

3年

前期

4年

後期前期

1年

総
合
基
礎
部
門 アジア文化論Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

2年

中国語Ⅲ

後期

建築計画Ⅲ

国際経済論

欧米文化論Ⅱ

建築計画Ⅱ

職業指導論

体育科学Ⅳ

英語コミュニケーションⅣ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

国際関係論

建築計画概論

基礎ゼミナールⅠ

地学Ⅱ　

基礎ゼミナールⅡ

建築計画Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ

物理学演習

生物学　

物理学Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ 心理学文学

日本国憲法

専
門
教
育
部
門

材
料
・

生
産

建
築
総
合

そ
の
他

デザイン基礎Ⅰ

線形代数Ⅰ

物理学Ⅰ

物理学実験Ⅰ

英語基礎演習Ⅰ

化学基礎演習Ⅰ

構
造

ワークショップ

建築法規行政

近代建築史

Ⅰンイザデ築建Ⅱンイザデ間空本基

構造力学概論

デザイン基礎Ⅱ

建築構造概論 建築構造計画

建築材料実験

地域計画

都市環境デザイン

アジア建築史日本建築史

建築環境物理

計
画

歴
史
・

意
匠

環
境
・
設

備

建築環境計画

建築環境概論

住環境計画画計市都

史築建洋西論概史築建

基本空間デザインⅠ

建築各種構造Ⅰ

Ⅲ学力造構Ⅱ学力造構Ⅰ学力造構

建築各種構造Ⅱ

建築構造設計

建築構造デザインⅠ

建築構造デザインⅡ

卒業研究･卒業制作

建築応用数学

インターンシップ

設計総合演習

全保持維築建Ⅱ産生築建Ⅰ産生築建論概産生築建

ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ

建築構造実験

耐震工学

建築環境実験

建築デザインⅡ

インテリアデザイン

建築設備工学Ⅰ 建築設備工学Ⅱ

コンピューターリテラシー

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門　

料材築建論概料材築建

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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部門 系

：休暇集中

：休暇集中

都市防災

物理学実験Ⅱ

地学実験Ⅰ 地学実験Ⅱ　

技術者倫理

生物学実験　

CADデザイン

建築環境工学

地学Ⅰ　

建築設備概論

理
工
学
基
礎
科
目

理工学概論　

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅱ

化学実験Ⅰ 化学実験Ⅱ　

人文科学基礎Ⅰ

英語コミュニケーションⅢ

中国語Ⅱ

微分積分Ⅱ

体育科学Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

体育科学Ⅲ

フランス語Ⅲ

Ⅱ学化Ⅰ学化

微分積分Ⅰ

線形代数Ⅱ

プラクティカルイングリッシュⅡ

前期後期

社会科学基礎Ⅰ

人文科学基礎Ⅱ

体育科学Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

理工学部 建築学科（１～４年）

期後期前

プラクティカルイングリッシュⅠ

授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

3年

前期

4年

後期前期

1年

総
合
基
礎
部
門 アジア文化論Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

2年

中国語Ⅲ

後期

建築計画Ⅲ

国際経済論

欧米文化論Ⅱ

建築計画Ⅱ

職業指導論

体育科学Ⅳ

英語コミュニケーションⅣ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

国際関係論

建築計画概論

基礎ゼミナールⅠ

地学Ⅱ　

基礎ゼミナールⅡ

建築計画Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ

物理学演習

生物学　

物理学Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ 心理学文学

日本国憲法

専
門
教
育
部
門

材
料
・

生
産

建
築
総
合

そ
の
他

デザイン基礎Ⅰ

線形代数Ⅰ

物理学Ⅰ

物理学実験Ⅰ

英語基礎演習Ⅰ

化学基礎演習Ⅰ

構
造

ワークショップ

建築法規行政

近代建築史

Ⅰンイザデ築建Ⅱンイザデ間空本基

構造力学概論

デザイン基礎Ⅱ

建築構造概論 建築構造計画

建築材料実験

地域計画

都市環境デザイン

アジア建築史日本建築史

建築環境物理

計
画

歴
史
・

意
匠

環
境
・
設

備

建築環境計画

建築環境概論

住環境計画画計市都

史築建洋西論概史築建

基本空間デザインⅠ

建築各種構造Ⅰ

Ⅲ学力造構Ⅱ学力造構Ⅰ学力造構

建築各種構造Ⅱ

建築構造設計

建築構造デザインⅠ

建築構造デザインⅡ

卒業研究･卒業制作

建築応用数学

インターンシップ

設計総合演習

全保持維築建Ⅱ産生築建Ⅰ産生築建論概産生築建

ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ

建築構造実験

耐震工学

建築環境実験

建築デザインⅡ

インテリアデザイン

建築設備工学Ⅰ 建築設備工学Ⅱ

コンピューターリテラシー

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門　

料材築建論概料材築建

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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Ⅳ．理工学部の技術者教育について

社会の要請に応え，国際社会に通用する理工学部のJABEE教育

　+"#&&（+BQBO "DDSFEJUBUJPO #PBSE GPS &OHJOFFSJOH &EVDBUJPOɿ೔ຊٕज़者教育認定ػ構）はɼ大学なͲの高等教育ؔػで実施さ

れているٕज़者教育ϓϩάϥϜ（すなわちɼ学ੜのօさΜが受ߨする授業΍学習の内༰ɼ教育ڥ؀なͲ）がɼࣾձの要ٻਫ準をຬたしɼかつ

ਫ準をຬたしているٕज़者教育ϓϩάϥϜにରしてٻతに審査・ධՁしɼ要؍٬・తに΋௨用する࣭の高いਫ準で͋るかͲうかをɼެฏࡍࠃ

認定を行うؔػです。したがってɼ+"#&& の認定を取得したٕज़者教育ϓϩάϥϜはɼࣾձの要ٻਫ準をຬたしɼかつࡍࠃతに΋௨用する࣭

の高い教育ϓϩάϥϜで͋るという͜とがอূされɼその教育ϓϩάϥϜを受けてࣾձへ૥ཱっていくଔ業ੜの࣭΋ಉ࣌にอূされる͜とに

なΓ·す。そのためɼ+"#&& ϓϩάϥϜ修了ੜは '&（'VOEBNFOUBM &OHJOFFS）に૬当するٕज़ิ࢜の資格が取得でき·す。

　ཧ޻学෦材ྉػೳ޻学科及びࣾձج൫σβΠン޻学科では +"#&& の認定を受けたٕज़者教育ϓϩάϥϜをల։してい·す。

　+"#&& 認定を受けるためにはɼ্ड़のΑうに各学科の教育内༰がࣾձの要ٻਫ準をຬたしੈքతなਫ準にୡしている͜とɼかつɼそれを

ୡ成するために必要े෼な教育手ஈがとΒれておΓɼそのଔ業ੜの࣭をอূできる͜とが審査にΑってূ明される必要が͋Γ·す。そのためɼ

օさΜがຖ೔取Γ૊む΂き学習のྔ（授業΍॓୊ 
 ϨϙートなͲにΑる予習 
 ෮習）とɼそのୡ成౓はγϥόスに記載されているج準（ݧࢼの

。にධՁされ·すີݫతかつ؍準なͲ）にΑΓ٬ج఺࠾

　したがってɼ教育を受けるଆのօさΜのษ学ଶ౓にはɼ受け਎の࢟੎ではなくɼࣗΒٻめて行ಈするओମੑ・ੵੑۃがڧく要ٻされ·す。

教員΋෼かΓқくɼ਎につく授業を行うΑうに౒ྗをしてい·すのでɼ学習ྔなͲのଟさにෆຬを持たずੵۃతに取Γ૊Έɼকདྷɼੈքに௨

用するٕज़者になるためのૅج作Γに౒ྗされる͜とをظ଴する΋のです。

1 ．名城大学理工学部の教育理念・教育目標
　໊৓大学ཧ޻学෦ではɼԼ記に示すʮ教育ཧ೦ʯɼʮ教育目ඪʯを定めɼそれを目指した教育を実施してい·す。͜れは '%（'BDVMUZ

%FWFMPQNFOU）おΑび +"#&& 認定ج準の一つで͋る学習・教育目ඪのઃ定にਂくؔわΓを持ってい·す。

　+"#&& の目指す教育γスςϜではɼ͜れΒのʮ教育ཧ೦ʯɼʮ教育目ඪʯの実ݱに向けてɼઈえずվળをॏͶながΒ౒ྗする͜とがٻめ

Βれてい·す。۩ମతにはɼ1 ʹ 1MBO（ܭըཱ案）ɼ% ʹ %P（実施・ӡ用）ɼ$ ʹ $IFDL（定ظతな఺ݕ）ɼ" ʹ "DU（ॲஔ・վળ）の

1%$" というαΠΫル（σϛンάαΠΫル）を॥؀させる手ॱをܧ続తに実施する͜とにΑΓɼγスςϜの向্を目指す͜とがٻめΒれて

い·す。

　ਅの教育はɼ教育を実施するଆかΒの一ํ௨行ͩけで成Γཱつ΋のではなくɼ教育を受けるଆのੵۃతなษ学ଶ౓が͋ってॳめて成Γཱ

つ΋のです。͜のΑうにɼ教育を実施するଆと教育を受けるଆの૒ํ向のಇきかけの΋とでɼ1%$" のαΠΫルを௨͡てਅの教育վળが行

われる΋のとߟえてい·す。学ੜのօさΜに͋ってはɼ向্心・νϟϨンジਫ਼ਆ・大きなເ・高いڧ・ࢤいҙࢥを΋ってԿ事に΋Ͷ͹Γڧ

く取Γ૊む࢟੎を持ちɼࣾձかΒの要ٻにԠえる͜とができる実ྗを備えたɼࡍࠃతに΋௨用するਓ材として成௕される͜とを希望し·す。

1.1　教育理念

（ 1 ）科学ٕज़者で͋る前にɼ૬ޓに৴頼し͋える一ਓのਓ間としてɼਓ間ੑの向্をઈえずࢤ向しɼਓྨの෱ࢱとੈքのฏ࿨にݙߩでき

るਓ材を育成し·す。

（ 2 ）科学ٕज़૑଄ཱࠃをࢧえるɼૅج学ྗを備えたੈքに௨用するઐ໳஌ࣝとそのԠ用ྗを持ったਓ材を育成し·す。

（ 3 ）άϩーόルな؍఺かΒɼࣗવとのڞੜをৗにҙࣝしɼ科学ٕज़者としてのࣾձత੹೚を֮ࣗしたɼࣾձかΒ৴頼されるਓ材を育成し

·す。

1.2　教育目標

（ 1 ）　教ཆ๛かなਓ間ੑを育てる教育

（ 2 ）　೔ຊޠおΑびӳޠίϛュχケーγϣンೳྗの向্を目指す教育

（ 3 ）　ٕज़者ྙཧɼྙڥ؀ཧをഓう教育

（ 4 ）　՝୊୳ڀೳྗɼ問୊ղ決ೳྗɼσβΠンೳྗɼ૯合ྗとղੳྗを育てる教育

（ 5 ）　192ý 年։学の఻౷と実੷にཱ٭しɼى業Ոਫ਼ਆを育てる教育
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2 ．日本技術者教育認定制度について
　+"#&& とは೔ຊٕज़者教育認定ػ構（+BQBO "DDSFEJUBUJPO #PBSE GPS &OHJOFFSJOH &EVDBUJPO）の略শでɼٕज़ܥ学ڠձとີ઀に

࿈ܞしながΒٕज़者教育ϓϩάϥϜの審査・認定を行うඇ੓෎ஂମの͜とです。+"#&& にΑる認定੍౓はɼ大学等の高等教育ؔػの޻೶

ཧܥ学科で行われているٕज़者教育ϓϩάϥϜについてɼ教育の内༰と成Ռがࣾձの要ٻするਫ準をຬたしているかͲうかをެฏにධՁしɼ

一定のج準をຬたしている教育ϓϩάϥϜを認定するઐ໳認定（1SPGFTTJPOBM "DDSFEJUBUJPO）੍౓です。

2.1　日本技術者教育認定基準について

　+"#&& ではɼ大学なͲの高等教育ؔػにおいてٕज़教育を行っているϓϩάϥϜはɼ認定ج準 1 かΒ 4 をす΂てຬたしている͜とがٻ

めΒれɼそれをࠜڌとなる資ྉ等で説明しなけれ͹なΓ·せΜ。なおɼ͜͜でいうٕज़者とはɼڀݚ։発をؚむ޿いҙຯでのٕज़のઐ໳

職にܞわる者の͜とです。

　ྫえ͹ɼج準 1 は次のΑうに定めΒれてい·す。

準ج 1　学習・教育౸ୡ目ඪのઃ定とެ։

1�1　ཱࣗしたٕज़者૾のઃ定とެ։・प஌

　ϓϩάϥϜはɼ育成しΑうとするཱࣗしたٕज़者૾をެ։しɼϓϩάϥϜにؔわる教員及び学ੜにप஌している͜と。͜のٕज़者

૾はɼٕज़者にରするࣾձの要ٻ΍学ੜの要望に഑ྀの্ɼϓϩάϥϜの఻౷ɼ資ݯɼ及び修了ੜの׆༂が૝定される෼໺等をྀߟ

して定めΒれている͜と。

1�2　学習・教育౸ୡ目ඪのઃ定とެ։・प஌

　ϓϩάϥϜはɼϓϩάϥϜ修了ੜશ員がϓϩάϥϜ修了࣌に確実に਎につけておく΂き஌ ・ࣝೳྗとして学習・教育౸ୡ目ඪを定めɼ

ެ։しɼかつɼϓϩάϥϜにؔわる教員及び学ੜにप஌している͜と。͜の学習・教育౸ୡ目ඪはɼཱࣗしたٕज़者૾（認定ج準 1�1）

へのඪ（しる΂）となっておΓɼԼ記の஌ࣝ・ೳྗ؍఺（̰）～（̸）をਫ準をؚめて۩ମԽした΋のをؚΈɼかつɼ͜れΒの஌ࣝ・

ೳྗ؍఺にؔしてݸผج準に定める事項がྀߟされている͜と。

（̰）஍ٿతࢹ఺かΒଟ面తに෺事をߟえるೳྗとそのૉཆ

（̱）ٕज़がࣾձ΍ࣗવに及΅すӨڹ΍ޮՌɼ及びٕज़者のࣾձにରするݙߩと੹೚にؔするཧղ

（̲）数学ɼࣗવ科学及び৘報ٕज़にؔする஌ࣝとそれΒをԠ用するೳྗ

（̳）当該෼໺において必要とされるઐ໳త஌ࣝとそれΒをԠ用するೳྗ

（̴）種ʑの科学ɼٕज़及び৘報を׆用してࣾձの要ٻをղ決するためのσβΠンೳྗ

（̵）࿦ཧతな記ड़ྗɼޱ಄発表ྗɼ౼ٞ等のίϛュχケーγϣンೳྗ

（̶）ࣗओతɼܧ続తに学習するೳྗ

（̷）༩えΒれた੍໿のԼでܭըతに࢓事をਐめɼ·とめるೳྗ

（̸）νーϜで࢓事をするためのೳྗ

2.2　JABEE認定プログラム修了生について

　+"#&& 認定ϓϩάϥϜの修了ੜ（ଔ業ੜ）は � 修習ٕज़者 � としてɼࠃՈݧࢼで͋るٕज़࢜ୈ一次ݧࢼが免আされɼٕज़ิ࢜として೔

ຊٕज़࢜ձに登録する͜とができ·す。修習ٕज़者は 4 年間の指導ٕज़࢜のԼでの実຿ݧܦをܦてɼٕज़࢜ୈೋ次ݧࢼを受ける͜とがで

き·す。

　さΒに +"#&& はɼ޻学教育をؚむٕज़者教育のࡍࠃత૬ޓঝ認の一つで͋るϫγントンڠ定にਖ਼式加ໍしてい·すのでɼ認定ϓϩά

ϥϜの修了ੜはࡍࠃతに௨用するٕज़者として認めΒれる͜とになΓ·す。
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3 ．理工学部におけるJABEE教育
　材ྉػೳ޻学科ɼࣾձج൫σβΠン޻学科では +"#&& にରԠしたٕज़者教育ϓϩάϥϜをల։してい·す。

　Լ表においてɼ+"#&& の認定を受けたϓϩάϥϜは˕ҹで示して͋Γ·す。͜れΒのϓϩάϥϜのཤ修ํ๏は学科にΑってҟなΓ·すの

でɼৄしくは Ⅲ．各学科の教育課程一覧表 のページを参রしてくͩさい。

JABEE教育プログラム

学　科　໊ ϓ　ϩ　ά　ϥ　Ϝ　໊

材ྉػೳ޻学科 ˕材ྉػೳ޻学科【ฏ成 20 年౓認定】

ࣾձج൫σβΠン޻学科 ˕ࣾձج൫σβΠン޻学科【ฏ成 1þ 年౓認定】

※各ϓϩάϥϜのબ୒ظ࣌ɼબ୒ํ๏は各学科のทを参রしてくͩさい。

（஫）なおɼ各学科と΋にɼ

1ɽ+"#&& 認定ϓϩάϥϜの修了ੜはɼٕज़࢜一次ݧࢼが免আされɼʮ修習ٕज़者ʯになるとと΋にɼ೔ຊٕज़࢜ձの定める手続に従っ

て登録する͜とにΑΓɼʮٕज़ิ࢜ʯとなる͜とがՄೳです。

2ɽ+"#&& 認定ϓϩάϥϜかΒಉ学科のଞのϓϩάϥϜへのมߋはݪଇとして認めΒれ·せΜ。したがってɼϓϩάϥϜのબ୒に͋たっ

てはɼ当該学科の担当教員かΒৄしく説明を受けてくͩさい。

☆ 指定された教育課程

ٕज़࢜๏ୈ 31 ৚の 2ɼୈ 2 項におけるɼ

ʮ大学そのଞの教育ؔػにおける՝ఔで͋って科学ٕज़にؔする΋ののうちɼその修了がୈ一次ݧࢼの合格とಉ等で͋る΋のとし

てจ෦科学大ਉが指定した΋のʯについてɼ

೔ຊٕज़者認定ػ構（+"#&&）認定ίースをจ෦科学大ਉが指定してい·す。
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4 ．その他の関連事項
（ 1 ）ฤ入学ɼస学෦ɼస学科した後の +"#&& 認定ϓϩάϥϜのબ୒について

編入学の場合

˕　ॴଐ·たは修了学科・ίースが +"#&& 認定されている場合

　ฤ入学合格後ɼ

　ᶃ　ئॻの提出

　ᶄ　出਎大学·たは高等ઐ໳学校の授業ܭըॻ・γϥόス（授業内༰）の提出

　ᶅ　出਎大学·たは高等ઐ໳学校の成੷ূ明ॻの提出

　ᶆ　ॻྨ審査おΑび面઀

　をܦてద格と認めΒれた場合ɼ+"#&& 認定ϓϩάϥϜのཤ修がՄೳとなΓ·す。

˕　ॴଐ·たは修了学科・ίースが +"#&& 認定されていない場合

　ฤ入学合格後ɼ

　ᶃ　ئॻの提出

　ᶄ　出਎大学·たは高等ઐ໳学校の授業ܭըॻ・γϥόス（授業内༰）の提出

　ᶅ　出਎大学·たは高等ઐ໳学校の成੷ূ明ॻの提出

　ᶆ　ॻྨ審査

　ᶇ　面઀おΑびط得単位の認定ݧࢼ等

　をܦてద格と認めΒれた場合ɼ+"#&& 認定ϓϩάϥϜのཤ修がՄೳとなΓ·す。

　௥ิ　面઀おΑび単位認定ݧࢼ等のࡉ෦はผに定めެ表し·す。

転学部の場合

　ཧ޻学෦以֎にࡏ学しస学෦ݧࢼに合格後ɼ+"#&& 認定ϓϩάϥϜのཤ修をࢤ望する場合

　ᶃ　ئॻの提出

　ᶄ　స学෦前の単位修得ূ明ॻ·たは成੷ূ明ॻを提出

　ᶅ　面઀おΑびϓϩάϥϜ指定科目についてのಉ一໊শ͋るいはಉ種科目のط得単位認定ݧࢼ等をܦてద格と認めΒれた場合の

Έཤ修がՄೳとなΓ·す。

　௥ิ 1　͜͜でいうϓϩάϥϜ指定科目とは +"#&& 認定ϓϩάϥϜで必要とされ指定した科目を指し·す。

　௥ิ 2　面઀おΑび修得単位の認定ݧࢼ等のࡉ෦はผに定めެ表し·すがɼݪଇとしてݧࢼは +"#&& 認定ϓϩάϥϜで指定している

科目で行い·す。

転学科の場合

˕　+"#&& 認定されたॴଐ学科のϓϩάϥϜかΒɼ+"#&& 認定されているଞ学科のϓϩάϥϜのཤ修をࢤ望する場合

　ᶃ　ئॻの提出

　ᶄ　成੷ূ明ॻの提出

　ᶅ　面઀おΑびط得単位の認定ݧࢼ等

　をܦてਫ準にୡしていると認めΒれた場合のΈస学科先のϓϩάϥϜのཤ修がՄೳとなΓ·す。

得単位の認定ط　

　ᶃ　స学科先のϓϩάϥϜでɼϓϩάϥϜ指定科目となっている૯合ૅج෦໳の科目おΑびཧ޻学ૅج科目のط得単位はɼݪଇ

として単位認定され·す。

　ᶄ　స学科先のϓϩάϥϜ指定科目の単位をすでにଞ学科ཤ修で修得している場合ɼݪଇとしてస学科先のϓϩάϥϜ指定科目

の単位として認定され·す。

　ᶅ　ᶃɼᶄ以֎の場合はط得単位の認定ݧࢼ等で単位認定を行い·す。

˕　+"#&& 認定されていない学科・ϓϩάϥϜかΒɼ+"#&& 認定されている学科・ϓϩάϥϜのཤ修をࢤ望する場合

　ᶃ　ئॻの提出

　ᶄ　成੷ূ明ॻの提出
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　ᶅ　面઀おΑびط得単位の認定ݧࢼ等

　をܦてਫ準にୡしていると認めΒれた場合のΈస学科先のϓϩάϥϜのཤ修がՄೳとなΓ·す。

修得単位の認定ط　

　ᶃ　స学科先のϓϩάϥϜでɼϓϩάϥϜ指定科目となっている૯合ૅج෦໳の科目おΑびཧ޻学ૅج科目のط得単位はɼݪଇ

として単位認定され·す。

　ᶄ　స学科先のϓϩάϥϜ指定科目の単位をすでにଞ学科ཤ修で修得している場合ɼݪଇとしてస学科先のϓϩάϥϜ指定科目

の単位として認定され·す。

　ᶅ　ᶃɼᶄ以֎の場合はط得単位の認定ݧࢼ等で単位認定を行い·す。

௥ิ 1　͜͜でいうϓϩάϥϜ指定科目とは +"#&& 認定ϓϩάϥϜで必要とされ指定した科目を指し·す。

௥ิ 2　面઀おΑびط得単位の認定ݧࢼ等のࡉ෦はผに定めެ表し·すがɼݪଇとしてݧࢼは +"#&& 認定ϓϩάϥϜで指定している

科目で行い·す。

　（஫）ฤ入学・స学෦ݧࢼに合格した後ɼ+"#&& 認定ϓϩάϥϜのཤ修を希望する場合ɼࢤ望ϓϩάϥϜの教育ํ਑・目ඪ等をख़ಡ

し当該学科に૬談してくͩさい。

　（ 2 ）ଞ大学で修得した単位のϓϩάϥϜ指定科目の単位としての認定について

　ຊ学がڠ定を݁Μでいる֎ࠃの大学おΑびѪ஌学௕࠙࿩ձ単位੍׵ޓ౓に加ໍしているଞ大学なͲで修得した単位の取Γѻいはɼ当

該学科で確認してくͩさい。
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1．名城大学学則（抜粋）

第1章　総　　則

　（目的）
第 1 条　ຊ大学は、教育جຊ๏及び学校教育๏のن定すると͜Ζ

に従い、学ज़の中心として、ਂくઐ໳の教育ڀݚを行い、合わ
せて޿൚な教ཆをഓい、૑଄తな஌ੑと๛かなਓ間ੑを備えた
༗ೳなਓ材をཆ成するとと΋に学ज़・จԽのਐలにد༩する͜
とを目తとする。

　（自己評価等）
第 2 条　ຊ大学は、その教育ڀݚਫ準の向্をਤΓ、ຊ大学の目

త及びࣾձత使໋をୡ成するため、教育׆ڀݚಈ等の状گにつ
いてࣗΒ఺ݕ及びධՁを行い、その݁Ռをެ表する。

ᶄ　前項の఺ݕ、ධՁ等にؔする͜とは、ผに定める。
ᶅ　ୈ 1 項の఺ݕ及びධՁの݁Ռについては、ຊ大学の職員以֎

の者にΑるূݕを行う。
　（情報の積極的な提供）
第 2 条の 2　ຊ大学における教育׆ڀݚಈ等の状گについては、

。を行うڙతに৘報の提ۃੵ、行෺への掲載等にΑってץ

第 2 章　組　　織

　（学部）
第 3 条　ຊ大学に、次の学෦及び学科をஔく。

๏　ç学　ç෦　　๏学科
ܦ Ӧ 学 ෦　　ܦӦ学科、ܦࡍࠃӦ学科
ܦ ࡁ 学 ෦　　ࡁܦ学科、࢈業ࣾձ学科
ཧ ޻ 学 ෦　　 数学科、ి޻ࢠిؾ学科、材ྉػೳ޻学

科、Ԡ用Խ学科、ػց޻学科、ަ௨ػց
ج学科、ࣾձ޻学科、ϝΧトϩχΫス޻
൫σβΠン޻学科、ڥ؀૑଄޻学科、ݐ
ங学科

೶　ç学　ç෦　　ੜ෺資ݯ学科、Ԡ用ੜ෺Խ学科、
ੜ෺ڥ؀科学科

ༀ　ç学　ç෦　　ༀ学科
౎ࢢ৘報学෦　　౎ࢢ৘報学科
ਓ 間 学 ෦　　ਓ間学科
֎ ࠃ ޠ 学 ෦　　ࡍࠃӳޠ学科
৘ 報 ޻ 学 ෦　　৘報޻学科

ᶄ　前項の各学෦及び学科のऩ༰定員は、ผ表ୈ 1 のとおΓとする。
　（学部の人材の養成に関する目的）
第 3 条の 2　前৚に定める学෦͝とのਓ材のཆ成にؔする目తそ

のଞの教育্ڀݚの目తにؔしては、以ԼのΑうに定める。
（ 1  ）๏学෦は、๏తߟࢥ及び๏తૉཆを修得させる͜とにΑ

Γ、ࣾձのΈなΒずࣗݾにରする؍٬తなࢹ఺を持ち、ਖ਼ٛ
え൑断する͜とのできるߟを݉Ͷ備えて、ࣗ෼で؍とྙཧײ
ਓ材のཆ成を目తとする。

（ えΒれたࢧい教ཆに޿に෋Έ、෯֮ײࡍࠃ、Ӧ学෦はܦ（  2
شӦ諸科学のཧ࿦త・実ફతೳྗをࣾձのଟ༷なྖҬで発ܦ
するਓ材のཆ成を目తとする。

（ 、つめݟという一つの૭を௨͡てࣾձをࡁܦ、学෦はࡁܦ（  3
ଟ༷Խ・ෳࡶԽするࣾձにॊೈにରԠできるཱࣗతਓ間のཆ
成を目తとする。

（ 4  ）ཧ޻学෦は、෯޿いૉཆを備え、ࣾձに௨用するઐ໳஌
ࣝとそのԠ用ྗを持ち、科学ٕज़者としてࣗΒの手で৽しい
෼໺を૑଄తに੾Γ୓いてΏくਓ材のཆ成を目తとする。

（ 5  ）೶学෦は、ੜ໋科学、৯ྉ・健康科学、ڥ؀科学をج൫
とした෯޿いઐ໳త学ࣝを༗し、ಎྗ࡯、૑଄ྗおΑび実ફ
ྗを備え、ࣾձにݙߩできるਓ材のཆ成を目తとする。

（ ý  ）ༀ学෦は、ༀ学の確かな஌ࣝ、ٕೳとと΋に、ੜ໋のଚさを
஌Γ、๛かなਓ間ੑとྙཧ؍を΋ち、ਓʑの健康と෱ࢱの向্
にݙߩできるਓ材のཆ成を目తとする。

（ þ  ）౎ࢢ৘報学෦は、αーϏスαΠΤンスの؍఺かΒ、౎ࢢ
にؔする૯合త஌ࣝとόϥンス֮ײをซせ持ち、·ちͮくΓ
΍૊৫ܦӦにؔする༷ʑな՝୊を෼ੳし、ղ決するਓ材のཆ
成を目తとする。

（ ÿ  ）ਓ間学෦は、ਓ間ੑへのಎ࡯を中֩にすえた޿いࢹ໺と
ਂい教ཆを持ち、๛かなਓ間ੑにཪ打ちされ、ࡍࠃతな෣୆
で΋׆༂できるίϛュχケーγϣンೳྗと行ಈྗを備えたਓ
材のཆ成を目తとする。

（ Խのਪਐをཧ೦とし、άϩーόϦθーࡍࠃ、学෦はޠࠃ֎（  9
γϣンがਂԽするੈքにおいてٻめΒれる実ફతなίϛュχ
ケーγϣンྗを༗し、ڥࠃをӽえて׆༂できる、以Լに掲͛
るೳྗを備えたਓ材のཆ成を目తとする。
ᶃάϩーόルԽࣾձの最前ઢで׆༂できるӳޠのӡ用ೳྗを

༗したਓ材
ᶄΞジΞをは͡めとするւ֎の事৘に௨͡、ҟจԽ΍ࣾࡍࠃ

ձにରしてਂいཧղྗを持ったਓ材
ᶅ೔ຊのྺ࢙、จԽ、ࣾձをਂくཧղし、೔ຊのཱ場΍事৘

をੈքに発৴するೳྗを備え、άϩーόルԽࣾձを੾Γ
։いて行く͜とができるਓ材

（ 10）৘報޻学෦は、෯޿いૉཆを備え、ࣾձに௨用する৘報
学のઐ໳஌ࣝとそのԠ用ྗを持ち、৘報ٕज़者としてࣗΒ޻
の手で৽しい෼໺を૑଄తに੾Γ୓いてΏくਓ材のཆ成を目
తとする。

　（大学院）
第 4 条　ຊ大学に、大学Ӄをஔく。
ᶄ　大学Ӄにؔする͜とは、ผに定める。
　（専攻科）
第 5 条　ຊ大学に、ઐ߈科をஔく。
ᶄ　ઐ߈科にؔする͜とは、ผに定める。
　（附属施設等）
第 6 条　ຊ大学に、次の教育ڀݚの施ઃ等をஔく。
（ ॴڀݚ（  1
（ 2  ）೶学෦ෟଐ೶場
（ 3  ）そのଞෟଐ施ઃ等
ᶄ　教育ڀݚの施ઃ等にؔする͜とは、ผに定める。
　（附属図書館）
第 7 条　ຊ大学に、ෟଐਤॻؗをஔく。
ᶄ　ෟଐਤॻؗにؔする͜とは、ผに定める。

第 3 章　学年・学期及び休業日

　（学年）
第 12 条　学年は、4 月 1 ೔に࢝·Γ、ཌ年 3 月 31 ೔に終わる。
　（学期）
第 13 条　学年を次の 2 学ظに෼ける。
　　　前4　ظ 月 1 ೔かΒ 9 月 13 ೔·で
　　　後9　ظ 月 14 ೔かΒཌ年 3 月 31 ೔·で
　（休業日）
第 14 条　ٳ業೔は、次のとおΓとする。
（ 1  ）೔༵೔
（ ຽのॕ೔にؔする๏཯（ত࿨ࠃ（  2 23 年๏཯ୈ 1þÿ 号）に定
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めるٳ೔
（ 3  ）Նٳق業೔　ÿ 月্०かΒ 9 月 13 ೔·で
（ 4  ）ౙٳق業೔　12 月Լ०かΒཌ年 1 月্०·で
（ 5  ）य़ٳق業೔　2 月্०かΒ 3 月 31 ೔·で
ᶄ　必要が͋る場合、前項に定める΋のの΄か、ٳ業೔を定め、

ຢはมߋする͜とができる。

第 4 章　修業年限及び在学年限

　（修業年限）
第 15 条　学෦の修業年ݶは、4 年とする。たͩし、ༀ学෦にお

いては、ý 年とする。
　（在学年限）
第 16 条　学ੜは、ÿ 年を௒えてࡏ学する͜とはできない。たͩし、

ୈ 22 ৚ຢはୈ 23 ৚のن定にΑΓ入学ຢはస学෦等が許Մされ
た者のࡏ学年ݶは、ผに定める。

ᶄ　前項のن定にかかわΒず、ༀ学෦のࡏ学年ݶは、12 年とする。

第 5章　入　　学

　（入学の時期）
第 17 条　ຊ大学の入学のظ࣌は、ຖ年 4 月とする。たͩし、ୈ

10 ষ及びୈ 11 ষに定める΋のについては、学ظの࢝めとする
͜とができる。

　（入学資格）
第 18 条　ຊ大学に、入学できる者は、次の各号の 1 に該当する

者とする。
（ 1  ）高等学校ຢは中等教育学校をଔ業した者
（ 2  ）௨ৗの՝ఔにΑる 12 年の学校教育を修了した者
（ において学校教育におけるࠃ֎（  3 12 年の՝ఔを修了した者

ຢは͜れに準ずる者で、จ෦科学大ਉの指定した΋の
（ 4  ）จ෦科学大ਉが高等学校の՝ఔとಉ等の՝ఔを༗する΋

のとして認定したࡏ֎教育施ઃの当該՝ఔを修了した者
（ 5  ）ઐ修学校の高等՝ఔ（修業年ݶが 3 年以্で͋る͜とそ

のଞจ෦科学大ਉが定めるج準をຬたす΋のにݶる。）でจ
෦科学大ਉがผに指定する΋のをจ෦科学大ਉが定める೔以
後に修了した者

（ ý  ）จ෦科学大ਉの指定した者（ত࿨ 23 年จ෦ল告示ୈ 4þ 号）
（ þ  ）高等学校ଔ業ఔ౓認定نݧࢼଇにΑる高等学校ଔ業ఔ౓

認定ݧࢼに合格した者（نچఔにΑる大学入学資格ݕ定に合
格した者をؚむ。）

（ ÿ  ）高等学校に 2 年以্ࡏ学した者ຢは͜れに準ずる者でจ
෦科学大ਉの指定した΋ので͋って、ຊ大学において、数学
の෼໺におけるಛに༏れた資࣭を༗し、かつ、高等学校をଔ
業した者とಉ等以্の学ྗが͋ると認めた者

（ 9  ）学校教育๏ୈ 90 ৚ୈ 2 項のن定にΑΓ大学に入学した者
で͋って、当該者をその後に入学させる大学において、大学
における教育を受けるに;さわしい学ྗが͋ると認めた者

（10）ຊ大学において、ݸผの入学資格審査にΑΓ、高等学校を
ଔ業した者とಉ等以্の学ྗが͋ると認めた者で、1ÿ にࡀ
ୡした者

　（編入学・転入学及び再入学）
第 22 条　次の各号の 1 に該当する者で、ฤ入学、స入学ຢは࠶

入学（以Լʮฤ入学等ʯという。）をئࢤする者については、
બߟのうえ、૬当年次にฤ入学等を許Մする。

（ 1  ）大学をଔ業した者ຢはୀ学した者
（ 2  ）୹ظ大学、高等ઐ໳学校、޻ཱࠃچ業教員ཆ成ॴຢはࠃ

ཱཆޢ教་ཆ成ॴをଔ業した者

（ 3  ）ઐ修学校のઐ໳՝ఔ（修業年ݶが 2 年以্、૯授業࣌数
が 1
þ00 、る。）を修了した者（たͩしݶ間以্で͋る΋のに࣌
学校教育๏ୈ 90 ৚ୈ 1 項にن定する大学入学資格を༗する
者にݶる。）

（ 4  ）学校教育๏施行نଇෟଇୈ þ ৚に定める従前のن定にΑ
る高等学校、ઐ໳学校एしくは教員ཆ成諸学校等の՝ఔを修
了、ຢはଔ業した者

（ 5  ）高等学校のઐ߈科の՝ఔ（修業年ݶが 2 年以্で͋る͜
とそのଞのจ෦科学大ਉの定めるج準をຬたす΋のにݶる。）
を修了した者（たͩし、学校教育๏ୈ 90 ৚ୈ 1 項にن定す
る大学入学資格を༗する者にݶる。）

　（転学部等）
第 23 条　స学෦・స学科・ίースมߋ（以Լʮస学෦等ʯという。）

をئࢤする者については、બߟのうえ、当該の学෦、学科、ίー
スの૬当年次にస学෦等を許Մする。

第 6章　教育課程・履修方法等

　（教育課程）
第 24 条　教育՝ఔは、各授業科目を必修科目、બ୒科目及びࣗ

༝科目とし、બ୒科目については、学修ํ๏にΑΓબ୒必修科
目ຢはબ୒科目に۠෼する。

ᶄ　前項に定める教育՝ఔは、各年次に഑当してฤ成する΋のと
する。

ᶅ　授業科目、単位数及びଔ業要݅は、ผ表ୈ 2 及び各学෦ཤ修
要項のとおΓとする。

ᶆ　ୈ 43 ৚及びୈ 44 ৚で定める֎ࠃਓཹ学ੜ及びঁࢠࠃؼとし
て入学した者については、前項ผ表ୈ 2 にن定する授業科目の
΄か、ผ表ୈ 3 に定める授業科目をஔく。

ᶇ　ୈ 44 ৚の 2 に定めるަཹ׵学ੜとして入学した者について
は、ผ表ୈ 2 にن定する授業科目の΄か、ผ表ୈ 3 の 2 に定め
る授業科目をஔく。

ᶈ　ཤ修ํ๏にؔする͜とは、ผに定める。
　（教育内容等の改善）
第 24 条の 2　ຊ大学は、授業の内༰及びํ๏のվળをਤるため

の૊৫తなݚ修及びڀݚを行う。
ᶄ　前項のݚ修及びڀݚにؔする͜とは、ผに定める。
　（単位）
第 25 条　授業科目の単位は、次の各号のج準にΑる΋のとする。
（ 及びԋ習については、15ٛߨ（  1 間かΒ࣌ 30 間·での授業࣌

間を΋って࣌ 1 単位とする。
（ 2  ）実ݧ、実習及び実ٕについては、30 間かΒ࣌ 45 間·で࣌

の授業࣌間を΋って 1 単位とする。
ᶄ　前項のن定にかかわΒず、ଔ業࿦จ、ଔ業ڀݚ、ଔ業੍作等

の授業科目については、͜れΒの学修の成ՌをධՁして単位を
༩える͜とができる。

　（単位の授与）
第 26 条　授業科目をཤ修し、ݧࢼに合格した者には、ॴ定の単

位を༩える。
　（入学前の既修得単位等の認定）
第 27 条　教育্༗ӹと認めるときは、ຊ大学のୈ 1 年次に入学

した者が、入学前に、次の教育施ઃ等（֎ࠃの大学をؚむ。）
において行った学修及び修得した単位を、大学ઃஔج準に定め
ると͜ΖにΑΓ、ຊ大学が定める授業科目をཤ修して修得した
΋のとΈなし、ý0 単位を௒えないൣғで認定する͜とができる。

（ 1  ）大学ຢは୹ظ大学
（ 2  ）୹ظ大学ຢは高等ઐ໳学校のઐ߈科



ú ― 5

（ 3  ）จ෦科学大ਉの定める΋の
　（本大学以外における修得単位等の認定）
第 28 条　学ੜが、ຊ大学以֎の教育施ઃ等で行った学修及び修

得した単位の認定は、前৚のن定を準用する。
ᶄ　前項の修得した΋のとΈなす単位数は、ୈ 2þ ৚にΑΓ修得

した΋のとΈなす単位数と合わせて ý0 単位を௒えないൣғで
認定する͜とができる。

　（編入学等及び転学部等の単位等の認定）
第 29 条　ฤ入学等及びస学෦等をした学ੜのطにཤ修した授業

科目及び修得した単位は、各学෦において認定する。
　（多様なメディアを高度に利用して行う授業）
第 29 条の 2　ຊ大学は、จ෦科学大ਉがผに定めると͜ΖにΑΓ、

ଟ༷なϝσΟΞを高౓にར用して行う授業を教ࣨ等以֎の場ॴ
でཤ修させる͜とができる。

　（成績）
第 30 条　ཤ修科目の成੷は、ल（4）、༏（̖）、ྑ （̗）、Մ（̘）

及びෆՄ（̛）の 5 種のධޠを΋って表わし、ल（4）、༏（̖）、
ྑ（̗）及びՄ（̘）を合格とする。　　　

第 7章　休学・転学・留学・退学等

　（休学）
第 31 条　࣬පそのଞ΍むを得ないཧ༝にΑΓ、3 月以্修学す

る͜とができない者は、学෦教授ձのٞをܦて、学෦௕の許Մ
を得てٳ学する͜とができる。

ᶄ　ٳ学ظ間は、1 年以内とする。たͩし、ಛผのཧ༝が͋る場
合は、1 年をݶ౓として、ٳ学ظ間のԆ௕を認める͜とができる。

ᶅ　ٳ学ظ間は、௨ࢉして 4 年を௒える͜とができない。
ᶆ　ٳ学ظ間は、ࡏ学年ݶにࢉ入しない。
　（復学）
第 32 条　ٳ学ظ間中にそのཧ༝がফ໓したときは、学෦教授ձ

のٞをܦて、学෦௕の許Մを得て෮学する͜とができる。
　（転学）
第 33 条　ଞの大学に入学ຢはస入学をئࢤする者は、学෦௕に

。い出て、͋Βか͡めその許Մを得なけれ͹なΒないئ
　（留学）
第 34 条　֎ࠃの大学ຢは୹ظ大学で学修する͜とをئࢤする者

は、学෦௕の許Մを得てཹ学する͜とができる。
ᶄ　ཹ学ظ間は、ୈ 3ÿ ৚に定めるࡏ学ظ間にؚめる͜とができ

る。
　（退学）
第 35 条　࣬පそのଞ΍むを得ないཧ༝にΑΓ、ୀ学しΑうとす

る者は、学෦教授ձのٞをܦて、学௕の許Մを得てୀ学する͜
とができる。

　（除籍）
第 36 条　次の各号の 1 に該当する者は、学෦教授ձのٞをܦて、

学௕がআ੶する。
（ 1  ）ୈ 1ý ৚に定めるࡏ学年ݶを௒えた者
（ 2  ）ୈ 31 ৚に定めるٳ学ظ間を௒えてなお修学できない者
（ 3  ）学අをೲ入しない者
（ 4  ）そのଞ成業のݟ込Έがないと認めΒれる者
　（復籍）
第 37 条　前৚にΑΓআ੶された者で෮੶しΑうとする΋のは、

学෦教授ձのٞをܦて、学௕の許Մを得て෮੶する͜とができ
る。たͩし、前৚ୈ 1 号にΑΓআ੶された者はআく。

第 8章　卒業及び学位の授与

　（卒業及び学位の授与）
第38条　次の各号の 1 に該当する者には、学෦教授ձのٞをܦて、

学෦௕がଔ業を認定し、学௕は、学࢜の学位を授༩する。
（ 1  ）ຊ大学に 4 年以্ࡏ学し、ୈ 24 ৚に定める 124 以্の単

位を修得した者
（ 2  ）ຊ大学に 3 年以্ࡏ学し、ผに定める要݅をຬたした者

第 9章　教職課程及び学芸員課程

　（教育職員免許状の取得）
第 39 条　教育職員免許状を取得しΑうとする者は、教育職員免

許๏及びಉ施行نଇに定める単位を修得しなけれ͹なΒない。
ᶄ　教職՝ఔにؔする授業科目、単位数、ཤ修ํ๏等は、ผ表ୈ

4 のとおΓとする。
　（教育職員免許状の種類）
第 40 条　ຊ大学において、ॴ定の単位を修得した者は、ผ表ୈ 5

の教育職員免許状を取得する͜とができる。
　（学芸員資格の取得）
第 40 条の 2　学芸員の資格を取得しΑうとする者は、ത෺ؗ๏

及びಉ施行نଇに定める単位を修得しなけれ͹なΒない。
ᶄ　学芸員՝ఔにؔする授業科目及び単位数は、ผ表ୈ ý のとお

Γとする。
　（教員免許状更新講習）
第 40 条の 3　ຊ大学において、教育職員免許๏にͮجく教員免

許状ߋ৽ߨ習を։ઃする͜とができる。
ᶄ　教員免許状ߋ৽ߨ習にؔする͜とはผに定める。

第 10 章　科目等履修生及び研究生

　（科目等履修生）
第 41 条　ຊ大学において、授業科目につきཤ修する͜とをئࢤ

する者については、教育ڀݚにࢧোのない場合にݶΓ、બߟの
うえ、科目等ཤ修ੜとして入学を許Մする。

ᶄ　授業科目をཤ修し、ݧࢼに合格した者には、ॴ定の単位を༩
える。

　（研究生）
第 42 条　ຊ大学において、ઐ໳事項につきڀݚする͜とをئࢤ

する者については、教育ڀݚにࢧোのない場合にݶΓ、બߟの
うえ、ڀݚੜとして入学を許Մする。

第 11 章　外国人留学生、帰国子女及び交換留学生

　（外国人留学生）
第 43 条　֎ࠃਓで、大学において教育を受ける目తを΋って入

֎、のうえߟする者については、બئࢤし、ຊ大学に入学をࠃ
。ਓཹ学ੜとして入学を許Մするࠃ

　（帰国子女）
第 44 条　ঁࢠࠃؼで、ຊ大学に入学をئࢤする者については、

બߟのうえ、ঁࢠࠃؼとして入学を許Մする。
　（交換留学生）
第 44 条の 2　ຊ大学とのަྲྀڠ定及び加ໍ校間のަཹ׵学をਪਐ

するஂମとのڠ定にͮجきւ֎の大学かΒຊ大学へ೿ݣされた
者は、બߟのうえ、ަཹ׵学ੜとして入学を許Մする。

第 12 章　賞　　罰

　（表彰）
第 45 条　学ੜとして表জにՁする行ҝが͋った者は、学෦教授

ձ及びٞڠձのٞをܦて、学௕が表জする。
　（懲戒）
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第 46 条　ຊ大学のنଇにҧ൓ຢは学ੜとしてのຊ෼に൓する行
ҝをした者は、学෦教授ձ及び大学ٞڠձのٞをܦて、学௕が
௄ռする。௄ռの手続き等については、ผに定める。

ᶄ　前項の௄ռの種ྨは、ୀ学、ఀ学及び܇告とする。
ᶅ　前項のୀ学は、次の各号の 1 に該当する場合に行う。
（ 1  ）ੑ行ෆྑでվળのݟ込Έがないと認めΒれる者
（ 2  ）ຊ大学のடংをཚし、そのଞ学ੜとしてのຊ෼にஶしく

൓した者

第 13 章　厚生施設

　（学生寮等）
第 47 条　ຊ大学に、学ੜྈ等をஔく。
ᶄ　学ੜྈ等にؔする͜とは、ผに定める。

第 14 章　公開講座

　（公開講座）
第 48 条　ࢢຽ及び஍Ҭࣾձの教育จԽの発లにݙߩするため、

ຊ大学にެ։࠲ߨを։ઃする͜とができる。
ᶄ　ެ։࠲ߨにؔする͜とは、ผに定める。

第 15 章　学　費　等

　（学費等）
第 49 条　学අ等の種ྨ及びそのֹは、学校๏ਓ໊৓大学のઃஔ

する学校の学අ等にؔするنଇに定めると͜ΖにΑる。

第 1章　総　　則

　（目的）
第 1 条　͜のنఔは、໊৓大学学ଇ（以Լʮ学ଇʯという。）に

定める΋のの΄か、教຿にؔする必要な事項を定める͜とを目
తとする。

第 2章　学籍簿及び学生証

　（学籍簿）
第 2 条　໊৓大学（以Լʮຊ学ʯという。）にॴ定の学੶฽を備え、

そのอ؅は学຿センターで行う。
ᶄ　学੶฽の記載事項にมߋがੜ͡たときは、௚ちに、ॴ定の用

。にそのཧ༝を記入のうえ、学෦௕にಧけ出なけれ͹なΒないࢴ
　（学生証の交付等）
第 3 条　ຊ学に入学した者には、学ੜূをަ付する。
ᶄ　学ੜূの༗ޮظ間は、1 年とする。
ᶅ　学ੜは、学ੜূに記載された஫ҙ事項を९कしなけれ͹なΒ

ない。
ᶆ　学ੜূのަ付のظ࣌、ํ๏等は各学෦で定める。

第 3章　授業及び履修科目の登録

　（授業）
第4条　ຊ学における授業は、年౓のॳめに、授業科目、༵ ೔、ݶ࣌、

授業科目を担当する教育職員等を、各学෦でঝ認した΋のを学
຿センターにおいて、授業࣌間ׂ表にΑΓެ表し実施する。た
ͩし、ू中ٛߨ等については、ผに͜れをެ表し実施する͜と
が͋る。

ᶄ　ަ௨ؔػのストϥΠΩの実施、๫෩ܯ報の発ྩ、֐ࡂ等の発

ੜ及び大ن໛஍਒にؔする൑定ձটू࣌の授業の取ѻいにؔす
る͜とは、ผに定める。

　（履修科目の登録）
第 5 条　学ੜは、ཤ修科目として登録する͜とができる単位数に

にཤ修しΑうとする授業科目をظき、その年౓ຢはその学ͮج
બ୒し、指定されたظ間内に、ཤ修科目の登録をしなけれ͹な
Βない。

ᶄ　前項の定めると͜ΖにΑΓ、ॴ定の単位を༏れた成੷を΋っ
て修得した学ੜについては、次年౓ຢは次学ظに、前項に定め
る্ݶを௒えてཤ修科目の登録を認める͜とができる。

ᶅ　次の各号のいずれかに該当した授業科目のཤ修はແޮとする。
（1）未登録の授業科目のཤ修
（2）ಉ一࣌間ଳにෳ数の授業科目のཤ修
に単位を修得した授業科目のཤ修ط（3）

ᶆ　提出されたཤ修ಧのมߋは、学෦等でಛに認めた場合の΄か
は行う͜とができない。

ᶇ　そのଞཤ修にؔする必要な͜とは、学෦等で定める。
　（他学部の授業科目の履修）
第 6 条　学ੜは、ॴଐ学෦の授業科目の΄かにଞの学෦の授業科

目をཤ修する͜とができる。
ᶄ　ଞの学෦の授業科目のཤ修を希望する者は、ॴଐ学෦௕をܦ

て、ཤ修を希望する学෦の学෦௕の許Մを得なけれ͹なΒない。
ᶅ　ཤ修を許Մする授業科目、単位の認定及びそのଞ必要な͜と

は、当該྆学෦で定める。
　（副専攻）
第 6 条の 2　学ੜは、ଞの学෦・学科の授業科目の中かΒ指定さ

れたಛ定෼໺の授業科目を෭ઐ߈科目としてཤ修する͜とがで
きる。

ᶄ　෭ઐ߈にؔするそのଞ必要な͜とは、ผに定める。
　（他大学の授業科目の履修）
第 7 条　学ੜは、ຊ学の授業科目の΄かにʮ単位׵ޓにؔするแ

。定ʯに加ໍする大学の授業科目をཤ修する͜とができるڠׅ
ᶄ　ଞ大学の授業科目のཤ修を希望する者は、ॴ定の手続をܦて、

科目։ઃ大学の許Մを得なけれ͹なΒない。
ᶅ　ଞ大学で登録ཤ修できる単位及びそのଞ必要な͜とは、ผに

定める。

第 4章　試験・成績・単位認定等

　（試験）
第 8 条　ݧࢼは、定ݧࢼظ、௥ݧࢼ及びݧࢼ࠶とする。たͩし、

必要が͋るときは、దٓ、ݧࢼを実施する͜とができる。
ᶄ　௥ݧࢼは、࣬පそのଞ΍むを得ないཧ༝にΑΓ、定ݧࢼظを

受ݧできなかった者について、1 ճにݶΓ行う。
ᶅ　ݧࢼ࠶は、定ݧࢼظの݁Ռ、ෆ合格になった者について、1

ճにݶΓ行う͜とができる。
ᶆ　ݧࢼのํ๏は、ච記ຢはޱड़にΑる΋のとする。たͩし、࿦

จそのଞのํ๏にΑΓ、͜れに୅える͜とができる。
　（試験の実施）
第 9 条　ݧࢼの実施にؔする͜とは、学෦等で定める。
ᶄ　ަ௨ؔػのストϥΠΩの実施、๫෩ܯ報の発ྩ、֐ࡂ等の発

ੜ及び大ن໛஍਒にؔする൑定ձটू࣌のݧࢼの取ѻいにؔす
る͜とは、ผに定める。

　（受験の資格）
第 10 条　受ݧに必要な手続をしなかった者ຢは学අをೲ入しな

かった者は、受ݧできない。
ᶄ　次の各号のいずれかに該当するときは、受ݧできない͜とが

2．教　務　規　程
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͋る。
（ 1  ）授業科目の出੮೔数が 3 ෼の 2 にຬたないとき
（ 2  ）学ੜ （ূॴ定の受ݧථをؚむ。）を提示できないとき
（ 間以্஗れたとき࣌後、ॴ定の࢝։ݧࢼ（  3
（ ؂ಜ者の指示に従わないときݧࢼ（  4
（ においてෆਖ਼行ҝをしたときݧࢼ（  5
（ ý  ）そのଞ学෦等で定める事項にҧ൓したとき
　（成績の評価）
第 11 条　成੷は、100 ఺をຬ఺とし、ධՁは、90 ఺以্を̨、

ÿ0 ఺以্ 90 ఺未ຬを̖、þ0 ఺以্ ÿ0 ఺未ຬを̗、ý0 ఺以্
þ0 ఺未ຬを̘、ý0 ఺未ຬを̛とする。

ᶄ　成੷ධՁج準については、次のとおΓとする。

ධՁ 準　ج ఺数
4 授業目ඪのਫ準をे෼にୡ成でき、ཱࡍっている。 100 ～ 90
" 授業目ඪのਫ準をे෼にୡ成できている。 ÿ9 ～ ÿ0
# 授業目ඪのਫ準を֓Ͷୡ成できている。 þ9 ～ þ0
$ 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できている。 ý9 ～ ý0
' 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できていない。 59 ～ 0

　（GPA）
第 11 条の 2　ཤ修指導等において、(1"（άϨーυ・ϙΠント・

ΞϕϨージ）にΑる成੷ධՁを用いる͜とができる。
ᶄ　(1" のࢉ出ํ๏については、ผに定める。
　（成績の通知）
第 12 条　成੷は、受ݧ者に௨஌する。
ᶄ　௨஌のظ࣌、ํ๏等にؔする͜とは、学෦等で定める。
　（不正行為の禁止）
第 13 条　ݧࢼにおいて、ෆਖ਼行ҝを行ってはなΒない。
ᶄ　ෆਖ਼行ҝの取ѻいについては、内نを΋って定める。
　（単位の認定及び表記）
第 14 条　学ଇୈ 2þ ৚及びୈ 2ÿ ৚に定める単位の認定は、学෦

௕が行う。
ᶄ　࠶入学、స学෦等の学ੜの入学及びస入前に修得した授業科

目の単位、成੷ฒびにධՁの表記は、各学෦において認定した
単位数、成੷及びୈ 11 ৚に定めるධՁຢは / の表示を΋って
行う。

ᶅ　ຊ学以֎の教育施ઃ等において行った学修及び修得した単位
のうち、認定した単位及び成੷の表記は、単位数の記載とୈ
11 ৚に定めるධՁຢは / の表示を΋って行う。

　（進級）
第 15 条　学ੜが、্ڃ年次にਐڃするために必要な単位修得ج

準は、学෦で定める。
　（早期卒業の要件）
第 16 条　学ଇୈ 3ÿ ৚ୈ 2 号に定める者は、次の要݅をす΂てຬ

たした者でなけれ͹なΒない。
（ 1  ）3 年以্のࡏ学で、ຊ学の定めるଔ業要݅としての単位を

༏लな成੷で修了した者
（ 2  ）学ଇୈ 3ÿ ৚ୈ 2 号にن定するଔ業を希望している者

第 5章　学籍異動の手続等

　（休学の手続）
第 17 条　ٳ学しΑうとする者は、そのཧ༝がੜ͡たときかΒ 1

月以内に、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入し、อূਓ࿈ॺのうえ、
学෦௕にئい出る΋のとする。

ᶄ　ٳ学ظ間をԆ௕しΑうとする者は、前項に定める手続をܦな
けれ͹なΒない。

ᶅ　ٳ学を許Մされた者は、ผに定めるࡏ੶ྉをຊ学の指定する

。間内にೲ入しなけれ͹なΒないظ
　（復学の手続）
第 18 条　෮学しΑうとする者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入

し、อূਓ࿈ॺのうえ、学෦௕にئい出る΋のとする。
ᶄ　෮学のظ࣌は、各学ظのॳめとする。たͩし、ಛผの事৘が

͋るときは、͜のݶΓでない。
　（退学の手続）
第 19 条　ୀ学しΑうとする者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入

し、อূਓ࿈ॺのうえ、学෦௕をܦて、学௕にئい出る΋のと
する。

ᶄ　ୀ学の೔付は、طೲの授業ྉ等の༗ޮظ間内で、教授ձの指
定する೔とする。

　（再入学の手続）
第 20 条　࠶入学しΑうとする者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記

入し、อূਓ࿈ॺのうえ、学෦௕をܦて、学௕にئい出る΋の
とする。

ᶄ　࠶入学の出ظئ間は、ୀ学したཌ೔かΒୀ学した೔の 5 年後
の೔のଐする年౓の຤೔·でとする。

ᶅ　࠶入学が許Մされた者は、ผに定める入学ۚ及び授業ྉ等を
ຊ学の指定するظ間内にೲ入しなけれ͹なΒない。

ᶆ　࠶入学のظ࣌は、年౓のॳめとする。
　（除籍の日付）
第 21 条　আ੶の೔付は、طೲの授業ྉ等の༗ޮظ間内で、教授

ձの指定する೔とする。たͩし、学ଇୈ 3ý ৚ୈ 4 号にΑΓআ
੶された入学手続׬了者で、年౓ॳめに学ੜূを受ྖしない者
の೔付は 4 月 30 ೔とする。

　（復籍の手続）
第 22 条　෮੶しΑうとする者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入

し、อূਓ࿈ॺのうえ、学෦௕をܦて、学௕にئい出る΋のと
する。

ᶄ　෮੶の出ظئ間は、আ੶された೔のཌ೔かΒআ੶された೔の
5 年後の೔のଐする年౓の຤೔·でとする。

ᶅ　෮੶が許Մされた者は、ผに定める෮੶ྉ及び授業ྉ等をຊ
学の指定するظ間内にೲ入しなけれ͹なΒない。

ᶆ　෮੶のظ࣌は、年౓のॳめとする。
　（転学部等の手続）
第 23 条　స学෦等のئࢤ者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入し、

ॴଐ学෦௕にئい出る΋のとする。
ᶄ　స学෦等が許Մされた者は、ผに定めるస学෦ྉ等及び授業

ྉ等をຊ学の指定するظ間内にೲ入しなけれ͹なΒない。
ᶅ　స学෦等のظ࣌は、年౓のॳめとする。
ᶆ　స学෦等のબํߟ๏等にؔする͜とは、学෦で定める。

第 6章　学　位　記

　（学位記）
第 24 条　学位記の೔付は、ଔ業式の೔とする。たͩし、ༀ学෦

においては、ଔ業式の೔以前の೔付とする͜とができる。
ᶄ　年౓の中్において、ଔ業と認定されたときの学位記の೔付

は、次の各号のとおΓとする。
（1）次の年౓の 4 月 30 ೔·でに、ଔ業と認定されたときは、

前年౓のଔ業式の೔付とする。
（2）次の年౓の 10 月 31 ೔·でに、ଔ業と認定されたときは、

その年౓の 9 月 13 ೔の೔付とする。
ᶅ　学位記は、ަ࠶付しない。

第 7章　雑　　則
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　（諸証明書の発行）
第 25 条　ຊ学にࡏ੶する者ຢはࡏ੶した者かΒٻめが͋るとき

は、諸ূ明ॻを発行する͜とができる。
ᶄ　ূ明ॻの発行のظ࣌、ํ๏等にؔする͜とは、学෦等で定め

る。
　（様式等）
第 26 条　͜のنఔの施行に必要な༷式及び事項は、ผに定める。

　（目的）
第 1 条　͜の要項は、໊৓大学学ଇ（以Լʮ学ଇʯという。）ୈ

41 ৚に定める科目等ཤ修ੜの取ѻいに܎る必要な事項を定め
る͜とを目తとする。

　（資格）
第 2 条　໊৓大学（以Լʮຊ大学ʯという。）の科目等ཤ修ੜと

してئࢤできる者の資格は、ݪଇとして੍ݶしない。
　（受付の時期）
第 3 条　科目等ཤ修ੜとして入学をئࢤする者の受付のظ࣌は、

学ظの࢝めとする。たͩし、ू 中ٛߨの場合は、͜ のݶΓでない。
　（手続）
第 4 条　科目等ཤ修ੜとして入学をئࢤする者は、ຊ大学の指定

するظ間内に、次の各号に定めるॻྨの΄か、ผに定める入学
定ྉৼ込ূ明ॻをఴえて、学຿センター、ༀ学෦事຿ࣨ及びݕ
φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨにئい出る΋のとする。

（ 1  ）科目等ཤ修ੜ入学ئࢤॻ（ئࢤॻ受付೔前 3 月以内にࡱ
Өしたࣸਅをష付の͜と）

（ 2  ）ଔ業ূ明ॻ及び成੷ূ明ॻ
（ 3  ）そのଞຊ大学が必要とする΋の
　（入学の許可）
第 5 条　科目等ཤ修ੜの入学は、授業科目を։ߨする学෦教授ձ

等のٞをܦて、学௕が許Մする。
　（科目等履修料等）
第 6 条　科目等ཤ修ੜとして入学を許Մされた者は、ผに定める

科目等ཤ修ྉ及び実ݧ実習අをຊ大学の指定するظ間内にೲ入
しなけれ͹なΒない。

ᶄ　前項の手続を終えた者には、許Մ௨஌ॻをަ付する。
　（科目等履修生証）
第 7 条　科目等ཤ修ੜには、科目等ཤ修ੜূをަ付する。
　（履修期間）
第 8 条　科目等ཤ修ੜのཤ修ظ間は、入学を許Մされた೔かΒそ

の年౓の຤೔·でとする。たͩし、ཤ修科目が 2 年౓にわたΓ
։ߨされる場合は、͜のݶΓでない。

　（授業科目及び単位数）
第 9 条　ཤ修を許Մする授業科目は、学෦教授ձ等のٞをܦて、

学෦௕が決定する。
ᶄ　ཤ修を許Մする単位数は、1 年౓につき、30 単位以内（ू中

。にΑる΋の΋ؚむ。）とするٛߨ
　（履修科目の単位の授与等）
第 10 条　科目等ཤ修ੜとしてཤ修した科目については、学ଇୈ

41 ৚ୈ 2 項にΑΓ、ॴ定の単位を༩える。
ᶄ　単位授༩のためのݧࢼの種ྨ、ํ๏及び݁Ռの௨஌は、教຿

。ఔの定めると͜ΖにΑるن
ᶅ　ཤ修した科目の成੷のධՁは、学ଇୈ 30 ৚のن定の定める

と͜ΖにΑる。

　（証明書の発行）
第 11 条　科目等ཤ修ੜには、ຊਓのٻめにΑΓ、単位修得ূ明

ॻ等を発行する͜とができる。
　（資格の取消）
第 12 条　ཤ修ظ間中においてຊ大学のنଇ等にҧ൓し、科目等

ཤ修ੜとしてのຊ෼に൓する行ҝをした者は、科目等ཤ修ੜの
資格を取ফす͜とが͋る。

　（様式）
第 13 条　ୈ 4 ৚に定める科目等ཤ修ੜ入学ئࢤॻの༷式は、ผ

に定める。
　（補則）
第 14 条　͜の要項の施行にؔし必要な͜とは、学຿センター௕

が定める。
　（準用）
第 15 条　科目等ཤ修ੜにؔし、学ଇ及び͜の要項に定めのない

͜とについては、ਖ਼نの学ੜにؔするن定を準用する。

　（目的）
第 1 条　͜の要項は、໊৓大学学ଇ（以Լʮ学ଇʯという。）ୈ

42 ৚に定めるڀݚੜの取ѻいに܎る必要な事項を定める͜と
を目తとする。

　（資格）
第 2 条　໊৓大学（以Լʮຊ大学ʯという。）のڀݚੜとしてࢤ

。できる者の資格は、次の各号のいずれかに該当する者とするئ
（ 1  ）修業年ݶ 4 年以্の大学をଔ業した者
（ 2  ）ຊ大学において、前号とಉ等の学ྗが͋ると認めΒれた者
　（手続）
第 3 条　ڀݚੜとして入学をئࢤする者は、ຊ大学の指定するظ

間内に、次の各号に定めるॻྨの΄か、ผに定める入学ݕ定ྉ
ৼ込ূ明ॻをఴえて、学຿センター、ༀ学෦事຿ࣨ及びφΰϠ
υーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ（以Լʮ学຿センター等ʯという。）
にئい出る΋のとする。

（ ॻ受付೔前ئࢤ）ॻئࢤੜ入学ڀݚ（  1 3 月以内にࡱӨした
ࣸਅをష付の͜と）

（ 2  ）ଔ業ূ明ॻ及び成੷ূ明ॻ
（ を指導する教育職員のঝ୚ॻڀݚ（  3
ᶄ　ئࢤ者が、֎ࠃਓཹ学ੜ（֎ࠃਓཹ学ੜとしてئࢤする者を

ؚむ。）の場合は、前項のॻྨの΄か、次の各号に定めるॻྨ
をఴえなけれ͹なΒない。

（ Χーυ（ࣸ）、एしくはॅຽථཹࡏ（  1
（ 2  ）学අෛ担者等及び࿈བྷ先を明示したॻྨ
　（入学の許可）
第 4 条　ڀݚੜの入学は、学෦教授ձのٞをܦて、学௕が許Մする。
　（研究料等）
第 5 条　ڀݚੜとして入学を許Մされた者は、ผに定めるڀݚྉ

及び実ݧ実習අをຊ大学の指定するظ間内にೲ入しなけれ͹な
Βない。

ᶄ　前項の手続きを終えた者には、入学許Մॻをަ付する。
　（研究生証）
第 6 条　ڀݚੜには、ڀݚੜূをަ付する。
　（研究期間）
第 7 条　ڀݚੜのظڀݚ間は、ݪଇとして 1 年とする。たͩし、

後ظ入学者については、学ଇୈ 13 ৚に定める後ظのظ間のΈ

3. 科目等履修生要項

4. 研究生要項
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΋Մೳとする。なお、ڀݚの必要が͋る場合は、1 年以内のԆ
௕をする͜とができる。

ᶄ　ظڀݚ間をԆ௕した後、ಛผの事৘にΑΓߋにظڀݚ間が必
要な場合は、վめてئい出る΋のとする。

　（延長手続）
第 8 条　ظڀݚ間のԆ௕を希望する者は、ظڀݚ間Ԇ௕ئॻを学

຿センター等に提出する΋のとする。
ᶄ　֎ࠃਓཹ学ੜの場合は、前項のॻྨの΄か、ୈ 3 ৚ୈ 2 項に

定めるॻྨをఴえなけれ͹なΒない。
　（延長許可）
第 9 条　ظڀݚ間のԆ௕は、学෦教授ձのٞをܦて、学௕が許Մ

する。
　（研究科目等）
第 10 条　学෦௕は、ڀݚੜのઐ໳事項を指定し、ڀݚを指導す

る教育職員を指໊する΋のとする。
　（研究報告書の提出）
第 11 条　ڀݚੜは、そのظڀݚ間の終了にࡍし、ڀݚ報告ॻを

学෦௕に提出しなけれ͹なΒない。
　（研究等の証明）
第 12 条　ڀݚੜは、ظڀݚ間及びڀݚ事項に܎るূ明をٻめる

͜とができる。
　（資格の取消）
第 13 条　ظڀݚ間中においてڀݚੜとしてෆద当と認めたとき

は、資格を取ফす͜とが͋る。
　（様式）
第 14 条　ୈ 3 ৚ୈ 1 項ୈ 1 号及びୈ ÿ ৚ୈ 1 項に定めるئॻの

༷式は、ผに定める。
　（準用）
第 15 条　ڀݚੜにؔし、学ଇ及び͜の要項に定めのない͜とに

ついては、ਖ਼نの学ੜにؔするن定を準用する。

第 1章　総　　則

　（目的）
第 1 条　͜のنଇは、ଞに定める΋のの΄か、学校๏ਓ໊৓大学

のઃஔする学校の学අ及び手数ྉ（以Լʮ学අ等ʯという。）
にؔして定める͜とを目తとする。

　（適用範囲）
第 2 条　͜のنଇは、໊৓大学大学Ӄ、໊৓大学（以Լʮ大学ʯ

という。）ฒびに໊৓大学ෟଐ高等学校（以Լʮ高校ʯという。）
にద用する。

　（学費等の種類）
第 3 条　学අの種ྨは、入学ۚ、授業ྉ、実ݧ実習අ、校අ、施

ઃඅຢは施ઃҡ持අ及び教職ཤ修අ、学芸員ཤ修අ、科目等ཤ
修ྉ、ڀݚྉ、ಛผௌߨྉฒびにࡏ੶ྉをいう。

ᶄ　手数ྉの種ྨは、入学ݕ定ྉ、స学෦・స学科・ίースมߋ（以
Լʮస学෦等ʯという。）ݧࢼྉ、௥ݧࢼ࠶ྉ及び学位審査ྉ、
෮੶ྉ、స学෦等ྉฒびに各種ূ明手数ྉをいう。

第 2章　大学の学費等

　（学費等の額）
第 3 条の 2　学අ等のֹについては、ผ表ୈ 1ʦશ学ڞ௨事項参রʧ

のとおΓとする。

　（新入学生以外の学費の適用）
第 3 条の 3　৽入学ੜ以֎の者の学අのద用については、次のと

おΓとする。
（ 1  ）ཹ年者の授業ྉ等

　ཹ年者の授業ྉ、実ݧ実習අ、校අ及び施ઃඅ（以Լʮ授
業ྉ等ʯという。）は、その者の入学年౓の΋のをద用する。

（ 2  ）෮学者の授業ྉ等
　෮学者の授業ྉ等は、その者の入学年౓の΋のをద用する。

（ 3  ）෮੶者の授業ྉ等
　෮੶者の授業ྉ等は、その者を෮੶させるର৅学年次の΋
のをద用する。

（ 4  ）స学෦等をした者の授業ྉ等
　స学෦等をした者の授業ྉ等は、当該ର৅の学෦・ίース・
学科の学年次の΋のをద用する。

（ 5  ）ฤ入学者及び࠶入学者の学අ
　ฤ入学者及び࠶入学者の入学ۚは、入学年౓の΋のをద用
し、授業ྉ等はฤ入学ຢは࠶入学を許Մしたର৅の学෦・ίー
ス・学科の学年次の΋のをద用する。

（ ý  ）ٳ学者のࡏ੶ྉ
੶ྉをೲ入する΋のとする。たࡏ、間中ظ学ٳ、学者はٳ　
ͩし、前・後ظ෼いずれかの授業ྉ等がೲ入されている者に
ついては、そのظのࡏ੶ྉは、௃ऩしない΋のとする。

（ þ  ）ࡏ੶ྉのֹݮ
　前号のࡏ੶ྉは、ಛにཧ༝が͋る場合にݶΓֹݮする͜と
ができる。

ᶄ　学年の్中で学੶がফ໓した者΋、学੶がফ໓した前೔のଐ
するظの授業ྉ等は、͜れをೲ入する΋のとする。たͩし、大
学Ӄത࢜՝ఔにおいて、ಛに大学の事৘にΑΓ学位࿦จの審査
が年౓をӽす場合の当該ӽした年౓の授業ྉ等は、͜れを௃ऩ
しない΋のとする。

　（長期履修学生制度に係る学費等の特例）
第 3 条の 4　大学Ӄ修࢜՝ఔ及びത࢜前ظ՝ఔฒびにത࢜後ظ՝

ఔ及びത࢜՝ఔのうち、௕ظཤ修を希望したࣾձਓ学ੜが、ظ
間を୹ॖした場合は、୹ॖした年数の学අ૯ֹとのֹࠩを௃ऩ
する΋のとする。

　（学費等の納入期限）
第 4 条　大学の学අ等のೲ入ݶظは、次のとおΓとする。
（ 1  ）入学ݕ定ྉ

　入学ݕ定ྉは、大学の指定する入学ئࢤ手続ظ間内に、͜
れをೲ入しなけれ͹なΒない。

（ 2  ）入学ۚ
　入学ۚは、大学の指定する入学手続ظ間内に、͜れをೲ入
しなけれ͹なΒない。

（ 3  ）授業ྉ等
Ξ ৽入学ੜ
　৽入学ੜの授業ྉ等のうち、前ظ෼は、大学の指定する入
学手続ظ間内に、͜れをೲ入し、後ظ෼のೲ入ݶظは、10
月 10 ೔とする。

Π 学ੜࡏ
は、͜れをݶظ学ੜの授業ྉ等のೲ入ࡏ　 2 に෼け、ຖ年ظ
5 月 10 ೔及び 10 月 10 ೔とする。

　（授業料等の納期の延期）
第 5 条　授業ྉ等は、次の場合、そのೲظのԆظを認める͜とが

͋る。
（ 1  ）ෆྀの事ނຢは֐ࡂ等、ਅに΍むを得ないཧ༝が͋る場合

5．学校法人名城大学の設置する学
校の学費等に関する規則（抜粋）
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（ 2  ）入学手続で෼ׂ手続が認めΒれている場合
ᶄ　授業ྉ等のೲظのԆظをئい出る者で、前項ୈ 1 号に該当す

る΋のはཏূࡂ明ॻ等ೲظのԆظをئい出るに足るจॻྨをఴ
付し、前項ୈ 2 号に該当する΋のはॴ定のԆئظにΑΓ、ೲ入
。い出る΋のとするئ前に、当該学෦௕にݶظ

ᶅ　ೲظԆئظは、学෦௕及び学௕のঝ認をܦて、ܦཧ੹೚者の
決ࡋを得なけれ͹なΒない。

ᶆ　前項にΑΓೲظのԆظを認めΒれた者のೲ入ݶظは、Ԇظを
認めΒれた೔·でとする。

　（学費等の不返還）
第 6 条　طにೲ入された学අ等は、次の場合をআき、事৘のいか

ΜにかかわΒず、͜れをฦؐしない。
（ 1  ）明Βかにॏෳຢは௒աೲ入になった෼の͋る場合
（ 2  ）学੶がফ໓したとき、当該ফ໓の೔のଐするظの次のظ

の学අで、前ೲされていた෼の͋る場合。たͩし、৽入学ੜ
で入学手続࣌ೲ入ۚとしてೲ入された学අは、͜の取ѻいを
しない。

（ 3  ）ୈ ÿ ৚のن定にΑΓ、ิॿ免আとなった෼の͋る場合
（ 4  ）ಛにཧ事௕が、その必要を認めた෼の͋る場合
　（入学等の不許可）
第 10 条　入学ۚ及び授業ྉ等のॴ定のֹを入学手続ظ間内にೲ

入しなかった者は、入学を許Մしない。
ᶄ　科目等ཤ修ੜ、ڀݚੜ、࠶入学者、స学෦等をした者で、ॴ定

の学අ等を、指定するظ間内にೲ入しなかった者は、それぞれの
許Մを取Γফす。

　（除籍手続）
第 11 条　授業ྉ等のೲ入のٛ຿をଵった者は、学ଇのن定にΑ

Γআ੶の手続に付す。
ᶄ　前項にΑΓআ੶の手続に付すときは、それ以前にࡉଇで定め

るಜଅ等必要な手続をܦる΋のとする。
ᶅ　ٳ学を許Մされた者で、ॴ定のࡏ੶ྉをೲ入しなかった者に

ついては、ୈ 1 項中ʮ授業ྉ等ʯと͋るのをʮࡏ੶ྉʯとಡΈ
ସえる΋のとする。

　（未納による試験無効の手続）
第 12 条　ೲ入ݶظ·でに授業ྉ等のೲ入をଵった者は、当該未

ೲظにかかわるݧࢼແޮ手続に付す。
ᶄ　前項にかかわるݧࢼと授業ྉ等のೲ入ݶظの取ѻいは、次の

とおΓとする。
（1 ）前ݧࢼظについては、前ظ෼と、その最終のೲ入ݶظ
（2 ）後ݧࢼظについては、後ظ෼と、その最終のೲ入ݶظ
（3 ）௨年の学年౓຤ݧࢼについては、前ظ෼及び後ظ෼と、

それぞれの最終のೲ入ݶظ
ᶅ　ୈ 1 項にΑΓݧࢼແޮの手続に付すときは、ࡉଇで定める手

続をܦる΋のとする。

　（目的）
第 1 条　͜のنఔは、໊৓大学（大学Ӄをؚむ。以Լʮຊ学ʯと

いう。）の学ੜにରし、঑学੍౓をઃけ、その教育の向্に資
する͜とを目తとする。

　（定義及び種類）
第 2 条　前৚の঑学੍౓における঑学ੜは、次の各号で掲͛る΋

のとする。
（ 1  ）学業༏ल঑学ੜ

　学業（入学ݧࢼ成੷をؚむ。）、ਓ෺と΋にಛに༏लな学ੜ
を学業༏ल঑学ੜとし、ผ表ୈ 1 のとおΓ঑学ۚຢは記೦඼
をڅ付する͜とにΑΓ、修学ҙཉの高༲をਤる。

（ 2  ）修学ԉॿ঑学ੜ
　学業成੷が༏लで修学ҙཉが͋るに΋かかわΒず、ࡁܦత
ཧ༝にΑΓ、学業のܧ続がࠔ೉と認めΒれる学ੜを修学ԉॿ
঑学ੜとし、ผ表ୈ 2 のとおΓԉॿする。

（ 3  ）ಛผ঑学ੜ
　ࣾձਓ学ੜ及びަཹ׵学ੜ等のࢧԉ、ࢲඅ֎ࠃਓཹ学ੜで
向学のҙࢤを༗し、かつ、学資のܰݮを要すると認めΒれる
者にରするԉॿ、ฒびに学ੜの教育ڀݚのਪਐを目తとし、
ಛผ঑学ੜとしてผ表ୈ 3 のとおΓԉॿする。

ԽΫϥϒ等঑学ੜڧ（  4 ）
　ಛに༏लな成੷をおさめた学ੜຢはಛஈに高いスϙーπೳ
ྗを持つ学ੜにରし、ྗٕڝの向্をଅし、ຊ学のスϙーπ
Խをਤる͜とを目తとして、ผ表ୈੑ׆、ಈの高౓Խ׆ 4 の
とおΓԉॿする。

ᶄ　前項ୈ 1 号に掲͛る学業༏ल঑学ੜの種ྨは、次のとおΓと
する。

（ 1  ）大学Ӄ学業༏ल঑学ੜ
（ 2  ）学業༏ल঑ྭ੍౓
（ 3  ）学業༏ल঑学ੜ
（ 4  ）入ࢼ成੷༏ल঑学ੜ
ᶅ　ୈ 1 項ୈ 2 号に掲͛る修学ԉॿ঑学ੜの種ྨは、次のとおΓ

とする。
（ 1  ）修学ԉॿ̖঑学ੜ
（ 2  ）修学ԉॿ̗঑学ੜ
（ 3  ）རڅิࢠ঑学ੜ
ᶆ　ୈ1項ୈ3号に掲͛るಛผ঑学ੜの種ྨは、次のとおΓとする。
（ 1  ）ࣾձਓ学ੜ঑学ੜ
ਓཹ学ੜ̖঑学ੜࠃ֎අࢲ（  2 ）
（ 3  ）೿ཹ׵ަݣ学঑学ੜ
（ 4  ）受入れަཹ׵学঑学ੜ
（ 5  ）ւ֎ݚ修঑学ੜ
（ ý  ）ւ֎ӳݚޠ修೿ࢧݣԉ " ঑学ੜ
（ þ  ）ւ֎ӳݚޠ修೿ࢧݣԉ # ঑学ੜ
（ ÿ  ）大学Ӄ঑学ੜ
（ 9  ）ຊ学ଔ業等ิॿ঑学ੜ
（10） 校༑ձ঑学ੜ
（11） 大学ਪનにΑるࠃඅ֎ࠃਓཹ学ੜ঑学ੜ
（12） ւ֎大学教員学位取得ࢧԉ঑学ੜ
（13） ೔ຊ学ज़ৼڵձಛผڀݚ員঑学ੜ
　（奨学生の資格等）
第 3条　঑学ੜの資格、ืूظ間、څ付ظ間、ਓ数及びڅ付ֹは、

ผ表ୈ 1 かΒผ表ୈ 4 ·でで定めるج準にΑって、͜ れを行う。
ᶄ　各種঑学੍౓は、授業ྉ、実ݧ実習අ及び施ઃඅの年ֹを௒

えないൣғでॏෳՄೳとする。たͩし、大学等における修学の
年๏཯ୈݩԉにؔする๏཯（ྩ࿨ࢧ ÿ 号。以Լʮ๏཯ୈ ÿ 号ʯ
という。）にͮجく授業ྉ等ݮ免認定者において、各種঑学੍
౓は、授業ྉ、実ݧ実習අ及び施ઃඅの年ֹかΒ๏཯ୈ ÿ 号に
Αるݮ免ֹをࠩしҾいたֹۚを௒えないൣғでॏෳՄೳとす
る。

ᶅ　ୈ 2 ৚ୈ 4 項ୈ 3 号、ୈ 5 号、ୈ ý 号、ୈ þ 号、ୈ 9 号及び
ୈ 10 号に該当するಛผ঑学ੜは、前項のن定にかかわΒず、
঑学ۚのશֹを受څする͜とができる΋のとする。

ᶆ　঑学ੜは、ࡏ学ظ間෼にݶΓ঑学ۚを受څする資格を༗する。

6．奨学生規程（抜粋）
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たͩし、ຊ学ଔ業等ิॿ঑学ੜは͜のݶΓでない。
　（資格の喪失）
第 5 条　঑学ੜが次の各号のいずれかに該当する場合は、その資

格をࣦう。
（ 1  ）ୀ学ຢはআ੶となったとき
（ 2  ）ఀ学、܇告そのଞのॲ෼を受けたとき
（ 3  ）提出ॻྨにِڏの記載が͋ったとき
　（奨学金の停止）
第 6 条　ୈ 2 ৚ୈ 4 項ୈ 1 号、ୈ 2 号及びୈ 12 号に該当する঑学

ੜがٳ学ຢはཹ年したときは、঑学ۚのڅ付をఀࢭする。たͩし、
ಉ項ୈ 2 号及びୈ 12 号に該当する঑学ੜが、පؾそのଞ΍むを
得ないཧ༝にΑΓཹ年したときは、͜のݶΓではない。

ᶄ　ୈ 2 ৚ୈ 4 項ୈ 11 号に該当するಛผ঑学ੜがٳ学ຢはཹ年
したときは、จ෦科学লのج準に準͡て取ѻう΋のとする。

　（返還）
第 7 条　ୈ 5 ৚のن定にΑΓ資格の૕ࣦが決定したときは、当該

年౓にަ付された঑学ۚのશ෦ຢは一෦のฦؐを໋ずる͜とが
できる。

　（所掌業務）
第 8 条　͜のنఔにؔする業຿は、学຿センターຢはࡍࠃԽਪਐ

センターにおいて෼ঠする。
　（補則）
第 9 条　͜のنఔの施行にؔし、必要な事項はผに定める。

別表第 1（第 2 条、第 3 条関係）
学 業 優 秀 奨 学 生

種　ྨ 大学Ӄ学業༏ल঑学ੜ 学業༏ल঑ྭ੍౓ 学業༏ल঑学ੜ

資　格 大学Ӄੜで、学業成੷及びਓ෺༏ल者 ৽ 3 年次ੜで、2 年次·での学業成੷及
びਓ෺༏ल者（ༀ学科は৽ 5 年次ੜで、
4 年次·での学業成੷及びਓ෺༏ल者）

৽ 4 年次ੜで、3 年次·での学業成੷及
びਓ෺༏ल者

間　ظ 当該年౓ 当該年౓ 当該年౓

ਓ　数 90 ໊ 2ý0 ໊ 各学科で 1 （໊ༀ学科は 2 ໊）

付ֹڅ 年ֹ一཯ 30 ສԁ 3 ສԁ૬当のۚ඼ 授業ྉ年ֹの 1ö2

内　ن
にΑる
成　੷
準　ج

各ڀݚ科にΑる 次の 	1
 及び 	2
 に該当する者
	1
 2 年次·でに ý2 単位以 （্教職及び
学芸員にؔする授業科目、ࣗ༝科目をআ
く。）を、修得している者
ༀ学科は 4 年次·でに 150 単位以্を、
修得している者
	2
 ཤ修登録科目のฏۉ఺が ÿ0 ఺以্の者

次の 	1
 及び 	2
 に該当する者
	1
 3 年次·でに 93 単位以 （্教職及び
学芸員にؔする授業科目、ࣗ༝科目をআ
く。）を、修得している者で、ଔ業ݟ込Έ
の者（ༀ学科をআく）
	2
 ཤ修登録科目のฏۉ఺が ÿ0 ఺以্の者

別表第 2（第 2 条、第 3 条関係）
修 学 援 助 奨 学 生

種　ྨ 修学ԉॿ̗঑学ੜ རڅิࢠ঑学ੜ

資　格 学෦ੜ、大学ӃੜでओたるՈࢧܭ持者（学資ෛ担者）のࢮ๢、
࣬ප等、ຢは、Րࡂ、෩ਫ֐等のඃ֐にΑΓՈܭがٸมし、
修学のҙࢥが͋るに΋かかわΒず、ࡁܦతにஶしくࠔ೉となっ
た者。Ոجܭ準及び成੷ج準はผに定める。

ඛࡾ）するۜ行ܞతなཧ༝にΑΓຊ学と提ࡁܦ 6'+ ۜ行）の
教育ϩーンをར用した者

ื　ू ý 月、9 月、12 月、2 月 2 月

間　ظ 当該年౓ 当該年౓

ਓ　数 該当する者શ員 該当する者શ員

付ֹڅ 年ֹ一཯ 30 ສԁ 当該年౓·での学අをݶ౓とするआ入ֹのࢧ෷རࢠに、教育
ϩーンར用者の年ऩにԠ͡たڅ付཰（50ˋຢは 100ˋ）を৐͡
たֹ

内　ن
にΑる
Ո　ܭ
準　ج

ಉ一ੈଳの前年౓ॴ得合ܭ （ֹ学資ෛ担者をআく。）かΒผ表に
Αる߇আ後の合ֹܭが 200 ສԁ以Լとする。たͩし、事業ॴ得
者の前年ॴ得合ֹܭがϚΠφスの場合は、0 ԁとして্ܭする。
※ผ表は૭ޱで申੥ॻྨとと΋にお౉しいたし·す。

内　ن
にΑる
成　੷
準　ج

学修ҙཉが͋Γ、学業をܧ続して確実に修了できるݟ込Έが͋
る͜と。
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 1．大規模自然災害経済支援奨学生要項
　（目的）
第 1 条　͜の要項は、஍਒、෩ਫ֐、Րࢁの෾Ր等の大ن໛ࣗવ

มし、修学がٸがܭにΑΓՈ（。等ʯという֐ࡂ以Լʮ）֐ࡂ
、付してڅ೉になったຊ大学の学ੜ等をର৅にಛผ঑学ۚをࠔ
。ԉする͜とを目తとするࢧࡁܦ

　（対象となる災害）
第 2 条　ର৅となる֐ࡂ等は、ٹ֐ࡂॿ๏がద用された֐ࡂとす

る。
ᶄ　ࠃ֎の֐ࡂ等の場合は、֎຿লにΑるٸۓࡍࠃԉॿが行われ

た֐ࡂとする。
　（対象者）
第 3 条　ର৅者は、学資ෛ担者がٹ֐ࡂॿ๏ద用஍Ҭຢは֎຿ল

にΑるٸۓࡍࠃԉॿが行われた஍ҬにॅډしておΓ、次の各号
のいずれかに該当する入学ݧࢼの出ئ者（以Լʮ出ئ者ʯとい
う。）ຢはࡏ学ੜとする。

（ 1  ）学資ෛ担者がࢮ๢（֐ࡂ発ੜかΒ ý ϲ月以内）した者
（ 2  ）学資ෛ担者のॅډが൒յম以্のඃ֐を受けた者
（ 3  ）学資ෛ担者がոզ・࣬පにΑΓ ý ϲ月以্の入Ӄ加ྍが

必要と診断された者
（ 4  ）学資ෛ担者がࣦ業ຢはੜ׆අを得るためのੜ࢈手ஈ（ా・

ാ・ళฮ等）にਙ大なඃ֐が͋った者

ᶄ　ಛผな事৘にΑΓ、学ੜຊਓが学資ෛ担者となっているとき
は、前項ୈ 2 号かΒୈ 4 号·でのいずれかに該当する場合΋ద
用ର৅とし、͜の場合には、前項各号のʮ学資ෛ担者ʯをʮओ
たるՈࢧܭ持者で͋る෕฼ʯຢはʮओたる࢓送Γਓで͋る෕฼ʯ
とಡΈସえる͜と΋できる΋のとする。

　（申請手続等）
第 4 条　申੥者は、঑学ۚを希望する出ئ者及びࡏ学ੜとする。
ᶄ　出ئ者は入学センターへ入学ئॻの出࣌ئに、ࡏ学ੜは学຿

センターへ֐ࡂ発ੜ後 1 年以内に次に掲͛るॻྨを提出し、学
௕へئい出る΋のとする。たͩし、͜れにΑΓがたいಛผの事
৘が͋ると学௕が認めた場合は、͜のݶΓでない。

（ 1  ）大ن໛ࣗવࢧࡁܦ֐ࡂԉ঑学ۚڅ付申੥ॻ
（ 2  ）ॅຽථ
（ 3  ）成੷ূ明ॻ
（ 4  ）ඃࡂ状گにΑって次に該当するॻྨ

Ξ　学資ෛ担者がࢮ๢にΑる場合　ࢮ๢診断ॻ
Π　ॅډへのඃ֐にΑる場合　ެతؔػが発行するጶূࡂ明ॻ
΢　学資ෛ担者がոզ・࣬පにΑる場合　ҩࢣຢはҩྍؔػ

が発行する診断ॻ
Τ　学資ෛ担者がࣦ業にΑる場合　事業ओが発行する཭職ূ

明ॻ（ࣸ）等
Φ　学資ෛ担者がੜ׆අを得るためのੜ࢈手ஈ（ా・ാ・ళ

ฮ等）にඃ֐を受けた場合　ެతؔػが発行するඃূࡂ
明ॻ等

（ 5  ）そのଞຊ大学が必要とするॻྨ

別表第 3（第 2条、第 3条関係）
特 別 奨 学 生

छ

ྨ

ࣾ ձ ਓ 学 ੜ
঑ 学 ੜ

ࢲ අ ֎ ࠃ ਓ
ཹ 学 ੜ
̖ ঑ 学 ੜ

೿ཹ׵ަݣ学
঑ 学 ੜ

受 入 れ
ަ ׵ ཹ 学
঑ 学 ੜ

ւ ֎ ݚ 修
঑ 学 ੜ

ւ ֎ ӳ ޠ ݚ
修 ೿ ݣ ࢧ ԉ
" ঑ 学 ੜ

ւ ֎ ӳ ޠ ݚ
修 ೿ ݣ ࢧ ԉ
# ঑ 学 ੜ

ຊ 学 ଔ 業 等
ิ ॿ ঑ 学 ੜ

校 ༑ ձ
঑ 学 ੜ

大 学 ਪ ન
に Α る ࠃ අ
ਓཹ学ੜࠃ֎
঑ 学 ੜ

ࢿ

ɹ
ɹ
ɹ֨

ࣾձਓ入学ࢼ
にΑΓ入学しݧ
た学෦ੜ

資格がʮཹཹࡏ
学ʯのࢲඅ֎ࠃ
ਓཹ学ੜで、ܦ
ࡁ తにब 学 ࠔ
೉で͋ると認め
Βれる者

学੍౓ཹ׵ަ
にج ͮきւ ֎
の大学へཹ学
を認めΒれた者
で、ਓ෺・学業成
੷༏ल者、ຢは
各該当ޠݴの
定ݕ学ೳྗޠ
高得఺取ݧࢼ
得者

学੍౓ཹ׵ަ
にͮجきຊ学に
ཹ学を認めΒれ
た者。たͩし、୹
ϓϩάϥϜにظ
ついては、ࠓ後
定をక݁するڠ
Մ ೳ ੑ の ͋る
大 学 の 学 ੜを
ؚむ。

ຊ学の大学間
学 ज़ ަ ྲྀ ڠ
定（ ৚ ݅ を ຬ
たす学 ෦ ຢは
ݚ ڀ 科 間をؚ
む。）にͮجくւ
ݚ、修者でݚ֎
修ظ間がþ೔以
্の者。たͩし、
ਓ間学෦のւ
。修Ⅰはআくݚ֎

ࠃ ࡍ Խ ਪ ਐセ
ンターがืूす
るւ ֎ ӳ ޠ ݚ
修ϓϩάϥϜຢ
は 学 ෦ 等とࠃ
ࡍ Խ ਪ ਐセン
ターにΑる࿈ܞ
ւ֎ӳݚޠ修
ϓϩάϥϜに参
加する者で、学
෦等のࡍࠃҕ
員 ձが実 施す
るબߟにΑΓ࠾
用された者

ࠃ ࡍ Խ ਪ ਐセ
ンターがืूす
るւ ֎ ӳ ޠ ݚ
修ϓϩάϥϜຢ
は 学 ෦ 等とࠃ
ࡍ Խ ਪ ਐセン
ターにΑる࿈ܞ
ւ֎ӳݚޠ修
ϓϩάϥϜに参
加する者

ᶃ ຊ 学 ଔでଞ
の 学 ෦ ݚ、
科へ入学ڀ
する者

ᶄ ຊ 学に੶を
ஔいた者で
ୀ学ののち、
౓入学す࠶
る者

ਓ ෺ ༏ ल 者で
学 業 成 ੷ ຢは
ମ育ٕೳ༏ल
者

จ෦科学লの
定めに従って大
学 かΒਪ ન さ
れ、ࠃඅ֎ࠃਓ
ཹ学ੜ঑学ੜ
に࠾ 用 された
者

ื
ू

4月 4～ç5ç月、
9～10月

ਵ࣌ ਵ࣌ ਵ࣌ 学 ෦ 等 の ࠃ ࡍ
ҕ員ձが定める

学 ෦ 等 の ࠃ ࡍ
ҕ員ձが定める

入学࣌ 4月

ظ

ؒ

入 学 年 ౓ かΒ
௨4ࢉ年間。

（ຖ年౓ߋ৽手
続が必要）

学中ࡏ
（ຖ年౓ߋ৽手
続が必要）

೿ظݣ間 受入れظ間 当該年౓ 当該年౓ ਓཹࠃ֎අࠃ
学ੜ঑学ੜとし
て࠾用されてい
るظ間

ਓ

਺

該当する者શ員 該当する者શ員 年間30໊以内。
※൒年間のަ
学の場合ཹ׵
は、0�5ਓ෼とし
て取Γѻう。

ᶃセϝスターϓ
ϩάϥϜ
該当者
ᶄ୹ظϓϩάϥ
Ϝ
年間20໊以内

該当する者શ員 ຖ 年 1 ÿ 0 ໊ 以
内。

該当する者શ員 該当する者શ員 校 ༑ ձが指 定
する

੶者શମで5ࡏ
໊以内

څ
෇
ֹ

授 業 ྉ 及び実
実習අ年ֹݧ
の1�2

授業ྉ年ֹの
3�10

ᶃΞジΞへのަ
学ཹ׵
月ֹ4ສԁ
ᶄΞジΞ以֎へ
のަཹ׵学
月ֹýສԁ

ᶃセϝスターϓ
ϩάϥϜ
月ֹýສԁ以内
ᶄ୹ظϓϩάϥ
Ϝ
5ສԁ

5ສԁ 20ສԁຢはݚ
修අ用૯ֹの
1ö2のいずれか
গないֹ

5ສԁ 入学ۚのֹ 校 ༑ ձが決 定
する

入 学 ݕ 定
ྉ 及 び 学 අ

（จ෦科学লの
定めるج準に準
͡る。）

7．その他奨学生
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ᶅ　申੥ができるのは、出ئ者については入学の前年౓に֐ࡂ等
が発ੜした場合、ࡏ学ੜについてはࡏ学中に発ੜした場合にݶ
る΋のとする。

　（給付の決定及び通知）
第 5 条　学௕は、ୈ 3 ৚のن定に該当する者かΒ、前৚にͮجく

申੥が͋ったときは、ඃࡂの内༰を学຿センターҕ員ձで審ٞ
し、঑学ۚڅ付ֹを決定のうえ、その݁Ռを申੥者へ௨஌する。

　（奨学金給付額）
第 6 条　঑学ۚڅ付ֹは、次の各号のいずれかに該当する者にର

して、それぞれのֹۚを্ݶとしてڅ付する͜とができる。
（ 1  ）ୈ 3 ৚ୈ 1 項ୈ 1 号ຢはୈ 2 号に該当する者　学අ（授

業ྉ・実ݧ実習අ・施ઃඅ）の年ֹ
（ 2  ）ୈ 3 ৚ୈ 1 項ୈ 3 号ຢはୈ 4 号に該当する者　学අ（授

業ྉ・実ݧ実習අ・施ઃඅ）の年ֹの 1�2 のֹ
ᶄ　ඃࡂ状گがୈ 3 ৚各号のいずれかに該当する出ئ者について

は、入学ݕ定ྉ、入学ۚのશֹを্ݶとしてڅ付する͜とがで
きる。

　（期間）
第 7 条　঑学ੜのظ間は、出ئ者については֐ࡂ発ੜのཌ年౓か

Β 1 年間、ࡏ学ੜについては֐ࡂ発ੜのཌظかΒ 1 年間（最終
学年のࡏ学ੜの場合は、前ظに֐ࡂが発ੜした場合は൒年間と
し、後ظに発ੜした場合はڅ付しない。）とする。たͩし、学
௕が認めた場合は、ಛผにظ間を定める͜とができる。

ᶄ　前項にかかわΒず、֐ࡂ発ੜのཌ年以߱΋Ҿき続きඃࡂ状گ
にվળがΈΒれない場合は、学຿センターҕ員ձ及び大学ٞڠ
ձで審ٞの্、1 年ຖに੍౓のԆ௕をする͜とができる。

　（給付方法）
第 8 条　঑学ۚのڅ付は、入学ݕ定ྉ、入学ۚ、学අかΒ঑学ۚ

ֹをֹݮする͜とで行う。たͩし、申੥者がֹݮର৅となる学
අ等をೲ付後は、͜のݶΓではない。

　（他の奨学金制度との重複）
第 9 条　ଞの঑学ۚとのॏෳ受څは、学අ（授業ྉ・実ݧ実習අ・

施ઃඅ）の年ֹのൣғでՄೳとする。
ᶄ　前項のن定にかかわΒず、঑学ੜنఔୈ 2 ৚ୈ 3 項ୈ 1 号か

Βୈ 3 号·で、ಉ৚ୈ 4 項ୈ 2 号及びୈ 9 号に該当する঑学ੜ
については、ॏෳ受څできない。

ᶅ　঑学ੜنఔୈ 2 ৚ୈ 4 項ୈ 10 号に該当する঑学ੜຢは੺㟒
༐৆঑ྭۚ取ѻ内نにおける঑学ੜについては、授業ྉ等の年
ֹのൣғを௒えてॏෳ受څをՄೳとする。

ᶆ　学ੜのݟ෣にؔする要項ୈ 4 ৚に該当するݟ෣ۚは、受څՄ
ೳとする。

　（給付取消）
第 10 条　申੥者が、次の各号のいずれかに該当する場合は、څ

付の決定を取ফし、څ付したಛผ঑学ۚの一෦ຢはશ෦をฦؐ
させる͜とができる΋のとする。

（ 1 ）ୀ学したとき。
（ 2 ）ఀ学そのଞのॲ෼を受けたとき。
（ 3 ）提出ॻྨにِڏの記載が͋ったとき。
　（返還の免除）
第 11 条　څ付を受けた者が、ඃࡂにΑるඃ֐のӨڹにΑΓ学業の

೉となΓୀ学する͜とになる場合は、前৚ୈࠔ続がܧ 1 号のن定
にかかわΒずฦؐを免আする͜とが͋る。

　（非常事態における対応）
第 12 条　֐ࡂ等にΑΓຊ学ॴࡏ஍Ҭにਙ大なඃ֐がੜ͡た場合

には、状گにԠ͡てରԠする΋のとする。

　（目的）
第 1 条　͜のنఔは、໊৓大学学ଇୈ 4ý ৚及び໊৓大学大学Ӄ

学ଇୈ 3þ ৚にن定する௄ռにؔし、必要な事項を定める΋の
とする。

　（懲戒の対象となりうる行為）
第 2 条　௄ռのର৅となΓうる行ҝは、次の各号に掲͛る΋のと

する。
（ 1 ）൜ࡑ行ҝ等のࣾձత諸டংを৵൜する行ҝ
（ 2 ）ॏ大なަ௨๏نҧ൓
（ 3 ）৘報ྙཧに൓する行ҝ
（ 4 ）学問తྙཧに൓する行ҝ
（ 5 ）大学の学習、׆ڀݚಈ等のਖ਼当な׆ಈを๦֐する行ҝ
（ ý ）ϋϥスϝント行ҝ
（ þ ）そのଞ学ੜのຊ෼に൓する行ҝ
　（懲戒の対象とする期間）
第 3 条　௄ռのର৅とするظ間は、入学後、ຊ大学の学੶を༗す

るظ間とする。
　（懲戒の判断基準）
第 4 条 ௄ռ等の決定に͋たっては、次の各号に掲͛る事項を教

育త഑ྀにͮجき૯合తにྀߟする΋のとする。
（ 1 ）当該学ੜのඇҧ行ҝのಈػ、ଶ༷及び݁Ռ
（ 2 ）当該学ੜのނҙຢはաࣦのఔ౓
（ 3 ）当該学ੜのਫ਼ਆ࣬ױ等のఔ౓
（ 4 ）当該学ੜのաڈのඇҧ行ҝの༗ແ
（ 5 ）ඃ֐を受けた者のਫ਼ਆతۤ௧をؚめたඃ֐のఔ౓
（ ý ）ଞの学ੜ及びࣾձに༩えるӨڹ
（ þ ）աڈの事ྫ

ᶄ　ʮ学ੜの௄ռΨΠυϥΠンʯについては、ผに定める。
　（懲戒決定までの手続き）
第 5 条 学෦௕ຢはڀݚ科௕（以Լʮ学෦௕等ʯという。）は、

௄ռのର৅となΓうる行ҝがॴଐ学ੜにΑって行われた͜とを
஌Γ得たときは、当該学ੜに事実確認のௐ査を行う旨を告஌し、
ձを༩えなけれ͹なΒない。学෦ػ಄ຢはจॻにΑるห明のޱ
௕等は஗଺なく事実確認及び当該学ੜにରする事৘ௌ取を行
い、௄ռが૬当と൑断した場合は௄ռ手続きを։࢝する。たͩ
し、当該学ੜにରする事実確認及び事৘ௌ取について、౒ྗを
ਚくして΋なおそれを行う͜とができない等、ಛஈの事৘が͋
る場合は、͜のݶΓではない。

ᶄ　௄ռ内༰は、確認した事実及び当該学ੜにରする事৘ௌ取に
科ҕ員ձ（以Լʮ学෦教授ձ等ʯڀݚき、学෦教授ձຢはͮج
という。）及び大学ٞڠձにおいて審ٞし、学௕が決定する。

　（懲戒の内容）
第 6 条 ௄ռの内༰は次の各号のとおΓとする。
（ 1 ）ୀ学は、学ੜとしての਎෼をണୣし、࠶入学を認めない。
（ 2 ）ఀ学は、ແظຢは一定ظ間、学ੜの教育՝ఔのཤ修及び

՝֎׆ಈをఀࢭする。
（ 3 告は、学ੜに行ったඇҧ行ҝを確認し、ॻ面を΋って܇（

ռめる。
　（自宅待機）
第 7 条 学෦௕等は当該学ੜの行ҝをୀ学ຢはఀ学に該当する͜

とが明നで͋ると認めたときは、௄ռॲ෼が決定する·での間、
ࣗ୐଴ػを໋ずる͜とができる。

ᶄ　前項にΑΓࣗ୐଴ػを໋͡た場合は、登校及びຊ大学ੜとし
ての׆ಈを੍ݶする。͜の間、学෦教授ձ等は教育త指導を行
う͜とができる。なお、ࣗ୐଴ػのظ間はఀ学ظ間にࢉ入でき
る΋のとする。

8．学生懲戒規程
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　（学生への通告及び保証人への通知）
第 8 条　学௕は、学ੜにରし௄ռの内༰をจॻにΑΓ௨告する。
ᶄ　学௕は、学ੜのอূਓにରし௄ռの内༰をจॻにΑΓ௨஌する。
ᶅ　受け取Γڋ൱等にΑΓ௚઀௨告できない場合は、内༰ূ明༣

ศ等にΑΓ送付し、഑ୡされた࣌఺で௨告した΋のとΈなす。
　（無期停学の解除）
第 9 条　ແఀظ学のղআは、学෦教授ձ等及び大学ٞڠձにおい

て審ٞし、学௕が決定する。
ᶄ　ແఀظ学のղআについての学ੜへの௨告及びอূਓへの௨஌

は、前৚のن定を準用する。
　（懲戒に関する記録）
第 10 条　学෦௕等は、௄ռの内༰を学੶฽に記録する。
　（不服申立て）
第 11 条　௄ռを՝せΒれた学ੜは、ෆ෰申ཱてをする͜とがで

きる。
ᶄ　ෆ෰申ཱてをしΑうとする学ੜは、ෆ෰申ཱॻを学௕に提出

しなけれ͹なΒない。
ᶅ　ෆ෰申ཱては、௄ռの௨告を受けた೔かΒ 30 ೔以内に行う

͜とができる。たͩし、ຊ項に定めるظ間内にෆ෰申ཱてをす
る͜とができないਖ਼当なཧ༝が認めΒれる場合は、そのཧ༝が
ফ໓した೔かΒ 30 ೔以内にෆ෰申ཱてを行う͜とができる。

　（不服申立審査委員会）
第 12 条　学௕は、前৚のෆ෰申ཱてにͮجきෆ෰申ཱ審査ҕ員

ձ（以Լʮҕ員ձʯという。）をઃஔする。
ᶄ　ҕ員ձは、෭学௕のうち 1 ໊及びෆ෰申ཱてを行った学ੜが

ॴଐする学෦ຢはڀݚ科以֎の学෦௕等 3 ໊で構成する。
ᶅ　ҕ員ձは必要と認める場合、ห࢜ޢ等ઐ໳Ոに出੮をٻめる

͜とができる。
　（委員会手続き）
第 13 条　ҕ員ձは、学ੜかΒ提出されたෆ෰申ཱॻにͮجき審

査を行う。
ᶄ　ෆ෰申ཱてをした学ੜは、ॻ面でҙݟをड़΂、資ྉを提出す

る͜とができる。
ᶅ　ҕ員ձは、௄ռの内༰が૬当で͋ると൑断した場合は、ෆ෰

申ཱての٫غをٻめる旨のק告を学௕に行う。
ᶆ　ҕ員ձは、௄ռの内༰が૬当でないと൑断した場合は、௄ռ

の取ফしຢはมߋをٻめる旨のק告を学௕に行う。
ᶇ　学௕は、前 2 項のק告を受けて࠶審ٞの必要の༗ແを決定し、

その݁Ռを、ෆ෰申ཱてをした学ੜにจॻにΑΓ௨告する。
ᶈ　受け取Γڋ൱等にΑΓ௚઀௨告できない場合は、内༰ূ明༣

ศ等にΑΓ௨告し、഑ୡされた࣌఺で௨告した΋のとΈなす。
　（再審議）
第 14 条　学௕は、前৚ୈ 5 項において、࠶審ٞが必要と決定し

た場合には、当該学෦௕等に࠶審ٞをٻめる΋のとする。
ᶄ　前項の場合、学෦௕等は、事実確認及び当該学ੜにରする事

৘ௌ取を࠶౓行う。
ᶅ　௄ռの取ফしຢはมߋのՄ൱は、学෦教授ձ等及び大学ٞڠ

ձにおいて࠶審ٞを行い、学௕が決定する。
ᶆ　࠶審ٞの決定内༰についての学ੜへの௨告及びอূਓへの௨

஌は、ୈ ÿ ৚のن定を準用する。
　（懲戒対象者の学籍異動）
第 15 条　学෦௕等は、当該学ੜかΒ௄ռの決定前にୀ学、ٳ学

等のئいが出た場合は、௄ռの決定·でอཹѻいとする。
ᶄ　ఀ学ظ間中の学ੜについては、ୀ学をئい出た場合は͜れを認

める΋のとし、ٳ学をئい出た場合は͜れを認めない΋のとする。
ᶅ　ఀ学ظ間中にୀ学した学ੜの࠶入学は認めない΋のとする。
　（停学期間中の指導）
第 16 条　当該学ੜのఀ学ظ間中、学෦教授ձ等は、教育త指導

を行う。

1 授業の場合
（ 前ޕ（  1 þ 報が発ྩ中の場合は、1ܯにおいて๫෩ࡏݱ࣌ ݶ࣌

目かΒ 5 前ޕ、目·での授業を行わない。たͩしݶ࣌ 10 ࣌
·でに๫෩ܯ報がղআされた場合は、ޕ後の授業を行う。

（ 後ޕ（  2 3 報が発ྩ中の場合は、ý・þܯにおいて๫෩ࡏݱ࣌
。目の授業を行わないݶ࣌

前ޕ（  3 ） þ 報が発ྩされた場合は、ୈܯ以後、๫෩࣌ 1 号を
ద用し、ޕ後 3 報が発ྩされた場合は、前号ܯ以後、๫෩࣌
をద用する。

2 の場合ݧࢼ
（ 前ޕ（  1 þ 後ޕ、報が発ྩ中の場合はܯにおいて๫෩ࡏݱ࣌ ý

。するظをԆݧࢼ以前実施の࣌
（ 後ޕ（  2 3 後ޕ、報が発ྩ中の場合はܯにおいて๫෩ࡏݱ࣌ ý

。するظをԆݧࢼ以後実施の࣌
前ޕ（  3 ） þ 後ޕ）以後࣌ ý 後ޕはݧࢼ以後実施の࣌ 3 （以後࣌

๫෩ܯ報が発ྩされた場合は、௚ちにݧࢼを中ࢭし、࢒Γの
。するظをԆݧࢼ

3  前 2 項の΄か、֐ࡂ等のٸۓ事ଶがੜ͡、授業及びݧࢼにࢧ
োが͋ると൑断された場合のાஔについては、その౎౓学຿セ
ンター௕が決定し、学௕及び学෦௕に報告する΋のとする。
　なお、֐ࡂ等とは、஍਒、෩ਫ֐、ઇ޿、֐Ҭఀి、མཕ等をいう。

1 授業の場合
（ 前ޕ（  1 þ 、౦ւ（౦ւಓઢ、中ԝઢຢはؔ੢ઢ）̧̟ࡏݱ࣌

ۙమ、໊మ及び໊ݹ԰ࢢのަ௨ؔػ（ࢢόスຢは஍Լమ）の
うち、いずれかのަ௨ؔػがストϥΠΩを実施している場合
は、授業を行わない。たͩし、ޕ前 10 でにストϥΠΩ·࣌
がղআされたときは、ޕ後の授業を行う。

（ 後ޕ（  2 2 ・以後、前号のストϥΠΩを実施している場合は、ý࣌
þ 。目の授業を行わないݶ࣌

2 の場合ݧࢼ
（ 前ޕ（  1 ý 前ޕかΒ࣌ 9 、での間に、̧̟౦ւ（౦ւಓઢ·࣌

中ԝઢຢはؔ੢ઢ）、ۙ మ、໊ మ及び໊ݹ԰ࢢのަ௨ࢢ）ؔػ
όスຢは஍Լమ）のうち、いずれかのަ௨ؔػがストϥΠΩ
を実施している場合は、ݧࢼをԆظする。

（ 後ޕ（  2 2 、以後、前号のストϥΠΩを実施している場合は࣌
後ޕ ý 。するظをԆݧࢼ以後実施の࣌

3  ަ௨ؔػのストϥΠΩとは、௨学ݍ内のަ௨ؔػがશ面ӡٳ
ຢは、͜れにۙい状ଶをいう。

4  ಛผの授業科目については、学෦にΑΓద用がҟなる場合が
͋るので、学຿センターの指示に従う΋のとする。

5  前各項の΄か、ަ௨ؔػのӡ行がࠞཚし、授業及びݧࢼにࢧ
োが͋ると൑断された場合のાஔについては、その౎౓学຿セ
ンター௕が決定し、学௕及び学෦௕に報告する΋のとする。

9．暴風警報、災害等に伴う授業及
び試験の取扱内規

10．交通機関のストライキ等の場
合の授業及び試験の取扱内規
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　（目的）
第 1 条 ʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報ʯが発表された場合は、各ࣗで、

ࣗ෼の໋はࣗ෼でकる͜とをҙࣝし、҆શな場ॴにආ೉し、ة
定のとおنຊ෦の指示にΑΓ、ୈ̏৚及びୈ̐৚·でのࡦରػ
Γ取Γѻう΋のとする。

　（定義）
第 2 条 ͜の内نにおけるʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報ʯとは、次

の各号に掲͛る৘報をいう。
（ 1  ）ʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報（ௐ査中）ʯ
（ 2  ）ʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報（ڊ大஍਒ܯռ）ʯ
（ 3  ）ʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報（ڊ大஍਒஫ҙ）ʯ
（ 4  ）ʮೆւトϥϑ஍਒ྟ࣌৘報（ௐ査終了）ʯ
　（授業及び試験）
第 3 条 前৚ୈ 1 号かΒୈ 3 号·でに掲͛る৘報が発表された

場合は、次のとおΓ取Γѻう΋のとする。
（ 1  ）授業をߨٳとし、ݧࢼを中ࢭする。
。するΑう指示するࢭ୐中及び௨学్中の場合は、登校を中ࡏ（  2 ）
（ 3  ）ຊ学施ઃ内にいる場合は、大学かΒ࿈བྷ及び指示する。
（ 4  ）授業の࠶։及びݧࢼの実施については、ผ్指示する。
ᶄ　前৚ୈ 4 号に掲͛る৘報が発表された場合は、次のとおΓ取

Γѻう΋のとする。
（ ୐中及び௨学్中の場合は、҆શを確認してかΒ登校すࡏ（  1

るΑう指示する。
（ 2  ）ຊ学施ઃ内にいる場合は、大学かΒ࿈བྷ及び指示する。
　（その他）
第 4 条　֐ࡂ等にΑΓຊ学ॴࡏ஍Ҭにਙ大なඃ֐がੜ͡た場合に

は、状گにԠ͡てରԠする΋のとする。

　大学内において、ສ一の֐ࡂが発ੜしたとき、օさΜは、ద੾
なආ೉行ಈをとる͜とが必要です。֐ࡂのܗଶ΍発ੜ場ॴにΑっ
ては、ආ೉ルート΍ආ೉ํ๏΋ྀߟしなけれ͹なΓ·せΜが、ج
ຊతな要ྖを示し·すので、ීஈかΒ各ࣗ心得ておき·しΐう。
におけるରԠ要ྖは、શ学ੜに഑෍࣌発ੜ（஍਒・ࡂՐ）֐ࡂ　
しているʮ大஍਒ରԠϚχュΞルʯを参রئい·す。
　なお、各Ωϟンύスにおけるආ೉場ॴはԼ記のとおΓです。

11．「南海トラフ地震臨時情報」が
発表された場合の授業及び試験の
取扱内規

12．災害に対する心得
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しෆ҆を༩える͜と΍、૬手のҙに൓してその࿑ྗ֐を৵ݫ
を使用したΓ߆ଋしたΓして、ෆշײを͡ײさせる͜とをい
い·す。

（ 4  ）ジΣンμー・ϋϥスϝント
　ジΣンμー（ࣾձత・จԽతੑผ）ൣنをԡしつけたΓ、
それを望むݴಈにΑΓ、૬手をෆշにさせる͜とです。ੑผ
にΑΓࠩผしΑうとするҙࣝ΋ؚ·れ·す。

3．ハラスメントのないキャンパスを実現するために
（ 1  ）ϋϥスϝントのඃ֐に͋ったときには

ᶃͻとΓで೰·ないで
　ϋϥスϝントを受けたと͡ײたΒ、ͻとΓで೰·ずに、
อ健センター（ి࿩ɿ052�ÿ3ÿ�2031、ϝールɿIPLFO!
DDNM�NFJKP�V�BD�KQ）に࿈བྷしてくͩさい。૬談にདྷる͜
とがためΒわれる場合は、·ず਎ۙで৴頼できるਓに૬談
をしてくͩさい。૬談にはՈ଒΍৴頼できる༑ਓ、教職員
と一ॹにདྷる͜と΋でき·す。

ᶄ記録を࢒してくͩさい
　͋なたが受けたݴಈについて、ʮいつ、Ͳ͜で、୭かΒ、
ͲのΑうな͜とかがわかる記録（ࣗචのϝϞ・ϝール・録
Ի等）ʯを࢒しておくと、૬談΍申ཱてのࡍに໾ཱち·す。

ᶅٸۓの場合は࡯ܯに࿈བྷを
　૬手かΒの๫ྗ行ҝなͲで、心਎にݥةを͡ײたΓ、ۓ
に࡯ܯ、めٻを要する場合は、໎わずपғのਓにॿけをٸ
࿈བྷをしてくͩさい。

（ 2  ）ϋϥスϝントをݟかけたΒ
ᶃݟա͝さない༐ؾを

　ूஂ内でϋϥスϝントのଘࡏが໧認されてし·うと、そ
れが׳習Խしঃʑにڥ؀がѱԽしていき·す。पғのਓた
ち΋そのؔ܎にרき込·れてし·うため、ಛに教育、指導、
؅ཧ؂ಜするཱ場に͋るਓのՌたす໾ׂはॏ要です。ϋϥ
スϝントをݟա͝さない༐ؾを持ち·しΐう。

ᶄ૬談をקめる
　ϋϥスϝントについての૬談を受けた場合は、必要にԠ
͡て૬談員（Χ΢ンセϥー）にΑるϋϥスϝント૬談をק
めてくͩさい。そのࡍ、૬談されたਓがಉ行する͜と΋Մ
ೳです。

ᶅ஌Γ得た৘報のѻいは৻ॏに
　૬談内༰等の஌Γ得た৘報については、ϓϥΠόγーに
े෼に഑ྀしຊਓのҙ向をଚॏし৻ॏにѻい·しΐう。

（ 3  ）加֐者になΒないために
ᶃޓいのਓ格をର等にଚॏする࢟੎を持ち·しΐう。
ᶄࣾձతにܗ成されたੑผҙࣝ、たとえ͹ʮஉੑ΍ঁੑは

͜う͋る΂きʯͩというݻ定తなੑ໾ׂ؍なͲのภった
。えํをԡしつける͜とはආけ·しΐうߟ・ํݟ

ᶅ૬手がࣗ෼のݴಈをϋϥスϝントと受けࢭめているとわ
かったΒす͙にࢭめて、ਅ᎜なؾ持ちとଶ౓でँࡑし·
しΐう。͋なたのՈ଒΍਎ۙなਓが受けたとしたΒෆշ
ͩとࢥう行ҝは৻むという心構えが大੾です。

ᶆ൓ରҙݟ΍ʮノーʯというҙࢥ表示がないかΒとݴって、
それが合ҙ・ಉҙとはݶΓ·せΜ。ཱ 場΍஍位が্のਓ（指
導者΍先ഐ）はे෼഑ྀしてくͩさい。学֎でのݴಈで
͋って΋、૬手が教育・ڀݚ、ब学、ब࿑্のؔ܎の͋
るຊ学構成員で͋れ͹ϋϥスϝントに͋たるՄೳੑが͋
Γ·す。

　以Լ、大学̝̥、IUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�DBNQVT�MJGF�
IBSBTTNFOU�IUNM　参রしてくͩさい。

はじめに
　大学におけるਓ間ؔ܎は、ࣗ༝でฏ等なؔ܎がอূされ、ޓい
に૬手をଚॏし͋う͜とがج൫となってい·す。ϋϥスϝント（セ
ΫγュΞル・ϋϥスϝント及びそのଞのϋϥスϝント）は、ݸਓ
のਓݖを৵֐する΋ので͋Γ、いかなる場合に΋許される΋ので
は͋Γ·せΜ。
　໊৓大学（以Լ ｢ຊ学｣ という。）は、学ੜ・教職員一ਓͻと
Γがݸਓとしてଚॏされ、ϋϥスϝントのないշదなڥ؀で҆心
してษ学に、՝֎׆ಈに、ڀݚに、ຢはࣥ຿にઐ೦でき、充実し
たΩϟンύスϥΠϑを送る͜とのできる大学を目指して、以Լの
ΨΠυϥΠンを定め·す。

1. ガイドラインの対象及び適用範囲
（ 1  ）͜のΨΠυϥΠンは、ຊ学のશての構成員をର৅とし·

す。なお、構成員とは、学ੜ（ڀݚੜ、科目等ཤ修ੜをؚむ。）
ฒびに教育職員等（ඇৗۈをؚむ。）、ڀݚ者、事຿職員及び
ٕज़職員等（ܖ໿職員、೿ݣ職員等をؚむ。）を指し·す。

（ 2  ）͜のΨΠυϥΠンは、ϋϥスϝントがຊ学の構成員૬ޓ
間において発ੜຢは問୊となった場合に、それがىった場ॴ・
。間を問わず、ద用され·す࣌

（ 3  ）͜のΨΠυϥΠンは、ϋϥスϝントがຊ学の構成員とؔ
と（等を༗する者܎業者等、ब学্・ब࿑্のؔ܎ؔ）者܎
の間において発ੜຢは問୊となった場合に΋、ద用ຢは準用
し·す。

2．ハラスメントとは
　ϋϥスϝントとは、૬手のҙに൓するෆద੾なݴಈ（ෆ作ҝを
ؚむ）にΑΓ૬手をෆշにさせたΓ、ෆརӹ΍ଛ֐を༩える͜と
にΑって、ຊ学で学び、ڀݚし、ಇくڥ؀をѱԽさせる͜とをい
い·す。以Լに 4 種ྨのϋϥスϝントについて説明し·すが、͜
れΒがॏなる場合΋͋Γ·すし、͜れΒ以֎のϋϥスϝント΋͋
Γ·す。
（ 1  ）セΫγュΞル・ϋϥスϝント

　ब学্・ब࿑্の༏位な஍位΍্Լؔ܎等をར用してなさ
れるஉঁ間ຢはಉੑ間における ｢ੑతݏがΒせ、ੑతなかΒ
かい、ੑతない͡め、ੑత๫ྗ｣ の͜とで、ଟくは次の行ҝ
をいい·す。

ᶃੑత要ٻへの෰従ຢはڋ൱をཧ༝に、ब学্・ब࿑্
のརӹຢはෆརӹにӨڹを༩える͜と

ᶄ૬手ํが望·ないに΋かかわΒず、ੑత༠いかけを行っ
たΓ、޷ҙతなଶ౓を要ٻする͜と

ᶅब学্・ब࿑্のརӹ・ෆརӹを৚݅として、ੑత༠
いかけを行ったΓ、޷ҙతなଶ౓を要ٻする͜と

ᶆੑతݴಈ、ਤը・จॻの掲示等にΑΓෆշの೦を๊か
せるΑうなڥ؀をৢ成する͜とຢはਓ格΍ݸਓとして
のଚݫをইつける͜と

（ 2  ）ΞΧσϛοΫ・ϋϥスϝント
がΒせ΍ࠩผݏをར用したྗݖ、教育の場における・ڀݚ　
の͜とです。
　ੑผを問わず、׆ڀݚಈ、教育指導、๫ྗత発ݴ΍行ҝな
Ͳで૬手に਎ମత、ਫ਼ਆతۤ௧΍ෛ担、΋しくはۃ౓のෆշ
。をෛわせる͜とをいい·すײ

（ 3  ）ύϫー・ϋϥスϝント
　ब学্、ब࿑্のཱ場をར用して、そのӨྗڹをཞ用する
・ܕ続తに学ྺ・ମܧಈの͜とです。指導のൣᙝを௒えてݴ
Ո଒・ϓϥΠόγーにؔする͜となͲを࿩୊にし、ਓ格とଚ

13．ハラスメントの防止等に関する
ガイドライン
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T１１０１

T１１０２
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T１２０３
教員研究室
T１２０４
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T１２１０
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T１４０８

T１４０９
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共通講義棟北（N ） 配置図
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N302
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N204
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N203
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N202
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N201
講義室

N221
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学部事務室
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応接室

印刷室

N205
講義室

N206
講義室

N207
講義室

N322
講義室

N323
講義室

N324
講義室

N329
模擬法廷
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模擬法廷
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会議室
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N003
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N004
学生実験室 N005

学生実験室

準備室
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器具庫
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෼ࢠੜ෺৘ใֶࣨڀݚ"

共同溝
機械室

倉庫
光庭

ラウンジ 湯沸室

１１９
ナノチューブ状物質
プロジェクト
研究室

１１８-２
ナイト
ライド-1

１１８-１
ナイト
ライド-２

１１７-２
ナイト
ライド-３

１１７-１
表面改質
・評価室

１１６-２
ナノカーボン
分析室

１１６-１
CNT
作成室

学部長室
印刷室

資料室

D

理工学部事務室

会議室

２０１

応接室

中庭

１０１

第1会議室

１０５

第2会議室（西）（東）

１０６

会議室

１０７
理工学部教育支援室

１０８

電気室

２０２
２０３ー１

理工学教育推進センター

２０３ー２ ２０３ー３ ２０５

非常勤講師室

２０７２０６会議室

多目的
WC

更衣室

Ｕスロープ D

D

U

D

D
U

B階段

B階段

男WC

女WC

A階段

掲示板

吹抜
吹抜

教
職
員
出
入
口

花壇 出
入
口 出

入
口

男
WC

女
WC

講究室４

２階

１階

EV

２２０ ２２１実験実習室Ⅰ 実験
準備室

２１６ ２１７-１

実験実習室Ⅱ-１
２１８-１

実験実習室Ⅲ-１
２１９-１

実験実習室Ⅲ-２
２１９-２

実験
実習室
Ⅱ-３

２１８-３
実験
実習室
Ⅱ-２

２１８-２

実験
準備室

２１７-2

男WC

男WC

倉庫

倉庫

倉庫

女WC

A階段
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男WC

A階段

学生
ラウンジ

U
D ３０２

研究室
３０３
研究室

３０４
研究室

３０５
研究室

３０６
研究室

３０７
研究室

３０８
研究室

３０９
研究室

３１０
研究室

３１１
研究室

３１２
研究室

３１３
研究室

３１４
研究室

３１５
研究室

３１６
研究室

３１７
研究室

３１８
研究室

スロープ
D

D　U

D

４０１
研究室

４０２
研究室

４０５
研究室

４１１
講究室３

４１０
講究室１

４０６
大学院（博）
講究室

４０９
大学院
講究室２

４０７
大学院
講究室１

４０８
大学院
講究室３

A階段

B階段

倉庫
男WC

女WC

U
D

４１２
数学事務室

４０４
資料室2

４０３
大学院
演習室

５０４

特　別　教　室

B階段

A階段

男WC

U
D

５階

４階

３階
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EV
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５０２-１
大学院（修）
演習室

５０２-２
大学院（博）
演習室

５０３-１
講究室５

５０３-２
数理情報
実習室
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４０２
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４０３
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４０４

講　義　室
E V

E V
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206-1 206-2
205

カウンセラールーム
204
健康
相談室

203

障がい学生
支援センター学習室

202
障がい学生
支援センター
事務室

201
講義室

208
教職センター

（学芸員準備室）
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教職センター
（理科準備室）
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男WC

U
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U D

D

女WC
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104 102

103 101
研究室

112
実験室
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実験室
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実験室
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事務室
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３０５
研究室

３０６
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３０７
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３０８
研究室

３０９
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３１０
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３１１
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３１２
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３１３
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３１４
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３１５
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D

D　U

D

４０１
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４０２
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４０９
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４０８
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B階段
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D
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数学事務室
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支援センター
事務室

201
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教職センター

（学芸員準備室）

207
教職センター
（理科準備室）
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研究室
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実験室

111
実験室
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109
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事務室
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３階

２階

1階
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112
113

サーバー室 研究ブース 女WC

棚

SK

湯沸室
111
測定室（1）

110
測定室（2）

実験室
109

湯沸

男WC 102
データー解析室 前室105

UP

植物生育室（2）
106
前室

104
103

植物生育室（1）
107
培養室

108
低温室

屋外階段

前室

UP

廊下

廊下

玄関ホール

移動式電動書庫スペース

下部ボンベ扉

212
分析室

313 312 311

廊　下

前室 ホール

男WC

湯沸

310 309 会議室 兼
セミナー室

研究室（1）
308 307

研究室（2）
306

研究室（3）
305

302 303 304

DN UP

314 315 316 317 318

213
有機合成室

214

221

219

220

高温室

クリーンルーム
AS

〈定温室〉

215
高温室

216
高温室

217
高温室

218
低温室

210

前室

女WC

ホール 湯沸

廊下

209 208 207

202 203

屋外階段

屋外階段

UP DN

DN UP

211
研究室

１階

地下１階

講義室

117（A）

117（B）

学部長室

非常勤
講師室

応接室

閉架書架室

作業室

事務室

図書閲覧室

事務室
印刷室

守衛室

エントランスホール

応接室
学生
相談室

保健
センター

女ＷＣ

男ＷＣ

女ＷＣ

男ＷＣ

女ＷＣ

男ＷＣ

多目的ＷＣ

多目的ＷＣ
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110
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分析室
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研究室（1）
308 307

研究室（2）
306

研究室（3）
305

302 303 304

DN UP

314 315 316 317 318

213
有機合成室

214

221

219

220

高温室
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〈定温室〉

215
高温室

216
高温室
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高温室

218
低温室

210

前室

女WC

ホール 湯沸

廊下

209 208 207

202 203

屋外階段

屋外階段

UP DN

DN UP

211
研究室

１階

地下１階

講義室

117（A）

117（B）

学部長室

非常勤
講師室

応接室

閉架書架室

作業室

事務室

図書閲覧室

事務室
印刷室

守衛室

エントランスホール

応接室
学生
相談室

保健
センター
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女ＷＣ
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八事新1号館 配置図

就職情報
コーナー

応接室

証明書
自動発行機

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
キ
ャ
ン
パ
ス

天

白

キ

ャ

ン

パ

ス

4 ― ùþ



４階

３階

２階

402
講義室

403（B）
講義室

403（A）

303（B）
講義室

購買
T-COURT

食堂
ダイニング・ハーブ

ランチスペース

ティールーム
樹里庵

303（A）

401
講義室

302
講義室

301
講義室

305
講義室

306
大学院演習室

ラウンジ

ラウンジ

405
ディスカッション
ルーム

406
ディスカッション
ルーム

407
ディスカッション
ルーム

女ＷＣ

男ＷＣ

多目的ＷＣ

女ＷＣ

男ＷＣ

多目的ＷＣ

女ＷＣ

男ＷＣ

多目的ＷＣ

吹抜
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新3号館⇒

新3号館⇒

７階

６階

５階

テラス

606
教員室

508
教授室

505
研究室

503
模擬病室

502
待合室

ラウンジ 510
クリーンルーム

511
前室

512
教授室

513
教授室

514
教授室

501
モデル薬局

504
医薬情報センター

506
研究室

教員室

605
マルチメディア教室

604
マルチメディア教室

602
中会議室

603
倉庫

601
大会議室

612
小会議室

610
研究室

609
教員室

611
教員室

608
大学院
演習室

607
多目的室

テラス

ロビー 701
ライフサイエンスホール

701
ライフサイエンスホール ステージ

女ＷＣ

男ＷＣ

女ＷＣ

男ＷＣ

多目的ＷＣ

多目的ＷＣ

女ＷＣ

男ＷＣ

多目的ＷＣ

吹抜

吹抜

病院薬学
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医薬品情報学
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教育研究館

1階

２階

地下1階

附属農場本館（農学部）

女WC
倉庫

男WC
学生ホール

ホール2

ホール1

会議室 講義室3学生実験
準備室

倉庫
倉庫 倉庫

EV
講義室1 学生実験室 講義室2

倉庫
倉庫 販売室

医務室 倉庫 多目的室

事務室

エントランス
ホール

EV

女WC
女WC

女子学生用
洗面・更衣室
女子学生用
洗面・更衣室

女子学生用
洗面・更衣室
男子学生用
洗面・更衣室

男WC

技術職員室

倉庫
男WC多目的

WC収納庫 収納庫
農場長室

吹抜け吹抜け

EV

古道具・資料展示
スペース

図書室
（書庫）

収蔵庫 倉庫

倉庫

学内
教員室

資料倉庫

KC103
下処理室

KC104
加工室

男WC 女WC

男WC女WC

階段
EV

階段
サニタリー

低温室

KC211A
実験室
（共通１）

KC211B
実験室
（共通2）

KC211C
実験室
（共通3）

KC211D
実験室
（共通4）

KC211E
実験室
（共通5）

KC201B
外部
研究者室

KC201E
顕微鏡室

KC200
前室

EV
階段

KC202
作物研究室

KC203
果樹研究室

KC204
試薬保管室

KC206
蔬菜研究室

KC205
分析機器室

KC207
花卉研究室

KC209
畜産研究室

KC210
試料室

階段

KC208
人工
気象器室

KC201C
試料
調整室1

KC201D
試料
調整室2

KC201A
情報
処理室

1階

2階

KC101
多目的室

多目的
WC KC105

倉庫
KC106
恒温室

KC107
検査室

KC108
包装室

KC109
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教 職 課 程 事 項

教員免許状取得を目指す学生の皆さんへ
1）教員のཆ成の目ඪ及び当該目ඪをୡ成するためのܭը
2）教職センターの໾ׂ
3）教ࢣをࢤす学ੜのօさΜへ

1．教育職員免許状について
1）教員免許状とは
2）大学の教職՝ఔとは
3）ຊ学で取得できる教員免許状の種ྨ

2．大学で教員免許状を取得するためには
1）教育職員免許๏の定めについて
2）教員免許状を取得するための要݅について

3．教職課程の登録及び履修の諸手続きについて
1）教職՝ఔの登録について
2）教職՝ఔのཤ修について
3）単位੍౓について
4）教職՝ఔཤ修։࢝かΒ免許状授༩·でに必要なඅ用について
5）教職՝ఔの年間スケジュール（予定）
ý）ཤ修Χルςについて

4．介護等体験について
1）๏཯の֓要について
2）հޢ等ମݧに൐うΨΠμンスについて
3）հޢ等ମݧにかかるཹҙ事項について
4）հޢ等ମݧ手続かΒ実施·でのྲྀれについて

5．教育実習について
1）教育実習のҙٛ・目తについて
2）教育実習の心得について
3）教育実習の参加資格について
4）教育実習の֓要について
5）教育実習参加·でのྲྀれについて

6．麻しんに関する報告書について
7．単位の修得方法について

1）教科及び教職にؔする科目表
2）教科の指導๏にؔする科目表
3）教科にؔするઐ໳త事項（学෦学科）
4）教育職員免許๏施行نଇୈ ýý ৚の ý に定める科目
5）స学෦ੜ・స学科ੜ・ฤ入学ੜの教職՝ఔのཤ修について
ý）大学Ӄੜの教職՝ఔのཤ修について

8．教育職員免許状（教員免許状）の申請
9．教員採用試験

1）ެཱ学校教員について
学校教員についてཱࢲ（2
用教員について࠾࣌ྟ（3

10．教員採用試験対策指導
1）教員࠾用ݧࢼର࠲ߨࡦについて
2）教職学習ࣨ・教職教材ࣨڀݚのར用ํ๏について
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学 芸 員 課 程 事 項

1．学芸員課程を履修する皆さんへ
1）学芸員とは
2）ത෺ؗとは
3）ຊ学の学芸員ཆ成ཧ೦について

2．大学で学芸員資格を取得するには
1）ത෺ؗ๏の定めについて

3．学芸員資格を取得できる学部・学科
4．学芸員資格取得に必要な単位の取得について

資格ૅج（1
2）ത෺ؗにؔする科目

5．博物館実習について
1）ത෺ؗ実習Ⅰ（学内実習）ʦ3 年次ʧ・・必修
2）ത෺ؗ実習Ⅱ（ؗ຿実習）ʦ4 年次ʧ・・必修
3）ത෺ؗ実習ᶙ（ؗ຿実習）ʦ4 年次ʧ・・બ୒
4）ത෺ؗ実習Ⅱ・ᶙ（ؗ຿実習）の֓要
5）ത෺ؗ実習Ⅱ・ᶙ（ؗ຿実習）の参加資格

6．学芸員課程の登録および諸手続
1）学芸員՝ఔの登録とཤ修අのೲ入について
2）学芸員՝ఔの授業科目のཤ修登録について
3）大学Ӄੜのཤ修について
4）単位੍౓について
5）学芸員՝ఔの年間スケジュール（予定）

7．修了証書の授与
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学生のօ͞Μ΁͢ࢦঢ়औಘΛ目ڐ員໔ڭ
ʬ名城大学のڭ৬課程についてʭ
大学のڭ員のཆ੒の目ඪٴび౰֘目ඪΛୡ੒͢ΔͨΊのܭը
ʤ教員のཆ成の目ඪʥ
　本大学は、立学のਫ਼ਆ「Ժ健中正で実行力に෋み、ࠃՈ、ࣾ会の৴頼に஋する人材を育成す
る」にࠜ差し、「謙虚にものごとの本࣭をつかみ、અ度をわきまえ、๛かなแ༰力とฏ֮ײߧ
をもち、ൈ܈な実行力で୭からも৴頼される教員」をཆ成することを目ඪとする。前身の໊ݹ
԰ߴ等理޻科講習所開設当ॳから重ࢹしてきた中等教育教員ཆ成の఻౷と大学の設置理೦の
下、各学部・学科における専門の教育ڀݚを通して૑଄的な஌ੑと๛かな人間ੑをഓい、教職
に関わる深い理解と実ફ的指導力を備えた教員をഐ出してࣾ会にݙߩしていく。

ʤ当該目ඪをୡ成するためのܭըʥ
　本大学は、目ඪをୡ成するために、次のܭըを実施する。
①特৭ある教職指導の実施
1ɽ教職担೚制 (教職センター教員が教職担೚として4年間一؏で担当学生の指導を行う）
の採用

2ɽ教員採用ࢼ験に޲けた各छ対ࡦ講࠲、ガイダンス等の実施
3ɽ教職課程履修Χルテを活用した学修成Ռの೺Ѳ

②教員としての資࣭・技ೳの育成
　教育の基礎的理解に関する科目等を通して、教員としての資࣭・技ೳを育成する。

③ಠ自の科目設置を通した৴頼される教員の育成
　大学がಠ自に設定する科目として「໛ٖ授業演習」（ 3年次・必修）及び「学ߍ課୊演習」
（ 3年次・બ୒ ) を設置し、教職課程で身につけた஌識、実ફ力を活用したԣஅ的な学修
により、学生が課୊解ܾೳ力、実ફ的指導力等を一૚֫得できるようにଅす。

④各学部・学科における教育ڀݚ上の特৭を活かした教職課程のฤ成
　各学部・学科におけるߴ度で特৭のある教育ڀݚを通して、教員として必要な஌識やॾ
ೳ力を育成する。

ᶇ全学的教職課程ӡ営のਪ進
　教職センターҕ員会を֩として、教職課程自ݾ఺ݕ・ධՁ活動を౿まえた全学的教職課
程ӡ営のվળをਪ進し、教職課程の࣭の޲上をਤる。

大学院のڭ員のཆ੒の目ඪٴび౰֘目ඪΛୡ੒͢ΔͨΊのܭը
ʤ教員のཆ成の目ඪʥ
　本大学院は、立学のਫ਼ਆ「Ժ健中正で実行力に෋み、ࠃՈ、ࣾ会の৴頼に஋する人材を育成
する」にࠜ差し、「謙虚にものごとの本࣭をつかみ、અ度をわきまえ、๛かなแ༰力とฏײߧ
֮をもち、ൈ܈な実行力で୭からも৴頼される教員」をཆ成することを目ඪとする。前身の໊
してきた中等教育教員ཆ成の఻౷と大学院の設置理೦ࢹ科講習所開設当ॳから重޻等理ߴ԰ݹ
の下、各ڀݚ科・専߈における学ज़の理論及び応用の教授ڀݚを通してߴ度な教科専門ੑと୳
。していくݙߩೳ力を備えた教員をഐ出してࣾ会にٻ

ʤ当該目ඪをୡ成するためのܭըʥ
　本大学院は、目ඪをୡ成するために以下のܭըを実施する。
①各ڀݚ科・専߈における教授ڀݚ上の特৭を活かした教職課程のฤ成
　各ڀݚ科・専߈におけるߴ度で特৭ある教授ڀݚを通して、教員として必要なߴ度な教
科専門ੑと確かな୳ٻೳ力を育成する。

②全学的教職課程ӡ営のਪ進
　教職センターҕ員会を֩として、教職課程自ݾ఺ݕ・ධՁ活動を౿まえた全学的教職課
程ӡ営のվળをਪ進し、教職課程の࣭の޲上をਤる。

1 員のཆ੒の目ڭ（
ඪٴび౰֘目ඪΛ
ୡ੒͢ΔͨΊのܭ
ը

ø

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

໊৓大学では教職センターが教職課程をӡ営しています。主に次の 3つを行っています。

　①教職専門科目および一部の各教科の指導法に関する科目の開講

　②教職課程履修指導、հޢ等体験・教育実習に関わる指導

　③教ࢣを目指す学生たちへの教員採用ࢼ験等の対ࡦ

　教ࢣを目指す学生のօさんは、所ଐする学部の専門科目の履修を通して、教ࢣとしての専門

ੑを身につけ、教職センターが開講する教職専門科目を履修することで、各学科が認定されて

いる教員໔ڐを取得することがՄೳとなっています。ͥͻ、本学の教職課程で学び、教ࢣとし

て教育ݱ場で活༂してみませんか。

3 学生͢ࢤΛࢣڭ（
のօ͞Μ΁

৬ηϯλーのڭ（2
໾ׂ
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学生のօ͞Μ΁͢ࢦঢ়औಘΛ目ڐ員໔ڭ
ʬ名城大学のڭ৬課程についてʭ
大学のڭ員のཆ੒の目ඪٴび౰֘目ඪΛୡ੒͢ΔͨΊのܭը
ʤ教員のཆ成の目ඪʥ
　本大学は、立学のਫ਼ਆ「Ժ健中正で実行力に෋み、ࠃՈ、ࣾ会の৴頼に஋する人材を育成す
る」にࠜ差し、「謙虚にものごとの本࣭をつかみ、અ度をわきまえ、๛かなแ༰力とฏ֮ײߧ
をもち、ൈ܈な実行力で୭からも৴頼される教員」をཆ成することを目ඪとする。前身の໊ݹ
԰ߴ等理޻科講習所開設当ॳから重ࢹしてきた中等教育教員ཆ成の఻౷と大学の設置理೦の
下、各学部・学科における専門の教育ڀݚを通して૑଄的な஌ੑと๛かな人間ੑをഓい、教職
に関わる深い理解と実ફ的指導力を備えた教員をഐ出してࣾ会にݙߩしていく。

ʤ当該目ඪをୡ成するためのܭըʥ
　本大学は、目ඪをୡ成するために、次のܭըを実施する。
①特৭ある教職指導の実施
1ɽ教職担೚制 (教職センター教員が教職担೚として4年間一؏で担当学生の指導を行う）
の採用

2ɽ教員採用ࢼ験に޲けた各छ対ࡦ講࠲、ガイダンス等の実施
3ɽ教職課程履修Χルテを活用した学修成Ռの೺Ѳ

②教員としての資࣭・技ೳの育成
　教育の基礎的理解に関する科目等を通して、教員としての資࣭・技ೳを育成する。

③ಠ自の科目設置を通した৴頼される教員の育成
　大学がಠ自に設定する科目として「໛ٖ授業演習」（ 3年次・必修）及び「学ߍ課୊演習」
（ 3年次・બ୒ ) を設置し、教職課程で身につけた஌識、実ફ力を活用したԣஅ的な学修
により、学生が課୊解ܾೳ力、実ફ的指導力等を一૚֫得できるようにଅす。

④各学部・学科における教育ڀݚ上の特৭を活かした教職課程のฤ成
　各学部・学科におけるߴ度で特৭のある教育ڀݚを通して、教員として必要な஌識やॾ
ೳ力を育成する。

ᶇ全学的教職課程ӡ営のਪ進
　教職センターҕ員会を֩として、教職課程自ݾ఺ݕ・ධՁ活動を౿まえた全学的教職課
程ӡ営のվળをਪ進し、教職課程の࣭の޲上をਤる。

大学院のڭ員のཆ੒の目ඪٴび౰֘目ඪΛୡ੒͢ΔͨΊのܭը
ʤ教員のཆ成の目ඪʥ
　本大学院は、立学のਫ਼ਆ「Ժ健中正で実行力に෋み、ࠃՈ、ࣾ会の৴頼に஋する人材を育成
する」にࠜ差し、「謙虚にものごとの本࣭をつかみ、અ度をわきまえ、๛かなแ༰力とฏײߧ
֮をもち、ൈ܈な実行力で୭からも৴頼される教員」をཆ成することを目ඪとする。前身の໊
してきた中等教育教員ཆ成の఻౷と大学院の設置理೦ࢹ科講習所開設当ॳから重޻等理ߴ԰ݹ
の下、各ڀݚ科・専߈における学ज़の理論及び応用の教授ڀݚを通してߴ度な教科専門ੑと୳
。していくݙߩೳ力を備えた教員をഐ出してࣾ会にٻ

ʤ当該目ඪをୡ成するためのܭըʥ
　本大学院は、目ඪをୡ成するために以下のܭըを実施する。
①各ڀݚ科・専߈における教授ڀݚ上の特৭を活かした教職課程のฤ成
　各ڀݚ科・専߈におけるߴ度で特৭ある教授ڀݚを通して、教員として必要なߴ度な教
科専門ੑと確かな୳ٻೳ力を育成する。

②全学的教職課程ӡ営のਪ進
　教職センターҕ員会を֩として、教職課程自ݾ఺ݕ・ධՁ活動を౿まえた全学的教職課
程ӡ営のվળをਪ進し、教職課程の࣭の޲上をਤる。
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

໊৓大学では教職センターが教職課程をӡ営しています。主に次の 3つを行っています。

　①教職専門科目および一部の各教科の指導法に関する科目の開講

　②教職課程履修指導、հޢ等体験・教育実習に関わる指導
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

1 ঢ়についてڐҭ৬員໔ڭ．
　教育職員໔ڐঢ়とは、学ߍ教育法が定める学ߍで教員としてಇくために必要な໔ڐঢ়のこと
です。教育職員໔ڐঢ়は教員໔ڐঢ়や教員໔ڐ、教໔とུされることもあります。
①　法ྩの定め
　教員໔ڐঢ়の取得方法などは「教育職員໔ڐ法」と「教育職員໔ڐ法施行規ଇ」という法
ྩに基づき定められています。教育職員໔ڐ法では、学ߍ教育法が定める学ߍで教員として
ಇくには教員໔ڐঢ়が必要であるとされています。中学ߍやߴ等学ߍの教員としてಇくため
には、教員໔ڐঢ়が必要です。

②　໔ڐঢ়のछྨ
　教員໔ڐঢ়はී通໔ڐঢ়、臨時໔ڐঢ়、特別໔ڐঢ়の 3つに大別されます。本学で取得で
きる໔ڐঢ়はී通໔ڐঢ়です。臨時໔ڐঢ়と特別໔ڐঢ়には༗ޮ期間があります。特別໔ڐ
ঢ়の༗ޮ期間は所༗資格を得てから10年後の年度຤までです。臨時໔ڐঢ়は3年間༗ޮです。
　ී通໔ڐঢ়には専修໔ڐঢ়、一छ໔ڐঢ়、ೋछ໔ڐঢ়の 3छྨがあります。専修໔ڐঢ়は
修࢜の学位をもつ者、一छ໔ڐঢ়は学࢜の学位をもつ者、ೋछ໔ڐঢ়は୹期大学࢜の学位に
相当する資格をもつ者に授与されます。本学で取得できるのは一छ໔ڐঢ়と専修໔ڐঢ়です。

　教員໔ڐঢ়の取得には教職課程の単位を修得しなければなりません。
　教職課程とは、教員ཆ成ܥ学部に所ଐしていない学部の学生が教員໔ڐঢ়を取得するために
履修する課程のことです。教職課程は、教育職員໔ڐ法および教育職員໔ڐ法施行規ଇに定め
られた科目でߏ成されています。教職センター開講科目の単位は学部を卒業するために必要な
単位にࢉ入されません。

　教育職員໔ڐঢ়取得希望者は、教育職員໔ڐ法にैい、所定の単位を修得した場合、次のよ
うな໔ڐঢ়が取得できます。

①　学部学科で取得Մೳな一छ໔ڐঢ়
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※　教科ڐछと໔ߍ
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ঢ়ڐで取得Մೳな専修໔߈科専ڀݚ　②

学　　　部 学　　　科
※　教科ڐछと໔ߍ

中学ߍ教་
専修໔ڐঢ়

教་ߍ等学ߴ
専修໔ڐঢ়

େ
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ɹ
ɹ
学
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ɹ
ɹ
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法学ڀݚ科 法 ཯ 学 専 ߈ ࣾ 会 ެ ຽ

経営学ڀݚ科 経 営 学 専 ߈ ʵ ঎ 業

経ࡁ学ڀݚ科 経 ࡁ 学 専 ߈ ࣾ 会 ެ ຽ

理޻学ڀݚ科

数… … 学… … 専… … ߈ 数 学 数 学

情 報 ޻ 学 専 ߈

ʵ ޻ 業ి ؾ ి ࢠ ޻ 学 専 ߈

材 料 ػ ೳ ޻ 学 専 ߈

応 用 Խ 学 専 ߈ 理 科 理 科

ػ ց ޻ 学 専 ߈

ʵ ޻ 業

交 通 ػ ց ޻ 学 専 ߈

ϝΧτロχクス޻学専߈

ࣾ会基൫σβイン޻学専߈

؀ ڥ ૑ ଄ ޻ 学 専 ߈

ݐ ங 学 専 ߈

೶学ڀݚ科 ೶ 学 専 ߈ 理 科
理 科

೶ 業

※…໔ڐঢ়の正式໊শは…「中学ߍ教་一छ໔ڐঢ়…（教科໊）」、…「中学ߍ教་専修໔ڐঢ়…（教科
…。です…「ঢ়…（教科໊）ڐ教་専修໔ߍ等学ߴ」…、「ঢ়…（教科໊）ڐ教་一छ໔ߍ等学ߴ」…、「（໊
　ྫɿ中学ߍ教་一छ໔ڐঢ়…（ࣾ会）・ߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়…（஍理ྺ࢙）…

2 ．大学Ͱڭ員໔ڐঢ়Λऔಘ͢ΔͨΊに͸
　教育職員໔ڐঢ়を取得するために必要な基準、要݅等は、「教育職員໔ڐ法」、「教育職員໔
。ঢ়のछྨごとに定められていますڐ法施行規ଇ」等に、໔ڐ
　希望する教員໔ڐঢ়を取得するためには、これらの法཯に定められている、基準、要݅、修
得が必要な科目及び単位数等をॆ଍する必要があります。

①基礎資格及び取得が必要な単位数についてɿ教育職員໔ڐ法ୈ ５৚

ୈ 1ཝ ໔ڐঢ়のछྨ
中学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専修໔ڐঢ় 一छ໔ڐঢ় 専修໔ڐঢ় 一छ໔ڐঢ়

ୈ 2ཝ 基礎資格 修࢜の学位 学࢜の学位 修࢜の学位 学࢜の学位

ୈ 3ཝ
大学において修得することが

必要とする単位数
83 ５9 83 ５9

※…専修໔ڐঢ়に係るୈ 4ཝに定める単位数のうち一छ໔ڐঢ়に係る同ཝに定める科目の単位数
を差しҾいた単位数については、…大学院の課程において修得するものとする。…
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1 ঢ়についてڐҭ৬員໔ڭ．
　教育職員໔ڐঢ়とは、学ߍ教育法が定める学ߍで教員としてಇくために必要な໔ڐঢ়のこと
です。教育職員໔ڐঢ়は教員໔ڐঢ়や教員໔ڐ、教໔とུされることもあります。
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ྩに基づき定められています。教育職員໔ڐ法では、学ߍ教育法が定める学ߍで教員として
ಇくには教員໔ڐঢ়が必要であるとされています。中学ߍやߴ等学ߍの教員としてಇくため
には、教員໔ڐঢ়が必要です。

②　໔ڐঢ়のछྨ
　教員໔ڐঢ়はී通໔ڐঢ়、臨時໔ڐঢ়、特別໔ڐঢ়の 3つに大別されます。本学で取得で
きる໔ڐঢ়はී通໔ڐঢ়です。臨時໔ڐঢ়と特別໔ڐঢ়には༗ޮ期間があります。特別໔ڐ
ঢ়の༗ޮ期間は所༗資格を得てから10年後の年度຤までです。臨時໔ڐঢ়は3年間༗ޮです。
　ී通໔ڐঢ়には専修໔ڐঢ়、一छ໔ڐঢ়、ೋछ໔ڐঢ়の 3छྨがあります。専修໔ڐঢ়は
修࢜の学位をもつ者、一छ໔ڐঢ়は学࢜の学位をもつ者、ೋछ໔ڐঢ়は୹期大学࢜の学位に
相当する資格をもつ者に授与されます。本学で取得できるのは一छ໔ڐঢ়と専修໔ڐঢ়です。

　教員໔ڐঢ়の取得には教職課程の単位を修得しなければなりません。
　教職課程とは、教員ཆ成ܥ学部に所ଐしていない学部の学生が教員໔ڐঢ়を取得するために
履修する課程のことです。教職課程は、教育職員໔ڐ法および教育職員໔ڐ法施行規ଇに定め
られた科目でߏ成されています。教職センター開講科目の単位は学部を卒業するために必要な
単位にࢉ入されません。

　教育職員໔ڐঢ়取得希望者は、教育職員໔ڐ法にैい、所定の単位を修得した場合、次のよ
うな໔ڐঢ়が取得できます。

①　学部学科で取得Մೳな一छ໔ڐঢ়
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　ྫɿ中学ߍ教་一छ໔ڐঢ়…（ࣾ会）・ߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়…（஍理ྺ࢙）…

2 ．大学Ͱڭ員໔ڐঢ়Λऔಘ͢ΔͨΊに͸
　教育職員໔ڐঢ়を取得するために必要な基準、要݅等は、「教育職員໔ڐ法」、「教育職員໔
。ঢ়のछྨごとに定められていますڐ法施行規ଇ」等に、໔ڐ
　希望する教員໔ڐঢ়を取得するためには、これらの法཯に定められている、基準、要݅、修
得が必要な科目及び単位数等をॆ଍する必要があります。

①基礎資格及び取得が必要な単位数についてɿ教育職員໔ڐ法ୈ ５৚
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※…専修໔ڐঢ়に係るୈ 4ཝに定める単位数のうち一छ໔ڐঢ়に係る同ཝに定める科目の単位数
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②　大学で取得が必要な単位数についてɿ教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 4৚及びୈ ５৚

ୈ 1ཝ 教科及び教職に
関する科目

各科目にؚめることが
必要な事߲

中学ߍ教་
（ୈ 4৚）

教་ߍ等学ߴ
（ୈ ５৚）

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

ୈ 2ཝ
教科及び教科の
指導法に関する

科目

教科に関する専門的事߲
28 28 24 24各教科の指導法（情報通৴技

ज़の活用をؚΉ。） 8 8 4 4

ୈ 3 ཝ 教育の基礎的理
解に関する科目

教育の理೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙及びࢥ૝

10 10 10 10

教職の意義及び教員の໾割・
職務内༰…（νーム学ߍӡ営へ
の対応をؚΉ。）…
教育に関するࣾ会的、…制度的
ຢは経営的事߲ (学ߍと஍Ҭ
との࿈ܞ及び学҆ߍ全への対
応をؚΉ。）…
༮ࣇ…、ࣇಐ及び生ెの心身の
発ୡ及び学習のա程
特別の支ԉを必要とする༮ࣇ、…
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ
教育課程の意義及びฤ成の方
法…（ΧリΩϡラム・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。）…

ୈ 4 ཝ

ಓಙ、…૯合的な
学習の時間等の
指導法及び生ె
指導、…教育相談
等に関する科目

ಓಙの理論及び指導法

10 10 8 8

૯合的な学習の時間の指導法※

特別活動の指導法
教育の方法及び技ज़
情報通৴技ज़を活用した教育
の理論及び方法
生ె指導の理論及び方法
進࿏指導及びΩϟリΞ教育の
理論及び方法
教育相談…（Χ΢ンセリングに
関する基礎的な஌識をؚΉ。）…
の理論及び方法

ୈ ５ཝ 教育実ફに
関する科目

教育実習 ５ ５ 3 3
教職実ફ演習 2 2 2 2

ୈ 6 ཝ 大学がಠ自に
設定する科目 28 4 36 12

法ྩ上の必要単位数 83 ５9 83 ５9
…ߴ※ 等学ߍ教་専修໔ڐঢ়及びߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়に対応する事߲は、「૯合的な୳ڀの
時間の指導法」です。

③　大学で取得が必要な単位数「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66৚の 6に定める科目」について

科目۠分

取得する໔ڐঢ়のछྨ

科目໊শ

中学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

教育職員໔ڐ法施行規ଇ
ୈ 66 ৚の 6に定める科目۠分

日本ݑࠃ法 2 2 2 2
体育 2 2 2 2

外ޠࠃίϛϡχέーション 2 2 2 2

数理、σータ活用及び人
஌ೳに関する科目ຢは޻
情報ثػのૢ作

2 2 2 2

4 5
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④　その他必要な要݅「հޢ等の体験」について
　「খ学ߍ及び中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়授与に係る教育職員໔ڐ法の特ྫ等に関する法཯
施行規ଇ（ʹ特ྫ法）」の定めにより、中学ߍ教་໔ڐঢ়取得༧定者は、法ྩで定める施設
における 7日間のհޢ等体験が必要とされています。
　詳細は、h 4ɽհޢ等体験ʱに記ࡌされています。

ᶇ　「ߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়（޻業）」のみを対৅とした取得方法「特ྫ方法」について
法施行規ଇୈڐঢ়の授与を受ける場合、「教育職員໔ڐのී通໔（業޻）教་ߍ等学ߴ　 ５
৚備ߟୈ 6」の定めにより、「教育職員໔ڐ法ୈ ５৚」の規定にかかわらず、同数の単位数
修得をもって、これにସえることができます。
教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ ５৚備ߟୈ 6
ঢ়の授与を受ける場合は、当分の間、各教科の指導法に関する科目及び教ڐ業のී通໔޻　
་の教育の基礎的理解に関する科目等（専修໔ڐঢ়に係る単位数については、໔ڐ法別表ୈ
1備ߟୈ 7߸の規定をద用した後の単位数）の全部ຢは一部の単位は、当該໔ڐঢ়に係る教
科に関する専門的事߲に関する科目について修得することができる。

教科及び教職
に関する科目

各科目にؚめることが
必 要 な 事 ߲

「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ ５৚備ߟୈ 6」
により取得する方法

授業科目 特 ྫ 方 法 1
（一ׅ申੥）

特 ྫ 方 法 2
（人申੥ݸ）

教科及び
教科の指導法
に関する科目

教科に関する専門的事߲ 各学科で開設
する科目ˑ

「理޻学֓論」
「職業指導論」
「業科教育法޻」
「業科指導法޻」
「教育原論」
「教職入門」
「教育心理学」
「教育課程論」
「教育方法・技ज़
論（情報通৴技
ज़の活用ؚΉ）」
「生 ・ె進࿏指導論」
をؚめて ５9 単
位以上修得する

「理޻学֓論」
「職業指導論」
をؚめて ５9 単
位以上修得する

各教科の指導法（情報通৴
技ज़の活用をؚΉ。）

業科教育法޻
業科指導法޻

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育の理೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙及びࢥ૝ 教育原論

教職の意義及び教員の໾割・
職務内༰…（νーム学ߍӡ営へ
の対応をؚΉ。）…

教職入門

教育に関するࣾ会的、…制度的
ຢは経営的事߲ (学ߍと஍Ҭ
との࿈ܞ及び学҆ߍ全への対
応をؚΉ。）…

教育行੓論

༮ࣇ…、ࣇಐ及び生ెの心身の
発ୡ及び学習のա程 教育心理学

特別の支ԉを必要とする༮ࣇ、…
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ

特別支ԉ教育
論

教育課程の意義及びฤ成の方
法…（ΧリΩϡラム・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。）…

教育課程論

ಓಙ、…૯合的
な学習の時間
等の指導法及
び生ె指導、…
教育相談等に
関する科目

૯合的な୳ڀの時間の指導法 特別活動と૯
合的な学習の
時間の指導法特別活動の指導法

教育の方法及び技ज़ 教育方法・技
ज़論（情報通
৴技ज़の活用
ؚΉ）

情報通৴技ज़を活用した教
育の理論及び方法

生ె指導の理論及び方法
生ె・進࿏指
導論進࿏指導及びΩϟリΞ教育の

理論及び方法
教育相談…（Χ΢ンセリングに
関する基礎的な஌識をؚΉ。）…
の理論及び方法

学ߍ教育相談

教育実ફに
関する科目

教育実習 教育実習Ⅱ
教育実習指導

教職実ફ演習 教職実ફ演習
大学がಠ自に
設定する科目
※…ˑ は、各学科で開講されている「教科に関する専門的事߲」で必修科目の「理޻学֓論」「職
業指導論」を修得する必要があります。

※…前ϖーδ③に示す「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66 ৚の 6に定める科目」の必要単位数は修
得する必要があります。

※…【特ྫ方法 2】により教員໔ڐঢ়を取得する場合、…教育ҕ員会への໔ڐঢ়授与の申੥手続き
は…h 人申੥ݸ …ɦが必要です。…
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②　大学で取得が必要な単位数についてɿ教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 4৚及びୈ ５৚

ୈ 1ཝ 教科及び教職に
関する科目

各科目にؚめることが
必要な事߲

中学ߍ教་
（ୈ 4৚）

教་ߍ等学ߴ
（ୈ ５৚）

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

ୈ 2ཝ
教科及び教科の
指導法に関する

科目

教科に関する専門的事߲
28 28 24 24各教科の指導法（情報通৴技

ज़の活用をؚΉ。） 8 8 4 4

ୈ 3 ཝ 教育の基礎的理
解に関する科目

教育の理೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙及びࢥ૝

10 10 10 10

教職の意義及び教員の໾割・
職務内༰…（νーム学ߍӡ営へ
の対応をؚΉ。）…
教育に関するࣾ会的、…制度的
ຢは経営的事߲ (学ߍと஍Ҭ
との࿈ܞ及び学҆ߍ全への対
応をؚΉ。）…
༮ࣇ…、ࣇಐ及び生ెの心身の
発ୡ及び学習のա程
特別の支ԉを必要とする༮ࣇ、…
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ
教育課程の意義及びฤ成の方
法…（ΧリΩϡラム・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。）…

ୈ 4 ཝ

ಓಙ、…૯合的な
学習の時間等の
指導法及び生ె
指導、…教育相談
等に関する科目

ಓಙの理論及び指導法

10 10 8 8

૯合的な学習の時間の指導法※

特別活動の指導法
教育の方法及び技ज़
情報通৴技ज़を活用した教育
の理論及び方法
生ె指導の理論及び方法
進࿏指導及びΩϟリΞ教育の
理論及び方法
教育相談…（Χ΢ンセリングに
関する基礎的な஌識をؚΉ。）…
の理論及び方法

ୈ ５ཝ 教育実ફに
関する科目

教育実習 ５ ５ 3 3
教職実ફ演習 2 2 2 2

ୈ 6 ཝ 大学がಠ自に
設定する科目 28 4 36 12

法ྩ上の必要単位数 83 ５9 83 ５9
…ߴ※ 等学ߍ教་専修໔ڐঢ়及びߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়に対応する事߲は、「૯合的な୳ڀの
時間の指導法」です。

③　大学で取得が必要な単位数「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66৚の 6に定める科目」について

科目۠分

取得する໔ڐঢ়のछྨ

科目໊শ

中学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

教育職員໔ڐ法施行規ଇ
ୈ 66 ৚の 6に定める科目۠分

日本ݑࠃ法 2 2 2 2
体育 2 2 2 2

外ޠࠃίϛϡχέーション 2 2 2 2

数理、σータ活用及び人
஌ೳに関する科目ຢは޻
情報ثػのૢ作

2 2 2 2

4 5

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

④　その他必要な要݅「հޢ等の体験」について
　「খ学ߍ及び中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়授与に係る教育職員໔ڐ法の特ྫ等に関する法཯
施行規ଇ（ʹ特ྫ法）」の定めにより、中学ߍ教་໔ڐঢ়取得༧定者は、法ྩで定める施設
における 7日間のհޢ等体験が必要とされています。
　詳細は、h 4ɽհޢ等体験ʱに記ࡌされています。

ᶇ　「ߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়（޻業）」のみを対৅とした取得方法「特ྫ方法」について
法施行規ଇୈڐঢ়の授与を受ける場合、「教育職員໔ڐのී通໔（業޻）教་ߍ等学ߴ　 ５
৚備ߟୈ 6」の定めにより、「教育職員໔ڐ法ୈ ５৚」の規定にかかわらず、同数の単位数
修得をもって、これにସえることができます。
教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ ５৚備ߟୈ 6
ঢ়の授与を受ける場合は、当分の間、各教科の指導法に関する科目及び教ڐ業のී通໔޻　
་の教育の基礎的理解に関する科目等（専修໔ڐঢ়に係る単位数については、໔ڐ法別表ୈ
1備ߟୈ 7߸の規定をద用した後の単位数）の全部ຢは一部の単位は、当該໔ڐঢ়に係る教
科に関する専門的事߲に関する科目について修得することができる。

教科及び教職
に関する科目

各科目にؚめることが
必 要 な 事 ߲

「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ ５৚備ߟୈ 6」
により取得する方法

授業科目 特 ྫ 方 法 1
（一ׅ申੥）

特 ྫ 方 法 2
（人申੥ݸ）

教科及び
教科の指導法
に関する科目

教科に関する専門的事߲ 各学科で開設
する科目ˑ

「理޻学֓論」
「職業指導論」
「業科教育法޻」
「業科指導法޻」
「教育原論」
「教職入門」
「教育心理学」
「教育課程論」
「教育方法・技ज़
論（情報通৴技
ज़の活用ؚΉ）」
「生 ・ె進࿏指導論」
をؚめて ５9 単
位以上修得する

「理޻学֓論」
「職業指導論」
をؚめて ５9 単
位以上修得する

各教科の指導法（情報通৴
技ज़の活用をؚΉ。）

業科教育法޻
業科指導法޻

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育の理೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙及びࢥ૝ 教育原論

教職の意義及び教員の໾割・
職務内༰…（νーム学ߍӡ営へ
の対応をؚΉ。）…

教職入門

教育に関するࣾ会的、…制度的
ຢは経営的事߲ (学ߍと஍Ҭ
との࿈ܞ及び学҆ߍ全への対
応をؚΉ。）…

教育行੓論

༮ࣇ…、ࣇಐ及び生ెの心身の
発ୡ及び学習のա程 教育心理学

特別の支ԉを必要とする༮ࣇ、…
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ

特別支ԉ教育
論

教育課程の意義及びฤ成の方
法…（ΧリΩϡラム・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。）…

教育課程論

ಓಙ、…૯合的
な学習の時間
等の指導法及
び生ె指導、…
教育相談等に
関する科目

૯合的な୳ڀの時間の指導法 特別活動と૯
合的な学習の
時間の指導法特別活動の指導法

教育の方法及び技ज़ 教育方法・技
ज़論（情報通
৴技ज़の活用
ؚΉ）

情報通৴技ज़を活用した教
育の理論及び方法

生ె指導の理論及び方法
生ె・進࿏指
導論進࿏指導及びΩϟリΞ教育の

理論及び方法
教育相談…（Χ΢ンセリングに
関する基礎的な஌識をؚΉ。）…
の理論及び方法

学ߍ教育相談

教育実ફに
関する科目

教育実習 教育実習Ⅱ
教育実習指導

教職実ફ演習 教職実ફ演習
大学がಠ自に
設定する科目
※…ˑ は、各学科で開講されている「教科に関する専門的事߲」で必修科目の「理޻学֓論」「職
業指導論」を修得する必要があります。

※…前ϖーδ③に示す「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66 ৚の 6に定める科目」の必要単位数は修
得する必要があります。

※…【特ྫ方法 2】により教員໔ڐঢ়を取得する場合、…教育ҕ員会への໔ڐঢ়授与の申੥手続き
は…h 人申੥ݸ …ɦが必要です。…

ý5 ― øø



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

び履修の諸手続͖についてٴ৬課程の登録ڭ．3
　教職課程の履修を希望する者は、教職課程オリエンテーションに出席し、教職課程履修希望
登録および教職履修費（ ５５,600 円）の納付が必要です。
　（1…）教職課程履修希望登録を行うことによって、教職課程開講科目を履修登録することがで

きるようになります。
　（2）所定の履修費で教職課程を履修することのできる期間は、大学学部に在籍する期間です。
　（3）教職課程を్中でࣙ退する場合、納付した教職履修費はฦؐされません。
　（4…）退学・除籍の後、再入学・復籍した者が、再び教職課程を履修しようとするときに、既

納の履修費と再履修を出願した年度の履修費に差額がある場合は、その差額を納付する必
要があります。

　教職課程を履修するために必要な授業科目は「教育の基礎的理解に関する科目等」、「教科及
び教科の指導法に関する科目」、「大学がಠ自に設定する科目」、「教育職員໔ڐ法ୈ 66 ৚の 6に
定める科目」があり、それͧれについて、必修科目の単位をؚんだうえ、最低必要単位数を修
得しなくてはなりません。
　取得しようとする໔ڐঢ়ごとに必要な授業科目、単位数が記ࡌされていますので、本書をख़
ಡし、理解した上で履修登録を行ってください。

　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは 1つ
の授業科目の学習に要する時間を表す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の
科目を履修し、それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、これを一定数積み上げ
ることによって卒業できる制度をいいます。大学の授業は講義・演習、実験・実技科目に大別
することができますが、各授業科目の 1単位当たりの学習時間は、教室等で行う授業時間と教
室外で行う準備学習・事後学習の自学自習時間を合わせて 4５ 時間が必要になります。単位制
度の趣旨を理解して、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意識して、
日ごろの授業に臨んでください。

　教職課程履修開始から໔ڐঢ়授与までに必要な費用の目҆は、下記のとおりです。
　年度によって、ۚ額がมわることがありますので、その౎度、各自で確認してください。
　支払方法等の詳細な内༰は、ガイダンス及びܝ示等でお஌らせします。
年次 内༰ ۚ額（目҆） ֓要

1年次
教職履修費 ５５,600 円 履修者全員、最ॳの登録時のみ必要
教員採用ࢼ験τライΞル໛ࢼ受験料 1,５00 円 希望者のみ

⚒年次

教員採用ࢼ験τライΞル໛ࢼ受験料 1,５00 円 希望者のみ
教員採用໛ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円
ຑしんの༧๷઀छや߅体ࠪݕの
費用 実費 ༧๷઀छや߅体ࠪݕを行う場合のみ

3年次

հޢ等体験費（࿝人保健施設分） 7,５00 円 体験参加対৅者のみ
1日当たり　…1,５00 円ʷ ５日間分

հޢ等体験にかかるফ໣඼等 実費 実習先による
հޢ等体験にかかる交通費等 実費
教員採用໛ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円

4 年次

教育実習費 0～
30,000 円

実習参加対৅者のみ
ۚ額は実習ߍにより異なり、各自
で支払う

教育実習にかかるফ໣඼等 実費 実習先による
教育実習にかかる交通費等 実費
教員採用໛ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円

教員໔ڐঢ়授与手数料 3,400 ～
17,000 円

申੥者全員ɿ໔ڐঢ় 1݅につき 3,400 円
申੥する݅数による

講義「教職実ફ演習（中 w 「（ߴ
の、学外における見学 wௐࠪ等に
参加する際の交通費等

実費 参加内༰による

通　ڞ ΩϟンύスҠ動交通費 実費

教職課程に関する行事がఱനΩϟン
ύスのみで開࠵される場合、別Ωϟ
ンύスで開講される授業科目を履
修する場合等、Ωϟンύス間Ҡ動
の交通費が必要となる場合がある
スクールόスがӡ行されている期
間はར用がՄೳである

ˎۚ額は前年度までのものを参ߟにしています。

1 ৬課程の登録ڭ（
について

৬課程の履修ڭ（2
について

3）単位制度につい
て

৬課程履修։ڭ（4
ঢ়授与ڐΒ໔͔࢝
·Ͱに必要ͳ費用
について
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1 年次 2年次 3年次 4年次

4月

新入生オリエ
ンテーション
教職課程登録
教職履修費納
入

w教育実習登録手続き開始
w教育実習登録Χードఏ出
w 教育実習ߍ内諾依頼
wհޢ等体験最終ௐࠪ
wެ立学ߍ教員採用ࢼ験
出願 ï3 ～５月ð

w ެ立学ߍ教員採用
験出願ࢼ
ï3 ～５月ð
w ݕ受ࠪݕ学దੑࢲ
申込

Ȁ前期ȁ 採用ࢼ験対ࡦษڧ会 ï4～7月ð

５ 月
教員採用ࢼ験のためのެ開໛ٖࢼ験

教育実習ï５～6月ðñ
w ࠪݕ学దੑࢲ

6月 w 教員採用ࢼ験一次
໘઀対ࡦ実施

7月
w 教員採用ࢼ験受験
……ï５ ～9月ð
w հޢ等体験ガイダンス

w教員採用ࢼ験受験
……（ ５ ～ 9 月）
w 教員採用ࢼ験ೋ次
࠲講ࡦ験対ࢼ

8月

w հޢ等体験ɿ࿝人保健
施設……ï8 ～ 12 月頃）
w খ学ߍ教員資格認定ࢼ
験……ï6 月～ 9月）
w հޢ等体験（特別支ԉ
学ߍ）ガイダンス
……ï8 月～ 9月）

w ެ立学ߍ教員採用
験݁Ռ発表ࢼ

9月
w 教員採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーション w教員໔ڐঢ়一ׅ申

੥一次申੥手続き
w教育実習
……ï9 ～10月ðˎ【後期】採用ࢼ験対ࡦษڧ会 ï9 ～ 12 月ð

10 月

w հޢ等体験ɿ特別支ԉ
学ߍ…（ 10 ～ 12 月頃）
w 教育実習ߍѺટ、ೋ次
ื集ガイダンス

11 月

w 教員໔ڐঢ়一ׅ申
੥ೋ次申੥ガイダ
ンス
w教員採用ࢼ験受験
݁Ռ及び教員Ѻટ
希望ௐࠪ表ఏ出

12 月
w 教員採用ࢼ験のためのެ開໛ٖࢼ験

w教員採用ࢼ験対ࡦখ論
จ指導申込

1月 খ学ߍ教員資格認定ࢼ験対ࡦ説明会

2月 w 教員採用ࢼ験対ࡦ説明会
～はじめの一า～ �τライΞル໛ٖࢼ験

教員採用ࢼ験対ࡦখ論จ
指導講࠲

教育実習参加資格৹ࠪ

3月

教職課程在学生　次年度の新年次ガイダンス

教員໔ڐঢ়の授与…
（卒業式当日）…新 2 年次ガイ

ダンス 新 3年次ガイダンス

教員採用ࢼ験のためのެ
開໛ٖࢼ験

新 4年次ガイダンス

ˎ 4年次の教育実習は、「 ５～ 7月」एしくは「 9～ 11 月」のいずれかの期間で実施されます。
ˎ…۩体的な日程や履修に関する࿈བྷ事߲等については、所定のܝ示൘にܝ示しますので、必ず
確認するようにしてください。

ˎॾ手続は必ず行い、説明会 wガイダンス等には必ず出席してください。

5 ৬課程の年間ڭ（
スケジュール
（予定）
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び履修の諸手続͖についてٴ৬課程の登録ڭ．3
　教職課程の履修を希望する者は、教職課程オリエンテーションに出席し、教職課程履修希望
登録および教職履修費（ ５５,600 円）の納付が必要です。
　（1…）教職課程履修希望登録を行うことによって、教職課程開講科目を履修登録することがで

きるようになります。
　（2）所定の履修費で教職課程を履修することのできる期間は、大学学部に在籍する期間です。
　（3）教職課程を్中でࣙ退する場合、納付した教職履修費はฦؐされません。
　（4…）退学・除籍の後、再入学・復籍した者が、再び教職課程を履修しようとするときに、既

納の履修費と再履修を出願した年度の履修費に差額がある場合は、その差額を納付する必
要があります。

　教職課程を履修するために必要な授業科目は「教育の基礎的理解に関する科目等」、「教科及
び教科の指導法に関する科目」、「大学がಠ自に設定する科目」、「教育職員໔ڐ法ୈ 66 ৚の 6に
定める科目」があり、それͧれについて、必修科目の単位をؚんだうえ、最低必要単位数を修
得しなくてはなりません。
　取得しようとする໔ڐঢ়ごとに必要な授業科目、単位数が記ࡌされていますので、本書をख़
ಡし、理解した上で履修登録を行ってください。

　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは 1つ
の授業科目の学習に要する時間を表す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の
科目を履修し、それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、これを一定数積み上げ
ることによって卒業できる制度をいいます。大学の授業は講義・演習、実験・実技科目に大別
することができますが、各授業科目の 1単位当たりの学習時間は、教室等で行う授業時間と教
室外で行う準備学習・事後学習の自学自習時間を合わせて 4５ 時間が必要になります。単位制
度の趣旨を理解して、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意識して、
日ごろの授業に臨んでください。

　教職課程履修開始から໔ڐঢ়授与までに必要な費用の目҆は、下記のとおりです。
　年度によって、ۚ額がมわることがありますので、その౎度、各自で確認してください。
　支払方法等の詳細な内༰は、ガイダンス及びܝ示等でお஌らせします。
年次 内༰ ۚ額（目҆） ֓要

1年次
教職履修費 ５５,600 円 履修者全員、最ॳの登録時のみ必要
教員採用ࢼ験τライΞル໛ࢼ受験料 1,５00 円 希望者のみ

⚒年次

教員採用ࢼ験τライΞル໛ࢼ受験料 1,５00 円 希望者のみ
教員採用໛ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円
ຑしんの༧๷઀छや߅体ࠪݕの
費用 実費 ༧๷઀छや߅体ࠪݕを行う場合のみ

3年次

հޢ等体験費（࿝人保健施設分） 7,５00 円 体験参加対৅者のみ
1日当たり　…1,５00 円ʷ ５日間分

հޢ等体験にかかるফ໣඼等 実費 実習先による
հޢ等体験にかかる交通費等 実費
教員採用໛ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円

4 年次

教育実習費 0～
30,000 円

実習参加対৅者のみ
ۚ額は実習ߍにより異なり、各自
で支払う

教育実習にかかるফ໣඼等 実費 実習先による
教育実習にかかる交通費等 実費
教員採用໛ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円

教員໔ڐঢ়授与手数料 3,400 ～
17,000 円

申੥者全員ɿ໔ڐঢ় 1݅につき 3,400 円
申੥する݅数による

講義「教職実ફ演習（中 w 「（ߴ
の、学外における見学 wௐࠪ等に
参加する際の交通費等

実費 参加内༰による

通　ڞ ΩϟンύスҠ動交通費 実費

教職課程に関する行事がఱനΩϟン
ύスのみで開࠵される場合、別Ωϟ
ンύスで開講される授業科目を履
修する場合等、Ωϟンύス間Ҡ動
の交通費が必要となる場合がある
スクールόスがӡ行されている期
間はར用がՄೳである

ˎۚ額は前年度までのものを参ߟにしています。

1 ৬課程の登録ڭ（
について

৬課程の履修ڭ（2
について

3）単位制度につい
て

৬課程履修։ڭ（4
ঢ়授与ڐΒ໔͔࢝
·Ͱに必要ͳ費用
について
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1 年次 2年次 3年次 4年次

4月

新入生オリエ
ンテーション
教職課程登録
教職履修費納
入

w教育実習登録手続き開始
w教育実習登録Χードఏ出
w 教育実習ߍ内諾依頼
wհޢ等体験最終ௐࠪ
wެ立学ߍ教員採用ࢼ験
出願 ï3 ～５月ð

w ެ立学ߍ教員採用
験出願ࢼ
ï3 ～５月ð
w ݕ受ࠪݕ学దੑࢲ
申込

Ȁ前期ȁ 採用ࢼ験対ࡦษڧ会 ï4～7月ð

５ 月
教員採用ࢼ験のためのެ開໛ٖࢼ験

教育実習ï５～6月ðñ
w ࠪݕ学దੑࢲ

6月 w 教員採用ࢼ験一次
໘઀対ࡦ実施

7月
w 教員採用ࢼ験受験
……ï５ ～9月ð
w հޢ等体験ガイダンス

w教員採用ࢼ験受験
……（ ５ ～ 9 月）
w 教員採用ࢼ験ೋ次
࠲講ࡦ験対ࢼ

8月

w հޢ等体験ɿ࿝人保健
施設……ï8 ～ 12 月頃）
w খ学ߍ教員資格認定ࢼ
験……ï6 月～ 9月）
w հޢ等体験（特別支ԉ
学ߍ）ガイダンス
……ï8 月～ 9月）

w ެ立学ߍ教員採用
験݁Ռ発表ࢼ

9月
w 教員採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーション w教員໔ڐঢ়一ׅ申

੥一次申੥手続き
w教育実習
……ï9 ～10月ðˎ【後期】採用ࢼ験対ࡦษڧ会 ï9 ～ 12 月ð

10 月

w հޢ等体験ɿ特別支ԉ
学ߍ…（ 10 ～ 12 月頃）
w 教育実習ߍѺટ、ೋ次
ื集ガイダンス

11 月

w 教員໔ڐঢ়一ׅ申
੥ೋ次申੥ガイダ
ンス
w教員採用ࢼ験受験
݁Ռ及び教員Ѻટ
希望ௐࠪ表ఏ出

12 月
w 教員採用ࢼ験のためのެ開໛ٖࢼ験

w教員採用ࢼ験対ࡦখ論
จ指導申込

1月 খ学ߍ教員資格認定ࢼ験対ࡦ説明会

2月 w 教員採用ࢼ験対ࡦ説明会
～はじめの一า～ �τライΞル໛ٖࢼ験

教員採用ࢼ験対ࡦখ論จ
指導講࠲

教育実習参加資格৹ࠪ

3月

教職課程在学生　次年度の新年次ガイダンス

教員໔ڐঢ়の授与…
（卒業式当日）…新 2 年次ガイ

ダンス 新 3年次ガイダンス

教員採用ࢼ験のためのެ
開໛ٖࢼ験

新 4年次ガイダンス

ˎ 4年次の教育実習は、「 ５～ 7月」एしくは「 9～ 11 月」のいずれかの期間で実施されます。
ˎ…۩体的な日程や履修に関する࿈བྷ事߲等については、所定のܝ示൘にܝ示しますので、必ず
確認するようにしてください。

ˎॾ手続は必ず行い、説明会 wガイダンス等には必ず出席してください。

5 ৬課程の年間ڭ（
スケジュール
（予定）
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

　教職課程を履修する上で、h 教職課程履修Χルテʱの作成が必要になります（以下、h 教職課
程履修Χルテʱを履修Χルテとུします）。履修Χルテは教職課程での学びを記録するための
ものです。その目的は教職課程の履修の見通しをもったり、履修ঢ়گの自؅ݾ理をしたり、学
びをৼりฦることで自身の学習のվળ・޲上を目指したりすることにあります。
　履修Χルテは教職実ફ演習の履修の際に必要になります。教職実ફ演習とは、これまでの教
職課程における各科目で身に付けた資࣭ೳ力を、教員として必要最খ限な資࣭ೳ力として༗ػ
的に౷合するための科目です。この科目は教職課程での学びの集大成になります。教職実ફ演
習のために、教職課程での学びを記録した履修ΧルテがෆՄܽです。記録をॆ実したものにす
るために、単位の修得を確認した౎度に、履修Χルテに学びの記録を記入しましΐう。
　教職指導の一؀として、履修Χルテを年度ごとに教職担೚にఏ出します。ఏ出日、ฦ٫方法
などに関しては、ガイダンス及びܝ示等でお஌らせします。

4 ．հޢ౳ମݧについて
　খ学ߍ・中学ߍの教員໔ڐঢ়取得を希望する学生に対し、特別支ԉ学ߍ（໡学ߍ、࿞学ߍも
しくはཆޢ学ߍ）及びࣾ会෱ࢱ施設等において、ো֐者・ྸߴ者等に対するհޢ、հॿ、これ
らの者との交ྲྀの体験（հޢ等の体験）が法཯で義務づけられています。

法཯の໊শ等 ฏ成 9年հޢ等体験特ྫ法…（ฏ成 10 年 4 月 1 日施行）
…（খ学ߍ及び中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়授与に係る教育職員໔
（法の特ྫ等に関する法཯ڐ

հޢ等体験の趣旨 　義務教育にै事する教員がݸ人のଚݫおよびࣾ会࿈ଳの理೦
に関する認識を深めることの重要ੑにؑみ、教員としての資࣭
の޲上をਤり、義務教育の一૚のॆ実を期する؍఺から義務付
けられています。

հޢ等体験の意義等 　ো֐のある人やྸߴの方に対するさま͟まなԉॿの活動を体
験することによりݸ人のଚݫやՁ஋؍のҧいを認められる心を
持った人づくりの実ݱに資することを目的として、খ学ߍ及び
中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়取得希望者に義務付けられました。
　հޢ等体験を行うࣾ会෱ࢱ施設等や学ߍのछྨは法཯でܾめ
られており、対৅となった施設や学ߍは、体験の趣旨を生かす
ことのできる意ཉと熱意のある学生がདྷることを望んでいます。

հޢ等体験の対৅者 　原ଇとして大学 w୹大に在学 w在籍し、খ学ߍ及び中学ߍの
教་のී通໔ڐঢ়を取得しようとする者とされています。

հޢ等体験の実施施設 （1）…ࣾ会෱ࢱ施設、հޢ࿝人保健施設等
（2）…特別支ԉ学ߍ等

հޢ等体験の時期及び期間 　18 にୡした後のࡀ 7日間…（ࣾ会෱ࢱ施設 w࿝人保健施設 ５日
間、特別支ԉ学ߍ 2日間を目్とする。）

հޢ等体験を要しない者 　հޢ等に関する専門的஌識及び技ज़を༗すると認められる者、
身体上のো֐によりհޢ等体験を行うことがࠔ೉な者は、この
体験を行う必要はありません。
　①　専門的஌識及び技ज़を༗すると認められる者

保健ࢣ、ॿࢣޢ؃、ࢣ࢈、।ࢣޢ؃、特別支ԉ学ߍの教
員、理学ྍ法࢜、作業ྍ法࢜ຢは義ࢶ૷۩࢜の໔ڐを受
けている者、ࣾ会෱࢜ࢱຢはհޢ෱࢜ࢱの資格を༗して
いる者
ただし、取得見込の場合はద用されません。

　②　…身体上のো֐によりհޢ等体験を行うことがࠔ೉な者
身体ো֐者で、身体ো֐者手ாの交付を受け、そのো֐
の程度が 1～ の者ڃ6
ただし、本人の意ࢥ及び受け入れ施設等の判அにより行
うこともできる。

　③　…ฏ成10年 3月 31日以前に、大学等に在籍した者で、卒業
までにখ学ߍຢは中学ߍ教་の専修、1छ、2छのいず
れかの໔ڐঢ়取得のための所要資格を得た者

　本学では、հޢ等体験を行う学生に対して、ガイダンスを実施します。開࠵日時等は所定の
がないもࢥを行う意「等体験ޢհ」示൘にて発表します。このガイダンスをܽ席した学生はܝ
のとみなします。

1 ）๏཯の概要につ
いて

2）հޢ౳ମݧに൐
͏ΨΠμϯスにつ
いて

6）履修Χルςにつ
いて
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①　定期健康਍அ
　本学で実施する「定期健康਍அ」を必ず受਍してください。

②　体験の費用
　ࣾ会෱ࢱ施設等（本学は、հޢ࿝人保健施設）での体験実施には、1日あたり 1,５00 円の
体験費用が必要となります。納入方法等は、ガイダンスでお஌らせします。

③　հޢ等体験に൐う証明書
　հޢ等体験終了後、各施設が体験を行ったことを証明し、本人に交付されます。
　この証明書は、教員໔ڐঢ়申੥時の必要書ྨとなりますので、原ଇとして教員໔ڐঢ়の一
ׅ申੥時まで大学で保؅します。体験終了後交付を受けたら、教職センター【教職・学芸員】
へఏ出してください。

④　保ݥ
　հޢ等体験を実施する者は「学生教育֐ࡂڀݚই֐保ݥ」（入学時に加入）と「インター
ンシοプ・հޢ等体験活動・教育実習等ഛঈ੹೚保ݥ」に加入します。

時期 ߲目 w内༰ ఏ出等の説明

1 1 年次
3月຤

新 2年次用ガイダンス実施
wհޢ等体験希望ௐࠪ հޢ等体験希望ௐࠪにճ౴

2 2 年次
3月中०

新 3年次用ガイダンス実施
wհޢ等体験ௐࠪ
w体験ࠔ೉日程確認

հޢ等体験ௐࠪにճ౴

3 3 年次
7月上०

հޢ等体験ガイダンス実施
w࿝人保健施設の体験先 w日程の発表
w施設ごとの代表者をܾ定
w施設ごとの࿈བྷ໢作成 wఏ出

同一施設で体験するϝンόーで࿈
བྷ໢を作成
代表者が࿈བྷ໢をఏ出

wհޢ等体験費用の納入
…（࿝人保健施設協会関係）

納入方法 w納入期限はガイダンス
で説明

w特別支ԉ学ߍհޢ等体験日程ௐࠪ 体験日程ௐࠪにճ౴

4 3 年次
7月下०

特別支ԉ学ߍの体験先 w日程をܝ示で
発表

５ 3 年次
9月～11月

特別支ԉ学ߍガイダンス実施
w学ߍごとに実施、資料配෍

6
3 年次

8月上०～
12 月下०

հޢ等体験実施
w࿝人保健施設　（ ５ 日間）
w特別支ԉ学ߍ　（ 2日間）

7 体験終了後 հޢ等体験証明書 w報告書をఏ出
体験終了日に証明書を受ྖし、終
了後 2ि間以内に報告書とڞにఏ
出

※ఏ出方法、ఏ出先は、ガイダンス及びܝ示等でお஌らせします。

5 ҭ実習についてڭ．
　「すべての教育論は教ࢣ論にؼணする」といわれます。
　教育活動は༷ʑな৚݅の上に成り立つものです。ྫえば学ߍの施設設備、教材教۩などの物
的৚݅、ࣇಐ・生ెの実態、これをとりまくՈఉڥ؀や஍Ҭࣾ会のݱ実などすべてが教育を成
り立たせる৚݅です。これらのॾ৚݅を活用しながら対応し、教育目的のୡ成をはかるのが教
その人の人格力ྔによることを౿まえれば教育者としてのࢣのつとめです。教育の成൱は教ࢣ
職੹の重大さを௧ײできます。
　このような重大な職੹をもつ教育者となるためには、教職にबくその最ॳから੹೚ある教育
活動ができ、ࣇಐ・生ెの৴頼に஋する教ࢣたり得るように準備しなければなりません。その
ためにはあらかじめ、中正かつ教育Ѫにຬちた教育ਫ਼ਆをഓうとともに、গなくとも一定のਫ
準にୡした教育技ज़を身に付けることが必要です。
　大学において教職課程を履修するのは、まさにこの必要に対応するためでありますが、教育
に終わってはならないのです。理論はৗに実ફによって深められ、実ڀݚは単なる理論的ڀݚ
ફはまた理論によって導かれなければなりません。理論と実ફとをつな͙ことこそ教育実習の
。です。この意ຯで教育実習は教職課程の૯仕上げともいうべきものです໋࢖

4 ）հޢ౳ମݧ手続
͔Β実ࢪ·Ͱのྲྀ
Εについて

ҭ実習のҙڭ（1 ・ٛ
目తについて

3）հޢ౳ମݧに͔
͔Δཹҙ߲ࣄにつ
いて
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

　教職課程を履修する上で、h 教職課程履修Χルテʱの作成が必要になります（以下、h 教職課
程履修Χルテʱを履修Χルテとུします）。履修Χルテは教職課程での学びを記録するための
ものです。その目的は教職課程の履修の見通しをもったり、履修ঢ়گの自؅ݾ理をしたり、学
びをৼりฦることで自身の学習のվળ・޲上を目指したりすることにあります。
　履修Χルテは教職実ફ演習の履修の際に必要になります。教職実ફ演習とは、これまでの教
職課程における各科目で身に付けた資࣭ೳ力を、教員として必要最খ限な資࣭ೳ力として༗ػ
的に౷合するための科目です。この科目は教職課程での学びの集大成になります。教職実ફ演
習のために、教職課程での学びを記録した履修ΧルテがෆՄܽです。記録をॆ実したものにす
るために、単位の修得を確認した౎度に、履修Χルテに学びの記録を記入しましΐう。
　教職指導の一؀として、履修Χルテを年度ごとに教職担೚にఏ出します。ఏ出日、ฦ٫方法
などに関しては、ガイダンス及びܝ示等でお஌らせします。

4 ．հޢ౳ମݧについて
　খ学ߍ・中学ߍの教員໔ڐঢ়取得を希望する学生に対し、特別支ԉ学ߍ（໡学ߍ、࿞学ߍも
しくはཆޢ学ߍ）及びࣾ会෱ࢱ施設等において、ো֐者・ྸߴ者等に対するհޢ、հॿ、これ
らの者との交ྲྀの体験（հޢ等の体験）が法཯で義務づけられています。

法཯の໊শ等 ฏ成 9年հޢ等体験特ྫ法…（ฏ成 10 年 4 月 1 日施行）
…（খ学ߍ及び中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়授与に係る教育職員໔
（法の特ྫ等に関する法཯ڐ

հޢ等体験の趣旨 　義務教育にै事する教員がݸ人のଚݫおよびࣾ会࿈ଳの理೦
に関する認識を深めることの重要ੑにؑみ、教員としての資࣭
の޲上をਤり、義務教育の一૚のॆ実を期する؍఺から義務付
けられています。

հޢ等体験の意義等 　ো֐のある人やྸߴの方に対するさま͟まなԉॿの活動を体
験することによりݸ人のଚݫやՁ஋؍のҧいを認められる心を
持った人づくりの実ݱに資することを目的として、খ学ߍ及び
中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়取得希望者に義務付けられました。
　հޢ等体験を行うࣾ会෱ࢱ施設等や学ߍのछྨは法཯でܾめ
られており、対৅となった施設や学ߍは、体験の趣旨を生かす
ことのできる意ཉと熱意のある学生がདྷることを望んでいます。

հޢ等体験の対৅者 　原ଇとして大学 w୹大に在学 w在籍し、খ学ߍ及び中学ߍの
教་のී通໔ڐঢ়を取得しようとする者とされています。

հޢ等体験の実施施設 （1）…ࣾ会෱ࢱ施設、հޢ࿝人保健施設等
（2）…特別支ԉ学ߍ等

հޢ等体験の時期及び期間 　18 にୡした後のࡀ 7日間…（ࣾ会෱ࢱ施設 w࿝人保健施設 ５日
間、特別支ԉ学ߍ 2日間を目్とする。）

հޢ等体験を要しない者 　հޢ等に関する専門的஌識及び技ज़を༗すると認められる者、
身体上のো֐によりհޢ等体験を行うことがࠔ೉な者は、この
体験を行う必要はありません。
　①　専門的஌識及び技ज़を༗すると認められる者

保健ࢣ、ॿࢣޢ؃、ࢣ࢈、।ࢣޢ؃、特別支ԉ学ߍの教
員、理学ྍ法࢜、作業ྍ法࢜ຢは義ࢶ૷۩࢜の໔ڐを受
けている者、ࣾ会෱࢜ࢱຢはհޢ෱࢜ࢱの資格を༗して
いる者
ただし、取得見込の場合はద用されません。

　②　…身体上のো֐によりհޢ等体験を行うことがࠔ೉な者
身体ো֐者で、身体ো֐者手ாの交付を受け、そのো֐
の程度が 1～ の者ڃ6
ただし、本人の意ࢥ及び受け入れ施設等の判அにより行
うこともできる。

　③　…ฏ成10年 3月 31日以前に、大学等に在籍した者で、卒業
までにখ学ߍຢは中学ߍ教་の専修、1छ、2छのいず
れかの໔ڐঢ়取得のための所要資格を得た者

　本学では、հޢ等体験を行う学生に対して、ガイダンスを実施します。開࠵日時等は所定の
がないもࢥを行う意「等体験ޢհ」示൘にて発表します。このガイダンスをܽ席した学生はܝ
のとみなします。

1 ）๏཯の概要につ
いて

2）հޢ౳ମݧに൐
͏ΨΠμϯスにつ
いて

6）履修Χルςにつ
いて
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①　定期健康਍அ
　本学で実施する「定期健康਍அ」を必ず受਍してください。

②　体験の費用
　ࣾ会෱ࢱ施設等（本学は、հޢ࿝人保健施設）での体験実施には、1日あたり 1,５00 円の
体験費用が必要となります。納入方法等は、ガイダンスでお஌らせします。

③　հޢ等体験に൐う証明書
　հޢ等体験終了後、各施設が体験を行ったことを証明し、本人に交付されます。
　この証明書は、教員໔ڐঢ়申੥時の必要書ྨとなりますので、原ଇとして教員໔ڐঢ়の一
ׅ申੥時まで大学で保؅します。体験終了後交付を受けたら、教職センター【教職・学芸員】
へఏ出してください。

④　保ݥ
　հޢ等体験を実施する者は「学生教育֐ࡂڀݚই֐保ݥ」（入学時に加入）と「インター
ンシοプ・հޢ等体験活動・教育実習等ഛঈ੹೚保ݥ」に加入します。

時期 ߲目 w内༰ ఏ出等の説明

1 1 年次
3月຤

新 2年次用ガイダンス実施
wհޢ等体験希望ௐࠪ հޢ等体験希望ௐࠪにճ౴

2 2 年次
3月中०

新 3年次用ガイダンス実施
wհޢ等体験ௐࠪ
w体験ࠔ೉日程確認

հޢ等体験ௐࠪにճ౴

3 3 年次
7月上०

հޢ等体験ガイダンス実施
w࿝人保健施設の体験先 w日程の発表
w施設ごとの代表者をܾ定
w施設ごとの࿈བྷ໢作成 wఏ出

同一施設で体験するϝンόーで࿈
བྷ໢を作成
代表者が࿈བྷ໢をఏ出

wհޢ等体験費用の納入
…（࿝人保健施設協会関係）

納入方法 w納入期限はガイダンス
で説明

w特別支ԉ学ߍհޢ等体験日程ௐࠪ 体験日程ௐࠪにճ౴

4 3 年次
7月下०

特別支ԉ学ߍの体験先 w日程をܝ示で
発表

５ 3 年次
9月～11月

特別支ԉ学ߍガイダンス実施
w学ߍごとに実施、資料配෍

6
3 年次

8月上०～
12 月下०

հޢ等体験実施
w࿝人保健施設　（ ５ 日間）
w特別支ԉ学ߍ　（ 2日間）

7 体験終了後 հޢ等体験証明書 w報告書をఏ出
体験終了日に証明書を受ྖし、終
了後 2ि間以内に報告書とڞにఏ
出

※ఏ出方法、ఏ出先は、ガイダンス及びܝ示等でお஌らせします。

5 ҭ実習についてڭ．
　「すべての教育論は教ࢣ論にؼணする」といわれます。
　教育活動は༷ʑな৚݅の上に成り立つものです。ྫえば学ߍの施設設備、教材教۩などの物
的৚݅、ࣇಐ・生ెの実態、これをとりまくՈఉڥ؀や஍Ҭࣾ会のݱ実などすべてが教育を成
り立たせる৚݅です。これらのॾ৚݅を活用しながら対応し、教育目的のୡ成をはかるのが教
その人の人格力ྔによることを౿まえれば教育者としてのࢣのつとめです。教育の成൱は教ࢣ
職੹の重大さを௧ײできます。
　このような重大な職੹をもつ教育者となるためには、教職にबくその最ॳから੹೚ある教育
活動ができ、ࣇಐ・生ెの৴頼に஋する教ࢣたり得るように準備しなければなりません。その
ためにはあらかじめ、中正かつ教育Ѫにຬちた教育ਫ਼ਆをഓうとともに、গなくとも一定のਫ
準にୡした教育技ज़を身に付けることが必要です。
　大学において教職課程を履修するのは、まさにこの必要に対応するためでありますが、教育
に終わってはならないのです。理論はৗに実ફによって深められ、実ڀݚは単なる理論的ڀݚ
ફはまた理論によって導かれなければなりません。理論と実ફとをつな͙ことこそ教育実習の
。です。この意ຯで教育実習は教職課程の૯仕上げともいうべきものです໋࢖

4 ）հޢ౳ମݧ手続
͔Β実ࢪ·Ͱのྲྀ
Εについて

ҭ実習のҙڭ（1 ・ٛ
目తについて

3）հޢ౳ମݧに͔
͔Δཹҙ߲ࣄにつ
いて

ø÷5 ― ø5



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

　教育の場はそれͧれのੑݸをもち、異なった࠽ೳをもった教ࢣとࣇಐ・生ెとの間の多༷な
人間関係を中心としてߏ成されます。教職課程で学んだ教育理論は、۩体的、ྲྀ動的な教育の
場における実ફを通してはじめて真の生໋を得るでしΐう。教育実習の目的は、実習生が経験
๛かな先ഐ教員の指導のもとに۩体的な教育活動を体験することによって、新しい時代の教ࢣ
としての基礎をஙくことです。目的ୡ成のために、学習指導・生活指導・学ڃ経営等、ൣ޿な
教育の実務について理解を深め、基本的な教育技ज़を修得するとともに、ࣇಐ・生ెとともに
生活し、その心身の成௕をԉॿし、指導することによって教育者たる自֮を深めます。

①…　教育実習は各஍方の教育ҕ員会及び実習協力ߍの特別な好意によって実施されます。次代
を担う教育者になる実習生のために、日ৗの極めて多忙な教育活動の中で、多大な٘ਜ਼をも
かえりみず実習指導にあたってもらうことを銘記して、ͻとりよがりになることなく、謙虚
かつ真摯な態度で実習に専೦しなければなりません。

②…　実習期間中は実習ߍにۈ務する教職員の一員になった֮ޛで੣実に学ߍの教育方਑をकり、
。௕や指導教員の指示にैって実習を進めなければなりませんߍ

③…　実習生といえども、生ెに対しては先生として指導の೚に当たるのですから、その立場に
;さわしいݴ༿づかい、態度、෰૷等に心を配ることはもちろん、教育に対する情熱とすべ
てのࣇಐ・生ెに対するѪ情を基本とする教育Ѫの体得に౒めなければなりません。

④…　教育における੓࣏的中立、ެ立学ߍにおけるफ教的中立はຽ主主義教育の基本事߲です。
教育活動において特定のࢥ૝や੓ౘの主ு等を一方的にとりあげるようなことはݫに৻まな
ければなりません。

ᶇ…　健康໘では、教育実習実施に支োのない者でなければならないので、「定期健康਍அ」を必
ず受਍してください。

　教育実習に参加できる者は、参加の前年度に開講されるçh ໛ٖ授業演習ʱを修得し、かつ参
加年度に最終学年に在学する者で、下記に該当する者でなければなりません。
①…　「教育の基礎的理解に関する科目等」（1�14…ୈ 3 ཝ～ୈ ５ཝ）のうち、3年次までに開講さ
れている全ての必修科目を修得ࡁみである者。（ߴ等学ߍ教་໔ڐঢ়のみの取得希望者は、「ಓ
ಙ教育の理論と指導法」を除く。）

②…　「教科に関する専門的事߲」の 3年次までに開講されている全ての必修科目と、「各教科の
指導法」のうち、教育実習依頼先の学ߍछ・担当教科、科目に関する全ての必修科目を修得
。みである者ࡁ

③　授業やհޢ等体験において、教職センター専೚教員からదੑを認められた者。
④　教員໔ڐঢ়取得に必要な単位を卒業までに修得する見込みのある者。
ᶇ　教職にबく意ࢤがݻڧで、教育実習に対する積極ੑ、熱意のある者。
ᶈ…　教育実習にתえうる心身の健康を保持する者。特にײછ঱࣬ױのある者の実習はڐՄされ
ません。

ᶉ　ガイダンス及び指導教員による事前指導を受けている者。
　なお、参加前年度຤において、上記の各߸のいずれかに該当しない者については、教育実習
資格৹ࠪ໘談を実施します。

　教育実習は 3年次 4月の申込み手続きから始まります。
　申込手続きは、h 新 3年次ガイダンスʱでの説明に基づいて、自身が行います。
　教育実習とは、h 授業ʱの実習を行うだけではなく、学ڃ活動、生ె指導、行事、課外活動
等教育活動全般を通して、生ెと係わる体験をすることでもあり、୹い期間に、実習先の生ె
の成௕にかかわることにもなりますので、申込み手続きを開始するときからʰ教育実習生ʱと
しての自֮と੹೚を持つ必要があります。
　申込後実習先が確定したら、教育実習に自৴を持って臨Ήために、必要な要݅をॆ଍すると
に、指導教員の指導、hڞ ໛ٖ授業演習ʱの授業、実習ߍのオリエンテーション等を経て໖ີ
に準備する必要があります。
　なお、教育実習の֓要は下記に示すとおりです。

実 習 先 に依頼ߍߴ原ଇ、…出身※　　　ߍຢは中学ߍ等学ߴ

実 習 の 時 期 4年次の ５～ 7月ຢは 9～ 11 月のいずれかで、…実習先の指示によりܾ定

実 習 の 期 間 中学ߍ໔ڐঢ়取得希望者は 3ि間、ߴ等学ߍ໔ڐঢ়取得希望者は 2ि間

実習の申込手続 3年次の 4月頃に実習を希望する…h ߍ等学ߴ …ɦへ自身が申込

実習の申込方法 学ߍにより異なるため༧め確認が必要

実習授業の教科 取得を希望する໔ڐ教科によって、実習先へ希望を఻えて相談のうえܾ定

2 ҭ実習の৺ಘڭ（
について

ҭ実習の参加ڭ（3
資格について

ҭ実習の概要ڭ（4
について
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·ҭ実習参加ڭ（5
ͰのྲྀΕについて

2 年次

3 月 新 3年次ガイダンス
□教育実習の申込手続きについて説明

3 年次

4 月
・
5 月

9 月
・

10月

教育実習参加資格の確認
□教育実習参加資格確認（前ページ記載）各号を確認して､ 3 年次において充足
　させる｡

履修登録
□取得予定の免許状の修得が必要な授業科目のうちで未修得の授業科目を登録する。

教育実習先への申込手続き
□教育実習を希望する『高等学校』へ申し込む｡

文書による依頼手続
　□教職センター【教職・学芸員】へ略
式依頼状作成を申込む｡

教育実習の受入が可の場合

教育実習の受入が不可の場合

「模擬授業演習受講」（後期開講） 

教育実習校斡旋・二次募集ガイダンス
□各諸手続を行い､ 実習予定校を決める｡
□実習予定校へ略式依頼状を持参し､ 申し込む｡

3 月

新 4年次ガイダンス
□教育実習参加に向けた最終準備と確認事項､ 心構え等を説明

健康診断受診
□大学で実施される健康診断を受診する｡

4 年次

4 月

5 月
～

11月

2 月
教育実習参加資格審査

※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号いずれかに該当しない者については､
教育実習資格審査面談が実施される｡

学校訪問
□実習予定校へ略式依頼状を持参する｡

教育実習参加資格の確認
※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号を充足するか確認する｡

履修登録
□ 2 週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅱ』、『教育実習指導（事前・事後）』を、

3 週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅰ及びⅡ』、『教育実習指導（事前・事後）』
　を必ず登録する。 
□取得予定の免許状に必要な科目において、未修得の授業科目がないか確認し、
　登録する。
□中学校一種及び高等学校一種免許状それぞれに必要な最低修得単位数が充足で
　きるか確認する。 

教育実習実施

□教育実習中､ 訪問指導教員（事前に発表）が実習先を訪問､ 指導を受ける｡
（主に 5月下旬～ 7月上旬・ 9月上旬～11月上旬のいずれかの期間）

教育実習終了報告
□訪問指導教員に ｢教育実習が終了した｣ 旨を報告する｡
□終了後1週間以内に､ 実習校へのお礼状を作成し送付する｡

指導教員・訪問指導教員による事前面接指導
□訪問指導教員は掲示で発表
□訪問指導教員と実習スケジュール等を打ち合わせておく｡

実習校による実習オリエンテーション・事前打合せ

｢教育実習指導（事前・事後）｣ 受講
　□教育実習記録､ 授業実習で使用した教材､ ノート､ 指導案等を担当教員の指示
に従って提出する｡

教
育
実
習
終
了
後
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

　教育の場はそれͧれのੑݸをもち、異なった࠽ೳをもった教ࢣとࣇಐ・生ెとの間の多༷な
人間関係を中心としてߏ成されます。教職課程で学んだ教育理論は、۩体的、ྲྀ動的な教育の
場における実ફを通してはじめて真の生໋を得るでしΐう。教育実習の目的は、実習生が経験
๛かな先ഐ教員の指導のもとに۩体的な教育活動を体験することによって、新しい時代の教ࢣ
としての基礎をஙくことです。目的ୡ成のために、学習指導・生活指導・学ڃ経営等、ൣ޿な
教育の実務について理解を深め、基本的な教育技ज़を修得するとともに、ࣇಐ・生ెとともに
生活し、その心身の成௕をԉॿし、指導することによって教育者たる自֮を深めます。

①…　教育実習は各஍方の教育ҕ員会及び実習協力ߍの特別な好意によって実施されます。次代
を担う教育者になる実習生のために、日ৗの極めて多忙な教育活動の中で、多大な٘ਜ਼をも
かえりみず実習指導にあたってもらうことを銘記して、ͻとりよがりになることなく、謙虚
かつ真摯な態度で実習に専೦しなければなりません。

②…　実習期間中は実習ߍにۈ務する教職員の一員になった֮ޛで੣実に学ߍの教育方਑をकり、
。௕や指導教員の指示にैって実習を進めなければなりませんߍ

③…　実習生といえども、生ెに対しては先生として指導の೚に当たるのですから、その立場に
;さわしいݴ༿づかい、態度、෰૷等に心を配ることはもちろん、教育に対する情熱とすべ
てのࣇಐ・生ెに対するѪ情を基本とする教育Ѫの体得に౒めなければなりません。

④…　教育における੓࣏的中立、ެ立学ߍにおけるफ教的中立はຽ主主義教育の基本事߲です。
教育活動において特定のࢥ૝や੓ౘの主ு等を一方的にとりあげるようなことはݫに৻まな
ければなりません。

ᶇ…　健康໘では、教育実習実施に支োのない者でなければならないので、「定期健康਍அ」を必
ず受਍してください。

　教育実習に参加できる者は、参加の前年度に開講されるçh ໛ٖ授業演習ʱを修得し、かつ参
加年度に最終学年に在学する者で、下記に該当する者でなければなりません。
①…　「教育の基礎的理解に関する科目等」（1�14…ୈ 3 ཝ～ୈ ５ཝ）のうち、3年次までに開講さ
れている全ての必修科目を修得ࡁみである者。（ߴ等学ߍ教་໔ڐঢ়のみの取得希望者は、「ಓ
ಙ教育の理論と指導法」を除く。）

②…　「教科に関する専門的事߲」の 3年次までに開講されている全ての必修科目と、「各教科の
指導法」のうち、教育実習依頼先の学ߍछ・担当教科、科目に関する全ての必修科目を修得
。みである者ࡁ

③　授業やհޢ等体験において、教職センター専೚教員からదੑを認められた者。
④　教員໔ڐঢ়取得に必要な単位を卒業までに修得する見込みのある者。
ᶇ　教職にबく意ࢤがݻڧで、教育実習に対する積極ੑ、熱意のある者。
ᶈ…　教育実習にתえうる心身の健康を保持する者。特にײછ঱࣬ױのある者の実習はڐՄされ
ません。

ᶉ　ガイダンス及び指導教員による事前指導を受けている者。
　なお、参加前年度຤において、上記の各߸のいずれかに該当しない者については、教育実習
資格৹ࠪ໘談を実施します。

　教育実習は 3年次 4月の申込み手続きから始まります。
　申込手続きは、h 新 3年次ガイダンスʱでの説明に基づいて、自身が行います。
　教育実習とは、h 授業ʱの実習を行うだけではなく、学ڃ活動、生ె指導、行事、課外活動
等教育活動全般を通して、生ెと係わる体験をすることでもあり、୹い期間に、実習先の生ె
の成௕にかかわることにもなりますので、申込み手続きを開始するときからʰ教育実習生ʱと
しての自֮と੹೚を持つ必要があります。
　申込後実習先が確定したら、教育実習に自৴を持って臨Ήために、必要な要݅をॆ଍すると
に、指導教員の指導、hڞ ໛ٖ授業演習ʱの授業、実習ߍのオリエンテーション等を経て໖ີ
に準備する必要があります。
　なお、教育実習の֓要は下記に示すとおりです。

実 習 先 に依頼ߍߴ原ଇ、…出身※　　　ߍຢは中学ߍ等学ߴ

実 習 の 時 期 4年次の ５～ 7月ຢは 9～ 11 月のいずれかで、…実習先の指示によりܾ定

実 習 の 期 間 中学ߍ໔ڐঢ়取得希望者は 3ि間、ߴ等学ߍ໔ڐঢ়取得希望者は 2ि間

実習の申込手続 3年次の 4月頃に実習を希望する…h ߍ等学ߴ …ɦへ自身が申込

実習の申込方法 学ߍにより異なるため༧め確認が必要

実習授業の教科 取得を希望する໔ڐ教科によって、実習先へ希望を఻えて相談のうえܾ定

2 ҭ実習の৺ಘڭ（
について

ҭ実習の参加ڭ（3
資格について

ҭ実習の概要ڭ（4
について

ø÷ øø
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·ҭ実習参加ڭ（5
ͰのྲྀΕについて

2 年次

3 月 新 3年次ガイダンス
□教育実習の申込手続きについて説明

3 年次

4 月
・
5 月

9 月
・

10月

教育実習参加資格の確認
□教育実習参加資格確認（前ページ記載）各号を確認して､ 3 年次において充足
　させる｡

履修登録
□取得予定の免許状の修得が必要な授業科目のうちで未修得の授業科目を登録する。

教育実習先への申込手続き
□教育実習を希望する『高等学校』へ申し込む｡

文書による依頼手続
　□教職センター【教職・学芸員】へ略
式依頼状作成を申込む｡

教育実習の受入が可の場合

教育実習の受入が不可の場合

「模擬授業演習受講」（後期開講） 

教育実習校斡旋・二次募集ガイダンス
□各諸手続を行い､ 実習予定校を決める｡
□実習予定校へ略式依頼状を持参し､ 申し込む｡

3 月

新 4年次ガイダンス
□教育実習参加に向けた最終準備と確認事項､ 心構え等を説明

健康診断受診
□大学で実施される健康診断を受診する｡

4 年次

4 月

5 月
～

11月

2 月
教育実習参加資格審査

※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号いずれかに該当しない者については､
教育実習資格審査面談が実施される｡

学校訪問
□実習予定校へ略式依頼状を持参する｡

教育実習参加資格の確認
※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号を充足するか確認する｡

履修登録
□ 2 週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅱ』、『教育実習指導（事前・事後）』を、

3 週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅰ及びⅡ』、『教育実習指導（事前・事後）』
　を必ず登録する。 
□取得予定の免許状に必要な科目において、未修得の授業科目がないか確認し、
　登録する。
□中学校一種及び高等学校一種免許状それぞれに必要な最低修得単位数が充足で
　きるか確認する。 

教育実習実施

□教育実習中､ 訪問指導教員（事前に発表）が実習先を訪問､ 指導を受ける｡
（主に 5月下旬～ 7月上旬・ 9月上旬～11月上旬のいずれかの期間）

教育実習終了報告
□訪問指導教員に ｢教育実習が終了した｣ 旨を報告する｡
□終了後1週間以内に､ 実習校へのお礼状を作成し送付する｡

指導教員・訪問指導教員による事前面接指導
□訪問指導教員は掲示で発表
□訪問指導教員と実習スケジュール等を打ち合わせておく｡

実習校による実習オリエンテーション・事前打合せ

｢教育実習指導（事前・事後）｣ 受講
　□教育実習記録､ 授業実習で使用した教材､ ノート､ 指導案等を担当教員の指示
に従って提出する｡

教
育
実
習
終
了
後
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

6．ຑ͠Μにؔ͢Δใࠂ書について
　ຑしん（はしか）は、ײછ力がඇৗにڧく、ҩྍが進าしたݱ在でも、重ಞな後Ҩো֐が࢒る、ຢは、ࢮにࢸるੑݥةがあ
る重大な࣬ױです。特に教育実習やհޢ等体験では、ຑしんにጶױすると重ಞԽしやすいࢠどもやྸߴ者と઀するػ会がある
ことから、ײછ対ࡦに細心の஫意を払う必要があります。

　 2007 年には、10 代、20 代を中心としたຑしんの大規໛なྲྀ行を受け、จ部科学লから各大学に޲けて「ຑしんに関する特
定ײછ঱༧๷指਑に基づく協力依頼について」というจ書が発出されました。このจ書では、教育等に係る大学の学生について、
༧๷઀छのק঑及び઀छのঢ়گ確認を行うことがٻめられています。

　これを受けて本学では、教育実習やհޢ等体験の参加学生に対して、2年次時఺で「ຑしんに関する報告書」のఏ出をٻめ
ています。教育実習やհޢ等体験への参加を希望する場合は、報告書を必ずఏ出してください。

　「ຑしんに関する報告書」のఏ出にあたっては、฼ࢠ手ாのࣸしなどにより、ຑしんの༧๷઀छを 2ճ受けていることを証
明する必要があります。2ճの઀छ履ྺを確認できない場合は、߅体ࠪݕを受けて、ຑしんに対する߅体を保༗していること
を証明する必要があります。また、߅体ࠪݕの݁Ռ、े分な߅体を保༗していないとҩྍػ関から判அされた場合は、Մೳな
限りຑ਄の༧๷઀छを受けることをڧくਪ঑します。ΞϨルΪーや持ප等で઀छがࠔ೉な場合は、教職センターまで相談して
ください。

　なお、߅体ࠪݕや༧๷઀छに必要な費用は、自ݾ負担になります。
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

7．単位の修ಘํ๏について
৬にؔ͢Δ科目දڭびٴ科ڭ（1

๏学෦･ܦӦ学෦･ࡁܦ学෦･ཧ޻学෦･೶学෦･౎ࢢ৘ใ学෦･֎ޠࠃ学෦・৘ใ޻学෦ɹର৅
（த学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়ɺߴ౳学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়）

໔ڐ法施行規ଇに定める内༰ ໔ڐ法施行規ଇに対応する本学の開設授業科目

ୈ 1ཝ
教科及び
教職に関
する科目

各科目にؚめることが
必 要 な 事 ߲

最低修得単位数
授業科目໊ 単位数

修得۠分
配当
年次中学ߍ

一 छ
ߍ等学ߴ
一 छ

中学ߍ
一 छ

ߍ等学ߴ
一 छ

※1
ୈ 2 ཝ

教科及び
教科の指
導法に関
する科目

教科に関する専門的事߲
28 24

（所ଐ学科ごとに必要な教
科に関する科目） 学部・学科・໔ڐ教科ごとの

ϖーδに示します。各教科の指導法（情報通৴
技ज़の活用をؚΉ。）

（໔ڐ教科ごとに定める教
科の指導法に関する科目）

ୈ 3ཝ

教育の基
礎的理解
に関する
科目

教育の理೦ฒびに教育に関
するྺ࢙及びࢥ૝

10 10

教育原論 2 ˕ ˕ 1
学習ࣾ会論 2 ˎ ˎ 1

教職の意義及び教員の໾割・
職務内༰（νーム学ߍӡ営
への対応をؚΉ。）

教職入門 2 ˕ ˕ 1

教育に関するࣾ会的、制度
的ຢは経営的事 （߲学ߍと
஍Ҭとの࿈ܞ及び学҆ߍ全
への対応をؚΉ。）

教育行੓論 2 ˕ ˕ 2

教育法規˒ 2 ˎ ˎ 2

༮ࣇ、ࣇಐ及び生ెの心身
の発ୡ及び学習のա程

教育心理学 2 ˕ ˕ 1
発ୡ心理学˒ 2 ˎ ˎ 2

特別の支ԉを必要とする༮
ಐ及び生ెに対するࣇ、ࣇ
理解

特別支ԉ教育論 2 ˕ ˕ 2

教育課程の意義及びฤ成の
方法（ΧリΩϡラム・Ϛω
δϝンτをؚΉ。）

教育課程論 2 ˕ ˕ 1

ୈ 4ཝ

ಓಙ、૯
合的な学
習の時間
等の指導
法及び生
ె指導、
教育相談
等に関す
る科目

ಓಙの理論及び指導法

10 8

ಓಙ教育の理論と指導法 2 ˕ 2
૯合的な学習の時間の指導
法※2 特別活動と૯合的な学習の

時間の指導法 2 ˕ ˕ 2
特別活動の指導法

教育の方法及び技ज़ 教育情報論˒ 2 ˎ ˎ 2

教育方法・技ज़論（情報通
৴技ज़の活用ؚΉ） 2 ˕ ˕ 1情報通৴技ज़を活用した教

育の理論及び方法
生ె指導の理論及び方法

生ె・進࿏指導論 2 ˕ ˕ 1進࿏指導及びΩϟリΞ教育
の理論及び方法
教育相談（Χ΢ンセリング
に関する基礎的な஌識をؚ
Ή。）の理論及び方法

学ߍ教育相談 2 ˕ ˕ 2

ୈ ５ཝ
教育実ફ
に関する
科目

教育実習 ５ 3
教育実習Ⅰ 2 ˕ ˎ 4
教育実習Ⅱ 2 ˕ ˕ 4
教育実習指導 1 ˕ ˕ 4

教職実ફ演習 2 2 教職実ફ演習（中・ߴ） 2 ˕ ˕ 4

※3

ୈ 6 ཝ
大学がಠ
自に設定
する科目

4 12
ಓಙ教育の理論と指導法 2 ˎ 2
໛ٖ授業演習 2 ˕ ˕ 3
学ߍ課୊演習 2 ˎ ˎ 3

必要最低修得単位数 ５9 ５9
˕は必修科目、ˎはબ୒科目を示します。
˒の科目は、ຖ年開講するとは限りません。
※ 1「ୈ 2 ཝɿ教科及び教科の指導法に関する科目」の「各教科の指導法」は、受けようとする໔ڐ教科について、中一छ໔
は 8単位以上、ߴ一छ໔は 4単位以上を修得する必要があります。

※ 。です「の時間の指導法ڀ૯合的な୳」一छ໔に対応する事߲はߴ2
※ 3「ୈ 6 ཝɿ大学がಠ自に設定する科目」には、ୈ 2ཝからୈ ５ཝの最低修得単位数を௒えた単位をؚめることができます。
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ཧ޻学෦ɹ਺学科ɹର৅
த学ߍҰछ（਺学）ʗߴ౳学ߍҰछ（਺学）
学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（数学）ʗߴ一छ（数学）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

୅

਺

学

ز

Կ

学

ղ

ੳ

学

ủ
֬
཰
࿦
ỏ౷
ܭ
学
Ứ

ί
ϯ
ϐ
ỿ
ồ
λ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
਺
学
科
開
講
科
目

2 代数学Ⅰ 2 ˕
2 代数学Ⅱ 2 ˎ
3 代数学Ⅲ 2 ˎ
3 代数学ᶚ 2 ˎ
3 代数学ᶛ 2 ˎ
3 代数学ᶜ 2 ˎ
4 代数学ᶝ 2 ˎ
4 代数学ᶞ 2 ˎ
1 ઢ形代数Ⅰ 2 ˎ
1 ઢ形代数Ⅱ 2 ˎ
2 ઢ形代数Ⅲ 2 ˎ
2 ઢ形代数ᶚ 2 ˎ
2 Կ学Ⅰز 2 ˕
2 Կ学Ⅱز 2 ˎ
3 Կ学Ⅲز 2 ˎ
3 Կ学ᶚز 2 ˎ
3 Կ学ᶛز 2 ˎ
3 Կ学ᶜز 2 ˎ
4 Կ学ᶝز 2 ˎ
4 Կ学ᶞز 2 ˎ
2 解ੳ学Ⅰ 2 ˕
2 解ੳ学Ⅱ 2 ˎ
3 解ੳ学Ⅲ 2 ˎ
3 解ੳ学ᶚ 2 ˎ
3 解ੳ学ᶛ 2 ˎ
3 解ੳ学ᶜ 2 ˎ
4 解ੳ学ᶝ 2 ˎ
4 解ੳ学ᶞ 2 ˎ
1 ඍ分積分Ⅰ 2 ˎ
1 ඍ分積分Ⅱ 2 ˎ
2 ඍ分積分Ⅲ 2 ˎ
2 ඍ分積分ᶚ 2 ˎ
2 数理情報Ⅰ 2 ˕
3 数理情報Ⅲ 2 ˎ
3 数理情報ᶚ 2 ˎ
3 数理情報ᶛ 2 ˎ
3 数理情報ᶜ 2 ˎ
4 数理情報ᶝ 2 ˎ
4 数理情報ᶞ 2 ˎ
1 情報科学Ⅰ 2 ˕
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 中 28 単位ʗߴ 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ù4

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ಋ๏にؔ͢Δ科目දࢦ科のڭ（2

๏学෦･ܦӦ学෦･ࡁܦ学෦･ཧ޻学෦･೶学෦･౎ࢢ৘ใ学෦･ਓ間学෦･֎ޠࠃ学෦･৘ใ޻学෦ɹର৅
（த学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়ɺߴ౳学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়）

໔ڐ法施行規ଇに定める内༰

໔ڐ教科

໔ڐ法施行規ଇに対応する本学の開設授業科目

ୈ 1ཝ
教科及び
教職に関
する科目

各科目にؚ
めることが
必要な事߲

必要単位数
授業科目໊ 単位数

必修・બ୒の۠分
配当
年次中学ߍ

一 छ
ߍ等学ߴ
一 छ

中学ߍ
一 छ

ߍ等学ߴ
一 छ

ୈ 2ཝ

ڭ

科

ٴ

ͼ

ڭ

科

の

指

導

法

ʹ

関

͢

Δ

科

目

֤

ڭ

科

の

指

導

法

ớ
情
報
௨
৴
ٕ
ज़
の
׆
༻
Λ
ؚ
Ή
ỐỜ
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ࣾ会

ࣾ会・஍理ྺ࢙科教育法 2 ˕ ʵ 2

ࣾ会・ެຽ科教育法 2 ˕ ʵ 2

ࣾ会・஍理ྺ࢙科指導法 2 ˕ ʵ 3

ࣾ会・ެຽ科指導法 2 ˕ ʵ 3

஍理ྺ࢙
ࣾ会・஍理ྺ࢙科教育法 2 ʵ ˕ 2

ࣾ会・஍理ྺ࢙科指導法 2 ʵ ˕ 3

ެຽ
ࣾ会・ެຽ科教育法 2 ʵ ˕ 2

ࣾ会・ެຽ科指導法 2 ʵ ˕ 3

数学

数学科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

数学科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

数学科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

数学科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

理科

理科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

理科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

理科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

理科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

ӳޠ
（人間学部）

ӳޠ科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

ӳޠ科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

ӳޠ科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

ӳޠ
（外ޠࠃ学部）

ӳޠ科教育法Ⅰˑ 2 ˕ ˎ 2

ӳޠ科教育法Ⅱˑ 2 ˕ ˕ 2

ӳޠ科指導法Ⅰˑ 2 ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法Ⅱˑ 2 ˕ ˎ 3

঎業
঎業科教育法 2 ʵ ˕ 3

঎業科指導法 2 ʵ ˕ 3

業޻
業科教育法޻ 2 ʵ ˕ 3

業科指導法޻ 2 ʵ ˕ 3

೶業
೶業科教育法 2 ʵ ˕ 3

೶業科指導法 2 ʵ ˕ 3

情報
情報科教育法 2 ʵ ˕ 3

情報科指導法 2 ʵ ˕ 3

取得を༧定する໔ڐ教科に必要な授業科目を修得することが必要です。
履修は、所ଐする学科で修得Մೳな໔ڐ教科に対する授業科目のみՄೳです。
˕は必修科目、ˎはબ୒科目を示します。
ˑの科目は、外ޠࠃ学部で開講されています。

øý5 ― ù÷



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹ਺学科ɹର৅
த学ߍҰछ（਺学）ʗߴ౳学ߍҰछ（਺学）
学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（数学）ʗߴ一छ（数学）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

୅

਺

学

ز

Կ

学

ղ

ੳ

学

ủ
֬
཰
࿦
ỏ౷
ܭ
学
Ứ

ί
ϯ
ϐ
ỿ
ồ
λ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
਺
学
科
開
講
科
目

2 代数学Ⅰ 2 ˕
2 代数学Ⅱ 2 ˎ
3 代数学Ⅲ 2 ˎ
3 代数学ᶚ 2 ˎ
3 代数学ᶛ 2 ˎ
3 代数学ᶜ 2 ˎ
4 代数学ᶝ 2 ˎ
4 代数学ᶞ 2 ˎ
1 ઢ形代数Ⅰ 2 ˎ
1 ઢ形代数Ⅱ 2 ˎ
2 ઢ形代数Ⅲ 2 ˎ
2 ઢ形代数ᶚ 2 ˎ
2 Կ学Ⅰز 2 ˕
2 Կ学Ⅱز 2 ˎ
3 Կ学Ⅲز 2 ˎ
3 Կ学ᶚز 2 ˎ
3 Կ学ᶛز 2 ˎ
3 Կ学ᶜز 2 ˎ
4 Կ学ᶝز 2 ˎ
4 Կ学ᶞز 2 ˎ
2 解ੳ学Ⅰ 2 ˕
2 解ੳ学Ⅱ 2 ˎ
3 解ੳ学Ⅲ 2 ˎ
3 解ੳ学ᶚ 2 ˎ
3 解ੳ学ᶛ 2 ˎ
3 解ੳ学ᶜ 2 ˎ
4 解ੳ学ᶝ 2 ˎ
4 解ੳ学ᶞ 2 ˎ
1 ඍ分積分Ⅰ 2 ˎ
1 ඍ分積分Ⅱ 2 ˎ
2 ඍ分積分Ⅲ 2 ˎ
2 ඍ分積分ᶚ 2 ˎ
2 数理情報Ⅰ 2 ˕
3 数理情報Ⅲ 2 ˎ
3 数理情報ᶚ 2 ˎ
3 数理情報ᶛ 2 ˎ
3 数理情報ᶜ 2 ˎ
4 数理情報ᶝ 2 ˎ
4 数理情報ᶞ 2 ˎ
1 情報科学Ⅰ 2 ˕
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 中 28 単位ʗߴ 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ù4

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ಋ๏にؔ͢Δ科目දࢦ科のڭ（2

๏学෦･ܦӦ学෦･ࡁܦ学෦･ཧ޻学෦･೶学෦･౎ࢢ৘ใ学෦･ਓ間学෦･֎ޠࠃ学෦･৘ใ޻学෦ɹର৅
（த学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়ɺߴ౳学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়）

໔ڐ法施行規ଇに定める内༰

໔ڐ教科

໔ڐ法施行規ଇに対応する本学の開設授業科目

ୈ 1ཝ
教科及び
教職に関
する科目

各科目にؚ
めることが
必要な事߲

必要単位数
授業科目໊ 単位数

必修・બ୒の۠分
配当
年次中学ߍ

一 छ
ߍ等学ߴ
一 छ

中学ߍ
一 छ

ߍ等学ߴ
一 छ

ୈ 2ཝ

ڭ

科

ٴ

ͼ

ڭ

科

の

指

導

法

ʹ

関

͢

Δ

科

目

֤

ڭ

科

の

指

導

法

ớ
情
報
௨
৴
ٕ
ज़
の
׆
༻
Λ
ؚ
Ή
ỐỜ

8 4

ࣾ会

ࣾ会・஍理ྺ࢙科教育法 2 ˕ ʵ 2

ࣾ会・ެຽ科教育法 2 ˕ ʵ 2

ࣾ会・஍理ྺ࢙科指導法 2 ˕ ʵ 3

ࣾ会・ެຽ科指導法 2 ˕ ʵ 3

஍理ྺ࢙
ࣾ会・஍理ྺ࢙科教育法 2 ʵ ˕ 2

ࣾ会・஍理ྺ࢙科指導法 2 ʵ ˕ 3

ެຽ
ࣾ会・ެຽ科教育法 2 ʵ ˕ 2

ࣾ会・ެຽ科指導法 2 ʵ ˕ 3

数学

数学科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

数学科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

数学科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

数学科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

理科

理科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

理科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

理科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

理科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

ӳޠ
（人間学部）

ӳޠ科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

ӳޠ科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

ӳޠ科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

ӳޠ
（外ޠࠃ学部）

ӳޠ科教育法Ⅰˑ 2 ˕ ˎ 2

ӳޠ科教育法Ⅱˑ 2 ˕ ˕ 2

ӳޠ科指導法Ⅰˑ 2 ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法Ⅱˑ 2 ˕ ˎ 3

঎業
঎業科教育法 2 ʵ ˕ 3

঎業科指導法 2 ʵ ˕ 3

業޻
業科教育法޻ 2 ʵ ˕ 3

業科指導法޻ 2 ʵ ˕ 3

೶業
೶業科教育法 2 ʵ ˕ 3

೶業科指導法 2 ʵ ˕ 3

情報
情報科教育法 2 ʵ ˕ 3

情報科指導法 2 ʵ ˕ 3

取得を༧定する໔ڐ教科に必要な授業科目を修得することが必要です。
履修は、所ଐする学科で修得Մೳな໔ڐ教科に対する授業科目のみՄೳです。
˕は必修科目、ˎはબ୒科目を示します。
ˑの科目は、外ޠࠃ学部で開講されています。

øý 5 ― ùø



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹి޻ࢠిؾ学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ 備ߟ
໔ڐ法施行規ଇに定める

科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ి
ؾ
ి
ࢠ
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 物理学演習 1 ˎ ˎ

1 学֓論޻ࢠిؾి 2 ˎ ˎ

1 ճ࿏Ⅰおよび演習ؾి 3 ˎ ˎ

2 ճ࿏Ⅱおよび演習ؾి 3 ˎ ˎ

2 ճ࿏Ⅲؾి 2 ˎ ˎ

2 学Ⅰおよび演習ؾ࣓ؾి 3 ˎ ˎ

2 学Ⅱおよび演習ؾ࣓ؾి 3 ˎ ˎ

3 学Ⅲؾ࣓ؾి 2 ˎ ˎ

2 物ੑ論Ⅰࢠిؾి 2 ˎ ˎ

3 物ੑ論Ⅱࢠిؾి 2 ˎ ˎ

3 物ੑ論Ⅲࢠిؾి 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

3 Խ学ؾి 2 ˎ ˎ

1 生物学 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕

2 生物学実験 1 ˕ ˓

3 ஍学実験Ⅰ 1 ˕
˓

3 ஍学実験Ⅱ 1 ˕

1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ

2 学基礎実験޻ࢠిؾి 1 ˎ ˎ

2 学実験Ⅰ޻ࢠిؾి 2 ˎ ˎ

3 学実験Ⅱ޻ࢠిؾి 2 ˎ ˎ

3 学実験Ⅲ޻ࢠిؾి 2 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ùý

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹ਺学科ɹର৅
Ұछ（৘ใ）ߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科） 一छ（情報）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

情
報
ࣾ
ձ
ớ
職
業
ʹ
関
͢
Δ

಺
༰
Λ
ؚ
Ή
ỐỜɾ
情
報
ྙ
理

ί
ϯ
ϐ
ỿ
ồ
λ
ɾ

情

報

ॲ

理

情
報
γ
ε
ς
Ϝ

情

報

௨

৴

ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

Ϛ
ϧ
ν
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ද
ɾݱ

Ϛ
ϧ
ν
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ٕ
ज़

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
਺
学
科
開
講
科
目

2 情報ࣾ会と情報ྙ理 2 ˕

2 情報技ज़の応用と職業 2 ˕

3 人間情報ॲ理論 2 ˎ

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ

3 経営情報論 2 ˎ

1 情報科学Ⅱ 2 ˕

2 科学Ⅰػࢉܭ 4 ˕

3 科学Ⅲػࢉܭ 2 ˎ

1 数学ং論Ⅰ 2 ˎ

3 Ξルΰリζム・σータߏ଄論 2 ˎ

2 数理情報Ⅱ 2 ˕

1 数学ং論Ⅱ 2 ˎ

3 科学ᶚػࢉܭ 2 ˎ

3 科学ᶜػࢉܭ 2 ˕

3 情報ωοτワーク論 2 ˎ

2 科学Ⅱػࢉܭ 4 ˕

3 科学ᶛػࢉܭ 2 ˎ

3 ύターン情報ॲ理論 2 ˎ

3 数理物理学Ⅰ 2 ˎ

3 数理物理学Ⅱ 2 ˎ

教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ù4 ù55 ― ùù



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹి޻ࢠిؾ学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ 備ߟ
໔ڐ法施行規ଇに定める

科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ి
ؾ
ి
ࢠ
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 物理学演習 1 ˎ ˎ

1 学֓論޻ࢠిؾి 2 ˎ ˎ

1 ճ࿏Ⅰおよび演習ؾి 3 ˎ ˎ

2 ճ࿏Ⅱおよび演習ؾి 3 ˎ ˎ

2 ճ࿏Ⅲؾి 2 ˎ ˎ

2 学Ⅰおよび演習ؾ࣓ؾి 3 ˎ ˎ

2 学Ⅱおよび演習ؾ࣓ؾి 3 ˎ ˎ

3 学Ⅲؾ࣓ؾి 2 ˎ ˎ

2 物ੑ論Ⅰࢠిؾి 2 ˎ ˎ

3 物ੑ論Ⅱࢠిؾి 2 ˎ ˎ

3 物ੑ論Ⅲࢠిؾి 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

3 Խ学ؾి 2 ˎ ˎ

1 生物学 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕

2 生物学実験 1 ˕ ˓

3 ஍学実験Ⅰ 1 ˕
˓

3 ஍学実験Ⅱ 1 ˕

1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ

2 学基礎実験޻ࢠిؾి 1 ˎ ˎ

2 学実験Ⅰ޻ࢠిؾి 2 ˎ ˎ

3 学実験Ⅱ޻ࢠిؾి 2 ˎ ˎ

3 学実験Ⅲ޻ࢠిؾి 2 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ùý

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹ਺学科ɹର৅
Ұछ（৘ใ）ߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科） 一छ（情報）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

情
報
ࣾ
ձ
ớ
職
業
ʹ
関
͢
Δ

಺
༰
Λ
ؚ
Ή
ỐỜɾ
情
報
ྙ
理

ί
ϯ
ϐ
ỿ
ồ
λ
ɾ

情

報

ॲ

理

情
報
γ
ε
ς
Ϝ

情

報

௨

৴

ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

Ϛ
ϧ
ν
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ද
ɾݱ

Ϛ
ϧ
ν
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ٕ
ज़

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
਺
学
科
開
講
科
目

2 情報ࣾ会と情報ྙ理 2 ˕

2 情報技ज़の応用と職業 2 ˕

3 人間情報ॲ理論 2 ˎ

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ

3 経営情報論 2 ˎ

1 情報科学Ⅱ 2 ˕

2 科学Ⅰػࢉܭ 4 ˕

3 科学Ⅲػࢉܭ 2 ˎ

1 数学ং論Ⅰ 2 ˎ

3 Ξルΰリζム・σータߏ଄論 2 ˎ

2 数理情報Ⅱ 2 ˕

1 数学ং論Ⅱ 2 ˎ

3 科学ᶚػࢉܭ 2 ˎ

3 科学ᶜػࢉܭ 2 ˕

3 情報ωοτワーク論 2 ˎ

2 科学Ⅱػࢉܭ 4 ˕

3 科学ᶛػࢉܭ 2 ˎ

3 ύターン情報ॲ理論 2 ˎ

3 数理物理学Ⅰ 2 ˎ

3 数理物理学Ⅱ 2 ˎ

教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ù4 ù5 5 ― ùú



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹࡐྉػೳ޻学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ࡐ
ྉ
ػ
ೳ
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 物理学演習 1 ˎ ˎ

1 ճ࿏および演習ؾి 3 ˎ ˎ

1 学Ⅰおよび演習ؾ࣓ి 3 ˎ ˎ

2 学Ⅱおよび演習ؾ࣓ి 3 ˎ ˎ

2 物ੑ論Ⅰおよび演習 3 ˎ ˎ

2 物ੑ論Ⅱおよび演習 3 ˎ ˎ

2 材料力学Ⅰおよび演習 3 ˎ ˎ

2 材料力学Ⅱおよび演習 3 ˎ ˎ

2 力学Ⅰおよび演習ࢠྔ 3 ˎ ˎ

2 力学Ⅱおよび演習ࢠྔ 3 ˎ ˎ

2 熱力学 2 ˎ ˎ

2 ౷ܭ力学 2 ˎ ˎ

3 エϨクτロχクスࢠྔ 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

3 分ੳԽ学 2 ˎ ˎ

1 生物学 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕

2 生物学実験 1 ˕ ˓

2 ஍学実験Ⅰ 1 ˕
˓

2 ஍学実験Ⅱ 1 ˕

1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ

2 材料ػೳ޻学実験Ⅰ 2 ˎ ˎ

3 材料ػೳ޻学実験Ⅱ 2 ˎ ˎ

3 材料ػೳ޻学実験Ⅲ 2 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ù8

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹి޻ࢠిؾ学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ి
ؾ
ి
ࢠ
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˎ
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 基礎理論Ⅰؾి 2 ˎ
1 基礎理論Ⅱؾి 2 ˎ
1 プログラϛングⅠおよび演習 3 ˎ
2 プログラϛングⅡおよび演習 3 ˎ
2 基礎理論Ⅲؾి 2 ˎ
2 基礎理論ᶚؾి 2 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
2 ଌܭؾి 2 ˎ
2 エωルΪーม׵・発生޻学 2 ˎ
2 通৴システム 2 ˎ
2 "ճ࿏ࢠి 2 ˎ
2 #ճ࿏ࢠి 2 ˎ
3 $ճ࿏ࢠి 2 ˎ
2 σδタルճ࿏Ⅰ 2 ˎ
3 σδタルճ࿏Ⅱ 2 ˎ
2 ૊み込みシステムⅠおよび演習 3 ˎ
3 ૊み込みシステムⅡおよび演習 3 ˎ
2 制޻ޚ学Ⅰ 2 ˎ
3 制޻ޚ学Ⅱ 2 ˎ
3 σδタル৴߸ॲ理Ⅰ 2 ˎ
3 σδタル৴߸ॲ理Ⅱ 2 ˎ
3 エωルΪー఻ૹ޻学 2 ˎ
3 学޻ثػؾి 2 ˎ
3 学޻ѹిߴ 2 ˎ
3 ి力ܥ౷޻学 2 ˎ
3 ύワーエϨクτロχクス 2 ˎ
3 ൒導体޻学Ⅰ 2 ˎ
3 ൒導体޻学Ⅱ 2 ˎ
3 ଌܭࢠి 2 ˎ
3 センα・センシング 2 ˎ
3 情報理論 2 ˎ
3 ి࣓೾޻学 2 ˎ
3 ωοτワーク 2 ˎ
3 σータϕース 2 ˎ
4 ੡ਤ・ܭ設ؾి 2 ˎ
4 法規・施設؅理ؾి 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ùý ùþ5 ― ù4



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹࡐྉػೳ޻学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ࡐ
ྉ
ػ
ೳ
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 物理学演習 1 ˎ ˎ

1 ճ࿏および演習ؾి 3 ˎ ˎ

1 学Ⅰおよび演習ؾ࣓ి 3 ˎ ˎ

2 学Ⅱおよび演習ؾ࣓ి 3 ˎ ˎ

2 物ੑ論Ⅰおよび演習 3 ˎ ˎ

2 物ੑ論Ⅱおよび演習 3 ˎ ˎ

2 材料力学Ⅰおよび演習 3 ˎ ˎ

2 材料力学Ⅱおよび演習 3 ˎ ˎ

2 力学Ⅰおよび演習ࢠྔ 3 ˎ ˎ

2 力学Ⅱおよび演習ࢠྔ 3 ˎ ˎ

2 熱力学 2 ˎ ˎ

2 ౷ܭ力学 2 ˎ ˎ

3 エϨクτロχクスࢠྔ 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

3 分ੳԽ学 2 ˎ ˎ

1 生物学 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕

2 生物学実験 1 ˕ ˓

2 ஍学実験Ⅰ 1 ˕
˓

2 ஍学実験Ⅱ 1 ˕

1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ

2 材料ػೳ޻学実験Ⅰ 2 ˎ ˎ

3 材料ػೳ޻学実験Ⅱ 2 ˎ ˎ

3 材料ػೳ޻学実験Ⅲ 2 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ù8

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹి޻ࢠిؾ学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ి
ؾ
ి
ࢠ
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˎ
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 基礎理論Ⅰؾి 2 ˎ
1 基礎理論Ⅱؾి 2 ˎ
1 プログラϛングⅠおよび演習 3 ˎ
2 プログラϛングⅡおよび演習 3 ˎ
2 基礎理論Ⅲؾి 2 ˎ
2 基礎理論ᶚؾి 2 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
2 ଌܭؾి 2 ˎ
2 エωルΪーม׵・発生޻学 2 ˎ
2 通৴システム 2 ˎ
2 "ճ࿏ࢠి 2 ˎ
2 #ճ࿏ࢠి 2 ˎ
3 $ճ࿏ࢠి 2 ˎ
2 σδタルճ࿏Ⅰ 2 ˎ
3 σδタルճ࿏Ⅱ 2 ˎ
2 ૊み込みシステムⅠおよび演習 3 ˎ
3 ૊み込みシステムⅡおよび演習 3 ˎ
2 制޻ޚ学Ⅰ 2 ˎ
3 制޻ޚ学Ⅱ 2 ˎ
3 σδタル৴߸ॲ理Ⅰ 2 ˎ
3 σδタル৴߸ॲ理Ⅱ 2 ˎ
3 エωルΪー఻ૹ޻学 2 ˎ
3 学޻ثػؾి 2 ˎ
3 学޻ѹిߴ 2 ˎ
3 ి力ܥ౷޻学 2 ˎ
3 ύワーエϨクτロχクス 2 ˎ
3 ൒導体޻学Ⅰ 2 ˎ
3 ൒導体޻学Ⅱ 2 ˎ
3 ଌܭࢠి 2 ˎ
3 センα・センシング 2 ˎ
3 情報理論 2 ˎ
3 ి࣓೾޻学 2 ˎ
3 ωοτワーク 2 ˎ
3 σータϕース 2 ˎ
4 ੡ਤ・ܭ設ؾి 2 ˎ
4 法規・施設؅理ؾి 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ùý ùþ 5 ― ù5



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹԠ用Խ学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ 備ߟ
໔ڐ法施行規ଇに定める

科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
Ԡ
༻
Խ
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 物理学演習 1 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 ༗ػԽ学基礎 2 ˎ ˎ
1 ແػԽ学基礎 2 ˎ ˎ
1 ༗ػԽ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ༗ػԽ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 ແػԽ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ແػԽ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 物理Խ学基礎 2 ˎ ˎ
2 物理Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 物理Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 ༗ػԽ学演習 1 ˎ ˎ
2 ແػԽ学演習 1 ˎ ˎ
2 物理Խ学演習 1 ˎ ˎ
2 Խ学Ⅰࢠ分ߴ 2 ˎ ˎ
3 Խ学Ⅱࢠ分ߴ 2 ˎ ˎ
2 Խ学݁থ学 2 ˎ ˎ
2 体Խ学ࡨ 2 ˎ ˎ
3 ίロイドԽ学 2 ˎ ˎ
1 生物学 2 ˕ ˕
3 生Խ学 2 ˎ ˎ
2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕
2 生物学実験 1 ˕ ˓
2 ஍学実験Ⅰ 1 ˕

˓
2 ஍学実験Ⅱ 1 ˕
1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ
2 応用Խ学実験Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 応用Խ学実験Ⅱ 2 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú÷

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹࡐྉػೳ޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ࡐ
ྉ
ػ
ೳ
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 業力学޻ 2 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
1 ੡ਤ基礎 2 ˎ
2 ੡作・ܭճ࿏設ࢠి 2 ˎ
2 Ξφログిࢠճ࿏ 2 ˎ
2 మ߯材料 2 ˎ
2 科学技ज़リテラシー 2 ˎ
3 真ۭ޻学 2 ˎ
3 表໘޻学 2 ˎ
3 σδタルిࢠճ࿏ 2 ˎ
3 ൒導体σόイス 2 ˎ
3 ൒導体基礎論 2 ˎ
3 ൒導体޻学 2 ˎ
3 ݁থ材料 2 ˎ
3 ݁থ成௕ 2 ˎ
3 ࣓ੑ材料 2 ˎ
3 ޫ・༠ి޻学 2 ˎ
3 合ۚ材料 2 ˎ
3 ম݁材料 2 ˎ
3 材料ࢠ分ߴ 2 ˎ
3 複合材料 2 ˎ
3 材料ڧ度学 2 ˎ
3 ݁থ઼ੑ学 2 ˎ
3 ޻ց加ػ 2 ˎ
3 ༹༥加޻ 2 ˎ
3 ց要ૉػ 2 ˎ
3 ੡ਤ・ܭց設ػ 2 ˎ
3 エϨクτロχクス材料分ੳ・ධՁ法 2 ˎ
3 ց材料分ੳ・ධՁ法ػ 2 ˎ
4 先୺技ज़؅理 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ù8 ùĀ5 ― ùý



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹԠ用Խ学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ 備ߟ
໔ڐ法施行規ଇに定める

科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
Ԡ
༻
Խ
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 物理学演習 1 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 ༗ػԽ学基礎 2 ˎ ˎ
1 ແػԽ学基礎 2 ˎ ˎ
1 ༗ػԽ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ༗ػԽ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 ແػԽ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ແػԽ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 物理Խ学基礎 2 ˎ ˎ
2 物理Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 物理Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 ༗ػԽ学演習 1 ˎ ˎ
2 ແػԽ学演習 1 ˎ ˎ
2 物理Խ学演習 1 ˎ ˎ
2 Խ学Ⅰࢠ分ߴ 2 ˎ ˎ
3 Խ学Ⅱࢠ分ߴ 2 ˎ ˎ
2 Խ学݁থ学 2 ˎ ˎ
2 体Խ学ࡨ 2 ˎ ˎ
3 ίロイドԽ学 2 ˎ ˎ
1 生物学 2 ˕ ˕
3 生Խ学 2 ˎ ˎ
2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕
2 生物学実験 1 ˕ ˓
2 ஍学実験Ⅰ 1 ˕

˓
2 ஍学実験Ⅱ 1 ˕
1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ
2 応用Խ学実験Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 応用Խ学実験Ⅱ 2 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú÷

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹࡐྉػೳ޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ࡐ
ྉ
ػ
ೳ
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 業力学޻ 2 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
1 ੡ਤ基礎 2 ˎ
2 ੡作・ܭճ࿏設ࢠి 2 ˎ
2 Ξφログిࢠճ࿏ 2 ˎ
2 మ߯材料 2 ˎ
2 科学技ज़リテラシー 2 ˎ
3 真ۭ޻学 2 ˎ
3 表໘޻学 2 ˎ
3 σδタルిࢠճ࿏ 2 ˎ
3 ൒導体σόイス 2 ˎ
3 ൒導体基礎論 2 ˎ
3 ൒導体޻学 2 ˎ
3 ݁থ材料 2 ˎ
3 ݁থ成௕ 2 ˎ
3 ࣓ੑ材料 2 ˎ
3 ޫ・༠ి޻学 2 ˎ
3 合ۚ材料 2 ˎ
3 ম݁材料 2 ˎ
3 材料ࢠ分ߴ 2 ˎ
3 複合材料 2 ˎ
3 材料ڧ度学 2 ˎ
3 ݁থ઼ੑ学 2 ˎ
3 ޻ց加ػ 2 ˎ
3 ༹༥加޻ 2 ˎ
3 ց要ૉػ 2 ˎ
3 ੡ਤ・ܭց設ػ 2 ˎ
3 エϨクτロχクス材料分ੳ・ධՁ法 2 ˎ
3 ց材料分ੳ・ධՁ法ػ 2 ˎ
4 先୺技ज़؅理 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ù8 ùĀ 5 ― ùþ



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹػց޻学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ػ
ց
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 物理学演習 1 ˎ ˎ

2 熱ػ関޻学 2 ˎ ˎ

2 ྲྀ体力学Ⅰ 2 ˎ ˎ

2 ྲྀ体力学Ⅱ 2 ˎ ˎ

2 材料力学Ⅰ 2 ˎ ˎ

2 材料力学Ⅱ 2 ˎ ˎ

2 ց力学Ⅰػ 2 ˎ ˎ

2 ց力学Ⅱػ 2 ˎ ˎ

2 熱力学Ⅰ 2 ˎ ˎ

3 熱力学Ⅱ 2 ˎ ˎ

3 ఻熱޻学 2 ˎ ˎ

3 応用ྲྀ体力学 2 ˎ ˎ

3 材料ڧ度学Ⅰ 2 ˎ ˎ

3 材料ڧ度学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 生物学 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕

2 生物学実験 1 ˕ ˓

3 ஍学実験Ⅰ 1 ˕
˓

3 ஍学実験Ⅱ 1 ˕

1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ

3 学実験޻ցػ 2 ˎ ˎ

教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

úù

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹԠ用Խ学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
Ԡ
༻
Խ
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ

1 ҆全޻学 2 ˎ

2 実験基礎論 2 ˎ

2 技ज़者ྙ理 2 ˎ

2 物࣭ߏ଄学 2 ˎ

2 分ੳԽ学 2 ˎ

2 Խ学޻学 2 ˎ

3 分཭ਫ਼੡޻学 2 ˎ

3 ۚଐ材料 2 ˎ

3 材料ࢠి 2 ˎ

3 ྲྀ動ݱ৅学 2 ˎ

3 材料ڥ؀ 2 ˎ

3 表໘޻学 2 ˎ

2 Խ学ؾి 2 ˎ

2 ੡ਤ基礎 2 ˎ

3 真ۭ޻学 2 ˎ

3 科学表ݱ論 2 ˎ

3 先୺技ज़؅理 2 ˎ

3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú÷ úø5 ― ù8



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹػց޻学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ػ
ց
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 物理学演習 1 ˎ ˎ

2 熱ػ関޻学 2 ˎ ˎ

2 ྲྀ体力学Ⅰ 2 ˎ ˎ

2 ྲྀ体力学Ⅱ 2 ˎ ˎ

2 材料力学Ⅰ 2 ˎ ˎ

2 材料力学Ⅱ 2 ˎ ˎ

2 ց力学Ⅰػ 2 ˎ ˎ

2 ց力学Ⅱػ 2 ˎ ˎ

2 熱力学Ⅰ 2 ˎ ˎ

3 熱力学Ⅱ 2 ˎ ˎ

3 ఻熱޻学 2 ˎ ˎ

3 応用ྲྀ体力学 2 ˎ ˎ

3 材料ڧ度学Ⅰ 2 ˎ ˎ

3 材料ڧ度学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 生物学 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕

2 生物学実験 1 ˕ ˓

3 ஍学実験Ⅰ 1 ˕
˓

3 ஍学実験Ⅱ 1 ˕

1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ

3 学実験޻ցػ 2 ˎ ˎ

教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

úù

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹԠ用Խ学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
Ԡ
༻
Խ
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ

1 ҆全޻学 2 ˎ

2 実験基礎論 2 ˎ

2 技ज़者ྙ理 2 ˎ

2 物࣭ߏ଄学 2 ˎ

2 分ੳԽ学 2 ˎ

2 Խ学޻学 2 ˎ

3 分཭ਫ਼੡޻学 2 ˎ

3 ۚଐ材料 2 ˎ

3 材料ࢠి 2 ˎ

3 ྲྀ動ݱ৅学 2 ˎ

3 材料ڥ؀ 2 ˎ

3 表໘޻学 2 ˎ

2 Խ学ؾి 2 ˎ

2 ੡ਤ基礎 2 ˎ

3 真ۭ޻学 2 ˎ

3 科学表ݱ論 2 ˎ

3 先୺技ज़؅理 2 ˎ

3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú÷ úø 5 ― ùĀ



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹަ௨ػց޻学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ަ
௨
ػ
ց
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 物理学演習 1 ˎ ˎ
1 業力学Ⅰ޻ 2 ˎ ˎ
2 業力学Ⅱ޻ 2 ˎ ˎ
2 業力学演習޻ 1 ˎ ˎ
2 材料力学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 材料力学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 ྲྀ体力学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ྲྀ体力学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 熱力学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 熱力学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 材料力学演習 1 ˎ ˎ
3 ଄力学ߏ 2 ˎ ˎ
3 ྲྀ体力学演習 1 ˎ ˎ
3 ྲྀれ学 2 ˎ ˎ
3 ৼ動学 2 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 生物学 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕
2 生物学実験 1 ˕ ˓
2 ஍学実験Ⅰ 1 ˕

˓
2 ஍学実験Ⅱ 1 ˕
1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ
2 交通ػց޻学実習Ⅱ 1 ˎ ˎ
2 交通ػց޻学実習Ⅲ 1 ˎ ˎ
3 交通ػց޻学実験Ⅰ 1 ˎ ˎ
3 交通ػց޻学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú4

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹػց޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ػ
ց
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ

1 ց材料ػ 2 ˎ

1 ίンϐϡータープログラϛング 2 ˎ

2 学実習޻ցػ 2 ˎ

1 学֓論޻ցػ 2 ˎ

2 技ज़者ྙ理 2 ˎ

2 Ⅰܭց設ػ 2 ˎ

2 Ⅱܭց設ػ 2 ˎ

2 ց要ૉػ 2 ˎ

2 学޻ց加ػ 2 ˎ

2 ઼ੑ加޻学 2 ˎ

1 学ߏػ 2 ˎ

2 ίンϐϡータʵシϛϡϨーション 2 ˎ

2 基礎ి޻ؾ学 2 ˎ

2 基礎ి޻ࢠ学 2 ˎ

3 σータ解ੳ޻学 2 ˎ

3 ྲྀ体ػց 2 ˎ

3 生؅࢈理 2 ˎ

3 ցৼ動学ػ 2 ˎ

3 制޻ޚ学Ⅰ 2 ˎ

3 制޻ޚ学Ⅱ 2 ˎ

3 ց技ज़者ྙ理ػ 2 ˎ

3 ੡作・ܭց設ػ 4 ˎ

3 $"& 2 ˎ

3 学޻ଌܭ 2 ˎ

3 新技ज़֓論 2 ˎ

4 技ज़ӳޠ 2 ˎ

3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

úù úú5 ― ú÷



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹަ௨ػց޻学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ަ
௨
ػ
ց
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 物理学演習 1 ˎ ˎ
1 業力学Ⅰ޻ 2 ˎ ˎ
2 業力学Ⅱ޻ 2 ˎ ˎ
2 業力学演習޻ 1 ˎ ˎ
2 材料力学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 材料力学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 ྲྀ体力学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ྲྀ体力学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 熱力学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 熱力学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 材料力学演習 1 ˎ ˎ
3 ଄力学ߏ 2 ˎ ˎ
3 ྲྀ体力学演習 1 ˎ ˎ
3 ྲྀれ学 2 ˎ ˎ
3 ৼ動学 2 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 生物学 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕
2 生物学実験 1 ˕ ˓
2 ஍学実験Ⅰ 1 ˕

˓
2 ஍学実験Ⅱ 1 ˕
1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ
2 交通ػց޻学実習Ⅱ 1 ˎ ˎ
2 交通ػց޻学実習Ⅲ 1 ˎ ˎ
3 交通ػց޻学実験Ⅰ 1 ˎ ˎ
3 交通ػց޻学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú4

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹػց޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ػ
ց
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ

1 ց材料ػ 2 ˎ

1 ίンϐϡータープログラϛング 2 ˎ

2 学実習޻ցػ 2 ˎ

1 学֓論޻ցػ 2 ˎ

2 技ज़者ྙ理 2 ˎ

2 Ⅰܭց設ػ 2 ˎ

2 Ⅱܭց設ػ 2 ˎ

2 ց要ૉػ 2 ˎ

2 学޻ց加ػ 2 ˎ

2 ઼ੑ加޻学 2 ˎ

1 学ߏػ 2 ˎ

2 ίンϐϡータʵシϛϡϨーション 2 ˎ

2 基礎ి޻ؾ学 2 ˎ

2 基礎ి޻ࢠ学 2 ˎ

3 σータ解ੳ޻学 2 ˎ

3 ྲྀ体ػց 2 ˎ

3 生؅࢈理 2 ˎ

3 ցৼ動学ػ 2 ˎ

3 制޻ޚ学Ⅰ 2 ˎ

3 制޻ޚ学Ⅱ 2 ˎ

3 ց技ज़者ྙ理ػ 2 ˎ

3 ੡作・ܭց設ػ 4 ˎ

3 $"& 2 ˎ

3 学޻ଌܭ 2 ˎ

3 新技ज़֓論 2 ˎ

4 技ज़ӳޠ 2 ˎ

3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

úù úú 5 ― úø



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹϝΧτϩχΫス޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ϝ
Χ
τ
ϩ
χ
Ϋ
ε
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 基礎Ⅰܭց設ػ 2 ˎ
1 基礎Ⅱܭց設ػ 2 ˎ
1 ճ࿏基礎ؾి 2 ˎ
1 ίンϐϡータープログラϛングⅠ 2 ˎ
1 ίンϐϡータープログラϛングⅡ 2 ˎ
2 ίンϐϡータープログラϛングⅢ 2 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
2 ੡ਤ・ܭց設ػ 2 ˎ
2 ੡ਤ・ܭ設ؾి 2 ˎ
1 学ߏػ 2 ˎ
2 Ξφログిࢠճ࿏ 2 ˎ
1 ճ࿏と部඼ࢠి 2 ˎ
3 σδタルిࢠճ࿏ 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス要ૉ設ܭ 2 ˎ
2 制޻ޚ学Ⅰ 2 ˎ
3 制޻ޚ学Ⅱ 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス実験Ⅰ 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス実験Ⅱ 2 ˎ
3 ৴߸ॲ理޻学 2 ˎ
3 技ज़ӳޠ 2 ˎ
3 制޻ޚ学Ⅲ 2 ˎ
3 ωοτワーク 2 ˎ
3 学޻ثػؾి 2 ˎ
4 ৼ動学 2 ˎ
3 学޻ց加ػ 2 ˎ
3 自動ं޻学 2 ˎ
3 ఻熱޻学 2 ˎ
3 ը૾ॲ理޻学 2 ˎ
3 ҩྍػց޻学 2 ˎ
3 ύワーエϨクτロχクス 2 ˎ
3 センα・センシング 2 ˎ
3 生؅࢈理 2 ˎ
4 $"& 2 ˎ
4 学޻ଌܭ 2 ˎ
4 法規ؾి ･施設؅理 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス数学演習 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス基礎演習 2 ˎ
2 ίンϐϡータープログラϛングᶚ 2 ˎ
3 ロϘοτ޻学 2 ˎ
4 ց学習ػ 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

úý

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹަ௨ػց޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ަ
௨
ػ
ց
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 数஋ࢉܭ法Ⅰ 2 ˎ
2 数஋ࢉܭ法Ⅱ 2 ˎ
1 ੡ਤⅠ 2 ˎ
2 ੡ਤⅡ 2 ˎ
1 交通ػց޻学実習Ⅰ 1 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
2 材料科学Ⅰ 2 ˎ
2 材料科学Ⅱ 2 ˎ
2 学ߏػ 2 ˎ
2 ց要ૉⅠػ 2 ˎ
3 ց要ૉⅡػ 2 ˎ
2 制޻ޚ学Ⅰ 2 ˎ
3 制޻ޚ学Ⅱ 2 ˎ
3 作法޻ցػ 2 ˎ
3 設ܭ・$"% 1 ˎ
3 交通ػ設ܭ 1 ˎ
3 エンδンⅠ 2 ˎ
3 エンδンⅡ 2 ˎ
3 自動ं޻学Ⅰ 2 ˎ
3 自動ं޻学Ⅱ 2 ˎ
4 自動ं޻学Ⅲ 2 ˎ
3 学Ⅰ޻Ӊ஦ۭߤ 2 ˎ
3 学Ⅱ޻Ӊ஦ۭߤ 2 ˎ
4 学Ⅲ޻Ӊ஦ۭߤ 2 ˎ
3 మಓं྆޻学Ⅰ 2 ˎ
3 మಓं྆޻学Ⅱ 2 ˎ
3 ஌的制ޚシステム 2 ˎ
3 ؅理科学 2 ˎ
3 エϨクτロχクスⅠ 2 ˎ
3 エϨクτロχクスⅡ 2 ˎ
3 $"& 1 ˎ
3 学޻ଌܭ 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú4 ú55 ― úù



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹϝΧτϩχΫス޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ϝ
Χ
τ
ϩ
χ
Ϋ
ε
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 基礎Ⅰܭց設ػ 2 ˎ
1 基礎Ⅱܭց設ػ 2 ˎ
1 ճ࿏基礎ؾి 2 ˎ
1 ίンϐϡータープログラϛングⅠ 2 ˎ
1 ίンϐϡータープログラϛングⅡ 2 ˎ
2 ίンϐϡータープログラϛングⅢ 2 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
2 ੡ਤ・ܭց設ػ 2 ˎ
2 ੡ਤ・ܭ設ؾి 2 ˎ
1 学ߏػ 2 ˎ
2 Ξφログిࢠճ࿏ 2 ˎ
1 ճ࿏と部඼ࢠి 2 ˎ
3 σδタルిࢠճ࿏ 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス要ૉ設ܭ 2 ˎ
2 制޻ޚ学Ⅰ 2 ˎ
3 制޻ޚ学Ⅱ 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス実験Ⅰ 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス実験Ⅱ 2 ˎ
3 ৴߸ॲ理޻学 2 ˎ
3 技ज़ӳޠ 2 ˎ
3 制޻ޚ学Ⅲ 2 ˎ
3 ωοτワーク 2 ˎ
3 学޻ثػؾి 2 ˎ
4 ৼ動学 2 ˎ
3 学޻ց加ػ 2 ˎ
3 自動ं޻学 2 ˎ
3 ఻熱޻学 2 ˎ
3 ը૾ॲ理޻学 2 ˎ
3 ҩྍػց޻学 2 ˎ
3 ύワーエϨクτロχクス 2 ˎ
3 センα・センシング 2 ˎ
3 生؅࢈理 2 ˎ
4 $"& 2 ˎ
4 学޻ଌܭ 2 ˎ
4 法規ؾి ･施設؅理 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス数学演習 2 ˎ
2 ϝΧτロχクス基礎演習 2 ˎ
2 ίンϐϡータープログラϛングᶚ 2 ˎ
3 ロϘοτ޻学 2 ˎ
4 ց学習ػ 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

úý

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹަ௨ػց޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ަ
௨
ػ
ց
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 数஋ࢉܭ法Ⅰ 2 ˎ
2 数஋ࢉܭ法Ⅱ 2 ˎ
1 ੡ਤⅠ 2 ˎ
2 ੡ਤⅡ 2 ˎ
1 交通ػց޻学実習Ⅰ 1 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
2 材料科学Ⅰ 2 ˎ
2 材料科学Ⅱ 2 ˎ
2 学ߏػ 2 ˎ
2 ց要ૉⅠػ 2 ˎ
3 ց要ૉⅡػ 2 ˎ
2 制޻ޚ学Ⅰ 2 ˎ
3 制޻ޚ学Ⅱ 2 ˎ
3 作法޻ցػ 2 ˎ
3 設ܭ・$"% 1 ˎ
3 交通ػ設ܭ 1 ˎ
3 エンδンⅠ 2 ˎ
3 エンδンⅡ 2 ˎ
3 自動ं޻学Ⅰ 2 ˎ
3 自動ं޻学Ⅱ 2 ˎ
4 自動ं޻学Ⅲ 2 ˎ
3 学Ⅰ޻Ӊ஦ۭߤ 2 ˎ
3 学Ⅱ޻Ӊ஦ۭߤ 2 ˎ
4 学Ⅲ޻Ӊ஦ۭߤ 2 ˎ
3 మಓं྆޻学Ⅰ 2 ˎ
3 మಓं྆޻学Ⅱ 2 ˎ
3 ஌的制ޚシステム 2 ˎ
3 ؅理科学 2 ˎ
3 エϨクτロχクスⅠ 2 ˎ
3 エϨクτロχクスⅡ 2 ˎ
3 $"& 1 ˎ
3 学޻ଌܭ 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú4 ú5 5 ― úú



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹࣾձج൫σβΠϯ޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ࣾ
ձ
ج
൫
σ
β
Π
ϯ
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ

1 ଌྔ学 2 ˎ

1 σβイン技法 2 ˎ

2 技ज़者ྙ理 2 ˎ

1 プログラϛング基礎演習 1 ˎ

2 ਤ学・$"%演習 1 ˎ

2 ଌྔ学実習Ⅰ 1 ˎ

2 ଌྔ学実習Ⅱ 1 ˎ

2 ౎҆ࢢ全学 2 ˎ

2 ࣾ会基൫ܭը学Ⅰ 2 ˎ

3 ࣾ会基൫ܭը学Ⅱ 2 ˎ

2 ౎ࢢσβイン学 2 ˎ

2 ౎ࠃ・ࢢ౔制度論 2 ˎ

3 ίンクリーτߏ଄学 2 ˎ

3 法޻設施ݐ 2 ˎ

3 Տ઒޻学 2 ˎ

3 ւҬ޻学 2 ˎ

3 ஍൫๷޻ࡂ学 2 ˎ

4 (*4・$*.実習 2 ˎ

3 交通σβイン学 2 ˎ

4 プロδΣクτϚωδϝンτ 2 ˎ

4 施設ҡ持؅理論 2 ˎ

3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú8

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹࣾձج൫σβΠϯ޻学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ࣾ
ձ
ج
൫
σ
β
Π
ϯ
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 物理学演習 1 ˎ ˎ
1 材料力学 2 ˎ ˎ
1 力学基礎 2 ˎ ˎ
2 設材料学ݐ 2 ˎ ˎ
2 ଄力学Ⅰߏ 2 ˎ ˎ
2 ଄力学Ⅱߏ 2 ˎ ˎ
3 ଄力学Ⅲߏ 2 ˎ ˎ
2 ਫ理学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ਫ理学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 ਫ理学Ⅲ 2 ˎ ˎ
2 ౔࣭力学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ౔࣭力学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 ౔࣭力学Ⅲ 2 ˎ ˎ
3 ଄学ߏ߯ 2 ˎ ˎ
4 耐਒޻学 2 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 生物学 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 ਫҬ޻ڥ؀学 2 ˎ ˎ
3 ஍޻ڥ؀ݍ学 2 ˎ ˎ
1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕
2 生物学実験 1 ˕ ˓
3 ஍学実験Ⅰ 1 ˕

˓
3 ஍学実験Ⅱ 1 ˕
1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ
3 ౔࣭・材料ࢼ験法 2 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

úý úþ5 ― ú4



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹࣾձج൫σβΠϯ޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ࣾ
ձ
ج
൫
σ
β
Π
ϯ
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ

1 ଌྔ学 2 ˎ

1 σβイン技法 2 ˎ

2 技ज़者ྙ理 2 ˎ

1 プログラϛング基礎演習 1 ˎ

2 ਤ学・$"%演習 1 ˎ

2 ଌྔ学実習Ⅰ 1 ˎ

2 ଌྔ学実習Ⅱ 1 ˎ

2 ౎҆ࢢ全学 2 ˎ

2 ࣾ会基൫ܭը学Ⅰ 2 ˎ

3 ࣾ会基൫ܭը学Ⅱ 2 ˎ

2 ౎ࢢσβイン学 2 ˎ

2 ౎ࠃ・ࢢ౔制度論 2 ˎ

3 ίンクリーτߏ଄学 2 ˎ

3 法޻設施ݐ 2 ˎ

3 Տ઒޻学 2 ˎ

3 ւҬ޻学 2 ˎ

3 ஍൫๷޻ࡂ学 2 ˎ

4 (*4・$*.実習 2 ˎ

3 交通σβイン学 2 ˎ

4 プロδΣクτϚωδϝンτ 2 ˎ

4 施設ҡ持؅理論 2 ˎ

3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú8

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹࣾձج൫σβΠϯ޻学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
ࣾ
ձ
ج
൫
σ
β
Π
ϯ
工
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 物理学演習 1 ˎ ˎ
1 材料力学 2 ˎ ˎ
1 力学基礎 2 ˎ ˎ
2 設材料学ݐ 2 ˎ ˎ
2 ଄力学Ⅰߏ 2 ˎ ˎ
2 ଄力学Ⅱߏ 2 ˎ ˎ
3 ଄力学Ⅲߏ 2 ˎ ˎ
2 ਫ理学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ਫ理学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 ਫ理学Ⅲ 2 ˎ ˎ
2 ౔࣭力学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ౔࣭力学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 ౔࣭力学Ⅲ 2 ˎ ˎ
3 ଄学ߏ߯ 2 ˎ ˎ
4 耐਒޻学 2 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 生物学 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕
2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 ਫҬ޻ڥ؀学 2 ˎ ˎ
3 ஍޻ڥ؀ݍ学 2 ˎ ˎ
1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕
2 生物学実験 1 ˕ ˓
3 ஍学実験Ⅰ 1 ˕

˓
3 ஍学実験Ⅱ 1 ˕
1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ
3 ౔࣭・材料ࢼ験法 2 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

úý úþ 5 ― ú5



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹݐங学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
建
築
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 物理学演習 1 ˎ ˎ

1 ଄֓論ߏஙݐ 2 ˎ ˎ

1 ங材料֓論ݐ 2 ˎ ˎ

1 ଄力学֓論ߏ 2 ˎ ˎ

1 ଄力学Ⅰߏ 2 ˎ ˎ

2 ଄力学Ⅱߏ 2 ˎ ˎ

2 ଄力学Ⅲߏ 2 ˎ ˎ

2 物理ڥங؀ݐ 2 ˎ ˎ

2 ங材料ݐ 2 ˎ ˎ

2 ଄Ⅰߏங各छݐ 2 ˎ ˎ

2 ଄Ⅱߏங各छݐ 2 ˎ ˎ

3 耐਒޻学 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 生物学 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕

2 生物学実験 1 ˕ ˓

3 ஍学実験Ⅰ 1 ˕
˓

3 ஍学実験Ⅱ 1 ˕

1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ

3 ங材料実験ݐ 2 ˎ ˎ

3 ଄実験ߏஙݐ 2 ˎ ˎ

3 実験ڥங؀ݐ 2 ˎ ˎ

教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

4÷

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹڥ؀૑଄޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
؀
ڥ
૑
଄
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕

2 技ज़者ྙ理 2 ˎ

2 ଌ学Ⅰܭڥ؀ 2 ˎ

3 Ξセスϝンτڥ؀ 2 ˎ

2 学演習Ⅰ޻૑଄ڥ؀ 2 ˎ

2 学演習Ⅱ޻૑଄ڥ؀ 2 ˎ

3 設法規ݐ 2 ˎ

3 リϞーτセンシングڥ؀ 2 ˎ

2 システムⅡڥ؀ 2 ˎ

2 材料リαイクル 2 ˎ

3 学޻設施ݐ 2 ˎ

2 熱Խ学・ޫエωルΪー޻学 2 ˎ

2 学޻生態ڥ؀ 2 ˎ

2 生物Խ学޻学 2 ˎ

2 エωルΪー؅理޻学 2 ˎ

3 分཭プロセス޻学 2 ˎ

3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24単位

˕は必修科目、˓はબ୒必修、ˎはબ୒科目を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú8 úĀ5 ― úý



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹݐங学科ɹର৅
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ౳学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

෺
理
学
࣮
ݧ
ɾ

෺

理

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
理
学
࣮
ݧ
ỏ

配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
建
築
学
科
開
講
科
目

1 物理学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 物理学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 物理学演習 1 ˎ ˎ

1 ଄֓論ߏஙݐ 2 ˎ ˎ

1 ங材料֓論ݐ 2 ˎ ˎ

1 ଄力学֓論ߏ 2 ˎ ˎ

1 ଄力学Ⅰߏ 2 ˎ ˎ

2 ଄力学Ⅱߏ 2 ˎ ˎ

2 ଄力学Ⅲߏ 2 ˎ ˎ

2 物理ڥங؀ݐ 2 ˎ ˎ

2 ங材料ݐ 2 ˎ ˎ

2 ଄Ⅰߏங各छݐ 2 ˎ ˎ

2 ଄Ⅱߏங各छݐ 2 ˎ ˎ

3 耐਒޻学 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 生物学 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅰ 2 ˕ ˕

2 ஍学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 物理学実験Ⅰ 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修

1 Խ学実験Ⅰ 1 ˕
˓

1 Խ学実験Ⅱ 1 ˕

2 生物学実験 1 ˕ ˓

3 ஍学実験Ⅰ 1 ˕
˓

3 ஍学実験Ⅱ 1 ˕

1 物理学実験Ⅱ 1 ˎ ˎ

3 ங材料実験ݐ 2 ˎ ˎ

3 ଄実験ߏஙݐ 2 ˎ ˎ

3 実験ڥங؀ݐ 2 ˎ ˎ

教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

4÷

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹڥ؀૑଄޻学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
؀
ڥ
૑
଄
工
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕

2 技ज़者ྙ理 2 ˎ

2 ଌ学Ⅰܭڥ؀ 2 ˎ

3 Ξセスϝンτڥ؀ 2 ˎ

2 学演習Ⅰ޻૑଄ڥ؀ 2 ˎ

2 学演習Ⅱ޻૑଄ڥ؀ 2 ˎ

3 設法規ݐ 2 ˎ

3 リϞーτセンシングڥ؀ 2 ˎ

2 システムⅡڥ؀ 2 ˎ

2 材料リαイクル 2 ˎ

3 学޻設施ݐ 2 ˎ

2 熱Խ学・ޫエωルΪー޻学 2 ˎ

2 学޻生態ڥ؀ 2 ˎ

2 生物Խ学޻学 2 ˎ

2 エωルΪー؅理޻学 2 ˎ

3 分཭プロセス޻学 2 ˎ

3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24単位

˕は必修科目、˓はબ୒必修、ˎはબ୒科目を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

ú8 úĀ 5 ― úþ



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ཧ޻学෦ɹݐங学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
建
築
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 論࢙֓ஙݐ 2 ˎ
1 ը֓論ܭஙݐ 2 ˎ
1 論֓ڥங؀ݐ 2 ˎ
1 σβイン基礎Ⅰ 2 ˎ
1 σβイン基礎Ⅱ 2 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
2 ੢༸ݐங࢙ 2 ˎ
2 ங応用数学ݐ 2 ˎ
2 学޻ڥங؀ݐ 2 ˎ
2 ங設備֓論ݐ 2 ˎ
2 $"%σβイン 2 ˎ
2 基本ۭ間σβインⅠ 2 ˎ
2 基本ۭ間σβインⅡ 2 ˎ
2 論֓࢈ங生ݐ 2 ˎ
2 ౎ܭࢢը 2 ˎ
2 ըⅠܭஙݐ 2 ˎ
2 ըⅡܭஙݐ 2 ˎ
3 ըⅢܭஙݐ 2 ˎ
3 ըܭڥங؀ݐ 2 ˎ
2 日本ݐங࢙ 2 ˎ
4 ΞδΞݐங࢙ 2 ˎ
3 インテリΞσβイン 2 ˎ
3 ଄σβインⅠߏஙݐ 2 ˎ
3 ଄σβインⅡߏஙݐ 2 ˎ
3 学Ⅰ޻ங設備ݐ 2 ˎ
3 学Ⅱ޻ங設備ݐ 2 ˎ
3 ըܭڥ؀ॅ 2 ˎ
4 ౎ࢢ๷ࡂ 2 ˎ
3 Ⅰ࢈ங生ݐ 2 ˎ
3 Ⅱ࢈ங生ݐ 2 ˎ
3 ங法規行੓ݐ 2 ˎ
3 ஙσβインⅠݐ 2 ˎ
3 ஙσβインⅡݐ 2 ˎ
3 ۙ代ݐங࢙ 2 ˎ
4 ܭ଄設ߏஙݐ 2 ˎ
4 ౎ڥ؀ࢢσβイン 2 ˎ
4 ஍Ҭܭը 2 ˎ
4 ஙҡ持保全ݐ 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

4÷ 4ø

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ଇୈنߦࢪ๏ڐҭ৬員໔ڭ（4 66 ৚の 6に定ΊΔ科目
　教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66 ৚の 6において、「日本ݑࠃ法」、「体育」、「外ޠࠃίϛϡχέーション」及び「数理、σータ
活用及び人޻஌ೳに関する科目ຢは情報ثػのૢ作」について各 2単位以上修得することが定められています。
　下記の表により所ଐ学部の該当する授業科目を必ず修得してください。
ʮ೔ຊݑࠃ๏ʯʮମҭʯʮ֎ޠࠃίϛュχケーγϣϯʯٴびʮ਺ཧɺσーλ׆用ٴびਓ޻஌ೳ
にؔ͢Δ科目ຢ͸৘ใثػのૢ࡞ʯにରԠ͢Δ授業科目について

学
部 学科

໔ڐ法施行規ଇに
定める科目及び単位数

記に対応するࠨ
開設授業科目

科目 必要
単位数

配当
年次 授業科目 単位数

必修 w
બ୒
必修

法
学
部
法学科

日本ݑࠃ法 2 1 法Ⅰݑ 4 ˕

体育 2
1 生֔体育 2 ˓
2 健康スϙーπと実ફ 2 ˓
2 生֔スϙーπと実ફ 2 ˓

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳ会࿩Ⅰ 1 ˕
1 ӳ会࿩Ⅱ 1 ˕

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 情報リテラシーⅠ 2 ˓
2 情報リテラシーⅡ 2 ˓

経
営
学
部

経営学科

際経営ࠃ
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2
1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠ（ίϛϡχέーション）Ⅰ 1 ˕
1 ӳޠ（ίϛϡχέーション）Ⅱ 1 ˕

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 情報ॲ理実習 1 ˕
1 プログラϛング実習 1 ˕

経
済
学
部

経ࡁ学科

業ࣾ会࢈
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2
1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠⅢ（ίϛϡχέーション） 1 ˕
1 ӳޠᶚ（ίϛϡχέーション） 1 ˕

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 情報活用リテラシー 2 ˓
2 情報ॲ理入門 2 ˓

理
工
学
部

全学科

日本ݑࠃ法 2 3 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2

1 体育科学Ⅰ 1 ˓
1 体育科学Ⅱ 1 ˓
2 体育科学Ⅲ 1 ˓
2 体育科学ᶚ 1 ˓

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ 1 ˓
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ 1 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ 1 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ 1 ˓

下記学科以外

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˕

数学科
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
2 科学Ⅰػࢉܭ 4 ˓
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˓

ࢠిؾి
学科޻

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˓

学޻ցػ
科

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
1 ίンϐϡータープログラϛング 2 ˓
2 ίンϐϡーターシϛϡϨーション 2 ˓

˕は必修、˓はબ୒必修を表す。

学
部 学科

໔ڐ法施行規ଇに
定める科目及び単位数

記に対応するࠨ
開設授業科目

科目 必要
単位数

配当
年次 授業科目 単位数

必修 w
બ୒
必修

農
学
部

生物資ݯ
学科

応用生物
Խ学科

生物ڥ؀
科学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 ※

1 健康 wスϙーπ科学Ⅰ 1 ˓
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˓
2 健康 w スϙーπ科学Ⅲ 1 ˓
2 健康 w スϙーπ科学ᶚ 2 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2 2 ӳ会࿩Ⅲ 1 ˕

2 ӳ会࿩ᶚ 1 ˕
数理、σータ
活用及び人
஌ೳに関޻
する科目ຢ
は情報ثػ
のૢ作

2
1 情報ثػのૢ作Ⅰ 1 ˓
1 情報ثػのૢ作Ⅱ 1 ˓
2 情報ثػのૢ作Ⅲ 1 ˓

都
市
情
報
学
部

౎ࢢ情報
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠ基礎Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠ基礎Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅠ �Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅠ �Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅡ �Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅡ�Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2

1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 プログラϛング入門 2 ˓
2 情報ॲ理の基礎 2 ˓
2 情報ॲ理の応用 2 ˓

人
間
学
部
人間学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 イングリοシϡ wίϛϡχέーション 2 ˓
2 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅠ 1 ˓
3 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅡ 1 ˓
4 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅢ 1 ˓

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 情報活用リテラシー 2 ˓
2 情報ॲ理入門 2 ˓

外
国
語
学
部

ޠ際ӳࠃ
学科

日本ݑࠃ法 2 1～ 4 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ（基礎 1） 2 ˓
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ（基礎 2） 2 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ（応用 1） 2 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ（応用 2） 2 ˓

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2 1～ 4 ίンϐϡータリテラシー 2 ˕

情
報
工
学
部

情報޻学
科

日本ݑࠃ法 2 3 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2

1 体育科学Ⅰ 1 ʓ
1 体育科学Ⅱ 1 ʓ
2 体育科学Ⅲ 1 ʓ
2 体育科学ᶚ 1 ʓ

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ 1 ʓ
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ 1 ʓ
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ 1 ʓ
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ 1 ʓ

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2 1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˕

※…೶学部の学生は、大学での教員໔ڐঢ়一ׅ申੥は、「体育」の履修৚݅をຬたして 3単位以上修得する必要があります。修
得単位数が 2単位の場合、教員໔ڐঢ়ݸ人申੥について、各自、౎ಓ෎ݝ教育ҕ員会にご相談ください。

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修
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ཧ޻学෦ɹݐங学科ɹର৅
（業޻）Ұछߍ౳学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（޻業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

工
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

理
工
学
部
建
築
学
科
開
講
科
目

1 理޻学֓論 2 ˕
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˎ
1 論࢙֓ஙݐ 2 ˎ
1 ը֓論ܭஙݐ 2 ˎ
1 論֓ڥங؀ݐ 2 ˎ
1 σβイン基礎Ⅰ 2 ˎ
1 σβイン基礎Ⅱ 2 ˎ
2 技ज़者ྙ理 2 ˎ
2 ੢༸ݐங࢙ 2 ˎ
2 ங応用数学ݐ 2 ˎ
2 学޻ڥங؀ݐ 2 ˎ
2 ங設備֓論ݐ 2 ˎ
2 $"%σβイン 2 ˎ
2 基本ۭ間σβインⅠ 2 ˎ
2 基本ۭ間σβインⅡ 2 ˎ
2 論֓࢈ங生ݐ 2 ˎ
2 ౎ܭࢢը 2 ˎ
2 ըⅠܭஙݐ 2 ˎ
2 ըⅡܭஙݐ 2 ˎ
3 ըⅢܭஙݐ 2 ˎ
3 ըܭڥங؀ݐ 2 ˎ
2 日本ݐங࢙ 2 ˎ
4 ΞδΞݐங࢙ 2 ˎ
3 インテリΞσβイン 2 ˎ
3 ଄σβインⅠߏஙݐ 2 ˎ
3 ଄σβインⅡߏஙݐ 2 ˎ
3 学Ⅰ޻ங設備ݐ 2 ˎ
3 学Ⅱ޻ங設備ݐ 2 ˎ
3 ըܭڥ؀ॅ 2 ˎ
4 ౎ࢢ๷ࡂ 2 ˎ
3 Ⅰ࢈ங生ݐ 2 ˎ
3 Ⅱ࢈ங生ݐ 2 ˎ
3 ங法規行੓ݐ 2 ˎ
3 ஙσβインⅠݐ 2 ˎ
3 ஙσβインⅡݐ 2 ˎ
3 ۙ代ݐங࢙ 2 ˎ
4 ܭ଄設ߏஙݐ 2 ˎ
4 ౎ڥ؀ࢢσβイン 2 ˎ
4 ஍Ҭܭը 2 ˎ
4 ஙҡ持保全ݐ 2 ˎ
3 職業指導論 2 ˕

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ୒必修、ˎはબ୒を表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐ໳తڭ（

4÷ 4ø

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ଇୈنߦࢪ๏ڐҭ৬員໔ڭ（4 66 ৚の 6に定ΊΔ科目
　教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66 ৚の 6において、「日本ݑࠃ法」、「体育」、「外ޠࠃίϛϡχέーション」及び「数理、σータ
活用及び人޻஌ೳに関する科目ຢは情報ثػのૢ作」について各 2単位以上修得することが定められています。
　下記の表により所ଐ学部の該当する授業科目を必ず修得してください。
ʮ೔ຊݑࠃ๏ʯʮମҭʯʮ֎ޠࠃίϛュχケーγϣϯʯٴびʮ਺ཧɺσーλ׆用ٴびਓ޻஌ೳ
にؔ͢Δ科目ຢ͸৘ใثػのૢ࡞ʯにରԠ͢Δ授業科目について

学
部 学科

໔ڐ法施行規ଇに
定める科目及び単位数

記に対応するࠨ
開設授業科目

科目 必要
単位数

配当
年次 授業科目 単位数

必修 w
બ୒
必修

法
学
部
法学科

日本ݑࠃ法 2 1 法Ⅰݑ 4 ˕

体育 2
1 生֔体育 2 ˓
2 健康スϙーπと実ફ 2 ˓
2 生֔スϙーπと実ફ 2 ˓

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳ会࿩Ⅰ 1 ˕
1 ӳ会࿩Ⅱ 1 ˕

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 情報リテラシーⅠ 2 ˓
2 情報リテラシーⅡ 2 ˓

経
営
学
部

経営学科

際経営ࠃ
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2
1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠ（ίϛϡχέーション）Ⅰ 1 ˕
1 ӳޠ（ίϛϡχέーション）Ⅱ 1 ˕

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 情報ॲ理実習 1 ˕
1 プログラϛング実習 1 ˕

経
済
学
部

経ࡁ学科

業ࣾ会࢈
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2
1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠⅢ（ίϛϡχέーション） 1 ˕
1 ӳޠᶚ（ίϛϡχέーション） 1 ˕

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 情報活用リテラシー 2 ˓
2 情報ॲ理入門 2 ˓

理
工
学
部

全学科

日本ݑࠃ法 2 3 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2

1 体育科学Ⅰ 1 ˓
1 体育科学Ⅱ 1 ˓
2 体育科学Ⅲ 1 ˓
2 体育科学ᶚ 1 ˓

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ 1 ˓
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ 1 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ 1 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ 1 ˓

下記学科以外

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˕

数学科
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
2 科学Ⅰػࢉܭ 4 ˓
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˓

ࢠిؾి
学科޻

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˓

学޻ցػ
科

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
1 ίンϐϡータープログラϛング 2 ˓
2 ίンϐϡーターシϛϡϨーション 2 ˓

˕は必修、˓はબ୒必修を表す。

学
部 学科

໔ڐ法施行規ଇに
定める科目及び単位数

記に対応するࠨ
開設授業科目

科目 必要
単位数

配当
年次 授業科目 単位数

必修 w
બ୒
必修

農
学
部

生物資ݯ
学科

応用生物
Խ学科

生物ڥ؀
科学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 ※

1 健康 wスϙーπ科学Ⅰ 1 ˓
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˓
2 健康 w スϙーπ科学Ⅲ 1 ˓
2 健康 w スϙーπ科学ᶚ 2 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2 2 ӳ会࿩Ⅲ 1 ˕

2 ӳ会࿩ᶚ 1 ˕
数理、σータ
活用及び人
஌ೳに関޻
する科目ຢ
は情報ثػ
のૢ作

2
1 情報ثػのૢ作Ⅰ 1 ˓
1 情報ثػのૢ作Ⅱ 1 ˓
2 情報ثػのૢ作Ⅲ 1 ˓

都
市
情
報
学
部

౎ࢢ情報
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠ基礎Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠ基礎Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅠ �Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅠ �Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅡ �Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅡ�Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2

1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 プログラϛング入門 2 ˓
2 情報ॲ理の基礎 2 ˓
2 情報ॲ理の応用 2 ˓

人
間
学
部
人間学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 イングリοシϡ wίϛϡχέーション 2 ˓
2 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅠ 1 ˓
3 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅡ 1 ˓
4 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅢ 1 ˓

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 情報活用リテラシー 2 ˓
2 情報ॲ理入門 2 ˓

外
国
語
学
部

ޠ際ӳࠃ
学科

日本ݑࠃ法 2 1～ 4 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ（基礎 1） 2 ˓
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ（基礎 2） 2 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ（応用 1） 2 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ（応用 2） 2 ˓

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2 1～ 4 ίンϐϡータリテラシー 2 ˕

情
報
工
学
部

情報޻学
科

日本ݑࠃ法 2 3 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2

1 体育科学Ⅰ 1 ʓ
1 体育科学Ⅱ 1 ʓ
2 体育科学Ⅲ 1 ʓ
2 体育科学ᶚ 1 ʓ

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ 1 ʓ
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ 1 ʓ
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ 1 ʓ
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ 1 ʓ

数理、σータ
活用及び人޻
஌ೳに関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2 1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˕

※…೶学部の学生は、大学での教員໔ڐঢ়一ׅ申੥は、「体育」の履修৚݅をຬたして 3単位以上修得する必要があります。修
得単位数が 2単位の場合、教員໔ڐঢ়ݸ人申੥について、各自、౎ಓ෎ݝ教育ҕ員会にご相談ください。

˓
いずれか
ͻとつを
બ୒必修
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

①…　స学部生・స学科生で、教職課程を履修している者は、教職センター【教職・学芸員】で
履修指導を受けてください。

②…　ฤ入学生が教職課程を履修する場合、前在籍大学のʰ成੷証明書ʱ及びʰ学力に関する証
明書 （ɦ教員໔ڐঢ়申੥用）を取りدせ、教職センター【教職・学芸員】で履修指導を受け
てください。
（1）前在籍大学が課程認定を༗する大学の場合
　前在籍大学発行のʰ学力に関する証明書ʱに基づき、取得を希望する໔ڐ教科に必要な
授業科目を履修してください。

（2）前在籍大学が課程認定を༗しない大学の場合
　前在籍大学において修得した単位のうち、本学において認定された単位をؚめて、取得
を希望する໔ڐ教科に必要な授業科目を履修してください。
教職に関する科目については、全て、本学において履修してください。

専・୹大等からのฤ入学で教職課程の履修を希望される場合は、認定単位等の確認のたߴ　…③
め、必ず事前に教職センターに相談してください（認定単位の࢖用に制限がある場合があり
ます）。

　大学院進学後に一छ໔ڐঢ়を取得する場合
　本学学部において一छ໔ڐঢ়取得に必要な単位を修得できずに卒業し、継続して本学大学院
へ進学した場合、大学院在学中に一छ໔ڐঢ়を取得するために必要な授業科目の履修が認めら
れます。
　この場合は、教職履修費 (26,400 円) 納入および科目等履修生としての登録手続きが必要とな
ります。
　また、指導教員の承諾書等が必要です。詳細は大学院ศཡで確認するか、教職センター【教
職・学芸員】で説明を受けてください。
　大学院生で一छ໔ڐঢ়取得のための新規登録は認められません。

ÿ のਃ੥（ঢ়ڐ員໔ڭ）ঢ়ڐҭ৬員໔ڭ．
　教員໔ڐঢ়は、大学において必要単位を修得したうえで、教育ҕ員会に申੥することにより、
交付を受けることができます。
　ただし、卒業・修了年次生（ 3月に限ります。）に限り、大学からѪ஌ݝ教育ҕ員会に一ׅ
で申੥手続きを行うことで、卒業式当日（ 3月に限ります。）に教員໔ڐঢ়の受取りがՄೳと
なります。対৅者は、༧め教員໔ڐঢ়一ׅ申੥ガイダンスに出席したうえで、必要な手続きを
行います。
　ガイダンスの日程等は、所定のܝ示൘で確認してください。

申੥۠分 申੥対৅者 申੥手続等

一ׅ申੥
3月の卒業年次生、修了年次生で、
・学部の一छ໔ڐঢ়申੥者…
・大学院の専修໔ڐঢ়申੥者

教員໔ڐঢ়一ׅ申੥
1次申੥ɿ 9月
2次申੥ɿ11月

※ฤ入学生は、申੥手続時に相談のこと

人申੥ݸ

・…一ׅ申੥ができなかった卒業年次
生、修了年次生

・…大学院修了年次生で一छ໔ڐঢ়を
申੥する者

・ 9月に卒業、修了がՄとなった者

教育ҕ員会へ必要書ྨݝ஍の౎ಓ෎ॅډ
等を確認しఏ出する。
教育ҕ員会によって、申੥方法、申੥時
期が異なるため、༧め確認が必要。

　教員໔ڐঢ়取得後の取扱い等については、「教育職員໔ڐ法」等に基づき、໔؅ڐ理者（交
付を受けた౎ಓ෎ݝ教育ҕ員会）の定めにैう必要があります。

　科目等履修生として一छ໔ڐঢ়を取得する場合
　大学在学中に教職課程に必要な授業科目を修得できなかった場合、卒業（退学）後に科目等
履修生としてෆ଍科目の単位を修得し、教員໔ڐঢ়を取得できる制度があります。詳細は教職
センター【教職・学芸員】で確認してください。また、手続きについては大学̝̥を参রして
ください。

7 ）大学院生のڭ৬
課程の履修につい
て

6）స学෦生・స学
科生・ฤ入学生の
৬課程の履修にڭ
ついて
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

Ā ݧࢼ用࠾員ڭ．
　ެ立学ߍの教員になるためには、౎ಓ෎ݝまたは੓ྩ指定౎ࢢの教育ҕ員会が実施するެ立
学ߍ教員採用ࢼ験に合格し、採用ީิ者の໊฽に登録されなければなりません。そしてこの໊
฽の中からその年度のܽ員ঢ়گ、教員૊৫のঢ়گなどをྀߟしてબ定し、所定の手続きを経た
上で採用がܾ定されます。
　採用ࢼ験は、ྫ年֓Ͷ 6～ 7月頃を中心に実施されています（教員採用ࢼ験は 3年次に受験
できる自࣏体もあります。）。採用ࢼ験の実施要߲等の詳細については各自が༧め教育ҕ員会な
どに໰い合わせてください。

教員దߍ立学ࢲ」と「ಠ自のެืによる採用ߍ立学ࢲ各」、の教員になるためにはߍ立学ࢲ　
の「ࠪݕੑ 2つの方法があります。「各ࢲ立学ߍಠ自のެืによる採用」については、教職セ
ンターにٻ人のあったものは、所定のܝ示൘にࡌܝするので、希望者は確認のうえ応ืしてく
ださい。
験の成੷ॱに໊฽ࢼなどで行われており、教職教ཆ、খ論จなどのݝは、੩Ԭࠪݕ学దੑࢲ　
登録を行うという方式が一般的です。また、他の自࣏体のࢲ学協会では、このようなࠪݕを行
わず、ただの「登録制」としているところもあります。
　こうしたࢲ学దੑࠪݕは採用を保証するものではないですが、ެ立・ࢲ立を໰わず、教員に
なりたいという方は受ݕをおすすめします。

臨時採用教員とは、専೚教員にܽ員が出た場合に期限つきで採用される教員のことで、正規
教員と同༷の業務にबく「臨時的೚用教員（ৗۈ講ࢣ）」と、「時間講ࢣ（ඇৗۈ講ࢣ）」の 2
छྨに大別されます。いずれも各自࣏体がಠ自にื集を行っており、೚用希望者が各教育ҕ員
会へ登録し、そこからબߟされる形が一般的です。

10 ಋࢦࡦରݧࢼ用࠾員ڭ．
　教職へのୈ一าを;みだすためには、ެ立学ߍやࢲ立学ߍの「教員採用બࢼߟ験」を通աし
なければなりません。
　本学教職センターでは、こうした教員採用ࢼ験をめ͟す履修学生に対し、以下（1）～（7）に示
したとおり、さま͟まな教員採用ࢼ験対ࡦ指導を行っていますので、積極的に参加してくださ
い。
　詳細は、採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーションにて説明します。
　（1）採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーション（ 9月・2月頃実施）
　（2）各छ教員採用ࢼ験対ࡦ指導「ษڧ会」
　（3）教員採用ࢼ験のためのެ開໛ٖࢼ験
　（4）খ論จ対ࡦ講࠲
　（５）採用ࢼ験 1次໘઀対ࡦ
　（6）採用ࢼ験 2次ࢼ験対ࡦ
　（7）খ学ߍ教員資格認定ࢼ験対ࡦ講࠲

　教職課程履修者がར用できる施設があります。

【໊শ】場所 備え置き資料・ར用内༰等 ར用方法・஫意事߲

ఱനΩϟンύス
【教職学習室】
タワー 7５�12 ֊

教員採用ࢼ験に関するաڈ໰、教
員のおすすめਤ書などが置いてあ
ります。
˓教員採用ࢼ験のษڧをする部԰

ར用方法・஫意事߲については、ϙー
タルαイτでҊ内する内༰にैって
ください。

ఱനΩϟンύス
【教職教材ڀݚ室】
タワー 7５�12 ֊

中学ߍ及びߴ等学ߍの教科書・参
書などの教材ਤ書が置いてありߟ
ます
˓教材ڀݚをする部԰

ドーム前Ωϟンύス
【教職学習室】
౦館%&21５

ఱനΩϟンύスの教職学習室及び
教職教材ڀݚ室に準じたաڈ໰・
参ߟ書・教科書等があり、同༷の
ར用内༰として࢖用します。

1 ）ެཱ学ڭߍ員に
ついて

員にڭߍ学ཱࢲ（2
ついて

員にڭ用࠾࣌ྟ（3
ついて

ରݧࢼ用࠾員ڭ（1
について࠲ߨࡦ

ڭ・৬学習ࣨڭ（2
৬ࣨڀݚࡐڭのར
用ํ๏について

ýý

5 ）転学部生・転学
科生・編入学生の
教職課程の履修に
ついて

6）大学院生の教職
課程の履修につい
て
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

①…　స学部生・స学科生で、教職課程を履修している者は、教職センター【教職・学芸員】で
履修指導を受けてください。

②…　ฤ入学生が教職課程を履修する場合、前在籍大学のʰ成੷証明書ʱ及びʰ学力に関する証
明書 （ɦ教員໔ڐঢ়申੥用）を取りدせ、教職センター【教職・学芸員】で履修指導を受け
てください。
（1）前在籍大学が課程認定を༗する大学の場合
　前在籍大学発行のʰ学力に関する証明書ʱに基づき、取得を希望する໔ڐ教科に必要な
授業科目を履修してください。

（2）前在籍大学が課程認定を༗しない大学の場合
　前在籍大学において修得した単位のうち、本学において認定された単位をؚめて、取得
を希望する໔ڐ教科に必要な授業科目を履修してください。
教職に関する科目については、全て、本学において履修してください。

専・୹大等からのฤ入学で教職課程の履修を希望される場合は、認定単位等の確認のたߴ　…③
め、必ず事前に教職センターに相談してください（認定単位の࢖用に制限がある場合があり
ます）。

　大学院進学後に一छ໔ڐঢ়を取得する場合
　本学学部において一छ໔ڐঢ়取得に必要な単位を修得できずに卒業し、継続して本学大学院
へ進学した場合、大学院在学中に一छ໔ڐঢ়を取得するために必要な授業科目の履修が認めら
れます。
　この場合は、教職履修費 (26,400 円) 納入および科目等履修生としての登録手続きが必要とな
ります。
　また、指導教員の承諾書等が必要です。詳細は大学院ศཡで確認するか、教職センター【教
職・学芸員】で説明を受けてください。
　大学院生で一छ໔ڐঢ়取得のための新規登録は認められません。

ÿ のਃ੥（ঢ়ڐ員໔ڭ）ঢ়ڐҭ৬員໔ڭ．
　教員໔ڐঢ়は、大学において必要単位を修得したうえで、教育ҕ員会に申੥することにより、
交付を受けることができます。
　ただし、卒業・修了年次生（ 3月に限ります。）に限り、大学からѪ஌ݝ教育ҕ員会に一ׅ
で申੥手続きを行うことで、卒業式当日（ 3月に限ります。）に教員໔ڐঢ়の受取りがՄೳと
なります。対৅者は、༧め教員໔ڐঢ়一ׅ申੥ガイダンスに出席したうえで、必要な手続きを
行います。
　ガイダンスの日程等は、所定のܝ示൘で確認してください。

申੥۠分 申੥対৅者 申੥手続等

一ׅ申੥
3月の卒業年次生、修了年次生で、
・学部の一छ໔ڐঢ়申੥者…
・大学院の専修໔ڐঢ়申੥者

教員໔ڐঢ়一ׅ申੥
1次申੥ɿ 9月
2次申੥ɿ11月

※ฤ入学生は、申੥手続時に相談のこと

人申੥ݸ

・…一ׅ申੥ができなかった卒業年次
生、修了年次生

・…大学院修了年次生で一छ໔ڐঢ়を
申੥する者

・ 9月に卒業、修了がՄとなった者

教育ҕ員会へ必要書ྨݝ஍の౎ಓ෎ॅډ
等を確認しఏ出する。
教育ҕ員会によって、申੥方法、申੥時
期が異なるため、༧め確認が必要。

　教員໔ڐঢ়取得後の取扱い等については、「教育職員໔ڐ法」等に基づき、໔؅ڐ理者（交
付を受けた౎ಓ෎ݝ教育ҕ員会）の定めにैう必要があります。

　科目等履修生として一छ໔ڐঢ়を取得する場合
　大学在学中に教職課程に必要な授業科目を修得できなかった場合、卒業（退学）後に科目等
履修生としてෆ଍科目の単位を修得し、教員໔ڐঢ়を取得できる制度があります。詳細は教職
センター【教職・学芸員】で確認してください。また、手続きについては大学̝̥を参রして
ください。

7 ）大学院生のڭ৬
課程の履修につい
て

6）స学෦生・స学
科生・ฤ入学生の
৬課程の履修にڭ
ついて
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

Ā ݧࢼ用࠾員ڭ．
　ެ立学ߍの教員になるためには、౎ಓ෎ݝまたは੓ྩ指定౎ࢢの教育ҕ員会が実施するެ立
学ߍ教員採用ࢼ験に合格し、採用ީิ者の໊฽に登録されなければなりません。そしてこの໊
฽の中からその年度のܽ員ঢ়گ、教員૊৫のঢ়گなどをྀߟしてબ定し、所定の手続きを経た
上で採用がܾ定されます。
　採用ࢼ験は、ྫ年֓Ͷ 6～ 7月頃を中心に実施されています（教員採用ࢼ験は 3年次に受験
できる自࣏体もあります。）。採用ࢼ験の実施要߲等の詳細については各自が༧め教育ҕ員会な
どに໰い合わせてください。

教員దߍ立学ࢲ」と「ಠ自のެืによる採用ߍ立学ࢲ各」、の教員になるためにはߍ立学ࢲ　
の「ࠪݕੑ 2つの方法があります。「各ࢲ立学ߍಠ自のެืによる採用」については、教職セ
ンターにٻ人のあったものは、所定のܝ示൘にࡌܝするので、希望者は確認のうえ応ืしてく
ださい。
験の成੷ॱに໊฽ࢼなどで行われており、教職教ཆ、খ論จなどのݝは、੩Ԭࠪݕ学దੑࢲ　
登録を行うという方式が一般的です。また、他の自࣏体のࢲ学協会では、このようなࠪݕを行
わず、ただの「登録制」としているところもあります。
　こうしたࢲ学దੑࠪݕは採用を保証するものではないですが、ެ立・ࢲ立を໰わず、教員に
なりたいという方は受ݕをおすすめします。

臨時採用教員とは、専೚教員にܽ員が出た場合に期限つきで採用される教員のことで、正規
教員と同༷の業務にबく「臨時的೚用教員（ৗۈ講ࢣ）」と、「時間講ࢣ（ඇৗۈ講ࢣ）」の 2
छྨに大別されます。いずれも各自࣏体がಠ自にื集を行っており、೚用希望者が各教育ҕ員
会へ登録し、そこからબߟされる形が一般的です。

10 ಋࢦࡦରݧࢼ用࠾員ڭ．
　教職へのୈ一าを;みだすためには、ެ立学ߍやࢲ立学ߍの「教員採用બࢼߟ験」を通աし
なければなりません。
　本学教職センターでは、こうした教員採用ࢼ験をめ͟す履修学生に対し、以下（1）～（7）に示
したとおり、さま͟まな教員採用ࢼ験対ࡦ指導を行っていますので、積極的に参加してくださ
い。
　詳細は、採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーションにて説明します。
　（1）採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーション（ 9月・2月頃実施）
　（2）各छ教員採用ࢼ験対ࡦ指導「ษڧ会」
　（3）教員採用ࢼ験のためのެ開໛ٖࢼ験
　（4）খ論จ対ࡦ講࠲
　（５）採用ࢼ験 1次໘઀対ࡦ
　（6）採用ࢼ験 2次ࢼ験対ࡦ
　（7）খ学ߍ教員資格認定ࢼ験対ࡦ講࠲

　教職課程履修者がར用できる施設があります。

【໊শ】場所 備え置き資料・ར用内༰等 ར用方法・஫意事߲

ఱനΩϟンύス
【教職学習室】
タワー 7５�12 ֊

教員採用ࢼ験に関するաڈ໰、教
員のおすすめਤ書などが置いてあ
ります。
˓教員採用ࢼ験のษڧをする部԰

ར用方法・஫意事߲については、ϙー
タルαイτでҊ内する内༰にैって
ください。

ఱനΩϟンύス
【教職教材ڀݚ室】
タワー 7５�12 ֊

中学ߍ及びߴ等学ߍの教科書・参
書などの教材ਤ書が置いてありߟ
ます
˓教材ڀݚをする部԰

ドーム前Ωϟンύス
【教職学習室】
౦館%&21５

ఱനΩϟンύスの教職学習室及び
教職教材ڀݚ室に準じたաڈ໰・
参ߟ書・教科書等があり、同༷の
ར用内༰として࢖用します。

1 ）ެཱ学ڭߍ員に
ついて

員にڭߍ学ཱࢲ（2
ついて

員にڭ用࠾࣌ྟ（3
ついて

ରݧࢼ用࠾員ڭ（1
について࠲ߨࡦ

ڭ・৬学習ࣨڭ（2
৬ࣨڀݚࡐڭのར
用ํ๏について
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2025年度入学生用学芸員課程便覧（名城大学）

4．学芸員資格औಘに必要ͳ単位のऔಘについて
　本課程を修了するには、次の基礎資格をຬたし、「博物館に関する科目」の単位を基準どおり取得しなければなりません。

1 資格ૅج（
　学࢜の学位を༗すること

2 ）博物館にؔ͢Δ科目・・・［ผද 1］参র
①　すべて学芸員課程開講科目で、20 単位以上修得しなければなりません。
②　「博物館資料論Ⅰ」は理޻・೶・情報޻学部の学生が必修、「博物館資料論Ⅱ」は法・経営・経ࡁ・人間・外ޠࠃ学部の学生が
必修科目となります。

　　౎ࢢ情報学部の学生は、「博物館資料論Ⅰ」または「博物館資料論Ⅱ」のいずれか一つが必修科目となります。
　　また、各学部とも「博物館資料論Ⅰ」および「博物館資料論Ⅱ」の྆方を履修しても差し支えありません。

ʦ別表 1ʧ博物館に関する科目

博物館法施行規ଇに定める科目 本学開講科目
備ߟ

科　目　໊ 単位数 配当
年次 科目໊

単位数
必修 બ୒

生֔学習֓論 2
1 生֔学習論 2 人間学部以外

2 学習ࣾ会論 2 人間学部のみ
（人間学部開講科目）

博物館֓論 2 2 博物館原論 2
博物館経営論 2 2 博物館経営論 2

博物館情報・ϝσィΞ論 2
3 博物館情報論 1
3 教育ϝσィΞڥ؀論 2

博物館資料論 2
3 博物館資料論Ⅰ 2 理ܥ（౎ؚࢢΉ）
3 博物館資料論Ⅱ 2 จܥ（౎ؚࢢΉ）

博物館資料保ଘ論 2 2 博物館資料保ଘ論 2
博物館展示論 2 2 博物館展示論 2

博物館実習 3
3 博物館実習Ⅰ 2 学内
4 博物館実習Ⅱ 1 館務
4 博物館実習Ⅲ 1 館務

博物館教育論 2 1 博物館教育論 2
必要単位数 19 最低修得単位数 20
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1．学芸員課程Λ履修͢Δօ͞Μ΁
1）学芸員と͸
　学芸員は、博物館において、博物館資料の収集、保؅、ௐࠪڀݚ、展示およびその他これと関࿈する事業を担当する専門職のこ
とです。学芸員として博物館へのۈ務を希望する場合、かならず学芸員資格が必要になります（ただし、೚用は各博物館によって
行われます）。また、学芸員資格取得を৚݅とする職छにबきたい場合にも必要です。学芸員資格はจ部科学লが所؅するࠃՈ資格
です。

2 ）博物館と͸
　博物館は、ྺ࢙、芸ज़、ຽଏ、࢈業、自વ科学等に関する資料の収集や保ଘ、ௐࠪڀݚ、展示、教育ී及といった活動を一体的
に行う施設のことです。Ձ஋がある資料の実物を通して人ʑの学習活動を支ԉする施設でもあります。博物館にはྺ࢙博物館や科
学博物館、ඒज़館、ਫ଒館、動২物Ԃなど、さま͟まなछྨがあります。

3 ）ຊ学の学芸員ཆ੒ཧ೦について
　໊৓大学では、次のཆ成理೦のもと、学芸員課程を開設しています。

໊৓大学学芸員ཆ成理೦
໊৓大学は、
　・専門的な஌識と実ફ力を備え、ߴいίϛϡχέーションೳ力と博物館活動をӡ営؅理できるೳ力を༗する学芸員
　・謙虚で๛かなแ༰力と力ڧい実行力を持ち、୭からも৴頼される学芸員
のཆ成を目指します。

2 ．大学Ͱ学芸員資格Λऔಘ͢Δに͸
1）博物館๏の定Ίについて
　博物館法ୈ ５৚に学芸員資格を༗する者になる৚݅が書かれています。ୈ 1߲には「学࢜の学位を༗する者で、大学においてจ
部科学লྩで定める博物館に関する科目の単位を修得したもの」となっています。学芸員資格を大学で取得するためには、学࢜の
資格を得ることおよび「博物館に関する科目」の単位を修得することが必要となります。

3 ．学芸員資格ΛऔಘͰ͖Δ学෦・学科
本学において、学芸員資格を取得できる学部・学科は、次表のとおりです。

学　　　部 学　　　科

法学部 法学科

経営学部 経営学科、ࠃ際経営学科

経ࡁ学部 経ࡁ学科、࢈業ࣾ会学科

理޻学部
数学科、ి޻ࢠిؾ学科、材料ػೳ޻学科、応用Խ学科、ػց޻学科、交通ػց޻学科、
ϝΧτロχクス޻学科、ࣾ会基൫σβイン޻学科、ڥ؀૑଄޻学科、ݐங学科

೶学部 生物資ݯ学科、応用生物Խ学科、生物ڥ؀科学科

౎ࢢ情報学部 ౎ࢢ情報学科

人間学部 人間学科

外ޠࠃ学部 学科ޠ際ӳࠃ

情報޻学部 情報޻学科
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4．学芸員資格औಘに必要ͳ単位のऔಘについて
　本課程を修了するには、次の基礎資格をຬたし、「博物館に関する科目」の単位を基準どおり取得しなければなりません。

1 資格ૅج（
　学࢜の学位を༗すること

2 ）博物館にؔ͢Δ科目・・・［ผද 1］参র
①　すべて学芸員課程開講科目で、20 単位以上修得しなければなりません。
②　「博物館資料論Ⅰ」は理޻・೶・情報޻学部の学生が必修、「博物館資料論Ⅱ」は法・経営・経ࡁ・人間・外ޠࠃ学部の学生が
必修科目となります。

　　౎ࢢ情報学部の学生は、「博物館資料論Ⅰ」または「博物館資料論Ⅱ」のいずれか一つが必修科目となります。
　　また、各学部とも「博物館資料論Ⅰ」および「博物館資料論Ⅱ」の྆方を履修しても差し支えありません。

ʦ別表 1ʧ博物館に関する科目

博物館法施行規ଇに定める科目 本学開講科目
備ߟ

科　目　໊ 単位数 配当
年次 科目໊

単位数
必修 બ୒

生֔学習֓論 2
1 生֔学習論 2 人間学部以外

2 学習ࣾ会論 2 人間学部のみ
（人間学部開講科目）

博物館֓論 2 2 博物館原論 2
博物館経営論 2 2 博物館経営論 2

博物館情報・ϝσィΞ論 2
3 博物館情報論 1
3 教育ϝσィΞڥ؀論 2

博物館資料論 2
3 博物館資料論Ⅰ 2 理ܥ（౎ؚࢢΉ）
3 博物館資料論Ⅱ 2 จܥ（౎ؚࢢΉ）

博物館資料保ଘ論 2 2 博物館資料保ଘ論 2
博物館展示論 2 2 博物館展示論 2

博物館実習 3
3 博物館実習Ⅰ 2 学内
4 博物館実習Ⅱ 1 館務
4 博物館実習Ⅲ 1 館務

博物館教育論 2 1 博物館教育論 2
必要単位数 19 最低修得単位数 20
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1．学芸員課程Λ履修͢Δօ͞Μ΁
1）学芸員と͸
　学芸員は、博物館において、博物館資料の収集、保؅、ௐࠪڀݚ、展示およびその他これと関࿈する事業を担当する専門職のこ
とです。学芸員として博物館へのۈ務を希望する場合、かならず学芸員資格が必要になります（ただし、೚用は各博物館によって
行われます）。また、学芸員資格取得を৚݅とする職छにबきたい場合にも必要です。学芸員資格はจ部科学লが所؅するࠃՈ資格
です。

2 ）博物館と͸
　博物館は、ྺ࢙、芸ज़、ຽଏ、࢈業、自વ科学等に関する資料の収集や保ଘ、ௐࠪڀݚ、展示、教育ී及といった活動を一体的
に行う施設のことです。Ձ஋がある資料の実物を通して人ʑの学習活動を支ԉする施設でもあります。博物館にはྺ࢙博物館や科
学博物館、ඒज़館、ਫ଒館、動২物Ԃなど、さま͟まなछྨがあります。

3 ）ຊ学の学芸員ཆ੒ཧ೦について
　໊৓大学では、次のཆ成理೦のもと、学芸員課程を開設しています。

໊৓大学学芸員ཆ成理೦
໊৓大学は、
　・専門的な஌識と実ફ力を備え、ߴいίϛϡχέーションೳ力と博物館活動をӡ営؅理できるೳ力を༗する学芸員
　・謙虚で๛かなแ༰力と力ڧい実行力を持ち、୭からも৴頼される学芸員
のཆ成を目指します。

2 ．大学Ͱ学芸員資格Λऔಘ͢Δに͸
1）博物館๏の定Ίについて
　博物館法ୈ ５৚に学芸員資格を༗する者になる৚݅が書かれています。ୈ 1߲には「学࢜の学位を༗する者で、大学においてจ
部科学লྩで定める博物館に関する科目の単位を修得したもの」となっています。学芸員資格を大学で取得するためには、学࢜の
資格を得ることおよび「博物館に関する科目」の単位を修得することが必要となります。

3 ．学芸員資格ΛऔಘͰ͖Δ学෦・学科
本学において、学芸員資格を取得できる学部・学科は、次表のとおりです。

学　　　部 学　　　科

法学部 法学科

経営学部 経営学科、ࠃ際経営学科

経ࡁ学部 経ࡁ学科、࢈業ࣾ会学科

理޻学部
数学科、ి޻ࢠిؾ学科、材料ػೳ޻学科、応用Խ学科、ػց޻学科、交通ػց޻学科、
ϝΧτロχクス޻学科、ࣾ会基൫σβイン޻学科、ڥ؀૑଄޻学科、ݐங学科

೶学部 生物資ݯ学科、応用生物Խ学科、生物ڥ؀科学科

౎ࢢ情報学部 ౎ࢢ情報学科

人間学部 人間学科

外ޠࠃ学部 学科ޠ際ӳࠃ

情報޻学部 情報޻学科
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2）学芸員課程の授業科目の履修登録について
　学芸員課程を履修するために必要な授業科目の履修登録は、4月の履修登録期間内にて行ってください。

3 ）大学院生の履修について
　本学学部において学芸員資格に必要な単位を取得できずに卒業し、継続して本学大学院へ進学した場合、大学院在学中に学芸員
資格のために必要な授業科目の履修が認められます。
　この場合は、学芸員履修費（ 30,000 円）納入および科目等履修生としての登録手続きが必要となります。
　また、指導教員の承諾書等が必要です。詳細は、教職センター【教職・学芸員】で説明を受けてください。
　大学院生で学芸員資格のための新規登録は認められません。

4 ）単位制度について
　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは 1つの授業科目の学習に要する時間を表
す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の科目を履修し、それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、
これを一定数積み上げることによって卒業できる制度をいいます。大学の授業は講義・演習、実験・実技科目に大別することがで
きますが、各授業科目の 1単位当たりの学習時間は、教室等で行う授業時間と教室外で行う準備学習・事後学習の自学自習時間を
合わせて 4５ 時間が必要になります。単位制度の趣旨を理解して、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意
識して、日ごろの授業に臨んでください。

5 ）学芸員課程の年間スケジュール（予定）

1 年次 2年次 3年次 4年次

4月
新入生オリエンテーション
学芸員課程登録
学芸員履修費納入

５月

6月

7月

博物館実習（館務実習）
（実習先により期間が異な
る）

8月

9月

10月

11月

12月
・「博物館実習（館務実習）」
　希望登録ガイダンス
・博物館実習報告会（聴講）

博物館実習報告会（発表）

1月 博物館実習正式依頼開始

2月 学芸員課程資格判定

3月 新 2年次ガイダンス 新 3年次ガイダンス 新 4年次ガイダンス
学芸員課程修了証書交付
（卒業式当日）

7 ．修了証書の授与
　本課程を修了した履修生には卒業時に学芸員課程修了証書（資格取得証書）が授与されます。
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5．博物館実習について
　博物館実習には、学内で行う「博物館実習Ⅰ（学内実習）」と博物館で行う「博物館実習Ⅱ・Ⅲ（館務実習）」があります。

1 ）博物館実習Ⅰ（学内実習）［ 3年次］・・必修
　学内実習は、2年次までに修得した授業科目の理論を基礎として、履修生の専門分野に応じて、実際の資料の作成や資料取扱い
について体験し、翌年度に実施する、館務実習を円滑に進めることができるように準備する授業科目です。
　学内実習に係る交通費 ･入館料・資料等の実費は、一部履修者の負担となる場合があります。
　学内実習は、複数のプログラムにより成り立っており、学外でのフィールドワーク、博物館の見学、展示物制作と展示実習など
があります。プログラムによって学部別、全学部合同、等実施形態も異なります。

2 ）博物館実習Ⅱ（館務実習）［ 4年次］・・必修
　館務実習は、実際の博物館等において学芸員の指導のもとに資料の取扱いや展示・教育活動についての実習を行い、学芸員の業
務全般について体験し、理解を深めます。
　館務実習は、博物館の特別なご好意と、極めて多忙な学芸員のご協力により実施されます。貴重な時間と労力を割いて、次代を
担う人材を育てるために指導にあたっていただくことを銘記して、謙虚かつ真摯な態度で実習に臨んでください。

3 ）博物館実習Ⅲ（館務実習）［ 4年次］・・選択
　2）の博物館実習Ⅱ（館務実習）が ５日間以上の実習となる場合がありますので、履修登録しておいてください。10 日間以上の
実習の場合、単位が修得できます。

4 ）博物館実習Ⅱ･Ⅲ（館務実習）の概要

実 習 先
博物館
　※自身で確保

実 習 の 時 期 4年次の 7月～10月頃　※実習先と申込時に相談

実 習 の 期 間
最低 ５日間
　※実習する博物館との相談による

実 習 の 申 込 手 続
実習を希望する博物館等へ自身が申込
　※ 3年次の12月にガイダンスで説明

実 習 の 申 込 方 法 博物館により異なるため、自身で情報収集が必要

実 習 の 費 用 博物館により異なるため、必要な場合は自身で支払

5 ）博物館実習Ⅱ ･Ⅲ（館務実習）の参加資格
　博物館実習Ⅱ・Ⅲに参加できるのは、参加年度に最終学年に在学する学生で、下記のすべてに該当する者でなければなりません。
①　前年度までに「博物館に関する科目」のうち「博物館実習Ⅰ」「博物館原論」「博物館経営論」「博物館資料論」（「博物館資料論Ⅰ」
または「博物館資料論Ⅱ」）の単位を修得していること。ただし、学部の必修科目と該当科目が時間割上、重複した場合はこの限
りではない。
②　その他、本課程を修了するのに必要な単位を卒業までに修得する見込みがあること。
③　博物館での実習に耐えうる心身の健康を保持すること。
④　学芸員の仕事に対して熱意があること。

6 ．学芸員課程の登録および諸手続
1）学芸員課程の登録と履修費の納入について
　学芸員課程の履修を希望する学生は、学芸員課程オリエンテーションに出席し、学芸員課程履修希望登録及び学芸員履修費（ 30,000
円）の納付が必要です。
(1)　 学芸員課程履修希望登録を行うことによって、学芸員課程開講科目を履修登録することができるようになります。
(2)　 所定の履修費で学芸員課程を履修することができる期間は、大学学部に在籍する期間です。
(3)　 退学・除籍の後、再入学・復籍した者が、再び学芸員課程を履修しようとするときは、既納の額と再履修を出願した年度の履
修費に差額がある場合は、その差額を納付する必要があります。
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2）学芸員課程の授業科目の履修登録について
　学芸員課程を履修するために必要な授業科目の履修登録は、4月の履修登録期間内にて行ってください。

3 ）大学院生の履修について
　本学学部において学芸員資格に必要な単位を取得できずに卒業し、継続して本学大学院へ進学した場合、大学院在学中に学芸員
資格のために必要な授業科目の履修が認められます。
　この場合は、学芸員履修費（ 30,000 円）納入および科目等履修生としての登録手続きが必要となります。
　また、指導教員の承諾書等が必要です。詳細は、教職センター【教職・学芸員】で説明を受けてください。
　大学院生で学芸員資格のための新規登録は認められません。

4 ）単位制度について
　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは 1つの授業科目の学習に要する時間を表
す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の科目を履修し、それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、
これを一定数積み上げることによって卒業できる制度をいいます。大学の授業は講義・演習、実験・実技科目に大別することがで
きますが、各授業科目の 1単位当たりの学習時間は、教室等で行う授業時間と教室外で行う準備学習・事後学習の自学自習時間を
合わせて 4５ 時間が必要になります。単位制度の趣旨を理解して、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意
識して、日ごろの授業に臨んでください。

5 ）学芸員課程の年間スケジュール（予定）

1 年次 2年次 3年次 4年次

4月
新入生オリエンテーション
学芸員課程登録
学芸員履修費納入

５月

6月

7月

博物館実習（館務実習）
（実習先により期間が異な
る）

8月

9月

10月

11月

12月
・「博物館実習（館務実習）」
　希望登録ガイダンス
・博物館実習報告会（聴講）

博物館実習報告会（発表）

1月 博物館実習正式依頼開始

2月 学芸員課程資格判定

3月 新 2年次ガイダンス 新 3年次ガイダンス 新 4年次ガイダンス
学芸員課程修了証書交付
（卒業式当日）

7 ．修了証書の授与
　本課程を修了した履修生には卒業時に学芸員課程修了証書（資格取得証書）が授与されます。
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5．博物館実習について
　博物館実習には、学内で行う「博物館実習Ⅰ（学内実習）」と博物館で行う「博物館実習Ⅱ・Ⅲ（館務実習）」があります。

1 ）博物館実習Ⅰ（学内実習）［ 3年次］・・必修
　学内実習は、2年次までに修得した授業科目の理論を基礎として、履修生の専門分野に応じて、実際の資料の作成や資料取扱い
について体験し、翌年度に実施する、館務実習を円滑に進めることができるように準備する授業科目です。
　学内実習に係る交通費 ･入館料・資料等の実費は、一部履修者の負担となる場合があります。
　学内実習は、複数のプログラムにより成り立っており、学外でのフィールドワーク、博物館の見学、展示物制作と展示実習など
があります。プログラムによって学部別、全学部合同、等実施形態も異なります。

2 ）博物館実習Ⅱ（館務実習）［ 4年次］・・必修
　館務実習は、実際の博物館等において学芸員の指導のもとに資料の取扱いや展示・教育活動についての実習を行い、学芸員の業
務全般について体験し、理解を深めます。
　館務実習は、博物館の特別なご好意と、極めて多忙な学芸員のご協力により実施されます。貴重な時間と労力を割いて、次代を
担う人材を育てるために指導にあたっていただくことを銘記して、謙虚かつ真摯な態度で実習に臨んでください。

3 ）博物館実習Ⅲ（館務実習）［ 4年次］・・選択
　2）の博物館実習Ⅱ（館務実習）が ５日間以上の実習となる場合がありますので、履修登録しておいてください。10 日間以上の
実習の場合、単位が修得できます。

4 ）博物館実習Ⅱ･Ⅲ（館務実習）の概要

実 習 先
博物館
　※自身で確保

実 習 の 時 期 4年次の 7月～10月頃　※実習先と申込時に相談

実 習 の 期 間
最低 ５日間
　※実習する博物館との相談による

実 習 の 申 込 手 続
実習を希望する博物館等へ自身が申込
　※ 3年次の12月にガイダンスで説明

実 習 の 申 込 方 法 博物館により異なるため、自身で情報収集が必要

実 習 の 費 用 博物館により異なるため、必要な場合は自身で支払

5 ）博物館実習Ⅱ ･Ⅲ（館務実習）の参加資格
　博物館実習Ⅱ・Ⅲに参加できるのは、参加年度に最終学年に在学する学生で、下記のすべてに該当する者でなければなりません。
①　前年度までに「博物館に関する科目」のうち「博物館実習Ⅰ」「博物館原論」「博物館経営論」「博物館資料論」（「博物館資料論Ⅰ」
または「博物館資料論Ⅱ」）の単位を修得していること。ただし、学部の必修科目と該当科目が時間割上、重複した場合はこの限
りではない。

②　その他、本課程を修了するのに必要な単位を卒業までに修得する見込みがあること。
③　博物館での実習に耐えうる心身の健康を保持すること。
④　学芸員の仕事に対して熱意があること。

6 ．学芸員課程の登録および諸手続
1）学芸員課程の登録と履修費の納入について
　学芸員課程の履修を希望する学生は、学芸員課程オリエンテーションに出席し、学芸員課程履修希望登録及び学芸員履修費（ 30,000
円）の納付が必要です。
(1)　 学芸員課程履修希望登録を行うことによって、学芸員課程開講科目を履修登録することができるようになります。
(2)　 所定の履修費で学芸員課程を履修することができる期間は、大学学部に在籍する期間です。
(3)　 退学・除籍の後、再入学・復籍した者が、再び学芸員課程を履修しようとするときは、既納の額と再履修を出願した年度の履
修費に差額がある場合は、その差額を納付する必要があります。
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